
令和８年 第７回 川口市教育委員会定例会 
 

                                日 時 令和８年４月２４日（金） 

                                    午後１時３０分 

                                場 所 川口市教育委員会室 
 

                                      日    程 
１  開 会 
 
 
２  点 呼 
 
 
３ 前回会議録の承認 
（１）第６回川口市教育委員会定例会会議録 
 
 
４ 教育長報告 
（１）５月行事予定について                              ――  １ 
（２）３月市議会定例会の概要について                         ――  ３ 
（３）学校施設開放事業について                            ――当日１ 
（４）小中学校の施設改修について                           ――当日２ 
（５）（仮称）神根総合運動公園整備事業について                     ――当日３ 
（６）令和７年度学校自己評価のまとめについて                     ――１１２ 
（７）令和７年度川口市立高等学校卒業者の進路状況について               ――１９９ 
（８）令和８年度川口市立高等学校入学者選抜結果について                ――２０１ 
（９）令和８年度川口市学校図書館司書について                     ――２０２ 
（１０）令和８年度川口市教育相談支援員について                    ――２０４ 
（１１）令和８年度川口市特別支援教育こども支援員について               ――２０６ 
（１２）令和８年度ほっとルーム支援員について                     ――２０９ 
（１３）令和８年度川口市外国人児童生徒支援員について                  ――２１０ 
（１４）川口市立学校におけるいじめ問題の現状について                ――当日４㊙ 
 
 
５ 協議事項 
（１）６月市議会案件について                              ――当日５㊙ 
 
 
６ 議案の審議 
議案第３４号 川口市社会教育委員を委嘱することについて                ――２１１ 
議案第３５号 川口市学校運営協議会委員を委嘱・任命することについて          ――２１３ 
 
 
７ その他 
 
 
８ 閉 会 



日 曜日 時間 行事等 場所 主管課・機関

1 金 15:00 令和８年度川口市養護教諭部会総会 601大会議室 学校保健課

2 土

3 日 憲法記念日

9:30 開館記念日無料公開 科学館 科学館

4 月 みどりの日

5 火 こどもの日

6 水 振替休日

7 木 関東地区都市教育長協議会総会（～5月8日）
ホテルメトロポリタン

高崎
教育総務課

8 金 令和８年度埼玉県学力・学習状況調査（小５・中２） 各校 指導課

9 土

10 日 9:30 高校生海外派遣事業第二次選考 中央ふれあい館 指導課

11 月 水上自然教室最初隊（鳩ヶ谷中） 水上少年自然の家 学務課

学校訪問 舟戸小学校 指導課

13:30 人事評価当初申告教育長面談 2502会議室 学務課

12 火 大貫海浜学園最初隊（鳩ヶ谷小） 大貫海浜学園 学務課

8:45 人事評価当初申告教育長面談 2502会議室 学務課

18:00 第１９回川口ツーデーマーチ実行委員会 メディアセブン スポーツ課

13 水 令和８年度埼玉県学力・学習状況調査（小４・中１） 各校 指導課

14 木 学校訪問 戸塚小学校 指導課

学力向上訪問
青木中央小学校

幸町小学校
指導課

9:00
第７６回全国都市教育長協議会定期総会並びに研究大会

（～5月15日）
高知県立県民文化ホール 教育総務課

15 金 令和８年度埼玉県学力・学習状況調査（小６・中３） 各校 指導課

令和８年５月 行事予定表
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教育長報告（１）



日 曜日 時間 行事等 場所 主管課・機関

令和８年５月 行事予定表

16 土

17 日

18 月 学校訪問 戸塚西中学校 指導課

8:45 人事評価当初申告教育長面談 2502会議室 学務課

19 火 10:00 埼玉県南部地区教育委員会連合会理事会及び定期総会 朝霞市博物館 教育総務課

10:00 月例校長協議会 青木会館 学務課

20 水 8:45 人事評価当初申告教育長面談 2502会議室 学務課

13:30 教育委員会定例会 教育委員会室 教育総務課

21 木 13:00 埼玉県市町村教育委員会連合会総会 狭山市市民会館 教育総務課

8:45 人事評価当初申告教育長面談 2502会議室 学務課

22 金 8:45 人事評価当初申告教育長面談 2502会議室 学務課

23 土

24 日 8:00 市指定無形民俗文化財「安行原の蛇造り」 安行原 文化財課

25 月 学校訪問 芝小学校 指導課

8:45 人事評価当初申告教育長面談 2502会議室 学務課

26 火 科学館休館日（館内整理日） 科学館 科学館

学校訪問 幸並中学校 指導課

8:45 人事評価当初申告教育長面談 2502会議室 学務課

27 水 10:00 市立学校長会議 2601会議室 学務課

28 木 14:00 南部教育長会議・教育長協議会 浦和合同庁舎 教育総務課

29 金 13:00 関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会 上越文化会館 教育総務課

30 土

31 日
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３月市議会定例会の概要について 

 

 

 

 

 

 

川 口 市 教 育 委 員 会 
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教育長報告（２）



                                  教育政策室 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                （教育政策室） 

＜質問概要＞ 

 

稲川 和成 議員（自民） 

 

９ 地域クラブ活動の推進について 

(1) 地域クラブ活動推進の目的につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 地域展開のスケジュールについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

 

（教育長） 

Ａ 地域クラブ活動の推進は、生徒が継続的

にスポーツや文化芸術活動に親しむ機会の

確保や多様なニーズへの対応等を主な目的

とし、同時に教職員のやりがいと負担軽減の

両立にも資する取り組みである。継続的な活

動機会の確保や多様なニーズへの対応につ

いては、受け皿となる地域クラブの体制整備

を進めており、現在７１種類、２２１の団体

が、中学生の活動への協力に賛同いただいて

いる。また、教職員のやりがいと負担軽減に

ついては、指導を望む教職員を、地域クラブ

の指導者として認定していく一方、参加につ

いては任意とすることで、その両立を実現す

るべく準備を進めている。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 国のガイドラインにおいては、令和８年

度から１３年度が改革実行期間とされ、この

期間に、原則休日の全ての部活動において地

域展開を目指すとされている。国の方向性を

踏まえ、本市においては、令和９年９月の新

人戦終了後を目途に、休日の活動を地域クラ

ブ活動として展開するが、その後、令和１３

年度までに、更なる協力団体の拡充や、実際

の運営状況を踏まえた運営体制の改善を行

い、令和１３年度には自立した体制が確立す

るよう、段階的に執り進めていく。 
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(3) 統括する組織設立に向けた取り

組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 地域クラブや指導者を認定する

制度の構築について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 小中学校の適正規模・適正配置

の詳細について 

(1) 学校再編に向けた今後の行程に

ついて 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 令和９年９月の活動開始へ向け、より多

くの協力団体や指導者及び活動場所を確保

し、安全・安心な地域クラブ活動を安定的に

運営していくためには、統括・調整を担う組

織の設立が不可欠であると考えている。本市

においては、令和８年度中に、市が支援する

統括組織の設立を進め、令和９年度の活動開

始へ向けた人材確保や活動場所の確保等、課

題解決に向けた取り組みを、統括組織と市が

連携して進めていく予定である。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 国が定めたガイドラインにおいては、生

徒が地域クラブ活動に安心して参加でき、生

徒の健全な育成に資する活動が実現される

ようにするため、国が示した設定要件に基づ

き、各自治体が地域クラブや指導者を認定す

る制度の実施が例示されている。本市におい

ては、統括組織の設立と同様、令和８年度中

に、地域クラブや、教員も含めた指導者に関

する認定制度を構築し、人材バンクシステム

と連携して運用するとともに、指導者の質の

確保を目的とした研修システムの構築も進

めることで、適切な地域クラブ活動が展開で

きるよう、着実に準備を進めていく。 

 

 

（副教育長） 

Ａ 今後の行程については、通学時間等の基

準の設定や統廃合の検討を行う際の基準の

見直しに加え、義務教育学校や公共施設との

複合化等、今後の学校再編を見据えた内容を

盛り込んだ、川口市立小中学校適正規模・適

正配置基本方針の改定を、今月中に完了す

る。４月以降については、改定した方針に基
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(2) 学校再編の対象となり得る地域

や学校について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 新たな学校施設開放事業につ

いて 

(1) 市民に対する周知について 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学校長の役割について 

 

 

づき、適正規模・適正配置の具体的な手法を

示す学校再編計画のほか、地域別の再編推進

プランの作成を進め、令和９年９月にそれぞ

れを策定した上で、令和１２年の計画実施を

目指し、引き続き、迅速かつ的確に取り組ん

でいく。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 学校再編の対象については、児童生徒数

の推計のほか、学校施設の更新時期等を総合

的に勘案し、小規模の学校や施設更新を迎え

る学校等から手掛ける必要があるものと考

えており、具体的な地域や学校再編の手法等

については、学校再編計画や地域別の推進プ

ランの中で示せるよう進めていく。また、改

定した基本方針の統廃合等に関する基準に

当てはまる学校については、令和１２年を待

たずに、学校関係者や保護者に加え、地域の

方々などに可能な限りの情報を提供し、意見

や提案などを踏まえ、地域性に即した対応を

進めていく。 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 市民に対する周知については、これまで

連合町会長会議や、関係スポーツ団体の会議

に加え、市立学校長会議などにおいて、説明

を行ってきた。また、規則をはじめとする関

係例規及び利用の詳細についてのマニュア

ルなどを市のホームページに掲載し、周知に

努めている。 

 

（学校教育部長） 

Ａ これまで学校長は、自校の学校施設開放

において、利用団体との調整や周辺住民への

配慮など、多くの負担を担っていた。今後は、
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(3) 小・中学生が利用する際の利用料

金の軽減対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 町会・自治会が利用する際の利用

料金の軽減対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会が主体となって統一した制度を

運用し、学校施設開放事業の責任の多くを担

うことにより、学校長は学校施設の管理者と

しての役割に変わりなく、負担の軽減が図ら

れるものと考えている。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 減免の取扱いについては、本市スポーツ

施設及び公民館の減免の取扱いとの整合性

を図ることを原則とし、団体構成員の２分の

１以上が小・中学生であれば減額対象として

いる。また、小・中学生が中心となって活動

する団体のうち、中学校部活動改革に関わ

り、地域クラブ活動の推進に資するスポーツ

少年団などの団体については、一定の条件を

満たした上で、必要な手続きのもと、免除対

象としている。具体的には、文部科学省が示

す部活動のガイドラインにおいて、適切な活

動時間は週１１時間程度であることから、週

１２時間までの活動については、免除対象と

している。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 町会・自治会が利用する場合の減免の取

扱いについては、連合町会が行う運動会や文

化祭等の季節催事のほか、川口市レクリエー

ション協会及び川口市スポーツ推進委員協

議会等が主催する大会の予選会などは免除

対象としている。また、町会・自治会が年間

事業計画に位置付けた地域振興に資する取

組みとして利用する場合は減額対象とする

ものである。なお、継続的に行う趣味・体育

レクリエーション活動等は除かれるものと

している。 
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最上 祐次 議員（青嵐） 

 

４ 教育について 

(1) 子どもを第一に考えた部活動の

在り方について 

・本市の方針について伺いたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 地域の課題について 

(3) 学校施設の利用について 

ア 使用料の減免に関する適用条件に

ついて 

・スポーツ少年団等の適用条件につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 朝７時からの利用規定について 

・早朝利用の際の苦情処理等について 

 

 

 

 

（教育長） 

Ａ 本市の方針について、まずは、長期休業

中を含めた平日には、これまで通り部活動を

継続するとともに、休日は、教職員がリーダ

ーシップをとる地域クラブの設置も進めて

いく。また、地域の団体の協力をいただき、

部活動にはない種目についても環境整備を

進めるとともに、設置するクラブや協力団体

の一覧を、令和８年度中に市民の方々へ公表

できるようにするなど、情報発信も強化して

いく。さらに、今後、児童生徒に対して再度

アンケート調査を実施し、どのような目的・

内容の活動を希望するのか具体的な意見も

聞き、可能な限り子どもたちが望む活動が実

現できるよう、取り組んでいく。 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 学校施設の使用料に関する減額及び免

除の適用条件については、川口市長から事務

委任を受け、教育委員会で詳細な規定を定め

たところである。その内容は、学校施設にお

いても本市スポーツ施設及び公民館の減免

基準に整合性を図ることを原則としている。

さらに、スポーツ少年団等が利用する際に

は、一定の条件を満たした上で、必要な手続

きのもと、週１２時間までは免除対象とし

た。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 学校施設の利用時間については、「川口

市学校施設開放事業に関する規則」を制定

し、現況の利用状況等を考慮した上で、午前

７時からとしたところである。各学校の開始
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前原 博孝 議員（自民） 

 

５ 小学校水泳指導の在り方につい

て 

(1) 水泳授業及び施設の在り方の検

討の進捗状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間については、近隣住民への配慮等、それ

ぞれの状況に応じ、午前９時からとすること

ができるものとしたことに加え、騒音、路上

駐車など、近隣住民への迷惑行為を抑止する

ための注意事項を作成し、利用団体に遵守を

求め、周知徹底を図っていく。なお、苦情処

理等については、教育委員会が中心となり、

当該学校から状況等を聞き取り、対応してい

く。 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 令和７年７月に設置した川口市立小中

学校水泳の授業及び施設の在り方検討委員

会において、これまで４回の会議を開催し、

水泳授業及び施設の状況と対応のほか、他の

自治体の民間のスイミングスクールや屋内

プールの活用に加え、一般開放の取り組みな

どの情報を共有し、研究を進めてきた。その

結果、本市の現況を踏まえ、１学校１プール

を継続することが難しいことを共通認識と

した上で、更に議論を深めているところであ

る。今後は、水泳の授業及び施設の在り方に

ついて、多角的かつ短期、中長期的な視点で

検討し、令和８年８月を目途に基本方針を策

定していきたいと考えている。 
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石橋 俊伸 議員（公明） 

 

３ 令和９年９月から実施する部活

動の地域展開について 

(1) モデル事業の実施状況と検証に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 指導者の確保と質の担保につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 今年度のモデル事業については、サッカ

ー、陸上競技、吹奏楽など、１１種目１３団

体の協力のもと、大きな事故やトラブル等無

く、活動が終了した。 

 参加した生徒や保護者の方々からは、「一

人ひとり丁寧に指導していただけた」「他校

の生徒とも交流の輪を広げることができた」

「自分の学校の部活動にはない、本当にやり

たい活動ができた」などの感想をいただい

た。 

 一方で、学校施設の鍵の開錠や、部活動と

の日程重複などが課題として挙げられたこ

とから、今後の改善に繋げていく。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 指導者については、次年度、人材バンク

制度を導入し、教職員を含めた地域人材を掘

り起こし、その確保を進めていく。 

また、質の担保については、市が認定する

クラブとして、教職員が指導の中心となるク

ラブの設立を進めることに加え、人材バンク

に登録した方に対しては、事故防止や各種ハ

ラスメント防止、救急法等の内容を踏まえた

本市独自の研修を教育委員会が中心となっ

て実施することで、生徒や保護者が安心して

参加できる活動となるよう、準備を進めてい

く。 
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(3) 保護者の費用負担について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 今後の方向性について 

・今後の方針と新たな価値の創出につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 費用負担に関しては、参加者から参加費

を集める受益者負担を原則とするが、市が認

定する地域クラブについては、国のガイドラ

インが示す、月３，０００円程度を目安に、

参加費が可能な限り低廉な金額となるよう

取り組んでいく。 

また、経済的に困窮する世帯への支援につ

いては、令和９年度以降の国の補助制度の活

用について、検討を進めていく。 

 

（教育長） 

Ａ 今後については、まずは、部活動の教育

的意義を継承すべく、長期休業中も含めた平

日には、部活動を継続するとともに、休日は、

指導を望む教職員が中心となって指導する

地域クラブの設置を進めていく。 

また、新たな価値を創出する地域クラブと

して、地域の団体の協力のもと、学校の枠を

越えた生徒同士の交流や、より専門的な指

導、部活動にはない種目など、生徒の多様な

ニーズに応えられるよう、環境を整備してい

く。 

さらには、教職員の関わり方として、土日

祝日の指導については希望者のみとし、やり

がいと心身の健康の両立を図ることで、学校

教育活動全体を通して子ども達へよりよい

教育を実現できるよう、取り組んでいく。 
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青山 聖子 議員（自民） 

 

５ 増加する外国人児童生徒への対

応について 

(4) 通訳を担う児童への配慮 

・多言語を理解している児童が、そう

でない友達と教員の間に立ち、書類作

成などの手伝いをすることが見受け

られるが、その児童に依存しない体制

づくりができないか 

 

 

 

 

 

ふじしま ともこ 議員（共産） 

 

３ 子どもが安心して学べる環境を

作るために 

(3) 部活動について 

ア 当事者である子ども達の声を聞く

場を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ （仮称）Ｋａｗａｇｕｃｈｉ Ｃ

ｉｔｙ Ｃｌｕｂの立ち上げについ

て 

・ＫＣＣの活動と部活動との連携や地

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 多言語を理解している児童が、日本語と

母国語を用いて、友達や教員の間に立ち、通

訳をはじめとする支援を行う場面があるこ

とは認識している。 

 そのような機会が児童にとって過度な負

担とならないよう、関係団体と協働し、通訳

と共に編入学時に必要な書類作成を行う場

を設けるなど、児童の教育環境に配慮するよ

う努めていく。 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 地域クラブ活動の具体的な推進にあた

り、当事者である子ども達の意見を聞くこと

は大変重要であるものと捉えている。 

こうしたことから、児童生徒対象のアンケ

ート調査を再度実施するとともに、広く意見

を聞く機会として、市民向けタウンミーティ

ングを有効活用するなどし、活動を望む種目

や活動内容等についての意向を聞き、子ども

たちにとってよりよい活動となるよう推進

していく。 

 

（教育長） 

Ａ 今後設立を予定している、仮称Ｋａｗａ

ｇｕｃｈｉ Ｃｉｔｙ Ｃｌｕｂ（ＫＣＣ）

においては、平日の部活動と連動した活動が

可能な、教職員主導の「直営クラブ」に加え、
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域クラブが目に見えるような準備を

進めてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 地域展開後の大会参加について 

・部活動の合同チームでも県大会等に

参加できるのか 

 

 

 

 

 

 

松本 英利 議員（自民） 

 

７ 学校教育について 

(3) 川口市立小中学校在り方審議会

の今後について 

・今後の審議内容や審議会が果たすべ

き役割について尋ねる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の多様なニーズに対応可能な、既存の地

域クラブ主導の「加盟クラブ」を設置するな

ど、生徒の選択肢が広がるよう準備を進めて

いる。 

 なお、今後は、新たに設立するＫＣＣ所属

クラブや、市内協力団体を取りまとめ、令和

８年度中に、生徒・保護者をはじめとした市

民の方々に公表できるよう、執り進めてい

く。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 中学校体育連盟や吹奏楽連盟主催の大

会やコンクールについては、参加規程に基づ

き、引き続き、学校単位の部活動として、ま

た、複数校の部活動で構成される合同チーム

として参加することが可能であり、合同チー

ムが県大会等の上位大会へ出場することも

可能である。 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 同審議会の今後については、学校再編に

向けた考え方の整理や具体的な手法等に関

する審議を計画しており、今後、４回程度の

審議会を経て、令和８年１２月に学校再編計

画に関する答申がなされる予定である。 

今後も、同審議会において、将来の小中学

校の在り方、ひいては、持続可能な地域社会

の構築に資する教育環境の在り方について、

子ども達を第一とした活発な審議がなされ

ることを期待しているところである。 
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（要望） 

 本市の小中学校の教育環境の在り

方について、子ども達を第一に考え、

着実に進めていただきたい。 

 

 

碇 康雄 議員（新風） 

 

５ 教育について 

(1) 学校の適正規模・適正配置につい

て 

・施設が無駄にならないように再編す

る必要があるが、現時点での学校再編

計画の策定状況と内容について尋ね

る 

 

 

 

 

 

 

(2) 部活動の地域展開について 

ア 現状について 

・今年度の取組と教職員の指導者とし

ての見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 次年度の取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 将来的な学校再編を見据え、適正規模・

適正配置の検討を進めるなか、４月以降、具

体的な手法等を示す学校再編計画のほか、地

域別の再編推進プランの作成に取り組んで

いく。計画の作成にあたって、学校施設に関

連する諸計画との連携を図りながら執り進

め、策定までの間は、安全面を最優先とした

施設の整備を行うとともに、策定後について

は、計画に基づく効率的・効果的な学校再編

に努めていく。 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 今年度については、１３団体の協力のも

と、活動したモデル事業の実施や、保護者を

はじめとした市民向けの説明会である「地域

ミーティング」の開催、今後の方向性をまと

めた保護者用リーフレットの配布と説明動

画の上映などを実施した。 

 また、教職員へのアンケート調査から、小

学校１４％、中学校２３％、人数換算では

小・中併せて約４００名程度の教職員が、地

域クラブでの指導を望んでいる状況である。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 次年度については、モデル事業の規模拡

大に加え、地域クラブを統括する組織の設

-14-



 

 

 

 

 

ウ 今後のスケジュールについて 

・令和９年度以降のスケジュールにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立、人材バンク制度の導入・運用及び、研修

プログラムと指導者認定制度の構築など、地

域展開へ向けた具体的な準備を進めていく。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 今後のスケジュールについては、次年度

の準備を経て、令和９年９月の新人戦終了後

を目途に、休日の活動を地域クラブ活動とし

て展開していく。 

 また、令和１０年度以降も、国の補助制度

を活用するなどして、活動に協力していただ

ける地域人材や団体の確保を継続して行い、

生徒の活動機会と選択肢の更なる拡大が実

現できるよう、取り組んでいく。 
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                                  教育総務部 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                （教育総務課） 

＜質問概要＞ 

 

稲川 和成 議員（自民） 

 

８ 小学校体育館への空調機設置に

ついて 

・具体的にどのように進めるのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本 進 議員（公明） 

 

１０ 教育問題について 

(1) 小学校体育館への空調機設置事

業について 

・令和８年度対象校の選定理由と今後 

の整備計画を教えて欲しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

(市長) 

Ａ 小学校体育館への空調機設置について

は、子どもたちに安全安心な教育環境を提供

することや、避難所としての機能向上の観点

から、早急に整備を進める必要があると考え

ている。 

 このため、令和８年度当初予算案では、７

校分の実施設計に係る費用を計上し、国の補

助金の対象期間である令和１５年度末まで

の整備を予定していたが、一日も早い設置に

向けて、４年以内に実施設計を完了し、順次

工事が進められるよう、計画の見直しを担当

部局に指示したところである。 

 

 

 

 

(教育総務部長) 

Ａ 小学校体育館への空調機設置にあたっ

ては、空調機の熱源として電気、都市ガス、

プロパンガスの３方式を採用し、体育館が避

難所にもなることから、これらの熱源が市内

１０地区に偏らないよう、令和８年度の対象

校は既に設置した中学校体育館の空調機の

熱源を考慮し、まずは選定したものである。 

 今後の整備については、４年以内に実施設

計を完了し、順次工事が進められるよう計画

していく。 
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(要望) 

 本市は学校数が多いので工事費も

大変だが、国の補助も有効に活用して

進めていただきたい。 

 

 

最上 祐次 議員（青嵐） 

 

４ 教育について 

(4) 小学校体育館の空調機整備の促

進について 

・年間の設置計画を、早めるよう見直

すべきではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

(要望) 

 子どもたちの運動の場である体育

館の安全安心な教育環境の確保や、避

難所として避難者の２次的被害が起

きることのないよう、早急に取り組ん

でいただきたい。 

 

 

金子 幸弘 議員（共産） 

 

４ 川口市の教育について 

(3) 小学校体育館への空調機設置を

急ぐこと 

・計画を前倒しして設置して欲しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(教育総務部長) 

Ａ 小学校体育館への空調機設置について

は、子どもたちに安全安心な教育環境を提供

するうえで、スピード感を持って取り組むべ

き事業であると考えている。 

 令和８年度当初予算案では、７校分の空調

機設置に係る実施設計を計上し、国の補助金

の対象期間である令和１５年度末までの整

備を予定していたが、今後は、４年以内に実

施設計を完了し、順次工事が進められるよ

う、計画していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(市長) 

Ａ 小学校体育館への空調機設置について

は、子どもたちに安全安心な教育環境を提供

することや、避難所としての機能向上の観点

から、早急に取り組む事業であると考えてい

る。 
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前原 博孝 議員（自民） 

 

１０ 地域の問題について 

(3) 新郷南小学校のフェンス改修に

ついて 

・改修工事はどうなっているのか。 

 

 

 

 

 

碇 康雄 議員（新風） 

 

５ 教育について 

(4) 小学校体育館の空調機設置につ

いて 

ア 来年度予算について 

・令和８年度予算の内容について 

 

 

 

 

 

イ 今後のスケジュールについて 

 

 

 

 

 

 このため、国の補助金の対象期間である令

和１５年度末までの整備を予定していたが、

今後は、４年以内に実施設計を完了し、順次

工事が進められるよう、計画の見直しを担当

部局に指示したところである。 

 

 

  

 

(教育総務部長) 

Ａ 学校施設の改修については、児童生徒が

安全安心に学校生活が送れるよう、計画的に

進めているところである。 

 新郷南小学校南西側フェンス改修につい

ては、令和８年度に実施できるよう検討して

いく。 

 

 

 

 

 

 

(教育総務部長) 

Ａ 令和８年度当初予算案においては、本町

小学校、前川東小学校、木曽呂小学校、芝富

士小学校、安行東小学校、戸塚綾瀬小学校、

辻小学校の７校分の実施設計委託料として、 

３，９９９万６，０００円を計上している。 

 

(教育総務部長) 

Ａ 今後の整備計画については、４年以内に

実施設計を完了し、順次工事が進められるよ

う計画していく。 
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(要望) 

 小学校空調機設置完了の見込みを

早期に示していただきたい。 

 

 

岡本 さゆり 議員（無所属） 

 

６ 保育所及び小中学校の老朽化対

策と断熱改修について 

(1) 最も築年数が経過した施設及び

築年数について 

イ 小中学校について 

 

 

 

 

(2) 老朽化の現状の把握について 

イ 小中学校について 

・どのように把握しているのか 

 

 

 

 

 

(3) 今後の建替え・改修スケジュール

について 

イ 小中学校について 

・建替えや改修のスケジュールを教え

てほしい 

 

 

 

 

(4) 窓・外壁などの断熱性能向上につ

いて 

イ 小中学校について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(教育総務部長) 

Ａ 最も築年数が経過した小学校の校舎は、

飯仲小学校の普通教室棟で築６８年、中学校

では、十二月田中学校の普通・特別教室棟で

築７０年である。 

 

(教育総務部長) 

Ａ 小中学校の施設については、法令に基づ

き点検を実施し、結果を確認している。 

また、毎年、各小中学校に施設整備に関す

る要望の調査を実施しているほか、現状を確

認するため、直接学校に赴くなど、日頃から、

老朽化などの状況の把握に努めている。 

 

 

(教育総務部長) 

Ａ 建替えは、現在、十二月田小中学校を予

定しており、令和８年度から９年度にかけて

実施設計を行う予定である。 

 改修については、建物や設備の劣化状況を

把握した後、学校からの要望なども合わせ、

総合的に判断し、実施時期を決定している。 

 

 

(教育総務部長) 

Ａ 学校施設の断熱性や気密性を向上させ
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・重要性を認識しているのか 

 

 

 

 

(5) 既存の施設と仮園舎の断熱対策

について 

イ 小中学校について 

・対策を講じる考えはあるのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

(要望) 

 子どもたちの生活・学習環境の改善

や省エネルギーの観点から、老朽化の

改修工事と同時に断熱改修をお願い

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることは、児童生徒の快適な教育環境に繋が

り、また、エアコンの冷暖房効率が上がるこ

とで機器への負荷の軽減や、光熱費の削減に

繋がるものと、その重要性を認識している。 

 

 

(教育総務部長) 

Ａ 校舎の断熱改修は、特に教室の改修につ

いては、学校活動への影響が多大となり、大

規模改修は難しい現状である。 

 このことから、現在、断熱性能をあげる対

策として屋上防水工事を実施する際、遮熱効

果がある部材を使用したり、窓からの日差し

を遮るカーテンの設置や遮熱フィルムを貼

付するなど、学校施設の状況に応じた対策を

講じている。 
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                                  教育総務部 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                （生涯学習課） 

＜質問概要＞ 

 

前原 博孝 議員（自民） 

 

４ 臨機応変な公民館運営について 

・公民館の飲食を伴う利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福森 悦子 議員（公明） 

 

２ 川口市子ども読書活動推進計画

について 

(1) 公民館等の社会教育施設の取り組

みについて 

・読書環境の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

（市長） 

Ａ 公民館は、市民の教養の向上や相互のつ

ながりを維持するうえで、欠かせない施設で

あると考えている。これまで多くの方から

「公民館で食事をしながら交流を深めたい」

などの声を直接聞いてきた。一方で、公民館

は、社会教育施設であるため、引き続き飲酒

は禁止とするが、市民の交流を深める場とし

て、より柔軟に利用できるよう、飲食のルー

ルの緩和について担当部局に指示したとこ

ろである。今後も、市民が利用しやすい公民

館になるよう取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

（教育総務部長） 

Ａ 公民館等の図書コーナーや図書室は読

書や調べものなどの学習を行う場であり、ま

た、子どもの読書に対する興味や関心を引き

出す場となる重要な施設と認識している。公

民館によっては児童書や絵本が少ない、また

は、古いなど、図書コーナーの環境に差があ

る状況であることから、今後は、図書館と連

携して、古くなった本を入れ替えるなど図書

の充実に努め、子どもや保護者などの利用者

が読書を楽しめる環境の整備に取り組んで

いく。 
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碇 康雄 議員（新風） 

 

３ 人と人がつながるまちづくりに

ついて 

(3) 公民館について 

・公民館活動の活性化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市長） 

Ａ 公民館活動を活性化するためには、まず

は、より多くの方々に利用いただくことが必

要であると考えている。このことから、現在

実施しているＳＮＳなどを活用した講座情

報の発信や自宅でも受講できるオンライン

講座の更なる充実を図り、若年層や現役世代

の方々を含めた新たな利用者の確保に努め

ていく。さらに、公民館の利用要件の緩和な

ど、利用しやすい環境を整えるよう、担当部

局に指示したところである。 

 今後も、生涯にわたる学びや地域のつなが

りを支える公民館活動のさらなる活性化が

図られるよう取り組んでいく。 
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                                  教育総務部 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                 （文化財課） 

＜質問概要＞ 

 

金子 幸弘 議員（共産） 

 

４ 川口市の教育について 

(1)見沼代用水東縁について 

イ 歴史的価値について認識が高ま

るようにするには 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碇  康雄 議員（新風） 

 

８ 市制施行１００周年に向けた取

り組みについて 

・川口市史の続編を編さんしてはどう

か 

 

 

 

 

 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

 

 

（教育総務部長） 

Ａ 見沼代用水東縁については、文化財セン

ター「郷土資料館」での展示や講座等の中で

取り上げるとともに、小学４年生を対象とし

た「オンライン社会科見学」において、見沼

代用水東縁からライブ配信を実施するなど、

郷土の歴史への理解を深める事業を行って

いるところである。 

 見沼代用水は、令和元年に世界かんがい施

設遺産として埼玉県内で初めて登録される

など、改めてその価値が認識されていること

から、今後も、様々な事業を通じて、その歴

史的価値を発信していきたいと考えている。 

 

 

 

（教育総務部長） 

Ａ 市史の編さんは、郷土の歴史や文化、先

人たちのこれまでの歩みを次の世代に確実

に伝えるという、自治体としての責務を果た

すものであるとともに、市民の郷土愛を育む

という役割を担うものであると考えている。 

今後の市史編さん事業については、多くの関

係者や関係機関のご協力により取り組む必

要があることから、編さん事業を開始する時

期を見極めたうえで、事業が開始されるまで

の間、資料の収集及び保管を適切に行ってい

く。 
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                                  教育総務部 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                （中央図書館） 

＜質問概要＞ 

 

福森 悦子 議員（公明） 

 

２ 川口市子ども読書活動推進計画

について 

(2) バリアフリー図書の書棚「りんご

の棚」について 

・シンボルマークを活用したりんごの

棚の設置を 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山 聖子 議員（自民） 

 

１０ 地域に関する課題 

(2) 横曽根公民館・横曽根図書館の供

用開始に係わって 

イ 駅前に本の返却ポスト設置を 

・西川口駅をはじめ市内の駅前に返却

ポストを 

 

 

 

 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

 

 

（教育総務部長） 

Ａ りんごのシンボルマークを活用した「り

んごの棚」の設置については、特別な配慮を

必要とする子どもたちが楽しく読書に親し

める環境を提供し、障害や読書アクセシビリ

ティへの理解につながるものと認識してい

る。このことから、今後、中央図書館に設け

ているバリアフリー図書コーナーにシンボ

ルマークを掲げ、さらに図書の充実に努める

とともに、各図書館においても棚の設置に向

けて取り組んでいく。 
 

 

 

 

 

 

（教育総務部長） 

Ａ 駅前に本の返却ポストを設置するため

には、雨や風の影響を受けず利用者が自由に

出入りできる場所及び回収時の駐車スペー

スの確保が必要となる。 

 また、週５日の定期的な回収を行うための

人員や車両を確保すること、返却ポストにゴ

ミ等を入れられる事例が他市で多発してい

ること等、費用面や管理面で課題があること

から、現状では難しいものと考えている。 
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                                  教育総務部 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                （スポーツ課） 

＜質問概要＞ 

 

松本 進 議員（公明） 

 

８ スポーツの賑わいで健康寿命の 
延伸について 
(2)川口マラソンを活かした元気な高

齢者の支援について 
・７０歳以上のランナーに対して参加

料の割引を導入してはどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 埼玉県屋内５０ｍ水泳場を活用

した水泳イベントの開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

 

 

（教育総務部長） 

Ａ 川口マラソン大会は、昨年１２月の開催

で４３回を数え、参加されるランナーの皆様

には、本大会の継続的な開催が、日々の運動

の動機づけとなり、健康づくりの一助となっ

ているものと認識している。 
 参加料については、大会運営に必要な費用

として負担いただいていることから、現時点

では割引は難しいものと考えているが、今後

も高齢者を含めた多くの方々に参加いただ

ける大会となるよう、関係団体と連携して取

り組んでいきたいと考えている。 
 

（教育総務部長） 

Ａ 現在、（仮称）神根総合運動公園内に建

設中の埼玉県屋内５０ｍ水泳場は、多くのア

スリートや国内主要大会の開催等に活用さ

れると同時に、市民の皆様にも利用いただけ

る施設となる予定である。 

このことから、本施設を活用した水泳イベ

ントの開催についても埼玉県をはじめ、関係

機関と協議していきたいと考えている。 
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最上 祐次 議員（青嵐） 

 

６ 活気のあるまちづくりについて 
(2) スポーツでまちの活性化をする

ことについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要望） 

今後は、本市ゆかりの選手が、大き

な大会に出場された際は、市民への周

知として、市役所本庁舎や川口駅のペ

デストリアンデッキへ懸垂幕や横断

幕を設置し、大きく宣伝してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市長） 

Ａ 現在、整備を進めている（仮称）神根総

合運動公園は、本市の新たなスポーツ振興の

拠点として、スポーツ人口の拡大や競技力の

向上につながるものと大いに期待をしてい

るところである。 
 また、これまで多くの本市ゆかりの選手が

世界的な大会において活躍されており、子ど

もたちのみならず多くの市民の皆様に夢や

希望を与えているものと考えている。このこ

とから、選手への支援を継続し、市民の皆様

へのＰＲにも力を入れていく。 
今後も、市民の皆様それぞれの目的に応じ

てスポーツに親しむことができる環境づく

りを積極的に進めていく。 
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                                  学校教育部 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                  （庶務課） 

＜質問概要＞ 

 

稲川 和成 議員（自民） 

 

１０ 教員の人材確保について 

(2) 駐車使用料の徴収廃止による待

遇改善について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要望） 

 教員の待遇改善や学校の事務の負

担軽減にもつながるものと考えてい

る。 

教職員の人材不足が少しでも解消

され、その結果、本市の児童生徒への

教育の充実がさらに図られるよう要

望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 本市の教員等が学校に通勤用自動車を

駐車する場合は、「市有施設への職員等の通

勤等による自家用自動車の駐車に関する基

本方針」に基づき、現在、駐車使用料を徴収

しているところである。 

 その一方で、本市では、教員の人材確保に

苦慮しており、教員の待遇改善や負担軽減の

ほか、教員の働き方改革、人材不足解消等の

観点から、令和８年度から学校施設に係る駐

車使用料を無料とする予定である。 
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                                  学校教育部 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                  （学務課） 

＜質問概要＞ 

 

稲川 和成 議員（自民） 

 

１０ 教員の人材確保について 

(1) 教員確保に向けた取り組みの現

状について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前原 博孝 議員（自民） 

 

６ 小学校５年生校外教育の大貫海

浜学園の運営について 

(1) 現状と今後の在るべき姿につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 本市では、臨時的任用教員説明会・ペー

パーティーチャー相談会の実施や大学への

訪問、公共施設や駅などのポスター掲示によ

る広報活動を行い、一人でも多くの人材を確

保できるよう努めている。 

さらに、常勤の教員の確保が難しい場合

は、非常勤の教員を任用することで、人員不

足による学校教育への影響を少しでも軽減

できるよう努めている。 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 現在の施設は、築４３年を迎え、老朽化

に加え、高齢化や人口減少による現地委託職

員の人材不足等、安定した運営が課題となっ

ている。さらに、気候や周囲の環境変化等に

より、これまでのような自然体験という本来

の目的を達成することが難しい現状である。

こうした状況を踏まえ、校外教育の在り方検

討委員会での検討結果や、現状を考慮し、大

貫海浜学園での校外教育は令和１０年度末

をもって終了することとしている。 

今後の在るべき姿については、新しい施設

においても宿泊を伴った自然体験活動を通

じて、豊かな学びを得られるよう、準備を取
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福森 悦子 議員（公明） 

 

５ 市民サービスの向上について 

(3) 放課後児童クラブの学校休業日

の平日の利用時間を早めることにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山 聖子 議員（自民） 

 

５ 増加する外国人児童生徒への対

応について 

(3) 通常学級における教員欠員への

対応 

・令和８年度に定数化される日本語 

指導教員を欠員が生じた通常学級へ 

柔軟に運用することは可能か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

り進めていく。 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 本市放課後児童クラブの学校休業日の

平日の開室時間については、多くの小学校の

登校時間である８時からであり、保護者が出

勤前に児童を預けることが難しいケースが

あることは把握している。 

 一方、放課後児童支援員の人材確保等が課

題となっていることから、開室時間を早める

ことについては、他市の事例を調査しつつ、

利用保護者のニーズを把握するためのアン

ケートを実施するなど、引き続き検討してい

く。 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 現在、通常学級においては代員をあらか

じめ充てる制度等を有効活用することで教

員の欠員をなくし、子どもたちの教育環境を

整えているところである。 

令和８年度から日本語指導教員が定数化

されることに伴い、本市では初期指導拠点校

を拡充し、日本語指導を行うための環境整備

の向上を図ることとしている。 

今後においても、通常学級に年度途中の欠

員が生じた場合に、日本語指導教員を通常学

級へ柔軟に運用することが県の配置要項で

は想定されていないことから、その都度県教

育委員会と連携を図りながら適切な対応に
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(5) 学校ごとの受け入れ調整 

・特定の学校に集中する状況を是正す

るための方策について  

 

 

 

 

 

 

 

ふじしま ともこ 議員（共産） 

 

３ 子どもが安心して学べる環境を

作るために 

(1) 正規教員を増やすこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 臨時的任用教員から正規教員へ

の選考方法について 

 

 

 

 

努めていきたいと考えている。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 本市では、児童生徒の居住地を基に就学

する学校を指定しており、現時点において国

籍等の理由による学区調整は行っていない。 

 一方で、一部の学校における外国人児童生

徒の在籍数の集中への対応については、慎重

な検討が必要であることから、今後、日本語

指導全体の仕組みを構築する中での課題と

していく。 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 本市としては、産休・育休等の代替とし

て、正規教員を配置できる正規化特配という

新しい制度を活用し、これまで臨時的任用教

員が代員を担ってきたところに多くの正規

教員を配置することで、欠員を可能な限り減

らす予定である。 

 今後も、積極的に正規教員を採用すること

で、欠員が生じることのないよう県教育委員

会に働きかけていく。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 埼玉県の教員採用選考試験については、

臨時的任用教員のこれまでの経験や、過去２

年の結果をもとに、筆答試験の一部免除や、

一次試験の免除が認められている特別選考

の受験区分が設けられている。 

 本市としては、現行の選考方法は適切であ

ると捉えているが、臨時的任用教員の経験

は、本市にとっても大切な財産になることと

-30-



認識していることから、よりよい選考方法に

ついて、県教育委員会に働きかけていく。 
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                                  学校教育部 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                  （指導課） 

＜質問概要＞ 

 

松本 進 議員（公明） 

 

１０ 教育問題について 

(4) 学校プール授業の民間委託につ

いて 

・モデル校２校の選定理由と具体的な

内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要望） 

プール施設までの移動には、安全な

歩行空間を確保するよう要望する。 

 また、将来的には、県の５０ｍ屋内

水泳場の活用も視野に入れ、周辺に民

間プール施設のないエリアでは貸し

切りバスを利用した場合の経費を試

算するなど、プールの改修工事費用と

比較検討したうえで、市内の全学校で

プールの民間委託ができるよう要望

する。 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ モデル校の選定については、学校水泳施

設の老朽化により修繕等が必要な学校で、か

つ、民間スイミングスクール施設が徒歩圏内

にある学校としたものである。 

モデル事業の１回あたりの実施時間は、準

備運動を含め６０分間とし、十分な活動時間

を確保するとともに、徒歩による移動時間と

更衣時間を合わせた２単位時間続きの授業

を４回実施する計画としている。 

指導の役割分担として、専門のインストラ

クターが児童の水泳指導を行い、教員は、全

体の把握と安全管理に加え、インストラクタ

ーと情報を共有しながら、児童への適切な評

価を行うこととしている。 
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(5) 学びの多様化学校の開校につい

て 

・各学年の入学予定人数と転入学を判

断する基準について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 小中高生の自殺対策について 

・ＧＩＧＡスクール端末を活用した

「心の健康観察」の試行の成果と、今

後どのように自殺対策に取り組んで

いくか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最上 祐次 議員（青嵐） 

 

４ 教育について 

（2） 学校図書館の充実について 

・読書環境作りの工夫・充実について 

 

（教育長） 

Ａ 各学年の転入学予定人数については、新

中学１年生が１３名、２年生が５名、３年生

が７名の合計２５名となる予定である。 

 また、芝園学園中学校では人との関わりの

中で学ぶ力を育むことを大切にしているこ

とから、対面での教育活動を基本としてい

る。このことを踏まえ、転入学の判断基準に

ついては、教育支援センター及びプレスクー

ルの生活において安定して登校できている

ことや本人と保護者両者に転入学の意思が

確認できることなどとし、最終的には専門家

を交えた転入学検討委員会を開催して、総合

的に判断しているところである。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 「心の健康観察」の試行については、教

職員が児童生徒の心の声を受け止め、組織的

な相談につなげることができた等の成果が

あった。このことから、今年度より、全小中

学校において「心の健康観察」の実施を開始

したところである。 

今後も、大切な命を守り抜くために、教職

員が児童生徒の心の変化を適切に捉えて、組

織的な対応を実施する等、自殺予防の取り組

みが全校で推進されるよう、市立学校長会議

や生徒指導担当学校訪問等を通じて、各学校

に指導していく。 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 児童生徒が、自発的・主体的に学校図書

館を利活用するために、学校図書館の環境を

整えることは、重要であると認識している。 
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(3) 主権者教育について 

・主権者教育について市の見解とジュ

ニア議会の再開について 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 安心づくりについて 

(2) 地域防災力の強化について 

イ 中学生の防災訓練参加について 

・鳩ヶ谷中学校のように地域と協力し

て防災力を高める学校を増やしてほ

しい 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、各学校では、学校図書館司書や司書

教諭等が中心となって、児童生徒の図書への

興味・関心を高める掲示物の工夫や図書委員

によるおすすめの本の紹介、ポップ作り等に

取り組んでいる。 

引き続き、学校長のリーダーシップのも

と、児童生徒が進んで読書に親しめる、居心

地の良い魅力ある学校図書館作りの推進に

向けて各学校と連携し、積極的に取り組んで

いく。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 主権者教育に関しては、「中高生未来を

拓くふれあいトーク」を実施しており、参加

した生徒から「市長の話は興味深いものが多

く、質問に対して、優しく的確に答えてくれ

た」といった声もあった。一方、ジュニア議

会については、議会の実体験を通して市政の

仕組みを学ぶ場として実施されていた。 

今後の在り方については、双方の事業の成

果を検証し、主権者教育の一層の推進が図ら

れるよう、関係部局と協議していく。 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 地域防災力の向上という観点から、鳩ヶ

谷中学校の取り組みは大変意義深いものと

認識している。教育委員会としても、市立学

校長会議等の場で好事例として共有し、その

取り組みの重要性について周知していく。 

今後も、地域と学校が継続的に連携し、児

童生徒が地域の一員として防災に主体的に

関われるよう、関係機関と協力しながら取り

組みを推進していく。 
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前原 博孝 議員（自民） 

 

５ 小学校水泳指導の在り方につい

て 

(2) 小学校水泳指導の民間委託の今

後の方向性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 小学校５年生校外教育の大貫海

浜学園の運営について 

(2) 新たな運営方策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 水泳指導の民間委託については、多くの

効果が見込める一方で、移動時間等の課題も

考えられることから、令和７年度から局内で

本格的な議論を進めてきた。そのような中、

一つの選択肢として、令和８年度に、水泳施

設が老朽化している学校のうち、民間スイミ

ングスクールが徒歩圏内にある元郷小学校

と原町小学校の２校において、民間委託のモ

デル事業を実施する予定としたものである。 

今後は、モデル事業を通して得られる様々

な効果と課題を検証し、拡充も視野に入れつ

つ、さらに検討を重ねていく。 

 

 

（教育長） 

Ａ 新たな運営方策としては、本市小学校５

２校を受け入れられること、児童の活動内容

や安全面が確保されていること、併せて費用

面が高額にならないことなどを条件に代替

地を検討してきた。 

その結果、経済的・業務的負担や安全面、

施設の受け入れ実績等を勘案して、福島県に

ある「国立那須甲子青少年自然の家」が宿泊

学習を行う施設として適切であると判断し

た。 

今後は令和９年度より先行実施するモデ

ル校での実施状況を踏まえ、施設関係者とも

協議を重ねながら、全校実施に向けた具体的

な運用方法を精査していく。 
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青山 聖子 議員（自民） 

 

５ 増加する外国人児童生徒への対

応について 

(1) 日本語初期指導の拠点校拡充 

・拠点校の増設はあるのか。また、拠

点校化により、日本語未習得のまま通

常学級に編入する児童は減るのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 日本語指導に係る保護者負担 

・教材費相当分について、対象児童生

徒の保護者に一定の負担を求めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 国庫補助の活用 

・事業を分割するなどして、国庫補助

と特別交付税を組み合わせ、財源の選

択肢を広げることについて。 

 

 

 

（教育長） 

Ａ 令和８年度、日本語初期指導教室を増設

し、小学校１４校、中学校２校に拠点校を設

置する。また、日本語が分からないまま通常

学級に編入することがないよう、編入学前に

外国人児童生徒とその保護者に対し学校説

明会を行い、日本語初期指導の必要性の有無

を確認した後、月１回に統一した初期指導開

始日から、在籍校や近隣の拠点校に通級し

て、確実に日本語初期指導を受けるよう外国

人の保護者に対して指導する。 

今後も外国人児童生徒に限らず、すべての

児童生徒が円滑に学校生活を送ることがで

きるよう川口独自の教育環境の整備に努め

ていく。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 国際人権規約を踏まえ、外国人の子ども

には義務教育への就学義務はないものの、就

学を希望する場合には、日本国憲法や教育基

本法に基づいて日本人児童生徒と同様に無

償で受け入れることとなっている。 

さらに、教科書の無償配布及び就学援助を

含め、日本人と同一の教育を受ける権利を保

障するとされていることから、外国人児童生

徒の保護者にのみ消耗品の一部を負担させ

ることは困難であると捉えている。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 増加する外国人児童生徒の日本語指導、

支援体制を充実させるため、国庫補助の活用

も含め財源の選択肢を広げることは重要で

あると認識している。 
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ふじしま ともこ 議員（共産） 

 

１ 障害者の居場所を減らさず選択

肢を増やす市に 

(4) 川口市内に新たな特別支援学校

の設置を県に求めること 

・知的障害の特別支援学校も十分では

なく、肢体不自由児の特別支援学校も

ないため、特別支援学校の設置を求め

てほしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本 英利 議員（自民） 

 

７ 学校教育について 

(1) 学びの多様化学校の開校にあた

り新たに学びを始める子どもたちに

対する教育と支援について 

 

 

 そのため、引き続き文部科学省の「帰国・

外国人児童生徒等教育の推進支援事業」の継

続や、補助増額等の拡充を注視するととも

に、この事業を活用している他の自治体の取

り組み等も参考に、財源のあり方について関

係部局と連携し研究していく。 

 

 

 

 

 

（市長） 

Ａ 本市では、これまで肢体不自由児の通学

にかかる児童生徒・保護者の負担軽減や知的

障害特別支援学校の過密化を早急に解消す

るため、市内への新たな特別支援学校の設置

について、要望を続けてきた。しかし、令和

７年３月に策定された「埼玉県特別支援教育

推進計画」の中に本市への特別支援学校の設

置は示されておらず、大変残念な思いであ

る。 

そのため、私は、引き続き、粘り強く、肢

体不自由と知的障害の特別支援学校を併置

することなどを県に提案しながら、本市への

特別支援学校の設置が、可能な限り早期に実

現するよう強く働きかけていく所存である。 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 芝園学園中学校では、１５人程度の少人

数でクラスを編成することで、心の安定を図

りながら生徒一人ひとりに寄り添い、安心し

て学校生活を送ることができるよう、個に応

じた支援を充実させていく。 
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(2) 特別支援学級について 

ア 設置数について 

 

 

 

 

 

 

 

イ 設置の考え方について 

 

 

 

 

 

 

ウ 本市の取り組みについて 

・特別支援教育の充実に向けた研修を

含めた人材の育成・確保はどうしてい

るのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、集団での学校生活や体験的な学習を

通じて、家族以外の人とふれ合う経験を積み

重ねること、個々の学習状況に応じて支援を

行うことなど、子どもたちの社会的自立に向

けて、柔軟に学ぶことができる特色ある教育

活動を進めていく。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 特別支援学級の設置数については、毎年

新設校の設置に努め、設置数は着実に増加し

ている。令和８年度は、芝中央小学校に新設

を予定しており、これにより、小学校４０校、

中学校１８校となり、特別支援学級設置率は

約７４％となる見込みである。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 特別支援学級の設置については、対象児

童生徒数の推移や学校施設等の状況に加え、

教職員の人材の育成と確保状況などを総合

的に勘案し、全校設置も含め、計画的に取り

組んでいるところである。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 特別支援教育の充実に向けた教職員の

人材育成を目的として、本市独自に「特別支

援教育理解研修会」を実施するほか、年次研

修の中で、関係機関や専門家による質の高い

特別支援教育に関わる研修を実施している。 

また、来年度より校内支援を推進する管理

職を対象とした研修会も実施し、組織体制の

充実を図るとともに、担い手の裾野を広げる

ため、特別支援学級担当者を広く募る取り組

みも進めていく。 
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（要望） 

教職員の人材の育成や確保と併せ、

特別支援学級の全校設置に向けて、確

実に取り組みを進めることを要望す

る。 

 

 

碇 康雄 議員（新風） 

 

５ 教育について 

(3) 特別支援学校の誘致について 

・今まで芝園中の跡地に限らず検討す

るという話はあったが、その後肢体不

自由や知的障害の特別支援学校の設

置についてはどのような話になって

いるか 

 

 

 

 

（要望） 

 市長の県議会議員としての経験な

ども踏まえ、積極的に県に働きかける

よう改めて要望する。 

 

 

岡本 さゆり 議員（無所属） 

 

１ 川口市で起きている差別問題に

ついて 

(5) 子どものいじめ対策について 

ア 差別的言説や社会的風潮が、児童

生徒間のいじめに影響している可能

性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 市内への特別支援学校の誘致について

は、通学の利便性や環境の面からも本市の児

童生徒にとって必要なものと認識しており、

現在も継続して県と協議を行っているとこ

ろである。 

 今後も引き続き「埼玉県特別支援教育推進

計画」に特別支援学校の設置が位置づけられ

るよう、粘り強く県との協議を継続してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 昨今の外国人に関する社会的風潮等が、

いじめなど児童生徒の言動に、影響を及ぼし

かねないことを危惧している。さらに、日々

の学校生活の中で発する言葉などが、無意識

のうちに人を傷つけてしまう可能性がある
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イ 外国にルーツを持つ児童生徒や

家族を孤立させないための取り組み

について 

・外国にルーツを持つ子ども及び保護

者への相談体制について 

 

 

ウ 多文化共生に関する学校での取

り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことから、相手の立場に立って考える姿勢を

育む指導がこれまでに増して重要であると

捉えている。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 相談体制については、国籍に関わらず教

育相談員、スクールカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーと連携を図り、学校内の

人間関係への不安に対して適切に対応でき

るよう、整備充実に努めている。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 学校における多文化共生の取り組みに

ついては、文化や人々の生き方には多様性が

あり、その違いを認め合いながら生きること

を目的として人権教育を行っている。また、

ＡＬＴとの交流等による異文化理解や、相手

を尊重することの大切さに気づくことをね

らいとした道徳科での学習等を行っている

ところである。 
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                                  学校教育部 

令和８年３月市議会定例会 

一般質問質疑応答概要                （学校保健課） 

＜質問概要＞ 

 

松本 進 議員（公明） 

 

１０ 教育問題について 

(2) 学校調理室の空調整備について 

・給食調理室に空調を整備すべきと考

えるが、市はどのように考えているか 

 

 

 

 

 

（要望） 

 学校調理室の空調整備については、

労働環境改善のため、効率の良い設置

方法も含め、検討するよう要望する。 

 

 

(3) 学校施設への浄水器の設置につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜答弁概要＞ 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 給食調理室の空調整備については、設置

スペースの確保や大規模な電気工事を要す

るなど様々な課題があるものと認識してい

る。一方で、昨今の夏場における暑さは大変

厳しく、調理室の環境改善は重要な課題の一

つと捉えていることから、引き続き、関係部

局と調整を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 熱中症予防の対策として、冷水を補給す

ることは有効であると認識していることか

ら、現状は、必要に応じて水筒を持参して対

応しているところである。 

浄水器の設置については、残留塩素が除去

された水を、長時間飲み切らないでいた場

合、菌の増殖など衛生面の懸念や、リース料

などコスト面の課題もあることから、浄水器

も含め、引き続き調査研究していく。 
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金子 幸弘 議員（共産） 

 

４ 川口市の教育について 

(2) 中学校でも市独自に学校給食の

無償化を 

 

 

 

 

 

青山 聖子 議員（自民） 

 

３ 子供子育て施策のさらなる充実

について 

(2) 学校給食について 

ア 令和８年度の学校給食費につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 小学校給食費に係る国によるい

わゆる「給食無償化」への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 中学校の学校給食費を本市独自で無償

化することについては、多額の財源を安定的

に確保していく必要があることから、教育委

員会としては、現時点での実施は難しいと認

識している。 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 令和８年度の学校給食費については、米

の値上がり等により主食費が未だに上昇し

ており、現在の給食費の単価では、給食の質

や量の確保が困難となることから、主食費上

昇分を増額改定し、小学校では月額４，９４

２円の学校給食費を５，２２０円に、中学校

では月額５，８４２円を６，２０２円に、そ

れぞれ改定する予定である。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 小学校給食費に係る国による「いわゆる

給食無償化」への対応については、令和８年

度の小学校の学校給食費は月額５，２２０円

を予定しているため、国の支援の基準額であ

る月額５，２００円を超過することとなる。

このことから、超過分については、子育て世

帯の家計への影響を鑑み、保護者負担が発生

しないよう、本市独自で公費負担すること

で、令和８年度の小学校の学校給食費を無償

とする予定である。 
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ウ 学校給食の質の向上について 

・学校給食費改定の過程で、給食の充

実についての審議はなされていたの

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 保護者・児童への意識調査の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 中学校給食費に係る主食費相当

分の公費負担拡大について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ この度の学校給食費の改定にあたって

は、川口市教育委員会からの諮問を受けた川

口市学校給食運営審議会において、成長期に

ある子どもたちに栄養バランスのとれた豊

かな学校給食を実施することを念頭に、審議

が行われたものである。 

教育委員会としては、給食の充実は子ども

たちの心身の健やかな成長に繋がるもので

あるという同審議会による答申の趣旨を踏

まえ、引き続き学校給食の充実に鋭意努めて

いきたい。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 給食の献立は、学校長や教諭等から構成

される献立委員会において、児童の様子や意

見なども踏まえ決定している。一方、小学校

の保護者や児童への意識調査の実施につい

ては、学校給食の質の向上を図る上で、有効

な取り組みの一つであると認識している。 

実施に際しては、調査方法や調査内容等、

考慮すべき点もあることから、他の自治体の

取り組みを参考に検討していきたい。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 中学校給食費に係る主食費相当額の公

費負担拡大については、学校給食費のうち、

子どもたちのエネルギー源となる、米飯など

の主食に係る部分を公費負担することが、限

られた財源の中で、保護者の経済的な負担軽

減につながる最善の策であると考えている。

このことから、価格上昇分を含めた主食費相

当額の公費負担を実施するべく、令和８年度

当初予算に所要の額の計上を行ったところ

である。 
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岡本 さゆり 議員（無所属） 

 

５ 小中学校給食への自校調理方式

導入について 

(1) 給食の残食率の低減について 

・自校調理方式の方が適温で提供でき

るため、残食率の低減が期待できると

考えるが、自校調理方式が残食率の低

減に与える効果について、市はどのよ

うに認識しているか 

 

 

 

(2) 食育推進に与える効果について 

・自校調理方式の方が、調理の様子が

身近に感じられ、栄養教諭や調理員に

よる指導も行いやすいため、食育の推

進に与える効果が高いと考えるが、市

はどのように認識しているか。 

 

 

 

(3) 災害時に果たし得る役割につい

て 

・自校調理室は避難所における炊き出

し拠点として温かい食事の提供に寄

与できると考えるが、防災機能強化の

観点から自校調理室をどのように位

置づけているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 調理方式別の残食率については、調査を

実施していないことから把握していないが、

適温による提供のみならず、献立の嗜好や量

など様々な要因によって変化するものと捉

えている。こうしたことから、調理方式によ

って一概に評価することは困難であると認

識している。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 学校における食育については、学校栄養

教員を中心に、全ての教員が学校教育活動全

体を通じて行っているところである。自校調

理方式においては、調理作業を身近に感じる

ことができるものと考えているが、調理方式

による食育効果に差異はないものと認識し

ている。 

 

（学校教育部長） 

Ａ 災害時における学校の役割としては、学

校教育活動の早期再開に取り組むことが最

優先であり、避難所への食料の供給は被災者

が直ちに食することができる現物としてい

ることなどから、自校調理室を活用すること

は想定されていないものと承知している。一

方で、各学校は避難所として指定されている

ことから、ライフラインの復旧や人材、食材

の確保等、調理可能な諸条件が整い次第、災

害対策本部の求めに応じて、可能な範囲で対

応することとされている。 
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(4) 学校の改築計画に合わせて給食

調理室設置を検討することについて 

・今後、自校調理方式の学校を増やし

ていくべきと考えるが、市はどのよう

に考えているか。 

 

 

 

 

（要望） 

 今後の建替えを一つの契機として、

自校調理方式の拡充に向けた前向き

な検討を強く要望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育部長） 

Ａ 自校調理室を新たに設置することにつ

いては、現在のところ計画はないが、施設の

老朽化や少子化の進行に伴う児童生徒数等

の減少に対して、持続可能な学校給食の実施

体制が求められているところである。今後に

おける学校給食の調理方式については、重要

な研究課題としており、引き続き、検討して

いきたいと考えている。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                     教育総務部 教育総務課 

質 疑 応 答 

議案第１号 令和７年度川口市一般会計補正予算（第１０号） 
 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内 
 △ 歳出の部 第１０款 教育費 
 △ 歳入の部 
   第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第４目 
   第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 
   第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目 
   第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 
   第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目 
   第１９款 寄付金 
   第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第７目 
   第２２款 諸収入 第５項 雑入 第１目 
   第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費補正の内  
  １ 変更 第１０款 教育費 第６項 社会教育費 仮称西川口・横曽根公民館建設事業 
                          神根西公民館改築事業 
                          横曽根図書館建設事業 
                第８項 体育費   北スポーツセンター改築事業 
                          仮称神根総合運動公園建設事業 
  ２ 廃止 第１０款 教育費 第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
                第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 
 第３条第３表 繰越明許費補正の内 
  １ 追加 第１０款 教育費 第２項 小学校費 小学校改修事業 小学校改築事業 
                第３項 中学校費 中学校改築事業 
  ２ 変更 第１０款 教育費 第３項 中学校費 中学校改修事業 
 第４条第４表 地方債補正の内  
  ２ 変更 学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 
  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（今田 真美 委員） 

 ９９ページ、２項小学校費、１目学校管理費、 

１４節工事請負費の改修工事費、１０１ページ、

３項中学校費、１目学校管理費、１４節工事請負

費の改修工事費において、トイレ改修工事を行う

 

（教育総務課長） 

 小学校は、戸塚小学校、神根東小学校、中居小学

校、中学校は、上青木中学校、八幡木中学校を予定

している。 

 改修内容については、和式トイレを洋式トイレに 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

のはどこの学校でどのような改修か教えてほし

い。 

 

（ふじしま ともこ 委員） 

① トイレの改修内容を詳しく教えてほしい。 

 

 

② 予定しているトイレの改修を行うと、洋式 

化率は何％になるのか。 

 

 

 

 

③ ９９ページ、２項小学校費、１目学校管理費、 

１４節工事請負費の改修工事費、１０１ページ、

３項中学校費、１目学校管理費、１４節工事請負

費の改修工事費において、ＬＥＤ改修工事を行う

学校を教えてほしい。 

 

④ ９９ページ、２項小学校費、３目学校建設費、 

１２節委託料、１０１ページ、３項中学校費、３

目学校建設費、１２節委託料の実施設計等委託料

において、どのような内容なのか。また、見直し

た理由を教えてほしい。 

 

変えるような単発の修繕ではなく、トイレ全体を

改修するものである。 

 

（教育総務課長） 

① 床の乾式化や排水管などを含む、トイレの部 

屋全体を改修するものである。 

 

② 洋式化率については小学校は、令和８年１月 

３１日現在、６７．３％のところ工事を行うこと

で６８．４％、中学校は、令和８年１月３１日現

在、７４．６％ところ７６．６％になる見込みで

ある。 

 

③ 小学校については、上青木小学校、東本郷小 

学校、東領家小学校、中学校については、神根中

学校、鳩ヶ谷中学校を予定している。 

 

 

 

④ 十二月田小・中学校の校舎の建替えによる実

施設計を予定していた。 

基本設計の完了後、特別支援学級などの教室増

の見込みや、水泳授業及びプールの施設をどうす

るのかという課題がでたことから再度検討し、実

施設計を行うことにしたため、１年間延期したも
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

⑤ 十二月田小・中学校の校舎を建替えする理由

は何か教えてほしい。 

 

⑥ 特別支援学級の教室増や、プール施設の在り 

方の問題は、十二月田小・中学校だけなのか、そ

れとも学校全体の問題なのか教えてほしい。 

 

 

＜ 討 論 ＞ 

 なし。 

 

 ＜ 採 決 ＞ 

 起立者全員にて可決。 

のである。 

 

⑤ 校舎の老朽化により建替えするものである。 

 

 

⑥ 学校全体の中での課題ではあるが、十二月田 

小・中学校の実施設計を行うにあたり直面した課

題である。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                     教育総務部 生涯学習課 

質 疑 応 答 

議案第１号 令和７年度川口市一般会計補正予算（第１０号） 
 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内 
 △ 歳出の部 第１０款 教育費 
 △ 歳入の部 
   第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第４目 
   第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 
   第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目 
   第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 
   第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目 
   第１９款 寄付金 
   第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第７目 
   第２２款 諸収入 第５項 雑入 第１目 
   第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費補正の内  
  １ 変更 第１０款 教育費 第６項 社会教育費 仮称西川口・横曽根公民館建設事業 
                          神根西公民館改築事業 
                          横曽根図書館建設事業 
                第８項 体育費   北スポーツセンター改築事業 
                          仮称神根総合運動公園建設事業 
  ２ 廃止 第１０款 教育費 第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
                第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 
 第３条第３表 繰越明許費補正の内 
  １ 追加 第１０款 教育費 第２項 小学校費 小学校改修事業 小学校改築事業 
                第３項 中学校費 中学校改築事業 
  ２ 変更 第１０款 教育費 第３項 中学校費 中学校改修事業 
 第４条第４表 地方債補正の内  
  ２ 変更 学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 
  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（荻野 梓 委員） 

地域学校協働活動推進事業が減額とのことだ

が、減額理由と事業の内容について教えて欲しい。 

 

 

 

 

 

（生涯学習課長） 

 地域学校協働活動推進事業については、一部、国

の補助金で事業を実施しているが、クマが出没した

自治体の登下校の安全対策を優先し配分されたた

め、補助金が減額となったことに伴い、事業費を減
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ 討 論 ＞ 

 なし。 

 

 ＜ 採 決 ＞ 

起立者全員にて可決。 

額したものである。 

なお、この事業費は、主に放課後子供教室の委

託料や、学校応援団の消耗品費などに充てている

が、放課後子供教室の委託料は減額せず、事業に

影響のない範囲で、学校応援団の消耗品費などを

減額したものである。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）               教育総務部 中央図書館、スポーツ課 

質 疑 応 答 

議案第１号 令和７年度川口市一般会計補正予算（第１０号） 
 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内 
 △ 歳出の部 第１０款 教育費 
 △ 歳入の部 
   第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第４目 
   第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 
   第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目 
   第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 
   第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目 
   第１９款 寄付金 
   第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第７目 
   第２２款 諸収入 第５項 雑入 第１目 
   第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費補正の内  
  １ 変更 第１０款 教育費 第６項 社会教育費 仮称西川口・横曽根公民館建設事業 
                          神根西公民館改築事業 
                          横曽根図書館建設事業 
                第８項 体育費   北スポーツセンター改築事業 
                          仮称神根総合運動公園建設事業 
  ２ 廃止 第１０款 教育費 第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
                第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 
 第３条第３表 繰越明許費補正の内 
  １ 追加 第１０款 教育費 第２項 小学校費 小学校改修事業 小学校改築事業 
                第３項 中学校費 中学校改築事業 
  ２ 変更 第１０款 教育費 第３項 中学校費 中学校改修事業 
 第４条第４表 地方債補正の内  
  ２ 変更 学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 
  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

 なし。 

 

 ＜ 討 論 ＞ 

 なし。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 採 決 ＞ 

 起立者全員にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                       学校教育部 庶務課 

質 疑 応 答 

議案第１号 令和７年度川口市一般会計補正予算（第１０号） 
 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内 
 △ 歳出の部 第１０款 教育費 
 △ 歳入の部 
   第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第４目 
   第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 
   第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目 
   第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 
   第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目 
   第１９款 寄付金 
   第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第７目 
   第２２款 諸収入 第５項 雑入 第１目 
   第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費補正の内  
  １ 変更 第１０款 教育費 第６項 社会教育費 仮称西川口・横曽根公民館建設事業 
                          神根西公民館改築事業 
                          横曽根図書館建設事業 
                第８項 体育費   北スポーツセンター改築事業 
                          仮称神根総合運動公園建設事業 
  ２ 廃止 第１０款 教育費 第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
                第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 
 第３条第３表 繰越明許費補正の内 
  １ 追加 第１０款 教育費 第２項 小学校費 小学校改修事業 小学校改築事業 
                第３項 中学校費 中学校改築事業 
  ２ 変更 第１０款 教育費 第３項 中学校費 中学校改修事業 
 第４条第４表 地方債補正の内  
  ２ 変更 学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 
  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（荻野 梓 委員） 

 予算説明書９９、１０１ページ、２項小学校費

及び３項中学校費、１７節備品購入費の教材備品

購入費において、ＧＩＧＡスクール端末の契約差

金で大幅に減額となっているが、購入台数が変わ

 

（庶務課長） 

 予定していた購入台数は確保されており、児童生

徒用端末の単価が予定していた税込５万５，０００

円よりも安価な税込３万４，４０８円で購入できた

ことが減額の要因である。また、端末の単価が下が
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

っているのか、単価が下がっているのか、理由も

含めて教えてほしい。 

 

 

 

＜ 討 論 ＞ 

 なし。 

 

＜ 採 決 ＞ 

 起立者全員にて可決。 

った要因は、令和７年度に開始した共同調達によ

り、Ｗｉｎｄｏｗｓ端末を使用する県内市町村と

端末を共同で調達したことが要因であると考え

られる。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                       学校教育部 学務課 

質 疑 応 答 

議案第１号 令和７年度川口市一般会計補正予算（第１０号） 
 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内 
 △ 歳出の部 第１０款 教育費 
 △ 歳入の部 
   第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第４目 
   第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 
   第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目 
   第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 
   第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目 
   第１９款 寄付金 
   第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第７目 
   第２２款 諸収入 第５項 雑入 第１目 
   第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費補正の内  
  １ 変更 第１０款 教育費 第６項 社会教育費 仮称西川口・横曽根公民館建設事業 
                          神根西公民館改築事業 
                          横曽根図書館建設事業 
                第８項 体育費   北スポーツセンター改築事業 
                          仮称神根総合運動公園建設事業 
  ２ 廃止 第１０款 教育費 第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
                第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 
 第３条第３表 繰越明許費補正の内 
  １ 追加 第１０款 教育費 第２項 小学校費 小学校改修事業 小学校改築事業 
                第３項 中学校費 中学校改築事業 
  ２ 変更 第１０款 教育費 第３項 中学校費 中学校改修事業 
 第４条第４表 地方債補正の内  
  ２ 変更 学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 
  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

① 予算説明書９７ページ、５目放課後児童対策

費、１３節使用料及び賃借料の建物等借上料にお

いて、支払開始日が変更になったとのことだ

が、その理由は何か。 

 

（学務課長） 

① 青木中央小学校放課後児童クラブにおいて、プ

レハブの工期が延長となったことにより未執行と

なるものである。主な理由としては、計画通知に時

間を要したこと、建設業における働き方改革で土
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

② 建て替え中は、放課後児童クラブはどこにあ

るのか。また、建て替え後は、どのような放課後

児童クラブになるか。 

 

  

 ＜ 討 論 ＞ 

 なし。 

 

 ＜ 採 決 ＞ 

 起立者全員にて可決。 

日、夜間の作業時間が厳格化されたことなどによ

るものである。 

 

② 建て替え中は、学校と協議のうえ特別教室等

を借用して、校舎内において保育している。また、

これまでの１００人規模のものから、建て替え後

は１５０人規模のプレハブとなる予定である。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                       学校教育部 指導課 

質 疑 応 答 

議案第１号 令和７年度川口市一般会計補正予算（第１０号） 
 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内 
 △ 歳出の部 第１０款 教育費 
 △ 歳入の部 
   第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第４目 
   第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 
   第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目 
   第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 
   第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目 
   第１９款 寄付金 
   第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第７目 
   第２２款 諸収入 第５項 雑入 第１目 
   第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費補正の内  
  １ 変更 第１０款 教育費 第６項 社会教育費 仮称西川口・横曽根公民館建設事業 
                          神根西公民館改築事業 
                          横曽根図書館建設事業 
                第８項 体育費   北スポーツセンター改築事業 
                          仮称神根総合運動公園建設事業 
  ２ 廃止 第１０款 教育費 第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
                第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 
 第３条第３表 繰越明許費補正の内 
  １ 追加 第１０款 教育費 第２項 小学校費 小学校改修事業 小学校改築事業 
                第３項 中学校費 中学校改築事業 
  ２ 変更 第１０款 教育費 第３項 中学校費 中学校改修事業 
 第４条第４表 地方債補正の内  
  ２ 変更 学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 
  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（荻野 梓 委員） 

① 予算説明書９５ページ、３目教育指導費につ

いて、部活動指導員の採用人数が見込みを下回っ

たとの説明があったが、見込みの人数と実配置人

数は。また、実績が見込みを下回った理由は。 

 

（指導課長） 

① ２６名の配置予定であったが、年度当初に県か

ら補助金が減額となる旨の通知があったことを受

け、配置人数を４月時点で採用が決定していた２１

名にしたものである。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

② 同じく、４目教育研究所費について、「ほっ

とルーム支援員の８名分が配当留保となってい

た」との説明があったが、配当留保とはどういっ

た事情によるものか。 

 

 

 

 

（今田 真美 委員） 

 予算説明書９５ページ、３目教育指導費のう

ち、目の説明「部活動指導員配置事業」について、

先ほどの質疑によると、見込みに対し実配置人数

が５名ほど少なかったとのことだが、子どもたち

への影響はないのか。 

 

（ふじしま ともこ 委員） 

 予算説明書９５ページ、４目教育研究所費のう

ち、目の説明「不登校児童生徒支援事業」につい

て、配当留保の８名はどういった業務を行う予定

であったのか。 

 

 

 

 ＜ 討 論 ＞ 

 なし。 

② 県費の加配教員によって運営されている校

内教育支援センター「ほっとルーム」において、

令和７年度に万が一加配教員がつかなかった場

合、市費によるほっとルーム支援員を配置できる

よう、８名分の予算を確保したものである。結果、

加配教員がついたことから、配当留保分を減額す

ることとなった。 

 

（指導課長） 

 年度途中に学校現場から追加で４名分の配置

希望があったが、先程の説明のとおり、県補助金

が減額となることにより希望に沿った配置がで

きなかった。そのため、全く影響がないとは言え

ない。 

 

（指導課長） 

 ほっとルーム支援員は、自分のクラスに入りづ

らい児童生徒が、落ち着いた空間の中で自分のペ

ースで学習・生活し、個々の社会的自立を目指す

ことを目的として設置された校内教育支援セン

ター「ほっとルーム」を拠点とし、不登校児童生

徒の支援を行うものである。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 採 決 ＞ 

 起立者全員にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）            学校教育部 学校保健課、川口市立高等学校 

質 疑 応 答 

議案第１号 令和７年度川口市一般会計補正予算（第１０号） 
 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内 
 △ 歳出の部 第１０款 教育費 
 △ 歳入の部 
   第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第４目 
   第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 
   第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目 
   第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 
   第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目 
   第１９款 寄付金 
   第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第７目 
   第２２款 諸収入 第５項 雑入 第１目 
   第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費補正の内  
  １ 変更 第１０款 教育費 第６項 社会教育費 仮称西川口・横曽根公民館建設事業 
                          神根西公民館改築事業 
                          横曽根図書館建設事業 
                第８項 体育費   北スポーツセンター改築事業 
                          仮称神根総合運動公園建設事業 
  ２ 廃止 第１０款 教育費 第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
                第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 
 第３条第３表 繰越明許費補正の内 
  １ 追加 第１０款 教育費 第２項 小学校費 小学校改修事業 小学校改築事業 
                第３項 中学校費 中学校改築事業 
  ２ 変更 第１０款 教育費 第３項 中学校費 中学校改修事業 
 第４条第４表 地方債補正の内  
  ２ 変更 学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 
  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

 なし。 

 

 ＜ 討 論 ＞ 

 なし。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜ 採 決 ＞ 

 起立者全員にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                           教育政策室 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（松本 英利 委員） 

① 部活動は、教育的価値の大きいものであり、子 

どもたちの成長にもつながるものである。部活動

のこれまでの在り方は、今後の休日の地域クラブ

活動の中でも、生かされていくのか。 

 

 

 

 

（教育政策室長） 

① 休日の地域クラブ活動の中でこれまでの在り 

方を生かしていくとともに、今後も平日は勤務時

間内で部活動を継続していく。 

また、休日の地域クラブ活動として、まずは、

指導を望む教員が指導者の中心となるクラブの

設立準備を進めている。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

② これまでどおり、教員が顧問として運営して 

いくのは、やはり難しいものなのか。 

 

 

 

 

 

 

 

③ なぜ令和９年９月なのか。 

 

 

 

 

 

④ なぜ、川口市は勤務時間内で部活動を実施し 

ているのか。 

 

 

 

 

部活動の教育的価値を継承しつつ、生徒の選択

肢の幅が広がるよう、地域の協力団体の力も借り

ながら、受け皿を整備していく。 

 

② 部活動は本来、「自主的活動」という位置づけ 

でありながらも、実質は業務と同等のものであ

り、これまで教員の献身的な活動によって支えて

きたという面がある。部活動を業務として勤務時

間外に命じることは本来できないものである。子

ども達のためにも教職員の心身の健康をしっか

り守ることは、市や管理職の大事な役割であると

考える。 

 

③ 国は、令和８年度からを本格的な実行期間と 

し、この取組に関する予算を大幅に増額した。 

 これを機会とし、公費負担を十分に投じる中で

保護者の負担を抑えつつ段階的に進めていきた

い。 

 

④ 学校では、時間割を工夫し、教員の勤務時間 

内でも活動時間が確保できるようにすることで、

今まで教員の献身的な勤務で支えていた部活動

を、今後も持続可能な形で適正に維持していくた

めである。 

また、１２月に出された国のガイドラインの中

でも、「部活動の在り方」について、「教員を顧問
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

⑤ 疲弊している教員が増えているのか。 

 

 

 

 

 

⑥ 地域クラブで指導を望む教員は、どのぐらい 

いるのか。 

 

 

⑦ 地域の協力団体は、どのぐらいあるのか。 

 

 

⑧ 予算説明書の３４３ページ、６項社会教育費 

１目、社会教育総務費の目の説明に、「学校施設

開放事業」とあるが、予算計上の内訳は。 

 

 

 

 

⑨ システム開発・保守委託料はどのようなもの 

に命じる場合は、勤務時間内で活動するなどの工

夫をし、負担が過度にならないようにする」とい

う内容が明記されたためである。 

 

⑤ 埼玉県全体で精神疾患による休職者は、令和 

５年度に３７８人おり、年々増加傾向である。 

教員の志願者数は減り続け、なり手が不足して

いるため、休職になった教員がいても、代わりの

教員が入らないこともある状況である。 

 

⑥ 小学校教員１４％、中学校教員２３％である。 

人数換算では、小・中併せて約４００名程度であ

る。 

 

⑦ 現時点で、２２１団体で種目の種類は７１種 

類である。 

 

⑧ 金額が多いものから順に、３４５ページ、１ 

２節委託料のシステム開発・保守委託料に１億

１，１１２万７，０００円、１０節需用費の修繕

料に３，３９９万７，０００円、その他事業の遂

行に必要なパートタイム会計年度任用職員に関

わる報酬等で２３７万４，０００円である。 

 

⑨ 利用団体と学校の利便性の向上のため、学校 

施設の利用申請システム及び当該システムに連
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

を予定しているのか。 

 

 

⑩ 鍵管理システムとはどういうものなのか詳し 

く説明してほしい。 

 

 

 

 

 

 

⑪ そのようなシステムの構築に国で補助する制 

度はないか。 

 

 

 

 

 

 

（後藤 留美 委員） 

① 学校施設の使用料に関する条例の可決前後 

で、どのように市民の声を聞いて、仕組みの詳細

をどのような経緯で決めたのか。 

 

 

動する鍵管理システムを導入することを予定し

ている。 

 

⑩ 施設管理の適正化と利便性の向上に資するも 

ので、施設を管理する学校職員と施設を利用する

団体が、直接相対することなく鍵の貸し借りを可

能とするシステムである。学校施設の利用申請シ

ステムにより発行された暗証番号またはＱＲコ

ードにより解除できるキーボックスを学校の正

門付近等に設置する予定である。 

 

⑪ 内閣府地方創成推進事務局から交付される 

「地域未来交付金」により、システム構築費用の

１／２が補助される制度があり、市全体の申請を

企画経営課で一括申請する予定で、予算説明書６

９ページ、１６款国庫支出金、２項国庫補助金、

７目地域未来交付金、１節地域未来交付金のう

ち、７，２５６万円が補助される予定である。 

 

（教育政策室長） 

① 学校施設開放事業に関する規則は２月４日開 

催の第２回教育委員会定例会で議決され、その後

減免など要綱について制定したところである。 

仕組みの詳細にかかる調査については、学校施

設管理者である学校長に行ったところである。 
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② 市民にアンケートなどを実施しなかったの 

か。 

 

 

③ 市民へのアンケートを実施しなかった理由 

は。 

 

 

 

（要望） 

活動時間の制限などを定めているが、幼少期か

らオリンピック選手を目指すような競技性が高

い指導を希望する方もいる、埼玉県ジュニアアス

リート事業のようなシステムも今後考えてほし

い。 

 

（今田 真美 委員） 

① 地域クラブ活動推進事業において、子ども達 

に対しこれまでにアンケートをとったのか。 

 

② 令和８年度に実施する子ども達等へのアンケ 

ートについて、主な内容と規模は。 

 

 

 

 

② 利用団体に対するアンケートは実施していな 

いが、施設管理者である学校長に対して調査を行

った。 

 

③ 学校施設開放については、社会教育法上、学 

校教育に支障のない範囲で学校施設を開放する

こととなっていることから、学校長に調査をした

ところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育政策室長） 

① 令和６年にアンケートを実施している。 

 

 

② 内容については、各団体に対し、実際に中学 

生を受け入れてもらえるかの意思確認をし、子ど 

も達については、実際に地域クラブに参加するの

か等、今後統括組織を立ち上げるにあたり、より

具体的な内容を中学生及び今後中学生となるで

あろう小学生とその保護者に対し実施する。 
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（幡野 茂 副委員長） 

① 部活動地域移行実証事業等委託料は、令和７ 

年度には１３団体であったが、令和８年度は何団

体を予定しているのか。 

 

② 部活動地域移行モデル事業補助金は、今後創 

設する統括組織へ助成と聞いているが、創設の予

定はいつなのか。 

 

③ 委託料は１団体１０万円と聞いているが、５ 

０団体とのことであれば、予算の残りは何に使わ

れるのか。 

 

 

④ 予算説明書３４５ページ、１０節需用費の修 

繕料の主な使途は。 

 

⑤ １２節委託料のシステム開発保守委託料は学 

校施設開放の予約システムのことか。 

 

⑥ 鍵管理システムはすでに導入しているのか。 

 

 

⑦ 鍵管理システムは、令和８年度はまだ付かな

いのか。 

 

（教育政策室長） 

① 令和８年度は５０団体を予定している。 

 

 

 

② ８月を予定している。 

 

 

 

③ 委託料は吹奏楽部には１団体１１０万円を

３団体、その他の団体には１団体１０万円、ポー

タルサイトのシステム運営費として約４００万

円を想定している。 

 

④ 学校施設開放に関わり、夜間照明の操作盤の 

修繕を予定している。 

 

⑤ 学校施設申請システムと鍵管理システムで

ある。 

 

⑥ 鍵管理システムは令和８年度中にシステムを

導入・構築し、令和９年４月から運用予定である。 

 

⑦ 令和８年度はこれまでどおりの鍵の受け渡し

となる。 
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⑧ 夜間照明操作盤修繕の内容は。 

 

 

 

⑨ 今後新たに夜間照明を設置した場合はどのよ

うにするのか。 

 

（稲川 和成 委員） 

学校施設の開放事業について、ある団体が元旦

から大晦日まで使用し、その団体が使用料を免除

するよう署名活動をしていると聞いている。 

教育委員会は条件を満たせば週１２時間まで

免除にする等対応されるが、そもそもこの学校施

設開放の取り組みは、その団体により変わったの

ではないかと考えるが真実はどうか。 

 

（要望） 

 行政は公平公正が原点であり、学校は在籍する

児童生徒のものであることから、児童生徒を最優

先としなければならない。教育委員会で、そのよ

うな団体が二度と発生しないよう学校長とよく

調整をしていただきたい。 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

 

 

⑧ 現在１７校に設置している夜間照明は、コイ

ン式とスイッチ式の２つが設置されているが、鍵

管理システムに連動したものとした。 

 

⑨ 同様の操作盤を設置する。 

 

 

（教育政策室長） 

 学校施設開放について、様々な情報が寄せられ

ており、一部の学校では、利用団体の偏りが生じ

ているとのことから、公平公正なものとするため

新たな仕組みを構築したところである。 
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 反対の立場から討論する。 

 放課後児童クラブ事業の委託業者が２校変わ

ることについては、保育の継続性と専門性の確保

がされないと判断する。 

 また、新年度から定時制の生徒募集を停止する

ことは、行政として教育の機会を確保することに

反し、生徒募集を再開すべきであると考えるた

め、反対する。 

 歳入の使用料においては、公民館や文化会館な

ど、使用料の増額の影響が示された。受益者負担

を前提に計上された使用料の予算に反対する。 

また、学校の施設使用料は、学校は教育の場で

あり同様の理由により反対する。 

 

（松本 英利 委員） 

１５款使用料及び手数料１項使用料９目教育

使用料に関わり「放課後児童クラブ利用料」につ

いて、放課後の子どもの豊かな時間、安全・安心

な居場所を確保していくための、ハード面として

の施設の整備をはじめ、支援員の増強など、放課

後児童クラブの質の向上のための必要な財源で

ある。 

物価や人件費が高騰する中、引き続き放課後児 

童クラブの質の維持・向上を図る必要がある。 

教育施設の一つである公民館等の使用料収入は、

使用料改定後も施設の維持管理費のわずか３％ 
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である。維持管理に必要な経費は増加し、施設の

老朽化が進み、今後も多額の更新費用が見込まれ

ることから、一定程度の受益者負担は必要であ

る。 

また、他市との均衡を図るなど一定の配慮がさ 

れていることを踏まえれば、教育施設の使用料収

入の予算は妥当であるため、賛成する。 

 １０款教育費１項教育総務費３目教育指導費 

に関わり、「学力向上に係る取り組み」は、予算

をかけずに工夫して実施しているとのことや、令

和８年度以降はさらに実施方法等の改善を図り

ながら継続していくとのことである。予算上の事

業としては廃止とする件も含め、今後の方向性と

して、より良い取り組みにつながるよう努めて欲

しい。同じく、部活動の地域展開は、地域の団体

や指導者に加え、教員の力も借りて、生徒の休日

の活動機会を確保するとともに、部活動の教育的

意義を継承した活動も続けられるようにするも

のである。 

 また、少子化や、時代の変化に伴う多様なニー

ズがある中で、今まで以上に活動の選択肢を広げ 

ることで、生徒の自己実現にもつながる取組であ 

る。国の補助制度もあることから、その活用によ

り保護者負担を抑えつつ、着実に推進してほしい

と思う。 

「学校施設開放事業」において、施設を利用す 
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るためのシステムを導入することは、初期投資と

して国の補助を受けて行われるものであること

に加え、市民サービスの向上と学校の負担軽減の

ほか、施設の適切な管理に資するものであり、賛

成である。 

 

（本橋 慎吾 委員） 

 青嵐会は部活動地域展開に反対を表明してき

ている。よって地域クラブ活動推進事業に関わる

経費は反対する。 

 

（後藤 留美 委員） 

部活動の地域移行に関しては国の事業であり、

将来の負担軽減も踏まえて行われるものである。

本市が受け皿となる団体のうち、教師以外の指導

者の出会いで、子どもたちのやる気がさらに引き

出せることも期待する。環境を整えるため丁寧に

進行することを要望し賛成する。 

 

（今田 真美 委員） 

部活動の地域クラブ活動事業に関し、チルドレ

ンファーストで慎重に進めるべきであるが、子ど

もを置きざりにしているように感じることから

反対する。 
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＜ 採 決 ＞ 

起立者多数で可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                     教育総務部 教育総務課 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（本橋 慎吾 委員） 

① 予算説明書３３１ページ、３項中学校費、１目 

学校管理費、１４節工事請負費の改修工事費に関わ

り、建替えの際にＬＥＤ照明を導入したのはいつか

らか教えてほしい。 

 

 

 

（教育総務課長） 

① 建替えによりすべてＬＥＤ照明にした学校は 

平成２８年に改築した幸町小学校が最初である。 
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② ＬＥＤ照明の耐用年数の認識と更新の際の懸 

念を教えてほしい。 

 

 

 

 

 

③ 耐用年数が近くなったＬＥＤ照明が故障した 

際、個別修理や全体交換の判断について教えてほ

しい。 

 

④ 予算説明書３２１ページ、目の説明、「小学校 

体育館空調機設置事業」に関わり、熱源を電気、

都市ガス、プロパンの３方式にした理由を教えて

ほしい。 

 

⑤ 令和８年度予算に計上している学校を選定し 

た理由を教えてほしい。 

 

 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

歳入の使用料においては、公民館や文化会館な

ど、使用料の増額の影響が示された。受益者負担

を前提に計上された使用料の予算に反対する。 

② 通常、約４万時間で、耐用年数は、１０年 

から１５年と認識している。 

 改築の際にＬＥＤ照明にした数校以外の学校

は、令和８年度から改修工事を行い、耐用年数か

らすぐに故障することは考えにくいため、現在、 

課題として捉えていない。 

 

③ 故障した際は、個別対応していく考えである。 

 

 

 

④ 小学校体育館は避難所にもなることから、災

害の際に空調機を使用できるように、熱源が偏ら

ないよう電気、都市ガス、プロパンの３方式を選

定したものである。 

 

⑤ 避難所になることから、空調機が安定的に使 

用できるよう、中学校２６校に設置している熱源

とのバランスや、地域に偏りが生じないよう選定

したものである。 

-74-



 

質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（松本 英利 委員） 

教育施設の一つである公民館等の使用料収入

は、使用料改定後も施設の維持管理費のわずか

３％である。維持管理に必要な経費は増加し、施

設の老朽化が進み、今後も多額の更新費用が見込

まれることから、一定程度の受益者負担は必要で

ある。 

また、他市との均衡を図るなど一定の配慮がさ 

れていることを踏まえれば、教育施設の使用料収

入の予算は妥当であるため、賛成する。 

 

＜ 採 決 ＞ 

起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                     教育総務部 生涯学習課 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（松本 英利 委員） 

予算説明書４９ページ、１１節公民館使用料や

１２節中央ふれあい館使用料などの使用料の改定

により、教育施設の使用料が今年度の予算と比較

し増額となっているが、公民館等の維持管理費に

かかる公費負担分は、令和７年度と比較しどのよ

うになったのか。 

 

 

（生涯学習課長） 

 公民館等の維持管理費にかかる公費負担分は、

令和７年度９７．５％、令和８年度９７％と、約

０．５％の減となった。料金改定により、公民館

等の使用料が１，１４７万６，０００円の増とな

ったが、維持管理費も約１億７，８００万円増と

なり、公費負担分の減は、わずかとなった。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（ふじしま ともこ 委員） 

予算説明書４９ページ、１１節公民館使用料や

１２節中央ふれあい館使用料など、教育施設の使

用料改定により、令和７年度予算と比較して影響

額を教えて欲しい。 

 

（幡野 茂 副委員長） 

予算説明書３４５ページ、２目公民館費、１０

節需用費の修繕料の内容について、教えて欲し

い。 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

歳入の使用料においては、公民館や文化会館な

ど、使用料の増額の影響が示された。受益者負担

を前提に計上された使用料の予算に反対する。 

 

（松本 英利 委員） 

教育施設の一つである公民館等の使用料収入

は、使用料改定後も施設の維持管理費のわずか

３％である。維持管理に必要な経費は増加し、施

設の老朽化が進み、今後も多額の更新費用が見込

まれることから、一定程度の受益者負担は必要で

ある。 

また、他市との均衡を図るなど一定の配慮がさ

れていることを踏まえれば、教育施設の使用料収

（生涯学習課長） 

使用料を改定した教育施設全体で、令和７年度

予算と比較し、３，４７４万４、０００円の増額

となっている。 

 

 

（生涯学習課長） 

 公民館の維持補修に係る修繕の経費である。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

入の予算は妥当であるため、賛成する。 

  

＜ 採 決 ＞ 

起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                      教育総務部 文化財課 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

 なし。 

  

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

歳入の使用料においては、公民館や文化会館な

ど、使用料の増額の影響が示された。受益者負担

を前提に計上された使用料の予算に反対する。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（松本 英利 委員） 

教育施設の一つである公民館等の使用料収入

は、使用料改定後も施設の維持管理費のわずか

３％である。維持管理に必要な経費は増加し、施

設の老朽化が進み、今後も多額の更新費用が見込

まれることから、一定程度の受益者負担は必要で

ある。 

また、他市との均衡を図るなど一定の配慮がさ 

れていることを踏まえれば、教育施設の使用料収

入の予算は妥当であるため、賛成する。 

 

＜ 採 決 ＞ 

起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                     教育総務部 中央図書館 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

予算説明書３５３ページ、１３節使用料及び賃

借料の電子図書を購入するための情報サービス使

用料と、１７節備品購入費の図書購入費だが、そ

れぞれ減額されている。これまでは合計で１億円

予算計上していたが、新年度は合わせて２，００

０万円減額している理由を知りたい。 

  

 

（中央図書館長） 

 予算の確保が厳しい状況であるので、これまで

以上に適正かつ有効に予算を執行することに努

めるため、図書資料の選書を改め節減を図るもの

である。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（要望） 

図書館で本を購入することは大事なことなの

でできるだけ予算を確保するよう努力してほし

い。 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

歳入の使用料においては、公民館や文化会館な

ど、使用料の増額の影響が示された。受益者負担

を前提に計上された使用料の予算に反対する。 

 

（松本 英利 委員） 

教育施設の一つである公民館等の使用料収入

は、使用料改定後も施設の維持管理費のわずか

３％である。維持管理に必要な経費は増加し、施

設の老朽化が進み、今後も多額の更新費用が見込

まれることから、一定程度の受益者負担は必要で

ある。 

また、他市との均衡を図るなど一定の配慮がさ 

れていることを踏まえれば、教育施設の使用料収

入の予算は妥当であるため、賛成する。 

 

＜ 採 決 ＞ 

起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                       教育総務部 科学館 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

 なし。 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

歳入の使用料においては、公民館や文化会館な

ど、使用料の増額の影響が示された。受益者負担

を前提に計上された使用料の予算に反対する。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（松本 英利 委員） 

教育施設の一つである公民館等の使用料収入

は、使用料改定後も施設の維持管理費のわずか

３％である。維持管理に必要な経費は増加し、施

設の老朽化が進み、今後も多額の更新費用が見込

まれることから、一定程度の受益者負担は必要で

ある。 

また、他市との均衡を図るなど一定の配慮がさ 

れていることを踏まえれば、教育施設の使用料収

入の予算は妥当であるため、賛成する。 

 

＜ 採 決 ＞ 

起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                     教育総務部 スポーツ課 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（荻野 梓 委員） 

① 予算説明書３６９ページ、目の説明「青木町公

園総合運動場陸上競技場第３種公認更新事業」と

して２億１，２３４万７，０００円が計上されて

いるが、詳細を教えてほしい。 

 

 

 

 

（スポーツ課長） 

① 日本陸上競技連盟から競技場の公認を受けて

いる。公認期間は５年間であり、現在の公認が令

和９年９月で期間満了となることから、更新に向

けて、令和８年度中に走路等の補修工事や備品購

入を実施するものである。 

内訳としては、走路等の補修工事費として、 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

② 同じく「青木町公園総合運動場陸上競技場第

３種公認更新事業」について、他の自治体ではス

ポーツ振興くじ助成金を活用している例がまま

見受けられるが、この事業に充てられる国や県の

補助金があれば教えてほしい。 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

歳入の使用料においては、公民館や文化会館な

ど、使用料の増額の影響が示された。受益者負担

を前提に計上された使用料の予算に反対する。 

 

（松本 英利 委員） 

教育施設の一つである公民館等の使用料収入

は、使用料改定後も施設の維持管理費のわずか

３％である。維持管理に必要な経費は増加し、施

設の老朽化が進み、今後も多額の更新費用が見込

まれることから、一定程度の受益者負担は必要で

ある。 

 また、他市との均衡を図るなど一定の配慮がさ 

れていることを踏まえれば、教育施設の使用料収

入の予算は妥当であるため、賛成する。 

１億９，９９３万６，０００円、写真判定装置や

砲丸などの備品購入費として１，２４１万１，０

００円である。 

 

② 国や県の補助金については、調べた範囲では

見当たらなかったことから、本市においても、ス

ポーツ振興くじ助成金を交付申請しているほか、

市債を充当する予定である。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜ 採 決 ＞ 

起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                       学校教育部 庶務課 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（本橋 慎吾 委員） 

 予算説明書３２５ページ、２項小学校費、１目

学校管理費の小学校体育館のエアコン工事につい

て、電気、都市ガス、プロパンガスのランニング

コストは。 

  

 

 

（庶務課長） 

 空調機のランニングコストについて、電気、都

市ガスは、体育館のみのメーターが分かれていな

いため、把握はできない。 

一方で、プロパンガスについては、東中学校が

約１４０万円、西中学校が約８０万円と年によっ

て、また、学校によって差異はあるものの、概ね
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

（荻野 梓 議員） 

予算説明書３２５、３３１ページ、小学校費、

中学校費の１７節備品購入費の教材備品購入費

について、これはＧＩＧＡスクール端末の購入費

が含まれると思うが、それぞれの購入台数及び単

価を教えてほしい。また、これに対する国や県の

補助にあたる歳入の項目を教えてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ふじしま ともこ 委員） 

 予算説明書３２０ページ、２項小学校費、３２

６ページ、３項中学校費において、１校あたりの

学校配当予算額と令和７年度の比較について教

えてほしい。 

 

 

 

数十万円から数百万円の範囲となっている。 

 

（庶務課長） 

 ＧＩＧＡスクール端末の購入台数について、小

学校で９，５００台、中学校で５，５００台、合

計１万５，０００台となっている。単価について

は、端末の本体とケース等を含めて、税込５万５，

０００円を想定している。端末の購入費について

は、県から補助金が交付される予定で、予算説明 

書８１ページ、公立学校情報機器整備事業費補助

金にて、購入費用の２／３が補助される見込みと

なっている。なお、ＧＩＧＡスクール関連の国の

補助金に関しては、予算説明書６９ページ、公立

学校情報機器活用支援体制整備費補助金にて、Ｇ

ＩＧＡスクールのネットワークの改善に係る補

助金が出る予定である。 

 

（庶務課長） 

小学校費は、令和７年度の学校配当予算額が２

億２,８６６万４,３０３円に対し、令和８年度の

学校配当予算額が２億３,２１８万２,６２３円

で、３５１万８,３２０円の増額となっている。 

小学校費の１校当たりの平均予算額は、令和７

年度が４３９万７,３９０円に対し、令和８年度

が４４６万５,０５０円で、６万７,６６０円の増 

額となっている。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

 反対の立場から討論する。 

 放課後児童クラブ事業の委託業者が２校変わ

ることについては、保育の継続性と専門性の確保

がされないと判断する。 

 また、新年度から定時制の生徒募集を停止する

ことは、行政として教育の機会を確保することに

反し、生徒募集を再開すべきであると考えるた

め、反対する。 

  

（松本 英利 委員） 

１５款使用料及び手数料１項使用料９目教育

使用料に関わり「放課後児童クラブ利用料」につ

いて、放課後の子どもの豊かな時間、安全・安心

な居場所を確保していくための、ハード面として

の施設の整備をはじめ、支援員の増強など、放課

中学校費では、令和７年度の学校配当予算額が

１億２,４７３万５,３６０円に対し、令和８年度

の学校配当予算額が１億２,５４８万１４０円

で、７４万４,７８０円の増額となっている。 

中学校費の１校当たりの平均予算額は、令和７

年度が４７９万７,５１４円に対し、令和８年度

が４８２万６,１５９円で、２万８,６４５円の増

額となっている。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

後児童クラブの質の向上のための必要な財源で

ある。 

物価や人件費が高騰する中、引き続き放課後児 

童クラブの質の維持・向上を図る必要がある。 

１０款教育費１項教育総務費３目教育指導費 

に関わり、「学力向上に係る取り組み」は、予算

をかけずに工夫して実施しているとのことや、令

和８年度以降はさらに実施方法等の改善を図り

ながら継続していくとのことである。予算上の事

業としては廃止とする件も含め、今後の方向性と

して、より良い取り組みにつながるよう努めて欲

しい。 

 

＜ 採 決 ＞ 

 起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                       学校教育部 学務課 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（松本 英利 委員） 

①放課後児童クラブ利用料について、いくら値上

げするのか。 

  

②改定額の根拠は。 

  

 

 

（学務課長） 

①月額７，０００円から９，０００円に改定する。 

 

 

②放課後児童クラブの事業費に係る国の考え方

として、事業費の１／２を利用者負担とし、残り

の１／６ずつを国・県・市で負担するという考え
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③使用料改定の使途は。 

 

 

 

 

 

 

④近隣市における使用料の状況は。 

 

 

 

 （今田 真美 委員） 

放課後児童クラブ事業委託料に係り、支援員の

処遇改善とは、具体的に何を実施するのか。 

 

方がある。 

現在の本市放課後児童クラブにおいて、支援員

の質の向上や、十分な子どもの居場所環境を確保

するには、最大で１万４，０００円以上の利用者

負担が必要となる。 

他方、急激な利用料の増額は保護者の負担とな

ることから、今般の改定は９，０００円に留め、

今後物価や人件費の高騰を踏まえ、時機を見て見

直しを検討していく。 

 

③ハード面においては、空き教室の改修などの施

設整備、インターネット環境の整備等に活用して

いく。 

 ソフト面においては、常勤支援員の確保、職員

の処遇改善、研修の充実など、質の向上に活用し

ていく。 

 

④川越市１万１，０００円、越谷市１万５００円、

さいたま市１万円、戸田市７，８００円、朝霞市

１万円、草加市８，８００円である。 

 

（学務課長） 

従来より実施している月額９，０００円相当の

処遇改善に加え、支援員の経験年数に応じた処遇

改善及び延長利用を実施している放課後児童ク 

ラブ職員の処遇改善を実施するもの。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（荻野 梓 委員） 

 放課後児童クラブ事業委託料に係り、令和7年

度比約２億５千万円の増だが、その内訳を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ふじしま ともこ 委員） 

①放課後児童クラブ事業委託料に係り、令和８年

度から委託先を変更するクラブはあるか。ある場

合、どの事業者へ変更するのか。 

 

②放課後児童クラブ利用料について、値上げによ

る影響額は。 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

 反対の立場から討論する。 

 放課後児童クラブ事業の委託業者が２校変わ

ることについては、保育の継続性と専門性の確保 

（学務課長） 

 要配慮児童の加配においては、従来加配対象と

している特別支援学級児童に加え、通級指導教室

に通う児童と、Ａ・Ｂプランを策定している児童

も加配対象に加え、約１億円の拡充を図る。 

 処遇改善においては、キャリアアップ処遇改善

事業及び処遇改善等事業の実施により、約１億円

の拡充を図る。 

 加えて、放課後児童クラブ事業委託の受託事業

者事務局職員の人件費についても、新たに育成支

援体制強化事業として国庫補助を活用し、４，６

００万円の拡充を図る。 

 

（学務課長） 

①新郷東小クラブと朝日西小クラブであり、それ

ぞれ川口市社会福祉協議会からＮＰＯ法人子ど

も支援ホームへ変更となる。 

 

②歳入として約１億６千万円の増となる。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

がされないと判断する。 

 また、新年度から定時制の生徒募集を停止する

ことは、行政として教育の機会を確保することに

反し、生徒募集を再開すべきであると考えるた

め、反対する。 

  

（松本 英利 委員） 

１５款使用料及び手数料１項使用料９目教育

使用料に関わり「放課後児童クラブ利用料」につ

いて、放課後の子どもの豊かな時間、安全・安心 

な居場所を確保していくための、ハード面として

の施設の整備をはじめ、支援員の増強など、放課

後児童クラブの質の向上のための必要な財源で

ある。 

物価や人件費が高騰する中、引き続き放課後児 

童クラブの質の維持・向上を図る必要がある。 

１０款教育費１項教育総務費３目教育指導費 

に関わり、「学力向上に係る取り組み」は、予算

をかけずに工夫して実施しているとのことや、令

和８年度以降はさらに実施方法等の改善を図り

ながら継続していくとのことである。予算上の事

業としては廃止とする件も含め、今後の方向性と

して、より良い取り組みにつながるよう努めて欲

しい。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜ 採 決 ＞ 

 起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                       学校教育部 指導課 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（松本 英利 委員） 

①予算説明書７１ページ、１６款国庫支出金、３

項委託金、４目教育費委託金、１節「生成ＡＩパ

イロット校事業委託金」が新規で計上されている

が概要は。 

 

 

 

（指導課長） 

①文部科学省による令和８年度生成ＡＩパイロ

ット校事業への応募を、現在２校が希望している

ことから予算措置を行っているものである。事業

内容としては、学校現場における生成 ＡＩの利

活用について、成果・課題の検証や事例の創出・

普及を行うことを目的としたものである。 

-97-



質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②応募を希望している学校はどこか。 

 

 

 

③予算説明書３１５ページ、１項教育総務費、３

目教育指導費のうち、目の説明「小学校水泳指導

民間委託モデル事業」について、概要は。 

 

 

 

 

 

④対象校はどこか。 

 

⑤対象校の選定理由は。 

 

 

 

⑥民間委託は今後、他の学校にも展開していくの

か。今後の見通しを教えて欲しい。 

 

 

 

 

 

②辻小学校と榛松中学校である。国からの指定が

受けられたとしても、どちらか１校となる見込み

である。 

 

③小・中学校のプール施設の老朽化等の課題に対

し、今年度より教育委員会内に「小中学校水泳の

授業及び施設の在り方検討委員会」が設置され

た。本委員会での検討を踏まえ、新たな水泳授業

の実施方法の一つとして、小学校水泳指導の民間

委託をモデル事業として実施し、効果や課題につ

いて検証を行うものである。 

 

④元郷小学校と原町小学校である。 

 

⑤どちらもプール施設の大規模な改築等を必要

としていること、また、徒歩圏内に受け入れ可能

な民間スイミングスクールがあることである。 

 

⑥プール施設がまだ新しい学校や、民間スイミン

グスクールが近隣にない学校もあるため、モデル

事業の成果と課題を「小中学校水泳の授業及び施

設の在り方検討委員会」にかけて検証するととも

に、市内各校の状況を勘案し、今後の方向性につ

いては他の方法も含め複合的に検討を行ってい

く。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑦予算説明書３１５ページ ３目教育指導費 

１１節役務費のうち「人材派遣手数料」について、

外国語指導助手の人材派遣契約を新たにプロポ

ーザルにより実施するとの説明があったが、詳し

く聞きたい。 

 

 

⑧予算額が増加しているが、配置人数等の拡充予

定はあるのか。 

 

 

⑨予算説明書３１５ページ ３目教育指導費に

おいて、令和７年度まで目の説明にあった「学力

向上支援事業」がないが、事業がなくなったのか。 

 

 

 

 

⑩実施内容について、令和７年度からの変更点は

あるのか。 

 

 

 

 

 

⑦外国語指導助手の派遣業務について、プロポー

ザル方式により事業者の選定を行っており、３年

間の長期継続契約としている。現行契約が令和７

年度末で満了となることから、令和８年度から令

和１０年度までの派遣事業者の選定について、プ

ロポーザルを実施するものである。 

 

⑧予算の範囲内において、配置人数を小学校で２

名増、配置日数を小学校で１名あたり１５日増、

中学校で１０日増とする予定である。 

 

⑨同事業については、ほぼ予算をかけずに実施で

きていることから、予算上の事業を設定する必要

性が低いと考え、令和８年度から廃止としたもの

である。 

なお、学力向上に係る取り組みは、引き続き、

実施方法等の改善を図りながら継続していく。 

 

⑩これまでの「理科オリンピック」の内容に社会

科を加え、小学校高学年を対象とした「理社オリ

ンピック」（名称仮）を実施する。これにより、

教科横断的な問題や、川口市に関する内容をテー

マとした問題を設定することができ、理科・社会

科への興味関心を高めることができると考えて

いる。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑪学力向上に係る取り組みは継続しているが、予

算上の事業を廃止して、費用面での支障はないの

か。 

 

 

 

 

 

 

（本橋 慎吾 委員） 

①予算説明書３２７ページ、３項中学校費、１目

学校管理費のうち、目の説明「芝園学園中学校運

営費」に関わり、各学年の転入学申請者数及び転

入学予定者数は。 

 

 

②入学者の選考基準は。 

 

 

 

 

 

 

（今田 真美 委員） 

①予算説明書３１５ページ、１項 教育総務費、 

３目 教育指導費のうち、目の説明「地域クラブ 

⑪「学力向上支援事業」としては、これまで、本

市が独自で実施する取り組みのための参考図書

購入費や問題用紙代などを消耗品費として計上

していたが、ここ数年はインターネットや印刷室

の活用等により予算を使わずに実施できている。   

なお、理社オリンピックの表彰盾のみ、「その

他教育指導費」の消耗品費で購入する予定だが、

金額としては１万円程度である。 

 

（指導課長） 

①転入学申請者数は、小学６年生が１６名、中学

１年生が５名、中学２年生が１０名、合計３１名

である。うち、転入学予定者数は、小学６年生が

１３名、中学１年生が５名、中学２年生が７名、

合計２５名である。 

 

②第一に、児童生徒及び保護者に入学の意思があ

ること、第二に、学びの多様化学校のプレスクー

ルや、その前段となる教育支援センターに安定的

に通えていることなどを基準とし、転入学検討委

員会において専門家の意見も聞きながら総合的

に判断しているところである。 

 

（指導課長） 

①学校部活動については、平成２８年度から部活

動指導員を配置している。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

活動推進事業」について、各学校で実施している

部活動に対し、指導員を配置するということはで

きないのか。 

 

②地域クラブ活動という形ではなく、学校に配置

している指導員をより拡充していくという考え

はないのか。 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

 反対の立場から討論する。 

 放課後児童クラブ事業の委託業者が２校変わ

ることについては、保育の継続性と専門性の確保

がされないと判断する。 

また、新年度から定時制の生徒募集を停止する

ことは、行政として教育の機会を確保することに 

反し、生徒募集を再開すべきであると考えるた

め、反対する。 

  

 

 

 

 

 

②部活動指導員の配置は、県補助金の交付を受け

実施しているものであるが、令和７年度において

は予算上２６名を配置予定であったところ、年度

当初に県から補助金が減額となる旨通知があっ

たため、当初の見込み通り配置ができなかったと

いう実状がある。理由は県の予算に対し市町村か

らの申請件数が多かったことによるものと聞い

ているが、このような状況もあり、大幅拡充は難

しい状況である。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（松本 英利 委員） 

１５款使用料及び手数料１項使用料９目教育

使用料に関わり「放課後児童クラブ利用料」につ

いて、放課後の子どもの豊かな時間、安全・安心 

な居場所を確保していくための、ハード面として

の施設の整備をはじめ、支援員の増強など、放課

後児童クラブの質の向上のための必要な財源で

ある。 

 物価や人件費が高騰する中、引き続き放課後児 

童クラブの質の維持・向上を図る必要がある。 

 １０款教育費１項教育総務費３目教育指導費 

に関わり、「学力向上に係る取り組み」は、予算

をかけずに工夫して実施しているとのことや、令

和８年度以降はさらに実施方法等の改善を図り

ながら継続していくとのことである。予算上の事

業としては廃止とする件も含め、今後の方向性と

して、より良い取り組みにつながるよう努めて欲

しい。 

 

＜ 採 決 ＞ 

 起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                     学校教育部 学校保健課 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

なし。 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

 反対の立場から討論する。 

 放課後児童クラブ事業の委託業者が２校変わる

ことについては、保育の継続性と専門性の確保が
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

されないと判断する。 

 また、新年度から定時制の生徒募集を停止する

ことは、行政として教育の機会を確保することに

反し、生徒募集を再開すべきであると考えるた

め、反対する。 

  

（松本 英利 委員） 

１５款使用料及び手数料１項使用料９目教育

使用料に関わり「放課後児童クラブ利用料」につ

いて、放課後の子どもの豊かな時間、安全・安心

な居場所を確保していくための、ハード面として

の施設の整備をはじめ、支援員の増強など、放課

後児童クラブの質の向上のための必要な財源で

ある。 

物価や人件費が高騰する中、引き続き放課後児 

童クラブの質の維持・向上を図る必要がある。 

１０款教育費１項教育総務費３目教育指導費 

に関わり、「学力向上に係る取り組み」は、予算

をかけずに工夫して実施しているとのことや、令

和８年度以降はさらに実施方法等の改善を図り

ながら継続していくとのことである。予算上の事

業としては廃止とする件も含め、今後の方向性と

して、より良い取り組みにつながるよう努めて欲

しい。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜ 採 決 ＞ 

 起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年３月市議会定例会）                  学校教育部 川口市立高等学校 

質 疑 応 答 

議案第１８号 令和８年度川口市一般会計予算 
 第１条第１表 歳入歳出予算の内 
  △ 歳出の部 第１０款 教育費 
  △ 歳入の部 第１４款 分担金及び負担金 第１項 負担金 第３目 
    第１５款 使用料及び手数料 第１項 使用料 第９目 第２項 手数料 第７目 
    第１６款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第６目、第８目  

第３項 委託金 第４目 
    第１７款 県支出金 第２項 県補助金 第８目 第３項 委託金 第６目 
    第１８款 財産収入 第１項 財産運用収入 第２目  第１９款 寄附金 
    第２０款 繰入金 第１項 基金繰入金 第６目、第７目 
    第２２款 諸収入 第３項 貸付金元利収入 第５項 雑入 
    第２３款 市債 第１項 市債 第８目 
 第２条第２表 継続費の内  第１０款 教育費 
  第２項 小学校費 十二月田小学校改築事業 
 第３項 中学校費 十二月田中学校改築事業 

  第７項 学校保健費 新学校給食センター整備事業 
 第３条第３表 債務負担行為の内 
  放課後児童クラブ業務（令和９年度分） 奨学資金利子補給金（令和８年度融資分） 
  奨学資金融資損失補償（令和８年度融資分） 小学校改修事業改修工事費 
  中学校改修事業改修工事費 大貫海浜学園調理等業務 水上少年自然の家調理等業務 
  高等学校アリーナＳ棟空調機設置工事費 里公民館改修工事費 
  朝日公民館改築工事に伴う基本設計及び実施設計業務 
 第４条第４表 地方債の内 
  学校施設等整備事業 社会教育施設等整備事業 体育施設等整備事業 教育債借換債 
  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

３３９ページ、４項高等学校費、３目定時制

高等学校運営費、１０節需用費の消耗品費が減

額された理由を教えてほしい。 

 

＜ 討 論 ＞ 

（ふじしま ともこ 委員） 

 

（川口市立高等学校事務長） 

 募集停止による生徒数の減に伴い、これらに係

る経費を減額したことによるものである。 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 反対の立場から討論する。 

 放課後児童クラブ事業の委託業者が２校変わ

ることについては、保育の継続性と専門性の確保

がされないと判断する。 

 また、新年度から定時制の生徒募集を停止する

ことは、行政として教育の機会を確保することに

反し、生徒募集を再開すべきであると考えるた

め、反対する。 

  

（松本 英利 委員） 

１５款使用料及び手数料１項使用料９目教育

使用料に関わり「放課後児童クラブ利用料」につ

いて、放課後の子どもの豊かな時間、安全・安心 

な居場所を確保していくための、ハード面として

の施設の整備をはじめ、支援員の増強など、放課

後児童クラブの質の向上のための必要な財源で

ある。 

 物価や人件費が高騰する中、引き続き放課後児 

童クラブの質の維持・向上を図る必要がある。 

 １０款教育費１項教育総務費３目教育指導費 

に関わり、「学力向上に係る取り組み」は、予算

をかけずに工夫して実施しているとのことや、令

和８年度以降はさらに実施方法等の改善を図り

ながら継続していくとのことである。予算上の事

業としては廃止とする件も含め、今後の方向性と

して、よりよい取り組みにつながるよう努めて欲 
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質 疑 応 答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

しい。 

 

＜ 採 決 ＞ 

 起立者多数にて可決。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年 ３月市議会定例会）       教育政策室、学校教育部 庶務課、川口市立高等学校 

質 疑 応 答 

議案第６９号 専決処分の承認について（民事調停について） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

（稲川 和成 委員） 

 本年２月９日の調停成立に至るまで、なぜこ

れほど時間がかかったのか、経緯を教えてほし

い。 

  

 

 

 

 

＜ 討 論 ＞ 

 なし。 

 

＜ 採 決 ＞ 

 起立者全員にて可決。 

（川口市立高等学校事務長） 

 平成３０年より高等学校整備の過程において、

工事の支障となるため、相手方に対し工作物等の

撤去を求め、売却の提案について一度同意を得

た。その後、 進展に至らず、毎年２回程度郵送で

伺いを立てていたが、一向に回答がないことか

ら、今回、議会の承認をいただき、調停成立とな

ったものである。 
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年 ３月市議会定例会）                      学校教育部 庶務課 

質 疑 応 答 

議案第４６号 川口市立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

なし。 

 

＜ 討 論 ＞ 

なし。 

 

＜ 採 決 ＞ 

起立者全員にて可決。 

 

 

-110-



環境経済文教常任委員会質疑応答概要 
（令和８年 ３月市議会定例会）                      学校教育部 庶務課 

質 疑 応 答 

議案第４７号 川口市奨学資金条例の一部を改正する条例 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ＜ 質 疑 ＞ 

なし。 

 

＜ 討 論 ＞ 

なし。 

 

＜ 採 決 ＞ 

起立者全員にて可決。 
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教育長報告（６）



令
和

７
年

度
学

校
評

価
の

ま
と

め
（
達

成
度

）

【
小

学
校

】
＜

個
数

＞
【
小

学
校

】
＜

割
合

％
＞

基
準

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

計
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
計

Ａ
ほ

ぼ
達

成
（
8
割

以
上

）

組
織

運
営

3
6

6
1

1
0

9
8

組
織

運
営

3
6
.7

6
2
.3

1
0

1
0
0

Ｂ
概

ね
達

成
（
6
割

以
上

）

教
育

課
程

3
7

6
2

0
0

9
9

教
育

課
程

3
7
.4

6
2
.6

0
0

1
0
0

Ｃ
変

化
の

兆
し

（
4
割

以
上

）

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

5
0

4
5

0
0

9
5

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

5
2
.6

4
7
.4

0
0

1
0
0

Ｄ
不

十
分

（
4
割

未
満

）

教
職

員
の

資
質

向
上

3
6

6
3

1
0

1
0
0

教
職

員
の

資
質

向
上

3
6

6
3

1
0

1
0
0

施
設

・
設

備
等

の
管

理
4
5

3
9

0
0

8
4

施
設

・
設

備
等

の
管

理
5
3
.6

4
6
.4

0
0

1
0
0

【
中

学
校

】
＜

個
数

＞
【
中

学
校

】
＜

割
合

％
＞

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

計
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
計

組
織

運
営

2
1

3
5

4
0

6
0

組
織

運
営

3
5

5
8
.3

6
.7

0
1
0
0

教
育

課
程

1
6

3
8

3
0

5
7

教
育

課
程

2
8

6
6
.7

5
.3

0
1
0
0

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

2
4

3
1

3
0

5
8

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

4
1
.4

5
3
.4

5
.2

0
1
0
0

教
職

員
の

資
質

向
上

2
0

3
7

3
0

6
0

教
職

員
の

資
質

向
上

3
3
.3

6
1
.7

5
0

1
0
0

施
設

・
設

備
等

の
管

理
2
6

2
5

2
1

5
4

施
設

・
設

備
等

の
管

理
4
8
.1

4
6
.3

3
.7

1
.9

1
0
0

【
高

等
学

校
】
＜

個
数

＞
【
高

等
学

校
】
＜

割
合

％
＞

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

計
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
計

組
織

運
営

1
2

0
0

3
組

織
運

営
3
3
.3

6
6
.7

0
0

1
0
0

教
育

課
程

1
2

0
0

3
教

育
課

程
3
3
.3

6
6
.7

0
0

1
0
0

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

2
1

0
0

3
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

6
6
.7

3
3
.3

0
0

1
0
0

教
職

員
の

資
質

向
上

1
3

0
0

4
教

職
員

の
資

質
向

上
2
5

7
5

0
0

1
0
0

施
設

・
設

備
等

の
管

理
0

4
0

0
4

施
設

・
設

備
等

の
管

理
0

1
0
0

0
0

1
0
0

【
幼

稚
園

】
＜

個
数

＞
【
幼

稚
園

】
＜

割
合

％
＞

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

計
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
計

組
織

運
営

3
2

0
0

5
組

織
運

営
6
0

4
0

0
0

1
0
0

教
育

課
程

3
2

0
0

5
教

育
課

程
6
0

4
0

0
0

1
0
0

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

4
1

0
0

5
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

8
0

2
0

0
0

1
0
0

教
職

員
の

資
質

向
上

4
1

0
0

5
教

職
員

の
資

質
向

上
8
0

2
0

0
0

1
0
0

施
設

・
設

備
等

の
管

理
4

1
0

0
5

施
設

・
設

備
等

の
管

理
8
0

2
0

0
0

1
0
0

❈
参

考
（
令

和
6
年

度
）

【
幼

稚
園

・
小

学
校

・
中

学
校

・
高

等
学

校
】
＜

個
数

＞
【
幼

稚
園

・
小

学
校

・
中

学
校

・
高

等
学

校
】
＜

割
合

％
＞

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

計
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
計

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

計

組
織

運
営

6
1

1
0
0

5
0

1
6
6

組
織

運
営

3
6
.7

6
0
.2

3
.1

0
1
0
0

組
織

運
営

4
3
.9

5
2
.4

3
.1

0
.6

1
0
0

教
育

課
程

5
7

1
0
4

3
0

1
6
4

教
育

課
程

3
4
.8

6
3
.4

1
.8

0
1
0
0

教
育

課
程

3
2
.1

6
6
.1

1
.8

0
1
0
0

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

8
0

7
8

3
0

1
6
1

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

4
9
.7

4
8
.4

1
.9

0
1
0
0

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

4
2
.8

5
6
.5

0
.7

0
1
0
0

教
職

員
の

資
質

向
上

6
1

1
0
4

4
0

1
6
9

教
職

員
の

資
質

向
上

3
6
.1

6
1
.5

2
.4

0
1
0
0

教
職

員
の

資
質

向
上

4
2
.3

5
6
.5

1
.2

0
1
0
0

施
設

・
設

備
等

の
管

理
7
5

6
9

2
1

1
4
7

施
設

・
設

備
等

の
管

理
5
1

4
6
.9

1
.4

0
.7

1
0
0

施
設

・
設

備
等

の
管

理
5
4
.2

4
4
.4

1
.4

0
1
0
0
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

本
町

小
組

織
運

営
○

持
続

可
能

な
学

校
運

営
の

た
め

、「
改

善
」を

キ
ー

ワー
ドに

、児
童

の
教

育
活

動
の

充
実

とと
も

に
教

職
員

の
業

務
改

善
を図

り、
組

織
的

に
「魅

力
あ

る
学

校
づ

くり
」を

行
う。

○
持

久
走

記
録

会
の

大
幅

な
変

更
をは

じめ
、学

校
行

事
や

各
教

育
活

動
に

お
い

て
組

織
的

に
取

り組
み

成
果

を上
げ

た
。

○
改

善
策

を効
果

的
に

実
行

し、
今

後
に

も
つ

な
が

る
「持

続
可

能
な

」学
校

運
営

が
で

きた
。

【学
校

評
価

（
教

職
員

）
「Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
の

も
と」

Ａ
Ｂ

１
０

０
％

、Ａ
評

価
６

％
向

上
（

Ｒ
６

比
）

】

Ａ

・今
後

も
「持

続
可

能
な

学
校

」を
目

指
し「

改
善

」に
努

め
て

い
って

ほ
しい

。こ
の

領
域

に
つ

い
て

大
変

評
価

し
て

い
る

。
・安

心
安

全
な

学
校

の
体

制
を維

持
して

い
って

ほ
しい

。
・児

童
の

あ
い

さつ
は

まだ
まだ

で
あ

る
。

本
町

小

□
不

登
校

児
童

（
傾

向
含

む
）

や
外

国
籍

児
童

、特
別

な
支

援
を要

す
る

児
童

等
、個

別
の

課
題

に
応

じた
支

援
を充

実
させ

る
とと

も
に

、家
庭

や
関

係
機

関
等

との
連

携
を深

め
、ど

の
児

童
も

安
心

して
過

ご
せ

る
学

校
づ

くり
を行

う。

□
子

ども
の

よさ
を認

め
る

等
、積

極
的

な
生

徒
指

導
に

基
づ

い
た

学
級

経
営

が
で

きる
よう

に
な

って
きた

。
□

関
係

機
関

等
との

連
携

も
通

年
で

で
きた

。
・不

登
校

対
策

に
つ

い
て

、変
化

の
兆

しが
見

え
る

児
童

も
い

る
も

の
の

全
体

とし
て

は
大

きな
成

果
を

上
げ

られ
て

い
な

い
。

・い
じめ

認
知

の
感

度
を高

くし
て

い
く。

Ｂ
・今

後
も

多
様

な
環

境
に

あ
る

児
童

へ
の

対
応

を継
続

して
い

って
ほ

しい
。

・不
登

校
や

い
じめ

等
に

つ
い

て
、今

後
とも

十
分

気
を配

り丁
寧

な
対

応
を願

う。

本
町

小
本

町
小

教
育

課
程

○
市

教
育

委
員

会
委

嘱
研

究
２

年
目

の
本

発
表

の
機

会
を生

か
し、

「令
和

の
日

本
型

学
校

教
育

」の
理

論
に

基
づ

い
た

教
育

課
程

を実
践

す
る

。

○
週

時
程

を２
９

時
間

か
ら２

８
時

間
に

変
更

した
教

育
課

程
に

つ
い

て
、効

果
の

検
証

を行
う。

○
全

職
員

が
一

丸
とな

り研
究

本
発

表
を開

催
し研

究
の

充
実

を図
れ

た
。ま

た
、研

究
と関

連
付

け
な

が
ら全

国
や

県
学

調
の

結
果

を分
析

活
用

で
きた

。
○

週
２

８
ｈ

時
程

に
つ

い
て

実
施

と検
証

を重
ね

、概
ね

効
果

的
に

実
施

で
きた

。
【児

童
アン

ケ
ー

ト発
表

・話
し合

い
１

０
％

向
上

（
Ｒ

６
比

）
】

Ａ

・教
職

員
が

一
丸

とな
って

取
り組

ん
で

い
る

こと
は

素
晴

らし
い

。
・教

職
員

や
保

護
者

の
評

価
が

昨
年

度
より

向
上

して
い

る
こと

ろ
に

成
果

を感
じた

。
・考

え
る

力
をど

の
よう

に
育

成
して

い
くか

、先
生

方
の

教
え

方
も

難
しく

な
って

い
くと

思
う。

・Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イク

ル
の

も
と、

長
期

的
な

視
線

で
取

り組
ん

で
ほ

しい
。

本
町

小
本

町
小

本
町

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
○

学
校

の
様

子
を積

極
的

に
発

信
し学

校
の

教
育

活
動

に
理

解
を深

め
て

い
た

だ
く。

○
あ

お
ぎ

り応
援

団
をは

じめ
とす

る
家

庭
・地

域
の

教
育

力
を教

育
活

動
に

積
極

的
に

取
り入

れ
、連

携
して

児
童

を育
成

す
る

。

○
各

た
より

や
Ｈ

Ｐ
等

に
よる

情
報

発
信

を推
進

で
きた

。【
保

護
者

Ａ
評

価
４

％
向

上
】

○
保

護
者

に
よる

教
育

活
動

の
補

助
、地

域
教

材
・人

材
の

活
用

等
を積

極
的

に
推

進
し、

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

が
で

きた
。【

保
護

者
Ａ

Ｂ
評

価
９

５
％

】
※

地
域

の
活

用
…

樹
モー

ル
探

検
、中

央
図

書
館

見
学

、錫
杖

寺
見

学
と講

話
、川

口
神

社
探

検
等

Ａ

・こ
れ

か
らも

学
校

公
開

や
行

事
等

を通
じて

保
護

者
や

地
域

との
連

携
を図

って
ほ

しい
。

・連
絡

アプ
リを

来
年

度
か

ら変
更

す
る

との
こと

だ
が

、今
後

も
より

よい
ツー

ル
を活

用
し必

要
な

情
報

を確
実

に
伝

達
して

ほ
しい

。
・あ

お
ぎ

り応
援

団
等

地
域

との
連

携
は

よい
。し

か
し、

学
校

に
関

わ
って

い
な

い
人

に
とっ

て
は

学
校

の
様

子
が

わ
か

りに
くい

。

本
町

小
本

町
小

本
町

小
教

職
員

の
資

質
向

上
○

校
内

研
修

や
それ

ぞ
れ

の
ライ

フス
テ

ー
ジ

に
応

じた
研

修
の

機
会

を生
か

し、
個

々
が

課
題

意
識

を持
ち

、自
己

の
教

師
力

を高
め

る
。

〇
２

年
間

の
委

嘱
研

究
に

より
全

体
的

な
授

業
改

善
に

つ
な

が
り授

業
力

の
向

上
が

図
れ

た
。

【学
校

評
価

（
教

職
員

）
授

業
改

善
Ａ

Ｂ
１

０
０

％
、Ａ

評
価

３
２

％
向

上
（

Ｒ
６

比
）

】
○

各
主

任
が

示
範

授
業

を行
い

、相
互

の
授

業
力

向
上

に
寄

与
した

。
Ａ

・教
職

員
の

学
校

評
価

が
昨

年
度

より
向

上
した

とこ
ろ

に
成

果
が

あ
った

こと
を強

く感
じら

れ
た

。
・ア

ンケ
ー

トの
「自

ら手
本

とな
る

…
」の

項
目

で
保

護
者

の
評

価
が

低
か

った
の

が
気

に
な

る
。

本
町

小
□

学
校

とし
て

の
業

務
改

善
を引

き続
き推

進
す

る
とと

も
に

、教
職

員
一

人
ひ

と
りが

「ワ
ー

クラ
イフ

マネ
ジ

メン
ト」

を意
識

した
業

務
改

善
に

より
、時

間
外

在
校

等
時

間
を減

少
させ

る
。

□
○

個
々

の
状

況
に

応
じて

積
極

的
に

ワー
クラ

イフ
マネ

ジ
メン

トを
実

践
した

。ま
た

、他
の

職
員

も
積

極
的

に
協

力
し働

きや
す

い
環

境
づ

くり
を行

った
。

□
研

究
発

表
の

年
だ

った
が

、意
識

的
に

業
務

改
善

の
方

策
を推

進
で

きた
。

・在
校

等
時

間
は

減
少

傾
向

だ
が

まだ
道

半
ば

で
あ

る
。来

年
度

も
引

き続
き取

り組
み

を継
続

す
る

。

Ｂ

・効
率

化
を図

り時
間

外
在

校
時

間
を削

減
しつ

つ
質

を落
とさ

ぬ
よう

に
して

ほ
しい

。
・勤

務
時

間
の

減
少

と子
ども

た
ち

と交
わ

る
こと

が
うま

くい
くの

か
悩

まし
い

。
・資

質
向

上
に

は
適

切
な

勤
務

時
間

や
休

息
が

大
事

で
あ

る
。限

られ
た

時
間

の
中

で
の

資
質

向
上

に
期

待
す

る
。

・盗
撮

や
セ

クハ
ラ等

を指
導

しな
け

れ
ば

な
らな

い
とか

な
ん

とも
悲

しい
も

の
で

あ
る

。
本

町
小

本
町

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
○

施
設

設
備

の
安

全
管

理
を徹

底
し、

施
設

の
不

備
に

よる
児

童
・教

職
員

の
事

故
をゼ

ロに
す

る
。

○
児

童
の

安
全

を最
優

先
に

した
施

設
管

理
及

び
安

全
教

育
を実

施
す

る
。

○
給

食
室

をは
じめ

修
繕

が
必

要
な

箇
所

の
対

応
や

イン
ター

フォ
ン子

機
設

置
・教

室
へ

の
カー

テ
ン

の
設

置
等

、必
要

性
を考

慮
し重

点
的

に
対

応
した

。
○

事
務

職
や

各
学

年
の

会
計

担
当

等
が

連
携

を図
り、

会
計

事
故

防
止

を継
続

した
。

Ａ

・児
童

が
頻

繁
に

活
動

す
る

場
所

も
含

め
安

全
を最

優
先

とし
て

ほ
しい

。
・施

設
の

修
繕

等
に

つ
い

て
、行

政
とも

連
携

を図
って

い
くと

よい
。

・校
内

の
点

検
を毎

月
ロー

テ
ー

シ
ョン

で
行

って
い

る
と聞

き安
心

した
。

・情
報

機
器

等
の

更
新

や
ス

キ
ル

の
アッ

プデ
ー

トは
常

に
必

要
と感

じる
。

本
町

小
本

町
小

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

-114-



学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

幸
町

小
組

織
運

営
〇

教
職

員
個

々
の

資
質

・能
力

・経
験

や
長

所
を生

か
す

とい
う視

点
を常

に
も

ち
な

が
ら人

材
育

成
を行

うと
とも

に
、全

教
職

員
が

同
じ方

向
を向

き、
全

教
職

員
が

一
枚

岩
とな

る
「チ

ー
ム

幸
町

」を
つ

くる
。

〇
学

年
主

任
研

修
会

を実
施

して
ミド

ル
リー

ダー
の

育
成

を継
続

的
に

行
い

、組
織

とし
て

機
能

す
る

土
台

づ
くり

を行
った

。
〇

ミド
ル

リー
ダー

に
よる

若
手

の
育

成
に

お
い

て
より

一
層

、見
届

け
・確

認
を行

う必
要

が
あ

る
。

Ｂ
・幸

町
小

は
若

手
教

員
が

とて
も

多
い

の
で

着
実

に
育

成
して

くだ
さい

。

幸
町

小
幸

町
小

幸
町

小
教

育
課

程
〇

見
通

しと
振

り返
りの

あ
る

授
業

実
践

や
個

に
応

じた
指

導
の

充
実

を通
し

て
、学

力
低

位
層

児
童

に
着

実
に

学
力

を身
に

付
け

させ
、よ

り一
層

の
学

力
向

上
を達

成
す

る
。

〇
更

な
る

学
力

低
位

層
へ

の
支

援
を充

実
させ

着
実

に
学

力
を身

に
着

け
させ

る
必

要
が

あ
る

。
〇

学
力

向
上

プラ
ンに

基
づ

く授
業

改
善

をよ
り一

層
図

り、
児

童
主

体
の

授
業

を実
践

して
い

く。
〇

学
力

だ
け

で
な

く、
校

内
研

究
を通

して
道

徳
授

業
の

充
実

を図
って

い
く。

Ｂ
・学

力
低

位
層

の
児

童
に

学
力

を身
に

着
け

させ
る

努
力

を今
後

も
続

け
て

ほ
しい

。

幸
町

小
幸

町
小

幸
町

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
習

支
援

・環
境

整
備

・安
全

・安
心

の
見

守
りに

お
い

て
学

校
応

援
団

の
活

動
を充

実
させ

る
こと

で
、よ

り一
層

充
実

した
教

育
活

動
を実

現
す

る
。

〇
保

護
者

に
よる

図
書

ボ
ラン

テ
ィア

の
方

々
が

主
体

的
に

取
り組

み
、読

み
聞

か
せ

等
の

活
動

が
充

実
した

。
〇

学
習

支
援

に
よる

学
校

応
援

団
の

活
動

を充
実

させ
る

必
要

が
あ

る
。

Ｂ
・な

か
な

か
人

材
を新

た
に

発
掘

す
る

の
は

難
しい

の
で

は
な

い
か

。地
域

で
協

力
で

きる
こと

は
進

ん
で

行
い

ま
す

。

幸
町

小
幸

町
小

幸
町

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

風
通

しの
良

い
職

場
づ

くり
を実

現
させ

、当
事

者
意

識
を高

め
る

倫
理

確
立

に
係

る
研

修
を充

実
させ

る
こと

を通
して

事
故

を起
こさ

な
い

、起
こさ

せ
な

い
学

校
をつ

くり
、学

校
事

故
０

を達
成

す
る

。

〇
学

校
事

故
０

を達
成

した
が

、集
金

した
現

金
の

管
理

に
お

い
て

課
題

が
残

った
。

〇
研

修
で

教
職

員
の

意
識

を高
め

、自
分

事
とし

て
捉

え
る

よう
継

続
的

に
指

導
して

い
く。

〇
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を充

実
させ

、風
通

しの
良

い
職

場
づ

くり
を実

現
で

きた
。

Ｂ
・現

金
の

取
り扱

い
に

は
十

分
気

を付
け

、目
標

の
学

校
事

故
0を

常
に

目
指

して
ほ

しい
。

幸
町

小
□

各
学

力
調

査
結

果
を踏

まえ
、見

通
しと

振
り返

りの
あ

る
日

々
の

授
業

実
践

や
研

究
委

嘱
を通

して
道

徳
の

授
業

の
実

践
力

を向
上

させ
る

た
め

、計
画

的
・

継
続

的
・組

織
的

な
取

り組
み

を充
実

させ
る

。

□
夏

季
休

業
中

を利
用

して
、各

学
力

調
査

等
の

分
析

、課
題

の
共

有
を行

った
。

□
学

力
低

位
層

個
々

に
着

目
し、

組
織

的
に

対
応

して
着

実
に

学
力

を向
上

させ
て

い
く。

□
より

一
層

、朝
の

体
力

向
上

の
活

動
の

充
実

を図
る

Ｂ
・縄

跳
び

の
取

り組
み

を積
極

的
に

行
って

い
る

が
、今

後
も

継
続

的
に

行
って

くだ
さい

。

幸
町

小
◇

「凡
事

徹
底

」を
軸

に
共

通
理

解
・共

通
行

動
を徹

底
す

る
とと

も
に

、教
職

員
が

積
極

的
に

児
童

に
寄

り添
い

、児
童

一
人

ひ
とり

が
安

心
で

き、
自

己
有

用
感

が
あ

る
学

校
づ

くり
及

び
学

級
づ

くり
を実

現
させ

る
。

◇
年

間
を通

して
た

て
わ

り活
動

を充
実

させ
る

こと
が

で
きた

。
◇

廊
下

歩
行

や
返

事
等

、当
た

り前
の

こと
を徹

底
して

い
く。

◇
日

常
の

委
員

会
活

動
の

更
な

る
充

実
を目

指
し、

児
童

に
自

己
有

用
感

を高
め

て
い

く。
Ｂ

・今
の

時
代

、異
年

齢
に

よる
活

動
が

少
な

い
た

め
、学

校
で

積
極

的
に

取
り組

む
こと

は
とて

も
よい

こと
で

す
。

幸
町

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

常
に

安
心

・安
全

な
生

活
環

境
をつ

くる
とと

も
に

、学
び

に
つ

な
が

る
教

室
掲

示
及

び
校

舎
内

掲
示

を充
実

させ
、豊

か
な

学
習

環
境

をつ
くる

。

〇
校

内
掲

示
板

の
担

当
及

び
担

当
の

主
任

を明
確

に
し、

校
舎

内
全

体
の

環
境

整
備

を行
う。

〇
児

童
に

よる
黙

働
清

掃
が

定
着

して
きた

。
〇

水
回

り等
の

細
か

な
部

分
の

清
掃

の
徹

底
な

ど、
週

課
表

の
改

善
に

より
清

掃
時

間
の

確
保

を行
う。

Ｂ
・環

境
は

とて
も

大
切

で
す

。こ
れ

か
らも

環
境

美
化

に
努

め
て

くだ
さい

。

幸
町

小
幸

町
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

仲
町

小
組

織
運

営
〇

個
々

の
仕

事
量

の
量

的
・質

的
な

バ
ラン

ス
の

均
等

化
を図

り、
教

員
一

人
の

負
担

を軽
減

して
、質

の
よい

教
育

活
動

を展
開

させ
る

。
〇

一
人

一
主

任
とし

た
こと

で
、初

め
て

の
学

年
主

任
とな

った
教

員
や

初
任

者
で

も
、適

切
な

業
務

量
の

取
り組

み
を行

うこ
とが

で
きた

。
Ａ

・よ
く取

り組
め

て
い

る
と思

わ
れ

る
。

仲
町

小
仲

町
小

仲
町

小
教

育
課

程
〇

２
学

期
以

降
の

教
育

課
程

の
進

行
管

理
を確

実
に

行
う。

〇
１

学
期

末
か

らの
全

面
校

庭
封

鎖
に

伴
い

、教
育

課
程

を修
正

す
る

とと
も

に
、屋

上
を開

放
した

り、
学

区
の

仲
町

中
学

校
の

校
庭

や
横

曽
根

公
民

館
の

体
育

館
な

ど地
域

と連
携

した
りし

て
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・体

育
授

業
の

確
保

は
どの

よう
な

現
状

に
な

って
る

の
か

心
配

だ
った

が
、工

夫
して

実
施

で
きて

い
る

の
で

安
心

した
。

仲
町

小
仲

町
小

仲
町

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

保
護

者
の

理
解

を得
て

、鮮
度

の
よい

情
報

を発
信

して
い

く。
〇

年
度

当
初

の
個

人
情

報
の

取
り扱

い
に

つ
い

て
、同

意
書

の
書

式
を改

定
した

こと
で

理
解

を得
ら

れ
た

。
Ｂ

・学
校

が
取

り組
ん

で
い

る
良

い
取

り組
み

や
結

果
も

発
信

す
る

こと
で

、保
護

者
は

より
安

心
感

を持
つ

だ
ろ

う。
仲

町
小

・先
生

一
人

ひ
とり

が
様

々
な

こと
に

つ
い

て
、保

護
者

に
説

明
で

きる
よう

に
な

って
い

る
必

要
が

あ
る

。
仲

町
小

仲
町

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

１
コマ

４
０

分
授

業
を定

着
させ

る
。

〇
研

修
や

日
々

の
実

践
に

より
、全

教
職

員
が

１
コマ

４
０

分
を意

識
した

授
業

を再
構

築
で

きた
。

Ａ
・教

職
員

が
か

な
り意

識
して

取
り組

め
て

い
る

。

仲
町

小
・自

分
た

ち
は

、紙
ドリ

ル
しか

知
らな

い
世

代
な

の
で

、タ
ブレ

ット
学

習
が

どの
よう

な
こと

な
の

か
、支

障
の

有
無

が
分

か
らな

い
。

仲
町

小
仲

町
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
新

校
舎

建
設

の
た

め
の

工
事

中
で

も
、安

全
に

学
習

で
きる

環
境

を保
持

す
る

。
〇

臨
時

、定
期

安
全

点
検

に
お

い
て

、工
事

の
影

響
と思

わ
れ

る
こと

は
無

い
。

Ａ
・体

育
の

外
の

授
業

をど
の

よう
に

して
い

た
か

心
配

で
あ

った
。

仲
町

小
仲

町
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

上
青

木
小

組
織

運
営

〇
校

長
の

学
校

経
営

方
針

に
基

づ
きな

が
ら、

教
職

員
の

学
校

経
営

参
画

を高
め

る
組

織
的

、機
動

的
な

組
織

運
営

を構
築

させ
る

。【
教

職
員

学
校

評
価

充
実

度
９

割
以

上
】

【教
職

員
学

校
評

価
８

７
.６

％
達

成
】

〇
全

教
職

員
が

学
校

運
営

へ
の

参
画

意
識

をも
ち

、組
織

的
に

活
力

あ
る

学
校

づ
くり

を実
現

す
る

目
標

を掲
げ

推
進

した
。

〇
１

人
１

改
革

を奨
励

して
、意

識
させ

、９
７

.５
％

達
成

で
きた

。

Ａ
・学

校
に

新
設

され
た

「ほ
っと

ル
ー

ム
」の

よう
な

「場
」が

い
ろ

い
ろ

な
とこ

ろ
に

あ
る

と良
い

。（
子

ども
の

居
場

所
）

ぜ
ひ

、ほ
っと

ル
ー

ム
の

有
効

活
用

をし
て

ほ
しい

。

上
青

木
小

□
温

か
い

、心
の

通
う学

級
経

営
を推

進
し、

児
童

一
人

ひ
とり

に
寄

り添
う教

育
活

動
の

実
践

を実
現

させ
る

。【
不

登
校

支
援

１
０

０
％

、新
規

不
登

校
児

童
ゼ

ロ】

【新
規

不
登

校
児

童
　１

名
】

□
「温

か
い

、心
の

通
う学

級
経

営
の

推
進

」を
各

担
任

の
ボ

トム
アッ

プで
実

施
し、

担
任

と児
童

一
人

ひ
とり

との
信

頼
関

係
を築

くこ
とが

で
きた

。
□

一
人

ひ
とり

の
児

童
の

状
況

に
合

わ
せ

て
丁

寧
な

対
応

をし
家

庭
との

連
携

も
進

め
た

。

Ｂ
・不

登
校

に
は

子
が

主
体

的
に

行
か

な
い

場
合

と保
護

者
が

行
か

せ
な

い
場

合
の

２
種

類
あ

る
と思

うが
、ア

プ
ロー

チ
の

仕
方

が
違

って
くる

の
で

考
え

て
支

援
した

方
が

良
い

。

上
青

木
小

上
青

木
小

教
育

課
程

〇
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イク
ル

に
基

づ
く教

育
計

画
の

作
成

、教
育

課
程

の
管

理
の

徹
底

とと
も

に
、学

力
・体

力
・徳

力
の

調
和

の
とれ

た
「上

小
っ子

」を
育

成
す

る
。

【学
力

調
査

及
び

新
体

力
テ

ス
トの

結
果

が
昨

年
度

以
上

】

【教
職

員
の

学
校

自
己

評
価

９
４

.３
％

達
成

】
〇

学
級

通
信

の
週

計
画

表
を提

出
させ

、必
ず

指
導

助
言

をし
て

管
理

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

「家
庭

学
習

の
手

引
き」

を保
護

者
に

直
接

説
明

し、
実

施
をし

て
きた

。
〇

読
書

、道
徳

、体
育

行
事

、外
遊

び
は

各
担

当
を中

心
に

全
校

で
取

り組
む

こと
が

で
きた

。

Ａ
・家

庭
学

習
で

も
タブ

レッ
トは

使
うの

か
︖

す
べ

て
の

家
庭

に
タブ

レッ
トを

使
う環

境
が

あ
る

の
か

︖

上
青

木
小

□
学

校
課

題
研

究
とお

した
本

校
の

学
力

向
上

を実
現

す
る

。
【児

童
満

足
度

９
割

以
上

】

【児
童

の
「で

きた
」「

わ
か

った
」を

実
感

す
る

満
足

度
　９

４
％

達
成

】
□

全
教

員
１

人
１

回
公

開
授

業
を実

施
し、

他
の

教
員

か
らの

指
導

助
言

を仰
い

で
指

導
法

の
工

夫
改

善
を進

め
た

。
□

様
々

な
教

科
で

タブ
レッ

ト端
末

の
積

極
的

活
用

を進
め

た
。特

に
図

工
の

鑑
賞

で
は

全
学

年
が

タ
ブレ

ット
の

活
用

をし
た

。

Ａ
・タ

ブレ
ット

を使
った

授
業

に
驚

い
た

。と
て

も
良

い
。個

人
が

作
った

も
の

を画
面

共
有

して
授

業
をし

て
い

る
こ

とが
素

晴
らし

い
。

上
青

木
小

上
青

木
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
「学

校
」「

家
庭

」「
地

域
」と

の
連

携
・協

働
を進

め
、「

応
援

しが
い

の
あ

る
学

校
」を

つ
くる

。【
保

護
者

満
足

度
９

割
以

上
】

【保
護

者
満

足
度

９
４

％
達

成
】

〇
学

級
通

信
や

学
年

だ
より

へ
の

指
導

助
言

は
確

実
に

行
うと

とも
に

、Ｈ
Ｐ

に
つ

い
て

は
週

１
回

以
上

の
更

新
は

で
きた

。
〇

デ
ジ

タル
連

絡
ツー

ル
の

導
入

をし
、順

調
に

活
用

で
きた

。保
護

者
満

足
度

も
大

幅
に

上
が

った
。

Ａ
・地

域
に

は
紙

媒
体

で
手

紙
等

を配
布

して
も

らっ
て

い
る

が
、学

校
は

デ
ジ

タル
連

絡
ツー

ル
を導

入
した

こと
に

より
ペ

ー
パ

ー
レス

化
が

進
ん

で
良

か
った

の
で

は
な

い
か

。

上
青

木
小

□
学

校
運

営
協

議
会

を計
画

的
に

開
催

して
、協

議
内

容
を充

実
させ

る
。

【学
校

運
営

協
議

会
委

員
満

足
度

９
割

以
上

】

【学
校

運
営

協
議

会
委

員
満

足
度

１
０

０
％

達
成

】
□

年
間

３
回

の
会

議
を実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

□
本

校
の

学
校

課
題

を明
確

に
し、

委
員

の
方

々
に

提
示

す
る

とと
も

に
、意

見
をい

た
だ

くこ
とで

学
校

経
営

の
一

助
とす

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・生

活
科

の
学

習
で

昔
遊

び
をし

て
い

た
が

、本
来

は
家

庭
で

や
る

こと
で

は
な

い
か

。公
園

で
元

気
に

遊
ん

で
い

る
子

ども
を見

る
が

、と
て

も
良

い
こと

で
あ

る
。遊

ぶ
中

で
、友

達
関

係
や

助
け

合
うこ

と、
思

い
や

りを
学

び
、体

力
向

上
に

も
つ

な
が

る
。

上
青

木
小

・地
域

とし
て

も
、子

ども
た

ち
を育

成
す

る
た

め
に

協
力

して
い

る
。

上
青

木
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

職
員

一
人

ひ
とり

が
教

育
公

務
員

とし
て

相
応

しい
態

度
の

醸
成

を図
る

こ
と、

自
らの

生
き方

に
充

実
感

を感
じる

こと
が

で
きる

こと
に

より
資

質
向

上
を実

践
す

る
。【

教
職

員
学

校
評

価
８

割
以

上
】

【教
職

員
学

校
評

価
８

６
.３

％
達

成
】

〇
全

て
の

教
員

に
対

し、
人

事
評

価
シ

ス
テ

ム
に

基
づ

く授
業

観
察

を校
長

、教
頭

が
一

緒
に

行
い

、
一

人
ひ

とり
に

学
級

経
営

、教
科

指
導

等
に

関
す

る
指

導
助

言
をフ

ィー
ドバ

ック
して

指
導

力
の

向
上

を進
め

た
。

Ｂ
・先

生
方

が
、新

しい
時

代
に

合
った

学
習

を進
め

る
た

め
に

様
々

な
方

法
で

授
業

をし
て

い
て

素
晴

らし
い

。研
修

等
も

大
変

で
あ

ろ
う。

上
青

木
小

□
服

務
の

厳
正

を図
り、

教
職

員
事

故
防

止
を徹

底
させ

る
。【

教
職

員
事

故
ゼ

ロ】

【教
職

員
事

故
２

件
】

□
学

校
の

教
職

員
事

故
に

関
す

る
研

修
会

を年
間

２
０

回
以

上
（

２
月

１
０

日
現

在
）

実
施

す
る

とと
も

に
、自

分
ご

とに
とら

え
られ

る
よう

な
研

修
内

容
を設

定
して

実
施

した
。

Ｂ
・教

職
員

事
故

に
気

をつ
け

て
ほ

しい
。

上
青

木
小

◇
教

職
員

一
人

ひ
とり

の
よさ

を生
か

す
た

め
に

も
、働

き方
改

革
を推

進
させ

る
。【

教
職

員
満

足
度

９
割

以
上

】

【教
職

員
満

足
度

６
８

.３
％

達
成

】
◇

行
事

の
削

減
と授

業
時

数
の

見
直

しに
より

、教
職

員
の

授
業

以
外

の
時

間
で

学
級

・学
年

の
事

務
処

理
を行

う時
間

が
確

保
で

きた
こと

で
、ゆ

とり
をも

って
校

務
に

当
た

る
こと

が
で

きた
。

◇
管

理
職

に
よる

人
事

評
価

面
談

等
で

教
職

員
一

人
ひ

とり
とワ

ー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

に
関

す
る

意
見

交
換

を行
い

、教
職

員
一

人
ひ

とり
に

校
務

遂
行

に
係

る
意

識
の

変
革

を図
る

こと
が

で
きた

。

Ｂ
・特

に
な

し

上
青

木
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
会

計
事

務
の

適
正

な
執

行
・管

理
を実

施
す

る
。【

会
計

事
故

ゼ
ロ】

【会
計

事
故

ゼ
ロ達

成
】

〇
教

材
費

集
金

の
キ

ャッ
シ

ュレ
ス

化
導

入
を実

現
させ

、順
調

に
運

営
で

きた
。

〇
PT

Aの
協

力
を得

、確
実

な
監

査
を実

施
す

る
こと

に
より

、会
計

事
故

ゼ
ロを

達
成

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

教
材

費
未

納
の

保
護

者
へ

は
、繰

り返
し催

促
を行

った
り担

任
か

ら支
払

い
の

お
願

い
を繰

り返
し行

うこ
とで

未
納

ゼ
ロを

達
成

した
。

Ａ
・特

に
な

し

上
青

木
小

□
安

心
・安

全
を保

障
した

教
育

活
動

を展
開

す
る

た
め

の
環

境
維

持
を確

実
に

行
う。

【施
設

・設
備

事
故

ゼ
ロ】

【施
設

・設
備

事
故

ゼ
ロ達

成
】

□
毎

日
管

理
職

が
校

内
を巡

回
し、

施
設

設
備

の
点

検
確

認
をす

る
とと

も
に

、全
教

職
員

で
毎

月
安

全
点

検
をす

る
こと

で
、施

設
設

備
の

危
険

個
所

や
破

損
、不

具
合

の
早

期
発

見
、修

繕
を行

う
こと

が
で

きた
。

Ａ
・ト

イレ
や

水
道

な
ど、

学
校

生
活

に
欠

か
せ

な
い

場
所

が
老

朽
化

に
より

多
くの

修
繕

が
必

要
に

な
って

い
る

こと
は

悩
まし

い
こと

で
あ

る
。ど

うに
か

予
算

をつ
け

て
も

らい
、支

障
が

な
い

よう
に

環
境

を整
え

て
も

らえ
な

い
も

の
な

の
か

。

上
青

木
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

元
郷

小
組

織
運

営
〇

目
指

す
学

校
像

「い
の

ち
を大

切
に

す
る

　あ
い

の
あ

る
学

校
」を

児
童

の
行

動
目

標
へ

と具
現

化
す

る
。

〇
職

員
会

議
、職

員
集

会
や

講
話

朝
会

で
「い

の
ち

の
大

切
す

る
　あ

い
の

あ
る

学
校

」に
つ

い
て

伝
え

、目
指

す
学

校
像

に
向

け
、教

職
員

の
それ

ぞ
れ

の
取

り組
み

に
連

動
させ

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・職

員
全

員
の

力
、組

織
の

力
で

学
校

を運
営

して
い

くこ
と。

元
郷

小
□

生
徒

指
導

・教
育

相
談

の
充

実
とい

う学
校

課
題

に
対

す
る

共
通

理
解

・共
通

指
導

に
基

づ
く組

織
的

対
応

を実
現

す
る

。
□

生
徒

指
導

委
員

会
を中

心
に

、い
じめ

や
不

登
校

の
未

然
防

止
の

た
め

に
共

通
理

解
・共

通
指

導
を組

織
的

に
行

うこ
とが

で
きた

。
Ｂ

・多
岐

に
発

生
す

る
問

題
、課

題
に

、と
きに

は
時

間
をか

け
ず

に
対

応
、解

決
して

い
く必

要
が

あ
る

。

元
郷

小
・事

案
を参

考
に

して
、未

然
防

止
に

い
か

に
繋

げ
て

い
くか

。
元

郷
小

教
育

課
程

○
人

との
関

わ
り、

体
験

活
動

か
ら得

られ
る

児
童

の
主

体
性

や
、や

さし
さを

児
童

が
実

感
す

る
こと

で
自

己
有

用
感

を育
て

る
。

〇
目

指
す

学
校

像
に

向
け

た
日

々
の

実
践

の
中

で
、振

り返
る

場
面

を多
くの

人
との

関
わ

りや
体

験
活

動
か

ら何
が

得
られ

た
か

を客
観

的
に

捉
え

る
こと

が
で

きる
よう

に
な

って
きた

。
Ｂ

・児
童

の
様

子
を見

て
、お

互
い

に
助

け
合

うと
ころ

、協
調

性
が

あ
る

とこ
ろ

が
とて

も
よい

。

元
郷

小
□

障
害

理
解

教
育

・人
権

教
育

を通
して

他
者

理
解

を深
め

、児
童

の
受

容
力

の
幅

を広
げ

る
。

□
人

権
教

育
や

道
徳

教
育

、交
流

活
動

の
確

実
な

実
施

で
、児

童
の

受
容

力
の

幅
が

広
が

った
。

Ａ
・児

童
だ

け
で

は
な

く若
手

教
職

員
を含

め
、個

性
を認

め
、伸

ば
し、

互
い

に
尊

重
して

い
くた

め
に

、半
歩

、
一

歩
ず

つ
で

も
前

進
させ

て
い

くこ
とが

大
事

で
あ

る
。

元
郷

小
元

郷
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

○
地

域
人

材
や

保
護

者
に

よっ
て

実
施

され
て

い
る

活
動

や
日

々
の

学
校

の
様

子
を情

報
発

信
す

る
こと

で
、学

校
、家

庭
、地

域
の

連
携

体
制

を確
立

す
る

。
〇

学
校

で
行

わ
れ

て
い

る
活

動
や

日
々

の
様

子
に

つ
い

て
は

、特
に

、学
年

か
らの

発
信

に
力

を入
れ

、学
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、学
級

か
らの

お
知

らせ
で

各
家

庭
、地

域
に

伝
わ

る
よう

に
した

。
Ａ

・地
域

・社
会

も
多

様
化

、高
齢

化
で

学
校

運
営

に
つ

い
て

理
解

す
れ

ども
、協

力
等

は
な

か
な

か
で

きな
い

や
む

を得
な

い
諸

々
の

事
情

が
あ

る
。行

政
、市

教
委

は
具

体
的

な
地

域
共

生
の

成
功

例
を示

して
は

どう
か

。
元

郷
小

□
学

校
運

営
協

議
会

、P
TA

会
議

を通
して

、学
校

の
在

り方
に

つ
い

て
の

意
見

を求
め

、地
域

に
根

差
した

学
校

づ
くり

を実
現

す
る

。
□

学
校

の
在

り方
に

つ
い

て
、保

護
者

や
地

域
の

方
々

の
意

見
をも

とに
、P

TA
活

動
の

在
り方

に
つ

い
て

協
議

を進
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・コ

ンソ
ー

シ
アム

は
、開

か
れ

た
学

校
づ

くり
とし

て
の

誇
りで

あ
る

。

元
郷

小
元

郷
小

教
職

員
の

資
質

向
上

○
学

校
課

題
研

究
「粘

り強
く学

ぶ
児

童
の

育
成

」を
基

盤
とし

た
授

業
力

、指
導

力
の

向
上

を実
現

す
る

。
〇

研
究

主
任

を中
心

に
授

業
研

究
部

、家
庭

学
習

推
進

部
の

２
本

を柱
に

共
通

理
解

、共
通

指
導

で
実

践
を積

み
上

げ
、個

々
の

授
業

力
指

導
力

が
向

上
した

。
Ａ

・教
職

員
、学

校
に

関
係

す
る

現
場

は
、常

に
健

康
で

優
れ

た
倫

理
観

を備
え

る
集

団
が

理
想

だ
が

、現
実

は
限

られ
た

時
間

内
で

十
分

に
対

応
で

きな
状

態
で

は
な

い
か

。
元

郷
小

□
心

身
とも

に
健

康
で

、高
い

倫
理

観
を備

え
た

教
職

員
集

団
を形

成
す

る
。

□
教

職
員

事
故

ゼ
ロ、

長
期

病
休

者
、休

職
者

ゼ
ロ状

態
を維

持
で

きて
い

る
。ま

た
、倫

理
確

立
全

体
研

修
を計

画
通

り実
施

し、
定

期
的

に
自

己
に

よる
行

動
確

認
が

で
きて

い
る

。
Ａ

・高
き志

が
、入

り口
で

頓
挫

しな
い

よう
に

して
ほ

しい
。

元
郷

小
・若

手
の

教
諭

は
キ

ャリ
アか

ら、
まだ

対
応

能
力

が
つ

い
て

い
な

い
の

で
、未

熟
な

保
護

者
へ

の
対

応
は

難
し

い
。

元
郷

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
○

教
職

員
に

よる
定

期
安

全
点

検
だ

け
で

は
な

く、
常

日
頃

か
らの

危
機

管
理

意
識

を向
上

させ
る

。

〇
定

期
点

検
を教

職
員

事
故

防
止

の
観

点
か

ら実
施

で
きる

よう
に

、点
検

の
ポ

イン
トを

周
知

徹
底

して
行

うこ
とが

で
きた

。ま
た

、管
理

職
に

よる
校

内
巡

視
を行

うこ
とで

、職
員

の
危

機
管

理
意

識
が

高
まっ

た
。

Ａ
・限

られ
た

予
算

の
中

で
、執

行
順

を十
分

考
慮

して
行

って
ほ

しい
。

元
郷

小
□

教
育

環
境

の
整

備
・充

実
の

た
め

計
画

的
・効

果
的

に
予

算
を執

行
す

る
。

□
当

初
の

計
画

に
沿

って
、予

算
執

行
を行

って
きた

が
、ま

だ
、執

行
で

きて
い

な
い

修
繕

箇
所

が
あ

る
。

Ｂ
・突

発
的

な
施

設
等

の
不

具
合

発
生

を含
む

現
場

、児
童

へ
の

影
響

度
合

い
を見

極
め

て
、優

先
順

位
をつ

け
て

い
くこ

と。
元

郷
小

・災
害

時
の

避
難

先
で

あ
る

学
校

が
、避

難
に

耐
え

られ
る

よう
に

して
お

くこ
とが

大
切

で
あ

る
。雨

漏
り修

繕
、

トイ
レの

リニ
ュー

アル
等

早
々

の
対

応
が

必
要

で
あ

る
。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

飯
塚

小
組

織
運

営

〇
学

校
教

育
目

標
の

具
現

化
に

向
け

、教
職

員
とと

も
に

、元
気

、活
気

、勢
い

が
あ

り、
笑

顔
い

っぱ
い

・ま
ご

ころ
い

っぱ
い

の
学

校
の

実
現

〇
保

護
者

アン
ケ

ー
ト

「教
職

員
は

笑
顔

とま
ご

ころ
で

接
して

い
る

」９
６

．
４

％
〇

い
じめ

重
大

事
態

０
件

〇
運

営
委

員
会

年
間

１
０

回
実

施
〇

生
徒

指
導

委
員

会
を毎

月
実

施

Ａ
・評

価
妥

当
で

あ
る

。

飯
塚

小
・昨

年
度

の
反

省
に

基
づ

き、
着

々
と計

画
を進

め
た

とこ
ろ

は
評

価
で

きる
。

飯
塚

小
・重

点
目

標
は

達
成

され
て

い
る

と感
じる

。
飯

塚
小

教
育

課
程

〇
本

校
の

児
童

・地
域

の
実

態
を踏

まえ
た

教
育

課
程

の
編

成
及

び
確

実
な

実
施

。

〇
週

案
の

作
成

及
び

周
知

１
０

０
％

〇
道

徳
輪

番
制

、全
学

年
実

施
〇

教
科

担
任

制
、３

年
生

以
上

実
施

〇
ノー

トと
タブ

レッ
トの

併
用

〇
プー

ル
の

新
設

に
伴

う、
体

育
の

年
間

指
導

計
画

の
修

正

Ｂ
・明

る
い

雰
囲

気
で

落
ち

着
い

た
授

業
が

行
わ

れ
て

い
る

と感
じる

。

飯
塚

小
・道

徳
の

授
業

で
独

自
の

取
り組

み
を実

施
して

い
て

よい
。

飯
塚

小
・計

画
通

り実
施

で
きた

こと
は

素
晴

らし
い

。
飯

塚
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
・家

庭
・地

域
と目

指
す

学
校

像
を共

有
す

る
とと

も
に

、そ
の

力
を結

集
し、

誰
も

が
誇

れ
る

学
校

の
実

現
。

〇
保

護
者

アン
ケ

ー
ト

「学
校

は
積

極
的

に
情

報
を提

供
して

い
る

」９
２

．
９

％
〇

保
護

者
へ

の
教

育
活

動
の

公
開

８
回

〇
保

護
者

アン
ケ

ー
ト

「登
校

見
守

り等
に

参
加

して
い

る
」

８
６

．
７

％

Ｂ
・積

極
的

に
情

報
を提

供
して

い
る

と感
じる

。

飯
塚

小
・学

校
公

開
に

つ
い

て
、地

域
の

方
々

に
も

学
校

内
を見

る
機

会
が

あ
り、

よい
と思

う。
飯

塚
小

・保
護

者
との

連
絡

を密
に

す
る

とと
も

に
、地

域
との

連
携

も
よく

で
きて

い
た

。
飯

塚
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
学

力
向

上
を目

指
した

日
々

の
授

業
の

質
の

向
上

。

〇
保

護
者

アン
ケ

ー
ト

「教
員

は
理

解
で

きる
よう

に
授

業
を行

って
い

る
」９

３
．

８
％

〇
全

学
年

研
究

授
業

を実
施

〇
指

導
主

事
の

招
聘

４
回

Ｂ
・評

価
妥

当
で

あ
る

。

飯
塚

小
・研

修
を充

実
させ

、学
校

全
体

の
指

導
力

アッ
プは

工
夫

され
て

い
る

。
飯

塚
小

・他
校

の
授

業
視

察
をど

の
よう

に
取

り入
れ

て
い

くか
が

課
題

で
あ

る
と思

う。
飯

塚
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
施

設
・設

備
に

お
け

る
学

校
事

故
が

発
生

しな
い

安
全

体
制

の
整

備
。

〇
保

護
者

アン
ケ

ー
ト「

学
校

は
子

ども
の

安
全

面
や

健
康

面
に

配
慮

して
い

る
」

９
６

．
４

％
〇

施
設

・設
備

に
お

け
る

重
大

事
故

０
件

〇
教

職
員

に
よる

安
全

点
検

、学
校

運
営

協
議

会
委

員
に

よる
安

全
点

検
全

て
実

施

Ａ
・時

間
と予

算
が

限
られ

て
い

る
中

で
、管

理
をと

て
も

頑
張

って
い

る
と思

う。

飯
塚

小
・い

くつ
か

の
設

備
が

古
くな

って
い

る
の

で
予

算
をつ

け
て

も
らっ

た
方

が
よい

。
飯

塚
小

・古
い

校
舎

だ
が

、し
っか

りと
清

掃
に

力
を入

れ
、工

夫
して

使
用

して
い

る
。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

芝
小

組
織

運
営

〇
委

嘱
研

究
発

表
の

機
会

を捉
え

て
、教

科
部

会
を活

性
化

させ
て

若
手

教
員

の
育

成
を重

点
に

組
織

力
を向

上
させ

る
。

〇
良

好
な

信
頼

関
係

と職
員

の
チ

ー
ム

ワー
クを

構
築

で
きた

。研
究

主
任

を中
心

に
委

嘱
の

教
科

部
会

の
機

動
力

が
向

上
して

い
る

。
Ａ

・若
い

教
員

の
育

成
を時

代
に

合
わ

せ
た

や
り方

で
進

め
て

くだ
さい

。

芝
小

□
配

慮
の

必
要

な
児

童
の

支
援

方
法

を明
確

化
し支

援
を充

実
させ

る
。

□
報

告
型

か
ら協

議
型

の
校

内
支

援
委

員
会

が
定

着
して

い
る

。配
慮

の
必

要
な

児
童

の
支

援
や

家
族

の
背

景
を捉

え
た

関
わ

り方
を全

教
員

が
意

識
し、

教
育

活
動

に
反

映
させ

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・人

員
の

補
充

の
な

い
「ほ

っと
ル

ー
ム

」の
開

設
は

、必
要

性
は

理
解

で
きる

が
、働

き方
改

革
との

矛
盾

を感
じる

。
・配

慮
の

必
要

な
児

童
の

背
景

を共
有

し個
に

合
わ

せ
た

支
援

をお
願

い
しま

す
。

芝
小

芝
小

教
育

課
程

〇
系

統
性

を意
識

した
学

力
・規

律
あ

る
態

度
・体

力
を相

互
に

関
連

させ
な

が
ら、

質
の

向
上

を図
る

学
習

指
導

を目
指

す
。

〇
研

究
委

嘱
の

内
容

を意
識

し、
教

科
の

特
性

を活
か

した
授

業
が

展
開

され
る

よう
に

な
って

きた
。

Ｂ
・根

気
強

く全
体

も
レベ

ル
アッ

プに
努

め
て

くだ
さい

。授
業

の
工

夫
は

、わ
か

りや
す

くさ
れ

て
い

ます
。

・調
べ

学
習

で
使

用
で

きる
教

材
を一

冊
で

も
多

く蔵
書

し、
情

報
を常

に
新

しく
で

きる
よう

検
討

した
い

。
芝

小
□

発
達

支
持

的
生

徒
指

導
を推

進
す

る
。

□
自

己
肯

定
感

の
高

まり
は

、県
学

テ
で

も
数

値
とし

て
表

れ
て

い
る

。
・児

童
会

の
活

動
が

、充
実

し子
ども

た
ち

が
活

き活
きと

活
動

して
い

る
。

Ａ
・自

発
的

な
児

童
会

活
動

が
で

きて
い

る
と思

い
ます

。
・高

学
年

が
、低

学
年

の
子

に
声

をか
け

て
い

ます
。縦

割
り活

動
の

成
果

だ
と思

い
ます

。
・地

域
行

事
に

参
加

、お
手

伝
い

をし
て

くれ
る

子
ども

が
多

い
と感

じて
い

ます
。

芝
小

芝
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
芝

小
学

校
サ

ポ
ー

トチ
ー

ム
の

立
ち

上
げ

と実
働

。
〇

学
校

運
営

協
議

会
の

意
見

を反
映

させ
た

美
化

活
動

は
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

・地
域

との
連

携
は

良
好

で
あ

る
。

Ｂ

・芝
小

サ
ポ

ー
トチ

ー
ム

が
より

定
着

す
る

こと
を期

待
しま

す
。先

生
に

過
度

な
負

担
が

か
か

らな
い

よう
に

進
め

て
くだ

さい
。

・学
校

で
の

子
ども

の
様

子
や

、担
任

の
先

生
と直

接
話

が
で

きる
機

会
が

あ
る

と保
護

者
は

安
心

しま
す

。
・活

動
の

メリ
ット

が
伝

わ
る

こと
で

活
動

の
定

着
に

つ
な

が
れ

ば
と思

い
ます

。
芝

小
芝

小
芝

小
教

職
員

の
資

質
向

上
○

研
究

委
嘱

の
機

会
を捉

え
る

。教
職

員
との

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を積
極

的
に

図
り、

キ
ャリ

ア段
階

に
応

じた
育

成
を推

進
す

る
。

〇
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
力

の
高

い
教

職
員

集
団

で
あ

る
。若

手
が

進
ん

で
研

修
に

参
加

し、
児

童
に

還
元

で
きる

よう
に

活
動

して
い

る
。さ

らに
互

い
を高

め
合

う組
織

に
な

れ
る

よう
に

した
い

。
Ａ

・授
業

の
よい

とこ
ろ

の
共

有
をお

願
い

しま
す

。

芝
小

□
働

き方
改

革
の

た
め

に
、生

徒
指

導
力

を向
上

させ
る

。

□
教

員
全

員
が

働
き方

改
革

を意
識

して
業

務
に

あ
た

って
い

る
。

11
月

末
見

込
み

　月
４

５
時

間
以

内
　　

　2
8　

/ 
30

 人
　年

３
６

０
時

間
以

内
　　

29
　/

 3
0 

人
  年

休
取

得
状

況
  平

均
 1

7.
8日

Ｂ
・現

場
の

効
率

化
と教

育
委

員
会

の
支

援
強

化
をお

願
い

した
い

。

芝
小

芝
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

○
安

全
・安

心
で

心
あ

る
教

育
環

境
を実

現
す

る
。

（
プー

ル
の

改
修

工
事

を含
む

）

〇
相

互
点

検
に

よる
安

全
点

検
は

、担
当

が
工

夫
をし

電
子

化
に

向
け

て
動

い
た

。
・避

難
訓

練
や

不
審

者
対

応
訓

練
を警

察
・消

防
と連

携
して

実
の

あ
る

訓
練

とな
った

。
・あ

た
た

か
い

掲
示

物
が

増
え

て
い

る
。

Ａ
・安

心
安

全
な

学
校

で
あ

って
ほ

しい
。

芝
小

芝
小

-120-



学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

新
郷

小
組

織
運

営
〇

児
童

一
人

ひ
とり

の
「居

場
所

」づ
くり

を行
い

 、
児

童
が

「進
ん

で
学

べ
る

」、
保

護
者

が
「共

に
歩

め
る

」学
校

づ
くり

を実
現

す
る

。
○

「一
人

で
背

負
わ

な
い

」「
初

期
対

応
は

複
数

」と
して

生
徒

指
導

・教
育

相
談

の
組

織
的

体
制

を
構

築
し、

児
童

、保
護

者
へ

の
複

数
対

応
を徹

底
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・児

童
一

人
ひ

とり
の

「居
場

所
」づ

くり
の

た
め

に
、教

員
が

「一
人

で
背

負
わ

ず
」に

教
育

活
動

を行
うこ

と、
「関

係
機

関
早

見
表

」を
作

成
・活

用
す

る
な

どが
、と

て
も

評
価

で
きる

。
新

郷
小

□
「一

人
で

背
負

わ
な

い
」生

徒
指

導
・教

育
相

談
組

織
的

体
制

を構
築

し、
独

自
の

関
係

機
関

早
見

表
を改

善
して

作
成

、活
用

し全
教

職
員

の
知

識
と

実
践

力
向

上
を実

現
す

る
。

□
本

校
独

自
の

関
係

機
関

早
見

表
を作

成
、周

知
す

る
な

どし
て

全
教

職
員

の
知

識
と実

践
力

を
向

上
させ

る
とと

も
に

、問
題

に
対

して
迅

速
、適

切
に

対
応

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・特
別

な
配

慮
が

必
要

な
児

童
に

つ
い

て
は

、保
護

者
とと

も
に

関
係

機
関

との
連

携
を進

め
、協

力
しな

が
ら

活
動

して
い

くこ
とが

重
要

で
あ

る
。

新
郷

小
・組

織
で

助
け

合
え

る
取

り組
み

、周
りで

フォ
ロー

し合
い

な
が

ら活
動

を進
め

る
こと

は
継

続
して

も
らい

た
い

。
校

長
を中

心
に

、先
生

方
が

同
じ方

向
で

学
校

運
営

を進
め

られ
て

い
る

様
子

が
見

られ
、こ

れ
か

らま
す

ます
良

い
学

校
に

な
る

と思
った

。
新

郷
小

教
育

課
程

□
各

種
学

力
・学

習
状

況
調

査
の

デ
ー

タ分
析

を生
か

して
、個

別
最

適
な

支
援

に
よる

授
業

改
善

を行
うと

とも
に

、非
認

知
能

力
を高

め
る

声
か

け
や

支
援

を
行

う。

□
主

幹
教

諭
等

を中
心

に
、県

学
調

等
の

デ
ー

タ分
析

に
より

、個
々

の
伸

び
や

課
題

を具
体

的
に

引
き出

し、
教

育
活

動
に

生
か

す
こと

が
で

きた
。

Ａ
・教

員
の

研
究

会
実

施
等

、大
い

に
評

価
で

きる
。児

童
が

「覚
え

る
」こ

とは
、子

ども
た

ち
の

中
に

「引
き出

し」
を多

く作
る

こと
とな

る
。「

つ
め

込
み

教
育

」も
必

要
な

面
が

あ
る

。授
業

を参
観

し、
「つ

め
込

む
」過

程
が

工
夫

され
て

い
て

感
心

した
。

新
郷

小
◇

自
己

肯
定

感
や

自
己

有
用

感
等

非
認

知
能

力
を高

め
る

学
級

経
営

、教
育

活
動

及
び

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を活

用
しな

が
ら「

主
体

的
・対

話
的

で
深

い
学

び
」を

実
現

す
る

た
め

の
質

の
高

い
教

育
課

程
の

設
定

と授
業

改
善

を実
行

し、
学

力
向

上
を実

現
す

る
。

◇
研

究
推

進
委

員
会

を中
心

に
、グ

ル
ー

プご
とに

「自
分

事
」と

な
る

研
究

を行
い

、一
人

一
授

業
や

講
師

を招
聘

した
授

業
研

究
に

より
授

業
改

善
を実

行
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・「

基
礎

・基
本

」を
しっ

か
り身

に
つ

け
な

が
ら思

考
も

育
む

、バ
ラン

ス
の

良
い

教
育

を進
め

て
ほ

しい
。

新
郷

小
・研

究
授

業
を、

全
教

員
で

実
践

して
い

る
との

こと
で

、先
生

方
の

指
導

力
が

とて
も

伸
び

て
い

る
と思

う。
学

力
向

上
は

長
い

目
で

、こ
れ

か
らも

続
け

て
ほ

しい
。

新
郷

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

保
護

者
、地

域
、外

部
機

関
等

の
教

育
力

を持
続

可
能

な
形

で
取

り入
れ

、
「本

物
に

触
れ

る
」教

育
活

動
を確

立
す

る
。

○
地

域
の

店
や

施
設

に
訪

問
した

り、
地

域
の

方
々

等
をゲ

ス
トテ

ィー
チ

ャー
とし

て
招

聘
した

りす
る

な
ど、

継
続

可
能

な
実

施
方

法
で

「本
物

に
触

れ
る

」教
育

活
動

を確
立

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・ゲ
ス

トテ
ィー

チ
ャー

を招
く等

の
取

り組
み

や
、校

外
授

業
で

地
域

と触
れ

合
う活

動
は

大
い

に
評

価
で

きる
。

新
郷

小
□

地
域

・保
護

者
、関

係
機

関
と学

校
の

課
題

を共
有

しな
が

ら「
安

心
・安

全
」な

学
校

づ
くり

を実
現

す
る

た
め

に
、家

庭
や

地
域

に
積

極
的

に
情

報
を発

信
す

る
。ま

た
、ア

ンケ
ー

ト結
果

等
か

ら見
出

した
改

善
方

策
等

を周
知

す
る

。

□
主

幹
教

諭
を中

心
とし

て
週

１
回

程
度

、ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
学

校
の

教
育

活
動

を情
報

発
信

す
る

こと
が

で
きた

。ま
た

、各
学

年
か

らの
情

報
発

信
も

適
時

・適
切

に
行

うこ
とが

で
きた

。
Ａ

・「
本

物
に

触
れ

る
」こ

とが
大

事
で

あ
る

。体
験

は
子

ども
た

ち
の

目
を輝

か
せ

る
。引

き続
き活

動
を進

め
て

ほ
しい

。

新
郷

小
・学

校
Ｈ

Ｐ
や

アプ
リも

こま
め

に
更

新
し、

学
校

の
活

動
内

容
も

広
く公

開
で

きて
い

て
、保

護
者

も
安

心
で

き
る

だ
ろ

うと
考

え
る

。
新

郷
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
研

修
及

び
学

校
研

究
を軸

とし
な

が
ら、

全
教

員
で

授
業

力
の

向
上

を進
め

、学
力

を高
め

る
とと

も
に

児
童

の
非

認
知

能
力

（
自

己
肯

定
感

、自
己

効
力

感
等

）
を育

成
す

る
。

○
教

職
員

の
キ

ャリ
ア段

階
に

応
じた

指
導

力
向

上
に

向
け

、定
期

的
、継

続
的

に
教

職
員

の
授

業
観

察
や

面
談

を行
うこ

とが
で

きた
。ま

た
、県

や
市

の
指

導
主

事
等

を計
７

回
招

聘
し指

導
・助

言
を得

な
が

ら研
究

を進
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・研

修
や

研
究

を重
ね

、教
員

一
人

ひ
とり

が
研

鑽
を積

ん
で

い
る

様
子

が
伺

え
て

頼
も

しい
。

新
郷

小
□

児
童

、保
護

者
、地

域
に

信
頼

され
る

、高
い

倫
理

観
をも

つ
教

職
員

集
団

を形
成

す
る

。
□

時
節

に
応

じた
事

例
研

修
や

報
道

内
容

に
基

づ
く研

修
、研

修
プロ

グ
ラム

の
実

践
を行

うこ
とで

、
教

職
員

事
故

０
を達

成
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・業

務
内

容
が

多
岐

に
渡

り、
労

働
時

間
の

短
縮

が
難

しい
状

況
が

伺
え

る
。教

科
分

担
の

他
に

、特
別

な
配

慮
が

必
要

な
児

童
の

心
の

ケ
ア等

を担
う人

材
を配

置
す

る
こと

は
で

きな
い

か
。

新
郷

小
・先

生
方

の
目

標
が

高
い

こと
、自

分
へ

の
評

価
が

厳
しい

こと
が

分
か

る
。自

分
自

身
を誉

め
て

あ
げ

て
ほ

し
い

。
新

郷
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
高

い
危

機
管

理
に

基
づ

い
た

安
全

な
学

校
づ

くり
を実

現
す

る
。

○
各

担
当

に
よる

日
常

の
安

全
点

検
で

発
見

した
危

険
個

所
に

即
時

対
応

で
きた

。ま
た

、町
会

合
同

の
避

難
所

開
設

会
議

を本
校

で
行

い
、町

会
防

災
担

当
者

とと
も

に
非

常
時

に
迅

速
に

対
応

で
き

る
体

制
を整

え
られ

た
。

Ａ
・施

設
・設

備
等

は
県

や
市

が
どれ

だ
け

力
を入

れ
て

い
る

か
が

大
きい

の
で

は
な

い
か

。適
切

な
予

算
配

分
を

お
願

い
した

い
。

新
郷

小
□

優
先

順
位

を見
極

め
た

予
算

運
用

と予
算

執
行

状
況

の
定

期
的

な
確

認
を

実
施

す
る

。
□

予
算

執
行

に
つ

い
て

複
数

で
確

認
し、

計
画

に
基

づ
い

た
執

行
を適

切
に

行
うこ

とで
、会

計
事

故
０

を達
成

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・限
界

は
あ

る
が

、一
つ

一
つ

進
め

て
ほ

しい
。

新
郷

小
・死

角
に

な
る

とこ
ろ

な
どに

も
気

を付
け

て
い

く必
要

が
あ

る
。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

神
根

小
組

織
運

営
〇

各
主

任
に

よる
プラ

ス
ワン

の
提

案
〇

充
実

した
研

修
に

よる
指

導
力

の
向

上

〇
学

校
の

状
況

を考
え

新
しく

工
夫

した
提

案
が

１
２

本
あ

った
。

〇
大

学
教

授
、市

教
委

指
導

主
事

実
践

的
な

研
修

を計
画

通
り実

施
す

る
こと

が
で

きた
。校

内
か

ら講
師

を募
り研

修
を行

うこ
とが

で
きた

。
Ｂ

・働
き方

改
革

を意
識

す
る

こと
は

重
要

で
あ

る
。プ

ラス
ワン

の
提

案
は

、組
織

を活
性

化
させ

る
。

・組
織

的
な

対
応

が
良

い
。

・提
案

の
内

容
を知

りた
い

。
・１

２
本

の
提

案
は

評
価

で
きる

。
神

根
小

□
生

徒
指

導
・教

育
相

談
の

充
実

□
学

期
１

回
以

上
い

じめ
・人

権
等

に
焦

点
をあ

て
た

授
業

を行
うこ

とが
で

きた
。

□
「ほ

っと
ル

ー
ム

」を
活

用
した

取
り組

み
を推

進
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ

・い
じめ

の
未

然
防

止
や

人
権

尊
重

の
授

業
を継

続
して

欲
しい

。
・不

登
校

児
童

へ
の

支
援

も
継

続
して

お
願

い
した

い
。

・い
じめ

に
つ

い
て

は
、些

細
な

こと
で

も
留

意
して

い
た

だ
きた

い
。

・い
じめ

の
減

少
は

先
生

方
の

努
力

の
結

果
で

す
。

神
根

小
神

根
小

教
育

課
程

〇
各

教
科

に
お

い
て

子
ども

た
ち

同
士

が
聞

きあ
え

る
授

業
を展

開
で

きる
よう

に
す

る
。

〇
大

学
の

教
授

を招
聘

して
３

回
研

修
会

を実
施

した
。職

員
が

全
員

公
開

授
業

を行
い

指
導

助
言

をい
た

だ
い

た
。焦

点
授

業
を３

回
実

施
し子

ども
の

学
び

方
に

つ
い

て
の

協
議

会
を実

施
した

。講
師

の
教

授
か

らは
、子

ども
同

士
の

共
同

が
進

ん
で

い
る

と評
価

して
い

た
だ

い
た

。
Ｂ

・「
学

び
の

共
同

体
」が

導
入

され
て

児
童

の
主

体
的

に
学

ぼ
うと

す
る

姿
勢

が
備

わ
って

きた
と感

じま
す

。
・子

ども
た

ち
が

関
わ

りな
が

ら学
べ

る
体

制
の

効
果

が
期

待
され

ます
。

・子
ども

た
ち

の
音

読
の

授
業

を増
や

して
くだ

さい
。

・対
話

的
な

学
び

を通
して

学
習

意
欲

の
高

まり
に

期
待

しま
す

。
神

根
小

・職
員

の
ス

キ
ル

アッ
プの

た
め

に
も

授
業

は
継

続
して

欲
しい

。
・先

生
方

の
研

修
も

子
ども

同
士

の
共

同
化

へ
の

効
果

が
で

る
こと

を期
待

しま
す

。
SN

S教
育

で
子

ども
た

ち
か

ら犯
罪

の
被

害
をな

くし
まし

ょう
。

・町
会

とし
て

は
、登

下
校

等
見

守
りを

継
続

す
る

。
神

根
小

・保
護

者
に

学
校

生
活

見
て

も
らう

こと
が

、学
校

と家
族

の
隔

た
りを

無
くす

こと
に

つ
な

が
る

と思
う。

神
根

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

積
極

的
な

連
携

教
育

の
推

進
に

よる
地

域
・保

護
者

と連
携

の
充

実
。

〇
学

校
応

援
団

校
とは

連
携

して
教

育
活

動
を行

うこ
とが

で
きた

。行
事

や
学

校
公

開
に

は
多

くの
保

護
者

の
方

に
参

観
して

い
た

だ
い

た
。

Ｂ
・学

校
応

援
団

で
は

、学
校

と連
携

を取
って

様
々

な
活

動
が

で
きた

。読
み

聞
か

せ
、図

書
館

まつ
り、

本
の

修
繕

、花
壇

の
花

植
え

、園
芸

委
員

の
指

導
、防

犯
協

力
、草

刈
等

、学
校

に
あ

った
活

動
を続

け
て

い
く。

学
校

応
援

団
の

メン
バ

ー
に

在
校

生
の

保
護

者
が

少
な

い
こと

が
課

題
。

神
根

小

□
懇

談
会

の
出

席
率

は
例

年
と同

じ。

・学
校

応
援

団
との

連
携

協
力

が
素

晴
らし

い
と思

う。
・運

動
会

を地
域

に
PR

で
きる

と良
い

。
・共

働
きも

増
え

保
護

者
の

参
加

の
呼

び
か

け
の

工
夫

も
必

要
と感

じる
。特

に
懇

談
会

は
担

任
の

先
生

の
話

が
聞

け
る

良
い

機
会

とし
て

保
護

者
に

浸
透

して
い

くこ
とに

期
待

した
い

。
神

根
小

神
根

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

年
間

超
過

勤
務

時
間

３
６

０
時

間
以

上
０

〇
年

間
超

過
３

６
０

時
間

以
下

の
教

員
の

割
合

は
、令

和
７

年
度

約
８

割
。

Ｂ

・職
員

の
心

身
の

健
康

が
子

ども
達

に
とっ

て
良

い
影

響
を与

え
る

と考
え

る
こと

か
ら目

標
達

成
に

向
け

て
継

続
して

欲
しい

。
・教

職
員

の
超

過
勤

務
の

改
善

を早
く整

え
られ

る
こと

を期
待

しま
す

。
・定

時
退

勤
ウィ

ー
クの

取
り組

み
は

良
い

こと
だ

と思
い

ます
。

神
根

小
□

教
育

公
務

員
とし

て
の

自
覚

あ
る

行
動

を取
れ

る
よう

に
す

る
。（

教
職

員
事

故
０

）
□

倫
理

確
立

研
修

会
は

目
標

回
数

の
８

割
を実

施
した

。会
計

年
度

職
員

対
象

の
研

修
は

目
標

回
数

に
届

か
な

か
った

。
Ｂ

・働
き方

改
革

が
求

め
られ

残
業

時
間

が
軽

減
され

た
こと

は
好

まし
い

。
・世

間
で

は
教

員
の

不
祥

事
が

続
い

て
お

り充
分

に
自

制
して

欲
しい

。倫
理

確
立

研
修

会
は

適
切

で
す

。
神

根
小

神
根

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

施
設

事
故

０
〇

施
設

事
故

は
０

件
で

あ
った

。校
内

・外
巡

視
は

毎
日

実
施

し、
その

都
度

修
繕

を行
った

。
〇

業
者

に
よる

遊
具

の
設

備
点

検
お

よび
校

内
・外

の
施

設
修

理
を２

２
カ所

実
施

した
。

〇
教

室
の

採
光

た
め

、樹
木

の
伐

採
を実

施
した

。
Ａ

・施
設

事
故

ゼ
ロが

達
成

で
きた

こと
は

、評
価

で
きる

。今
後

も
続

くこ
とに

期
待

す
る

。
・体

育
館

に
空

調
設

備
を備

え
て

欲
しい

。（
防

災
上

の
避

難
所

とし
て

も
）

神
根

小
・図

書
室

の
本

整
備

、ま
た

、読
み

聞
か

せ
等

を充
実

して
い

る
こと

に
つ

い
て

大
変

感
嘆

して
い

ます
。学

校
応

援
団

との
連

携
を継

続
し教

育
環

境
が

益
々

充
実

され
る

こと
を期

待
しま

す
。

神
根

小
・新

校
舎

と旧
校

舎
の

設
備

の
差

が
気

に
な

りま
す

。
・体

育
館

の
空

調
設

備
をお

願
い

しま
す

。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

青
木

北
小

組
織

運
営

〇
校

務
分

掌
組

織
を再

構
成

し、
プロ

ジ
ェク

トチ
ー

ム
とし

て
の

役
割

も
加

え
、

組
織

とし
て

活
動

を行
う。

〇
プロ

ジ
ェク

トチ
ー

ム
が

組
織

とし
て

機
能

し、
チ

ー
ム

内
で

役
割

分
担

をし
な

が
ら適

切
に

活
動

す
る

こと
が

で
きた

。「
学

力
」で

は
校

内
研

修
に

力
を入

れ
、学

力
調

査
の

向
上

が
あ

った
。

Ａ
・方

策
をも

とに
目

標
が

達
成

で
きた

こと
は

、何
より

児
童

の
成

長
に

つ
な

が
った

こと
と喜

ば
しく

思
い

ます
。

青
木

北
小

□
教

職
員

一
人

ひ
とり

の
得

意
を生

か
した

プラ
ス

αの
提

案
で

教
育

活
動

を盛
り

上
げ

る
。

□
一

人
ひ

とり
の

よさ
を生

か
した

提
案

等
を実

施
で

きた
。仕

事
に

対
す

る
温

度
差

が
あ

り、
主

体
的

な
活

動
が

難
しい

面
も

あ
った

が
、チ

ャレ
ンジ

とや
り抜

く気
持

ち
は

教
職

員
に

も
育

って
い

た
。

Ｂ
・い

ろ
い

ろ
と工

夫
して

運
営

をさ
れ

て
い

ます
の

で
、今

後
の

評
価

が
楽

しみ
で

す
。

青
木

北
小

◇
不

登
校

児
童

をこ
れ

以
上

増
や

さな
い

工
夫

と、
不

登
校

児
童

へ
の

支
援

率
を１

０
０

％
とす

る
。

◇
新

た
な

不
登

校
を生

み
出

さな
か

った
。外

部
機

関
との

連
携

を図
る

とと
も

に
、保

護
者

や
児

童
と

向
き合

って
迅

速
に

初
期

対
応

を行
った

結
果

、登
校

を促
す

こと
が

で
きた

。
Ａ

・不
登

校
を生

まな
い

取
り組

み
の

充
実

をさ
らに

期
待

い
た

しま
す

。

青
木

北
小

教
育

課
程

〇
教

科
担

任
制

で
担

当
した

教
科

の
徹

底
した

教
材

研
究

に
より

、負
担

軽
減

と授
業

力
向

上
を図

る
。

〇
教

科
担

任
制

で
は

教
材

研
究

の
時

間
の

確
保

、教
師

の
授

業
力

の
向

上
等

大
きな

成
果

が
あ

っ
た

。会
議

時
間

の
適

切
な

活
用

と授
業

内
容

の
精

選
に

より
教

育
課

程
編

成
も

適
切

に
行

え
た

。
Ａ

・多
国

籍
児

童
の

多
い

中
で

の
授

業
の

進
め

方
は

難
しい

も
の

が
あ

る
と思

い
ます

。

青
木

北
小

□
朝

の
ス

キ
ル

アッ
プタ

イム
を授

業
と連

携
させ

る
こと

で
より

効
果

的
な

学
習

を
確

立
す

る
。

□
ス

キ
ル

アッ
プタ

イム
を3

学
期

か
ら国

語
科

に
特

化
し、

さら
に

国
語

力
を高

め
る

よう
研

修
を進

め
て

い
る

。こ
れ

に
より

、来
年

度
の

年
間

指
導

計
画

が
変

更
に

な
り現

在
作

成
中

で
あ

る
。

Ａ
・国

語
力

を高
め

る
研

修
を進

め
て

くだ
さい

。

青
木

北
小

青
木

北
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
Ｈ

Ｐ
を毎

日
更

新
す

る
こと

で
、学

校
で

の
活

動
の

様
子

をリ
アル

に
伝

え
、保

護
者

・地
域

との
連

携
を図

る
。

〇
Ｈ

Ｐ
作

成
に

あ
た

って
校

内
研

修
を行

い
、各

学
年

で
の

更
新

頻
度

を高
め

る
こと

が
で

きた
。保

護
者

や
地

域
の

視
点

を生
か

した
Ｈ

Ｐ
づ

くり
に

つ
い

て
は

次
年

度
の

課
題

とな
って

い
る

。
Ｂ

・何
らか

の
形

で
ふ

れ
あ

い
の

場
が

も
て

る
こと

、大
切

な
こと

と思
い

ます
。

青
木

北
小

□
児

童
一

人
ひ

とり
に

地
域

の
一

員
とし

て
の

意
識

を高
め

る
とと

も
に

、本
物

を
学

ぶ
体

験
活

動
を行

う。
□

地
域

の
皆

さま
の

協
力

に
より

昔
遊

び
の

計
画

が
で

きた
。ま

た
、体

験
的

な
学

習
の

機
会

も
例

年
以

上
とな

り、
外

部
の

方
々

か
らの

刺
激

が
児

童
に

は
大

きな
成

果
とし

て
表

れ
て

い
る

。
Ａ

・昔
遊

び
が

で
きた

こと
は

、参
加

して
くだ

さっ
た

地
域

の
方

々
も

喜
ん

で
お

りま
した

。

青
木

北
小

青
木

北
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

科
主

任
が

主
宰

す
る

研
修

会
を実

施
し、

教
職

員
一

人
ひ

とり
が

意
欲

的
に

参
加

しな
が

ら授
業

力
を高

め
させ

る
。

〇
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

クー
ル

端
末

の
活

用
が

今
年

度
充

実
した

実
施

が
で

きた
。授

業
研

究
会

を実
施

し、
教

員
同

士
の

学
び

を深
め

た
。管

理
職

に
よる

授
業

観
察

で
の

助
言

を行
い

、自
信

をつ
け

させ
た

。
Ａ

青
木

北
小

□
全

教
職

員
で

目
指

す
児

童
像

の
実

現
に

向
け

て
校

内
研

究
組

織
を確

立
し、

Ｇ
Ｒ

Ｉ
Ｔ

を伸
ば

す
教

育
に

つ
い

て
全

教
職

員
で

研
究

を深
め

る
こと

で
児

童
の

学
力

を向
上

させ
る

。

□
講

師
を招

聘
して

の
理

論
研

修
会

を行
い

現
在

の
国

語
教

育
に

つ
い

て
全

教
職

員
で

学
び

を深
め

た
。Ｇ

Ｒ
Ｉ

Ｔ
に

つ
い

て
の

研
修

も
深

まり
、学

力
向

上
に

向
け

て
の

授
業

改
善

を実
施

して
い

る
。

Ａ
・先

生
方

の
課

題
が

多
い

中
で

の
毎

日
。先

生
方

自
身

が
ゆ

とり
の

あ
る

日
々

を過
ご

せ
ます

よう
に

。

青
木

北
小

◇
保

護
者

との
連

携
を深

め
る

とと
も

に
、児

童
理

解
を深

め
、教

育
相

談
の

視
点

をも
った

温
か

い
学

級
経

営
、教

科
経

営
を実

現
す

る
。

◇
教

育
相

談
研

修
を重

ね
、保

護
者

対
応

、児
童

理
解

に
つ

い
て

学
び

を深
め

た
。特

に
個

人
面

談
前

の
保

護
者

面
談

対
策

に
は

若
手

教
員

が
実

践
力

とし
て

身
に

つ
い

て
きて

、有
意

義
で

あ
った

。
Ｂ

・家
庭

で
も

希
薄

に
な

って
きて

い
る

と感
じる

心
の

育
成

。心
の

育
み

や
学

び
に

向
か

う意
欲

を育
て

る
取

り組
み

を期
待

い
た

しま
す

。

青
木

北
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
図

書
へ

の
予

算
を拡

充
し、

ボ
ラン

テ
ィア

等
と連

携
しな

が
ら学

校
図

書
館

を
潤

い
の

あ
る

場
に

す
る

。
〇

図
書

館
の

バ
ー

コー
ド化

の
完

成
、図

書
ボ

ラン
テ

ィア
等

との
連

携
の

教
科

に
より

、充
実

した
図

書
の

活
動

が
で

きた
。ま

た
、予

算
配

分
も

適
切

に
行

い
、掲

示
の

充
実

も
図

った
。

Ａ
・図

書
館

の
利

用
は

国
語

力
の

向
上

に
つ

な
が

りま
す

の
で

、充
実

を今
後

も
お

願
い

しま
す

。

青
木

北
小

□
安

全
点

検
を随

時
行

い
な

が
ら、

修
理

修
繕

の
た

め
の

予
算

を確
保

し、
適

宜
修

繕
を行

う。
□

計
画

に
基

づ
く予

算
配

分
を行

った
が

、修
繕

箇
所

が
多

く、
予

算
以

上
の

支
出

とな
って

しま
っ

た
。小

さな
老

朽
化

を見
逃

さな
い

目
を意

識
し、

安
全

点
検

も
適

切
に

実
行

で
きた

。
Ｂ

・老
朽

化
に

伴
う対

応
は

学
校

で
は

な
く、

市
で

行
うべ

きだ
と思

い
ます

。
・児

童
の

安
全

との
兼

ね
合

い
は

難
しい

と思
い

ます
が

、よ
ろ

しく
お

願
い

しま
す

。
青

木
北

小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

領
家

小
組

織
運

営
〇

２
年

目
とな

る
学

校
経

営
方

針
「よ

さを
み

とめ
合

う領
家

小
に

じい
ろ

プラ
ン」

を全
職

員
共

通
理

解
の

も
と、

より
一

層
推

進
す

る
。

〇
学

力
向

上
、チ

ー
ム

性
向

上
、指

導
力

向
上

とい
った

今
年

度
の

学
校

経
営

上
の

重
点

に
つ

い
て

会
議

の
場

や
校

長
室

だ
より

で
周

知
をし

て
きた

。各
教

員
の

自
己

評
価

シ
ー

トに
は

当
初

面
談

に
お

い
て

学
校

の
経

営
方

針
に

基
づ

く目
標

・方
策

を入
れ

る
よう

助
言

した
。

Ｂ
・組

織
運

営
は

、方
向

性
の

異
な

る
ベ

クト
ル

を同
じ方

向
の

ベ
クト

ル
へ

も
って

い
くの

が
基

本
で

あ
る

。
・校

長
の

方
針

を教
頭

、主
任

、教
員

へ
の

全
員

が
同

じ方
向

に
向

く行
動

で
実

勢
へ

とつ
な

げ
る

こと
が

最
重

要
で

あ
る

。
領

家
小

□
教

職
員

の
キ

ャリ
ア段

階
に

応
じた

学
校

運
営

参
画

意
識

及
び

実
践

力
を向

上
させ

る
。

□
教

科
等

主
任

に
つ

い
て

教
職

員
の

得
意

や
キ

ャリ
ヤ

段
階

に
応

じて
意

図
的

に
命

課
し、

適
宜

指
導

・助
言

を行
った

。
□

主
任

とし
て

の
力

量
を向

上
した

教
職

員
も

い
た

が
、全

体
的

に
更

な
る

力
量

の
向

上
を求

め
た

い
。

Ｃ

・組
織

は
人

と人
との

つ
な

が
りで

あ
る

。ト
ップ

ダウ
ンと

ボ
トム

アッ
プを

うま
く併

用
して

組
織

の
レベ

ル
アッ

プへ
つ

な
げ

る
。

・各
職

員
に

、課
題

の
ブレ

ー
クダ

ウン
とフ

ォロ
ー

が
実

践
され

て
い

る
と考

え
る

。評
価

Cは
辛

い
の

で
は

な
い

か
。

領
家

小
領

家
小

教
育

課
程

〇
主

体
的

対
話

的
で

深
い

学
び

の
授

業
実

践
及

び
読

み
書

き算
の

基
礎

的
な

活
動

を学
校

全
体

で
継

続
的

に
行

うこ
とに

より
学

力
を向

上
させ

る
。

〇
多

くの
教

員
が

、領
家

小
学

校
学

び
の

ス
タン

ダー
ドの

継
続

を意
識

した
授

業
展

開
を実

施
し

た
。

〇
音

読
、詩

の
暗

唱
に

取
り組

め
た

。
〇

多
くの

教
員

が
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

クー
ル

端
末

を必
要

に
応

じて
活

用
で

きた
。

Ｂ
・領

家
小

学
び

の
ス

タン
ダー

ドの
継

続
を基

本
とし

て
、教

員
同

士
の

協
働

を推
進

して
い

くこ
とで

成
果

に
つ

な
が

る
と思

う。
総

合
的

に
は

組
織

運
営

に
関

わ
って

くる
とい

え
る

。

領
家

小
□

楽
しく

意
欲

的
に

運
動

で
きる

体
育

授
業

及
び

体
育

的
活

動
の

充
実

、体
育

的
行

事
の

改
善

に
より

体
力

を向
上

させ
る

。

□
新

体
力

テ
ス

トの
結

果
か

ら体
力

向
上

が
見

られ
た

学
年

が
あ

る
。

□
年

間
を通

じた
体

育
的

取
り組

み
を実

施
で

きた
。３

学
期

の
業

間
の

時
間

に
長

な
わ

とび
８

の
字

とび
に

取
り組

む
時

間
を新

た
に

設
け

た
。

Ｂ
・体

力
テ

ス
トの

各
要

素
の

１
年

生
か

ら６
年

生
まで

の
経

過
が

把
握

で
きた

ら素
晴

らし
い

と思
う。

領
家

小
◇

道
徳

科
の

授
業

を核
とし

た
道

徳
教

育
を充

実
させ

、児
童

の
道

徳
的

実
践

力
を育

成
す

る
。

◇
学

校
公

開
に

お
い

て
、全

学
級

が
道

徳
の

授
業

を公
開

す
る

こと
が

で
きた

。
◇

更
に

道
徳

的
実

践
力

の
向

上
が

図
れ

る
よう

道
徳

の
授

業
を中

心
とし

た
道

徳
教

育
に

注
力

した
い

。
Ｂ

・思
い

や
りの

心
は

基
本

で
あ

る
。そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

で
思

い
や

りの
心

をは
ぐく

み
、人

の
気

持
ち

の
分

か
る

子
に

す
る

こと
で

い
じめ

は
減

る
と考

え
る

。
・徳

力
の

向
上

は
学

校
だ

け
で

は
難

しい
点

も
あ

る
と思

う。
家

庭
・地

域
の

取
り組

み
が

重
要

と考
え

る
が

バ
ラ

つ
きが

気
に

な
る

。
領

家
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
運

営
協

議
会

の
活

性
化

と学
校

運
営

へ
の

具
現

化
を行

う。
〇

学
校

運
営

協
議

会
に

お
い

て
、学

校
の

状
況

、課
題

点
、経

営
方

針
等

を説
明

し、
委

員
の

方
か

らは
建

設
的

な
意

見
を多

くい
た

だ
い

た
。

〇
委

員
の

方
の

意
見

を職
員

に
周

知
し、

学
校

運
営

の
改

善
に

生
か

す
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・学

校
運

営
協

議
会

で
多

くの
こと

を教
え

て
い

た
だ

い
た

。

領
家

小
□

学
校

の
教

育
活

動
等

の
意

図
を積

極
的

に
情

報
発

信
す

る
。

□
学

校
だ

より
に

は
保

護
者

や
地

域
の

方
々

が
少

しで
も

興
味

をも
つ

よう
な

挨
拶

文
や

時
節

に
応

じ
た

情
報

を掲
載

した
。個

人
情

報
に

配
慮

しな
が

らホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
に

も
努

め
た

。
□

音
楽

会
の

運
営

を改
善

し、
多

くの
保

護
者

が
最

後
まで

参
観

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・毎
月

の
学

校
だ

より
を楽

しみ
に

して
い

る
。子

ども
た

ち
の

声
が

聞
こえ

る
と安

心
と元

気
をも

らえ
る

。
・音

楽
会

を２
部

制
に

した
こと

は
、他

学
年

の
演

奏
を聞

くこ
とが

で
きて

新
鮮

だ
った

。全
体

の
入

れ
替

え
の

回
数

が
一

度
だ

け
とな

り、
落

ち
着

い
て

聞
くこ

とが
で

きた
。

領
家

小

◇
保

護
者

・地
域

との
連

携
をよ

り一
層

強
化

す
る

。

◇
児

童
会

活
動

と連
携

させ
、気

持
ち

の
よい

あ
い

さつ
を励

行
した

。取
り組

み
期

間
をす

ぎ
て

も
継

続
で

きる
よう

に
した

い
。

◇
ス

クー
ル

ガ
ー

ドに
新

た
な

応
援

団
を加

え
る

こと
が

で
きた

。家
庭

科
の

授
業

で
保

護
者

の
方

々
の

協
力

を得
た

。

Ｂ

・子
ども

た
ち

の
成

長
は

、１
に

家
庭

、２
に

学
校

、３
に

地
域

で
あ

る
。立

場
は

違
え

ど、
子

ども
を思

い
育

て
る

こと
は

、共
通

認
識

で
あ

る
とい

え
る

。
・児

童
会

の
挨

拶
運

動
の

継
続

を願
う。

気
持

ち
の

よい
挨

拶
が

で
きる

雰
囲

気
を広

げ
て

ほ
しい

。児
童

会
と

教
員

との
連

携
を密

に
して

ほ
しい

。
領

家
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

員
とし

て
の

キ
ャリ

ア段
階

に
応

じた
指

導
力

を向
上

させ
る

。

〇
校

内
の

課
題

研
究

や
若

手
教

員
の

研
究

授
業

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

人
事

評
価

制
度

の
運

用
に

関
連

して
、全

て
の

教
員

の
授

業
を年

２
回

、４
５

分
間

、管
理

職
が

参
観

し、
指

導
、助

言
した

。
〇

引
き続

き教
員

の
キ

ャリ
ア段

階
に

応
じた

指
導

力
向

上
に

努
め

る
。

Ｃ
・教

員
の

人
事

異
動

は
避

け
られ

な
い

が
、ベ

テ
ラン

と経
験

の
浅

い
教

員
の

バ
ラン

ス
が

重
要

で
あ

る
。人

を育
て

る
た

め
に

は
相

応
の

期
間

が
必

要
で

あ
る

。

領
家

小
□

教
育

公
務

員
とし

て
の

資
質

を向
上

させ
る

。
□

倫
理

確
立

研
修

の
実

施
、教

育
情

報
の

提
供

に
より

、教
育

公
務

員
とし

て
の

意
識

を向
上

させ
た

。
Ｂ

・Ｏ
Ｊ

Ｔ
は

必
須

で
あ

る
が

、若
い

教
員

が
相

互
に

授
業

を見
合

うこ
とで

実
力

アッ
プに

つ
な

が
る

と思
う。

領
家

小
領

家
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
施

設
設

備
の

安
全

管
理

を工
夫

・徹
底

す
る

とと
も

に
、老

朽
化

箇
所

に
つ

い
て

は
計

画
的

に
修

繕
を進

め
る

。

〇
安

全
点

検
に

基
づ

い
て

、危
険

箇
所

や
修

繕
箇

所
を計

画
的

に
改

善
す

る
こと

が
で

きた
。

〇
外

部
の

方
に

運
動

場
遊

具
等

の
安

全
点

検
をし

て
い

た
だ

い
た

。
Ａ

・領
家

小
と東

領
家

小
は

統
合

す
る

必
要

が
あ

る
。領

家
小

学
校

を新
築

校
舎

に
す

れ
ば

、地
区

に
お

い
て

理
解

され
る

と考
え

る
。

・昇
降

口
の

施
錠

は
とて

も
安

心
で

あ
る

。校
内

に
入

る
時

の
ネ

ー
ム

プレ
ー

トが
活

用
され

て
い

な
い

よう
に

思
え

る
。

領
家

小
□

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
クー

ル
端

末
をは

じめ
とし

た
情

報
機

器
、情

報
を適

切
に

管
理

す
る

。

□
GI

GA
ス

クー
ル

端
末

は
、毎

月
の

点
検

に
より

適
切

に
管

理
した

。
□

個
人

情
報

を扱
うも

の
の

を紙
ベ

ー
ス

か
ら電

子
へ

変
更

す
る

こと
が

で
きた

。
□

引
き続

き、
机

上
の

整
理

を徹
底

して
い

く。
Ｂ

・紙
か

らデ
ー

タへ
の

変
化

は
す

ば
らし

い
が

、反
面

心
配

な
面

も
あ

る
。

・Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
クー

ル
端

末
を毎

日
持

ち
帰

らな
くな

った
の

で
、活

用
が

見
え

づ
らく

な
った

。必
要

が
あ

れ
ば

、
高

学
年

だ
け

で
も

持
ち

帰
って

も
よい

の
で

は
な

い
か

。
領

家
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

舟
戸

小
組

織
運

営
〇

校
内

分
掌

組
織

が
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イク
ル

で
積

極
的

か
つ

組
織

的
に

取
り組

め
る

よう
に

す
る

。
〇

教
職

員
に

よる
学

校
評

価
「目

指
す

学
校

像
の

実
現

に
向

け
て

、全
教

職
員

が
積

極
的

か
つ

組
織

的
に

取
り組

ん
で

い
る

」は
９

７
％

で
あ

った
。

Ｂ
・特

に
な

し

舟
戸

小
舟

戸
小

舟
戸

小
教

育
課

程
〇

学
習

規
律

を定
着

させ
、良

好
な

人
間

関
係

の
中

で
落

ち
着

い
て

授
業

を進
め

られ
る

よう
に

す
る

。
〇

保
護

者
に

よる
学

校
評

価
「学

力
の

向
上

」８
１

％
、「

徳
力

の
向

上
」８

９
％

、「
体

力
の

向
上

」８
５

％
で

あ
った

。
Ｂ

・朝
に

挨
拶

が
で

きな
い

こと
は

寝
る

時
間

が
遅

い
こと

と関
係

が
あ

る
の

か
も

しれ
な

い
。

舟
戸

小
・保

護
者

も
挨

拶
が

で
きる

よう
に

な
る

とよ
い

。
舟

戸
小

舟
戸

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
校

・学
年

の
様

子
や

連
絡

等
をホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

メー
ル

で
発

信
して

い
く。

〇
保

護
者

に
よる

学
校

評
価

「学
校

は
家

庭
や

地
域

に
教

育
活

動
を積

極
的

に
公

開
した

り、
情

報
を発

信
した

りし
て

い
る

」は
８

４
％

で
あ

った
。

Ｂ
・特

に
な

し

舟
戸

小
舟

戸
小

舟
戸

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

教
育

公
務

員
とし

て
高

い
意

識
をも

た
せ

る
。

〇
ボ

トム
アッ

プに
よる

倫
理

確
立

委
員

会
が

計
画

的
に

実
施

で
きた

。
Ａ

・特
に

な
し

舟
戸

小
舟

戸
小

舟
戸

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

安
全

面
か

ら優
先

順
位

をつ
け

て
施

設
・設

備
等

を管
理

す
る

。
〇

警
杖

を４
０

本
、さ

す
また

「不
動

」を
２

本
新

規
購

入
し、

不
審

者
侵

入
に

備
え

て
の

対
応

を強
化

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・グ
ラウ

ンド
の

安
全

管
理

で
協

力
で

きる
こと

が
あ

れ
ば

言
って

ほ
しい

。

舟
戸

小
舟

戸
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

十
二

月
田

小
組

織
運

営
〇

校
務

分
掌

組
織

の
取

り組
み

に
より

課
題

を解
決

す
る

。
〇

学
年

や
分

掌
に

よる
組

織
的

対
応

に
より

、多
くの

課
題

を解
決

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

体
育

部
会

や
特

別
活

動
部

会
等

は
、組

織
的

に
対

応
す

る
こと

が
で

きた
。今

年
度

は
、国

語
や

算
数

、社
会

科
部

会
も

主
任

を中
心

に
新

規
事

業
を実

施
で

きた
。

Ｂ
・今

年
度

か
らの

新
規

事
業

（
国

算
タイ

ム
・ポ

イン
トラ

ン等
）

に
つ

い
て

、先
生

方
の

専
門

性
を生

か
した

取
り組

み
（

教
科

担
任

制
等

）
や

学
力

課
題

に
応

じた
取

り組
み

（
習

熟
度

学
習

等
）

を進
め

て
い

る
とこ

ろ
は

大
変

よい
。

十
二

月
田

小

□
当

事
者

意
識

を持
ち

、責
任

を持
って

職
務

を遂
行

す
る

。
□

分
掌

主
任

１
年

目
に

は
、前

年
度

の
主

任
を副

主
任

に
据

え
、２

年
間

を目
安

に
担

当
す

る
サ

イ
クル

を確
立

した
の

で
、円

滑
に

運
営

で
きた

。
□

体
育

や
特

別
活

動
等

、主
任

の
主

体
的

な
運

営
が

実
現

で
きた

。
Ｂ

・数
年

をサ
イク

ル
とし

主
任

等
の

経
験

を積
む

こと
は

組
織

運
営

とし
て

大
切

な
視

点
だ

と感
じる

。若
くて

は
つ

らつ
とし

た
先

生
方

が
多

くて
よい

雰
囲

気
だ

と感
じる

。
十

二
月

田
小

◇
い

じめ
の

未
然

防
止

とい
じめ

解
消

率
１

０
０

％
実

現
。

◇
児

童
間

の
トラ

ブル
が

大
幅

に
減

少
した

。キ
ャッ

チ
フレ

ー
ズ

「考
え

て
︕

決
め

て
︕

伸
び

ろ
十

二
月

田
っ子

︕
」等

、研
究

が
日

常
生

活
に

も
広

が
りつ

つ
あ

る
。

◇
全

学
級

が
落

ち
着

きの
あ

る
学

級
経

営
を実

現
。

◇
い

じめ
解

消
率

１
０

０
％

。

Ａ
・「

先
生

＝
権

威
の

あ
る

人
」と

い
う価

値
観

で
は

な
い

今
、自

己
指

導
能

力
とし

て
自

分
で

決
め

る
とい

う経
験

を大
切

に
して

い
る

こと
は

とて
も

よい
。

十
二

月
田

小
教

育
課

程
〇

「主
体

的
・対

話
的

で
深

い
学

び
」を

視
点

とし
た

授
業

改
善

を推
進

し、
質

の
高

い
授

業
実

践
を通

して
、学

力
を向

上
させ

る
。

〇
川

口
市

教
育

委
員

会
指

導
課

指
導

主
事

を招
聘

して
の

特
別

活
動

と道
徳

の
研

究
授

業
を年

間
３

回
実

施
。

〇
毎

学
期

の
管

理
職

に
よる

教
室

訪
問

とフ
ィー

ドバ
ック

を実
施

。全
教

員
の

授
業

力
が

向
上

し
た

。

Ｂ
・不

登
校

や
登

校
しぶ

りの
み

られ
る

児
童

へ
の

対
応

が
丁

寧
で

よい
。特

に
、な

な
まる

ル
ー

ム
で

の
対

応
や

保
護

者
へ

の
丁

寧
な

連
絡

が
よい

。

十
二

月
田

小
□

中
学

年
、高

学
年

で
は

、担
任

の
長

所
を生

か
して

教
科

担
任

制
を導

入
す

る
。ま

た
、低

学
年

で
も

交
換

授
業

を行
い

、学
年

の
教

員
が

、学
年

児
童

を担
任

して
い

る
意

識
を持

つ
。

□
３

年
か

ら６
年

生
と２

年
生

の
一

部
の

教
科

で
、教

科
担

任
制

を実
施

。授
業

を数
回

繰
り返

せ
、そ

の
教

科
を中

心
に

取
り組

め
る

こと
に

より
、質

が
向

上
。

□
教

科
担

任
制

に
より

、学
年

の
児

童
を学

年
の

教
員

が
把

握
で

き、
問

題
に

組
織

で
対

応
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・教

科
担

任
制

は
、色

々
な

クラ
ス

の
先

生
が

一
人

の
子

を多
面

的
に

見
られ

る
とい

うの
は

とて
も

よい
。自

主
学

習
を頑

張
って

い
る

児
童

を称
賛

して
い

る
の

も
励

み
に

な
って

い
る

。

十
二

月
田

小

◇
自

主
学

習
・家

庭
学

習
を、

さら
に

意
欲

的
に

取
り組

め
る

よう
に

工
夫

す
る

。

◇
２

月
14

日
現

在
、5

31
名

(6
2.

6％
)の

児
童

が
、自

主
学

習
ノー

ト１
冊

以
上

提
出

。３
月

ま
で

、さ
らに

増
や

せ
る

よう
に

提
出

を促
す

。
◇

２
月

14
日

現
在

、職
員

室
前

の
掲

示
板

に
、優

れ
た

取
り組

み
をの

べ
１

３
１

回
掲

示
済

。学
校

朝
会

で
も

３
名

の
児

童
に

登
壇

させ
、発

表
を行

った
。

Ｂ
・自

主
学

習
ノー

トの
取

り組
み

は
、家

庭
の

協
力

が
不

可
欠

。子
ども

の
取

り組
み

状
況

を適
切

に
保

護
者

に
伝

え
巻

き込
ん

で
取

り組
ん

で
い

って
ほ

しい
。

十
二

月
田

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
校

運
営

協
議

会
の

皆
様

か
らの

ご
意

見
や

学
校

評
価

等
、家

庭
や

地
域

の
ご

意
見

を学
校

運
営

に
生

か
し、

地
域

に
根

差
した

学
校

づ
くり

を実
現

す
る

。

〇
学

校
運

営
協

議
会

や
保

護
者

アン
ケ

ー
ト、

教
職

員
アン

ケ
ー

トの
声

を学
校

運
営

に
反

映
で

き
た

。
〇

保
護

者
連

絡
アプ

リの
本

格
運

用
１

年
目

で
は

あ
る

が
、報

告
・連

絡
・相

談
が

、と
て

も
円

滑
に

な
った

。

Ｂ
・広

報
誌

あ
ゆ

み
が

保
護

者
連

絡
アプ

リで
の

配
信

の
み

に
な

った
こと

で
、地

域
の

方
々

は
見

れ
な

くな
って

し
まっ

た
。 

個
人

情
報

保
護

や
ペ

ー
パ

ー
レス

化
、P

TA
活

動
の

縮
小

化
な

ど様
々

な
観

点
か

ら精
査

し、
地

域
の

方
々

に
学

校
の

様
子

をど
う伝

え
て

い
くか

を検
討

して
ほ

しい
。

十
二

月
田

小
□

１
家

庭
１

役
の

推
進

に
より

、学
校

行
事

等
を遺

漏
な

く実
施

す
る

。
□

Ｐ
Ｔ

Ａ
の

体
制

を大
幅

に
変

更
して

２
年

目
に

な
り、

円
滑

に
運

営
が

で
きつ

つ
あ

る
。

□
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
協

力
に

より
、多

くの
学

校
行

事
を円

滑
に

実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・Ｐ
Ｔ

Ａ
が

あ
る

か
ら豊

か
な

活
動

が
で

き、
それ

で
子

ども
が

育
って

い
る

こと
を親

世
代

に
伝

え
て

い
く必

要
が

あ
る

。
十

二
月

田
小

◇
Ｐ

Ｔ
Ａ

加
入

率
増

と執
行

部
員

増
に

努
め

る
。

◇
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
協

力
を得

て
学

校
行

事
を大

きな
問

題
な

く実
施

で
きた

。Ｐ
Ｔ

Ａ
会

費
の

減
額

等
、

様
々

な
工

夫
に

より
会

員
の

確
保

に
も

繋
げ

る
こと

が
で

きた
。

◇
執

行
部

の
役

割
を細

分
化

して
負

担
の

軽
減

を図
った

が
、協

力
者

を増
や

せ
な

か
った

。
Ｂ

・Ｐ
Ｔ

Ａ
も

、あ
る

程
度

の
強

制
力

をも
って

募
集

をか
け

な
い

と人
が

集
まら

な
い

。立
候

補
に

頼
る

の
は

限
界

が
あ

る
。町

会
の

運
営

とも
似

て
い

る
とこ

ろ
が

あ
る

。
十

二
月

田
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
若

手
教

職
員

の
成

功
体

験
を通

じて
、仕

事
に

お
け

る
自

己
有

用
感

を高
め

る
。

〇
６

年
次

まで
の

若
手

職
員

に
は

、経
験

年
数

や
前

年
度

の
学

級
経

営
の

状
況

を鑑
み

て
、適

材
適

所
に

配
置

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

１
校

目
の

本
校

で
、低

中
高

を経
験

させ
る

とと
も

に
、主

要
な

校
務

分
掌

主
任

を経
験

させ
る

こ
とが

で
きた

。

Ｂ
・若

い
先

生
方

が
多

い
の

は
、よ

い
こと

だ
と思

う。
先

生
と児

童
の

距
離

が
近

くて
温

か
い

雰
囲

気
に

な
って

い
る

。

十
二

月
田

小
□

中
堅

職
員

や
ベ

テ
ラン

職
員

は
、自

己
の

役
割

を自
覚

し、
若

手
職

員
の

育
成

に
努

め
る

。

□
学

年
で

は
、ベ

テ
ラン

の
主

任
、副

主
任

を中
心

に
、学

年
の

役
割

を計
画

的
に

分
担

す
る

こと
が

で
きた

。
□

学
年

と校
務

分
掌

を通
じて

、様
々

な
職

員
構

成
に

より
、多

くの
こと

を伝
承

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・現
場

で
ベ

テ
ラン

職
員

の
経

験
等

が
伝

承
され

る
よう

な
組

織
づ

くり
を期

待
した

い
。

十
二

月
田

小
十

二
月

田
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
安

心
・安

全
な

環
境

を維
持

継
続

し、
学

校
の

瑕
疵

に
よる

事
故

を根
絶

す
る

。

〇
施

設
の

面
で

は
、定

期
点

検
と日

々
の

点
検

に
より

、学
校

の
瑕

疵
に

よる
事

故
ゼ

ロは
実

現
で

き
た

。修
学

旅
行

中
に

、個
人

情
報

の
紛

失
事

故
を発

生
させ

て
しま

った
。

〇
校

内
の

整
理

整
頓

や
衛

生
管

理
を、

維
持

す
る

こと
は

で
きた

。
Ｂ

・倫
理

確
立

委
員

会
、不

祥
事

防
止

研
修

に
お

い
て

、K
Yト

レー
ニン

グ
や

ヒヤ
リハ

ット
事

案
の

共
有

を進
め

る
て

い
る

との
こと

。内
容

を充
実

させ
、事

故
の

再
発

防
止

に
努

め
て

ほ
しい

。
十

二
月

田
小

□
教

育
環

境
の

整
備

・充
実

の
た

め
、計

画
的

・効
果

的
に

予
算

を執
行

す
る

。
□

予
算

執
行

に
際

して
、無

駄
の

な
い

よう
に

職
員

の
声

を取
り入

れ
な

が
ら計

画
的

に
執

行
で

き
た

。
□

紙
に

よる
配

付
物

を電
子

化
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・北

校
舎

の
老

朽
化

を心
配

して
い

る
。

十
二

月
田

小

-126-



学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

飯
仲

小
学

校
組

織
運

営
〇

教
職

員
に

校
務

（
主

任
）

分
掌

に
自

信
を持

た
せ

、学
校

経
営

参
画

意
識

を強
く持

た
せ

る
。

〇
年

３
回

以
上

、面
談

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

主
任

の
役

割
に

不
安

が
あ

る
教

員
が

72
%

→
34

.6
%

に
減

少
。

Ｂ

・取
り組

み
に

対
し大

い
に

評
価

しま
す

。自
信

をも
って

い
た

だ
きた

い
と思

い
ます

。
・ミ

ドル
リー

ダー
の

育
成

を実
行

して
くだ

さい
。

・先
生

方
の

社
会

的
・教

育
的

立
場

の
重

み
を大

切
に

して
基

本
的

な
挨

拶
な

どを
徹

底
して

ほ
しい

と希
望

しま
す

。
飯

仲
小

学
校

□
学

年
主

任
会

を開
催

し、
ミド

ル
リー

ダー
を育

成
す

る
。

□
ミド

ル
リー

ダー
が

学
級

経
営

及
び

授
業

技
術

等
の

ポ
イン

トを
若

手
教

員
に

向
け

て
講

義
す

る
こと

が
で

きた
。学

校
経

営
参

画
意

識
が

10
0%

とな
った

。
Ａ

・学
校

経
営

参
画

意
識

10
0%

は
素

晴
らし

い
。

・新
人

や
若

手
の

先
生

方
の

目
標

や
教

師
像

が
学

校
の

基
本

方
針

に
そえ

る
よう

に
考

え
て

い
って

ほ
しい

。
・教

員
同

士
が

切
磋

琢
磨

し、
自

己
研

鑽
を積

み
、自

己
の

ス
キ

ル
向

上
をし

て
児

童
に

反
映

して
い

た
だ

くこ
とを

期
待

した
い

。
飯

仲
小

学
校

◇
不

登
校

児
童

へ
の

対
応

を組
織

で
取

り組
み

、不
登

校
児

童
数

を減
らす

。
◇

昨
年

度
24

人
→

12
人

に
減

少
。今

月
の

状
況

と次
月

の
計

画
を毎

月
で

きな
か

った
。教

員
アン

ケ
ー

ト「
組

織
的

に
対

応
して

い
る

」8
0.

8%
で

あ
った

。
Ｂ

・不
登

校
児

童
の

減
少

は
評

価
で

きま
す

。先
生

方
の

取
り組

み
、頑

張
りの

結
果

だ
と思

い
ます

。欠
席

日
数

か
ら不

登
校

人
数

に
カウ

ント
され

な
い

不
登

校
予

備
軍

の
人

数
や

取
り組

み
を知

りた
い

。一
人

ひ
とり

に
寄

り添
って

ほ
しい

。
・主

任
児

童
委

員
の

対
応

が
不

可
欠

。地
域

の
方

で
も

民
生

委
員

経
験

者
や

現
民

生
員

も
協

力
で

きる
と良

い
。

・困
って

い
る

家
庭

や
子

ども
た

ち
に

一
言

の
声

か
け

と気
配

りを
お

願
い

した
い

。救
い

に
な

る
こと

も
あ

る
。

飯
仲

小
学

校
教

育
課

程
〇

全
学

年
、未

履
修

を０
に

す
る

。
〇

未
履

修
０

。授
業

観
察

、月
末

の
授

業
実

施
時

数
の

確
認

を行
った

。
Ａ

・地
域

との
連

携
を持

続
可

能
な

も
の

とし
て

くだ
さい

。年
間

行
事

が
多

い
の

で
見

直
しも

必
要

。
・中

学
校

進
学

後
の

学
力

格
差

や
中

一
ギ

ャッ
プ、

小
さい

ほ
うが

良
い

と思
う。

外
国

籍
児

童
に

も
。

・校
外

学
習

で
学

ぶ
社

会
性

、学
校

外
で

の
対

人
の

挨
拶

や
礼

儀
を学

ぶ
機

会
は

とて
も

大
切

と思
う。

飯
仲

小
学

校
□

年
間

指
導

計
画

を見
直

し、
地

域
の

実
態

に
即

し、
創

意
を生

か
した

教
育

課
程

を編
成

・実
施

して
い

く。
□

年
間

を通
して

検
討

して
きた

。他
教

科
との

関
連

性
や

地
域

の
特

色
を生

か
した

単
元

を計
画

し
て

い
く。

Ｂ
・い

い
な

か
フェ

ス
テ

ィバ
ル

に
参

加
協

力
して

くだ
さる

先
生

方
と直

接
つ

な
が

る
機

会
をも

て
る

こと
は

地
域

の
方

や
保

護
者

との
関

係
強

化
に

つ
な

が
って

い
くと

思
う。

・地
域

の
会

議
等

で
議

題
を掲

げ
て

学
校

行
事

に
協

力
で

きる
所

は
実

行
して

い
け

た
ら良

い
と思

う。
飯

仲
小

学
校 飯

仲
小

学
校

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
、児

童
及

び
教

職
員

を適
切

に
評

価
す

る
。

〇
新

しく
招

待
給

食
を計

画
・実

施
。協

議
会

委
員

の
方

々
か

らも
日

頃
か

ら、
児

童
の

様
子

を見
て

い
た

だ
くこ

とが
で

きた
。

Ａ

・学
校

行
事

に
参

加
の

お
知

らせ
は

きめ
細

か
く充

実
して

い
て

参
加

しや
す

く大
変

良
い

と思
う。

・読
み

聞
か

せ
の

活
動

等
で

学
校

へ
行

った
時

、児
童

の
挨

拶
が

少
な

くな
った

様
に

感
じた

。登
校

時
の

"あ
い

さつ
”の

声
か

け
に

返
って

くる
の

は
半

数
近

く。
交

わ
さな

い
児

童
が

増
え

て
い

る
。あ

い
さつ

の
指

導
をし

て
い

た
だ

け
れ

ば
と思

う。
・今

後
も

地
域

と子
ども

た
ち

の
距

離
が

縮
まる

活
動

をお
願

い
しま

す
。

飯
仲

小
学

校
□

全
家

庭
に

飯
仲

小
学

校
の

きま
りを

周
知

す
る

。
□

冊
子

発
行

の
お

か
げ

で
学

校
へ

の
問

い
合

わ
せ

が
減

少
した

。
Ａ

・外
国

籍
の

家
庭

へ
の

周
知

に
つ

い
て

は
どう

な
って

い
る

の
か

。問
い

合
わ

せ
減

少
は

効
果

の
表

れ
だ

と評
価

し
ます

。
・有

効
活

用
で

きる
充

実
した

内
容

で
題

名
も

楽
しさ

が
わ

い
て

くる
。

・『
飯

仲
小

の
歩

き方
』小

冊
子

。学
校

の
シ

ス
テ

ム
が

網
羅

され
て

い
て

わ
か

りや
す

く役
に

立
って

い
る

。
飯

仲
小

学
校

◇
学

校
の

お
知

らせ
や

地
域

の
情

報
、不

審
者

情
報

等
を保

護
者

に
迅

速
に

知
らせ

る
。

◇
天

候
・不

審
者

、学
校

行
事

前
日

等
、適

時
に

発
信

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・コ
ドモ

ンの
こと

を詳
しく

知
りた

い
と思

った
。

・緊
急

メー
ル

・コ
ドモ

ンの
活

用
は

有
効

と思
う。

実
際

の
配

信
の

内
容

を見
て

み
た

い
。

飯
仲

小
学

校
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

組
織

的
・計

画
的

な
研

修
の

実
施

。
〇

校
内

研
修

を通
して

「授
業

改
善

に
取

り組
み

み
、児

童
の

学
力

を向
上

す
る

こと
が

で
きた

」が
61

.5
%

とな
った

。
Ｂ

・校
内

研
修

の
実

施
、大

い
に

評
価

す
る

。今
後

も
お

互
い

を高
め

合
って

い
た

だ
きた

い
。

・４
月

当
初

か
ら、

先
生

方
の

成
長

が
（

人
とし

て
の

子
ども

た
ち

へ
の

声
か

け
等

）
嬉

しく
思

う。
・校

長
先

生
の

積
極

的
な

行
動

力
に

は
感

謝
の

気
持

ち
で

す
。教

頭
の

的
確

な
ス

ピー
デ

ィー
な

対
応

に
会

議
も

充
実

感
を感

じて
い

る
。

飯
仲

小
学

校
□

校
長

が
全

教
員

の
授

業
を指

導
す

る
。教

室
訪

問
・授

業
観

察
を計

画
的

に
進

め
、適

切
な

指
導

と見
届

け
を行

う。
□

で
きる

限
り、

毎
日

全
学

級
を訪

問
す

る
こと

が
で

きた
。ま

た
、4

5分
の

授
業

を観
察

し、
教

員
に

指
導

助
言

をす
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・不
祥

事
ニュ

ー
ス

は
大

きな
きっ

か
け

に
な

って
い

る
と思

う。

飯
仲

小
学

校
◇

倫
理

確
立

研
修

の
実

施
や

職
員

集
会

で
教

職
員

事
故

ニュ
ー

ス
を知

らせ
、

教
育

公
務

員
とし

て
の

自
覚

と使
命

感
を深

く持
た

せ
る

。
◇

教
員

アン
ケ

ー
トで

は
、「

教
職

員
不

祥
事

の
ニュ

ー
ス

を自
分

事
とし

て
とら

え
る

こと
が

で
きた

」が
10

0%
で

あ
った

。教
育

公
務

員
とし

て
の

自
覚

を強
く持

た
せ

る
こと

が
で

きた
。

Ａ

・点
検

箇
所

の
担

当
を変

え
て

複
数

で
の

点
検

は
形

骸
化

を防
ぐた

め
に

は
とて

も
良

い
と評

価
す

る
。

・施
設

の
設

備
の

老
朽

化
は

改
善

して
い

く困
難

は
あ

る
も

の
の

安
全

が
保

た
れ

れ
ば

大
切

に
使

うと
い

うこ
とに

つ
な

げ
られ

る
と思

う。
・教

室
内

の
机

・椅
子

、担
任

の
机

の
乱

雑
さが

気
に

な
った

。
飯

仲
小

学
校

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
安

全
点

検
の

形
骸

化
を防

ぐ。
〇

安
全

点
検

の
仕

方
を改

善
す

る
こと

が
で

きた
。複

数
で

の
見

回
りを

実
施

し、
不

審
物

の
有

無
の

確
認

も
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・学

校
とし

て
様

々
な

工
夫

をし
た

り教
室

移
動

等
をし

て
い

る
こと

は
満

足
して

い
る

。
・体

育
館

の
照

明
の

暗
さが

気
に

な
って

い
る

。
・校

舎
も

古
くな

って
い

る
た

め
大

変
だ

と思
い

ます
が

、よ
ろ

しく
お

願
い

しま
す

。
飯

仲
小

学
校

□
全

教
職

員
が

学
校

の
不

備
箇

所
や

修
繕

が
必

要
な

個
所

を知
る

。
□

大
きな

不
備

・修
繕

が
な

か
った

。新
た

な
設

備
の

導
入

等
を全

教
職

員
に

周
知

す
る

こと
が

で
き

た
。

Ｂ
・特

に
な

し

飯
仲

小
学

校
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

並
木

小
組

織
運

営
〇

組
織

を再
構

築
す

る
。

〇
組

織
体

制
を明

確
に

した
こと

は
、各

組
織

活
動

を活
性

化
す

る
こと

に
繋

が
った

。
〇

リー
ダー

を分
散

させ
る

こと
に

より
仕

事
の

偏
りを

解
消

す
る

こと
が

で
き、

ミド
ル

リー
ダー

の
活

躍
の

機
会

が
増

え
た

。
Ｂ

・ミ
ドル

リー
ダー

を育
成

す
る

こと
で

仕
事

の
偏

りが
減

少
し、

働
き方

改
革

に
繋

が
る

と感
じた

。

並
木

小
□

組
織

間
の

連
携

を強
化

す
る

□
提

案
の

際
の

一
連

の
流

れ
は

あ
る

程
度

定
着

して
きた

が
、各

部
員

の
自

覚
が

足
りず

、学
年

会
で

の
十

分
な

検
討

が
行

わ
れ

な
い

こと
が

多
少

み
られ

た
。

Ｂ
・同

調
は

組
織

の
活

性
化

に
お

い
て

は
マイ

ナ
ス

だ
と考

え
る

。各
々

否
定

しな
い

意
見

の
交

換
に

よっ
て

新
しい

発
想

が
出

て
楽

しい
運

営
が

で
きた

らと
考

え
る

。
並

木
小

・良
好

。
並

木
小

教
育

課
程

〇
日

課
表

の
さら

な
る

変
更

が
必

要
か

精
査

す
る

。
〇

教
職

員
、保

護
者

の
学

校
評

価
か

ら、
日

課
表

に
つ

い
て

大
きな

検
討

事
項

が
な

い
こと

を確
認

し
た

。
Ａ

・外
部

講
師

を招
い

て
の

研
究

授
業

は
実

践
的

な
研

修
で

あ
り今

後
も

続
け

て
ほ

しい
。

並
木

小
□

話
し合

って
折

り合
い

をつ
け

られ
る

児
童

を育
て

る
。

□
外

部
講

師
を招

聘
し、

全
３

回
（

学
活

１
、国

語
２

）
の

研
究

授
業

を実
施

した
。授

業
改

善
が

図
られ

、教
職

員
の

授
業

づ
くり

に
良

い
影

響
が

み
られ

た
。

Ａ
・全

体
的

に
児

童
が

落
ち

着
い

て
学

校
生

活
を送

って
い

る
よう

に
感

じる
。多

様
性

（
外

国
籍

、特
別

な
支

援
等

）
を学

べ
る

環
境

に
あ

る
の

で
児

童
が

将
来

この
経

験
が

よか
った

と思
え

る
よう

な
並

木
小

を望
む

。
並

木
小

・全
員

の
児

童
が

同
じで

は
な

い
の

で
個

々
の

能
力

を見
つ

け
、勉

強
が

苦
手

で
も

運
動

は
得

意
な

らば
思

い
切

り褒
め

て
主

役
に

して
、先

生
が

１
日

に
クラ

ス
の

児
童

一
人

ひ
とり

に
一

言
声

掛
け

をし
て

も
らえ

た
ら子

ども
た

ち
は

それ
だ

け
で

明
日

も
頑

張
ろ

うと
思

うの
で

は
な

い
か

。
並

木
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
中

学
校

区
で

の
課

題
、不

登
校

、日
本

語
指

導
、特

別
支

援
教

育
等

に
お

け
る

連
携

を強
化

す
る

。

〇
３

校
合

同
で

、①
引

き渡
し訓

練
、②

教
職

員
研

修
会

、③
生

徒
指

導
主

任
連

絡
会

、④
不

登
校

児
童

生
徒

保
護

者
向

け
講

演
会

を実
施

した
。

〇
幸

並
中

学
校

と日
本

語
指

導
教

員
の

情
報

連
絡

会
を行

った
。

Ａ
・中

学
校

区
で

の
研

修
は

地
域

の
課

題
を共

有
し、

指
導

力
の

強
化

に
も

つ
な

が
る

。

並
木

小
□

家
庭

や
地

域
へ

の
適

切
な

情
報

発
信

を進
め

る
。

□
学

校
運

営
協

議
会

を計
画

的
に

実
施

し、
協

議
内

の
意

見
を学

校
運

営
に

生
か

した
。

□
連

絡
アプ

リは
保

護
者

の
意

見
を聞

きな
が

ら適
切

に
運

用
した

。個
人

面
談

等
も

計
画

的
に

実
施

し、
家

庭
との

連
携

強
化

を図
った

。
Ｂ

・並
木

小
は

地
域

に
開

か
れ

て
い

る
と感

じる
。面

倒
な

場
面

も
あ

る
か

と思
うが

、多
くの

目
や

耳
が

届
く環

境
づ

くり
を願

う。

並
木

小
・外

国
人

問
題

が
課

題
で

あ
る

と感
じる

。外
国

人
の

方
が

多
く入

学
し大

変
だ

と思
うが

丁
寧

に
指

導
して

い
て

素
晴

らし
い

と感
じる

。
並

木
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
新

た
な

テ
ー

マを
設

定
し、

校
内

研
究

を通
して

指
導

力
を高

め
る

。
〇

研
究

の
焦

点
化

を図
る

こと
が

で
き、

より
良

い
授

業
を実

践
して

い
くこ

との
意

識
化

が
図

られ
た

。
Ｂ

・若
手

教
職

員
を育

て
る

た
め

に
具

体
的

な
方

策
が

図
られ

て
い

る
。

並
木

小

□
教

職
員

事
故

０
を達

成
す

る
。

□
教

職
員

個
々

の
自

己
有

用
感

の
高

まり
を顕

著
に

見
届

け
る

こと
は

で
きな

か
った

。
□

倫
理

確
立

委
員

会
及

び
研

修
は

計
画

的
に

実
施

され
、そ

の
方

法
も

自
分

事
とし

て
捉

え
られ

る
よう

な
工

夫
が

み
られ

た
。

Ｂ

・運
動

会
や

音
楽

会
等

を見
学

した
際

に
児

童
の

活
躍

と共
に

若
手

の
先

生
方

の
は

つ
らつ

とし
た

姿
を目

に
し

た
。事

前
の

指
導

が
行

き届
い

て
い

る
と感

じた
。教

職
員

に
も

個
性

が
あ

る
の

で
画

一
的

で
は

な
く、

長
所

を生
か

し研
鑽

を積
む

こと
が

大
切

だ
と思

う。
い

つ
も

頑
張

って
い

る
先

生
方

は
誇

りだ
。

並
木

小
・自

己
有

用
感

を高
め

る
。な

か
な

か
難

しい
とこ

ろ
だ

と思
う。

子
ども

の
ころ

に
身

に
付

け
た

い
自

尊
心

も
大

切
だ

と感
じる

。他
の

仲
間

の
授

業
を見

て
刺

激
を受

け
る

こと
も

よい
か

と思
う。

（
ライ

フス
キ

ル
）

並
木

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

適
切

な
管

理
に

より
、古

くて
も

安
全

な
施

設
・設

備
を維

持
す

る
。

〇
複

数
の

目
で

、点
検

個
所

を変
え

な
が

ら定
期

的
に

点
検

す
る

体
制

が
整

った
。

Ａ
・日

常
の

安
全

点
検

が
確

実
に

実
施

され
て

お
り、

方
策

が
図

られ
て

い
る

。

並
木

小
□

施
設

・設
備

に
よる

児
童

の
重

大
事

故
０

を達
成

す
る

。
□

施
設

設
備

に
よる

重
大

事
故

の
発

生
は

な
か

った
が

、軽
微

な
ケ

ガ
の

発
生

は
あ

った
。点

検
に

より
発

見
され

た
とこ

ろ
か

ら補
修

・修
繕

を行
うこ

とが
で

きた
。

Ｂ
・施

設
の

老
朽

化
は

並
木

小
で

解
決

で
きる

こと
で

は
な

い
。リ

ス
ク管

理
を徹

底
し、

小
さな

違
和

感
を放

置
せ

ず
報

告
で

きる
環

境
を整

え
て

ほ
しい

。

並
木

小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

安
行

小
組

織
運

営
〇

組
織

の
一

員
とし

て
の

当
事

者
意

識
を持

った
教

員
の

育
成

と、
中

堅
・ベ

テ
ラン

教
員

の
力

を融
合

させ
た

組
織

づ
くり

〇
校

長
が

示
した

学
校

経
営

方
針

に
則

った
指

導
が

実
施

で
き、

教
職

員
アン

ケ
ー

トで
は

該
当

項
目

８
割

以
上

を達
成

して
い

る
。特

に
、不

登
校

児
童

数
に

つ
い

て
は

、昨
年

比
－

９
人

と組
織

的
対

応
が

効
果

をあ
げ

た
。

Ａ
・全

国
的

に
不

登
校

が
問

題
とな

って
い

る
が

、減
少

した
こと

は
、大

きな
成

果
で

あ
る

。

安
行

小
□

教
職

員
組

織
の

活
性

化
と服

務
の

厳
正

□
年

度
当

初
異

動
者

を中
心

に
、前

例
踏

襲
打

破
に

則
った

創
意

工
夫

あ
る

取
り組

み
が

実
施

さ
れ

た
。服

務
の

厳
正

の
視

点
で

は
、個

人
差

が
あ

り個
別

の
指

導
が

必
要

で
あ

る
。

Ｂ
・学

校
教

育
目

標
充

実
の

た
め

、そ
の

目
的

をし
っか

りと
立

て
、校

長
指

導
の

下
、教

頭
、主

幹
、学

年
主

任
が

心
ひ

とつ
に

あ
らゆ

る
点

に
お

い
て

深
く配

慮
して

努
力

され
て

い
る

の
で

、大
変

心
強

く思
って

い
る

。
安

行
小

・大
切

な
児

童
期

に
同

世
代

の
仲

間
や

先
生

方
と社

会
生

活
を営

む
こと

は
、将

来
の

生
きる

力
とな

る
。こ

れ
か

らも
子

ども
た

ち
の

居
場

所
づ

くり
をお

願
い

した
い

。
安

行
小

教
育

課
程

〇
学

力
の

向
上

と安
心

で
き、

居
場

所
が

あ
る

学
級

づ
くり

を両
輪

で
進

め
る

。
〇

学
力

向
上

は
、本

校
の

最
重

要
課

題
で

あ
る

。安
行

地
区

テ
ス

ト、
安

行
小

テ
ス

トを
作

成
実

施
し、

学
力

の
見

え
る

化
に

取
り組

み
ん

だ
。本

校
の

子
ども

の
実

態
に

あ
った

国
語

・算
数

の
授

業
プラ

ン作
成

も
プロ

ジ
ェク

トを
発

足
させ

た
。

Ｂ
・生

きる
力

は
学

力
だ

け
で

は
な

い
と思

う。
良

い
とこ

ろ
を伸

ば
す

こと
で

苦
手

な
こと

に
チ

ャレ
ンジ

す
る

気
持

ち
も

芽
生

え
る

と思
う。

児
童

の
皆

さん
の

良
い

とこ
ろ

探
しを

して
も

らい
た

い
。

安
行

小
□

心
豊

か
な

情
操

、粘
り強

く取
り組

む
力

を育
成

し、
子

ども
に

自
信

をも
た

せ
る

。

□
子

ども
に

自
信

をも
た

せ
る

点
に

つ
い

て
は

、道
半

ば
で

あ
り、

認
め

、励
まし

、伸
ば

す
意

識
を教

職
員

個
々

に
根

付
か

せ
る

必
要

が
あ

る
。児

童
アン

ケ
ー

トで
は

、よ
さや

頑
張

りを
認

め
て

くれ
る

の
項

目
が

、前
年

比
­

5.
34

ポ
イン

トで
あ

った
。

Ｂ
・心

豊
か

で
素

晴
らし

い
子

ども
を育

成
す

る
に

は
、教

職
員

の
人

格
的

感
化

が
重

要
だ

と思
うの

で
、よ

ろ
しく

お
願

い
した

い
。

安
行

小
・学

力
面

で
の

能
力

の
低

さは
気

に
な

る
が

、今
後

に
期

待
して

い
る

。
安

行
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
教

育
活

動
の

見
え

る
学

校
づ

くり
〇

学
校

Ｈ
Ｐ

の
毎

日
更

新
を実

施
し、

開
か

れ
た

学
校

に
取

り組
み

ん
だ

が
、保

護
者

アン
ケ

ー
トで

は
、8

8.
5％

と9
0％

以
上

の
達

成
が

で
きな

か
った

。
Ｂ

・安
行

小
まつ

り等
多

くの
方

が
参

加
して

い
て

よか
った

。

安
行

小
□

学
校

応
援

団
との

連
携

□
学

校
ボ

ラン
テ

ィア
の

組
織

化
の

一
歩

を踏
み

出
す

こと
が

で
きた

。ま
た

、地
域

の
教

育
力

を積
極

的
に

活
用

した
活

動
が

各
学

年
学

期
一

回
以

上
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・現

在
問

題
な

の
は

、Ｐ
Ｔ

Ａ
組

織
の

見
直

しに
より

保
護

者
の

学
校

に
対

す
る

協
力

意
識

の
希

薄
に

な
りつ

つ
あ

る
点

で
あ

る
。地

域
の

人
た

ち
も

この
こと

を憂
慮

して
い

る
。こ

れ
を良

い
方

向
に

して
い

く責
任

を感
じて

い
る

。
安

行
小

・自
らの

意
志

で
学

校
ボ

ラン
テ

ィア
を希

望
して

くだ
さる

こと
が

一
番

の
理

想
だ

と思
う。

その
た

め
に

も
、ボ

ラン
テ

ィア
活

動
の

意
義

や
内

容
を明

確
に

伝
え

る
こと

で
より

ボ
ラン

テ
ィア

へ
の

理
解

が
深

まる
の

で
は

な
い

か
。

安
行

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

校
内

研
修

の
み

な
らず

、校
外

の
研

修
会

に
も

積
極

的
に

教
職

員
を参

加
さ

せ
、あ

らゆ
る

場
と機

会
を生

か
した

研
究

と修
養

を実
施

。学
ぶ

こと
は

真
似

る
こと

の
推

進
。

〇
市

内
を中

心
に

、教
職

員
を校

外
の

研
修

会
へ

と積
極

的
に

参
加

させ
た

。ま
た

、研
修

内
容

の
報

告
をさ

せ
、校

内
で

の
共

有
化

を図
った

。
Ａ

・研
修

へ
参

加
し、

自
分

の
ス

キ
ル

を磨
くこ

とは
とて

も
大

切
な

こと
で

あ
る

。そ
の

研
修

で
得

た
充

実
感

をそ
れ

に
とど

め
る

の
で

は
な

く、
学

級
の

子
ども

た
ち

へ
とし

っか
り還

元
し、

研
修

で
得

た
満

足
感

や
達

成
感

を子
ども

と
一

緒
に

味
わ

え
る

とさ
らに

良
い

。
安

行
小

□
働

き方
改

革
（

在
校

等
時

間
短

縮
）

へ
の

強
力

な
推

進
。

□
業

務
改

善
シ

ー
トに

よる
業

務
改

善
、ふ

れ
あ

い
デ

ー
、リ

フレ
ッシ

ュデ
ー

の
完

全
実

施
に

より
、前

年
比

平
均

で
約

10
％

の
時

間
外

等
勤

務
時

間
の

縮
減

が
で

きた
。

Ａ
・学

級
運

営
が

大
変

な
学

級
も

あ
る

と聞
く。

担
任

の
先

生
だ

け
が

抱
え

込
む

の
で

は
な

く、
学

校
全

体
の

問
題

とし
て

取
り上

げ
、早

い
時

期
に

良
い

方
向

に
舵

をと
って

あ
げ

る
こと

が
必

要
で

あ
る

。
安

行
小

・大
規

模
校

で
あ

り教
職

員
数

も
多

い
の

で
、い

ろ
い

ろ
な

性
格

の
方

も
い

る
が

、特
に

子
ども

に
対

す
る

声
の

か
け

方
、指

導
方

法
は

注
意

しな
が

ら対
応

して
ほ

しい
。

安
行

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

定
期

、日
常

の
安

全
点

検
を実

施
し、

安
心

・安
全

な
教

育
環

境
を維

持
す

る
。

〇
施

設
・設

備
の

瑕
疵

に
よる

事
故

０
は

、実
現

で
きた

。施
設

の
老

朽
化

や
校

庭
の

大
木

な
ど日

常
の

安
全

点
検

は
欠

か
せ

な
い

。く
す

の
きギ

ャラ
リー

の
掲

示
改

善
は

実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・古
い

施
設

な
の

で
気

に
な

る
とこ

ろ
も

あ
る

が
、と

て
も

きれ
い

に
活

用
され

て
い

る
と思

う。

安
行

小
・日

常
の

点
検

や
早

目
の

整
備

が
安

全
に

つ
な

が
って

い
る

と思
う。

先
生

方
の

目
で

い
つ

も
と違

うを
合

言
葉

に
令

和
８

年
度

も
事

故
「０

」を
目

指
して

ほ
しい

。
安

行
小

・く
す

の
きギ

ャラ
リー

に
は

、評
価

の
高

い
作

品
だ

け
で

な
く、

より
多

くの
子

ども
の

作
品

が
飾

られ
る

場
所

で
あ

っ
て

ほ
しい

。自
分

の
絵

が
飾

られ
る

うれ
しさ

が
自

信
とな

り意
欲

に
も

つ
な

が
って

行
く。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

原
町

小
組

織
運

営
〇

「す
べ

て
の

子
ども

が
学

ぶ
喜

び
を感

じる
」と

い
う意

味
を全

教
職

員
で

確
実

に
共

有
し、

組
織

的
な

活
動

で
、目

指
す

学
校

像
を実

現
させ

る
。

〇
全

職
員

が
授

業
の

中
で

「わ
か

った
」「

で
きた

」と
児

童
が

実
感

す
る

授
業

を多
く行

うこ
とが

で
き

た
。そ

の
結

果
児

童
の

評
価

「授
業

・行
事

の
中

で
喜

び
を感

じる
こと

が
で

きた
か

」の
質

問
に

「で
き

た
」と

答
え

た
児

童
は

９
４

%
だ

った
。

Ａ
・授

業
を観

て
い

る
と、

児
童

が
とて

も
楽

しそ
うに

取
り組

ん
で

い
る

様
子

が
分

か
った

。今
後

も
続

け
て

ほ
しい

。

原
町

小
□

各
学

級
に

お
い

て
児

童
一

人
ひ

とり
が

学
級

に
お

い
て

自
己

有
用

感
や

所
属

感
を感

じら
れ

る
学

級
経

営
を行

う。

□
全

学
年

で
授

業
や

行
事

等
で

意
図

的
に

褒
め

る
こと

を実
施

した
結

果
、児

童
の

評
価

「や
って

み
よう

とい
う気

持
ち

に
な

れ
た

か
」に

、「
な

れ
た

」「
どち

らか
とい

え
ば

な
れ

た
」と

答
え

た
児

童
は

９
６

%
だ

った
。

Ａ
・教

師
が

褒
め

る
こと

で
、児

童
に

は
脳

内
で

の
変

化
、体

力
の

向
上

、学
力

の
向

上
に

期
待

が
で

きる
と言

わ
れ

て
い

る
。褒

め
る

方
法

に
は

口
頭

の
ほ

か
に

シ
ー

ル
や

バ
ッチ

な
どの

グ
ッズ

が
あ

る
と意

欲
に

つ
な

が
る

と思
う。

原
町

小
◇

児
童

との
関

係
づ

くり
を早

急
に

構
築

し、
個

別
に

応
じた

支
援

を行
う。

◇
特

別
支

援
コー

デ
ィネ

ー
ター

を中
心

に
、Ｓ

Ｃ
、Ｓ

Ｓ
Ｗ

、市
の

支
援

課
等

幅
広

い
支

援
体

制
を存

分
に

生
か

し、
「不

安
の

解
消

」に
近

づ
け

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・特

別
支

援
コー

デ
ィネ

ー
ター

に
つ

い
て

は
数

人
体

制
が

良
い

だ
ろ

う。
市

の
予

算
で

つ
け

る
こと

が
で

きな
い

か
。

原
町

小
教

育
課

程
〇

「個
別

最
適

な
学

び
」と

「協
働

的
な

学
び

」の
一

体
化

を進
め

、す
べ

て
の

子
ども

が
「主

体
的

・対
話

的
で

深
い

学
び

」か
ら達

成
感

を感
じる

授
業

を行
う。

〇
どの

教
科

に
お

い
て

も
、一

人
で

じっ
くり

考
え

た
り自

分
に

合
った

学
習

方
法

を選
択

す
る

「個
別

最
適

な
学

び
」と

グ
ル

ー
プで

意
見

交
換

して
深

め
た

り、
認

め
合

うこ
とで

自
己

肯
定

感
を高

め
た

りし
て

「協
働

的
な

学
び

」を
行

った
。

Ａ
・Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

クー
ル

端
末

に
お

け
る

ドリ
ル

で
の

取
り組

み
以

外
に

、達
成

した
らポ

イン
トと

な
る

仕
組

み
が

あ
る

と児
童

の
励

み
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。

原
町

小
□

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イク

ル
を意

識
して

、実
態

か
ら方

策
、実

施
後

に
検

証
の

繰
り

返
しを

行
い

、児
童

に
適

した
取

り組
み

に
して

い
く。

□
ベ

ネ
ッセ

学
力

調
査

の
結

果
か

ら、
自

己
分

析
して

、課
題

解
決

の
た

め
の

学
習

をＧ
Ｉ

Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｃ

を利
用

して
取

り組
ん

だ
。そ

の
結

果
、学

力
が

向
上

した
。

Ｂ
・特

に
な

し

原
町

小
◇

各
教

科
等

で
の

基
礎

基
本

を確
実

に
身

に
着

け
させ

る
。

◇
習

熟
度

に
個

人
差

が
あ

り、
個

別
支

援
で

対
応

す
る

こと
が

多
か

った
。

Ｂ
・特

に
な

し
原

町
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
「目

指
す

学
校

像
」実

現
に

向
け

て
、学

校
・保

護
者

・地
域

の
絆

を深
め

、
同

じ方
向

性
をも

って
指

導
や

支
援

を行
う。

〇
学

校
だ

より
は

毎
月

配
布

し、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
は

毎
日

更
新

す
る

こと
で

、原
町

小
学

校
の

教
育

活
動

等
を紹

介
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・学

校
間

連
携

や
地

域
間

連
携

が
進

め
られ

る
こと

が
理

想
。学

校
地

域
連

携
とし

て
学

校
、保

護
者

、地
域

が
一

体
とな

って
児

童
の

育
成

に
取

り組
む

活
動

を入
れ

た
い

。来
年

度
7月

に
全

家
庭

参
加

自
由

の
「水

か
け

祭
り」

を行
うの

は
どう

か
。

原
町

小
□

充
実

した
教

育
活

動
に

す
る

た
め

に
、地

域
の

教
育

力
を生

か
す

。
□

ス
クー

ル
ガ

ー
ドや

学
習

支
援

、行
事

の
運

営
や

縄
跳

び
計

測
等

様
々

な
場

面
で

保
護

者
や

地
域

の
方

々
の

協
力

を得
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・特
に

な
し

原
町

小
原

町
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
豊

か
な

心
をは

ぐく
む

教
育

を推
進

す
る

。
〇

「い
じめ

ゼ
ロ」

を目
指

した
児

童
会

の
活

動
の

他
、道

徳
教

育
に

お
い

て
「他

者
を思

い
や

る
」気

持
ち

を育
て

た
。ま

た
、い

じめ
アン

ケ
ー

トや
毎

週
行

う振
り返

りに
記

入
した

内
容

を担
任

が
確

認
し

て
い

じめ
の

芽
を早

期
に

発
見

し、
解

決
に

向
か

う取
り組

み
を行

った
。

Ａ
・「

学
校

だ
より

」に
「今

月
の

い
じめ

相
談

件
数

」が
表

され
て

い
て

、公
開

す
る

姿
勢

が
信

用
で

きる
。今

後
「ど

うす
れ

ば
学

校
生

活
が

楽
しい

も
の

に
な

る
か

」に
つ

い
て

、児
童

に
作

文
を書

か
せ

る
、ま

た
は

標
語

を書
か

せ
る

活
動

を行
い

、す
ぐれ

た
案

に
バ

ッジ
な

どの
景

品
を渡

す
活

動
も

良
い

と思
う。

原
町

小
□

す
べ

て
の

児
童

を対
象

に
、特

別
支

援
教

育
を行

う。
□

児
童

の
状

態
を全

職
員

で
共

有
し、

組
織

的
に

関
わ

って
児

童
の

困
って

い
る

所
の

解
決

に
取

り
組

ん
だ

。ま
た

、学
校

だ
け

で
対

応
が

完
結

しな
い

こと
は

、ス
クー

ル
カウ

ンセ
ラー

や
ス

クー
ル

ソー
シ

ャ
ル

ワー
カー

、子
育

て
相

談
課

等
外

部
機

関
と連

携
して

取
り組

ん
だ

。
Ａ

・児
童

に
つ

い
て

視
点

を変
え

様
々

な
面

をほ
め

る
よう

に
して

い
って

ほ
しい

。

原
町

小
◇

積
極

的
な

生
徒

指
導

に
よる

、け
じめ

と規
律

の
あ

る
学

校
づ

くり
を行

う。
◇

毎
月

の
生

徒
指

導
会

議
で

児
童

の
様

子
を確

認
し、

規
律

あ
る

生
活

に
向

け
て

方
策

を変
更

して
全

職
員

で
同

じ指
導

が
で

きる
よう

に
して

い
た

。
Ｂ

・特
に

な
し

原
町

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

落
ち

着
い

て
学

習
で

きる
環

境
をつ

くり
、安

全
で

安
心

で
きる

学
校

に
す

る
。

〇
清

掃
活

動
は

日
課

変
更

に
よっ

て
週

３
日

の
み

に
な

った
。回

数
が

減
った

こと
で

ゴ
ミが

た
まら

な
い

よう
に

、清
掃

で
きる

時
間

に
集

中
して

清
掃

して
い

る
。

Ｂ
・体

育
館

へ
の

エア
コン

設
置

は
い

つ
に

な
る

の
か

。

原
町

小
原

町
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

前
川

小
組

織
運

営
〇

若
手

教
員

を着
実

に
伸

ば
す

とと
も

に
、目

指
す

学
校

像
の

実
現

に
向

け
て

校
務

分
掌

組
織

を活
性

化
させ

学
校

経
営

へ
の

参
画

意
識

を持
た

せ
る

こと
で

中
堅

・ベ
テ

ラン
も

同
じ方

向
を向

き全
教

職
員

が
一

枚
岩

とな
る

「チ
ー

ム
前

川
O

NE
　T

EA
M

」を
つ

くる
。

〇
若

手
教

員
の

指
導

力
向

上
に

向
け

て
指

導
主

事
等

を招
聘

して
の

研
究

授
業

を年
間

１
４

回
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。ま

た
、主

幹
教

諭
を中

心
とし

た
理

論
研

修
も

年
間

１
０

回
実

施
す

る
こと

が
で

き若
手

教
員

か
らの

研
修

満
足

度
も

１
０

０
％

で
あ

った
。

Ａ
・教

職
員

の
表

情
が

とて
も

明
る

く雰
囲

気
が

良
い

こと
が

よく
わ

か
る

。ま
た

主
幹

教
諭

の
学

校
経

営
に

対
す

る
参

画
意

識
が

す
ば

らし
い

。

前
川

小
□

不
登

校
、登

校
しぶ

り、
い

じめ
等

の
案

件
に

対
し、

組
織

で
迅

速
な

対
応

を
行

い
、新

規
不

登
校

０
、不

登
校

支
援

率
、い

じめ
解

消
率

10
0%

を実
現

す
る

。

□
主

幹
教

諭
が

中
心

とな
りな

が
らア

シ
ス

タン
トテ

ィー
チ

ャー
との

連
携

を図
る

こと
で

環
境

整
備

を
含

め
適

切
な

運
営

を行
うこ

とが
で

き、
不

登
校

傾
向

の
児

童
に

とっ
て

安
心

して
学

べ
る

場
を構

築
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・特

に
な

し

前
川

小
前

川
小

教
育

課
程

〇
「主

体
的

・対
話

的
で

深
い

学
び

」の
視

点
か

ら授
業

改
善

に
取

り組
み

、
日

々
の

授
業

の
中

で
子

ども
た

ち
の

「で
きた

」「
わ

か
った

」の
つ

ぶ
や

きを
増

や
し、

児
童

自
らが

実
感

で
きる

学
力

向
上

を実
現

す
る

。

〇
３

年
生

以
上

に
お

け
る

一
部

教
科

担
任

制
は

適
切

に
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。ま

た
、埼

玉
県

学
力

・学
習

状
況

調
査

の
結

果
の

分
析

に
基

づ
き本

校
児

童
の

課
題

の
解

決
に

向
け

た
方

策
を構

築
し、

実
践

に
繋

げ
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・学
力

向
上

に
向

け
て

デ
ジ

タル
だ

け
に

頼
らず

、紙
の

ドリ
ル

学
習

を復
活

させ
て

「書
くこ

と」
を重

視
して

い
た

こと
は

実
態

に
即

して
い

て
よい

と思
う。

前
川

小
□

特
別

活
動

に
お

け
る

前
川

小
ス

タイ
ル

を確
立

し、
子

ども
た

ち
一

人
ひ

とり
の

よさ
や

成
長

に
寄

り添
い

、認
め

な
が

ら活
気

と笑
顔

に
あ

ふ
れ

る
雰

囲
気

を醸
成

す
る

。

□
特

別
活

動
に

お
け

る
学

級
活

動
（

１
）

の
授

業
の

充
実

を図
る

とと
も

に
、縦

割
り活

動
等

の
児

童
主

体
の

活
動

を意
図

的
、計

画
的

に
位

置
づ

け
特

別
活

動
に

お
け

る
前

川
小

ス
タイ

ル
の

構
築

を
行

うこ
とが

で
きた

。
Ａ

・子
ども

た
ち

発
意

の
取

り組
み

を実
践

し、
成

果
をあ

げ
る

こと
は

児
童

の
自

己
肯

定
感

の
育

成
に

繋
が

る
も

の
で

あ
り素

晴
らし

い
取

り組
み

だ
った

。

前
川

小
前

川
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

習
支

援
・環

境
整

備
・安

全
・安

心
の

見
守

りに
お

い
て

保
護

者
ボ

ラン
テ

ィ
アや

学
校

応
援

団
の

活
動

を充
実

させ
、地

域
の

教
育

力
を積

極
的

に
導

入
す

る
な

ど、
「つ

な
が

る
力

」を
より

一
層

充
実

させ
た

教
育

活
動

を実
現

す
る

。

〇
学

校
応

援
団

の
活

動
に

つ
い

て
は

主
幹

教
諭

を中
心

に
コー

デ
ィネ

ー
ター

との
連

携
を密

に
とり

な
が

ら様
々

な
場

面
に

お
い

て
効

果
的

に
活

用
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・特

に
な

し

前
川

小
前

川
小

前
川

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

管
理

職
に

よる
定

期
的

な
教

室
訪

問
・フ

ィー
ドバ

ック
を行

うこ
とを

基
盤

とし
な

が
ら、

お
互

い
に

授
業

を見
合

うを
機

会
を計

画
的

に
設

け
て

教
員

の
資

質
能

力
の

向
上

を図
る

。

〇
主

幹
教

諭
を中

心
とし

て
行

った
年

間
１

０
回

の
ス

テ
ップ

アッ
プ研

修
に

お
い

て
校

長
、主

幹
教

諭
か

ら学
校

経
営

及
び

学
校

運
営

に
対

して
参

画
意

識
をも

つ
た

め
の

講
義

、演
習

を行
った

。ま
た

、夏
季

休
業

中
に

は
ベ

テ
ラン

教
員

か
らの

指
導

方
法

の
伝

達
研

修
を行

った
。

Ｂ
・学

校
行

事
に

お
い

て
若

手
教

員
が

自
信

をも
って

活
躍

して
い

る
姿

を頻
繁

に
見

る
こと

が
で

き、
しっ

か
りと

育
って

い
る

こと
を感

じる
。

前
川

小
前

川
小

前
川

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

子
ども

が
安

心
して

学
校

生
活

が
送

る
こと

が
で

きる
よう

に
きれ

い
で

居
心

地
の

よい
潤

い
の

あ
る

学
校

環
境

をつ
くる

。

〇
教

頭
や

安
全

主
任

、事
務

主
査

を中
心

に
修

繕
が

必
要

な
箇

所
に

つ
い

て
は

即
時

対
応

を図
る

こと
が

で
きた

。教
科

等
備

品
の

購
入

・廃
棄

に
つ

い
て

も
各

主
任

を中
心

に
効

果
的

に
進

め
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・特
に

な
し

前
川

小
前

川
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

戸
塚

小
組

織
運

営

〇
児

童
理

解
を基

盤
に

、折
れ

な
い

児
童

の
育

成
へ

、全
教

職
員

で
課

題
解

決
へ

向
か

う学
校

づ
くり

。

〇
子

ども
に

自
信

をも
た

せ
る

指
導

、支
援

を職
員

が
共

通
理

解
し、

褒
め

、認
め

る
こと

を大
切

に
行

って
きた

。(
教

職
員

自
己

評
価

97
%

、保
護

者
評

価
「子

ども
の

学
力

や
努

力
を認

め
て

い
る

」
95

%
、児

童
評

価
「仲

良
く」

95
%

)
〇

日
常

的
に

報
連

相
を確

実
に

行
うこ

とで
、チ

ー
ム

とし
て

子
ども

の
指

導
に

あ
た

り、
家

庭
とも

つ
な

が
りを

も
ち

、共
に

手
立

て
を考

え
る

こと
が

で
きて

い
る

。(
保

護
者

評
価

「悩
み

や
相

談
に

応
じて

い
る

」9
5%

）

Ｂ

・日
本

の
子

ども
の

自
己

有
用

感
が

低
い

こと
を鑑

み
る

と、
本

校
の

85
%

は
高

い
方

で
あ

る
と思

う。
学

校
が

子
ども

を積
極

的
に

褒
め

、自
信

を付
け

させ
る

こと
に

力
を入

れ
て

い
る

こと
が

分
か

る
。今

後
さら

に
高

め
て

い
け

れ
ば

と思
う。

・子
ども

の
自

己
有

用
感

85
%

は
高

い
と考

え
る

。学
校

・家
庭

・地
域

で
良

さを
認

め
て

い
る

こと
が

分
か

る
。

・下
校

時
の

じゃ
れ

合
い

や
ふ

ざ
け

あ
い

をす
る

姿
を見

る
。け

ん
か

、い
じめ

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
と心

配
に

な
る

とき
が

あ
る

。気
づ

い
た

こと
は

学
校

に
も

連
絡

、相
談

して
い

く。
・保

護
者

アン
ケ

ー
トの

回
収

率
95

%
に

は
敬

服
す

る
。ま

さし
く組

織
づ

くり
が

奏
功

して
い

る
も

の
で

あ
る

。
・生

徒
主

導
に

お
い

て
な

る
べ

く子
ども

に
寄

り添
い

な
が

ら児
童

、家
庭

、学
校

の
３

つ
か

らな
る

視
点

を大
切

に
今

後
も

行
って

ほ
しい

。
戸

塚
小

戸
塚

小
戸

塚
小

教
育

課
程

〇
児

童
の

非
認

知
能

力
の

向
上

。特
に

自
己

効
力

感
を高

め
る

こと
で

、学
力

向
上

に
波

及
させ

る
。

〇
基

礎
基

本
に

つ
い

て
は

、各
学

力
テ

ス
ト結

果
を分

析
し、

習
熟

徹
底

を図
った

。タ
ブレ

ット
を使

用
した

習
熟

問
題

も
適

宜
活

用
した

。(
「計

算
や

漢
字

の
理

解
度

」児
童

調
査

92
%

、保
護

者
評

価
93

%
)

〇
黙

働
清

掃
は

、特
に

浸
透

して
きて

い
る

。落
ち

着
い

た
雰

囲
気

が
醸

成
で

きた
。(

教
職

員
自

己
評

価
88

%
、児

童
評

価
89

%
)

〇
各

行
事

で
の

達
成

感
や

、や
り遂

げ
る

喜
び

が
児

童
の

姿
や

振
り返

りの
感

想
、そ

の
後

の
生

活
、

振
り返

りか
らも

見
て

取
れ

た
。(

教
職

員
自

己
評

価
「行

事
、認

め
合

い
、協

調
」1

00
%

、児
童

評
価

「助
け

合
い

、仲
良

く」
95

%
)

Ｂ

・高
学

年
が

良
い

行
い

を下
の

学
年

に
波

及
させ

て
い

って
い

る
の

は
良

い
学

校
の

条
件

で
あ

る
。今

後
も

意
図

的
に

高
学

年
を評

価
し、

リー
ダー

シ
ップ

を発
揮

で
きる

よう
に

して
い

くと
良

い
。

・黙
働

清
掃

の
取

り組
み

や
あ

い
さつ

な
どに

、良
くな

って
い

る
こと

が
分

か
る

。校
内

の
様

子
も

整
理

が
行

き届
き、

授
業

も
静

か
に

落
ち

着
い

て
行

わ
れ

て
い

る
。凡

事
徹

底
の

継
続

をお
願

い
した

い
。

・黙
働

清
掃

が
、あ

た
り前

とい
う認

識
が

受
け

継
が

れ
て

い
くこ

とを
期

待
す

る
。

戸
塚

小
戸

塚
小

戸
塚

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり

○
学

校
、保

護
者

、地
域

間
の

連
携

を高
め

る
た

め
の

確
実

な
情

報
の

共
有

。

〇
学

校
Ｈ

Ｐ
に

つ
い

て
は

、主
幹

教
諭

、情
報

部
が

中
心

に
な

り、
学

校
、学

年
の

取
り組

み
を無

理
の

な
い

手
順

で
発

信
で

きる
シ

ス
テ

ム
を整

え
た

。保
護

者
に

よる
学

校
評

価
「教

育
活

動
や

方
針

を分
か

りや
す

く発
信

して
い

る
」は

９
３

％
を達

成
した

。
〇

地
域

の
皆

様
か

らの
ご

意
見

に
つ

い
て

は
、教

職
員

全
体

に
周

知
し、

教
育

活
動

で
取

り入
れ

て
い

る
。

Ａ

・下
校

の
安

全
見

守
りを

して
い

る
が

、子
ども

た
ち

の
あ

い
さつ

が
大

変
素

晴
らし

い
な

と感
じて

い
る

。
・下

校
時

の
保

護
者

見
守

り体
制

に
つ

い
て

は
、Ｐ

Ｔ
Ａ

とし
て

も
協

力
して

い
く。

新
しい

具
体

案
も

提
案

して
い

きた
い

。
・安

全
に

つ
い

て
は

、や
は

り「
自

分
の

実
は

自
分

で
守

る
こと

」の
指

導
が

大
切

で
あ

る
。

・情
報

発
信

は
、い

か
に

省
力

化
しな

が
ら良

い
も

の
を継

続
して

発
信

し続
け

る
こと

が
大

切
に

な
る

仕
事

で
あ

る
。

・学
校

は
、地

域
の

つ
な

が
りに

努
力

され
て

い
る

と思
う。

戸
塚

小

□
保

護
者

、地
域

の
方

々
との

関
わ

りか
ら、

子
ども

た
ち

の
学

び
や

感
謝

の
心

を
育

成
。

□
子

ども
た

ち
が

、地
域

の
方

に
支

え
て

も
らっ

て
い

る
こと

を意
識

で
きる

よう
昇

降
口

に
放

課
後

見
守

りの
方

々
の

掲
示

を行
い

、適
宜

教
員

も
声

をか
け

て
い

る
。

□
各

学
年

の
学

習
効

果
が

高
まる

ゲ
ス

トテ
ィー

チ
ャー

を招
聘

で
きた

。
□

校
外

で
の

挨
拶

に
つ

い
て

は
、今

後
も

年
間

重
点

目
標

とし
て

粘
り強

く指
導

をし
て

い
く必

要
が

あ
る

。(
児

童
評

価
「あ

い
さつ

86
%

」）

Ｂ

戸
塚

小
戸

塚
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
経

験
年

数
に

応
じた

力
を発

揮
す

る
、心

身
共

に
健

康
な

教
職

員
集

団
づ

く
り。

〇
分

か
りや

す
い

授
業

づ
くり

をす
る

た
め

研
究

を行
った

。(
保

護
者

評
価

「授
業

内
容

が
理

解
で

きる
と言

って
い

る
93

%
」児

童
評

価
「授

業
中

夢
中

に
な

って
話

し合
い

や
作

業
をす

る
86

%
」)

〇
管

理
職

か
らの

年
次

に
応

じた
指

導
の

他
、先

輩
教

員
か

らの
アド

バ
イス

や
学

年
間

で
の

教
え

合
い

が
良

くで
きて

お
り、

指
導

技
術

の
向

上
や

、子
ども

の
些

細
な

良
い

変
化

も
喜

び
合

う雰
囲

気
が

醸
成

され
て

い
る

。
〇

校
内

授
業

研
修

で
は

、研
究

の
視

点
や

指
標

をも
とに

、共
通

理
解

をも
って

臨
め

て
い

た
。

Ｂ

・教
職

員
の

や
りが

い
の

向
上

は
、指

導
ス

キ
ル

の
向

上
に

も
つ

な
が

る
。先

輩
教

員
か

らの
アド

バ
イス

、教
え

合
う雰

囲
気

は
とて

も
素

晴
らし

い
こと

で
あ

る
。そ

うし
た

雰
囲

気
は

子
ども

の
笑

顔
も

作
る

こと
に

な
る

。ぜ
ひ

、
この

良
さを

継
続

して
い

って
ほ

しい
。

・教
職

員
が

、健
康

で
高

い
ス

キ
ル

を磨
い

て
い

る
こと

が
理

想
で

あ
る

。
・限

られ
た

時
間

の
中

で
も

教
員

間
で

話
し合

い
、児

童
へ

の
か

か
わ

り方
をは

じめ
研

究
に

お
い

て
も

成
果

をあ
げ

て
い

る
と思

う。
戸

塚
小

戸
塚

小
戸

塚
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
事

故
は

ゼ
ロ。

整
然

・整
備

され
た

環
境

づ
くり

。

〇
安

全
上

、職
員

玄
関

扉
や

昇
降

口
お

よび
北

門
の

施
錠

に
関

す
る

ル
ー

ル
を作

成
し、

共
通

理
解

を図
り実

施
で

きて
い

る
。

〇
修

繕
は

計
画

通
り実

行
で

きて
い

る
。管

理
職

に
よる

校
内

巡
視

の
ほ

か
、毎

月
の

安
全

点
検

は
、ロ

ー
テ

ー
シ

ョン
で

複
数

の
目

に
よる

点
検

方
法

に
し、

教
職

員
の

意
識

を高
め

た
。

(保
護

者
評

価
「施

設
設

備
の

面
で

の
環

境
整

備
・安

全
安

心
配

慮
87

%
」)

Ｂ

・整
理

整
頓

、「
あ

る
べ

き場
所

に
あ

る
べ

きも
の

を」
が

で
きて

い
る

。継
続

をし
て

い
って

ほ
しい

。
・階

に
よっ

て
仕

方
が

な
い

とこ
ろ

も
あ

る
が

、エ
アコ

ンの
効

き具
合

が
心

配
で

あ
る

。エ
アコ

ンク
リー

ニン
グ

等
も

含
め

て
、検

討
をお

願
い

した
い

。
・ト

イレ
改

修
が

、南
校

舎
お

よび
北

校
舎

の
両

方
で

行
わ

れ
る

よう
お

願
い

した
い

。
・学

校
とし

て
自

力
で

達
成

で
きる

課
題

と、
予

算
が

つ
い

て
は

じめ
て

遂
行

で
きる

課
題

との
ギ

ャッ
プが

特
に

大
きい

。
戸

塚
小

戸
塚

小

-132-



学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

青
木

中
央

小
組

織
運

営

〇
W

el
l-B

ei
ng

な
学

校
創

りの
た

め
に

職
員

一
人

ひ
とり

の
持

ち
味

を活
か

した
組

織
マネ

ジ
メン

トを
行

い
、機

動
的

か
つ

組
織

的
な

学
校

経
営

を行
う。

(学
校

評
価

︓
経

営
参

画
意

識
　９

５
％

）

〇
目

指
す

学
校

像
「子

ども
・職

員
・保

護
者

・地
域

が
愛

し誇
りに

思
う青

木
中

央
小

」に
向

け
て

、
伝

統
で

あ
る

健
康

教
育

の
取

り組
み

、特
色

で
あ

る
研

究
推

進
等

、本
校

の
アイ

デ
ンテ

ィテ
イー

を
しっ

か
り保

持
で

きた
。

〇
健

康
教

育
の

取
り組

み
に

つ
い

て
は

川
口

市
より

学
校

保
健

、学
校

給
食

、学
校

安
全

、学
校

歯
科

保
健

で
優

良
学

校
、埼

玉
県

より
学

校
安

全
、学

校
歯

科
保

健
を受

賞
。

Ａ

・本
校

の
組

織
運

営
は

、こ
れ

まで
大

切
に

受
け

継
い

で
きた

「健
康

教
育

」と
「研

究
推

進
校

」の
二

本
柱

を
中

心
に

、安
定

した
運

営
を進

め
て

い
る

。特
に

健
康

教
育

で
は

、虫
歯

治
療

率
10

0％
の

達
成

をは
じめ

、
市

の
４

部
門

で
の

優
良

校
表

彰
、県

の
２

部
門

で
の

優
秀

校
表

彰
な

ど、
継

続
的

に
成

果
を上

げ
て

い
る

。こ
れ

らの
成

果
は

、学
校

の
取

り組
み

に
加

え
、家

庭
の

理
解

と協
力

が
大

きく
寄

与
して

お
り、

その
点

が
高

く評
価

で
きる

。ま
た

、学
校

の
アイ

デ
ンテ

ィテ
ィや

校
風

をし
っか

りと
維

持
して

お
り、

今
後

は
受

賞
内

容
を児

童
・

保
護

者
へ

より
積

極
的

に
発

信
す

る
こと

で
、児

童
の

達
成

感
や

学
校

へ
の

誇
りの

醸
成

に
つ

な
げ

て
ほ

しい
。

青
木

中
央

小 青
木

中
央

小 青
木

中
央

小
教

育
課

程
〇

教
育

課
程

の
着

実
な

実
施

と質
の

向
上

（
学

校
評

価
児

童
︓

３
大

指
標

　算
数

が
楽

しい
　 

９
０

％
　体

力
A＋

B＋
C＝

９
０

％
）

〇
「非

認
知

能
力

の
育

成
」と

い
う教

育
の

ニー
ズ

に
対

して
、理

論
研

究
、そ

れ
に

基
づ

く授
業

実
践

研
究

な
ど、

教
職

員
の

努
力

の
も

と、
成

果
を発

表
す

る
こと

が
で

きた
。研

究
発

表
会

で
は

県
外

を含
め

約
19

0名
の

来
校

者
が

あ
り盛

況
で

あ
った

。
Ａ

・研
究

推
進

校
とし

て
取

り組
む

「道
徳

教
育

」と
「非

認
知

能
力

の
育

成
」は

、本
校

の
特

色
とし

て
高

く評
価

で
きる

。研
究

発
表

会
に

は
約

19
0名

が
参

加
し、

学
校

の
教

育
活

動
へ

の
関

心
の

高
さを

示
した

。授
業

参
観

で
は

、児
童

が
うな

ず
きな

が
ら話

を聞
く姿

が
印

象
的

で
、「

数
字

で
は

表
せ

な
い

力
が

育
って

い
る

」「
人

間
性

の
育

成
に

力
を入

れ
て

い
る

」と
評

価
で

きる
。一

方
で

、ほ
っと

ル
ー

ム
の

利
用

は
依

然
とし

て
高

い
需

要
が

あ
る

も
の

の
、支

援
員

が
配

置
され

な
くな

った
点

に
つ

い
て

は
、市

へ
継

続
的

に
要

望
を出

す
必

要
が

あ
る

。ま
た

、外
国

籍
児

童
へ

の
理

解
・支

援
、音

楽
の

楽
器

配
置

の
公

平
性

、廊
下

掲
示

物
の

統
一

感
な

ど、
細

か
な

改
善

点
も

あ
る

が
、全

体
とし

て
教

育
の

質
の

高
さが

伺
え

る
。

青
木

中
央

小
□

４
層

構
造

を意
識

し、
重

層
的

支
援

を大
切

に
した

生
徒

指
導

を実
現

す
る

。
（

３
大

指
標

　支
援

率
１

０
０

％
）

□
ほ

っと
ル

ー
ム

に
つ

い
て

は
子

ども
支

援
員

３
名

を割
り振

り、
個

々
の

児
童

の
特

性
に

合
わ

せ
た

支
援

をし
て

い
る

。
Ａ

青
木

中
央

小
青

木
中

央
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
「地

域
・保

護
者

と共
に

あ
る

学
校

づ
くり

」を
め

ざ
し、

保
護

者
・地

域
との

連
携

・協
働

を強
化

し、
持

続
可

能
な

ネ
ット

ワー
クを

構
築

す
る

。

（
学

校
評

価
︓

相
談

しや
す

い
　９

割
）

〇
昨

年
度

より
、毎

朝
の

登
校

指
導

で
は

、大
変

多
数

の
地

域
の

方
が

ボ
ラン

テ
ィア

で
見

守
りを

行
っ

て
い

る
。学

校
と地

域
は

非
常

に
密

接
で

良
好

な
関

係
を築

け
て

い
る

。
□

学
校

Ｈ
Ｐ

で
の

日
常

の
教

育
活

動
の

掲
載

、ま
た

コド
モン

を有
効

に
活

用
して

お
り、

保
護

者
と

の
連

絡
、連

携
をし

っか
り果

た
せ

た
。

Ｂ

・登
下

校
見

守
りの

活
動

や
市

との
連

携
に

より
、教

職
員

の
負

担
軽

減
に

取
り組

ん
で

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。一

方
で

、今
年

度
は

保
護

者
対

応
の

難
しさ

が
顕

著
で

、カ
ス

タマ
ー

ハ
ラス

メン
トに

該
当

す
る

事
案

も
発

生
した

。「
毅

然
とし

た
態

度
で

対
応

す
べ

き」
「民

間
と異

な
り関

係
が

切
れ

な
い

難
しさ

が
あ

る
」「

別
室

対
応

や
窓

口
の

一
本

化
な

ど、
組

織
的

な
仕

組
み

が
必

要
」と

い
った

意
見

が
寄

せ
られ

た
。学

校
と市

が
連

携
して

対
応

して
い

る
点

に
は

評
価

が
集

まり
、今

後
も

外
部

機
関

との
協

働
を強

化
し、

教
職

員
が

授
業

に
専

念
で

きる
環

境
づ

くり
を進

め
る

必
要

が
あ

る
。

青
木

中
央

小
青

木
中

央
小

青
木

中
央

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

学
び

合
い

を大
切

に
した

指
導

力
向

上
（

学
び

合
い

意
識

１
０

０
％

）
〇

校
内

研
究

の
取

り組
み

が
各

教
科

の
指

導
に

も
浸

透
して

お
り、

校
内

で
共

通
理

解
を図

り、
共

通
指

導
を行

うこ
とで

高
い

学
力

を維
持

で
きて

い
る

。
Ａ

・教
職

員
の

働
き方

改
革

は
着

実
に

進
み

、時
間

外
勤

務
は

平
均

１
時

間
程

度
まで

減
少

した
。「

日
々

の
ラ

イフ
ワー

クバ
ラン

ス
を大

切
に

」と
い

う管
理

職
の

メッ
セ

ー
ジ

が
浸

透
し、

５
年

前
に

は
過

労
死

ライ
ンに

達
す

る
職

員
も

い
た

状
況

か
ら大

きく
改

善
した

。朝
の

登
校

時
間

の
変

更
に

つ
い

て
も

保
護

者
か

ら大
きな

反
対

は
な

く、
業

務
改

善
とし

て
一

定
の

評
価

を得
た

。ま
た

、管
理

職
が

教
室

訪
問

を継
続

して
行

い
、授

業
改

善
や

教
職

員
の

成
長

に
つ

な
げ

て
い

る
。

青
木

中
央

小
□

W
el

l-B
ei

ng
な

働
き方

改
革

を推
進

し、
職

員
の

心
身

の
健

康
と活

力
あ

る
風

通
しの

よい
職

場
づ

くり
の

実
現

（
教

職
員

事
故

根
絶

︓
ゼ

ロ）

□
時

間
外

在
校

時
間

の
月

平
均

が
前

年
度

３
６

時
間

に
対

して
本

年
度

１
２

月
まで

で
３

１
時

間
と減

少
した

。業
務

改
善

は
地

道
で

は
あ

る
が

コツ
コツ

と着
実

に
進

ん
で

い
る

。
Ａ

青
木

中
央

小
青

木
中

央
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
「安

全
・安

心
」に

視
点

をお
い

た
安

全
管

理
の

徹
底

（
施

設
事

故
　ゼ

ロ）
〇

施
設

設
備

の
事

故
に

つ
い

て
は

、皆
無

で
あ

った
が

、管
理

等
の

老
朽

化
は

教
育

活
動

に
支

障
を

きた
して

い
る

。今
後

も
計

画
的

に
、小

破
修

繕
で

対
応

をし
て

い
く必

要
が

あ
る

。
Ｂ

・管
理

棟
は

築
約

60
年

が
経

過
し、

排
水

系
統

を中
心

に
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

。市
内

の
優

先
順

位
や

施
設

の
重

要
度

に
応

じて
改

修
が

進
む

た
め

、引
き続

き市
へ

要
望

を出
す

必
要

が
あ

る
。授

業
参

観
で

は
、音

楽
室

や
楽

器
な

どの
設

備
の

充
実

を評
価

す
る

意
見

が
あ

った
一

方
で

、楽
器

の
公

平
な

行
き渡

り、
掲

示
物

の
統

一
感

な
どの

改
善

点
も

挙
が

った
。「

先
生

が
笑

顔
で

い
られ

る
職

場
づ

くり
が

、子
ども

の
笑

顔
に

つ
な

が
る

」と
の

意
見

が
あ

り、
環

境
整

備
の

重
要

性
を改

め
て

確
認

した
。

青
木

中
央

小
□

費
用

対
効

果
の

高
い

予
算

執
行

及
び

適
切

な
文

書
管

理
□

事
務

主
査

より
校

内
の

職
員

向
け

に
「予

算
だ

より
」を

発
行

した
。予

算
執

行
の

進
捗

状
況

や
、

教
材

教
具

の
予

算
配

当
な

ど適
正

に
予

算
管

理
を行

った
。

Ｂ
青

木
中

央
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

元
郷

南
小

組
織

運
営

〇
目

指
す

学
校

像
の

実
現

に
全

教
職

員
で

向
か

う組
織

づ
くり

。
〇

報
告

・連
絡

・相
談

・見
届

け
を基

盤
に

、目
指

す
学

校
像

実
現

へ
全

教
職

員
で

課
題

解
決

・改
善

に
あ

た
る

こと
が

で
きた

。不
登

校
支

援
へ

の
全

員
参

加
と前

向
きな

変
容

が
実

現
。問

題
の

継
続

案
件

な
し。

Ａ
・担

任
が

産
育

休
予

定
の

学
級

に
つ

い
て

、担
任

配
置

の
方

向
性

が
早

くに
示

せ
る

とよ
い

。欠
員

が
多

い
現

状
とし

て
、学

校
に

で
きる

こと
を任

せ
て

い
く。

元
郷

南
小

□
教

職
員

の
経

験
に

応
じた

学
校

運
営

参
画

意
識

の
育

成
。

□
教

職
員

の
学

校
運

営
参

画
に

係
る

自
己

評
価

は
９

４
％

達
成

。自
己

評
価

に
お

い
て

は
、個

々
の

とら
え

方
に

意
識

差
も

見
られ

る
。

Ｂ
・学

校
評

価
の

前
年

度
比

を示
して

い
た

だ
け

る
と　

も
っと

分
か

りや
す

くな
る

と思
う。

元
郷

南
小

元
郷

南
小

教
育

課
程

〇
ゆ

とり
あ

る
確

か
な

授
業

実
践

に
よる

学
習

保
障

。
〇

教
育

課
程

を見
直

し、
丁

寧
な

周
知

に
努

め
、週

時
程

を変
更

。授
業

計
画

に
ゆ

とり
を持

た
せ

、
学

習
の

保
障

は
で

きて
い

る
。

Ａ
・校

長
の

読
書

へ
の

取
り組

ませ
方

は
、児

童
に

とっ
て

大
切

だ
と考

え
る

。継
続

して
ほ

しい
。

元
郷

南
小

□
学

力
と非

認
知

能
力

を高
め

る
授

業
実

践
・教

育
活

動
の

展
開

。
□

教
科

担
任

制
に

お
け

る
児

童
の

学
習

満
足

度
は

８
７

％
。教

科
担

任
制

に
よる

専
門

か
つ

複
数

で
の

指
導

を通
し、

学
力

・非
認

知
能

力
を高

め
る

授
業

改
善

と児
童

理
解

が
進

ん
だ

。
Ｂ

・体
力

向
上

の
課

題
に

向
け

て
何

か
出

な
い

か
。か

つ
て

は
ゴ

ム
段

や
馬

乗
り等

の
遊

び
の

中
で

体
力

をつ
け

る
こと

が
で

きて
い

た
。競

争
す

る
よう

な
行

事
も

必
要

に
な

って
くる

の
で

は
な

い
か

。
元

郷
南

小
・教

科
担

任
制

に
つ

い
て

は
中

学
校

と同
じよ

うに
は

で
きな

い
と思

うが
、複

数
の

教
職

員
が

児
童

と関
わ

りを
も

つ
とい

うこ
とで

は
メリ

ット
が

あ
る

。反
面

、デ
メリ

ット
も

あ
る

と思
わ

れ
る

の
で

、メ
リッ

ト・
デ

メリ
ット

をふ
まえ

て
、今

後
も

児
童

の
た

め
に

研
究

を続
け

て
ほ

しい
。

元
郷

南
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
教

育
活

動
の

さら
な

る
「見

え
る

化
」の

推
進

・継
続

。
〇

方
策

に
沿

った
取

り組
み

に
より

目
標

達
成

。情
報

発
信

に
お

け
る

保
護

者
評

価
は

９
８

％
。

Ａ
・地

域
や

Ｐ
Ｔ

Ａ
との

連
携

に
お

け
る

学
校

評
価

に
よる

と、
保

護
者

・教
職

員
の

中
に

は
、そ

の
つ

な
が

りが
少

な
い

と考
え

て
い

る
方

が
い

らっ
しゃ

る
の

が
見

え
る

。Ｐ
Ｔ

Ａ
関

係
者

とし
て

は
この

数
値

を上
げ

られ
る

よう
、学

校
と協

力
して

い
きた

い
し、

して
い

た
だ

きた
い

と考
え

る
。

元
郷

南
小

□
学

校
応

援
団

・地
域

学
習

材
の

活
用

と連
携

。
□

地
域

人
材

を活
用

した
学

習
活

動
を展

開
す

る
こと

が
で

きた
。新

た
な

連
携

協
力

を得
る

こと
も

で
きた

。学
校

応
援

団
・ボ

ラン
テ

ィア
へ

の
感

謝
の

会
を創

出
した

。（
３

月
実

施
）

Ａ
・地

域
人

材
を生

か
した

活
動

に
つ

い
て

、新
た

な
連

携
協

力
は

どの
よう

に
築

か
れ

た
の

か
。関

わ
りを

続
け

て
い

く必
要

が
あ

る
と思

う。
元

郷
南

小
・次

年
度

、ふ
れ

あ
い

給
食

の
開

催
に

つ
い

て
考

え
て

い
る

との
こと

。以
前

は
町

会
か

ら学
校

へ
参

加
者

の
名

簿
を渡

して
い

た
。交

流
とし

て
は

良
い

と考
え

る
の

で
、検

討
実

施
をし

て
い

た
だ

きた
い

。
元

郷
南

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

授
業

力
、指

導
力

を磨
き高

め
る

教
職

員
集

団
づ

くり
。落

ち
着

い
た

学
級

・
学

年
の

実
現

。

〇
全

教
員

が
校

外
で

の
学

び
に

参
加

。校
内

研
修

を通
した

授
業

づ
くり

、学
年

・学
級

づ
くり

に
向

か
い

、教
職

員
間

の
率

先
した

学
び

合
い

が
行

わ
れ

た
。学

級
状

況
は

全
般

的
に

落
ち

着
い

て
い

る
が

、
学

級
差

も
見

られ
る

。
Ｂ

・特
に

な
し

元
郷

南
小

□
長

期
病

休
ゼ

ロ。
自

身
の

健
康

を保
つ

ワー
クラ

イフ
の

マネ
ジ

メン
トを

推
進

。
□

目
標

達
成

。組
織

・複
数

で
の

課
題

対
応

・解
決

をす
す

め
た

。教
職

員
は

問
題

を一
人

で
抱

え
込

む
こと

な
く、

働
き方

を意
識

し、
長

期
病

欠
とな

らな
い

健
康

を維
持

した
。

Ａ

元
郷

南
小

元
郷

南
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
安

全
・安

心
で

、美
しい

学
び

の
環

境
づ

くり
。

〇
安

全
教

育
と施

設
環

境
美

化
に

係
る

保
護

者
評

価
は

９
３

％
達

成
。ほ

ぼ
達

成
して

い
る

が
、

コー
ス

ロー
プ浮

き上
が

りに
よる

転
倒

事
故

が
１

件
発

生
した

。
Ｂ

・避
難

訓
練

に
つ

い
て

、児
童

の
避

難
場

所
及

び
それ

に
伴

う保
護

者
へ

の
引

き渡
しは

校
庭

か
体

育
館

か
。

この
こと

も
、地

域
・保

護
者

へ
広

く周
知

して
お

くの
が

よい
の

で
は

な
い

か
。

元
郷

南
小

□
会

計
事

故
防

止
の

徹
底

。
□

規
定

に
則

り会
計

業
務

を遂
行

し、
会

計
事

故
を防

ぐこ
とが

で
きた

。
Ａ

元
郷

南
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

芝
西

小
組

織
運

営
〇

校
長

・教
頭

・教
務

主
任

・主
任

を中
心

とし
た

組
織

的
な

教
職

員
体

制
の

構
築

。
〇

校
長

だ
より

や
職

員
集

会
等

を通
して

方
針

を周
知

し、
都

度
対

応
。フ

ォロ
ー

し合
って

学
校

運
営

を行
った

。
（

職
員

自
己

評
価

9割
）

Ａ
・評

価
で

きる
。

芝
西

小
□

自
発

的
に

学
校

運
営

に
参

画
す

る
人

材
の

育
成

。
□

「元
気

」「
笑

顔
」「

や
る

気
」を

キ
ャッ

チ
フレ

ー
ズ

に
して

２
年

目
、児

童
・教

職
員

に
浸

透
した

。教
職

員
の

ボ
トム

アッ
プに

よる
起

案
・提

案
増

、参
画

意
識

の
向

上
が

見
られ

る
。

Ａ
・評

価
で

きる
。

・キ
ャッ

チ
フレ

ー
ズ

が
浸

透
し、

教
職

員
の

参
画

意
識

向
上

に
つ

な
が

った
の

は
、素

晴
らし

い
。

芝
西

小

◇
い

じめ
事

案
へ

の
丁

寧
な

対
応

と不
登

校
児

童
へ

の
支

援
。

◇
い

じめ
認

知
か

ら生
徒

指
導

事
案

を記
録

し、
継

続
的

に
見

守
って

い
る

。再
発

防
止

の
み

な
らず

未
然

防
止

に
も

努
め

る
。

◇
不

登
校

支
援

委
員

会
で

支
援

方
法

を検
討

した
。ほ

っと
ル

ー
ム

を活
用

しな
が

ら個
々

の
状

況
に

応
じて

対
応

した
。

Ｂ

・本
校

だ
け

で
は

な
く地

域
の

横
の

つ
な

が
りで

の
取

り組
み

が
で

きる
とよ

い
。芝

地
区

小
中

学
校

合
同

で
不

登
校

関
連

講
演

会
を実

施
して

い
る

。
・本

人
の

話
をじ

っく
り聞

くこ
と、

家
庭

で
の

対
話

が
大

事
で

あ
る

。
・い

じめ
問

題
は

初
動

対
応

で
収

め
られ

る
こと

も
あ

る
。

芝
西

小
教

育
課

程
〇

教
育

効
果

を上
げ

る
学

校
行

事
と教

育
計

画
の

実
施

。
○

日
課

表
の

見
直

しや
３

年
以

上
で

の
学

年
内

一
部

教
科

担
任

制
を実

施
に

より
教

育
効

率
・効

果
が

増
した

。
Ａ

・評
価

で
きる

。
・芝

地
区

小
中

学
校

で
も

、日
課

表
の

見
直

しに
よる

成
果

が
出

て
い

る
。

芝
西

小
□

学
力

学
習

状
況

調
査

に
お

い
て

、本
校

の
学

力
の

伸
び

が
県

平
均

の
伸

び
を

上
回

る
。

□
調

査
の

分
析

と家
庭

へ
の

文
書

配
布

に
より

啓
発

した
。

□
教

科
担

任
制

の
実

施
に

より
成

果
が

上
が

って
い

る
。（

県
学

調
︓

学
力

の
伸

び
県

平
均

以
上

、
単

元
テ

ス
ト︓

ほ
ぼ

達
成

）
Ａ

・Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

端
末

の
活

用
に

伴
い

、修
理

等
も

発
生

す
る

。余
裕

台
数

をも
って

対
応

した
い

。
・書

く活
動

も
大

切
に

した
い

。
・外

国
籍

の
転

入
児

童
は

、日
本

語
教

室
で

日
本

語
を習

得
して

か
ら学

級
で

学
習

で
きる

とよ
い

。

芝
西

小
◇

日
々

の
体

育
授

業
を通

して
、児

童
の

体
力

の
向

上
を図

る
。【

新
体

力
テ

ス
トで

Ａ
〜

Ｃ
の

児
童

・県
（

平
均

78
.4

％
目

標
値

85
以

上
）

及
び

本
校

昨
年

度
（

84
.0

％
→

3ポ
イン

ト以
上

増
）

】

◇
委

嘱
研

究
２

年
目

、校
内

授
業

研
究

に
指

導
主

事
を複

数
回

招
聘

して
実

践
を積

み
重

ね
、

市
内

外
に

研
究

の
成

果
を発

表
。児

童
の

体
力

と教
師

の
指

導
力

が
向

上
。(

新
体

力
テ

ス
トＡ

＋
Ｂ

＋
Ｃ

90
％

達
成

・昨
年

度
比

＋
6.

2)
Ａ

・評
価

で
きる

。
・授

業
研

究
の

成
果

が
、新

体
力

テ
ス

トの
結

果
に

つ
な

が
って

い
る

の
が

よい
。

芝
西

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
校

の
教

育
活

動
の

積
極

的
な

情
報

発
信

定
期

的
な

情
報

発
信

。
〇

電
子

配
信

を充
実

させ
児

童
の

様
子

が
伝

わ
る

よう
に

努
め

た
。（

保
護

者
評

価
９

割
弱

）
Ｂ

・概
ね

評
価

で
きる

。
・家

庭
教

育
は

大
事

で
あ

る
。

芝
西

小
□

地
域

との
連

携
活

動
の

推
進

と学
校

応
援

団
の

活
動

の
充

実
。

□
人

材
を募

り、
各

種
ボ

ラン
テ

ィア
活

動
を実

施
した

。新
体

制
（

芝
西

っ子
サ

ポ
ー

ター
ズ

）
へ

の
本

格
移

行
した

。
Ｂ

・概
ね

評
価

で
きる

。
・町

会
に

は
、学

校
だ

より
を印

刷
し配

布
して

も
らっ

て
い

る
。手

に
取

り目
を通

す
こと

が
で

きて
あ

りが
た

い
。

学
校

の
様

子
（

児
童

の
活

躍
な

ど）
を町

会
の

人
た

ち
の

も
紹

介
して

い
る

。
芝

西
小

◇
地

域
の

中
学

校
との

連
携

活
動

の
充

実
。

◇
小

谷
場

中
との

教
職

員
合

同
研

修
会

、芝
西

中
生

徒
に

よる
挨

拶
運

動
を実

施
した

。市
教

委
委

嘱
研

究
発

表
会

で
は

、芝
西

中
の

施
設

借
用

、教
職

員
派

遣
と連

携
を取

り運
営

した
。

Ｂ
・概

ね
評

価
で

きる
。

・６
年

生
が

２
月

に
中

学
校

の
授

業
を参

観
しに

くる
交

流
も

昨
年

度
か

ら始
まっ

て
い

る
。今

後
も

、小
中

連
携

を図
って

い
く。

芝
西

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

キ
ャリ

アに
応

じた
教

師
の

資
質

向
上

とチ
ー

ム
ワー

ク力
に

よる
、継

承
と実

践
力

の
向

上
。

〇
年

次
研

修
や

年
２

回
の

管
理

職
授

業
訪

問
を実

施
した

。指
導

助
言

を行
い

、指
導

力
の

向
上

に
つ

な
が

った
。教

員
の

育
成

に
つ

い
て

は
、キ

ャリ
アス

テ
ー

ジ
に

応
じた

指
導

力
の

向
上

を目
指

し、
専

門
性

を高
め

られ
る

よう
に

働
きか

け
た

。埼
玉

県
優

秀
教

員
を輩

出
。

Ａ
・評

価
で

きる
。

芝
西

小
□

学
級

経
営

や
生

徒
指

導
、保

護
者

対
応

な
どの

職
員

研
修

を実
施

。
□

日
常

の
管

理
職

に
よる

教
室

訪
問

や
教

職
員

か
らの

報
告

等
か

ら学
習

指
導

や
生

徒
指

導
の

様
子

を把
握

し、
適

時
助

言
。

Ｂ
・概

ね
評

価
で

きる
。

芝
西

小
◇

働
き方

改
革

を推
進

し、
自

己
の

時
間

と健
康

の
管

理
と教

職
員

事
故

の
防

止
。

【教
職

員
事

故
０

】

◇
どの

職
員

も
計

画
的

に
業

務
に

あ
た

り、
大

多
数

の
職

員
が

時
間

外
勤

務
月

４
５

時
間

以
内

を
達

成
した

。
◇

研
修

等
を実

施
した

。
（

教
職

員
事

故
０

）

Ｂ

・概
ね

評
価

で
きる

。
・教

職
員

が
時

間
内

で
勤

務
す

る
こと

は
、当

然
の

こと
で

あ
る

。業
務

は
多

い
と思

うが
、勤

務
時

間
の

中
で

で
きる

こと
を精

査
し、

保
護

者
が

サ
ポ

ー
トし

て
い

け
る

とこ
ろ

は
支

援
した

い
。

芝
西

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

計
画

的
・日

常
的

な
安

全
点

検
の

実
施

と即
時

対
応

、計
画

的
な

修
繕

計
画

の
立

案
。

【学
校

事
故

０
】

〇
職

員
に

よる
日

常
の

点
検

をこ
まめ

に
行

い
、左

記
の

緊
急

性
の

高
い

修
繕

個
所

に
対

応
した

。
（

学
校

施
設

事
故

０
）

〇
校

舎
は

古
い

が
、児

童
は

しっ
か

りと
黙

働
清

掃
を行

って
い

る
。

Ｂ
・概

ね
評

価
で

きる
。

芝
西

小
□

危
機

管
理

マニ
ュア

ル
の

修
正

と教
職

員
へ

の
周

知
徹

底
。

□
マニ

ュア
ル

と会
計

業
務

を改
善

、情
報

機
器

の
活

用
増

加
に

伴
う教

職
員

の
情

報
セ

キ
ュリ

テ
ィの

見
直

しを
行

った
。

Ｂ
・概

ね
評

価
で

きる
。

・避
難

訓
練

、不
審

者
対

応
訓

練
な

どに
引

き続
き取

り組
み

児
童

の
防

犯
・防

災
意

識
を養

う。
芝

西
小

◇
保

護
者

連
絡

の
電

子
化

とお
便

り類
の

ペ
ー

パ
ー

レス
化

。
◇

集
金

業
務

の
ス

リム
化

。
【学

校
会

計
事

故
０

】

◇
ス

クリ
レ・

ス
クペ

イを
導

入
して

軌
道

に
乗

せ
、電

子
化

を推
進

した
。加

え
て

集
金

業
務

電
子

決
済

、業
者

Q
Rコ

ー
ド決

済
の

導
入

に
より

、会
計

事
故

を防
ぎ

教
員

の
業

務
改

善
に

も
繋

が
った

。
（

学
校

会
計

事
故

０
）

Ａ
・評

価
で

きる
。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

芝
南

小
組

織
運

営
〇

目
指

す
学

校
像

の
実

現
に

向
け

、主
任

を中
心

とし
た

学
年

経
営

、校
務

分
掌

に
よる

教
育

活
動

の
活

性
化

を図
る

とと
も

に
、教

職
員

個
々

の
よさ

を発
揮

で
きる

組
織

環
境

を整
え

、継
続

的
な

運
営

体
制

を構
築

す
る

。

〇
教

職
員

自
己

評
価

の
該

当
項

目
【組

織
運

営
】A

＋
Bの

肯
定

的
意

見
の

割
合

９
８

％
とな

っ
た

。自
己

評
価

か
ら教

職
員

の
組

織
運

営
へ

の
理

解
と参

画
意

識
の

醸
成

が
で

きて
い

る
と感

じた
。

また
、管

理
職

と主
任

等
との

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を通
して

、学
校

の
課

題
を共

有
し、

改
善

に
向

け
た

教
育

活
動

の
計

画
立

案
実

践
に

結
び

つ
い

て
い

る
。

Ｂ
・特

に
な

し

芝
南

小
芝

南
小

芝
南

小
教

育
課

程
〇

児
童

や
学

校
の

実
態

に
即

した
教

育
課

程
の

編
成

に
向

け
、実

施
状

況
を評

価
・改

善
す

る
こと

で
教

育
活

動
の

質
の

向
上

を図
る

とと
も

に
、社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

の
編

成
を実

現
す

る
。

〇
県

学
調

の
４

・５
・６

年
の

国
語

、算
数

の
結

果
は

、い
ず

れ
も

県
平

均
を少

し下
回

った
。ま

た
、

新
体

力
テ

ス
トの

結
果

A＋
B＋

Cの
割

合
８

０
.５

％
とな

った
。

Ｂ
・特

に
な

し

芝
南

小
芝

南
小

芝
南

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
校

の
教

育
活

動
を積

極
的

に
公

開
し、

保
護

者
・地

域
との

連
携

・協
働

に
より

、学
校

の
教

育
力

を向
上

させ
、信

頼
され

る
学

校
を実

現
す

る
とと

も
に

、地
域

人
材

の
積

極
的

な
活

用
に

より
教

育
活

動
の

充
実

を図
る

。

○
学

校
HP

アク
セ

ス
数

は
、６

月
か

ら数
え

、２
月

１
０

日
現

在
１

７
,１

１
７

回
とな

った
。ま

た
、本

の
読

み
聞

か
せ

や
登

下
校

の
安

全
見

守
りな

ど定
期

的
な

活
動

か
ら、

書
初

め
指

導
、揮

毫
、

校
外

学
習

の
見

守
り等

の
活

動
まで

、保
護

者
、地

域
の

方
の

支
援

を受
け

て
学

校
応

援
団

の
活

動
実

績
は

、５
０

回
を超

え
て

い
る

。

Ｂ
・特

に
な

し

芝
南

小
芝

南
小

芝
南

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

教
職

員
の

チ
ー

ム
ワー

クを
生

か
し、

互
い

に
切

磋
琢

磨
しな

が
ら学

び
合

い
、

高
め

合
え

る
教

職
員

集
団

を形
成

し、
教

職
員

の
服

務
規

律
の

確
立

と健
康

の
保

持
増

進
を目

指
し、

教
職

員
が

元
気

で
活

力
あ

る
学

校
をつ

くる
。

〇
教

職
員

との
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を大

切
に

しな
が

ら教
職

員
の

勤
務

状
況

及
び

健
康

状
態

の
把

握
を行

い
、機

を捉
え

た
指

導
と倫

理
確

立
研

修
の

充
実

を通
して

未
然

防
止

に
取

り組
ん

で
きた

結
果

、教
職

員
事

故
ゼ

ロと
教

職
員

の
月

当
た

り時
間

外
勤

務
８

０
時

間
超

の
職

員
ゼ

ロを
継

続
して

い
る

。

Ｂ
・特

に
な

し

芝
南

小
芝

南
小

芝
南

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

校
舎

内
外

の
美

化
に

努
め

、安
全

で
潤

い
の

あ
る

校
内

環
境

づ
くり

を推
進

す
る

とと
も

に
、課

題
に

即
した

予
算

運
用

を行
う。

〇
本

年
度

の
整

備
目

標
で

あ
った

体
育

館
暗

幕
と全

教
室

の
テ

レビ
の

入
れ

替
え

を終
え

る
こと

が
で

きた
。ま

た
、担

当
が

中
心

とな
って

、日
常

的
お

よび
定

期
的

な
安

全
点

検
を実

施
し、

現
在

、施
設

の
瑕

疵
に

よる
事

故
０

を継
続

して
い

る
。

Ｂ
・特

に
な

し

芝
南

小
芝

南
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

神
根

東
小

組
織

運
営

〇
教

職
員

一
人

ひ
とり

の
ス

テ
ー

ジ
に

沿
った

対
応

力
向

上
か

ら目
指

す
学

校
像

を実
現

す
る

。
〇

日
常

的
な

対
話

・共
有

を通
して

、個
々

の
実

態
に

沿
った

対
応

力
向

上
に

努
め

た
。

Ｂ
・保

護
者

を含
め

た
組

織
改

善
の

た
め

、学
校

評
価

の
文

言
や

アン
ケ

ー
ト方

法
を工

夫
す

る
必

要
が

あ
る

。

神
根

東
小

□
地

区
校

内
教

育
支

援
セ

ンタ
ー

運
用

を考
慮

し、
全

て
の

児
童

の
学

び
保

障
支

援
を実

現
す

る
。

□
生

徒
指

導
委

員
会

に
お

い
て

情
報

を共
有

し有
効

的
対

応
に

臨
ん

だ
。対

応
記

録
の

可
視

化
を

進
め

、全
教

職
員

で
組

織
的

対
応

を進
め

た
。

Ｂ
・地

域
教

育
支

援
セ

ンタ
ー

（
北

教
育

支
援

セ
ンタ

ー
）

の
効

果
的

活
用

をお
願

い
した

い
。

神
根

東
小

神
根

東
小

教
育

課
程

〇
確

実
な

教
育

課
程

の
実

施
か

ら、
児

童
・職

員
が

実
感

で
きる

学
力

向
上

・
体

力
向

上
を実

現
す

る
。

〇
学

校
課

題
解

決
に

向
け

て
の

取
り組

み
は

数
値

結
果

を含
め

て
学

力
対

策
研

修
を実

施
した

。
Ｂ

・学
力

、体
力

の
向

上
も

大
切

だ
が

、「
徳

力
」の

育
成

も
大

切
で

あ
る

。一
人

ひ
とり

が
思

い
や

りの
心

をも
て

る
よう

に
な

って
ほ

しい
。

神
根

東
小

神
根

東
小

神
根

東
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
保

護
者

・地
域

と「
未

来
を考

え
る

学
校

」に
向

け
た

教
育

活
動

を展
開

し、
学

校
理

解
者

を増
や

す
。

〇
状

況
に

応
じて

学
校

か
らの

教
育

情
報

発
信

を継
続

した
。

Ｂ
・教

職
員

の
タブ

レッ
ト端

末
の

効
果

的
な

活
用

をお
願

い
した

い
。授

業
で

の
活

用
で

は
、辞

書
な

どア
ナ

ログ
の

よさ
も

生
か

して
ほ

しい
。

神
根

東
小

□
教

職
員

及
び

保
護

者
の

業
務

改
善

の
た

め
、集

金
業

務
に

つ
い

て
解

決
策

を
実

行
す

る
。

□
ゆ

うち
ょビ

ズ
活

用
に

向
け

た
環

境
整

備
を進

め
た

。
Ａ

・口
座

振
替

に
つ

い
て

、次
年

度
の

導
入

が
円

滑
に

進
む

こと
を期

待
して

い
る

。

神
根

東
小

神
根

東
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
学

校
運

営
に

効
果

的
な

教
育

活
動

を推
進

しよ
うと

す
る

教
職

員
を育

成
す

る
。

〇
個

々
の

教
職

員
の

よさ
を見

取
り、

年
間

を通
して

指
導

助
言

を継
続

した
。

Ｂ
・教

職
員

が
楽

しく
分

か
りや

す
い

授
業

を心
が

け
て

指
導

して
い

る
こと

が
素

晴
らし

い
。今

後
も

、子
ども

達
に

とっ
て

魅
力

あ
る

授
業

を続
け

て
ほ

しい
。

神
根

東
小

□
教

育
公

務
員

とし
て

の
当

事
者

意
識

の
醸

成
か

ら教
職

員
事

故
ゼ

ロを
実

現
す

る
。

□
効

果
的

な
不

祥
事

防
止

に
向

け
た

倫
理

確
立

委
員

会
の

継
続

実
施

及
び

関
係

情
報

伝
達

を
行

った
。教

職
員

事
故

ゼ
ロ達

成
。

Ｂ
・本

校
か

ら教
職

員
事

故
ゼ

ロだ
った

こと
は

大
変

嬉
しい

こと
で

あ
る

。今
後

も
継

続
して

ほ
しい

。

神
根

東
小

神
根

東
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
健

康
に

係
る

衛
生

管
理

と、
安

全
管

理
を確

実
に

進
め

る
。

〇
定

期
的

な
安

全
点

検
（

事
故

防
止

）
を行

い
、教

室
修

繕
を含

め
た

安
全

面
に

配
慮

した
施

設
修

繕
を実

施
した

。来
校

者
に

「校
舎

内
が

明
る

くき
れ

い
で

す
ね

」と
褒

め
て

も
らう

こと
が

多
くあ

った
。

Ａ
・校

舎
内

が
きれ

い
で

あ
る

こと
は

、学
校

だ
より

な
どに

掲
載

して
積

極
的

に
広

報
して

い
くと

よい
。

神
根

東
小

□
教

育
効

果
を高

め
る

備
品

の
購

入
、適

切
な

予
算

執
行

を行
う。

□
関

係
職

員
と連

携
して

配
当

予
算

に
留

意
しな

が
ら計

画
的

に
予

算
執

行
を実

施
した

。
Ａ

・施
設

設
備

の
修

繕
や

備
品

等
の

整
備

は
、積

極
的

に
市

教
委

に
働

きか
け

て
い

く必
要

が
あ

る
。

神
根

東
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

朝
日

東
小

組
織

運
営

〇
機

動
的

、効
率

的
な

組
織

力
を高

め
、チ

ー
ム

朝
日

東
小

の
一

員
で

あ
る

こと
を意

識
させ

、目
指

す
学

校
像

に
迫

る
。

〇
学

年
、ブ

ロッ
ク学

年
間

だ
け

で
な

く、
全

教
職

員
で

問
題

を共
有

し組
織

的
に

、迅
速

に
対

応
す

る
こと

が
で

きた
。

〇
分

掌
主

任
へ

の
具

体
的

な
指

導
、声

か
け

を実
施

、主
任

の
主

体
性

を高
め

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・分

掌
主

任
の

主
体

性
を高

め
る

取
り組

み
は

良
い

と思
う。

・児
童

の
どの

よう
な

姿
が

見
られ

る
と、

達
成

した
と思

え
る

の
か

の
具

体
的

な
姿

を打
ち

出
した

い
。

・引
き続

き職
員

が
や

りが
い

をも
って

や
って

ほ
しい

朝
日

東
小

□
教

科
担

任
制

をさ
らに

充
実

す
る

こと
で

、教
員

の
授

業
力

向
上

、組
織

的
生

徒
指

導
対

応
を充

実
させ

る
こと

で
児

童
が

安
心

して
登

校
で

きる
学

校
、教

室
環

境
をつ

くる
。

□
教

科
指

導
の

み
な

らず
生

徒
指

導
面

で
も

教
科

担
任

制
の

よさ
を発

揮
す

る
こと

が
出

きた
保

護
者

の
学

校
評

価
に

お
い

て
も

９
割

の
満

足
度

を得
る

こと
が

で
きた

。
□

関
係

機
関

との
連

携
を推

進
し、

教
育

相
談

体
制

は
充

実
した

。
Ａ

・教
科

担
任

制
の

充
実

は
大

変
よい

成
果

だ
と思

う。
・不

登
校

傾
向

、問
題

行
動

の
あ

る
児

童
の

家
庭

との
連

携
に

お
い

て
も

チ
ー

ム
朝

日
東

とし
て

の
実

践
を続

け
て

ほ
しい

。
朝

日
東

小
朝

日
東

小
教

育
課

程
〇

学
ぶ

楽
しさ

を感
じ、

学
び

を継
続

で
きる

教
科

指
導

を充
実

させ
る

。
〇

教
科

担
任

制
の

充
実

は
保

護
者

に
よる

学
校

評
価

に
お

い
て

も
９

割
の

満
足

度
を得

て
い

る
。タ

ブレ
ット

を意
図

的
に

効
果

的
活

用
した

授
業

の
積

極
的

な
導

入
は

児
童

の
学

習
意

欲
を向

上
させ

た
。

Ｂ
・タ

ブレ
ット

の
活

用
で

個
人

の
ペ

ー
ス

で
学

習
で

きる
よさ

が
あ

る
。

・「
わ

か
った

」「
で

きた
」を

積
み

重
ね

る
授

業
実

践
が

求
め

られ
る

。

朝
日

東
小

□
学

び
の

素
地

を養
い

、進
ん

で
学

習
に

取
り組

も
うと

す
る

児
童

を育
成

す
る

。
□

分
掌

主
任

を中
心

に
図

書
活

動
で

は
「読

書
ビン

ゴ
」の

取
り組

み
が

昨
年

度
の

７
倍

の
成

果
を

上
げ

た
。ま

た
、体

育
的

活
動

で
も

体
力

向
上

の
取

り組
み

を継
続

して
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・児

童
自

らが
動

く実
践

は
とて

も
良

い
と思

う。
成

功
体

験
を積

み
重

な
て

い
って

ほ
しい

。
・図

書
委

員
の

活
動

に
よる

利
用

者
増

は
す

ば
らし

い
。

朝
日

東
小

朝
日

東
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
・家

庭
の

両
輪

で
児

童
を育

成
して

い
る

こと
の

関
心

を高
め

、学
校

、
家

庭
の

教
育

力
を高

め
る

。

〇
「学

校
で

学
び

、家
庭

で
しつ

け
、地

域
で

育
む

朝
東

っ子
」の

キ
ー

ワー
ドを

広
め

る
こと

は
で

きた
が

、児
童

の
活

動
を公

開
す

る
「学

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
」に

お
い

て
は

随
時

の
更

新
が

で
きず

、そ
の

活
用

に
つ

い
て

次
年

度
の

課
題

に
な

る
。

Ｂ

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
充

実
は

家
庭

で
も

求
め

られ
て

い
る

の
で

計
画

的
に

実
施

す
る

べ
き。

・両
輪

を回
す

の
は

、学
校

、家
庭

が
同

じベ
クト

ル
を向

い
て

い
る

こと
が

大
切

だ
が

難
しい

面
も

あ
る

。
・保

護
者

の
声

を年
2回

程
度

聞
い

て
み

て
は

どう
か

。
・ス

クリ
レを

使
い

学
校

との
距

離
は

近
い

と覆
う。

朝
日

東
小

□
児

童
自

らが
進

ん
で

地
域

に
参

加
す

る
、地

域
の

未
来

を担
う気

概
を持

て
る

よう
に

す
る

。

□
学

校
運

営
協

議
会

で
は

、必
ず

児
童

に
活

動
の

紹
介

場
面

を設
定

し、
主

体
的

に
活

動
す

る
様

子
を伝

え
て

きた
。地

域
と児

童
が

強
く関

わ
りあ

え
る

よう
、児

童
に

地
域

へ
の

アン
ケ

ー
トの

実
施

、
地

域
行

事
の

協
力

に
応

じる
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・郷

土
愛

をは
ぐく

む
た

め
の

取
り組

み
を充

実
させ

て
い

きた
い

。

朝
日

東
小

◇
家

庭
に

寄
り添

う教
育

相
談

体
制

を充
実

す
る

。
◇

毎
月

の
Ｓ

Ｃ
、教

育
相

談
の

充
実

、関
係

機
関

との
積

極
的

連
携

を推
進

し、
家

庭
に

寄
り添

う
こと

が
で

きた
。課

題
の

あ
る

家
庭

に
つ

い
て

は
、引

き続
き、

連
絡

をと
り、

協
力

体
制

の
構

築
を目

指
して

い
く。

Ｂ
・民

生
委

員
も

含
め

協
力

して
い

く。
・児

童
の

特
性

をつ
か

ん
で

い
た

だ
きあ

りが
た

い
。

朝
日

東
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
個

々
の

職
員

の
よさ

を認
め

、互
い

が
学

び
あ

い
、高

め
あ

え
る

職
員

を育
成

す
る

。

〇
「一

人
で

は
な

い
、一

人
に

しな
い

、一
人

で
は

で
きな

い
」を

モッ
トー

に
全

教
職

員
が

温
か

い
職

場
環

境
づ

くり
に

関
わ

る
こと

が
で

きた
。

〇
分

掌
主

任
を中

心
に

児
童

が
意

欲
をも

って
取

り組
め

る
活

動
を推

進
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ

朝
日

東
小

□
教

育
公

務
員

とし
て

の
自

覚
と責

任
をも

ち
、家

庭
・地

域
、教

職
員

か
らも

信
頼

され
る

教
職

員
を育

成
す

る
。

□
夏

季
休

養
中

の
勤

務
日

に
参

加
す

る
教

職
員

、地
域

の
取

り組
み

を教
職

員
に

紹
介

、説
明

し
た

り、
児

童
の

様
子

を紹
介

す
る

こと
で

地
域

の
取

り組
み

に
関

心
を抱

く教
職

員
を育

成
で

きた
。

□
互

い
に

相
談

で
きる

温
か

い
職

場
環

境
を作

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・不

祥
事

を起
こさ

な
い

の
は

当
た

り前
。常

に
学

び
続

け
る

姿
を見

せ
続

け
て

ほ
しい

。
・教

師
と保

護
者

、地
域

の
連

携
が

重
要

に
思

う。
教

員
の

地
域

交
流

を広
げ

る
こと

で
保

護
者

との
関

係
も

築
くこ

とが
で

きる
と思

う。
朝

日
東

小
朝

日
東

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

安
心

・安
全

な
教

育
環

境
の

整
備

と維
持

を徹
底

す
る

。
〇

定
期

点
検

、日
々

の
点

検
の

情
報

を教
頭

、校
務

員
と共

有
し、

迅
速

に
対

応
し、

施
設

事
故

「０
」を

達
成

。ま
た

、職
員

玄
関

ス
ロー

プ設
置

に
伴

う「
ブド

ウ棚
」「

卒
業

記
念

品
」に

つ
い

て
、地

域
と連

携
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・壊

れ
て

か
らの

修
繕

で
は

な
く、

耐
用

年
数

に
応

じた
予

防
保

全
に

努
め

て
ほ

しい
。

朝
日

東
小

朝
日

東
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

芝
富

士
小

組
織

運
営

〇
職

員
一

人
ひ

とり
の

も
ち

味
を十

二
分

に
生

か
した

学
校

経
営

を行
う。

＊
学

校
評

価
（

教
職

員
）

の
該

当
項

目
　A

＋
Bで

10
0％

◆
学

校
評

価
（

教
職

員
）

97
.5

％
　①

学
年

配
置

や
校

務
分

掌
は

児
童

の
実

態
や

職
員

の
希

望
・経

験
年

数
・得

意
分

野
等

を考
慮

し育
成

の
視

点
も

加
え

て
決

定
。②

全
職

員
との

面
談

を年
3回

実
施

。前
例

を変
え

る
際

は
他

校
の

情
報

と職
員

の
意

見
を聞

い
て

決
定

。
Ｂ

・芝
富

士
小

の
良

い
点

①
挨

拶
が

よく
で

きる
、②

上
級

生
が

下
級

生
の

面
倒

をよ
く見

る
、③

多
文

化
共

生
が

成
功

して
い

る
学

校
で

あ
る

。

芝
富

士
小

□
児

童
一

人
ひ

とり
に

寄
り添

った
学

校
経

営
を行

う。
＊

不
登

校
児

童
全

員
の

道
筋

を決
定

。不
登

校
児

童
数

・欠
席

日
数

３
割

減
。

＊
い

じめ
解

消
率

10
0％

＊
む

し歯
治

療
率

70
％

◆
不

登
校

児
童

数
・欠

席
日

数
10

人
62

0日
→

13
人

85
8日

（
12

月
末

の
比

較
）

◇
い

じめ
解

消
率

10
0％

　◆
む

し歯
治

療
率

64
.9

％
　①

情
報

共
有

・組
織

対
応

と保
護

者
との

連
携

を
重

視
。②

SC
・I

CT
支

援
員

の
活

用
に

改
善

の
余

地
あ

り。
③

講
演

や
保

健
指

導
で

啓
発

。
Ｂ

・芝
園

ハ
イツ

で
頭

上
か

らこ
ぶ

し大
の

石
が

落
ち

て
きた

こと
が

あ
った

。誰
が

落
とし

た
の

か
は

不
明

だ
が

（
子

ど
も

と決
まっ

た
訳

で
も

な
い

）
、学

校
で

も
①

物
を落

とさ
な

い
、大

怪
我

に
繋

が
る

、②
頭

上
に

注
意

す
る

、の
２

点
を指

導
して

欲
しい

。

芝
富

士
小

芝
富

士
小

教
育

課
程

〇
教

職
員

の
授

業
力

・学
級

経
営

力
の

向
上

を通
して

、児
童

一
人

ひ
とり

の
学

力
・体

力
を向

上
させ

る
。

＊
県

学
テ

　下
位

層
・無

回
答

1割
減

　4
・5

・6
年

の
国

算
︓

昨
年

度
の

成
績

を超
え

る
＊

体
力

テ
　A

＋
B＋

Cで
70

％
以

上

◆
県

学
テ

︓
6年

算
数

以
外

は
県

平
均

を下
回

る
。◆

体
テ

A＋
B＋

C6
0.

7％
　①

教
科

担
任

制
・算

数
TT

指
導

実
施

。国
算

道
で

研
究

授
業

各
1回

、全
教

員
が

一
人

一
授

業
公

開
。②

体
育

で
自

校
体

操
。2

0分
休

み
に

持
久

走
・縄

跳
び

・体
育

委
員

に
よる

特
訓

講
座

を実
施

。
Ｂ

・体
力

向
上

︓
公

園
は

ボ
ー

ル
禁

止
な

ど禁
止

事
項

が
多

くて
遊

べ
な

い
。市

とし
て

走
り回

れ
る

場
所

の
確

保
を。

学
校

を開
放

で
きな

い
か

→
平

日
の

放
課

後
は

開
放

して
い

る
。土

日
は

開
放

団
体

が
利

用
。帰

宅
時

刻
を1

7:
30

に
伸

ば
せ

な
い

か
→

で
きな

い
。

芝
富

士
小

□
本

校
の

実
態

に
合

った
日

本
語

教
室

の
運

営
体

制
を確

立
す

る
。

①
日

本
語

が
不

十
分

な
外

国
籍

児
童

が
多

い
上

に
、五

月
雨

式
に

転
編

入
が

あ
り、

日
本

語
教

室
の

運
営

に
は

大
変

苦
慮

して
い

る
。カ

リキ
ュラ

ム
や

卒
級

認
定

に
関

す
る

検
討

を継
続

。
Ｂ

・読
書

の
推

奨
を。

月
ご

とに
「〇

〇
コー

ナ
ー

」を
作

った
り、

図
書

委
員

会
に

よる
キ

ャン
ペ

ー
ンを

企
画

した
り、

児
童

が
図

書
室

に
行

きた
くな

る
よう

な
仕

掛
け

を。
芝

富
士

小
芝

富
士

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
校

と家
庭

・地
域

が
一

体
とな

って
子

ども
を育

成
す

る
環

境
を実

現
す

る
。

＊
学

校
評

価
（

保
護

者
・関

係
者

）
の

該
当

項
目

　A
＋

Bで
95

％

◆
学

校
評

価
（

保
護

者
）

93
.5

％
　①

学
校

だ
より

・学
級

通
信

・H
Pで

児
童

の
様

子
を積

極
的

に
発

信
。②

見
守

り・
読

み
聞

か
せ

・田
畑

果
樹

・環
境

整
備

等
、日

常
的

に
地

域
の

協
力

を得
て

い
る

。③
PT

Aボ
ラン

テ
ィア

制
初

年
度

混
乱

な
し。

会
費

の
見

直
しを

検
討

中
。

Ａ
・土

曜
に

学
童

の
子

た
ち

が
校

庭
で

遊
ん

で
い

る
の

を見
た

地
域

の
住

民
が

、勝
手

に
敷

地
に

入
り込

ん
で

遊
ん

で
い

る
と勘

違
い

した
こと

が
あ

った
。こ

の
よう

に
、知

らず
に

不
満

に
思

って
い

る
人

も
い

る
。

芝
富

士
小

・グ
リー

ンボ
ラン

テ
ィア

の
活

動
は

、ボ
ラン

テ
ィア

の
人

数
が

減
った

こと
も

あ
り、

縮
小

せ
ざ

る
を得

な
い

。環
境

委
員

会
の

活
動

に
組

み
入

れ
る

こと
も

検
討

して
欲

しい
。

芝
富

士
小

・民
生

委
員

会
議

の
際

、管
理

職
だ

け
で

は
な

く担
任

の
参

加
も

お
願

い
した

い
。担

任
との

情
報

交
換

も
必

要
で

は
な

い
か

。
芝

富
士

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

職
員

一
人

ひ
とり

の
危

機
管

理
意

識
を高

め
、事

故
ゼ

ロを
維

持
す

る
。

＊
職

員
事

故
ゼ

ロ

◇
職

員
事

故
ゼ

ロ　
①

職
員

会
議

・職
員

集
会

の
際

に
計

画
的

に
事

故
防

止
研

修
を実

施
。②

個
々

の
アン

ガ
ー

マネ
ジ

メン
トと

「手
伝

お
うか

︖
」「

それ
は

まず
い

よ」
と言

え
る

職
員

室
の

雰
囲

気
を

引
き続

き醸
成

。
Ｂ

・教
員

の
不

祥
事

の
報

道
は

本
当

に
許

せ
な

い
。ど

うし
た

らな
くな

る
か

。ど
ん

な
取

り組
み

をし
て

い
る

か
。

芝
富

士
小

□
「し

ば
ふ

じ笑
楽

幸
　業

務
改

善
ス

タン
ダー

ド」
を推

進
し、

職
員

に
とっ

て
働

きや
す

い
環

境
をつ

くる
。

＊
時

間
外

勤
務

80
時

間
超

の
職

員
ゼ

ロ
＊

時
間

外
平

均
在

校
時

間
22

時
間

以
下

◇
45

時
間

超
1名

、時
間

外
在

校
時

間
の

平
均

22
:5

5（
12

月
末

）
　①

出
欠

席
は

Fo
rm

s
→

ス
クリ

レに
変

更
予

定
、通

知
の

デ
ー

タ送
付

・ゆ
うち

ょ引
き落

とし
は

継
続

。②
時

間
外

勤
務

の
振

替
シ

ス
テ

ム
「チ

ケ
ット

」の
発

行
・利

用
が

定
着

。
Ｂ

芝
富

士
小

芝
富

士
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
計

画
的

な
修

繕
の

実
施

と安
全

な
教

育
環

境
を維

持
す

る
。

＊
施

設
事

故
ゼ

ロ
＊

校
内

の
不

要
品

ゼ
ロ（

3年
計

画
）

◇
施

設
事

故
ゼ

ロ　
①

毎
月

の
安

全
点

検
︓

時
折

担
当

場
所

を変
え

た
の

は
良

か
った

。継
続

す
る

。②
図

書
の

バ
ー

コー
ド管

理
︓

情
報

収
集

中
。予

算
が

厳
しい

。③
次

年
度

、日
本

語
教

室
の

増
設

準
備

を進
め

る
。

Ｂ
・図

書
の

バ
ー

コー
ド管

理
を進

め
られ

な
い

か
→

予
算

の
出

どこ
ろ

が
な

く頓
挫

して
い

る
。

芝
富

士
小

□
予

算
運

用
と会

計
事

務
を適

切
に

実
施

す
る

。
＊

会
計

事
故

ゼ
ロ

＊
未

納
ゼ

ロ

◇
会

計
事

故
ゼ

ロ　
◆

教
材

費
・給

食
費

未
納

数
名

　①
転

出
入

が
大

変
多

い
が

、学
籍

関
係

・
教

材
費

関
係

の
ミス

が
出

な
い

よう
な

シ
ス

テ
ム

を構
築

。複
数

で
慎

重
に

対
応

中
。②

未
納

は
ス

ル
ー

せ
ず

粘
り強

く対
応

中
。

Ｂ

芝
富

士
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

前
川

東
小

組
織

運
営

〇
「一

人
で

背
負

わ
な

い
」生

徒
指

導
・教

育
相

談
組

織
的

体
制

を構
築

し、
「関

係
機

関
早

見
表

」を
更

新
活

用
し、

全
教

職
員

の
知

識
と実

践
力

向
上

を
実

現
す

る
。

〇
本

校
独

自
の

「関
係

機
関

早
見

表
」を

活
用

し、
具

体
的

な
連

携
先

等
を考

慮
しな

が
ら、

複
数

で
児

童
等

へ
の

指
導

に
生

か
した

。
Ｂ

・課
題

解
決

の
た

め
、組

織
的

な
対

応
は

大
変

だ
が

引
き続

き取
り組

ん
で

ほ
しい

。
・一

人
で

背
負

わ
な

い
体

制
を続

け
て

ほ
しい

。全
教

職
員

が
児

童
を見

守
って

い
る

姿
勢

が
よい

。
・教

職
員

の
連

携
が

とれ
て

い
る

。チ
ー

ム
ワー

クよ
く中

心
に

な
る

先
生

が
よく

動
い

て
い

る
。

前
川

東
小

□
児

童
が

「安
心

して
学

べ
る

」、
保

護
者

が
「安

心
して

任
せ

られ
る

」学
校

づ
く

りを
実

現
す

る
。（

不
登

校
児

童
、特

別
な

配
慮

が
必

要
な

児
童

支
援

率
１

０
０

％
）

□
管

理
職

へ
の

報
告

・連
絡

・相
談

・確
認

の
連

絡
体

制
を確

立
した

。
□

学
年

間
、学

年
と主

幹
教

諭
、担

任
外

等
との

連
携

に
より

、教
育

課
程

の
確

実
な

実
施

等
を

図
った

。
Ａ

・様
々

な
立

場
の

先
生

方
が

それ
ぞ

れ
役

割
を担

当
しバ

ラン
ス

よく
フォ

ロー
しあ

い
な

が
ら全

体
的

な
底

上
げ

が
な

され
て

い
る

。
・教

科
担

任
制

は
、教

職
員

の
負

担
を軽

減
す

る
上

で
も

、児
童

の
利

益
に

つ
な

が
る

点
で

も
よい

こと
と思

わ
れ

る
。中

１
ギ

ャッ
プの

改
善

に
も

つ
な

が
る

。
前

川
東

小
前

川
東

小
教

育
課

程

〇
児

童
の

非
認

知
能

力
（

自
己

肯
定

感
、自

己
効

力
感

等
）

を育
成

す
る

。
〇

研
究

推
進

委
員

会
を中

心
に

、講
師

を招
聘

した
授

業
研

究
、Ｉ

Ｃ
Ｔ

を活
用

した
授

業
の

展
開

等
に

より
、非

認
知

能
力

育
成

を重
点

とし
た

授
業

改
善

を実
行

した
。

Ｂ

・一
つ

一
つ

の
課

題
に

丁
寧

に
取

り組
ん

で
お

り多
角

的
な

視
点

か
らよ

り深
まっ

て
い

る
。

・非
認

知
能

力
の

充
実

が
あ

って
こそ

認
知

能
力

も
向

上
して

い
くも

の
と思

わ
れ

る
。自

己
肯

定
感

向
上

に
向

け
た

取
り組

み
と併

せ
て

期
待

す
る

。
・児

童
参

加
型

の
授

業
が

浸
透

して
い

る
。日

本
語

指
導

が
よく

行
き届

い
て

い
る

。
前

川
東

小
□

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を活

用
した

「主
体

的
・対

話
的

で
深

い
学

び
」を

実
現

す
る

た
め

の
、

質
の

高
い

教
育

課
程

の
設

定
と授

業
改

善
を推

進
す

る
。（

児
童

・保
護

者
の

授
業

満
足

度
９

０
％

以
上

）

□
主

幹
教

諭
を中

心
に

、県
学

力
・学

習
状

況
調

査
等

の
デ

ー
タ分

析
に

より
、個

々
の

伸
び

や
課

題
を具

体
的

に
引

き出
し、

教
育

活
動

に
生

か
した

。
Ａ

・デ
ー

タ分
析

をふ
まえ

、児
童

の
実

態
に

即
した

心
の

こも
った

授
業

を期
待

す
る

。

前
川

東
小

前
川

東
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
地

域
・保

護
者

、関
係

機
関

と学
校

の
課

題
を共

有
しな

が
ら「

安
心

・安
全

」な
学

校
づ

くり
を実

現
す

る
とと

も
に

、家
庭

や
地

域
に

積
極

的
に

情
報

を発
信

す
る

。（
保

護
者

アン
ケ

ー
ト・

学
校

関
係

者
アン

ケ
ー

ト「
相

談
しや

す
い

学
校

」９
０

％
以

上
）

〇
学

校
だ

より
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、ア
プリ

を用
い

て
、適

時
適

切
に

情
報

発
信

した
。（

保
護

者
アン

ケ
ー

ト９
０

％
以

上
達

成
）

□
４

町
会

合
同

の
避

難
所

開
設

訓
練

、放
課

後
子

ども
教

室
の

運
営

に
より

地
域

連
携

が
大

きく
進

ん
だ

。

Ａ
・保

護
者

アン
ケ

ー
ト回

収
率

は
どれ

くら
い

あ
った

の
か

、ま
た

、結
果

をど
の

よう
に

使
うの

か
具

体
策

を展
開

し
て

ほ
しい

。
・ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

が
タイ

ム
リー

で
とて

も
良

い
。

前
川

東
小

□
保

護
者

、地
域

、外
部

機
関

等
の

教
育

力
を持

続
可

能
な

形
で

取
り入

れ
、

「本
物

に
触

れ
る

」教
育

活
動

を実
行

す
る

。
□

外
部

講
師

、地
域

人
材

を講
師

とし
て

、地
域

連
携

推
進

担
当

等
を中

心
に

継
続

可
能

な
実

施
方

法
で

「本
物

に
触

れ
る

」教
育

活
動

を確
立

した
。

Ａ

・放
課

後
子

ども
教

室
（

前
川

東
小

まな
び

っ子
クラ

ブ）
で

、学
校

に
足

を運
ぶ

機
会

が
増

え
て

、町
会

の
方

の
気

持
ち

も
、学

校
へ

の
期

待
も

増
した

と思
う。

・地
域

との
協

力
体

制
が

築
か

れ
て

い
る

。
・毎

年
、開

校
記

念
日

に
児

童
か

ら感
謝

の
手

紙
をも

らっ
て

い
る

。子
ども

た
ち

の
考

え
が

よく
わ

か
り、

町
会

活
動

の
参

考
に

した
い

。
前

川
東

小
前

川
東

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

職
員

の
キ

ャリ
ア段

階
に

応
じた

指
導

力
の

向
上

を実
現

す
る

とと
も

に
、高

い
倫

理
観

を確
立

す
る

。（
教

職
員

事
故

０
の

達
成

）
〇

定
期

的
に

教
職

員
の

授
業

観
察

や
面

談
を行

った
。ま

た
、時

節
に

応
じた

事
例

研
修

を行
い

、
教

職
員

事
故

０
を達

成
した

。
Ａ

・若
手

の
先

生
方

が
育

って
い

る
と感

じて
い

る
。若

手
の

学
校

経
営

参
画

に
よっ

て
組

織
は

活
性

化
す

る
。

・限
られ

た
日

課
の

中
、先

生
方

は
熱

心
に

研
究

され
、そ

の
取

り組
み

が
深

まり
、子

ども
達

の
熱

い
思

い
が

感
じら

れ
る

。
・引

き続
き校

長
の

指
導

で
教

職
員

事
故

を防
止

して
ほ

しい
。

前
川

東
小

□
働

き方
改

革
を推

進
し、

ワー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

を実
現

す
る

。（
各

教
職

員
の

在
校

総
時

間
数

、昨
年

の
実

績
を下

回
る

こと
の

達
成

、月
８

０
時

間
以

上
０

の
達

成
）

□
リフ

レッ
シ

ュデ
ー

の
実

施
、超

過
勤

務
が

常
態

化
して

い
る

職
員

と面
談

等
に

より
、ワ

ー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

を遂
行

した
。（

月
超

過
８

０
時

間
以

上
０

人
）

Ｂ
・週

課
表

の
設

定
、通

知
表

の
年

２
回

配
布

等
に

つ
い

て
、と

て
も

良
い

取
り組

み
だ

と思
う。

・二
学

期
制

は
児

童
に

向
き合

う時
間

の
確

保
、教

職
員

の
ワー

クラ
イフ

バ
ラン

ス
に

も
繋

が
る

。
・先

生
方

も
ワー

クラ
イフ

バ
ラン

ス
を大

切
に

して
心

身
とも

に
リフ

レッ
シ

ュし
て

ほ
しい

。
前

川
東

小
前

川
東

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

高
い

危
機

管
理

に
基

づ
い

た
安

全
な

学
校

づ
くり

を実
現

す
る

。（
施

設
設

備
の

瑕
疵

に
よる

け
が

・事
故

０
の

達
成

）
〇

避
難

訓
練

の
改

善
等

、実
際

を想
定

して
マニ

ュア
ル

を更
新

した
。ま

た
、日

常
の

安
全

点
検

で
発

見
した

危
険

個
所

に
即

時
対

応
した

。
Ｂ

・校
内

が
清

潔
に

保
た

れ
て

い
る

。施
設

を大
切

に
して

い
る

想
い

が
伝

わ
って

くる
。児

童
の

情
操

教
育

に
も

不
可

欠
で

あ
る

。
・災

害
時

の
拠

点
とし

て
備

品
の

管
理

は
重

要
で

あ
る

。
・ト

イレ
をす

べ
て

洋
式

化
す

る
考

え
方

は
な

い
の

か
。

前
川

東
小

□
効

果
的

な
予

算
執

行
及

び
会

計
事

故
防

止
を実

行
す

る
。（

会
計

事
故

０
の

達
成

）
□

予
算

執
行

、会
計

業
務

を事
務

主
任

を中
心

に
複

数
で

適
切

に
行

うこ
とで

、会
計

事
故

０
を達

成
した

。
Ａ

・予
算

執
行

も
大

事
だ

が
修

繕
優

先
で

引
き続

きお
願

い
した

い
。

前
川

東
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

柳
崎

小
組

織
運

営
〇

多
様

化
す

る
諸

課
題

を解
決

す
る

た
め

に
、情

報
を共

有
しな

が
ら教

職
員

一
人

ひ
とり

の
力

を最
大

限
に

発
揮

で
きる

組
織

づ
くり

をす
る

。
〇

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
に

よる
業

務
効

率
化

が
進

め
られ

、目
指

す
学

校
像

の
具

現
化

に
向

け
て

、教
職

員
一

人
ひ

とり
の

主
体

的
な

学
校

運
営

参
画

が
見

られ
る

よう
に

な
った

。
Ｂ

・時
代

に
合

わ
せ

た
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を活
用

して
、業

務
の

効
率

化
に

努
力

して
い

る
こと

が
感

じら
れ

た
。

・外
国

籍
の

児
童

の
増

加
や

保
護

者
対

応
、地

域
との

関
係

等
、多

様
化

して
い

る
課

題
に

対
応

しな
が

ら生
徒

指
導

に
取

り組
む

必
要

が
あ

り、
教

職
員

の
負

担
が

心
配

な
部

分
で

あ
る

。
柳

崎
小

□
児

童
に

とっ
て

安
心

安
全

な
居

場
所

づ
くり

をす
る

。
□

学
年

内
や

教
科

担
任

に
よる

児
童

理
解

が
図

られ
、組

織
的

継
続

的
に

一
人

ひ
とり

に
応

じた
対

応
が

で
きる

よう
に

な
った

。児
童

が
安

心
して

学
べ

る
空

間
と時

間
が

広
が

って
い

る
。

Ｂ
・児

童
理

解
が

進
み

、子
ども

た
ち

と関
わ

る
機

会
や

時
間

が
で

きる
こと

は
よい

こと
で

あ
る

。

柳
崎

小
柳

崎
小

教
育

課
程

〇
「令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
」柳

崎
小

バ
ー

ジ
ョン

を構
築

して
、児

童
も

教
職

員
も

ワク
ワク

す
る

教
育

活
動

に
取

り組
む

。
〇

日
々

の
教

育
活

動
に

使
命

感
をも

って
臨

む
こと

が
で

きて
い

る
。

○
教

職
員

の
意

欲
的

な
教

材
研

究
と自

己
研

鑽
の

成
果

を見
取

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・埼

玉
県

の
「学

力
保

障
ス

クラ
ム

事
業

」を
推

進
して

、子
ども

一
人

ひ
とり

の
伸

び
率

は
上

が
って

い
る

との
こと

な
の

で
地

道
に

一
歩

ず
つ

学
力

向
上

に
努

力
して

ほ
しい

。
・学

習
過

程
の

工
夫

に
より

、児
童

に
達

成
感

を味
わ

わ
せ

、自
己

肯
定

感
を高

め
る

こと
は

大
事

で
あ

る
。

柳
崎

小
柳

崎
小

柳
崎

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

地
域

や
保

護
者

との
連

携
に

より
「信

頼
され

る
学

校
」「

地
域

とと
も

に
あ

る
学

校
」を

つ
くる

。

〇
学

校
運

営
協

議
会

に
Ｐ

Ｔ
Ａ

会
長

が
加

わ
った

こと
で

、保
護

者
との

つ
な

が
りが

より
深

くな
っ

た
。

○
地

域
や

保
護

者
の

ボ
ラン

テ
ィア

に
よる

登
下

校
の

見
守

り活
動

が
、埼

玉
県

や
川

口
市

で
評

価
さ

れ
、優

良
が

高
とし

て
表

彰
され

た
。

Ａ

・Ｐ
Ｔ

Ａ
も

時
代

の
流

れ
とと

も
に

考
え

方
も

変
化

し、
益

々
活

動
が

難
しく

な
る

の
で

、知
恵

を絞
って

学
校

と
の

協
力

関
係

を築
い

て
ほ

しい
。先

生
方

を応
援

す
る

気
持

ち
をも

って
ほ

しい
。

・地
域

の
方

々
、保

護
者

の
協

力
より

子
ども

た
ち

が
安

全
に

登
下

校
で

きて
い

る
こと

は
、と

て
も

素
晴

らし
い

。
これ

か
らも

続
くこ

とを
願

って
い

る
。

柳
崎

小
□

中
学

校
区

の
学

校
の

連
携

を進
め

、児
童

生
徒

の
健

全
育

成
に

取
り組

む
。

□
地

区
で

の
授

業
研

究
会

や
校

内
研

修
は

情
報

交
流

に
留

まっ
た

。
□

中
学

校
の

生
徒

指
導

部
会

に
参

加
して

、小
中

連
携

した
生

徒
指

導
の

強
化

に
つ

な
が

った
。

Ｂ
・特

に
な

し

柳
崎

小
柳

崎
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

育
の

プロ
とし

て
の

責
任

と自
覚

、使
命

感
をも

った
教

職
員

を育
て

る
。

〇
日

々
の

教
育

活
動

に
使

命
感

をも
って

臨
む

こと
が

で
きて

い
る

。
○

教
職

員
の

意
欲

的
な

教
材

研
究

と自
己

研
鑽

の
成

果
を見

取
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・先
生

方
の

活
気

が
感

じら
れ

る
。時

代
が

変
化

し、
業

務
も

多
岐

に
わ

た
り、

研
修

や
教

材
研

究
等

の
時

間
確

保
は

難
しい

が
、学

校
全

体
が

チ
ー

ム
ワー

クで
資

質
向

上
を目

指
して

ほ
しい

。
・難

しい
対

応
が

求
め

られ
る

中
、引

き続
き教

職
員

に
よる

不
適

切
な

指
導

の
再

発
防

止
と信

頼
回

復
に

努
め

て
ほ

しい
。

柳
崎

小
柳

崎
小

柳
崎

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

老
朽

化
した

施
設

設
備

を大
切

に
使

い
な

が
ら、

危
機

管
理

を徹
底

して
、

施
設

設
備

の
事

故
ゼ

ロに
す

る
。

〇
実

践
的

な
見

直
しが

議
論

され
、学

校
全

体
で

安
全

意
識

が
向

上
して

い
る

。
○

施
設

設
備

の
改

修
や

改
善

が
効

果
的

に
図

られ
た

。
Ｂ

・古
い

建
物

だ
が

、大
事

に
きれ

い
に

使
って

い
る

と思
う。

・児
童

に
事

故
や

け
が

が
な

い
よう

、安
心

して
学

校
生

活
が

送
れ

る
よう

お
願

い
した

い
。

柳
崎

小
柳

崎
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

芝
樋

ノ爪
小

組
織

運
営

〇
学

校
課

題
に

対
す

る
共

通
理

解
・共

通
指

導
に

基
づ

く組
織

的
対

応
を徹

底
す

る
。

〇
全

教
職

員
の

共
通

理
解

に
よる

組
織

的
対

応
が

定
着

しつ
つ

あ
り、

一
定

の
成

果
を上

げ
て

い
る

が
、そ

の
とら

え
方

、取
り組

み
方

に
は

個
人

差
が

大
きく

、個
々

の
教

職
員

の
資

質
・能

力
の

向
上

が
実

現
へ

の
鍵

とな
る

こと
を強

く感
じる

。引
き続

き徹
底

して
い

く。
Ｂ

・組
織

的
対

応
が

定
着

しつ
つ

あ
る

こと
が

す
ば

らし
い

。
・全

教
職

員
の

連
携

を強
化

し、
意

識
向

上
に

努
め

て
い

た
だ

きた
い

。
・前

年
度

と比
較

す
る

と、
目

に
見

え
て

成
果

を上
げ

て
い

る
と感

じる
。組

織
全

体
で

児
童

の
学

力
向

上
を進

め
て

ほ
しい

。
芝

樋
ノ爪

小

□
本

校
校

訓
「至

誠
」の

具
現

化
を実

現
す

る
。

□
本

校
校

訓
「至

誠
」の

教
職

員
へ

の
反

映
、行

動
規

範
とし

て
の

「至
誠

」実
現

の
た

め
、校

長
室

だ
より

に
「校

訓
「至

誠
」を

貫
く」

を不
定

期
に

掲
載

し、
最

大
限

活
用

した
。し

か
し、

未
だ

道
半

ば
で

あ
る

。
Ｂ

・日
頃

の
対

応
を見

て
、継

続
的

に
取

り組
ん

で
い

る
こと

に
感

謝
す

る
。

・保
護

者
や

地
域

との
交

流
の

機
会

を増
や

し、
学

校
の

取
り組

み
を広

く啓
発

す
る

必
要

性
を感

じる
。

芝
樋

ノ爪
小

芝
樋

ノ爪
小

教
育

課
程

〇
児

童
の

学
力

を見
取

る
た

め
の

標
準

化
され

た
学

力
検

定
の

研
究

を継
続

す
る

とと
も

に
、児

童
自

身
が

学
力

の
伸

び
を実

感
で

きる
学

力
向

上
に

資
す

る
取

り組
み

を一
層

充
実

させ
る

。

〇
学

力
向

上
に

向
け

、I
CT

利
活

用
や

授
業

改
善

を手
立

て
とし

て
取

り組
ん

だ
。学

力
検

定
を学

期
末

ご
とに

実
施

・分
析

した
結

果
、全

体
的

に
学

力
向

上
の

傾
向

を確
認

す
る

こと
が

で
きた

が
、学

年
に

よる
実

態
差

が
生

じて
い

る
の

が
現

状
で

あ
る

。
Ｂ

・学
力

向
上

とい
う成

果
が

表
れ

て
い

る
。

・引
き続

き、
わ

か
りや

す
い

授
業

とク
ラス

全
員

へ
の

目
配

りを
お

願
い

した
い

。
・１

日
３

回
以

上
の

教
室

訪
問

に
は

頭
が

下
が

る
。す

ば
らし

い
。

・授
業

参
観

の
機

会
が

増
え

、あ
りが

た
い

。教
材

整
備

が
進

ん
で

い
る

こと
を実

感
す

る
。

芝
樋

ノ爪
小

□
「主

体
的

・対
話

的
で

深
い

学
び

」を
視

点
とし

た
授

業
改

善
を推

進
し、

本
校

の
授

業
ス

タン
ダー

ドと
す

る
。

□
一

単
位

時
間

の
教

室
訪

問
を３

回
（

２
月

に
１

回
実

施
予

定
）

実
施

した
。フ

ィー
ドバ

ック
を

実
施

し、
各

教
職

員
の

授
業

に
係

る
PD

CA
サ

イク
ル

の
確

立
を実

現
で

きた
が

、職
員

構
成

に
大

き
な

変
化

が
生

じた
今

年
度

は
授

業
改

善
まで

に
至

って
い

な
い

教
員

も
少

な
か

らず
い

る
の

が
現

状
で

あ
る

。

Ｂ
・質

の
高

い
授

業
づ

くり
に

学
校

全
体

で
取

り組
ん

で
ほ

しい
。

・職
員

構
成

に
大

きな
変

化
が

生
じ、

Ｂ
評

価
で

も
す

ば
らし

い
と思

う。
・授

業
参

観
時

の
児

童
の

様
子

か
ら、

日
頃

か
ら管

理
職

が
交

流
して

い
る

こと
が

わ
か

る
。

芝
樋

ノ爪
小

芝
樋

ノ爪
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
・家

庭
・地

域
の

協
力

体
制

・連
携

体
制

を確
立

す
る

。

〇
授

業
参

観
・懇

談
会

を４
回

（
３

月
に

１
回

実
施

予
定

）
、夏

季
休

業
中

に
個

人
面

談
を１

回
、学

校
公

開
を３

回
実

施
で

きた
。日

々
の

Ｈ
Ｐ

の
更

新
に

より
、迅

速
な

学
校

情
報

の
提

供
の

継
続

、川
口

市
・蕨

市
内

で
発

生
した

不
審

者
情

報
の

提
供

を継
続

で
きた

。
Ｂ

・地
域

との
つ

な
が

りが
深

い
学

校
な

の
で

、地
域

情
報

も
発

信
で

きる
仕

組
み

が
あ

る
とさ

らに
よい

と感
じた

。
・様

々
な

時
間

制
限

の
中

、よ
く対

応
して

い
た

だ
い

て
い

る
と感

じる
。

・「
保

護
者

アン
ケ

ー
ト」

の
回

収
率

を上
げ

て
ほ

しい
。

芝
樋

ノ爪
小

□
学

校
運

営
協

議
会

の
さら

な
る

充
実

に
より

、「
地

域
とと

も
に

歩
む

学
校

づ
く

り」
「地

域
に

根
差

した
学

校
づ

くり
」を

より
一

層
推

進
す

る
。

□
学

校
運

営
協

議
会

を年
間

４
回

（
３

月
に

１
回

実
施

予
定

）
実

施
で

きた
。学

校
運

営
協

議
会

で
得

た
意

見
、協

議
され

た
内

容
に

つ
い

て
は

、様
々

な
形

をも
って

学
校

運
営

に
反

映
で

きた
。

Ｂ
・幼

稚
園

や
児

童
セ

ンタ
ー

、町
会

等
との

交
流

を増
や

して
み

て
は

どう
か

。
・Ａ

評
価

で
も

よい
の

で
は

な
い

か
。

・様
々

な
意

見
が

あ
る

中
、よ

く検
討

をし
て

い
た

だ
い

て
お

り、
感

謝
す

る
。

芝
樋

ノ爪
小

芝
樋

ノ爪
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
学

校
課

題
研

究
と連

動
した

日
々

の
授

業
の

質
的

向
上

に
より

、個
々

の
教

員
の

指
導

力
向

上
を実

現
す

る
。

〇
研

究
主

題
「主

体
的

・対
話

的
で

深
い

学
び

の
創

造
に

向
け

て
」を

設
定

し、
２

年
が

経
過

した
。

研
究

授
業

・授
業

研
究

会
を設

定
し、

課
題

解
決

の
た

め
の

手
立

て
を検

討
、実

践
した

。授
業

研
究

会
は

仮
説

検
証

の
た

め
の

協
議

を中
心

とし
た

が
、全

教
職

員
の

共
通

理
解

まで
に

は
至

って
い

な
い

。

Ｂ
・若

手
も

中
堅

も
、教

員
の

学
ぶ

機
会

を増
や

す
必

要
性

が
あ

る
と思

う。
・全

教
職

員
の

共
通

理
解

実
現

に
向

け
て

努
力

して
ほ

しい
。

・成
果

と課
題

を知
る

こと
が

で
きた

。努
力

に
感

謝
す

る
。

芝
樋

ノ爪
小

□
心

身
とも

に
健

康
で

、高
い

倫
理

観
を備

え
た

教
職

員
集

団
の

形
成

を実
現

す
る

。

□
引

き続
き、

心
身

の
不

調
に

より
長

期
病

気
休

暇
・病

気
休

職
を取

得
した

教
職

員
は

い
な

か
っ

た
。倫

理
確

立
委

員
会

、教
職

員
事

故
防

止
研

修
会

、短
時

間
研

修
の

継
続

に
より

、教
職

員
の

危
機

意
識

、当
事

者
意

識
の

高
まり

を感
じた

。教
職

員
事

故
ゼ

ロを
実

現
した

。教
職

員
の

在
校

時
間

は
増

加
傾

向
が

見
られ

た
。

Ｂ

・教
職

員
事

故
ゼ

ロは
す

ば
らし

い
。

・引
き続

き教
職

員
事

故
ゼ

ロ、
在

校
時

間
減

少
へ

の
取

り組
み

を継
続

して
ほ

しい
。

・在
校

時
間

の
短

縮
が

目
的

に
な

らな
い

よう
に

して
ほ

しい
。

・児
童

も
多

様
化

す
る

中
、教

職
員

の
苦

労
も

増
え

て
い

る
よう

に
思

う。
芝

樋
ノ爪

小
芝

樋
ノ爪

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

教
職

員
の

「変
化

に
気

づ
く」

危
機

管
理

意
識

を向
上

させ
る

。
〇

全
教

職
員

に
よる

定
期

・臨
時

・日
々

の
安

全
点

検
を実

施
した

。教
室

内
の

室
温

や
換

気
・採

光
状

況
を確

認
した

。加
え

て
、熱

中
症

・感
染

症
対

策
を実

施
し、

教
職

員
の

危
機

管
理

意
識

を
高

め
る

こと
が

で
きた

が
、職

員
構

成
に

大
きな

変
化

が
生

じた
今

年
度

は
、教

職
員

の
意

識
に

個
人

差
を感

じる
。

Ｂ

・学
校

内
の

安
全

確
保

に
つ

い
て

教
職

員
の

尽
力

に
感

謝
す

る
。

・全
教

室
の

鍵
の

設
置

に
は

安
心

した
。更

衣
室

の
ドア

ロッ
クと

不
審

物
の

点
検

に
つ

い
て

、引
き続

きお
願

い
す

る
。

・校
舎

の
老

朽
化

は
否

め
な

い
が

、様
々

な
修

繕
を施

され
て

お
り、

安
心

した
。

□
教

育
環

境
の

整
備

・充
実

の
た

め
、計

画
的

・効
果

的
に

予
算

を執
行

す
る

。
□

管
理

職
に

よる
１

日
３

回
以

上
の

校
内

巡
視

に
より

、修
繕

必
要

箇
所

の
早

期
発

見
・即

時
対

応
を実

現
で

きた
。限

りあ
る

予
算

を計
画

的
、効

果
的

に
執

行
で

きた
。

Ａ
・事

故
な

く１
年

を終
え

られ
る

こと
が

す
ば

らし
い

。意
識

の
高

さを
感

じる
。

・限
りあ

る
予

算
の

中
、よ

く対
応

して
い

た
だ

い
て

い
る

。
・教

室
棟

の
トイ

レの
改

修
工

事
を検

討
して

い
た

だ
きた

い
。

0
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

新
郷

南
小

組
織

運
営

〇
若

手
教

職
員

や
経

験
の

浅
い

教
職

員
を中

心
に

、教
育

力
を向

上
させ

る
。

〇
年

次
研

修
や

市
教

職
員

研
修

、市
教

委
研

究
委

嘱
校

の
授

業
研

究
会

等
に

、教
職

員
を参

加
・派

遣
し、

最
新

の
教

育
情

報
の

収
集

と、
教

職
員

個
々

の
資

質
向

上
を進

め
る

こと
が

で
きた

。
また

、校
内

研
修

に
お

い
て

全
教

員
が

授
業

を公
開

す
る

とと
も

に
、全

教
職

員
で

協
議

を重
ね

た
上

で
全

体
授

業
研

修
に

臨
み

、指
導

者
より

指
導

・助
言

を受
け

る
こと

で
、学

校
全

体
の

教
育

力
向

上
に

つ
な

げ
る

こと
が

で
きた

。

Ｂ
・教

職
員

一
人

ひ
とり

の
実

とな
る

研
修

が
実

施
され

る
と良

い
。

新
郷

南
小

□
ベ

テ
ラン

教
職

員
と若

手
教

職
員

を結
ぶ

ミド
ル

リー
ダー

を育
成

す
る

。

□
校

内
研

修
を進

め
る

に
あ

た
り、

ベ
テ

ラン
教

員
が

示
範

授
業

を行
い

、指
導

の
進

め
方

や
児

童
と

の
関

わ
り方

等
を示

す
こと

で
、若

手
教

員
が

授
業

を進
め

て
い

く手
掛

か
りを

得
る

こと
が

で
きた

。ま
た

、ミ
ドル

リー
ダー

が
校

内
分

掌
の

重
要

ポ
ス

トを
担

うこ
とで

学
校

全
体

を見
渡

す
視

点
が

育
ち

、学
校

運
営

参
画

意
識

の
向

上
に

つ
な

が
った

。

Ｂ
・校

内
に

お
け

る
役

割
を果

た
す

た
め

、ミ
ドル

リー
ダー

の
育

成
を進

め
て

ほ
しい

。

新
郷

南
小

新
郷

南
小

教
育

課
程

〇
教

育
課

程
を円

滑
に

実
施

す
る

。
〇

年
間

計
画

に
基

づ
い

て
学

習
が

進
め

られ
、未

履
修

は
起

きて
い

な
い

。学
校

行
事

の
実

施
に

あ
た

り、
昨

年
度

の
反

省
等

を踏
まえ

た
提

案
が

な
され

、実
施

で
きて

い
る

。
Ａ

・円
滑

に
教

育
活

動
が

進
め

られ
て

い
る

様
子

が
、図

工
の

作
品

か
らも

伝
わ

り、
今

後
の

拡
が

りを
感

じた
。

・学
校

の
丁

寧
な

指
導

が
、児

童
の

発
表

の
要

か
ら伝

わ
った

。
新

郷
南

小
□

校
内

研
修

を計
画

的
に

実
施

し、
学

び
合

い
を通

し、
基

礎
・基

本
の

定
着

に
取

り組
む

。
□

全
教

職
員

で
取

り組
む

校
内

研
修

体
制

が
構

築
され

つ
つ

あ
り、

児
童

の
語

彙
力

の
向

上
や

、交
流

・対
話

を通
した

学
び

合
い

活
動

を取
り入

れ
た

授
業

づ
くり

に
取

り組
む

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・研
修

の
在

り方
に

つ
い

て
、今

後
も

検
討

を続
け

て
ほ

しい
。

新
郷

南
小

◇
「個

別
最

適
な

学
び

」に
即

した
、授

業
改

善
に

取
り組

む
。

◇
中

・高
学

年
に

お
け

る
教

科
担

任
制

や
ロー

テ
ー

シ
ョン

道
徳

を実
施

し、
より

深
く、

丁
寧

な
教

材
研

究
に

基
づ

く授
業

づ
くり

に
取

り組
む

こと
が

で
きた

。ま
た

、Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

端
末

等
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

効
果

的
活

用
を研

究
し、

児
童

の
学

習
意

欲
の

喚
起

等
に

つ
な

げ
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・Ｉ
Ｃ

Ｔ
や

タブ
レッ

トを
活

用
す

る
利

点
を、

引
き続

き活
か

して
ほ

しい
。

・児
童

の
タブ

レッ
ト利

用
に

あ
た

り、
イン

ター
ネ

ット
との

良
い

関
わ

り方
に

つ
い

て
指

導
を続

け
て

ほ
しい

。

新
郷

南
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
教

育
活

動
の

様
子

を積
極

的
に

発
信

し、
保

護
者

や
地

域
の

理
解

、協
力

を得
る

。

〇
保

護
者

向
け

連
絡

帳
アプ

リ「
コド

モン
」を

活
用

し、
随

時
必

要
な

情
報

を発
信

す
る

とと
も

に
、校

外
学

習
の

様
子

を画
像

付
きで

発
信

す
る

こと
が

で
きた

。一
方

、学
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
に

つ
い

て
の

指
摘

を学
校

評
価

で
い

た
だ

い
て

い
る

の
で

、教
職

員
が

取
り組

み
や

す
い

方
法

を検
討

し、
改

善
して

い
く。

学
校

応
援

団
に

つ
い

て
は

、団
員

数
を維

持
し、

学
校

応
援

団
活

動
が

円
滑

に
取

り組
め

る
よう

、体
制

整
備

に
取

り組
ん

で
い

く。

Ｂ
・特

に
な

し。

新
郷

南
小

□
学

校
と保

護
者

・地
域

の
架

け
橋

とし
て

、学
校

運
営

協
議

会
を活

性
化

さ
せ

る
。

□
計

画
的

に
学

校
運

営
協

議
会

を開
催

し、
い

た
だ

い
た

ご
意

見
を学

校
経

営
に

反
映

して
い

くこ
と

が
で

きた
。よ

り多
面

的
・多

角
的

な
ご

意
見

をい
た

だ
い

た
り、

熟
議

が
重

ね
た

りで
きる

よう
、開

催
方

法
に

つ
い

て
検

討
して

い
く。

Ａ
・今

後
も

、学
校

と地
域

が
一

体
とな

った
教

育
活

動
が

進
め

られ
る

と良
い

。

新
郷

南
小

新
郷

南
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
当

事
者

意
識

を醸
成

し、
教

職
員

事
故

を絶
対

に
起

こさ
な

い
。

〇
計

画
的

に
研

修
を実

施
す

る
こと

が
で

きて
お

り、
その

研
修

を若
手

教
員

が
担

うこ
とが

多
くな

り、
不

祥
事

根
絶

に
向

け
た

当
事

者
意

識
の

醸
成

が
進

ん
で

い
る

。ま
た

、県
内

を中
心

とし
た

教
職

員
に

よる
不

祥
事

の
情

報
発

信
を、

継
続

して
行

え
て

い
る

。
Ａ

・特
に

な
し。

新
郷

南
小

□
時

間
外

在
校

時
間

に
お

い
て

、前
年

度
比

８
％

以
上

縮
減

を達
成

す
る

。
□

現
状

、前
年

度
比

８
％

以
上

の
時

間
外

在
校

時
間

の
縮

減
を達

成
して

い
る

。ま
た

、教
頭

が
中

心
とな

り、
新

た
な

負
担

軽
減

策
が

実
行

され
て

い
る

。県
が

定
め

る
目

安
の

達
成

に
向

け
、教

職
員

か
らの

意
見

や
考

え
を吸

い
上

げ
な

が
ら取

り組
み

を継
続

して
い

く。
Ｂ

・働
き方

改
革

も
大

事
で

あ
る

が
、児

童
に

主
眼

を置
い

て
教

育
活

動
を進

め
て

も
らえ

る
と良

い
。

新
郷

南
小

新
郷

南
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
安

全
点

検
に

基
づ

く施
設

・設
備

の
改

善
に

取
り組

み
、児

童
の

安
心

・安
全

な
生

活
を保

障
す

る
。

〇
盗

撮
防

止
の

視
点

も
踏

まえ
た

各
点

検
等

を確
実

に
実

施
し、

危
険

個
所

等
の

早
期

発
見

・早
期

対
応

に
取

り組
む

こと
が

で
きて

い
る

。優
先

順
位

をつ
け

て
施

設
・設

備
の

改
善

に
取

り組
ん

で
い

る
が

、緊
急

対
応

や
高

額
な

対
応

も
あ

り、
遅

々
とし

て
進

まな
い

現
状

が
あ

る
。

Ｂ
・エ

アコ
ンの

室
外

機
を冷

や
す

（
影

を作
る

）
工

夫
をす

る
と、

熱
中

症
対

策
に

つ
な

が
る

。

新
郷

南
小

□
年

間
を見

通
した

計
画

的
な

集
金

業
務

を行
い

、会
計

事
故

を起
こさ

な
い

。

□
今

年
度

か
ら集

金
代

行
業

務
アプ

リ「
エン

ペ
イ」

か
ら「

ゆ
うち

ょ銀
行

」振
替

方
式

に
変

更
した

が
、

保
護

者
の

協
力

も
あ

り、
大

きな
混

乱
も

な
く集

金
業

務
が

遂
行

され
て

い
る

。よ
り学

校
予

算
を効

果
的

に
活

用
す

べ
く、

保
護

者
向

け
連

絡
帳

アプ
リを

、よ
り安

価
な

「ス
クリ

レ」
に

変
更

し、
今

後
運

用
して

い
く。

Ａ
・特

に
な

し。

新
郷

南
小

◇
個

人
情

報
管

理
規

定
を見

直
し、

情
報

管
理

を徹
底

す
る

。
◇

個
人

情
報

管
理

に
留

まら
ず

、様
々

な
校

内
規

定
の

見
直

し・
検

討
・改

善
に

取
り組

む
こと

が
で

きた
。不

祥
事

防
止

・根
絶

に
向

け
、引

き続
き、

全
教

職
員

に
個

人
情

報
管

理
の

必
要

性
を説

明
し、

徹
底

に
取

り組
ん

で
い

く。
Ｂ

・特
に

な
し。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

上
青

木
南

小
組

織
運

営

○
改

善
・改

革
の

視
点

をも
ち

、持
続

可
能

な
質

の
高

い
教

育
活

動
を組

織
的

に
構

築
す

る
。

〇
校

務
分

掌
の

再
編

成
、年

間
活

動
計

画
の

立
案

、プ
ロジ

ェク
ト部

会
の

活
性

化
を通

し、
教

職
員

が
学

校
運

営
参

画
意

識
を高

め
な

が
ら活

動
を推

進
し、

新
規

の
取

り組
み

に
も

つ
な

げ
る

こと
が

で
きた

。
〇

自
己

評
価

面
談

、授
業

観
察

、研
究

授
業

、本
発

表
等

の
研

修
を通

じ、
教

職
員

の
強

み
の

共
有

と質
の

高
い

授
業

実
践

の
継

続
を図

る
こと

が
で

きた
。

◎
学

校
評

価
15

（
教

職
員

）
【学

校
運

営
参

画
意

識
Ａ

+
Ｂ

95
.5

%
　昨

年
度

比
同

率
】【

Ａ
40

.9
％

　昨
年

度
比

18
.2

％
増

】

Ａ

・極
め

て
高

い
レベ

ル
で

学
校

運
営

が
行

わ
れ

て
い

る
。特

に
積

極
的

な
外

部
講

師
に

よる
指

導
は

大
変

有
意

義
で

あ
る

。
・目

に
見

え
な

い
とこ

ろ
の

評
価

は
難

しい
が

、組
織

か
ら成

る
横

・縦
の

情
報

の
共

有
・交

換
は

大
事

で
あ

る
と

思
う。

・校
務

分
掌

の
再

編
成

、プ
ロジ

ェク
ト部

会
の

活
性

化
等

が
学

校
運

営
参

画
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

って
い

る
こと

が
感

じら
れ

た
。数

値
に

も
表

れ
て

い
る

。

上
青

木
南

小

□
不

登
校

・不
登

校
傾

向
児

童
等

の
家

庭
を中

心
に

教
育

相
談

支
援

体
制

を
確

立
す

る
。

□
生

徒
指

導
委

員
会

で
の

重
点

課
題

の
共

有
、特

別
支

援
委

員
会

で
の

支
援

プラ
ンの

作
成

等
、

校
内

支
援

体
制

の
充

実
を図

る
こと

が
で

きた
。

□
関

係
機

関
との

連
携

に
より

、家
庭

へ
の

アプ
ロー

チ
を行

った
こと

で
、継

続
した

登
校

に
つ

な
げ

る
こと

が
で

きた
。

□
校

内
教

育
支

援
セ

ンタ
ー

の
運

用
の

見
直

しを
図

り、
教

室
を含

め
、複

数
体

制
で

の
支

援
を行

う
こと

に
より

、支
援

体
制

の
充

実
を図

る
こと

が
で

きた
。

◎
【不

登
校

・不
登

校
傾

向
児

童
へ

の
支

援
率

10
0％

】

Ｂ

・外
国

籍
児

童
が

増
え

て
きて

い
る

こと
も

あ
り、

不
登

校
児

童
へ

の
対

応
は

難
しく

な
って

きて
い

る
が

、不
登

校
児

童
数

は
学

校
運

営
評

価
の

バ
ロメ

ー
ター

の
１

つ
で

も
あ

り、
校

外
の

知
見

も
活

か
し効

果
的

な
活

動
を継

続
して

ほ
しい

。
・今

後
も

多
様

な
支

援
方

法
を考

え
、実

践
して

ほ
しい

。
・P

TA
とし

て
、不

登
校

児
童

の
解

消
に

向
け

て
支

援
で

きる
こと

が
あ

れ
ば

協
力

して
い

きた
い

。

上
青

木
南

小 上
青

木
南

小
教

育
課

程

○
これ

まで
の

研
究

成
果

を活
か

した
児

童
目

線
の

授
業

改
善

を行
い

、創
意

工
夫

あ
る

教
育

課
程

を展
開

して
い

く。
特

に
、国

語
、算

数
の

学
力

向
上

の
た

め
の

授
業

の
充

実
を図

る
。

〇
川

口
市

教
育

委
員

会
委

嘱
の

学
力

向
上

の
研

究
を軸

に
中

間
層

児
童

をい
か

す
授

業
の

視
点

と
努

力
調

整
方

略
を伸

ば
す

視
点

を中
心

に
児

童
目

線
の

授
業

改
善

を推
進

し、
その

成
果

を市
内

外
へ

広
く発

表
す

る
こと

が
で

きた
。

〇
司

書
教

諭
、学

校
図

書
館

司
書

との
連

携
に

より
、学

校
図

書
館

の
レフ

ァレ
ンス

機
能

と読
書

環
境

を充
実

させ
、学

力
向

上
に

つ
な

げ
る

こと
が

で
きた

。
◎

R7
埼

玉
県

学
力

・学
習

状
況

調
査

結
果

【全
項

目
県

平
均

値
を上

回
る

】
◎

学
校

評
価

20
（

教
職

員
）

【基
礎

的
・基

本
的

な
学

力
の

定
着

86
.4

％
　昨

年
度

比
18

.2
％

増
】

Ａ

・学
力

、体
力

の
向

上
へ

の
取

り組
み

は
結

果
も

出
て

お
り素

晴
らし

い
と思

う。
国

語
科

を中
心

とし
た

学
力

向
上

と読
書

環
境

の
充

実
を楽

しみ
に

して
い

る
。

・前
年

度
に

引
き続

き、
中

間
層

の
引

き上
げ

が
功

を奏
して

い
る

と感
じら

れ
た

。読
書

を習
慣

化
させ

る
取

り
組

み
も

大
きく

評
価

で
きる

。
・階

段
に

置
い

て
あ

る
図

書
も

目
に

つ
きや

す
く、

子
ども

達
が

本
を読

む
習

慣
が

身
に

つ
くの

で
は

と期
待

して
い

る
。

上
青

木
南

小
□

教
育

計
画

の
確

実
な

実
施

と質
の

高
い

活
動

へ
の

改
善

を行
う。

□
研

究
授

業
、師

範
授

業
、プ

レ授
業

、日
常

的
な

教
室

訪
問

を中
心

に
授

業
観

察
を実

施
した

。
1，

2学
期

に
研

究
の

視
点

、自
己

評
価

シ
ー

トを
活

用
した

授
業

観
察

を行
い

、双
方

向
性

をも
っ

た
振

り返
りと

助
言

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・見
て

くれ
て

い
る

の
だ

とい
う意

識
を子

ども
達

に
確

認
して

欲
しい

。一
声

か
け

る
こと

を実
践

して
ほ

しい
。

・教
師

の
指

導
方

法
が

学
力

等
に

大
きく

影
響

す
る

と思
わ

れ
る

。日
常

的
な

教
室

訪
問

等
を行

うこ
とに

よ
り、

きめ
細

か
な

フィ
ー

ドバ
ック

を実
施

して
い

る
点

が
評

価
で

きる
。子

ども
達

同
士

で
話

し合
い

、答
え

を考
え

る
授

業
の

進
め

方
に

は
感

心
して

い
る

。

上
青

木
南

小 上
青

木
南

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
○

学
校

の
教

育
活

動
を保

護
者

、地
域

に
積

極
的

に
発

信
し、

意
見

を反
映

し
た

、信
頼

され
誇

れ
る

学
校

づ
くり

を推
進

す
る

。

〇
学

校
運

営
協

議
会

の
協

議
をも

とに
、幅

広
く教

育
活

動
の

改
善

を図
る

こと
が

で
きた

。
〇

全
学

年
の

懇
談

会
で

目
指

す
学

校
像

をテ
ー

マに
話

し合
い

、子
ども

を育
む

視
点

を共
有

す
る

こ
とが

で
きた

。
〇

学
校

公
開

週
間

、連
絡

アプ
リに

よる
教

育
活

動
の

発
信

、日
常

的
な

授
業

公
開

を継
続

して
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

◎
学

校
評

価
1（

保
護

者
）

【わ
か

りや
す

く伝
え

る
Ａ

+
Ｂ

98
.0

%
 昨

年
度

比
4％

増
】

Ａ

・学
校

運
営

協
議

会
の

議
題

は
理

解
しや

す
く高

い
レベ

ル
に

あ
る

と思
う。

連
絡

アプ
リを

活
用

した
情

報
発

信
は

きめ
細

か
で

わ
か

りや
す

く素
晴

らし
い

。評
価

も
高

い
。

・学
校

運
営

協
議

会
委

員
に

現
役

の
町

会
長

が
２

名
い

らっ
しゃ

る
の

で
積

極
的

に
活

用
して

ほ
しい

。
・学

校
公

開
週

間
で

授
業

や
学

校
生

活
を見

る
こと

が
で

きる
保

護
者

が
増

え
る

と思
う。

上
青

木
南

小
□

学
校

応
援

団
の

活
用

等
、保

護
者

や
地

域
、外

部
講

師
と連

携
した

教
育

活
動

を実
践

して
い

く。

□
上

青
木

南
町

会
・西

町
会

、外
部

講
師

、学
校

応
援

団
との

連
携

を深
め

、総
合

的
な

学
習

の
時

間
を中

心
に

学
習

活
動

を充
実

させ
る

こと
が

で
きた

。

◎
学

校
評

価
11

（
保

護
者

）
【教

育
活

動
に

満
足

Ａ
+

Ｂ
96

.1
%

 昨
年

度
比

3.
2％

増
】

Ａ

・外
部

講
師

や
学

校
応

援
団

との
連

携
を深

め
、引

き続
き地

域
の

人
々

が
誇

れ
る

学
校

で
あ

って
ほ

しい
。

・地
域

か
ら底

辺
を広

げ
て

い
く情

報
提

供
、地

域
・学

校
・家

庭
で

支
え

られ
て

い
る

構
図

を広
め

る
こと

を意
識

して
ほ

しい
。

・町
会

の
支

援
体

制
の

ヒン
トを

も
らっ

た
。町

会
、地

域
住

民
側

に
も

出
来

る
事

が
沢

山
あ

る
点

に
気

付
か

さ
れ

た
。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

上
青

木
南

小
教

職
員

の
資

質
向

上
○

一
人

ひ
とり

の
可

能
性

を拓
く、

確
か

な
指

導
力

を身
に

付
け

た
教

師
を育

成
す

る
。

〇
研

究
授

業
、師

範
授

業
、プ

レ授
業

、日
常

的
な

教
室

訪
問

を中
心

に
授

業
観

察
を実

施
した

。
1，

2学
期

に
研

究
の

視
点

、自
己

評
価

シ
ー

トを
活

用
した

授
業

観
察

を行
い

、双
方

向
性

をも
っ

た
振

り返
りと

助
言

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・教
職

員
の

資
質

向
上

は
良

き学
校

運
営

の
前

提
条

件
の

１
つ

で
あ

り、
引

き続
き業

務
改

善
を実

行
して

ほ
しい

。
・先

生
シ

ャッ
フル

の
授

業
も

お
願

い
した

い
。様

々
な

企
業

の
出

前
授

業
を実

施
して

お
り、

上
南

の
教

育
活

動
は

レベ
ル

が
高

い
。

上
青

木
南

小
□

組
織

的
に

指
導

力
を高

め
る

。

□
毎

月
、研

究
の

視
点

か
ら学

習
指

導
に

お
け

る
具

体
的

な
手

立
て

を学
年

の
教

職
員

で
共

有
・振

り返
りを

継
続

して
い

る
。週

に
1回

以
上

の
授

業
公

開
を多

様
な

組
み

合
わ

せ
の

教
職

員
グ

ル
ー

プ
で

実
施

し、
学

び
合

い
高

め
合

う教
職

員
集

団
づ

くり
を推

進
す

る
こと

が
で

きた
。

◎
学

校
評

価
16

（
教

職
員

）
【自

己
研

鑽
・指

導
力

の
向

上
　1

00
％

　昨
年

度
比

同
率

】
Ａ

・学
習

指
導

に
お

け
る

具
体

的
な

手
立

て
や

他
校

の
実

践
な

ど、
教

職
員

で
共

有
・振

り返
りを

継
続

し、
向

上
を続

け
て

ほ
しい

。
・担

任
で

は
な

い
先

生
が

他
の

教
室

で
本

の
読

み
聞

か
せ

をす
る

等
、工

夫
して

い
る

と感
じた

。
・具

体
的

な
手

立
て

の
共

有
が

素
晴

らし
い

。

上
青

木
南

小

◇
働

き方
改

革
の

推
進

及
び

教
育

公
務

員
とし

て
の

誇
りと

使
命

感
をも

った
教

職
員

を育
成

す
る

。

◇
「業

務
改

善
ス

タン
ダー

ド」
「業

務
改

善
会

議
」「

支
援

員
の

活
用

」を
通

し、
業

務
の

効
果

的
・効

率
的

な
推

進
を図

り、
教

員
業

務
の

軽
減

を図
る

こと
が

で
きた

。
◇

倫
理

確
立

委
員

会
で

「問
題

提
起

」を
含

む
振

り返
りを

実
施

し、
共

通
理

解
を図

る
こと

が
で

き
た

。
◎

【時
間

外
在

校
時

間
　9

カ月
中

6カ
月

減
】

◎
【平

均
時

間
外

在
校

時
間

4月
〜

12
月

30
︓

42
　昨

年
度

比
01

︓
53

減
】

◎
教

職
員

事
故

０

Ａ

・見
る

限
り、

か
な

り時
間

が
ハ

ー
ドで

は
と思

って
しま

う。
働

き方
改

革
の

言
葉

の
本

来
の

問
題

提
起

の
上

、
教

職
員

事
故

０
は

結
果

とし
て

素
晴

らし
い

。
・以

前
は

21
時

以
降

も
働

く教
職

員
が

い
た

が
、最

近
は

早
く帰

れ
て

い
る

よう
で

改
善

され
て

い
る

と思
う。

・教
職

員
事

故
０

の
継

続
をし

て
ほ

しい
。

上
青

木
南

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
○

老
朽

化
に

よる
危

険
箇

所
を早

期
発

見
し、

安
全

対
策

を徹
底

して
い

く。

〇
今

年
度

より
、同

一
箇

所
の

安
全

点
検

を2
名

体
制

・交
代

制
に

より
実

施
。不

祥
事

防
止

の
観

点
を追

加
し、

更
衣

場
所

等
の

重
点

箇
所

の
点

検
を毎

日
実

施
。P

TA
常

任
理

事
に

よる
点

検
も

実
施

し、
修

繕
箇

所
の

早
期

発
見

と即
時

対
応

を継
続

して
い

る
。

◎
【施

設
・設

備
事

故
０

】
◎

学
校

評
価

6 
(教

職
員

）
【安

心
・安

全
な

学
校

づ
くり

Ａ
+

Ｂ
10

0％
　昨

年
度

同
率

】

Ａ

・従
来

同
様

、適
切

な
管

理
が

な
され

て
い

る
と思

う。
・多

くの
人

の
目

で
安

心
・安

全
な

学
校

づ
くり

をし
て

ほ
しい

。
・防

災
倉

庫
の

備
品

の
点

検
を町

会
と一

緒
に

や
りた

い
。ガ

ソリ
ンの

発
電

機
は

定
期

的
に

動
か

さな
い

とい
ざ

とい
う時

に
動

か
な

い
か

も
しれ

な
い

。

上
青

木
南

小

◇
学

校
安

全
・事

故
防

止
・健

康
維

持
増

進
を重

視
した

、計
画

的
・効

果
的

な
予

算
運

用
を行

う。

〇
児

童
昇

降
口

の
施

錠
完

備
をは

じめ
とし

た
、安

全
、防

犯
対

策
を計

画
的

に
推

進
す

る
こと

が
で

きた
。

〇
トイ

レ・
階

段
・黒

板
等

の
修

繕
、学

力
向

上
に

係
る

環
境

整
備

、感
染

症
予

防
、熱

中
症

予
防

に
係

る
整

備
を計

画
的

に
進

め
る

こと
が

で
きた

。
◎

学
校

評
価

7（
教

職
員

）
【衛

生
面

・健
康

面
・非

常
時

の
対

策
Ａ

+
Ｂ

10
0％

　昨
年

度
同

率
】

Ａ

・今
後

も
安

全
な

学
校

環
境

の
維

持
に

努
め

る
こと

を期
待

す
る

。
・施

錠
の

防
犯

対
策

は
よい

と思
う。

学
校

周
辺

の
ブロ

ック
塀

の
フェ

ンス
（

工
事

用
の

フェ
ンス

）
も

安
全

な
も

の
に

整
備

して
い

くこ
とが

で
きる

とよ
い

。
・学

校
の

昇
降

口
の

周
りに

花
が

い
つ

も
綺

麗
に

咲
い

て
い

て
気

持
ち

が
よい

。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

根
岸

小
組

織
運

営

〇
徹

底
した

職
員

に
よる

共
通

理
解

・共
通

行
動

に
よる

学
校

運
営

を行
う。

〇
年

度
当

初
の

確
認

を会
議

に
お

い
て

確
実

に
行

った
。原

則
か

ら外
れ

る
場

合
な

どが
生

じた
とき

は
、都

度
見

直
しを

行
った

。
〇

行
事

に
つ

い
て

は
必

要
に

応
じて

昨
年

度
の

反
省

点
をも

う一
度

見
直

して
実

施
した

。ま
た

実
施

後
の

反
省

点
の

集
約

も
迅

速
に

行
った

。

Ｂ

・コ
ロナ

明
け

に
比

べ
、か

な
り運

営
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

った
。

・異
動

年
度

を見
通

した
校

内
人

事
に

期
待

す
る

。
・小

規
模

校
とな

り、
先

生
の

人
数

の
余

裕
が

全
くな

い
状

態
。児

童
も

保
護

者
も

大
きな

課
題

を抱
え

て
い

る
人

が
多

く、
経

験
の

浅
い

先
生

も
対

応
す

る
こと

が
難

しく
な

って
い

る
よう

に
感

じる
。

根
岸

小
□

各
分

掌
主

任
が

組
織

の
中

核
とし

て
業

務
を統

括
し、

工
夫

改
善

で
きる

組
織

運
営

を行
う。

□
必

要
な

分
掌

に
つ

い
て

は
、前

主
任

サ
ポ

ー
トの

も
と新

主
任

が
組

織
運

営
を行

うこ
とが

で
きた

。
□

例
年

の
実

施
内

容
に

加
え

て
新

た
な

取
り組

み
や

実
施

方
法

を変
更

した
取

り組
み

に
つ

い
て

提
案

す
る

分
掌

主
任

も
で

て
きて

お
り、

各
主

任
の

自
立

と創
意

工
夫

が
み

られ
る

よう
に

な
った

。
Ｂ

・幼
少

期
をコ

ロナ
禍

で
過

ご
した

児
童

た
ち

に
とっ

て
、必

要
と思

わ
れ

る
体

験
を積

極
的

に
取

り入
れ

て
い

た
だ

きた
い

。学
校

運
営

に
は

地
域

の
力

を最
大

限
に

活
用

す
る

こと
が

重
要

だ
と思

う。
・長

期
休

業
中

等
を活

用
し、

地
域

とコ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

の
場

な
どを

つ
くり

、若
い

先
生

の
成

長
の

一
助

とな
る

とよ
い

。
根

岸
小

◇
働

き方
改

革
を推

進
し、

適
切

な
業

務
精

選
と、

教
職

員
の

負
担

軽
減

を進
め

る
。

◇
在

校
時

間
の

毎
月

調
査

結
果

か
ら、

在
校

時
間

が
多

い
職

員
や

多
くな

って
きて

い
る

職
員

に
つ

い
て

指
導

助
言

を行
った

。
◇

教
科

担
任

制
に

つ
い

て
、各

学
年

の
実

態
に

応
じて

学
年

内
で

決
め

、実
施

した
。ま

た
、低

・中
学

年
に

お
い

て
は

、ア
シ

ス
タン

トテ
ィー

チ
ャー

を算
数

に
配

置
す

る
措

置
をし

た
。

Ｂ
・教

科
担

任
制

が
良

い
。た

くさ
ん

の
大

人
か

ら学
び

を受
け

る
の

は
良

い
こと

だ
と思

う。

根
岸

小
教

育
課

程

〇
児

童
の

基
礎

的
・基

本
的

な
学

力
を向

上
させ

る
。

〇
基

礎
・基

本
の

徹
底

を指
示

し、
学

年
に

応
じた

学
習

の
取

り組
み

を行
った

。
〇

各
種

学
力

・学
習

状
況

調
査

等
の

結
果

を面
談

時
に

活
用

し、
自

身
の

学
年

の
課

題
を明

確
に

して
以

降
の

指
導

に
当

た
らせ

る
こと

が
で

きた
。

〇
家

庭
学

習
強

化
をし

、ノ
ー

ト一
冊

終
え

た
児

童
が

１
０

４
名

に
達

した
。

Ａ

・子
ども

た
ち

が
落

ち
着

い
て

授
業

に
参

加
して

い
る

様
子

が
見

られ
る

。・
児

童
が

積
極

的
に

家
庭

学
習

に
取

り
組

む
様

子
が

見
られ

た
。

・家
庭

学
習

ノー
トの

試
み

とそ
の

成
果

が
素

晴
らし

い
。や

って
きた

こと
が

、重
み

の
あ

る
形

とし
て

残
る

こと
で

達
成

感
に

つ
な

が
る

と思
う。

根
岸

小
□

授
業

時
数

並
び

に
学

校
行

事
を見

直
し、

適
正

時
数

内
で

最
大

限
の

効
果

を発
揮

す
る

教
育

課
程

を構
築

す
る

。
□

教
務

主
任

主
導

の
も

と、
時

数
に

つ
い

て
は

確
実

な
管

理
が

で
きた

。
□

各
学

年
の

学
習

内
容

に
応

じ、
外

部
人

材
を用

い
た

学
習

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・学
年

の
課

題
とは

別
に

、評
価

の
高

い
分

野
で

の
学

び
をよ

り深
め

、伸
ば

す
こと

も
学

習
の

意
欲

を高
め

る
こ

とに
な

る
の

で
は

な
い

か
。

・基
礎

基
本

に
つ

い
て

は
個

別
の

対
応

を強
化

で
きれ

ば
理

想
。

根
岸

小
◇

学
習

規
律

・生
活

規
律

を整
え

、落
ち

着
い

た
環

境
で

学
習

で
きる

よう
教

員
の

学
級

経
営

力
、生

徒
指

導
・教

育
相

談
力

を向
上

させ
る

。

◇
アシ

ス
タン

ト・
テ

ィー
チ

ャー
、特

別
支

援
教

育
支

援
員

を活
用

し、
学

習
規

律
の

指
導

を強
化

し
た

。
◇

自
己

評
価

シ
ー

トに
係

る
面

談
を中

間
面

談
も

全
員

と行
い

、教
科

指
導

・学
級

経
営

に
係

る
進

捗
を確

認
し、

指
導

・助
言

を行
った

。

Ａ
・高

学
年

で
起

こる
学

級
が

機
能

しな
い

状
況

に
な

らな
い

対
策

が
必

要
で

は
な

い
か

。

根
岸

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

家
庭

・地
域

との
連

携
を一

層
深

め
、学

校
教

育
活

動
に

生
か

す
。

〇
米

作
り等

地
域

の
協

力
を得

た
学

び
を深

め
る

こと
が

で
きた

。
〇

家
庭

に
呼

び
か

け
協

力
を依

頼
す

る
授

業
の

他
、給

食
試

食
会

等
保

護
者

が
興

味
関

心
を持

つ
取

り組
み

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・米

作
りや

シ
イタ

ケ
栽

培
を保

護
者

や
地

域
に

も
公

開
す

る
とよ

い
。・

「委
員

会
」な

どの
呼

び
名

を「
ボ

ラン
テ

ィア
」と

して
協

力
の

呼
び

か
け

をす
る

の
は

わ
か

りや
す

く身
近

で
応

え
や

す
い

と感
じる

。
・サ

ポ
ー

トセ
ンタ

ー
の

次
の

ス
テ

ップ
とし

て
、児

童
へ

の
教

育
サ

ポ
ー

トを
行

って
い

きた
い

。
根

岸
小

□
学

校
だ

より
の

内
容

を充
実

させ
、学

校
教

育
活

動
並

び
に

学
校

の
方

針
を

をわ
か

りや
す

く、
具

体
的

に
発

信
す

る
。

□
学

校
だ

より
は

毎
月

学
校

教
育

活
動

の
様

子
を具

体
的

に
伝

え
、ま

た
、学

校
だ

け
で

な
く、

家
庭

に
お

い
て

も
大

切
に

して
ほ

しい
内

容
等

を取
り入

れ
て

作
り、

発
信

した
。

Ｂ

・サ
ポ

ー
トセ

ンタ
ー

の
ボ

ラン
テ

ィア
に

つ
い

て
、今

後
児

童
とも

っと
触

れ
合

うこ
とが

で
きる

ボ
ラン

テ
ィア

を提
供

して
い

きた
い

。
・バ

ス
停

前
の

斜
面

が
整

え
られ

、「
地

域
に

開
か

れ
た

学
校

」「
見

守
りた

くな
る

学
校

」と
の

心
象

を持
つ

。読
手

も
良

く改
善

され
て

い
る

。
根

岸
小

◇
学

校
運

営
協

議
会

に
お

い
て

、学
校

教
育

活
動

並
び

に
家

庭
・地

域
の

教
育

活
動

へ
の

参
画

に
つ

い
て

の
協

議
を深

め
、協

議
会

をさ
らに

充
実

させ
る

。

◇
学

校
運

営
協

議
会

に
お

い
て

、学
校

の
運

営
委

状
況

等
に

つ
い

て
熟

議
して

い
た

だ
い

た
。ま

た
、

行
事

等
を参

観
い

た
だ

き、
学

校
運

営
状

況
を実

際
に

見
て

評
価

い
た

だ
け

る
機

会
とな

った
。

◇
懸

案
事

項
に

つ
い

て
も

適
宜

議
題

とし
協

議
して

い
た

だ
い

た
。

Ａ

・近
隣

施
設

の
根

岸
公

民
館

・体
育

館
の

オ
ー

プン
をき

っか
け

に
した

取
り組

み
をし

て
み

て
は

どう
か

。
・豊

か
な

自
然

が
あ

る
立

地
を生

か
した

活
動

を特
徴

あ
る

も
の

に
して

、子
ども

た
ち

の
学

習
意

欲
に

も
っと

結
び

付
け

て
い

きた
い

。
・読

み
聞

か
せ

で
は

、普
段

接
す

る
こと

の
な

い
世

代
に

方
との

交
流

が
図

られ
て

い
る

。
根

岸
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
人

事
評

価
制

度
を十

分
に

活
用

し、
教

職
員

の
キ

ャリ
ア段

階
に

応
じた

資
質

・能
力

の
向

上
を実

現
す

る
。

〇
人

事
評

価
に

係
る

面
談

は
、中

間
面

談
を全

教
職

員
と行

い
、進

捗
を確

認
しな

が
ら見

届
け

た
。

〇
１

on
１

ミー
テ

ィン
グ

を実
施

し、
個

々
の

職
員

の
キ

ャリ
アに

つ
い

て
話

し合
うこ

とで
今

後
の

キ
ャリ

ア形
成

に
つ

い
て

個
々

の
キ

ャリ
ア段

階
に

応
じた

指
導

・支
援

が
で

きた
。

Ａ
・子

ども
が

少
な

くな
り、

教
職

員
も

数
が

減
る

中
、根

岸
小

学
校

で
は

管
理

職
が

手
厚

くす
べ

て
の

教
職

員
と

向
き合

って
い

る
姿

が
素

晴
らし

く思
う。

根
岸

小
□

学
校

課
題

研
究

に
全

職
員

で
取

り組
み

、授
業

に
お

け
る

指
導

力
を向

上
さ

せ
る

。

□
授

業
研

究
会

４
回

（
低

学
年

・中
学

年
・高

学
年

・特
別

支
援

学
級

）
の

他
、一

人
１

授
業

を
実

施
した

。算
数

科
の

研
究

の
骨

組
み

を整
え

、研
究

を推
進

す
る

こと
が

で
きた

。
□

理
論

研
修

を実
施

し、
算

数
指

導
の

基
礎

・基
本

か
ら学

ぶ
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・保

護
者

か
ら苦

情
や

、子
ども

た
ち

の
SN

Sに
触

れ
る

機
会

の
増

加
等

で
、情

報
過

多
の

時
代

に
な

って
い

る
。先

生
方

が
様

々
な

こと
に

疲
弊

して
い

な
い

か
心

配
。教

職
が

な
りた

くな
い

職
業

に
な

って
ほ

しく
な

い
し、

保
護

者
も

考
え

な
れ

ば
い

け
な

い
の

で
は

な
い

か
と思

うこ
とが

あ
る

。
根

岸
小

◇
教

職
員

の
倫

理
意

識
の

維
持

向
上

をし
、根

岸
小

に
お

け
る

「教
職

員
事

故
ゼ

ロ」
を継

続
す

る
。

◇
教

頭
を中

心
に

不
祥

事
防

止
プロ

グ
ラム

を網
羅

した
全

体
研

修
を行

った
。

◇
学

校
内

の
事

故
に

つ
な

が
る

よう
な

こと
が

発
生

した
時

に
は

臨
時

で
職

員
を招

集
し校

長
が

指
導

・指
示

を行
い

、未
然

防
止

に
努

め
た

。
Ａ

・根
岸

小
に

限
らず

、市
内

どこ
の

小
学

校
で

も
問

題
行

動
を起

こす
児

童
や

保
護

者
の

対
応

は
今

後
も

多
発

す
る

と思
う。

先
生

が
疲

弊
して

休
む

よう
な

こと
が

な
い

よう
地

域
の

味
方

や
応

援
者

をつ
くれ

る
よう

な
場

を作
り出

す
よう

に
して

ほ
しい

。
根

岸
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
教

職
員

に
よる

安
全

点
検

の
精

度
を上

げ
、複

数
の

目
で

確
認

をし
、未

然
の

事
故

防
止

を行
う

〇
安

全
主

任
を中

心
に

丁
寧

な
安

全
点

検
を行

った
。意

図
的

に
担

当
点

検
個

所
の

変
更

等
を行

い
な

が
ら点

検
す

る
精

度
を高

め
な

が
ら点

検
業

務
を行

った
。

Ｂ
・学

校
内

、校
庭

、い
つ

も
きれ

い
に

整
って

い
て

気
持

ち
が

良
い

。
・エ

アコ
ンの

メン
テ

ナ
ンス

が
どの

程
度

行
わ

れ
て

い
る

の
か

気
に

な
る

。
根

岸
小

□
長

期
・中

期
・短

期
的

に
計

画
を立

て
、修

繕
を行

う。
□

教
頭

を中
心

に
修

繕
個

所
を優

先
順

位
をつ

け
て

修
繕

を行
った

。職
員

の
安

全
点

検
とも

確
実

に
連

動
し、

修
繕

の
仕

分
け

を適
切

に
行

い
な

が
ら進

め
た

。
Ａ

・老
木

の
管

理
が

大
変

か
と思

うが
、丁

寧
に

行
わ

れ
て

い
る

と感
じる

。

根
岸

小
◇

設
備

・備
品

の
整

理
・管

理
の

徹
底

と有
効

活
用

に
向

け
た

工
夫

改
善

を行
う。

◇
備

品
の

整
理

とと
も

に
、計

画
的

な
備

品
購

入
も

行
った

。
◇

地
域

の
協

力
を得

て
、お

米
作

りな
どの

学
習

を実
施

した
。ま

た
、ビ

オ
トー

ブを
活

用
した

生
活

科
の

自
然

の
学

習
も

充
実

させ
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・生
き物

グ
ラン

プリ
な

どの
イベ

ント
に

よっ
て

、児
童

た
ち

の
豊

か
な

成
長

に
期

待
す

る
。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

芝
中

央
小

組
織

運
営

〇
目

指
す

学
校

像
の

実
現

に
向

け
、全

教
職

員
が

共
通

理
解

・共
通

行
動

を
取

る
。

〇
教

職
員

に
常

に
目

指
す

学
校

像
を意

識
して

取
り組

む
こと

が
で

きよ
う、

発
信

す
る

こと
が

で
きた

が
、見

届
け

が
不

十
分

で
あ

った
。

Ｂ
・学

校
行

事
の

変
更

等
をす

る
こと

は
難

しい
の

で
、き

ち
ん

と説
明

が
で

きる
よう

に
して

欲
しい

。
・職

員
が

一
致

団
結

す
る

こと
が

大
切

で
あ

る
。

・学
校

の
雰

囲
気

が
い

い
。

芝
中

央
小

□
一

人
ひ

とり
の

教
職

員
が

、芝
中

央
小

学
校

の
か

け
が

え
の

な
い

一
員

で
あ

る
自

覚
を持

ち
、や

る
気

とや
りが

い
を持

つ
こと

が
で

きる
雰

囲
気

を醸
成

す
る

。
□

全
教

職
員

が
活

躍
で

きる
場

を設
け

る
こと

難
しく

、ど
うし

て
も

偏
りが

出
て

しま
った

。
Ｂ

・特
に

な
し

芝
中

央
小

芝
中

央
小

教
育

課
程

〇
「学

力
向

上
」の

取
り組

み
を強

化
す

る
。

〇
モジ

ュー
ル

で
の

少
人

数
学

習
は

効
果

的
で

あ
った

。
Ｂ

・特
に

な
し

芝
中

央
小

□
「わ

か
った

」「
で

きた
」「

楽
しか

った
」と

児
童

が
実

感
し、

自
信

に
つ

な
げ

る
こと

が
で

きる
授

業
を実

践
す

る
。

□
IC

T機
器

も
有

効
に

活
用

し、
児

童
の

意
見

交
流

場
面

を多
く取

り入
れ

る
こと

に
より

、「
で

きた
・

わ
か

った
・使

え
た

」を
実

感
す

る
場

面
が

多
くみ

られ
た

。
Ｂ

芝
中

央
小

芝
中

央
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
の

教
育

活
動

に
対

す
る

理
解

を得
る

取
り組

み
を強

化
す

る
。

〇
SR

Cの
協

力
で

、学
校

行
事

等
で

児
童

の
様

子
を公

開
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・運

動
会

の
時

期
に

つ
い

て
は

相
談

が
欲

しか
った

。
・リ

レー
の

復
活

は
よか

った
。

芝
中

央
小

□
保

護
者

や
地

域
の

方
々

の
考

え
を学

校
の

教
育

活
動

に
生

か
す

。
□

ス
クリ

レの
活

用
に

より
、情

報
発

信
が

で
きた

。主
任

児
童

員
との

交
流

は
で

きな
か

った
。

Ｂ
・特

に
な

し
芝

中
央

小
芝

中
央

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

職
員

の
使

命
を自

覚
し、

教
師

力
の

向
上

を図
る

。
〇

校
内

研
修

・自
主

研
修

、不
登

校
対

策
委

員
会

の
設

置
等

に
より

、「
み

ん
な

で
学

ぶ
」体

制
、組

織
で

対
応

す
る

体
制

作
りが

進
ん

だ
。

Ａ
・教

員
が

率
先

して
挨

拶
をす

る
こと

が
大

切
で

あ
る

。

芝
中

央
小

□
主

体
的

・対
話

的
で

深
い

学
び

とな
る

指
導

法
を探

究
す

る
。

□
教

職
員

の
個

々
の

課
題

に
対

して
取

り組
ん

だ
成

果
を、

学
校

全
体

で
共

有
した

こと
に

より
、

様
々

な
視

点
で

の
授

業
改

善
方

法
が

明
らか

に
な

った
。

Ｂ
・特

に
な

し

芝
中

央
小

芝
中

央
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
普

段
か

ら意
識

して
、修

理
・修

繕
箇

所
や

危
険

箇
所

の
有

無
に

対
す

る
危

機
管

理
意

識
を高

め
る

。
〇

児
童

目
線

で
安

全
点

検
を意

識
して

実
施

で
きた

。修
繕

も
計

画
的

に
実

施
で

きた
。

Ａ
・特

に
な

し

芝
中

央
小

芝
中

央
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

新
郷

東
小

組
織

運
営

〇
職

員
一

人
ひ

とり
の

よさ
を活

か
し経

営
参

画
意

識
を高

め
、魅

力
あ

る
学

校
づ

くり
を推

進
す

る
。

〇
年

度
当

初
に

示
した

具
体

的
戦

略
を各

担
当

を中
心

に
共

通
理

解
を図

った
こと

で
、学

校
経

営
参

画
意

識
は

高
まっ

た
。

〇
報

連
相

･確
認

を徹
底

し、
様

々
な

問
題

を早
期

解
決

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

具
体

的
な

目
標

を設
定

した
こと

で
、各

担
当

を中
心

に
工

夫
した

取
り組

み
が

図
られ

、概
ね

目
標

を達
成

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

ベ
テ

ラン
・中

堅
教

諭
の

も
つ

ス
キ

ル
を伝

承
す

る
場

を設
定

し、
教

職
員

の
育

成
の

一
助

に
繋

が
っ

た
。

Ａ

・授
業

参
観

で
先

生
方

の
熱

意
が

伝
わ

った
。

・校
長

の
意

図
す

る
方

向
に

職
員

全
体

が
努

力
して

い
る

よう
に

見
受

け
られ

まし
た

。
・教

職
員

の
一

体
感

は
感

じら
れ

る
が

、現
保

護
者

か
ら聞

く教
職

員
の

子
ども

達
へ

の
言

動
・行

動
は

疑
問

に
思

うこ
とも

あ
った

。言
葉

を掛
け

る
とき

は
今

一
度

考
え

て
ほ

しい
。若

い
先

生
の

社
会

的
な

こと
の

経
験

値
が

低
い

の
か

、保
護

者
との

関
係

をう
まく

築
い

て
い

って
ほ

しい
。運

動
会

や
コン

サ
ー

トで
の

子
ども

た
ち

と一
緒

に
全

力
で

楽
しむ

先
生

方
は

今
年

も
素

敵
で

した
。

・教
職

員
の

経
営

参
画

意
識

が
高

く、
や

りが
い

を持
て

る
組

織
は

子
ども

達
に

も
い

い
影

響
を与

え
る

と思
う。

新
郷

東
小

新
郷

東
小

新
郷

東
小

教
育

課
程

〇
知

・徳
・体

の
バ

ラン
ス

の
とれ

た
教

育
活

動
を推

進
・強

化
す

る
。

〇
面

談
時

に
「自

己
診

断
シ

ー
ト」

で
、「

授
業

力
」を

確
認

す
る

場
を設

け
た

こと
は

、日
頃

の
指

導
の

在
り方

を見
直

す
機

会
に

な
った

。
〇

家
庭

学
習

は
自

らも
目

を通
し、

意
欲

の
向

上
を促

した
（

昨
年

度
比

2倍
）

。
〇

体
力

に
関

す
る

数
値

目
標

90
%

を達
成

で
きた

(業
間

運
動

の
継

続
・交

換
授

業
に

よる
学

習
指

導
)

〇
校

内
研

修
で

東
本

郷
小

と連
携

を図
り、

互
い

の
授

業
を見

る
機

会
は

、榛
松

中
学

校
区

の
児

童
育

成
の

一
助

に
繋

が
った

。
〇

川
口

市
健

康
教

育
大

会
に

て
、学

校
安

全
・学

校
給

食
・学

校
保

健
・学

校
安

全
の

表
彰

を受
け

た
。

Ｂ

・学
力

向
上

に
課

題
が

あ
りま

す
が

、取
り組

み
に

問
題

な
い

と思
い

ます
。家

庭
学

習
の

重
要

度
を保

護
者

に
理

解
して

も
らう

こと
。

・児
童

一
人

ひ
とり

が
生

き生
きと

学
校

生
活

を送
って

い
る

よう
に

思
い

ます
。タ

ブレ
ット

の
活

用
に

より
、昔

と
は

違
う学

び
の

環
境

とな
った

一
方

、漢
字

が
書

け
な

くな
った

り文
章

を組
み

立
て

る
こと

が
苦

手
な

児
童

が
増

え
た

よう
に

思
う。

自
分

自
身

で
考

え
、そ

れ
を言

葉
で

表
現

で
きる

力
が

身
に

つ
くよ

うな
授

業
が

も
う少

し増
え

る
とよ

い
。学

校
教

育
の

中
だ

け
で

知
・徳

・体
の

育
成

は
困

難
な

こと
だ

と推
察

い
た

しま
す

が
、学

級
力

向
上

プロ
ジ

ェク
トや

近
隣

校
との

連
携

な
どを

通
じ、

引
き続

き児
童

育
成

に
取

り組
ん

で
い

た
だ

け
た

らと
思

い
ま

す
。

新
郷

東
小

新
郷

東
小

新
郷

東
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
「地

域
・保

護
者

と共
に

あ
る

学
校

づ
くり

」を
め

ざ
し、

保
護

者
・地

域
との

つ
な

が
りを

広
げ

る
。

〇
読

み
聞

か
せ

や
見

守
り活

動
、学

校
ファ

ー
ム

や
様

々
な

学
習

ボ
ラン

テ
ィア

の
協

力
で

、学
数

活
動

の
充

実
が

図
られ

た
。

〇
Ｈ

Ｐ
の

更
新

、コ
ドモ

ン(
ス

クリ
レ)

に
よる

家
庭

へ
の

情
報

発
信

は
タイ

ム
リー

に
行

うこ
とが

で
き

た
。

〇
学

校
運

営
協

議
会

を承
認

を得
て

、新
た

な
シ

ス
テ

ム
を導

入
した

こと
は

、教
職

員
の

負
担

軽
減

に
も

つ
な

が
った

。
〇

学
校

行
事

等
の

Ｐ
Ｔ

Ａ
の

協
力

の
在

り方
を見

直
し縮

小
した

。

Ｂ

・不
登

校
児

童
が

減
少

した
の

は
学

校
が

居
心

地
の

良
い

場
所

とし
て

取
り組

ん
だ

か
らだ

と思
い

ます
。

・地
域

との
連

携
は

うま
くい

って
い

る
よう

に
思

い
ます

。高
齢

化
に

伴
い

、継
続

して
地

域
の

協
力

を得
る

こと
が

難
しく

な
って

い
る

。保
護

者
に

は
協

力
的

な
方

々
が

多
い

と思
うの

で
、学

校
側

か
ら協

力
要

請
をす

れ
ば

よ
い

と思
う。

内
容

も
見

直
した

方
が

よい
。引

き続
きＨ

Ｐ
な

どを
活

用
した

情
報

発
信

、保
護

者
、地

域
等

と
の

連
携

強
化

に
努

め
信

頼
され

児
童

が
楽

しく
誇

れ
る

学
校

づ
くり

を期
待

しま
す

。

新
郷

東
小

新
郷

東
小

新
郷

東
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
学

び
合

う機
会

を大
切

に
し、

キ
ャリ

ア段
階

に
応

じた
指

導
力

を向
上

させ
る

。

〇
校

内
研

修
で

は
、毎

回
指

導
者

を招
聘

し、
算

数
科

の
指

導
力

向
上

、非
認

知
能

力
を育

成
に

関
す

る
取

り組
み

を継
続

させ
た

。
〇

交
換

授
業

は
全

学
年

で
実

施
で

きた
。

Ｂ
・更

な
る

資
質

向
上

を望
み

ます
。

新
郷

東
小

□
働

き方
改

革
や

業
務

の
在

り方
を意

識
し、

心
身

の
健

康
を考

え
な

が
ら風

通
しの

よい
職

場
づ

くり
を推

進
す

る
。

□
業

務
改

善
ス

タン
ダー

ドの
内

容
に

つ
い

て
は

ほ
ぼ

実
施

。教
員

の
意

識
改

革
は

確
実

に
図

られ
て

い
る

。
□

定
期

的
に

実
施

して
い

る
事

故
防

止
研

修
の

効
果

も
あ

り、
当

事
者

意
識

は
高

まっ
て

きて
い

る
。

□
アニ

バ
ー

サ
リー

休
暇

（
計

画
年

休
）

も
定

着
し、

働
きや

す
さや

仕
事

の
や

りが
い

に
も

反
映

させ
る

こと
が

で
きた

。

Ｂ
・働

き方
改

革
等

で
これ

か
らの

時
代

仕
方

な
い

と思
うが

、育
休

に
つ

い
て

は
教

職
員

の
人

数
が

十
分

に
足

り
て

な
い

とは
思

うが
、残

った
教

職
員

に
負

担
が

か
か

って
い

る
よう

に
感

じる
。

新
郷

東
小

・多
様

化
す

る
時

代
背

景
や

働
き方

改
革

、産
休

・育
休

職
員

の
補

充
も

まま
な

らな
い

中
、教

職
員

の
ご

苦
労

を推
察

い
た

しま
す

。
新

郷
東

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

児
童

目
線

で
「安

全
・安

心
」に

視
点

をお
い

た
安

全
管

理
の

徹
底

をす
る

。

〇
教

室
棟

４
Ｆ

廊
下

窓
の

遮
熱

シ
ー

ト、
ほ

っと
ル

ー
ム

の
改

修
、高

学
年

教
室

の
昇

降
黒

板
、廊

下
の

手
す

りの
改

修
。全

教
室

の
入

り口
窓

ガ
ラス

交
換

（
死

角
を作

らな
い

）
〇

榛
松

中
学

校
区

3校
で

合
同

避
難

訓
練

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

様
々

な
状

況
を想

定
した

避
難

訓
練

を通
し、

安
全

に
対

す
る

意
識

は
高

まっ
て

きて
い

る
。

○
不

審
者

対
応

訓
練

は
、想

定
場

面
を変

え
た

内
容

の
も

の
を実

施
で

きた
。

Ａ
・老

朽
化

して
きた

学
校

施
設

に
お

い
て

、災
害

時
は

避
難

所
で

あ
る

こと
か

ら、
適

時
適

切
な

修
繕

や
必

要
な

改
築

、拡
充

を関
係

各
所

へ
不

断
な

く要
望

し、
安

心
安

全
な

施
設

管
理

に
努

め
て

い
た

だ
くと

共
に

、不
審

者
訓

練
や

避
難

訓
練

に
実

施
して

い
た

だ
け

た
らと

思
う。

新
郷

東
小

・環
境

整
備

に
力

を入
れ

て
い

る
こと

が
うか

が
え

た
。榛

松
中

との
合

同
避

難
訓

練
は

、内
容

が
理

解
しづ

らく
双

方
に

子
ども

が
い

る
家

庭
は

困
惑

して
い

た
。も

う少
し共

通
理

解
を深

め
た

ほ
うが

よい
。

新
郷

東
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

朝
日

西
小

組
織

運
営

〇
働

き方
改

革
に

つ
な

が
る

教
育

活
動

の
見

直
しと

改
善

を行
う。

〇
ふ

りカ
エル

会
議

を開
き、

教
育

活
動

の
業

務
改

善
に

つ
な

げ
る

こと
が

で
きた

。教
職

員
の

意
識

も
高

まり
、業

務
改

善
に

つ
い

て
、教

職
員

一
人

ひ
とり

が
主

体
的

に
考

え
行

動
す

る
こと

が
で

きて
い

る
。

Ａ

・教
職

員
が

働
きが

い
を感

じ続
け

られ
る

よう
に

、メ
ンタ

ル
面

も
含

め
て

フォ
ロー

し合
え

る
組

織
で

あ
って

欲
し

い
。

・普
段

か
ら教

職
員

や
管

理
職

が
連

携
をと

り、
急

な
対

応
を取

りや
す

くす
る

意
味

で
も

ふ
りか

え
る

会
議

は
有

効
だ

と思
う。

朝
日

西
小

□
教

職
員

が
主

体
的

に
学

校
運

営
に

参
画

しよ
うと

す
る

意
識

を向
上

させ
る

。
□

職
員

一
人

ひ
とり

と、
今

年
度

の
中

心
とな

った
業

務
の

状
況

と来
年

度
へ

向
け

て
の

見
通

しを
確

認
し、

校
務

分
掌

の
配

置
を見

直
す

と共
に

、組
織

体
制

を再
構

築
した

。
Ｂ

・ボ
トム

アッ
プ型

を意
識

して
実

践
して

い
る

こと
が

窺
え

る
。

・教
職

員
が

個
々

の
思

い
を伝

え
た

り得
意

な
こと

を生
か

した
りし

て
、そ

れ
を組

織
運

営
に

反
映

で
きる

よう
に

して
い

くと
よい

。
朝

日
西

小
朝

日
西

小
教

育
課

程
〇

教
育

課
程

を確
実

に
実

施
し、

教
育

効
果

を分
析

、見
直

しを
す

る
。

〇
全

教
職

員
で

学
力

・学
習

状
況

調
査

の
結

果
を分

析
し、

方
策

を打
ち

出
して

、授
業

で
実

践
で

きた
。学

力
・学

習
状

況
調

査
の

結
果

か
ら、

授
業

の
質

が
保

た
れ

て
い

る
こと

が
分

か
った

。
Ｂ

・調
査

結
果

の
分

析
に

基
づ

い
た

対
応

が
行

わ
れ

、そ
れ

が
学

力
とし

て
表

れ
て

い
る

こと
が

分
か

った
。

・こ
れ

か
らも

、個
に

応
じた

指
導

を続
け

、学
力

向
上

を目
指

して
欲

しい
。

・ジ
ャン

プ教
室

(補
習

)は
よい

取
り組

み
だ

が
、教

職
員

の
負

担
が

心
配

で
あ

る
。

朝
日

西
小

□
外

部
人

材
を積

極
的

に
活

用
し、

教
育

活
動

を充
実

させ
る

。
□

ゲ
ス

トテ
ィー

チ
ャー

や
外

部
講

師
等

を招
い

た
出

前
授

業
を全

学
年

で
実

施
し、

学
習

を充
実

さ
せ

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・外

部
人

材
を取

り入
れ

る
の

は
、通

常
の

授
業

に
比

べ
て

手
間

が
か

か
る

とは
思

うが
、児

童
に

とっ
て

は
、刺

激
や

緊
張

感
が

あ
り、

良
い

体
験

に
も

な
る

よい
機

会
で

あ
る

。
・是

非
、今

後
も

続
け

て
い

って
欲

しい
。

朝
日

西
小

◇
地

区
の

小
学

校
間

、小
中

学
校

間
の

連
携

を深
め

、中
学

校
との

滑
らか

な
接

続
を実

現
させ

る
。

◇
十

二
月

田
中

学
校

区
で

教
職

員
研

修
を実

施
した

。中
学

校
入

学
に

向
け

て
小

・中
の

担
当

教
員

の
引

継
ぎ

や
学

校
訪

問
を確

実
に

実
施

し、
滑

らか
な

小
・中

の
接

続
を目

指
す

。
Ｂ

・小
規

模
校

か
ら、

何
倍

も
大

きな
十

二
月

田
中

学
校

へ
入

学
す

る
こと

に
不

安
を抱

く児
童

も
少

な
くな

い
。

中
学

校
との

関
わ

りを
増

や
せ

る
とよ

い
。

・中
学

校
教

員
が

小
学

校
で

授
業

支
援

等
を行

うこ
とで

、６
年

生
が

中
学

生
に

な
る

心
構

え
をも

て
る

と思
う。

朝
日

西
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
教

育
活

動
の

積
極

的
な

情
報

発
信

を工
夫

す
る

。
〇

学
校

だ
より

等
で

、児
童

の
活

動
が

見
え

る
よう

な
情

報
発

信
を行

い
、保

護
者

・地
域

か
らの

理
解

を高
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

活
用

は
、も

っと
盛

ん
に

行
って

欲
しい

。I
CT

が
得

意
な

人
材

を担
当

とす
る

等
、工

夫
をし

な
が

ら進
め

られ
る

とよ
い

。
朝

日
西

小

□
学

校
・家

庭
・地

域
が

連
携

した
教

育
活

動
を充

実
させ

る
。

□
学

校
運

営
協

議
会

等
で

意
見

を伺
い

な
が

ら、
学

校
応

援
団

や
ボ

ラン
テ

ィア
の

方
々

に
協

力
をい

た
だ

き教
育

活
動

を充
実

させ
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・保
護

者
ボ

ラン
テ

ィア
が

増
え

て
きて

、協
力

的
に

な
って

い
る

の
は

よい
。行

事
に

多
くの

保
護

者
が

参
加

して
い

て
、学

校
と保

護
者

が
互

い
を知

る
機

会
に

な
って

い
る

。
・知

・徳
・体

の
「徳

」に
つ

い
て

は
、保

護
者

の
協

力
を更

に
呼

び
か

け
る

とよ
い

。あ
い

さつ
が

少
な

くな
って

い
る

と感
じる

。
朝

日
西

小
朝

日
西

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

校
内

研
修

を着
実

に
進

め
、教

職
員

一
人

ひ
とり

の
授

業
力

を向
上

させ
る

。
〇

研
修

方
法

を工
夫

す
る

こと
で

、一
人

ひ
とり

の
教

職
員

が
主

体
的

に
研

修
に

取
り組

め
た

。併
せ

て
、管

理
職

の
授

業
参

観
と指

導
助

言
を行

い
、授

業
力

の
向

上
に

つ
な

げ
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・小
規

模
校

ゆ
え

に
教

職
員

か
ら多

角
的

な
意

見
が

出
に

くい
か

も
しれ

な
い

。管
理

職
が

、多
角

的
な

も
の

の
見

方
が

で
きる

よう
な

声
か

け
を意

識
して

欲
しい

。
・研

究
発

表
まで

は
、大

変
な

労
力

と時
間

を要
す

る
だ

ろ
う。

働
き方

改
革

と両
立

させ
な

が
ら研

修
を進

め
て

欲
しい

。
朝

日
西

小
□

学
級

経
営

や
生

徒
指

導
、保

護
者

対
応

な
ど、

教
職

員
の

対
応

力
を向

上
させ

る
。

□
個

々
が

研
修

で
学

ん
だ

こと
を共

有
し、

共
に

学
び

合
う研

修
や

川
口

市
発

達
相

談
セ

ンタ
ー

の
講

師
を招

い
た

教
育

相
談

に
関

す
る

研
修

を設
定

して
、教

職
員

の
対

応
力

の
向

上
に

つ
な

げ
た

。
Ｂ

・研
修

の
内

容
が

校
内

で
共

有
され

る
の

は
とて

も
よい

。研
修

を受
け

て
くる

側
も

報
告

が
あ

る
と思

うと
意

識
が

変
わ

る
と思

う。
・教

職
員

は
、自

信
をも

って
教

育
活

動
を行

って
い

る
よう

に
感

じる
。ベ

テ
ラン

も
若

手
も

互
い

に
学

び
合

うこ
とを

続
け

て
欲

しい
。

朝
日

西
小

朝
日

西
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
定

期
・臨

時
の

安
全

点
検

を実
施

し、
危

険
個

所
の

即
日

対
応

、修
繕

を確
実

に
行

う。
【学

校
事

故
０

】

〇
危

機
管

理
意

識
をも

ち
な

が
ら、

定
期

安
全

点
検

や
日

常
点

検
を行

い
、危

険
個

所
の

即
日

対
応

と修
繕

を確
実

に
行

うこ
とで

、事
故

０
を達

成
で

きた
。

Ａ

・教
職

員
事

故
に

つ
い

て
、自

分
事

とし
て

捉
え

対
策

して
い

る
の

で
安

心
で

あ
る

。
・掲

示
物

等
の

工
夫

が
あ

り、
清

掃
が

行
き届

い
て

い
て

、環
境

が
整

え
られ

て
い

る
。

・日
常

的
な

気
付

きを
書

き込
め

る
場

所
が

あ
る

とよ
い

。（
児

童
、保

護
者

、教
職

員
、ボ

ラン
テ

ィア
、そ

れ
ぞ

れ
の

視
点

で
）

朝
日

西
小

□
危

機
管

理
マニ

ュア
ル

を見
直

し、
全

教
職

員
へ

周
知

徹
底

す
る

。
□

危
機

管
理

マニ
ュア

ル
を見

直
し一

部
修

正
して

、全
教

職
員

へ
周

知
徹

底
、事

故
の

未
然

防
止

と有
事

の
際

の
備

え
に

つ
な

げ
た

。避
難

所
開

設
マニ

ュア
ル

は
、地

域
の

方
々

とも
共

有
し、

有
事

の
際

に
協

働
で

きる
よう

に
した

。
Ｂ

・「
む

くの
木

」が
剪

定
され

安
全

面
が

確
保

で
きよ

か
った

。
・危

機
管

理
マニ

ュア
ル

を学
校

関
係

者
以

外
の

方
に

も
読

ん
で

も
らう

等
、多

くの
視

点
か

ら見
直

す
とよ

い
。

有
事

の
際

の
地

域
と学

校
の

連
携

に
つ

い
て

は
模

索
して

い
く必

要
が

あ
る

。

朝
日

西
小

-149-



学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

慈
林

小
組

織
運

営
〇

目
指

す
学

校
像

の
具

現
化

の
た

め
に

教
職

員
一

人
ひ

とり
の

強
み

や
課

題
を

明
確

に
し、

各
自

の
授

業
力

・学
級

経
営

力
・児

童
保

護
者

対
応

力
向

上
の

た
め

の
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イク
ル

を確
立

させ
る

。

〇
教

室
訪

問
や

放
課

後
の

対
話

等
を通

して
学

級
の

状
況

や
担

当
業

務
の

推
進

状
況

を把
握

し、
個

別
の

助
言

を行
った

。校
内

研
究

をは
じめ

、若
手

教
員

も
先

輩
に

相
談

しな
が

ら計
画

・実
践

・
振

り返
りの

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イク

ル
を回

しな
が

ら担
当

業
務

を進
め

る
こと

が
で

きる
よう

に
な

って
きた

。
※

保
護

者
学

校
評

価
　２

４
項

目
中

９
０

％
以

上
の

項
目

が
２

１
項

目

Ａ
・学

校
安

全
を含

め
た

４
領

域
全

て
の

「優
良

校
」受

賞
は

大
変

す
ば

らし
い

こと
。地

域
と教

職
員

が
よく

つ
な

が
って

い
る

。

慈
林

小
□

児
童

・保
護

者
の

個
々

の
状

況
を的

確
に

分
析

し、
不

登
校

児
童

へ
の

支
援

率
１

０
０

％
及

び
い

じめ
に

向
か

わ
な

い
児

童
の

育
成

を、
組

織
的

か
つ

具
体

的
に

進
め

る
。

□
「ほ

っと
ル

ー
ム

の
活

用
（

不
登

校
対

応
）

」延
べ

５
名

の
児

童
が

利
用

し、
うち

１
名

が
教

室
復

帰
、１

名
が

わ
くわ

く教
室

、３
名

が
自

宅
との

オ
ンラ

イン
学

習
とな

って
い

る
。

「埼
玉

県
家

庭
教

育
アド

バ
イザ

ー
・Ｓ

Ｓ
Ｗ

の
活

用
（

家
庭

支
援

）
」平

日
や

入
学

説
明

会
に

家
庭

教
育

アド
バ

イザ
ー

招
聘

した
り（

年
間

３
回

）
、Ｓ

Ｓ
Ｗ

と繋
げ

た
りし

な
が

ら（
５

家
庭

）
、

子
育

て
に

不
安

な
家

庭
支

援
を実

施
で

きた
。

Ｂ
・不

登
校

支
援

、担
任

一
人

が
抱

え
る

こと
が

な
い

よう
に

す
る

体
制

づ
くり

は
、管

理
職

の
責

任
。ト

ラブ
ル

に
対

して
学

校
の

体
制

が
どう

な
って

い
る

か
、そ

れ
が

周
りに

伝
わ

れ
ば

教
職

員
志

望
者

も
増

え
る

と思
う。

慈
林

小
慈

林
小

教
育

課
程

〇
令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
（

個
別

最
適

な
学

び
・協

働
的

な
学

び
）

の
実

現
を目

指
し、

指
導

計
画

及
び

指
導

体
制

、評
価

方
法

の
工

夫
を図

り、
学

力
向

上
に

資
す

る
具

体
的

な
取

り組
み

を推
進

す
る

。ま
た

、年
２

回
の

通
知

表
配

付
と形

成
的

評
価

の
充

実
を継

続
す

る
。

〇
教

科
担

任
制

、専
科

指
導

、習
熟

度
別

学
習

を活
用

した
学

力
向

上
策

に
より

、児
童

の
学

習
意

欲
を向

上
させ

て
い

る
。

国
や

県
の

学
力

調
査

で
明

らか
とな

った
課

題
を、

２
学

期
以

降
の

指
導

計
画

の
見

直
しに

生
か

し、
児

童
の

実
態

に
即

した
指

導
改

善
に

努
め

て
い

る
。

Ｂ
・道

徳
科

研
究

に
関

わ
って

性
教

育
を推

進
して

ほ
しい

。
　→

体
育

科
（

保
健

）
、保

健
教

育
な

どは
道

徳
教

育
に

か
か

わ
る

とこ
ろ

、家
庭

に
も

発
信

して
い

く。

慈
林

小
□

算
数

の
デ

ジ
タル

教
科

書
導

入
（

実
証

事
業

参
加

）
を活

用
し、

教
科

書
と

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

ベ
ス

トミ
ック

ス
に

よる
指

導
方

法
の

工
夫

改
善

に
取

り組
む

。
□

児
童

が
今

後
の

Ｃ
Ｂ

Ｔ
調

査
に

対
応

で
きる

よう
、全

学
年

で
単

元
テ

ス
トに

Ｃ
Ｂ

Ｔ
を導

入
し

た
。今

後
も

授
業

の
中

で
端

末
の

操
作

に
習

熟
させ

て
い

く。
Ｂ

・小
中

連
携

で
の

研
究

は
す

ば
らし

い
。積

極
的

に
発

信
をお

願
い

した
い

。

慈
林

小
◇

安
行

地
区

小
中

学
校

５
校

の
共

通
理

解
に

よる
学

力
向

上
を進

め
る

。
◇

今
年

度
より

、安
行

地
区

小
中

学
校

５
校

で
安

行
地

区
テ

ス
ト（

算
数

科
・国

語
科

　６
学

年
対

象
）

を導
入

した
。２

学
期

と３
学

期
に

実
施

し、
伸

び
を図

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・外

国
籍

児
童

、家
庭

へ
の

支
援

は
︖

　→
次

年
度

より
、最

初
に

市
が

窓
口

とな
る

。校
内

で
は

ポ
ケ

トー
クの

活
用

を進
め

て
い

る
。

慈
林

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
校

運
営

協
議

会
の

活
性

化
、学

校
応

援
団

や
Ｐ

Ｔ
Ａ

ボ
ラン

テ
ィア

活
動

の
充

実
を図

り、
保

護
者

・地
域

との
協

働
に

よる
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
を推

し
進

め
る

。

〇
定

例
開

催
とな

った
学

校
運

営
協

議
会

で
は

、学
校

運
営

に
対

し貴
重

な
意

見
を頂

戴
す

る
こと

が
で

きた
。Ｐ

Ｔ
Ａ

総
務

との
連

携
で

令
和

８
年

度
開

校
５

０
周

年
事

業
第

１
回

実
行

委
員

会
を

開
催

し、
式

典
まで

の
大

まか
な

計
画

を確
認

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・学
校

の
働

き方
改

革
と、

保
護

者
の

困
り感

・事
案

と時
間

外
の

対
応

との
兼

ね
合

い
。時

間
外

だ
か

らと
切

って
しま

う学
校

で
な

い
よう

要
望

す
る

。
　→

家
庭

の
支

援
の

在
り方

も
考

え
る

必
要

。教
職

員
に

過
度

な
負

担
が

な
い

よう
保

護
者

に
寄

り添
った

支
援

をし
て

い
く。

慈
林

小

□
「じ

りん
子

丸
ファ

ミリ
ー

」を
立

ち
上

げ
、学

校
・地

域
・家

庭
・全

員
で

学
校

を
創

って
い

く体
制

を構
築

す
る

。

□
じり

ん
子

丸
ファ

ミリ
ー

ズ
（

保
護

者
ボ

ラン
テ

ィア
）

を中
心

に
、ビ

オ
トー

プを
整

備
す

る
こと

が
で

き
た

。
「は

な
も

く散
歩

」校
内

の
樹

木
に

プレ
ー

トを
設

置
す

る
こと

が
で

きた
。（

５
年

生
児

童
製

作
）

※
保

護
者

学
校

評
価

　学
校

・家
庭

・地
域

連
携

関
連

項
目

　肯
定

的
評

価
97

.5
％

Ａ

・P
TA

が
ボ

ラン
テ

ィア
制

とな
った

が
、ボ

ラン
テ

ィア
の

偏
りが

課
題

で
あ

る
。役

員
制

を知
って

い
る

保
護

者
は

楽
に

な
った

よう
で

あ
る

。若
い

年
代

の
保

護
者

は
、関

わ
り方

を知
らな

い
方

も
多

い
よう

だ
。“

や
りた

い
とき

に
、や

りた
い

ひ
とが

、や
りた

い
こと

”で
は

回
らな

い
。ど

う広
げ

て
い

くか
、が

課
題

。５
０

周
年

行
事

に
関

わ
っ

て
より

広
げ

て
い

く必
要

性
が

あ
る

。意
識

の
2極

化
。

　→
町

会
も

似
た

よう
な

現
状

。
　→

学
校

長
とP

TA
会

長
が

保
護

者
の

前
で

挨
拶

した
り、

地
域

や
町

会
な

どに
お

願
い

した
い

こと
は

言
った

り
して

今
後

も
連

携
が

で
きる

とい
い

。
慈

林
小

慈
林

小
教

職
員

の
資

質
向

上

〇
「チ

ー
ム

慈
林

小
」と

「学
校

全
体

の
W

el
l-b

ei
ng

の
向

上
」を

合
言

葉
に

、
働

き方
改

革
とワ

ー
ク・

ライ
フ・

バ
ラン

ス
の

意
識

を向
上

させ
る

。

〇
限

られ
た

時
間

の
中

で
成

果
に

繋
げ

る
働

き方
改

革
（

業
務

改
善

）
は

、順
調

に
進

ん
で

い
る

。
教

職
員

の
意

識
改

革
も

か
な

り進
み

、仕
事

とプ
ライ

ベ
ー

トの
タイ

ム
マネ

ジ
メン

ト力
も

高
まっ

て
き

た
。教

頭
を中

心
に

風
通

しの
良

い
職

場
づ

くり
が

実
現

され
、生

徒
指

導
上

の
事

案
が

発
生

して
も

迅
速

な
組

織
的

対
応

で
早

期
対

応
が

実
現

して
い

る
。

<
令

和
８

年
２

月
末

現
在

＞
　平

均
時

間
外

在
校

時
間

　３
３

h（
昨

年
度

　３
１

ｈ
）

Ｂ
・教

職
員

の
人

材
育

成
を学

校
経

営
、学

校
運

営
を。

　→
会

長
か

ら市
教

委
に

要
望

を出
す

な
ど、

学
校

運
営

協
議

会
の

機
能

を活
用

して
い

く。

慈
林

小
□

教
職

員
事

故
ゼ

ロを
継

続
す

る
。

□
時

機
を逃

さな
い

倫
理

確
立

委
員

会
や

定
例

の
職

員
集

会
で

、教
職

員
事

故
防

止
の

た
め

の
啓

発
や

教
職

員
事

故
の

具
体

例
を取

り上
げ

る
な

どし
、当

事
者

意
識

を高
め

る
こと

が
で

きた
。

（
PT

A総
務

の
協

力
に

よる
盗

撮
カメ

ラ検
査

実
施

）
Ｂ

慈
林

小
慈

林
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
施

設
設

備
の

安
全

管
理

に
万

全
を期

す
。

〇
「じ

りん
こ丸

」は
、地

元
業

者
の

力
を借

りな
が

ら、
今

年
度

夏
季

休
業

中
に

無
事

に
撤

去
した

。
撤

去
に

あ
た

り、
お

別
れ

集
会

を実
施

し、
地

域
の

方
に

も
ご

来
校

い
た

だ
い

た
。ま

た
、以

前
使

用
し

て
い

た
帆

を児
童

た
ち

の
手

で
復

活
させ

、運
動

会
で

披
露

す
る

こと
が

で
きた

。
川

口
市

教
育

委
員

会
と速

や
か

に
連

携
して

特
別

教
室

棟
壁

面
工

事
及

び
体

育
館

屋
根

修
繕

工
事

を実
施

し、
無

事
に

完
成

した
。

特
別

教
室

棟
2階

階
段

部
分

に
落

下
防

止
の

柵
を取

り付
け

た
。

Ａ
・災

害
時

の
避

難
場

所
に

な
る

こと
か

らも
、体

育
館

に
早

急
に

エア
コン

設
置

して
い

た
だ

くこ
とを

強
く要

望
す

る
。

慈
林

小
慈

林
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

差
間

小
組

織
運

営
〇

不
登

校
児

童
と家

庭
に

寄
り添

った
支

援
を継

続
し、

不
登

校
児

童
へ

の
支

援
率

１
０

０
％

を目
指

す
。（

R6
は

17
名

　3
0日

以
上

欠
席

）
※

児
童

の
学

校
生

活
満

足
度

９
０

％
以

上
に

す
る

。

〇
不

登
校

児
童

へ
の

支
援

は
10

0％
継

続
した

。不
登

校
児

童
は

年
間

13
名

の
見

込
み

で
あ

る
。

※
児

童
の

学
校

生
活

満
足

は
、8

7％
で

達
成

す
る

こと
が

で
きな

か
った

。
Ｂ

・先
生

方
の

負
担

を減
らし

て
児

童
の

満
足

度
を上

げ
て

ほ
しい

。
・カ

ウン
セ

ラー
や

特
別

支
援

教
育

に
係

る
職

員
を増

員
して

い
た

だ
きた

い
。

・不
登

校
に

つ
い

て
は

、本
人

や
保

護
者

の
思

い
や

考
え

方
が

異
な

る
こと

が
多

く、
登

校
させ

る
の

は
難

しい
と

思
う。

また
、心

の
疾

患
の

あ
る

保
護

者
が

多
くな

って
い

る
。学

校
第

一
で

は
な

くて
も

、そ
れ

に
代

わ
る

も
の

とし
て

支
援

して
い

くこ
とが

必
要

で
あ

る
。

差
間

小
□

学
年

に
よっ

て
指

導
に

差
が

生
じな

い
よう

に
、共

通
理

解
・共

通
行

動
を取

る
。

□
学

校
全

体
に

関
わ

る
こと

は
、学

年
に

よっ
て

指
導

の
差

が
生

じな
い

よう
に

努
め

た
。た

だ
し、

徹
底

で
きな

い
こと

も
あ

った
。

Ｂ
・職

員
の

皆
さん

は
優

しそ
うで

相
談

しや
す

い
環

境
に

な
って

い
る

。今
後

も
継

続
して

ほ
しい

。

差
間

小
差

間
小

教
育

課
程

〇
本

校
の

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

「学
力

向
上

」の
取

り組
み

を強
化

す
る

。
※

児
童

の
授

業
に

対
す

る
満

足
度

を９
０

％
以

上
に

す
る

。

〇
研

修
主

任
や

学
校

課
題

研
究

主
任

を中
心

とし
て

学
力

調
査

の
分

析
や

改
善

に
向

け
た

手
立

て
、算

数
科

の
指

導
の

在
り方

を深
め

る
こと

が
で

きた
。

※
児

童
の

授
業

に
対

す
る

満
足

は
、8

9％
で

達
成

す
る

こと
が

で
きな

か
った

。
Ｂ

・目
標

に
１

パ
ー

セ
ント

足
りな

か
った

が
、ほ

ぼ
達

成
して

い
る

の
で

は
。差

間
小

の
教

職
員

は
、も

っと
誇

りを
も

って
い

い
の

で
は

。
・自

己
肯

定
感

が
高

い
こと

は
よい

こと
だ

と思
う。

引
き続

き伸
ば

して
差

間
小

の
伝

統
、校

風
に

して
ほ

しい
。

差
間

小
□

「わ
か

った
」「

で
きた

」「
使

え
る

」と
児

童
が

実
感

す
る

体
験

（
成

功
体

験
）

を積
み

重
ね

る
。

□
見

通
しと

振
り返

りを
大

切
に

した
授

業
を展

開
し、

児
童

の
成

功
体

験
を積

み
上

げ
て

きた
。

Ａ
・友

達
との

関
りや

グ
ル

ー
プ活

動
を通

して
、協

働
的

な
学

び
を重

視
して

い
る

こと
は

評
価

で
きる

。で
きれ

ば
、市

の
委

嘱
等

を検
討

して
ほ

しい
。差

間
っ子

の
心

を更
に

向
上

させ
る

た
め

に
徳

育
を重

視
して

い
ほ

し
い

。体
育

の
授

業
に

O
Bが

参
加

して
い

た
が

、地
域

と共
に

活
動

す
る

こと
は

有
効

で
あ

る
。

差
間

小
差

間
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
運

営
協

議
会

を年
間

３
回

実
施

し、
「学

力
向

上
」「

基
本

的
な

生
活

習
慣

」「
家

庭
学

習
」な

どの
学

校
課

題
に

つ
い

て
熟

議
を行

う。
〇

学
校

運
営

協
議

会
で

の
協

議
内

容
は

、回
を重

ね
る

ご
とに

充
実

し、
学

力
向

上
や

基
本

的
な

生
活

習
慣

、Ｐ
Ｔ

Ａ
の

在
り方

に
つ

い
て

地
域

や
家

庭
と共

に
考

え
る

こと
が

で
きる

よう
に

な
った

。
Ａ

・地
域

の
方

々
が

積
極

的
に

協
力

して
くだ

さり
あ

りが
た

い
こと

だ
と思

う。
・コ

ミュ
ニテ

ィス
ペ

ー
ス

とし
て

、保
護

者
や

地
域

の
人

との
交

流
が

で
きる

ス
ペ

ー
ス

を設
置

して
い

た
だ

きた
い

。
・Ｐ

Ｔ
Ａ

に
変

わ
る

ボ
ラン

テ
ィア

組
織

が
有

益
に

な
る

こと
を期

待
した

い
。

差
間

小
差

間
小

差
間

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

主
体

的
・対

話
的

で
協

働
的

な
学

び
とな

る
指

導
法

を探
究

す
る

。
〇

教
科

の
指

導
法

に
グ

ル
ー

プ学
習

を適
宜

取
り入

れ
、オ

クリ
ンク

な
どを

有
効

活
用

して
協

働
的

な
学

び
を確

立
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・毎

回
、全

員
の

授
業

を参
観

させ
て

も
らっ

て
い

る
が

、教
材

の
工

夫
や

IC
Tの

効
果

的
活

用
が

あ
り、

どの
教

員
も

子
ども

の
た

め
に

熱
心

に
実

践
して

い
る

。
・若

手
の

み
な

らず
、全

員
で

教
師

力
向

上
勉

強
会

で
研

修
す

る
こと

は
とて

も
意

義
の

あ
る

こと
だ

と思
う。

差
間

小
□

教
育

公
務

員
とし

て
の

自
覚

を高
め

、職
員

の
服

務
規

律
を徹

底
し、

教
職

員
事

故
を絶

対
に

起
こさ

な
い

。
※

教
職

員
事

故
ゼ

ロ
※

体
罰

報
告

ゼ
ロ

□
倫

理
確

立
委

員
会

や
全

体
研

修
を通

して
、教

職
員

の
倫

理
感

は
高

まっ
た

と捉
え

て
い

る
。

Ｂ
・倫

理
確

立
委

員
会

や
研

修
会

を通
して

、教
職

員
事

故
ゼ

ロを
維

持
して

ほ
しい

。

差
間

小
差

間
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
教

室
棟

３
階

に
あ

る
防

災
倉

庫
の

物
品

を、
１

階
の

飼
育

小
屋

跡
地

に
倉

庫
を設

置
して

移
動

す
る

。
〇

本
年

度
飼

育
小

屋
を撤

去
し、

更
地

に
す

る
こと

が
で

きた
。来

年
度

に
防

災
倉

庫
を設

置
す

る
予

定
で

あ
る

。
Ａ

・南
門

の
改

修
工

事
が

で
きた

こと
は

評
価

で
きる

。防
災

倉
庫

の
設

置
に

向
け

て
、早

く着
工

で
きる

こと
を期

待
す

る
。

・子
ども

た
ち

の
防

災
意

識
を高

め
る

こと
が

大
切

で
あ

る
。

差
間

小
□

美
化

・緑
化

活
動

を充
実

させ
る

。児
童

に
栽

培
や

収
穫

の
体

験
をさ

せ
る

。
耕

作
で

きる
面

積
を増

や
した

い
。

□
地

域
の

方
の

協
力

に
より

、学
校

ファ
ー

ム
は

有
効

に
活

用
され

、児
童

の
体

験
活

動
は

充
実

して
い

る
。

Ｂ
・学

校
の

周
りは

い
つ

も
きれ

い
に

な
って

い
て

気
持

ち
が

良
い

。
・今

後
も

学
校

ファ
ー

ム
の

有
効

活
用

をお
願

い
した

い
。

差
間

小
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校

名
領
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年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度
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　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

東
本

郷
小

組
織

運
営

〇
目

指
す

学
校

像
の

実
現

に
向

け
、主

任
を中

心
とし

た
学

年
経

営
、校

務
分

掌
に

よる
教

育
活

動
の

活
性

化
を図

る
。

〇
３

年
生

以
上

の
一

部
教

科
担

任
制

を実
施

す
る

こと
は

で
きた

。ま
た

、１
・２

年
生

に
お

い
て

も
道

徳
に

お
い

て
交

換
授

業
を行

い
、学

年
で

児
童

を育
成

す
る

こと
が

で
きた

。５
・６

年
生

は
単

学
級

で
あ

った
が

、チ
ー

ム
で

担
任

を行
うこ

とが
で

きた
。

Ｂ
・教

科
担

任
制

や
副

担
任

、交
換

授
業

は
効

率
の

面
で

非
常

に
有

効
で

あ
る

と思
わ

れ
る

。そ
の

反
面

、児
童

に
与

え
る

心
理

的
な

影
響

も
あ

る
と思

わ
れ

る
の

で
、そ

こも
配

慮
して

推
進

して
ほ

しい
。

東
本

郷
小

□
校

内
組

織
の

活
性

化
を図

り、
主

任
だ

け
で

な
く、

全
職

員
が

学
校

運
営

に
参

画
し、

教
職

員
全

体
で

教
育

活
動

に
取

り組
ん

で
い

く。

□
各

部
の

開
催

日
は

確
保

しつ
つ

、各
主

任
が

課
題

意
識

をも
ち

部
会

が
開

催
で

きる
よう

に
した

。
また

、主
任

だ
け

で
な

く、
部

内
で

の
分

担
を行

い
一

人
ひ

とり
が

積
極

的
に

学
校

運
営

に
係

る
よう

に
な

って
きた

。
Ｂ

・今
後

、一
層

の
職

員
相

互
の

温
か

い
人

的
交

流
や

切
磋

琢
磨

に
より

指
導

力
向

上
が

進
む

こと
を期

待
した

い
。

東
本

郷
小

東
本

郷
小

教
育

課
程

〇
学

校
の

実
態

に
あ

った
教

育
課

程
の

編
成

とと
も

に
教

職
員

の
授

業
力

の
向

上
に

努
め

、児
童

の
学

力
向

上
に

努
め

る
。

〇
各

学
習

状
況

調
査

の
結

果
を分

析
す

る
とと

も
に

改
善

策
を講

じて
学

力
向

上
に

努
め

た
。全

国
学

力
・学

習
状

況
調

査
、川

口
市

Sネ
クス

トに
お

い
て

成
果

が
見

られ
た

。
Ｂ

・タ
ブレ

ット
を活

用
した

算
数

検
定

な
ど創

意
工

夫
が

見
られ

成
果

が
表

れ
よう

とし
て

い
る

。今
後

も
続

け
さら

に
図

形
や

文
章

問
題

に
も

対
応

で
きる

策
を講

じて
ほ

しい
。

・学
習

の
基

礎
とな

る
「計

算
力

」の
維

持
向

上
を図

る
こと

に
的

を絞
った

の
は

す
ば

らし
い

。
東

本
郷

小
□

年
度

初
め

に
算

数
科

に
お

け
る

理
論

研
修

を行
うと

とも
に

、年
７

回
の

研
究

授
業

を通
して

教
員

の
指

導
力

の
向

上
に

努
め

た
。指

導
主

事
をは

じめ
、他

校
か

ら指
導

者
を招

聘
し、

多
方

面
か

らの
ご

指
導

をい
た

だ
くこ

とが
で

きた
。

Ａ

・今
年

度
は

、研
究

授
業

と研
究

協
議

を参
観

して
、と

て
も

参
考

に
な

った
。協

議
会

で
は

、小
集

団
の

中
で

ベ
テ

ラン
も

若
手

も
忌

憚
な

く発
言

し、
よい

も
の

を求
め

よう
とす

る
熱

心
な

姿
勢

を垣
間

見
る

こと
が

で
きた

。
お

互
い

が
切

磋
琢

磨
す

る
こと

を拒
まな

い
温

か
い

雰
囲

気
が

職
員

の
中

に
醸

成
され

て
い

る
こと

が
よく

分
か

っ
た

。
東

本
郷

小
東

本
郷

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

積
極

的
に

学
校

公
開

し、
保

護
者

・地
域

との
連

携
をさ

らに
図

り、
「家

庭
で

しつ
け

・学
校

で
学

び
・地

域
で

育
て

る
」を

合
言

葉
に

して
、よ

り地
域

か
ら信

頼
され

る
学

校
づ

くり
に

努
め

る
。

〇
４

月
の

授
業

参
観

・懇
談

会
をは

じめ
、年

２
回

の
保

護
者

と担
任

との
面

談
を行

うな
ど保

護
者

と連
携

で
きる

よう
努

め
る

こと
が

で
きた

。ま
た

、土
曜

参
観

を計
画

通
り年

２
回

行
うこ

とが
で

き
た

。
Ａ

・土
曜

公
開

と保
護

者
面

談
を２

回
に

した
の

は
、よ

い
。保

護
者

の
反

応
や

面
談

か
ら得

られ
た

情
報

を職
員

間
で

共
有

し改
善

す
べ

き対
応

を躊
躇

な
くお

こな
って

ほ
しい

。

東
本

郷
小

□
学

校
応

援
団

に
つ

い
て

積
極

的
に

募
集

し、
保

護
者

や
地

域
の

方
々

が
多

く参
加

して
い

た
だ

い
た

。校
外

学
習

の
引

率
だ

け
で

な
く、

普
段

の
授

業
に

も
積

極
的

に
参

観
して

い
た

だ
い

た
こと

も
成

果
で

あ
る

。
Ａ

・学
校

応
援

団
が

授
業

や
校

外
学

習
の

引
率

まで
拡

大
して

い
る

の
は

す
ば

らし
い

。

東
本

郷
小

東
本

郷
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

職
員

一
人

ひ
とり

の
授

業
力

の
向

上
に

努
め

、互
い

に
学

び
合

う集
団

づ
く

りを
目

指
す

。
〇

全
職

員
が

、研
究

授
業

に
お

い
て

自
分

事
と捉

え
教

育
活

動
に

取
り組

む
こと

が
で

きて
い

た
。ま

た
授

業
改

善
に

向
け

て
積

極
的

な
協

議
も

行
うこ

とが
で

きた
。

Ｂ
・職

員
相

互
の

切
磋

琢
磨

に
より

、児
童

の
学

力
向

上
の

兆
しが

み
られ

た
の

は
大

変
喜

ば
しい

。ま
た

、新
た

な
具

体
的

で
達

成
可

能
な

目
標

を置
い

た
校

内
研

修
を充

実
させ

、更
な

る
職

員
の

資
質

向
上

を目
指

して
ほ

しい
。

東
本

郷
小

□
保

護
者

、地
域

に
信

頼
され

る
教

職
員

集
団

づ
くり

を目
指

す
。

□
教

職
員

事
故

根
絶

の
た

め
に

、適
宜

倫
理

確
立

研
修

を行
うと

とも
に

、シ
ョー

トの
研

修
も

行
うこ

とが
で

きた
。働

き方
改

革
に

つ
い

て
は

、今
後

も
課

題
で

あ
る

。
Ｂ

・信
用

失
墜

行
為

に
つ

な
が

る
教

職
員

事
故

が
起

こら
ぬ

よう
、相

互
呼

び
か

け
に

努
め

て
ほ

しい
。

・管
理

職
に

は
、職

員
へ

の
適

時
、適

切
な

声
が

け
等

に
より

、職
員

の
資

質
向

上
を図

って
ほ

しい
。

東
本

郷
小

東
本

郷
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
児

童
の

安
全

を第
一

に
考

え
た

施
設

、設
備

の
修

繕
を図

る
。ま

た
「古

くて
も

きれ
い

な
学

校
」を

合
言

葉
に

校
舎

内
外

の
美

化
と安

全
で

潤
い

の
あ

る
学

校
を

目
指

す
。

〇
日

常
的

な
安

全
点

検
や

複
数

の
目

で
の

安
全

点
検

を確
実

に
実

施
す

る
こと

に
より

、施
設

面
で

の
事

故
は

な
か

った
。ま

た
、予

算
運

用
も

適
切

に
行

うこ
とが

で
きた

。
Ａ

・保
護

者
アン

ケ
ー

ト結
果

で
も

施
設

・設
備

の
評

価
が

低
い

が
トイ

レに
つ

い
て

は
、に

お
い

が
少

な
くな

る
な

ど
改

善
が

み
られ

る
。

東
本

郷
小

□
教

職
員

と児
童

とで
清

掃
活

動
を行

い
、そ

の
際

に
児

童
へ

の
適

切
な

声
が

け
をす

る
こと

に
より

、
児

童
の

愛
校

心
が

育
まれ

て
い

る
。ま

た
、黙

働
清

掃
も

多
くの

児
童

が
で

きる
よう

に
な

って
きた

。
Ｂ

・児
童

が
少

な
い

中
で

清
掃

活
動

も
大

変
だ

が
、き

れ
い

な
学

校
を維

持
す

る
為

に
も

努
力

を続
け

て
ほ

しい
。

東
本

郷
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

東
領

家
小

組
織

運
営

〇
小

規
模

校
の

よさ
を生

か
した

組
織

運
営

〇
会

議
の

ス
リム

化
、年

間
を通

して
計

画
的

に
放

課
後

の
時

間
を確

保
す

る
こと

で
、情

報
共

有
し

な
が

ら、
コン

パ
クト

な
組

織
運

営
が

で
きた

。
Ａ

・少
な

い
教

職
員

数
で

の
教

育
活

動
は

苦
労

が
あ

った
と思

う。
心

身
の

健
康

を最
優

先
し、

児
童

の
た

め
の

学
校

運
営

の
工

夫
を行

って
ほ

しい
。

東
領

家
小

□
年

間
総

授
業

時
間

数
適

正
化

に
よる

働
き方

改
革

の
推

進
□

授
業

時
数

適
正

化
、週

課
表

の
工

夫
に

より
、平

均
時

間
外

在
校

等
時

間
が

全
て

の
月

で
昨

年
に

比
べ

減
少

した
。

Ｂ
・学

校
教

育
目

標
に

基
づ

き計
画

的
か

つ
組

織
的

に
教

育
活

動
が

推
進

され
て

い
る

こと
が

伺
え

る
。教

職
員

の
日

頃
の

ご
尽

力
に

敬
意

を表
す

る
。

東
領

家
小

東
領

家
小

教
育

課
程

〇
全

学
年

教
科

担
任

制
継

続
に

よる
質

の
高

い
授

業
実

践
と授

業
時

数
の

確
保

〇
教

科
担

任
制

継
続

に
より

、教
育

課
程

を適
切

に
管

理
しな

が
ら、

安
定

した
学

級
経

営
が

実
践

で
きた

。
Ａ

・学
力

と体
力

の
向

上
に

向
け

て
、家

庭
・地

域
の

教
育

力
を高

め
て

い
くこ

とも
課

題
で

あ
る

。

東
領

家
小

□
年

間
を見

通
した

各
種

学
校

行
事

内
容

の
見

直
し

□
各

種
行

事
の

開
催

方
法

、準
備

等
を見

直
す

こと
で

、ね
らい

に
沿

って
円

滑
に

進
め

られ
た

。
Ａ

・教
科

担
任

制
は

さら
に

充
実

して
ほ

しい
。

東
領

家
小

・複
数

の
教

員
に

よる
学

習
支

援
が

安
定

した
学

級
経

営
に

繋
が

って
い

て
良

い
。次

年
度

も
きめ

細
か

い
教

育
をお

願
い

す
る

。
東

領
家

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

デ
ジ

タル
化

を活
用

した
持

続
可

能
な

情
報

提
供

〇
プロ

ジ
ェク

トチ
ー

ム
に

より
、新

た
に

ス
クリ

レア
プリ

の
導

入
、各

種
た

より
の

一
元

化
を実

施
で

き、
情

報
量

を精
選

し、
デ

ジ
タル

化
を進

め
られ

た
。

Ａ
・今

年
度

の
幼

保
小

中
間

の
交

流
活

動
の

成
果

をさ
らに

伸
ば

し、
充

実
した

も
の

に
な

る
よう

期
待

す
る

。

東
領

家
小

□
学

習
活

動
や

行
事

に
お

け
る

効
果

的
な

連
携

教
育

活
動

の
推

進
□

元
郷

中
学

校
、南

平
幼

稚
園

と学
習

活
動

交
流

を継
続

実
施

した
。図

書
館

、科
学

館
、文

化
財

セ
ンタ

ー
、領

家
公

民
館

、県
立

近
代

美
術

館
とも

連
携

で
きた

。川
口

市
人

材
バ

ンク
魅

学
とも

新
た

に
連

携
で

きた
。

Ａ

東
領

家
小

東
領

家
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
校

内
研

修
・教

科
担

任
制

に
よる

教
師

の
指

導
力

の
向

上
とミ

ドル
リー

ダー
の

育
成

〇
面

談
を通

し教
職

員
一

人
ひ

とり
の

指
導

力
を高

め
な

が
ら、

計
画

通
りに

指
導

者
を招

聘
した

授
業

研
究

会
を実

施
で

きた
。

Ａ
・教

職
員

の
心

身
の

疲
労

が
蓄

積
す

る
前

に
、働

き方
に

つ
い

て
見

直
しで

きる
と良

い
。

東
領

家
小

□
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を活
用

した
教

育
活

動
の

推
進

□
教

師
・児

童
共

に
タブ

レッ
ト端

末
の

使
用

率
は

向
上

して
い

る
。家

庭
学

習
に

お
け

端
末

の
活

用
も

定
着

しつ
つ

あ
る

。
Ｂ

・タ
ブレ

ット
端

末
を使

用
した

学
習

が
必

要
不

可
欠

だ
と思

うが
、そ

の
流

れ
に

つ
い

て
い

け
な

い
児

童
へ

の
対

応
の

難
しさ

に
、教

職
員

の
苦

労
を感

じる
。

東
領

家
小

東
領

家
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
施

設
・設

備
事

故
ゼ

ロの
実

現
と安

心
・安

全
な

教
育

環
境

の
維

持
〇

教
育

活
動

に
支

障
が

で
る

こと
な

く教
育

環
境

が
維

持
で

きた
。ま

た
保

護
者

に
よる

盗
撮

防
止

に
関

わ
る

臨
時

安
全

点
検

も
実

施
で

きた
。

Ａ
・校

舎
内

の
老

朽
化

（
プー

ル
含

む
）

に
対

し、
毎

月
の

点
検

で
チ

ェッ
クが

あ
った

所
は

、早
急

に
修

繕
対

応
して

ほ
しい

。
東

領
家

小
□

不
審

者
学

校
侵

入
防

止
対

策
の

強
化

□
来

校
管

理
を徹

底
し、

不
審

者
侵

入
対

策
を強

化
した

。ま
た

公
園

課
と連

携
して

掲
示

物
を作

成
し、

校
庭

の
不

審
者

対
策

も
強

化
で

きた
。

Ａ

東
領

家
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

安
行

東
小

組
織

運
営

〇
「目

指
す

学
校

像
」を

実
現

す
る

た
め

に
、教

職
員

一
人

ひ
とり

の
適

性
を活

か
し、

学
校

運
営

へ
の

参
加

意
識

と同
僚

性
を高

め
る

。組
織

の
一

員
とし

て
働

き
が

い
を感

じな
が

ら責
任

をも
って

取
り組

め
る

学
校

経
営

を推
進

す
る

。

教
職

員
一

人
ひ

とり
が

資
質

及
び

能
力

並
び

に
キ

ャリ
ア段

階
に

応
じた

役
割

を担
い

、教
職

員
が

主
体

的
に

学
校

運
営

へ
参

画
す

る
こと

が
で

きた
。学

校
自

己
評

価
に

お
い

て
も

学
校

運
営

を肯
定

的
に

捉
え

る
教

職
員

が
多

い
こと

が
確

認
で

きた
。

Ｂ
・教

職
員

の
働

き方
改

革
の

機
運

が
高

まっ
て

お
り、

自
発

・能
動

的
に

変
革

して
い

こう
とし

て
い

る
。教

職
員

一
人

ひ
とり

が
進

ん
で

学
校

運
営

に
参

加
で

きた
こと

は
大

い
に

評
価

した
い

。今
後

も
働

き甲
斐

の
あ

る
組

織
づ

くり
に

努
力

して
ほ

しい
。

安
行

東
小

安
行

東
小

安
行

東
小

教
育

課
程

〇
全

て
の

子
ども

一
人

ひ
とり

が
分

か
る

喜
び

が
実

感
で

きる
よう

、教
育

課
程

の
見

直
しと

授
業

の
質

的
改

善
に

取
り組

み
、資

質
・能

力
の

育
成

を通
して

学
力

を向
上

す
る

。

〇
教

育
計

画
を子

ども
の

実
態

に
応

じて
見

直
し、

成
果

と課
題

を定
期

的
に

検
証

す
る

体
制

を整
え

た
。職

員
評

価
は

目
標

未
達

とな
った

が
、改

善
の

基
盤

は
整

備
で

きた
。「

聴
き合

い
」「

学
び

合
う」

授
業

改
善

の
た

め
、校

内
研

修
や

授
業

観
察

を通
して

教
員

が
積

極
的

に
取

り組
ん

だ
。

Ｂ
・児

童
の

実
態

に
即

して
様

々
な

教
育

方
針

を取
り入

れ
て

対
応

して
い

る
。教

職
員

の
人

数
的

な
課

題
が

あ
る

が
、不

登
校

対
策

とし
て

家
庭

訪
問

を徹
底

した
り、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を活

用
した

授
業

を工
夫

す
る

等
、子

ども
一

人
ひ

とり
が

分
か

る
喜

び
を実

感
で

きる
よう

、教
育

課
程

の
見

直
しと

授
業

の
質

的
改

善
に

期
待

す
る

。
安

行
東

小
安

行
東

小
安

行
東

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
校

の
教

育
活

動
を積

極
的

に
発

信
・公

開
し、

保
護

者
や

地
域

との
連

携
を深

め
る

こと
で

、地
域

に
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
を推

進
し、

教
育

の
質

を向
上

さ
せ

る
。

〇
育

て
た

い
子

ども
像

や
教

育
ビジ

ョン
を保

護
者

・地
域

と共
有

し、
外

部
人

材
を活

用
して

安
全

管
理

と教
育

の
質

を向
上

させ
た

。ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
教

育
活

動
を発

信
し、

保
護

者
・地

域
の

理
解

と信
頼

を深
め

た
。

Ａ
・学

校
は

様
々

な
機

会
に

多
様

な
方

法
で

情
報

発
信

して
い

る
。保

護
者

の
声

を反
映

す
る

掲
示

板
の

様
な

も
の

が
あ

って
も

よい
。保

護
者

や
地

域
との

連
携

を深
め

る
こと

で
、地

域
に

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

を推
進

す
る

こと
が

で
きた

。
安

行
東

小
安

行
東

小
安

行
東

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

定
期

的
な

研
修

活
動

を通
じて

、教
職

員
の

専
門

性
を高

め
る

とと
も

に
、不

祥
事

防
止

の
た

め
の

予
防

策
を講

じ、
安

心
で

信
頼

され
る

学
校

経
営

を実
現

す
る

。

〇
指

導
者

を招
聘

した
授

業
研

究
会

を年
7回

実
施

し、
教

員
の

資
質

・能
力

向
上

に
取

り組
ん

だ
。新

しい
こと

に
チ

ャレ
ンジ

す
る

姿
勢

が
高

評
価

とな
り、

教
職

員
の

専
門

性
向

上
や

意
欲

向
上

に
寄

与
した

。
Ｂ

・外
部

指
導

者
を招

聘
し計

画
的

な
授

業
研

究
会

や
校

内
研

究
等

を実
施

した
。授

業
に

係
る

日
常

的
な

問
題

意
識

か
ら学

校
の

課
題

解
決

に
向

け
た

取
り組

み
とし

て
、教

職
員

の
専

門
性

を高
め

る
実

践
的

な
研

究
を推

進
した

。
安

行
東

小
安

行
東

小
安

行
東

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

校
舎

内
の

教
育

環
境

を充
実

させ
、予

算
を効

果
的

に
運

用
して

 安
全

で
快

適
な

学
校

環
境

を整
備

し、
子

ども
の

安
心

・安
全

を確
保

す
る

。
〇

定
期

・日
常

の
安

全
点

検
を行

い
、危

険
箇

所
を早

期
発

見
・対

応
して

事
故

を防
止

した
。予

算
を優

先
順

位
に

沿
って

配
分

し、
教

育
環

境
と子

ども
の

安
全

を確
保

した
。

Ｂ
・日

常
安

全
点

検
を行

い
、校

舎
内

の
安

全
性

確
保

や
教

育
環

境
を充

実
させ

、予
算

を効
果

的
に

運
用

し
て

 安
全

で
快

適
な

学
校

環
境

を整
備

し、
子

ども
の

安
心

・安
全

を実
現

して
い

た
。

安
行

東
小

□
予

算
を見

直
し、

教
育

環
境

に
必

要
な

項
目

に
優

先
順

位
をつ

け
て

配
分

す
る

。
□

プー
ル

の
ろ

過
施

設
修

繕
や

手
摺

設
置

等
、計

画
的

に
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

・プ
ー

ル
施

設
の

改
修

や
階

段
の

手
摺

り等
、校

舎
内

の
安

全
性

確
保

や
教

育
環

境
を充

実
させ

る
こと

が
で

きた
。

安
行

東
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

在
家

小
組

織
運

営
〇

目
指

す
学

校
の

具
現

化
に

向
け

、校
内

組
織

が
活

性
化

す
る

よう
見

直
しを

行
って

い
く。

〇
全

教
職

員
が

参
画

意
識

を持
ち

、業
務

に
取

り組
ん

で
い

た
。（

教
職

員
学

校
評

価
Ａ

Ｂ
９

３
％

）
Ａ

・校
長

の
説

明
で

よく
分

か
った

。よ
く動

い
て

い
る

。

在
家

小

□
全

教
職

員
が

組
織

の
一

員
とし

て
の

参
画

意
識

を持
ち

、共
通

理
解

・共
通

行
動

を徹
底

して
い

く。
□

教
職

員
は

「チ
ー

ム
在

家
小

」と
い

う意
識

を持
ち

、日
々

の
業

務
に

取
り組

ん
で

い
る

。校
内

組
織

の
見

直
しを

行
い

、次
年

度
の

改
編

に
向

け
て

準
備

を進
め

て
い

る
。

Ｂ

・つ
い

これ
まで

と比
較

して
しま

うが
、い

ろ
い

ろ
考

え
て

学
校

を変
え

て
い

こう
とい

うこ
とや

実
際

に
今

年
度

か
ら

変
え

て
い

って
い

る
こと

も
あ

り、
素

晴
らし

い
と思

う。
・校

長
が

PT
Aの

会
議

に
しっ

か
り出

て
い

た
だ

い
て

、児
童

に
つ

い
て

しっ
か

りと
考

え
い

た
だ

い
て

い
る

の
が

わ
か

り、
とて

も
安

心
して

い
る

。

在
家

小
◇

組
織

の
一

員
とし

て
の

参
画

意
識

を高
め

、共
通

理
解

・共
通

行
動

・共
通

指
導

をし
て

い
く。

◇
年

度
当

初
に

比
べ

、報
告

・連
絡

・相
談

・確
認

が
ス

ピー
デ

ィに
な

り、
教

育
活

動
の

工
夫

・改
善

に
つ

な
が

って
い

る
。

Ｂ
・学

校
を子

ども
た

ち
の

た
め

に
変

え
て

い
こう

とい
う校

長
の

意
欲

が
感

じら
れ

、と
て

も
よい

。
・コ

ロナ
で

教
育

活
動

が
止

まっ
た

まま
で

は
い

け
な

い
の

で
、こ

れ
か

らも
今

の
視

点
で

動
か

して
い

って
ほ

しい
。

在
家

小
教

育
課

程

〇
「在

家
小

学
力

向
上

プラ
ン」

をも
とに

、「
ワク

ワク
す

る
授

業
」を

心
が

け
、学

力
・体

力
を向

上
させ

る
。

〇
学

力
向

上
に

向
け

た
指

導
方

法
の

工
夫

改
善

を進
め

、一
定

の
成

果
が

得
られ

た
。

Ａ

・学
び

の
共

同
体

へ
の

取
り組

み
は

よく
や

って
い

る
。

・わ
か

らな
い

子
を置

き去
りに

しな
い

とい
うテ

ー
マは

大
切

だ
と思

う。
・わ

か
る

子
が

わ
か

らな
い

子
を教

え
る

こと
は

大
切

な
こと

で
あ

る
。分

か
る

子
も

説
明

す
る

こと
で

理
解

が
深

ま
る

。
・コ

ロナ
前

は
学

習
支

援
を行

って
い

た
。地

域
の

力
をも

っと
借

りて
い

くよ
うに

して
しも

よい
の

で
は

な
い

か
。

在
家

小
□

道
徳

、特
別

活
動

及
び

な
か

よし
グ

ル
ー

プ交
流

会
等

を中
心

に
、児

童
の

心
を育

て
な

が
ら、

徳
力

を向
上

させ
る

。
□

人
との

か
か

わ
り方

をは
じめ

とす
る

心
の

教
育

に
は

、課
題

が
見

られ
、引

き続
き、

徳
力

向
上

に
向

け
た

取
り組

み
を進

め
て

い
く必

要
が

あ
る

。
Ｂ

・学
校

評
価

の
結

果
を見

て
も

、家
庭

の
教

育
力

、保
護

者
の

考
え

方
に

課
題

が
あ

る
こと

が
わ

か
る

。
・学

校
が

い
ろ

い
ろ

が
ん

ば
って

い
る

が
、保

護
者

の
考

え
や

価
値

観
が

変
わ

って
い

る
の

で
、な

か
な

か
難

しい
と

思
う。

在
家

小
◇

家
庭

学
習

「ぐ
ん

ぐん
ノー

ト」
の

取
り組

み
に

つ
い

て
、保

護
者

へ
の

周
知

を図
り、

理
解

と協
力

を求
め

る
。

◇
家

庭
学

習
の

定
着

状
況

に
差

は
あ

る
も

の
の

、昨
年

度
より

も
取

り組
み

状
況

は
改

善
され

て
い

る
。

Ｂ
・家

庭
学

習
を親

に
協

力
を得

る
こと

も
良

い
の

で
は

な
い

か
。先

生
の

負
担

軽
減

に
も

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

。
・児

童
の

取
り組

み
に

つ
い

て
差

が
あ

る
。よ

り差
が

つ
い

て
しま

うの
で

は
な

い
か

。
在

家
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
運

営
協

議
会

を通
して

、保
護

者
・地

域
の

声
を聴

きな
が

ら、
学

校
運

営
に

反
映

させ
て

い
く。

〇
学

校
の

取
り組

み
に

つ
い

て
ご

理
解

い
た

だ
くと

とも
に

、肯
定

的
か

つ
建

設
的

な
ご

意
見

をい
た

だ
き、

学
校

運
営

に
反

映
で

きる
こと

か
ら取

り組
ん

で
きた

。
Ａ

・旗
当

番
に

つ
い

て
、だ

ん
だ

ん
保

護
者

が
出

て
くる

人
が

少
な

くな
って

きて
い

る
。

・学
校

運
営

協
議

会
だ

け
で

な
く、

地
域

の
民

生
委

員
な

どの
人

が
来

る
場

が
あ

った
の

で
、そ

うい
う場

が
あ

った
方

が
良

い
の

で
は

な
い

か
。民

生
委

員
も

学
校

の
こと

を知
りた

が
って

い
る

。長
期

休
み

に
入

る
前

に
そう

い
う場

が
前

に
は

あ
った

。
在

家
小

□
学

校
だ

より
、学

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を活
用

し、
学

校
の

取
り組

み
をタ

イム
リー

に
発

信
して

い
く。

□
各

種
手

段
で

学
校

の
取

り組
み

や
健

全
育

成
に

向
け

た
呼

び
か

け
を発

信
して

きた
。（

保
護

者
学

校
評

価
Ａ

Ｂ
９

９
％

）
Ａ

・学
校

の
様

子
は

、週
予

定
や

学
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
も

知
る

こと
が

で
きて

い
る

。
・保

護
者

が
必

要
と思

うよ
うな

こと
は

、ス
クリ

レを
使

って
連

絡
が

あ
る

の
で

、と
て

も
助

か
って

い
る

。
在

家
小

◇
教

育
相

談
体

制
を整

え
、個

の
ニー

ズ
に

合
わ

せ
た

適
切

な
対

応
を行

って
い

く。

◇
ケ

ー
ス

に
応

じた
支

援
・指

導
を行

って
い

る
。今

年
度

は
、ス

クー
ル

・ソ
ー

シ
ャル

・ワ
ー

カー
や

県
立

川
口

特
別

支
援

学
校

、市
役

所
の

関
係

各
課

と連
携

し、
対

応
して

きた
。ま

た
、新

た
に

埼
玉

学
園

大
学

と連
携

で
きる

よう
に

な
り、

次
年

度
開

設
の

ほ
っと

ル
ー

ム
の

運
営

に
も

つ
な

が
る

も
の

と
な

った
。

Ａ

・今
年

度
、埼

玉
学

園
大

学
との

連
携

が
実

現
した

の
は

とて
も

素
晴

らし
い

。学
校

の
立

地
条

件
を生

か
して

い
る

。
・ほ

っと
ル

ー
ム

の
開

設
に

向
け

て
整

備
す

る
な

ど、
学

校
に

行
け

な
い

子
ども

た
ち

に
も

目
を向

け
て

い
る

こと
も

よ
い

。
在

家
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
不

祥
事

根
絶

に
向

け
、倫

理
確

立
委

員
会

を中
心

に
研

修
の

仕
方

や
時

期
に

合
わ

せ
た

内
容

を工
夫

で
きる

よう
具

体
的

に
助

言
す

る
。

〇
教

頭
を長

とし
た

倫
理

確
立

委
員

会
を組

織
し、

計
画

を立
て

て
研

修
を実

施
して

きた
。ま

た
、

事
例

をも
とに

情
報

共
有

を行
い

、教
職

員
の

意
識

を高
め

て
きた

。（
教

職
員

学
校

評
価

Ａ
Ｂ

１
０

０
％

）
Ｂ

・容
姿

をほ
め

た
りす

る
の

は
今

の
時

代
は

誤
解

を防
ぐた

め
、気

を付
け

た
方

が
よい

の
で

は
な

い
か

。特
に

高
学

年
に

な
る

と先
生

が
ほ

め
て

い
る

こと
で

も
、本

人
た

ち
は

その
よう

に
受

け
止

め
な

い
こと

も
あ

る
と思

う。
・教

職
員

の
不

祥
事

の
ニュ

ー
ス

が
あ

まり
に

も
多

く、
ほ

とん
どの

先
生

方
は

一
生

懸
命

や
って

い
る

の
に

と先
生

方
が

か
わ

い
そう

に
な

る
時

も
あ

る
。社

会
の

状
況

が
厳

しく
な

って
い

る
。

在
家

小
□

O
JT

に
よる

組
織

の
活

性
化

、人
材

育
成

を行
う。

□
自

己
の

キ
ャリ

アに
応

じ、
人

材
育

成
を意

識
した

教
職

員
の

姿
が

見
られ

た
。

Ａ
・年

々
若

い
先

生
が

増
え

、人
材

育
成

も
大

変
だ

と思
うが

、在
家

小
学

校
は

少
な

い
人

数
の

中
で

も
よく

や
っ

て
い

る
と思

う。
・学

校
を変

え
て

い
こう

とす
る

校
長

の
思

い
が

、先
生

方
に

も
広

が
って

い
る

よう
に

思
う。

在
家

小
◇

教
職

員
の

心
身

の
健

康
の

た
め

に
、業

務
改

善
ス

タン
ダー

ドを
共

通
理

解
し、

全
職

員
で

取
り組

む
。

◇
教

職
員

一
人

ひ
とり

が
自

己
の

働
き方

に
つ

い
て

意
識

して
業

務
改

善
で

きる
部

分
に

挑
戦

して
き

た
。昨

年
度

の
時

間
外

在
校

時
間

より
も

減
少

した
。

Ｂ
・学

校
の

働
き方

改
革

を進
め

て
い

か
な

け
れ

ば
な

らな
い

こと
も

理
解

して
い

る
。先

生
方

が
や

りや
す

い
よう

に
、こ

れ
か

らも
進

め
て

い
って

ほ
しい

。
在

家
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
施

設
・設

備
の

適
切

な
点

検
・管

理
を行

い
、児

童
の

安
全

確
保

と潤
い

の
あ

る
教

育
環

境
を整

備
す

る
。

〇
施

設
・設

備
の

点
検

・管
理

を行
い

、不
具

合
個

所
に

つ
い

て
は

早
急

に
対

応
して

きた
。

Ａ
・教

職
員

アン
ケ

ー
トに

プロ
ジ

ェク
ター

の
要

望
が

あ
った

が
、必

要
な

も
の

が
あ

れ
ば

、P
TA

で
協

力
で

きる
こと

が
あ

る
と思

う。
在

家
小

□
経

年
劣

化
に

伴
う修

繕
個

所
に

つ
い

て
は

、市
教

委
へ

の
報

告
を適

切
に

行
い

、児
童

の
安

全
を確

保
して

い
く。

□
児

童
の

安
全

と教
育

活
動

に
か

か
わ

る
部

分
を最

優
先

に
修

繕
を進

め
て

きた
。（

保
護

者
学

校
評

価
Ａ

Ｂ
９

９
％

）
Ａ

・今
年

度
の

学
校

運
営

協
議

会
で

は
、施

設
・設

備
の

修
繕

個
所

や
進

捗
状

況
に

つ
い

て
報

告
が

され
、適

切
な

対
応

が
され

て
い

る
こと

が
わ

か
った

。
・昨

年
度

は
修

繕
され

な
か

った
音

楽
室

の
エア

コン
や

体
育

館
の

照
明

な
ど、

今
年

度
は

対
応

して
も

らえ
た

の
で

、子
ども

た
ち

の
教

育
環

境
を最

優
先

に
考

え
て

い
た

だ
い

た
こと

が
あ

りが
た

い
。

在
家

小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

戸
塚

東
小

組
織

運
営

〇
学

校
運

営
参

画
意

識
を高

め
、教

職
員

一
人

ひ
とり

の
力

を結
集

させ
た

学
校

力
の

向
上

。

〇
主

幹
教

諭
の

適
切

な
声

掛
け

の
も

と、
学

年
主

任
・分

掌
主

任
を中

心
とし

た
学

校
運

営
が

で
き

た
。（

教
職

員
アン

ケ
ー

ト組
織

運
営

に
係

る
項

目
99

％
）

○
人

事
評

価
中

間
面

談
を活

用
した

フィ
ー

ドバ
ック

の
実

施
した

。
Ａ

・評
価

妥
当

で
あ

る
。

戸
塚

東
小

□
不

登
校

児
童

支
援

の
充

実
（

支
援

率
10

0％
）

□
オ

ンラ
イン

に
よる

自
宅

学
習

や
ス

テ
ップ

ル
ー

ム
で

の
学

習
を年

間
で

継
続

した
支

援
を実

施
した

。
ス

テ
ップ

ル
ー

ム
か

ら教
室

で
の

授
業

に
参

加
で

きる
よう

に
な

った
児

童
も

い
る

。
家

庭
に

Ｓ
Ｓ

Ｗ
を派

遣
し支

援
に

努
め

た
。

Ｂ
・評

価
妥

当
で

あ
る

。

戸
塚

東
小

◇
い

じめ
根

絶
と組

織
的

な
対

応
。

◇
生

活
アン

ケ
ー

ト年
間

３
回

実
施

。実
施

後
は

、担
任

に
よる

個
別

の
関

わ
りを

随
時

行
った

。
Ｂ

・評
価

妥
当

で
あ

る
。

戸
塚

東
小

教
育

課
程

〇
学

力
の

向
上

〇
日

々
の

授
業

改
善

に
より

、授
業

の
工

夫
　教

職
員

９
６

％
、わ

か
りや

す
い

授
業

（
保

護
者

）
８

１
％

とな
った

。市
内

科
学

館
、文

化
財

課
、県

文
書

館
との

博
学

連
携

の
授

業
の

実
施

に
より

興
味

関
心

を高
め

た
。

Ｂ
・教

え
合

い
をし

て
い

る
姿

が
とて

も
良

い
。授

業
に

お
い

て
も

よく
意

見
を出

し合
い

学
び

合
って

い
る

。

戸
塚

東
小

□
徳

力
の

向
上

□
児

童
の

挨
拶

運
動

に
より

、元
気

な
挨

拶
、さ

わ
や

か
な

挨
拶

が
で

きる
よう

に
な

った
。

□
児

童
会

で
の

あ
い

さつ
の

取
り組

み
に

より
、挨

拶
へ

の
意

識
が

高
まっ

た
。

Ｂ
・評

価
妥

当
で

あ
る

。

戸
塚

東
小

◇
体

力
の

向
上

◇
新

体
力

テ
ス

トＡ
＋

Ｂ
＋

Ｃ
の

割
合

80
.4

％
達

成
。（

県
平

均
76

.8
％

）
外

遊
び

をし
て

い
る

児
童

は
多

くい
る

。持
久

走
や

縄
跳

び
の

時
期

に
は

取
り組

み
を行

い
、意

欲
的

に
取

り組
ん

で
い

た
。

◇
学

校
公

開
日

、授
業

参
観

で
学

校
医

と連
携

した
健

康
教

室
を実

施
した

。

Ａ
・学

校
医

と連
携

して
学

校
独

自
で

目
の

健
康

教
室

を行
って

い
る

こと
は

とて
も

良
い

。タ
ブレ

ット
を使

って
の

学
習

も
多

く、
視

力
の

低
下

に
つ

い
て

は
看

過
で

きぬ
問

題
。ス

マー
トフ

ォン
の

見
過

ぎ
を防

ぐこ
とや

見
る

時
の

姿
勢

を正
す

な
ど啓

発
活

動
も

必
要

で
あ

る
。

戸
塚

東
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
行

事
等

の
工

夫
・改

善
。

〇
学

校
公

開
、運

動
会

、音
楽

会
を土

曜
日

に
実

施
した

。多
くの

保
護

者
に

ご
参

観
い

た
だ

き、
好

評
で

あ
った

。
Ｂ

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
情

報
の

選
択

に
つ

い
て

は
、慎

重
に

行
う必

要
が

あ
る

。

戸
塚

東
小

□
保

護
者

・地
域

との
連

携
の

更
な

る
強

化
。

□
2年

生
まち

探
検

、3
年

生
の

フィ
ー

ル
ドワ

ー
クで

多
くの

保
護

者
に

学
習

支
援

ボ
ラン

テ
ィア

とし
て

参
加

して
い

た
だ

い
た

。特
に

3年
生

で
は

1学
期

4回
、2

学
期

3回
の

学
習

支
援

をし
て

い
た

だ
き連

携
を深

め
た

。
□

5年
生

家
庭

科
で

の
保

護
者

ボ
ラン

テ
ィア

の
活

用
を図

った
。

Ａ
・評

価
妥

当
で

あ
る

。

戸
塚

東
小

戸
塚

東
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
学

校
課

題
研

究
を中

心
とし

た
教

職
員

の
指

導
力

の
向

上
。

〇
示

範
授

業
の

全
教

科
の

実
施

。9
月

に
1人

1授
業

とし
て

算
数

の
授

業
公

開
を実

施
した

。指
導

主
事

に
よる

要
請

訪
問

9回
実

施
。

Ａ
・さ

らな
る

教
育

の
質

の
向

上
に

つ
な

が
る

こと
を期

待
して

い
る

。

戸
塚

東
小

◇
教

職
員

一
人

ひ
とり

の
ワー

クラ
イフ

バ
ラン

ス
の

充
実

。

□
教

職
員

の
不

在
の

際
の

補
教

体
制

を充
実

させ
た

。ど
の

教
員

も
他

学
年

に
補

教
に

入
り、

全
員

で
見

守
る

体
制

が
で

きた
。

定
時

退
勤

ウイ
ー

クの
１

０
０

％
実

施
。

在
校

時
間

は
平

均
で

月
45

時
間

は
下

回
って

い
る

。

Ｂ
・休

暇
を取

りや
す

くす
る

こと
は

大
切

。在
校

時
間

を短
くす

る
努

力
を継

続
して

い
く必

要
が

あ
る

。

戸
塚

東
小

戸
塚

東
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
安

心
・安

全
な

施
設

設
備

に
向

け
て

の
管

理
の

徹
底

。
〇

施
設

等
に

よる
重

大
事

故
０

件
達

成
。

Ｂ
・老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

中
、施

設
に

関
す

る
事

故
が

無
い

こと
は

素
晴

らし
い

。事
故

に
つ

な
が

る
小

さな
芽

を
事

前
に

積
む

こと
が

大
切

。
戸

塚
東

小
戸

塚
東

小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

戸
塚

北
小

組
織

運
営

〇
部

会
や

研
修

を活
性

化
、若

手
教

員
の

重
要

ポ
ス

トへ
の

抜
擢

等
に

より
、

全
教

職
員

の
学

校
運

営
参

画
意

識
を高

め
させ

、学
校

課
題

解
決

の
た

め
の

協
働

体
制

を確
立

す
る

。
〇

組
織

の
効

率
化

。

〇
研

修
が

活
発

に
行

わ
れ

て
い

る
。指

導
力

の
向

上
が

見
られ

る
。組

織
力

が
向

上
しつ

つ
あ

る
。

Ａ

・保
護

者
他

地
域

の
意

見
をよ

り積
極

的
に

聴
取

し、
学

校
経

営
に

さら
に

反
映

させ
て

い
くこ

とが
必

要
で

あ
る

。
・働

き方
改

革
が

管
理

の
た

め
の

管
理

に
な

らな
い

よう
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

・工
夫

され
た

教
員

の
研

修
が

行
わ

れ
て

い
る

。
戸

塚
北

小
戸

塚
北

小
戸

塚
北

小
教

育
課

程
〇

「G
IG

Aス
クー

ル
端

末
を活

用
した

主
体

的
に

学
ぶ

児
童

の
育

成
」、

「書
く

力
を高

め
る

言
語

活
動

の
充

実
」を

軸
とし

た
、授

業
実

践
と学

力
の

向
上

。
〇

GI
GA

ス
クー

ル
端

末
を活

用
し、

主
体

的
対

話
的

で
深

い
学

び
を実

現
す

る
た

め
の

授
業

改
善

が
行

わ
れ

て
い

る
。教

室
全

体
が

落
ち

着
い

て
お

り、
授

業
規

律
も

整
って

い
る

。
Ａ

・や
りぬ

く力
を授

業
だ

け
で

な
く、

他
の

活
動

を通
して

も
身

に
つ

け
させ

て
ほ

しい
。

・主
体

的
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

を、
より

一
層

推
進

して
い

く必
要

が
あ

る
。

・学
校

行
事

をと
お

して
より

集
団

の
力

を伸
ば

して
い

って
ほ

しい
。

戸
塚

北
小

□
「や

りぬ
く力

」の
育

成
を通

した
目

指
す

児
童

像
の

実
現

。
□

学
校

だ
より

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ブロ

グ
で

児
童

の
教

育
活

動
の

様
子

を積
極

的
に

取
り上

げ
、経

営
方

針
に

導
け

た
。

Ｂ
・特

に
無

し。

戸
塚

北
小

戸
塚

北
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
運

営
協

議
会

活
用

した
、保

護
者

・地
域

の
つ

な
が

り拠
点

とし
て

の
学

校
づ

くり
の

実
践

。
〇

学
校

運
営

協
議

会
の

積
極

的
な

活
用

を行
うこ

とが
で

きた
。ご

意
見

を学
校

運
営

に
生

か
す

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・学
校

運
営

協
議

会
の

出
席

率
が

低
く、

十
分

に
意

見
を聴

取
、協

議
で

きて
い

な
い

。
・P

TA
活

動
が

や
や

希
薄

で
あ

る
。

・東
京

フィ
ル

ハ
ー

モニ
ー

交
響

楽
団

の
招

致
が

素
晴

らし
か

った
。

戸
塚

北
小

□
積

極
的

な
広

報
活

動
と保

護
者

・地
域

の
理

解
推

進
。校

長
自

らが
地

域
に

足
を運

ぶ
。

□
学

校
だ

より
、ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ブロ

グ
の

こま
め

な
更

新
、保

護
者

メー
ル

を活
用

して
積

極
的

に
広

報
を行

い
、保

護
者

や
地

域
の

学
校

に
対

す
る

理
解

が
深

まっ
た

。
Ａ

・地
域

行
事

へ
の

参
加

。

戸
塚

北
小

戸
塚

北
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

職
員

一
人

ひ
とり

の
特

性
を踏

まえ
、ラ

イフ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じた

計
画

的
な

人
材

育
成

に
よる

、活
力

あ
る

学
校

づ
くり

の
推

進
。

〇
校

長
、教

頭
、主

幹
教

諭
に

よる
教

室
訪

問
な

どに
より

、教
員

理
解

を深
め

、教
職

員
の

指
導

に
役

立
った

。
Ａ

・校
長

、教
頭

に
よる

教
職

員
へ

の
指

導
助

言
が

まだ
不

十
分

で
あ

る
。実

効
性

の
あ

る
計

画
的

な
人

材
育

成
を推

進
して

い
く必

要
が

あ
る

。

戸
塚

北
小

戸
塚

北
小

戸
塚

北
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
安

心
・安

全
を最

優
先

に
した

潤
い

の
あ

る
教

育
環

境
づ

くり
。

〇
毎

日
の

通
学

路
点

検
や

校
内

施
設

点
検

な
どに

より
、安

心
安

全
な

教
育

環
境

づ
くり

が
実

行
で

きた
。

Ａ
・毎

日
の

登
校

指
導

や
一

日
2回

の
校

内
巡

視
を行

って
い

る
こと

は
高

く評
価

で
きる

。
・今

後
も

引
き続

き環
境

整
備

に
尽

力
して

ほ
しい

。
戸

塚
北

小
戸

塚
北

小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

木
曽

呂
小

組
織

運
営

〇
教

職
員

の
共

通
理

解
に

基
づ

い
た

共
通

行
動

・共
通

指
導

の
徹

底
〇

「学
び

合
い

」の
取

り組
み

を継
続

しな
が

ら、
全

員
が

公
開

授
業

に
取

り組
ん

だ
。基

礎
基

本
の

定
着

に
向

け
、朝

学
習

の
徹

底
、習

熟
度

別
学

習
に

取
り組

む
な

ど、
さま

ざ
まな

方
策

に
着

手
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・「

学
び

の
共

同
体

」か
ら「

基
礎

基
本

の
定

着
」に

研
修

体
制

を切
り替

え
、学

力
向

上
に

向
け

た
取

り組
み

が
新

た
に

ス
ター

トし
た

と捉
え

て
い

る
。

・学
力

向
上

は
学

級
経

営
の

充
実

が
鍵

を握
って

い
る

の
で

、そ
こを

シ
ンプ

ル
に

丁
寧

に
取

り組
ん

で
ほ

しい
。

木
曽

呂
小

□
教

職
員

個
々

の
ライ

フス
テ

ー
ジ

に
応

じた
資

質
や

能
力

の
向

上
・初

任
者

研
修

　３
名

・５
年

経
験

者
研

修
　２

名
・中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

　０
名

・２
０

年
経

験
者

研
修

　０
名

□
法

定
研

修
な

ど、
対

象
者

を中
心

に
ライ

フス
テ

ー
ジ

に
応

じた
研

修
を受

講
し、

全
員

が
修

了
す

る
予

定
で

あ
る

。市
教

委
の

指
導

者
や

管
理

職
の

指
導

に
より

指
導

力
の

向
上

に
積

極
的

に
取

り組
め

た
。

Ｂ
・特

に
な

し。

木
曽

呂
小

・特
に

な
し。

木
曽

呂
小

教
育

課
程

〇
「主

体
的

・対
話

的
で

深
い

学
び

」を
意

識
した

授
業

の
展

開
〇

公
開

授
業

を積
極

的
に

実
践

して
い

る
。学

年
ご

との
公

開
週

間
を設

け
る

な
ど、

意
図

的
計

画
的

な
研

修
体

制
を構

築
して

い
る

。
Ｂ

・今
年

か
ら取

り組
ん

で
い

る
研

究
体

制
を継

続
して

ほ
しい

。学
力

は
今

後
向

上
して

い
くと

考
え

て
い

る
。

木
曽

呂
小

□
PD

CA
サ

イク
ル

に
基

づ
い

た
教

育
計

画
の

編
成

や
実

施
□

授
業

実
践

は
、研

修
掲

示
板

を活
用

して
公

開
し、

教
員

同
士

で
授

業
を見

合
う体

制
を確

立
さ

せ
た

。授
業

後
の

協
議

をさ
らに

活
発

化
させ

て
い

きた
い

。
Ｂ

・授
業

に
お

け
る

教
師

の
指

示
や

説
明

が
長

す
ぎ

る
と感

じる
場

面
が

あ
る

。ポ
イン

トを
絞

り、
短

く適
切

に
発

問
等

す
る

とよ
い

。
・外

国
語

の
学

習
は

、も
っと

児
童

に
話

させ
る

べ
きで

あ
る

。聞
く学

習
より

も
、ど

ん
どん

英
語

を話
す

場
面

を
構

成
す

る
とよ

い
。

木
曽

呂
小

◇
GI

GA
ス

クー
ル

端
末

や
IC

T機
器

を効
果

的
に

活
用

した
授

業
の

展
開

◇
授

業
に

お
い

て
、端

末
を積

極
的

に
活

用
す

る
教

員
が

多
く、

効
果

的
な

活
用

方
法

の
共

有
を

図
って

い
る

。自
主

研
修

を企
画

し、
さら

な
る

活
用

を図
り、

実
践

に
つ

な
げ

て
い

る
。

Ａ
・特

に
な

し。

木
曽

呂
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
教

育
活

動
の

積
極

的
な

情
報

発
信

〇
各

た
より

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
、積

極
的

に
情

報
を発

信
で

きた
。ま

た
、昨

年
度

の
課

題
で

あ
っ

た
デ

ー
タと

紙
ベ

ー
ス

を併
用

した
こと

に
より

、情
報

を確
実

に
伝

え
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・特
に

な
し。

木
曽

呂
小

□
学

校
運

営
協

議
会

の
円

滑
な

実
施

□
学

校
運

営
協

議
会

を3
回

実
施

す
る

中
で

、意
見

を柔
軟

に
取

り入
れ

、改
善

策
に

反
映

す
る

こ
とが

で
きた

。
Ｂ

・特
に

な
し。

木
曽

呂
小

◇
学

校
を核

とし
、保

護
者

・地
域

・学
校

が
一

体
とな

った
協

働
活

動
の

実
施

◇
３

０
周

年
記

念
式

典
に

向
け

、特
別

企
画

な
どを

実
行

委
員

や
児

童
の

運
営

委
員

と計
画

しな
が

ら実
施

す
る

こと
が

で
きた

。ま
た

、行
事

協
力

隊
の

積
極

的
な

応
援

に
より

、新
た

な
組

織
の

活
動

を軌
道

に
載

せ
て

い
く準

備
が

整
って

きた
。

Ａ
・特

に
な

し。

木
曽

呂
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
授

業
改

善
を推

進
す

る
た

め
の

研
修

の
充

実
〇

夏
季

休
業

を活
用

し、
北

中
学

区
の

教
職

員
に

よる
研

修
を実

施
した

。児
童

生
徒

の
実

態
の

共
有

、課
題

を整
理

し、
改

善
策

を話
し合

った
。不

登
校

対
策

も
協

議
し、

２
学

期
か

らの
実

践
に

つ
な

げ
た

。
Ｂ

・特
に

な
し。

木
曽

呂
小

□
積

極
的

な
生

徒
指

導
を柱

とし
た

学
年

・学
級

経
営

の
実

施
□

「木
曽

呂
っ子

ス
タン

ダー
ド」

の
徹

底
を図

った
。生

徒
指

導
委

員
会

で
の

協
議

に
お

い
て

、対
策

を練
り、

実
践

に
つ

な
げ

た
。ま

た
、不

登
校

傾
向

児
童

に
つ

い
て

、家
庭

との
連

携
（

つ
な

が
り）

を
絶

や
さず

、登
校

に
む

け
た

アプ
ロー

チ
を継

続
した

。
Ａ

・ほ
っと

ル
ー

ム
を設

置
した

こと
は

効
果

的
で

あ
った

と思
う。

職
員

室
や

保
健

室
に

近
く、

子
ども

が
安

心
して

過
ご

せ
る

居
場

所
に

な
って

い
る

。
・今

後
、ほ

っと
ル

ー
ム

に
常

駐
す

る
職

員
が

必
要

で
は

な
い

か
。教

員
で

な
くて

も
よい

と思
うの

で
、検

討
す

べ
きで

あ
る

。
木

曽
呂

小
◇

教
育

公
務

員
とし

て
必

要
な

資
質

・能
力

の
向

上
や

維
持

に
必

要
な

教
職

員
一

人
ひ

とり
の

当
事

者
意

識
の

醸
成

◇
月

１
回

の
倫

理
確

立
委

員
会

を確
実

に
実

施
した

。常
に

、協
議

ス
タイ

ル
と取

り入
れ

る
こと

で
、

当
事

者
意

識
を持

た
せ

、自
分

事
とし

て
研

修
に

取
り組

ん
だ

。
Ｂ

・特
に

な
し。

木
曽

呂
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
計

画
的

（
日

常
・定

期
・臨

時
）

な
安

全
点

検
の

実
施

に
よる

施
設

・設
備

の
瑕

疵
の

早
期

発
見

・早
期

改
善

〇
定

期
・臨

時
点

検
、早

期
発

見
早

期
改

善
に

より
、施

設
事

故
０

で
あ

る
。今

後
も

継
続

して
い

く。
Ａ

・特
に

な
し。

木
曽

呂
小

□
個

人
情

報
に

関
わ

る
校

内
規

程
等

の
随

時
見

直
し・

改
善

及
び

遵
守

の
徹

底
□

県
・市

教
委

か
らの

規
程

をも
とに

、校
内

規
程

を作
成

す
る

とと
も

に
、規

程
の

遵
守

に
取

り組
ん

で
い

る
。盗

撮
防

止
に

係
る

点
検

等
を定

期
及

び
臨

時
に

実
施

して
い

く。
Ｂ

・特
に

な
し。

木
曽

呂
小

◇
会

計
事

故
防

止
規

程
等

の
随

時
見

直
し、

改
善

及
び

遵
守

の
徹

底
◇

会
計

事
故

０
に

取
り組

め
た

。し
か

し、
集

金
額

の
誤

通
知

な
どの

反
省

をも
とに

、今
後

対
策

を
徹

底
して

い
く。

Ｂ
・特

に
な

し。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

戸
塚

綾
瀬

小
組

織
運

営
〇

教
職

員
の

学
校

運
営

に
対

す
る

参
画

意
識

を高
め

、組
織

と教
育

活
動

の
活

性
化

を図
る

こと
に

より
、児

童
一

人
ひ

とり
の

「生
きる

力
」を

育
て

る
。

〇
学

校
評

価
組

織
運

営
教

職
員

９
９

％
企

画
委

員
会

前
に

提
案

資
料

全
て

に
目

を通
し、

指
導

助
言

をす
る

こと
で

、学
校

経
営

方
針

に
沿

った
教

育
活

動
の

展
開

を全
職

員
で

行
え

て
い

る
。

Ａ
・学

校
周

辺
の

工
事

が
多

く、
一

層
の

安
全

対
策

が
必

要
。

戸
塚

綾
瀬

小
□

業
務

内
容

の
精

選
をし

、時
間

外
在

校
等

時
間

月
４

５
時

間
以

上
の

教
職

員
をゼ

ロに
す

る
。

□
日

課
表

の
変

更
・会

議
時

間
や

内
容

の
精

選
をし

た
。し

か
し、

管
理

職
の

仕
事

は
減

らず
、毎

月
時

間
外

在
校

等
時

間
が

月
８

０
時

間
に

迫
る

勢
い

で
あ

った
。

Ｂ

・十
分

達
成

して
い

る
と思

い
ます

。
・教

職
員

の
勤

務
時

間
に

つ
い

て
は

、保
護

者
配

付
の

プリ
ント

で
周

知
され

て
い

る
。（

定
時

退
勤

ウィ
ー

クな
ど） ・仕

事
量

は
変

わ
らな

い
の

に
、働

き方
改

革
等

進
め

な
くて

は
な

らず
、大

変
だ

と思
い

ます
。

戸
塚

綾
瀬

小 戸
塚

綾
瀬

小
教

育
課

程
〇

学
力

向
上

を核
とし

た
、確

実
な

教
育

課
程

の
編

成
、実

施
、評

価
、改

善
を行

い
、学

力
を着

実
に

向
上

させ
る

。
〇

校
内

授
業

研
究

会
の

際
、全

て
の

学
習

指
導

案
作

成
時

と研
究

協
議

会
時

に
詳

細
な

指
導

をし
た

。国
語

科
の

目
標

や
授

業
構

築
に

つ
い

て
教

師
力

を高
め

られ
た

。
Ｂ

・ほ
ぼ

達
成

して
い

る
と思

い
ます

。
・先

生
方

が
児

童
に

真
剣

に
取

り組
ん

で
い

る
姿

に
接

し、
時

に
は

気
分

転
換

が
必

要
か

と思
わ

れ
ます

。
・学

力
向

上
に

向
け

て
、工

夫
され

た
授

業
が

行
わ

れ
て

い
る

と感
じる

。
戸

塚
綾

瀬
小

□
授

業
時

数
を確

保
し、

質
的

な
保

障
を通

し、
学

力
向

上
をす

る
。

□
２

学
期

に
全

教
員

の
授

業
を１

時
間

以
上

参
観

し、
個

別
指

導
に

より
授

業
力

向
上

を図
った

。
授

業
改

善
６

つ
の

視
点

に
沿

った
指

導
が

で
きて

きて
い

る
。

Ｂ

・ほ
ぼ

達
成

して
い

る
と思

い
ます

。
・来

年
度

の
日

課
表

の
変

更
に

つ
い

て
プリ

ント
が

配
布

され
た

。
・タ

ブレ
ット

の
持

ち
帰

りに
つ

い
て

、低
学

年
に

は
重

す
ぎ

、毎
日

の
持

ち
帰

りは
難

しい
と感

じる
。視

力
低

下
の

心
配

も
あ

る
。

戸
塚

綾
瀬

小 戸
塚

綾
瀬

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
校

・家
庭

・地
域

の
連

携
を深

め
、「

信
頼

され
安

心
す

る
」学

校
をつ

くる
。

〇
積

極
的

な
情

報
発

信
をし

た
。各

種
会

合
に

も
参

加
し、

声
に

耳
を傾

け
て

きた
。

Ａ
・地

域
と共

に
行

う道
路

・公
園

の
ゴ

ミ拾
い

を通
し、

これ
か

らの
児

童
の

公
共

意
識

の
一

歩
に

して
は

。
・あ

や
せ

っ子
ブロ

グ
を拝

見
して

い
る

が
、更

新
が

遅
い

よう
に

感
じる

。し
ば

らく
更

新
が

な
い

時
も

あ
る

。
戸

塚
綾

瀬
小

□
学

校
運

営
協

議
会

の
運

営
方

法
を改

善
す

る
。

□
学

校
運

営
協

議
会

の
開

催
方

法
を、

文
部

科
学

省
や

埼
玉

県
教

育
委

員
会

が
示

して
い

る
や

り
方

へ
変

更
した

。
Ａ

・十
分

達
成

して
い

る
と思

い
ます

。
・あ

や
せ

っ子
コン

サ
ー

トや
授

業
の

見
学

な
ど、

年
３

回
の

協
議

会
が

工
夫

され
て

運
営

され
て

い
る

。
戸

塚
綾

瀬
小 戸

塚
綾

瀬
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
キ

ャリ
ア育

成
の

視
点

を含
め

た
教

職
員

の
資

質
向

上
を図

る
。

〇
日

々
の

教
室

訪
問

とと
も

に
、「

チ
ェッ

クシ
ー

ト（
授

業
改

善
６

つ
の

視
点

含
む

）
」を

活
用

した
教

室
訪

問
の

実
施

（
通

年
・２

学
期

に
１

時
間

）
をし

た
。そ

の
後

の
個

別
指

導
も

実
施

した
。

Ａ
・十

分
達

成
して

い
る

と思
い

ます
。

・教
職

員
が

意
欲

的
に

職
務

を行
って

い
る

こと
が

伝
わ

る
。

戸
塚

綾
瀬

小
□

川
口

市
教

育
委

員
会

委
嘱

研
究

の
中

間
発

表
を研

究
途

中
の

目
標

点
と

し、
戸

塚
地

区
の

学
校

へ
広

め
る

。
□

研
究

協
議

会
等

は
ワー

クシ
ョッ

プ形
式

で
実

施
、教

職
員

一
人

ひ
とり

が
主

体
的

に
研

修
に

取
り

組
め

た
。授

業
研

究
会

７
回

実
施

予
定

で
あ

る
。（

す
で

に
６

回
実

施
）

Ａ
・公

開
授

業
も

参
観

した
い

で
す

。

戸
塚

綾
瀬

小 戸
塚

綾
瀬

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

施
設

設
備

の
計

画
的

な
整

備
や

修
繕

、予
算

運
用

と事
務

処
理

の
最

適
化

を通
して

、教
育

環
境

を改
善

・充
実

す
る

。
〇

教
育

活
動

に
支

障
が

出
な

い
よう

、施
設

・設
備

の
維

持
管

理
と修

繕
をし

た
。教

頭
、事

務
主

幹
、業

務
員

及
び

各
教

科
等

主
任

と連
携

を図
り、

備
品

の
修

理
や

補
填

に
努

め
て

きた
。

Ａ

・学
校

施
設

を大
切

に
使

用
す

る
こと

は
大

事
で

す
。新

しい
も

の
を要

望
・要

求
す

る
こと

も
特

に
将

来
の

児
童

に
とっ

て
は

より
大

事
な

事
と思

い
ます

。
・学

校
に

古
さを

感
じる

こと
は

な
い

が
、昨

年
の

水
泳

の
授

業
直

前
の

プー
ル

の
改

修
な

ども
あ

り、
日

々
の

点
検

は
大

事
だ

と思
う。

戸
塚

綾
瀬

小
□

児
童

・教
職

員
に

とっ
て

安
全

・安
心

な
教

育
環

境
づ

くり
をす

る
。

□
計

画
的

な
備

品
購

入
をし

た
。教

室
掲

示
は

、校
内

研
修

に
て

、令
和

８
年

度
の

方
向

性
を確

認
中

で
あ

る
。

Ｂ
・教

室
環

境
、掲

示
に

関
して

特
に

問
題

は
な

い
。

戸
塚

綾
瀬

小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

戸
塚

南
小

組
織

運
営

〇
目

指
す

学
校

像
の

実
現

に
向

け
、個

々
の

よさ
を活

か
し組

織
の

活
性

化
に

つ
な

げ
る

とと
も

に
児

童
一

人
ひ

とり
の

よさ
を伸

ば
す

学
校

をつ
くる

。

〇
昨

年
度

の
反

省
を活

か
しな

が
ら継

承
す

る
とと

も
に

、働
き方

改
革

の
視

点
で

も
業

務
改

善
に

努
め

る
こと

が
で

きた
。

〇
教

職
員

の
考

え
を受

け
止

め
る

とと
も

に
、よ

り良
い

方
向

に
つ

い
て

共
に

考
え

実
践

で
きた

。
Ｂ

・働
き方

改
革

とい
うこ

とで
制

限
の

あ
る

中
、大

変
な

時
代

に
な

った
。昔

は
、ラ

ジ
オ

体
操

な
どに

も
先

生
方

が
参

加
して

子
ども

た
ち

に
とっ

て
も

励
み

に
な

って
い

た
。

戸
塚

南
小

戸
塚

南
小

戸
塚

南
小

教
育

課
程

〇
授

業
力

向
上

を目
指

した
授

業
づ

くり
に

取
り組

む
とと

も
に

、知
・徳

・体
の

バ
ラン

ス
の

取
れ

た
児

童
を育

成
す

る
。

〇
学

年
内

に
よる

教
科

担
任

制
は

、学
年

全
体

の
児

童
との

関
係

性
を築

い
た

り担
任

とは
違

った
視

点
で

児
童

の
よさ

を伸
ば

した
りで

きる
とい

う点
で

有
効

で
あ

った
。

〇
体

育
を研

修
教

科
とし

、授
業

改
善

に
取

り組
ん

だ
。

Ｂ
・最

近
の

子
ども

た
ち

は
体

幹
が

弱
い

と感
じる

。縄
跳

び
や

外
遊

び
な

ど、
日

常
的

に
教

員
も

一
緒

に
子

ども
た

ち
と遊

ん
で

ほ
しい

。

戸
塚

南
小

・教
科

担
任

制
は

とて
も

よい
。引

き続
き取

り組
ん

で
ほ

しい
。

戸
塚

南
小

・自
分

の
考

え
を進

ん
で

話
す

こと
の

で
きる

児
童

を育
成

して
ほ

しい
。意

識
的

な
仕

掛
け

を。
戸

塚
南

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

開
校

２
０

周
年

に
あ

た
り、

保
護

者
・地

域
との

連
携

をさ
らに

強
化

す
る

とと
も

に
信

頼
され

る
学

校
づ

くり
に

取
り組

む
。

〇
開

校
２

０
周

年
行

事
とし

て
様

々
な

企
画

を行
った

。特
に

南
小

祭
りに

つ
い

て
は

、保
護

者
サ

ポ
ー

ター
、地

域
、学

校
運

営
協

議
会

の
皆

様
に

多
くの

お
力

添
え

をい
た

だ
き成

功
裏

に
終

え
る

こと
が

で
きた

。
〇

授
業

参
観

や
学

校
公

開
に

は
多

くの
保

護
者

の
方

に
お

越
しい

た
だ

き教
育

活
動

の
一

端
を見

て
い

た
だ

くこ
とが

で
きた

。

Ａ
・町

会
の

行
事

に
も

子
ども

た
ち

に
積

極
的

に
参

加
して

ほ
しい

。

戸
塚

南
小

・２
０

周
年

の
行

事
は

子
ども

た
ち

に
とっ

て
とて

も
有

意
義

で
あ

った
。２

０
周

年
お

祝
い

献
立

も
とて

も
よか

っ
た

。
戸

塚
南

小
戸

塚
南

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

教
職

員
の

和
を大

切
に

し、
教

職
員

不
祥

事
防

止
に

努
め

る
とと

も
に

互
い

に
高

め
合

え
る

教
職

員
集

団
をつ

くる
。

〇
毎

月
１

回
全

教
職

員
対

象
に

不
祥

事
防

止
の

研
修

を行
った

。特
に

、体
罰

防
止

、盗
撮

、交
通

事
故

等
を中

心
に

取
り組

ん
だ

。
〇

若
手

教
員

を中
心

とし
た

自
主

研
修

は
不

定
期

で
は

あ
った

が
実

施
で

きた
。

Ｂ
・教

員
の

挨
拶

が
少

な
い

。物
の

管
理

な
ども

含
め

て
引

き続
き指

導
が

必
要

で
あ

る
。

戸
塚

南
小

戸
塚

南
小

戸
塚

南
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
校

舎
内

外
の

環
境

整
備

に
努

め
る

とと
も

に
、安

心
・安

全
な

教
育

環
境

及
び

職
場

環
境

を整
え

る
。

〇
今

年
度

も
特

に
エア

コン
の

不
調

が
多

くあ
り、

修
繕

の
必

要
が

高
か

った
。開

校
２

０
周

年
を迎

え
、修

繕
の

必
要

な
箇

所
が

増
え

て
い

る
。

〇
教

室
環

境
、オ

ー
プン

ス
ペ

ー
ス

環
境

は
物

が
雑

多
に

な
らな

い
よう

に
気

を付
け

る
よう

声
掛

け
で

き
た

。

Ｂ
・必

要
な

箇
所

か
ら修

繕
を行

い
、子

ども
た

ち
が

安
心

して
学

習
に

取
り組

め
る

環
境

を整
備

して
ほ

しい
。

戸
塚

南
小

戸
塚

南
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

鳩
ヶ谷

小
組

織
運

営
〇

い
じめ

及
び

不
登

校
支

援
〇

児
童

保
護

者
との

対
話

を重
視

し、
ニー

ズ
に

沿
った

支
援

を行
った

。
〇

外
部

機
関

や
外

部
人

材
との

定
期

的
な

連
絡

を行
い

、支
援

に
結

び
付

け
る

こと
が

で
きた

。
〇

「ほ
っと

ル
ー

ム
」の

充
実

に
より

、学
び

の
場

とし
て

教
室

を選
択

で
きる

時
間

が
増

え
て

きた
。

Ｂ
・児

童
、保

護
者

との
対

話
の

重
視

は
大

事
で

あ
る

。継
続

して
お

願
い

した
い

。

鳩
ヶ谷

小
鳩

ヶ谷
小

鳩
ヶ谷

小
教

育
課

程
〇

指
導

技
術

や
教

材
の

共
有

と伝
承

〇
す

べ
て

の
学

年
に

お
い

て
交

換
授

業
を実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

〇
教

科
等

別
に

小
中

学
校

で
チ

ー
ム

を組
み

教
材

研
究

や
授

業
改

善
に

向
け

た
話

し合
い

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・ど
の

学
年

、学
級

も
落

ち
着

い
て

授
業

に
取

り組
ん

で
い

る
。一

斉
授

業
だ

け
で

な
く児

童
の

興
味

や
関

心
に

よっ
て

自
由

に
学

べ
て

い
る

様
子

が
見

て
取

れ
た

。良
い

と思
った

。

鳩
ヶ谷

小
鳩

ヶ谷
小

鳩
ヶ谷

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

小
中

連
携

した
「チ

ー
ム

鳩
ヶ谷

」の
構

築
〇

学
校

運
営

協
議

会
を年

4回
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

〇
中

学
校

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
交

流
お

よび
教

職
員

の
連

携
を実

現
した

。
〇

様
々

な
媒

体
か

らの
情

報
発

信
を実

現
した

。
Ｂ

・学
校

の
様

子
は

通
って

い
る

子
ども

達
か

らも
情

報
とし

て
入

って
きて

い
る

。心
配

な
こと

は
な

い
。

・校
内

で
は

よく
挨

拶
をし

て
くれ

て
い

る
が

、地
域

に
出

る
と少

な
い

気
が

して
い

る
。継

続
指

導
を望

む
。

・情
報

伝
達

アプ
リが

適
切

に
活

用
され

て
い

る
。

鳩
ヶ谷

小
鳩

ヶ谷
小

鳩
ヶ谷

小
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

教
職

員
事

故
ゼ

ロの
学

校
づ

くり
〇

教
職

員
事

故
は

ゼ
ロで

あ
った

。
〇

倫
理

確
立

全
体

研
修

に
つ

い
て

は
時

間
の

長
短

に
より

内
容

を適
切

に
選

び
、よ

り効
果

的
な

研
修

とな
る

よう
工

夫
した

。
Ｂ

・教
職

員
の

「褒
め

て
・認

め
る

」と
い

う目
線

に
感

謝
して

い
る

。
・教

職
員

事
故

ゼ
ロは

望
まし

い
。今

後
も

研
修

を充
実

させ
、わ

い
せ

つ
事

故
な

どの
防

止
に

努
め

て
欲

しい
。

鳩
ヶ谷

小
鳩

ヶ谷
小

鳩
ヶ谷

小
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

施
設

・設
備

等
に

よる
児

童
事

故
ゼ

ロの
実

現
〇

施
設

・設
備

等
に

よる
児

童
の

事
故

は
ゼ

ロで
あ

る
。

〇
今

年
度

も
児

童
の

安
全

確
保

お
よび

教
育

環
境

改
善

に
向

け
て

速
や

か
な

修
繕

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・校
舎

の
建

て
替

え
が

あ
る

とよ
い

。
・校

庭
の

木
の

伐
採

に
より

周
囲

が
明

る
くな

った
。今

後
も

児
童

の
安

全
確

保
の

観
点

で
迅

速
な

修
繕

等
を

実
施

して
欲

しい
。

鳩
ヶ谷

小
鳩

ヶ谷
小
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　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

中
居

小
組

織
運

営
○

学
年

主
任

を中
心

とし
た

共
通

理
解

・共
通

行
動

に
よる

学
年

経
営

を実
施

し、
全

教
職

員
が

力
を集

結
す

る
学

校
運

営
を実

現
す

る
。

〇
学

年
主

任
を中

心
とし

た
共

通
理

解
・共

通
行

動
に

よる
学

年
経

営
が

達
成

で
きた

。報
告

・連
絡

・相
談

・確
認

・見
届

け
を確

実
に

行
うと

とも
に

、組
織

力
を高

め
、機

動
的

な
組

織
「チ

ー
ム

中
居

小
」を

構
築

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・組
織

力
を高

め
る

とと
も

に
、個

々
の

教
職

員
が

自
信

が
持

て
る

よう
、工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

・各
教

職
員

それ
ぞ

れ
が

良
さを

発
揮

す
る

とと
も

に
、互

い
に

カバ
ー

しあ
え

る
よう

な
組

織
作

りも
大

切
で

あ
る

。
中

居
小

□
効

率
的

な
会

議
・部

会
運

営
を行

い
、次

年
度

を見
据

え
た

校
務

分
掌

業
務

を推
進

し、
時

間
外

在
校

時
間

月
８

０
時

間
未

満
を達

成
す

る
。

□
見

通
しを

も
ち

、限
られ

た
時

間
内

で
効

率
的

な
会

議
・部

会
運

営
を行

うこ
とが

で
き、

時
間

外
在

校
時

間
月

８
０

時
間

未
満

を全
て

の
教

職
員

で
達

成
で

きた
。授

業
時

数
の

余
剰

が
多

くな
らな

い
よう

、１
学

年
の

月
曜

日
を４

時
間

授
業

とし
た

。
Ａ

・効
率

化
に

より
時

間
外

勤
務

の
減

少
が

達
成

され
た

こと
は

、大
い

に
評

価
す

る
べ

きこ
とで

あ
る

。
・効

率
を求

め
る

とと
も

に
、教

職
員

の
質

の
高

さも
求

め
ます

。
・タ

イム
マネ

ジ
メン

ト力
の

更
な

る
向

上
に

期
待

して
い

る
。

中
居

小
中

居
小

教
育

課
程

〇
日

々
「わ

か
る

・で
きる

・楽
しい

」授
業

を実
践

し、
個

に
応

じた
指

導
を充

実
させ

る
とと

も
に

、基
礎

学
力

を向
上

を達
成

す
る

。
〇

「ほ
め

る
教

育
」を

推
進

し、
「わ

か
る

・で
きる

・楽
しい

」授
業

を実
施

に
向

け
て

、教
室

訪
問

・授
業

参
観

を行
い

、必
要

に
応

じて
指

導
助

言
を行

うこ
とが

で
きた

。
Ｂ

・「
ほ

め
る

教
育

」は
大

切
で

あ
る

。プ
ラス

「あ
きら

め
な

い
教

育
」も

大
切

で
あ

る
。

・「
わ

か
る

、で
きる

、楽
しい

授
業

」を
引

き続
き実

施
して

い
た

だ
きた

い
。

中
居

小
□

家
庭

や
関

係
機

関
との

連
携

をよ
り一

層
密

に
し、

登
校

しぶ
り児

童
の

解
消

及
び

不
登

校
児

童
へ

の
支

援
率

１
０

０
％

を達
成

す
る

。

□
特

別
支

援
コー

デ
ィネ

ー
ター

が
中

心
とな

り、
中

居
小

ｃ
ｏ

ｃ
ｏ

ｒ
ｏ

プラ
ンの

運
用

・定
着

を
行

った
。生

徒
指

導
委

員
会

時
に

対
応

策
等

の
方

針
を定

め
、学

校
全

体
で

の
組

織
的

な
対

応
を

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・支
援

率
１

０
０

％
の

継
続

を願
って

い
る

。
・学

校
で

弾
力

的
運

用
が

図
られ

て
い

る
こと

は
子

ども
や

保
護

者
に

とっ
て

とて
も

よい
。

・家
庭

、地
域

の
連

携
を今

後
も

期
待

して
い

る
。

・ほ
っと

ル
ー

ム
の

早
期

の
運

用
に

期
待

して
い

る
。

中
居

小
中

居
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

○
学

校
応

援
団

の
活

動
を充

実
させ

、充
実

した
教

育
活

動
を展

開
す

る
とと

も
に

、学
習

環
境

を整
備

す
る

。
〇

図
書

ボ
ラン

テ
ィア

や
学

校
図

書
館

司
書

との
連

携
に

より
、学

校
図

書
館

の
環

境
が

更
に

整
備

さ
れ

た
。学

校
応

援
団

や
お

や
じの

会
な

ど地
域

の
教

育
力

も
活

用
で

きた
。

Ａ

・大
い

に
評

価
す

る
。

・学
校

応
援

団
の

協
力

を受
け

て
、図

書
館

内
の

整
備

が
一

段
と向

上
して

い
る

様
子

が
伺

え
る

。
・学

校
応

援
団

に
期

待
して

い
る

。

中
居

小
□

１
年

間
を通

し、
HP

に
て

日
々

の
教

育
活

動
や

子
ども

の
よさ

、伸
び

等
を積

極
的

に
保

護
者

や
地

域
に

情
報

発
信

す
る

。
□

コド
モン

や
Ｈ

Ｐ
の

効
果

的
運

用
に

つ
い

て
教

職
員

と協
議

し、
「教

育
活

動
の

見
え

る
化

」に
つ

い
て

、進
め

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・大

い
に

評
価

す
る

。
・情

報
発

信
（

学
校

だ
より

）
は

、今
まで

通
り紙

ベ
ー

ス
が

必
要

で
あ

る
。

中
居

小
中

居
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

職
員

一
人

ひ
とり

の
資

質
・能

力
・経

験
や

個
々

の
長

所
を生

か
しな

が
ら

授
業

力
や

学
級

経
営

力
を高

め
、人

材
を育

成
す

る
。

〇
各

学
級

担
任

が
家

庭
との

連
携

を図
り児

童
一

人
ひ

とり
に

寄
り添

った
学

級
経

営
を行

うと
とも

に
、授

業
力

を向
上

させ
る

た
め

に
、見

通
しと

振
り返

りの
あ

る
授

業
を実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・大

い
に

評
価

す
る

。
・見

通
しと

振
り返

りの
あ

る
授

業
は

、児
童

の
学

力
向

上
に

も
つ

な
が

る
。

中
居

小
□

当
事

者
意

識
を高

め
、教

育
公

務
員

とし
て

の
高

い
倫

理
観

を醸
成

し、
信

頼
され

る
教

職
員

を育
成

す
る

。

□
教

頭
が

中
心

とな
り、

倫
理

確
立

委
員

会
だ

け
で

は
な

く『
ビジ

ネ
ス

マナ
ー

研
修

』や
『生

徒
指

導
力

向
上

研
修

』を
実

施
した

。職
員

の
不

祥
事

防
止

に
対

す
る

意
識

を高
め

、大
きな

学
校

事
故

０
を実

現
で

きた
。

Ａ
・無

理
の

な
い

範
囲

で
、教

育
公

務
員

とし
て

高
い

倫
理

観
を醸

成
して

い
た

だ
きた

い
。

・事
故

０
とと

も
に

、事
故

が
あ

った
時

の
対

応
を迅

速
か

つ
的

確
に

行
え

る
よう

お
願

い
した

い
。

中
居

小
中

居
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
整

理
整

頓
と清

掃
を徹

底
す

る
とと

も
に

、児
童

の
学

び
に

つ
な

が
る

学
習

環
境

を整
備

す
る

。
〇

老
朽

化
の

進
ん

で
い

た
正

門
前

の
花

壇
を撤

去
し、

駐
車

場
を設

置
した

。特
別

教
室

に
お

い
て

も
整

理
整

頓
を徹

底
させ

、整
然

とし
た

環
境

の
維

持
管

理
をし

た
。

Ａ
・設

備
の

修
繕

結
果

を分
か

りや
す

く一
覧

に
して

コド
モン

で
発

信
した

こと
は

よか
った

。
・各

教
職

員
の

持
ち

得
る

知
識

や
技

能
を発

揮
し、

限
られ

た
予

算
の

中
で

環
境

を整
え

て
い

くこ
とは

、互
い

の
信

頼
関

係
の

醸
成

とと
も

に
経

済
効

果
も

あ
り素

晴
らし

い
。

中
居

小
□

目
に

見
え

る
変

化
を生

む
迅

速
か

つ
適

切
な

修
繕

を行
い

、安
心

・安
全

な
生

活
環

境
及

び
豊

か
な

学
習

環
境

をつ
くる

。
□

教
頭

・事
務

・校
務

員
との

連
携

を図
り、

短
期

・中
期

・長
期

の
計

画
の

も
と、

施
設

設
備

を迅
速

か
つ

適
切

に
修

繕
し、

安
心

・安
全

な
生

活
環

境
をつ

くる
こと

が
で

きた
。

Ａ

・教
職

員
の

努
力

を大
い

に
評

価
す

る
。

・1
年

生
用

の
男

女
共

同
トイ

レの
一

日
も

早
い

工
事

を願
う。

・老
朽

化
が

原
因

で
事

故
が

起
こら

な
い

こと
を期

待
す

る
。

・避
難

所
に

な
って

い
る

た
め

、老
朽

化
は

市
へ

も
要

望
し対

策
が

必
要

で
あ

る
。

中
居

小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

辻
小

組
織

運
営

〇
自

分
の

頭
で

考
え

、最
後

まで
や

り抜
く力

を育
て

る
。

〇
高

学
年

算
数

科
を中

心
とし

た
習

熟
度

別
学

習
に

より
、一

人
ひ

とり
の

きめ
細

や
か

な
指

導
・支

援
とな

り、
学

力
向

上
に

つ
な

げ
られ

た
。

○
IC

Tの
積

極
的

活
用

に
つ

い
て

は
昨

年
度

より
進

ん
で

い
る

。必
要

感
の

あ
る

活
用

に
つ

な
が

った
。

Ａ
・習

熟
度

別
は

良
い

取
り組

み
で

あ
る

と思
う。

辻
小

□
他

者
との

関
わ

りで
心

をみ
が

き、
健

康
な

体
をも

つ
。

□
合

言
葉

「あ
・な

・た
」は

学
校

の
合

言
葉

とし
て

定
着

しつ
つ

あ
る

。特
別

支
援

教
育

理
解

研
修

の
実

施
に

より
理

解
も

深
まり

つ
つ

あ
る

。
□

な
わ

とび
チ

ャレ
ンジ

や
チ

ャレ
ラン

な
ど時

期
に

応
じた

体
育

を学
校

全
体

で
行

い
、体

力
向

上
に

つ
な

げ
られ

た
。

Ｂ
・合

言
葉

の
「あ

・な
・た

」は
子

ども
た

ち
に

も
定

着
して

い
る

。と
て

も
重

要
な

ポ
イン

トを
中

心
に

先
生

方
の

日
ご

ろ
の

努
力

が
感

じら
れ

る
。

辻
小

辻
小

教
育

課
程

〇
国

語
科

を基
盤

とし
た

伝
え

合
う力

の
育

成
を行

い
、「

知
・徳

・体
」の

バ
ラン

ス
の

とれ
た

児
童

の
育

成
を実

現
す

る
。

○
どの

教
科

に
お

い
て

も
「タ

ブレ
ット

の
方

が
よい

」と
い

う場
面

を想
定

しな
が

ら活
用

す
る

こと
が

で
き

た
。

○
国

語
科

とし
て

「伝
え

合
い

」の
質

を高
め

る
た

め
の

方
策

を校
内

研
修

を通
し、

学
校

全
体

で
考

え
て

い
くこ

とが
で

きた
。

Ｂ
・時

代
の

変
化

に
学

校
も

保
護

者
も

大
変

な
こと

と思
うが

、継
続

的
に

進
め

て
ほ

しい
。

辻
小

・効
果

的
な

タブ
レッ

ト利
用

に
つ

い
て

引
き続

き、
検

討
して

ほ
しい

。何
で

も
か

ん
で

も
に

な
らな

い
よう

に
す

る
必

要
は

あ
る

。
辻

小
辻

小
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
○

コミ
ュニ

テ
ィス

クー
ル

を生
か

した
教

育
活

動
を工

夫
・改

善
しな

が
ら学

校
・

保
護

者
・地

域
との

連
携

協
力

をよ
り進

め
て

い
く。

〇
学

校
運

営
協

議
会

副
委

員
長

様
と連

携
した

米
作

り体
験

、大
豆

作
り体

験
は

学
校

の
教

育
活

動
の

充
実

とし
て

よい
機

会
とな

って
い

る
。引

き続
き、

体
験

活
動

を続
け

て
い

きた
い

。
〇

地
域

開
放

団
体

と連
携

し、
校

庭
の

溝
掃

除
を行

うこ
とが

で
きた

。
Ａ

・様
々

な
特

別
授

業
や

体
験

を通
して

子
ども

た
ち

が
学

ぶ
こと

は
計

り知
れ

な
い

も
の

が
あ

る
。ま

す
ます

推
進

して
ほ

しい
。家

庭
で

は
で

きな
い

体
験

・経
験

が
多

い
の

で
とて

も
あ

りが
た

い
。

辻
小

□
新

た
な

教
育

活
動

を推
進

す
る

た
め

に
民

間
との

連
携

を積
極

的
に

行
う。

□
昨

年
度

に
引

き続
き、

各
学

年
で

対
面

や
オ

ンラ
イン

で
の

特
別

授
業

（
プロ

グ
ラミ

ング
、空

育
等

）
を民

間
の

機
関

と連
携

して
行

え
た

。6
年

生
に

お
い

て
は

総
合

的
な

学
習

で
プロ

バ
ス

ケ
ット

ボ
ー

ル
選

手
や

元
プロ

野
球

選
手

を活
用

した
授

業
も

行
うこ

とが
で

きた
。

Ａ
・あ

い
さつ

が
で

きて
い

る
子

とで
きて

い
な

子
が

い
る

。学
校

・保
護

者
・地

域
との

連
携

が
必

要
。

辻
小

・校
外

学
習

は
大

切
な

経
験

だ
と思

う。
拡

充
を期

待
す

る
。

辻
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

職
員

の
和

を大
切

に
し、

教
職

員
事

故
０

を目
指

す
とと

も
に

教
職

員
が

互
い

に
高

め
合

え
る

教
職

員
集

団
を育

成
す

る
。

〇
若

手
研

修
「ツ

ジ
ナ

ンデ
ス

」を
活

用
し、

特
に

今
年

度
は

研
究

主
題

を自
分

で
考

え
させ

、年
間

を
通

し、
実

践
させ

た
。

□
４

年
生

以
上

の
教

科
担

任
制

は
２

年
目

とな
り、

定
着

して
きた

。担
当

教
科

を通
し、

指
導

力
向

上
に

つ
な

が
った

。

Ｂ
・運

動
会

や
音

楽
会

を通
じて

先
生

方
の

努
力

や
指

導
の

様
子

を見
て

、感
謝

の
念

で
い

っぱ
い

で
あ

る
。

辻
小

・学
校

に
対

す
る

期
待

の
大

きさ
、一

方
向

的
な

要
求

な
ども

多
い

と思
うが

、今
後

も
よろ

しく
お

願
い

した
い

。

辻
小

・学
期

は
じめ

の
登

校
指

導
に

い
る

先
生

方
の

中
で

あ
い

さつ
を返

さな
い

先
生

が
い

た
。

辻
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
児

童
の

視
点

に
立

った
定

期
的

な
施

設
の

安
全

確
認

、環
境

整
備

を行
い

、
事

故
の

な
い

教
育

環
境

、職
場

環
境

を整
え

る
。

〇
今

年
度

は
学

校
設

備
の

経
年

劣
化

に
より

急
な

修
繕

が
必

要
とな

る
こと

が
多

か
った

。配
当

予
算

が
限

られ
て

い
る

中
で

環
境

を十
分

に
整

え
る

た
め

に
は

、計
画

的
な

修
繕

が
必

要
で

あ
る

。
Ｂ

・必
要

不
可

欠
な

問
題

な
の

で
、日

ご
ろ

の
点

検
と安

全
意

識
の

向
上

とい
うこ

とだ
と思

う。
予

算
との

問
題

で
優

先
順

位
を遵

重
す

る
こと

も
大

事
だ

と思
う。

地
域

の
皆

さん
と相

談
して

修
繕

の
お

手
伝

い
をし

た
い

。

辻
小

□
計

画
的

で
効

率
的

な
予

算
執

行
を行

う。
□

個
人

教
材

購
入

物
品

の
イン

ター
ネ

ット
販

売
は

定
着

して
きた

。一
方

で
販

売
時

期
が

ず
れ

る
と

販
売

が
で

きな
い

こと
も

あ
る

の
で

今
後

も
業

者
との

交
渉

が
必

要
で

あ
る

。
Ｂ

・ネ
ット

販
売

は
とて

も
助

か
る

。（
小

銭
を用

意
す

る
必

要
が

な
い

）

辻
小

・予
算

が
厳

しい
と思

うが
、学

校
開

放
で

使
用

して
い

る
施

設
（

体
育

館
等

）
の

修
繕

をし
て

ほ
しい

。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

里
小

組
織

運
営

〇
教

職
員

一
人

ひ
とり

が
創

意
工

夫
と改

善
の

視
点

をも
ち

、学
校

運
営

に
参

画
す

る
意

識
を向

上
させ

る
。

〇
各

主
任

が
リー

ダー
シ

ップ
を発

揮
し、

新
しい

方
法

を取
り入

れ
た

取
り組

み
を実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・特

に
な

し

里
小

里
小

里
小

教
育

課
程

〇
学

び
の

場
を広

げ
、社

会
とつ

な
が

りな
が

ら学
習

す
る

「社
会

に
開

か
れ

た
教

育
課

程
」を

実
現

させ
る

。
〇

読
み

聞
か

せ
、図

書
、家

庭
科

な
どで

、多
くの

学
校

応
援

団
の

方
に

活
動

して
い

た
だ

くこ
とが

で
きた

。
Ａ

・登
下

校
の

見
守

りに
つ

い
て

は
、自

治
会

で
も

協
力

で
きる

こと
が

あ
る

の
で

、知
らせ

て
欲

しい
。

里
小

里
小

里
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
本

校
の

教
育

活
動

や
児

童
の

変
容

等
に

つ
い

て
、積

極
的

に
情

報
を発

信
し、

家
庭

・地
域

と連
携

・協
働

した
教

育
活

動
を行

う。
〇

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
閲

覧
数

を増
加

させ
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・芝
生

の
管

理
や

み
どり

ふ
れ

あ
い

委
員

会
等

に
つ

い
て

も
、広

く知
らせ

、協
力

を仰
い

で
も

よい
と思

う。

里
小

里
小

里
小

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

育
公

務
員

とし
て

の
自

覚
と気

概
をも

ち
、信

頼
され

る
教

職
員

を育
成

す
る

。
〇

県
の

資
料

を活
用

しな
が

ら、
研

修
を実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・特

に
な

し

里
小

里
小

里
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
施

設
設

備
の

安
全

と、
美

しく
清

潔
な

教
育

環
境

を心
掛

け
、安

全
で

きれ
い

な
学

校
づ

くり
を行

って
い

く。
〇

安
全

点
検

を校
内

一
斉

に
行

うこ
とで

、確
実

に
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・建

て
増

しし
て

い
る

個
所

の
つ

な
ぎ

部
分

に
段

差
が

あ
る

の
が

気
に

な
る

。平
らに

な
る

とよ
い

。

里
小

里
小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

桜
町

小
学

校
組

織
運

営
〇

人
材

育
成

を目
的

とし
た

校
務

分
掌

や
教

科
担

任
制

等
役

割
分

担
の

徹
底

。意
欲

喚
起

に
よる

教
職

員
の

経
営

参
画

意
識

の
醸

成
に

加
え

、経
営

方
針

をＰ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イク

ル
に

反
映

させ
て

推
進

す
る

活
力

あ
る

学
校

経
営

の
確

立
。

〇
ベ

テ
ラン

教
員

が
持

つ
経

験
値

等
を活

用
す

る
こと

で
、皆

が
責

任
を持

って
業

務
を完

遂
す

る
等

安
定

した
学

校
経

営
に

繋
が

った
。

〇
学

校
行

事
の

充
実

が
、教

員
一

人
ひ

とり
に

自
信

と責
任

感
を育

み
、成

長
へ

と繋
が

った
。

〇
多

くの
教

員
が

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イク

ル
を活

用
した

学
級

経
営

を行
い

、見
通

しを
持

って
様

々
な

教
育

活
動

に
取

り組
む

こと
が

で
きた

。

Ｂ
・限

られ
た

予
算

の
中

、継
承

を大
切

に
しつ

つ
創

意
工

夫
も

重
ね

、大
きな

成
果

を挙
げ

た
一

年
間

と高
く評

価
した

い
。

桜
町

小
学

校
・若

手
教

員
の

育
成

を図
る

た
め

、複
数

い
る

ベ
テ

ラン
教

員
を活

用
した

策
は

良
か

った
。ベ

テ
ラン

の
指

導
技

術
の

み
な

らず
、学

校
文

化
の

伝
承

が
叶

った
こと

は
大

きな
成

果
だ

と感
じる

。
桜

町
小

学
校 桜

町
小

学
校

教
育

課
程

〇
自

身
の

伸
び

や
変

容
が

見
え

る
よう

な
授

業
づ

くり
。

〇
教

科
担

任
制

導
入

に
よる

児
童

の
学

力
向

上
・教

員
の

専
門

性
向

上
に

加
え

、複
数

の
目

で
見

守
る

体
制

整
備

、悩
み

等
Ｓ

О
Ｓ

の
早

期
発

見
・的

確
な

対
応

の
実

現
。

Ｂ
・ほ

っと
ル

ー
ム

開
設

に
より

多
くの

児
童

が
救

わ
れ

た
。一

層
の

充
実

を求
め

る
。

・子
ども

た
ち

の
声

が
形

に
な

った
校

則
も

良
い

。
桜

町
小

学
校

□
専

科
教

員
の

活
用

や
一

部
教

科
担

任
制

の
導

入
に

よる
、教

科
指

導
の

充
実

と学
力

向
上

。

□
生

徒
指

導
・教

育
相

談
、イ

ンク
ル

ー
シ

ブ教
育

、日
本

語
指

導
や

地
域

連
携

の
充

実
・機

能
向

上
。

□
校

則
の

見
直

しが
実

現
した

。
Ｂ

・教
科

担
任

制
等

新
た

な
指

導
体

制
は

良
い

。複
数

の
目

で
児

童
を観

察
す

る
メリ

ット
は

多
い

。次
年

度
も

一
層

の
充

実
を図

って
ほ

しい
。

桜
町

小
学

校
◇

専
科

指
導

や
教

科
担

任
制

等
多

くの
教

員
との

関
わ

りに
よる

積
極

的
な

生
徒

指
導

・教
育

相
談

体
制

の
充

実
。

◇
特

支
との

交
流

、安
全

教
育

に
つ

い
て

は
まだ

まだ
改

善
の

余
地

あ
り。

Ｂ
・文

化
の

違
う外

国
籍

児
童

へ
の

指
導

・支
援

に
つ

い
て

も
、継

続
した

取
り組

み
を。

桜
町

小
学

校
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

「学
校

で
学

び
 家

庭
で

しつ
け

 地
域

で
育

む
 さ

くら
っ子

」実
現

を目
指

した
繋

が
りの

創
出

等
、保

護
者

・地
域

との
連

携
の

一
層

の
強

化
。

〇
各

家
庭

や
地

域
の

方
々

か
らの

理
解

と協
力

が
深

まり
、子

ども
た

ち
の

健
や

か
な

成
長

を後
押

し
した

。
〇

学
校

だ
より

や
Ｈ

Ｐ
、学

校
公

開
や

視
察

日
、参

観
日

等
様

々
な

手
段

で
、本

校
の

教
育

活
動

を広
く広

報
で

きた
。

Ａ
・Ｐ

Ｔ
Ａ

の
「学

校
と共

に
歩

も
うと

す
る

姿
勢

」が
良

か
った

。今
後

も
一

層
の

連
携

を。

桜
町

小
学

校
□

保
幼

小
中

の
連

携
教

育
の

推
進

。
□

関
係

機
関

との
連

携
も

深
まり

、漏
れ

の
な

い
支

援
に

繋
が

った
。

□
中

学
校

区
内

の
小

小
連

携
、小

中
連

携
が

実
現

し、
児

童
の

心
理

的
安

全
性

が
高

まっ
た

。
Ａ

・良
好

な
教

育
環

境
は

、地
域

の
活

力
に

も
な

る
。こ

れ
か

らも
継

続
され

る
よう

応
援

した
い

。

桜
町

小
学

校
・地

域
資

源
(学

校
応

援
団

とし
て

)の
より

一
層

の
活

用
を。

も
っと

地
域

に
依

頼
をし

て
ほ

しい
。

桜
町

小
学

校
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

常
に

学
び

続
け

る
教

師
を目

指
し、

教
育

公
務

員
とし

て
の

幅
を広

げ
、自

覚
と力

量
を高

め
る

こと
で

教
師

力
の

一
層

の
向

上
。

〇
今

年
度

、様
々

な
教

育
活

動
の

発
展

・深
化

に
より

、教
員

一
人

ひ
とり

が
多

くの
業

務
を経

験
し、

力
量

向
上

が
図

れ
た

。
Ｂ

・教
科

指
導

だ
け

で
な

く、
教

育
相

談
の

力
量

向
上

に
も

目
を向

け
た

こと
は

良
か

った
。

桜
町

小
学

校
□

組
織

とし
て

機
動

力
を向

上
させ

る
チ

ー
ム

ワー
クづ

くり
。

□
一

方
、障

害
理

解
や

教
育

相
談

技
術

の
向

上
を目

指
した

取
り組

み
で

は
、ま

だ
や

り残
した

こと
が

多
く、

教
員

の
資

質
向

上
・人

材
育

成
とい

う点
で

は
課

題
が

残
った

。
Ｂ

・先
生

方
の

表
情

が
明

る
く、

良
い

雰
囲

気
だ

った
の

で
、子

ども
た

ち
も

嬉
しそ

うだ
った

。

桜
町

小
学

校
・ど

の
学

級
も

落
ち

着
い

て
授

業
に

取
り組

ん
で

い
た

。先
生

方
の

指
導

力
が

向
上

した
た

め
だ

ろ
う。

桜
町

小
学

校
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

「安
全

・安
心

」に
視

点
をお

い
た

安
全

管
理

の
徹

底
。

〇
報

告
あ

る
い

は
発

見
次

第
、可

能
な

限
り修

繕
を行

った
。ま

た
、毎

日
一

回
は

校
内

を巡
視

し、
施

設
の

状
態

確
認

、早
期

発
見

と迅
速

な
改

善
に

努
め

た
。

Ｂ
・修

繕
箇

所
・件

数
は

多
い

が
、安

全
第

一
の

中
、優

先
順

位
を定

め
な

が
ら、

漏
れ

な
く工

事
を進

め
られ

た
こと

は
良

か
った

。
桜

町
小

学
校

□
効

率
的

か
つ

安
全

な
予

算
執

行
及

び
適

切
な

文
書

管
理

。
□

施
設

老
朽

化
と縮

小
され

た
予

算
で

は
直

しき
れ

な
い

修
繕

箇
所

が
多

数
あ

る
(主

に
大

規
模

修
繕

)。
加

え
て

、素
人

で
は

判
別

で
きな

い
危

険
個

所
(プ

ー
ル

等
)に

つ
い

て
は

、ど
う安

全
を担

保
して

い
くか

が
今

後
の

課
題

。
Ｂ

・プ
ー

ル
槽

な
ど、

まだ
修

繕
に

至
って

い
な

い
複

数
の

危
険

個
所

に
つ

い
て

も
、年

次
を超

え
て

速
や

か
に

執
り

進
め

た
い

。

桜
町

小
学

校
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

南
鳩

ヶ谷
小

組
織

運
営

〇
多

様
化

す
る

諸
課

題
を解

決
す

る
た

め
に

、教
職

員
一

人
ひ

とり
の

力
を最

大
限

に
発

揮
で

きる
しな

や
か

で
強

靭
な

組
織

づ
くり

をす
る

。
○

「驚
きと

喜
び

、感
動

に
あ

ふ
れ

る
南

鳩
ヶ谷

小
学

校
」を

具
現

化
す

る
た

め
に

、前
年

度
踏

襲
に

と
らわ

れ
ず

、目
的

や
根

拠
を大

切
に

した
教

職
員

の
主

体
的

な
学

校
運

営
参

画
が

増
え

た
。

Ｂ

・教
職

員
の

意
識

向
上

の
表

れ
が

主
体

的
な

組
織

運
営

の
参

画
へ

とつ
な

が
って

い
る

と感
じら

れ
る

。近
年

の
多

様
化

す
る

ニー
ズ

へ
の

対
応

とし
て

、ど
の

組
織

も
過

渡
期

を迎
え

て
い

る
状

況
で

あ
る

。教
育

現
場

で
も

教
職

員
の

仕
事

の
質

が
求

め
られ

具
体

的
な

目
標

を設
定

して
い

る
と思

慮
して

い
る

。
・子

ども
た

ち
に

対
して

笑
顔

と明
る

い
あ

い
さつ

で
接

す
る

と同
様

に
保

護
者

・地
域

に
対

して
も

徹
底

して
ほ

し
い

。地
域

を巻
き込

む
こと

に
つ

な
が

る
。

南
鳩

ヶ谷
小

□
児

童
に

とっ
て

安
心

安
全

な
居

場
所

づ
くり

をす
る

。
□

教
職

員
一

人
ひ

とり
が

主
体

的
に

取
り組

む
こと

で
、生

徒
指

導
上

の
課

題
に

対
して

迅
速

か
つ

組
織

的
に

対
応

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・訪
問

時
に

保
護

者
や

児
童

か
ら「

校
長

先
生

」と
声

をか
け

られ
て

い
る

姿
を見

る
こと

が
で

き信
頼

され
て

い
る

と感
じた

。
南

鳩
ヶ谷

小 南
鳩

ヶ谷
小

教
育

課
程

○
南

鳩
ヶ谷

小
「令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
」を

構
築

して
、児

童
も

教
職

員
も

驚
きと

喜
び

、感
動

に
あ

ふ
れ

る
教

育
活

動
に

取
り組

む
。

○
校

内
研

修
を通

して
、授

業
改

善
に

向
け

た
PD

CA
サ

イク
ル

に
よる

学
校

力
、組

織
力

の
向

上
が

図
られ

た
。

〇
個

に
応

じた
支

援
の

充
実

。
・教

科
担

任
制

・複
数

教
員

で
の

授
業

・支
援

員
の

活
用

・ゲ
ス

トテ
ィー

チ
ャー

の
活

用

Ｂ

・誰
ひ

とり
取

り残
さな

い
教

育
を耳

に
す

る
が

個
々

の
特

性
を活

か
し、

協
働

へ
とつ

な
げ

て
い

く難
しさ

を感
じ

る
。教

職
員

一
丸

とな
って

子
ども

た
ち

の
た

め
に

頑
張

って
ほ

しい
。ス

テ
ップ

（
ほ

っと
）

ル
ー

ム
が

必
要

な
児

童
が

い
る

の
で

市
は

ス
テ

ップ
（

ほ
っと

）
ル

ー
ム

に
予

算
をつ

け
て

い
た

だ
け

る
と安

心
して

学
校

に
通

え
る

児
童

が
い

る
と思

い
ます

。
・引

き続
き学

校
力

の
向

上
が

図
られ

る
取

り組
み

に
期

待
して

い
る

。

南
鳩

ヶ谷
小 南

鳩
ヶ谷

小 南
鳩

ヶ谷
小

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

○
地

域
や

保
護

者
との

信
頼

関
係

を軸
に

、「
地

域
とと

も
に

あ
る

学
校

」を
つ

く
る

。

○
保

護
者

や
地

域
の

方
々

と直
接

話
をす

る
機

会
を大

切
に

して
きた

結
果

、学
校

を応
援

す
る

理
解

者
・協

力
者

が
増

え
て

い
る

。
〇

PT
A活

動
等

、意
見

交
流

の
場

を設
け

、現
状

に
合

った
持

続
可

能
な

組
織

づ
くり

に
着

手
す

る
こ

とが
で

きた
。

Ａ

・昨
今

の
PT

A離
れ

の
対

策
を現

PT
A会

長
と学

校
が

連
携

して
取

り組
ん

だ
結

果
が

学
校

応
援

団
サ

ポ
ー

ト
の

増
加

に
な

った
の

で
情

報
共

有
とし

て
発

信
の

継
続

を期
待

す
る

。
・引

き続
き教

職
員

の
過

度
な

負
担

とな
らな

い
よう

、学
校

、地
域

とと
も

に
あ

る
学

校
づ

くり
に

期
待

して
い

る
。

南
鳩

ヶ谷
小

□
中

学
校

区
、鳩

ヶ谷
地

区
の

学
校

の
連

携
を進

め
、児

童
生

徒
の

健
全

育
成

に
取

り組
む

。

□
八

幡
木

中
学

校
区

小
中

合
同

研
修

に
て

、幅
広

い
知

見
、義

務
教

育
９

年
間

を見
通

した
系

統
的

な
支

援
に

つ
な

げ
た

。ま
た

、八
幡

木
中

、中
居

小
の

研
究

委
嘱

発
表

会
に

参
加

し、
本

校
の

校
内

研
修

、校
内

体
制

に
生

か
した

。
Ｂ

・運
営

協
議

会
は

授
業

参
観

や
地

域
安

全
見

守
り隊

の
会

議
な

ども
重

な
り、

少
し時

間
が

足
りな

か
った

。
・不

登
校

、登
校

しぶ
り、

い
じめ

に
関

して
の

こと
は

、学
校

か
らの

連
絡

が
な

か
った

。「
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
」

で
は

な
い

と感
じた

。
南

鳩
ヶ谷

小 南
鳩

ヶ谷
小

教
職

員
の

資
質

向
上

○
教

育
の

プロ
とし

て
の

責
任

と自
覚

、情
熱

をも
った

教
職

員
を育

成
す

る
。

○
教

職
員

一
人

ひ
とり

が
目

的
意

識
を持

ち
、主

体
的

・対
話

的
な

授
業

改
善

、学
校

運
営

に
関

わ
ろ

うと
す

る
向

上
心

が
高

まっ
た

。
〇

一
人

一
授

業
の

実
施

、授
業

を見
合

い
、フ

ィー
ドバ

ック
を行

った
。

〇
日

々
の

校
内

巡
視

や
教

室
訪

問
を実

施
す

る
こと

で
、教

職
員

が
抱

え
る

課
題

を把
握

す
る

こと
に

役
立

った
。

〇
教

職
員

事
故

防
止

に
向

け
た

倫
理

確
立

委
員

会
の

積
み

重
ね

で
事

故
ゼ

ロで
あ

った
。

Ｂ

・指
導

者
の

熱
心

な
教

職
員

の
育

成
の

成
果

を感
じる

。運
動

会
、こ

ば
と祭

等
の

様
子

を見
て

も
先

生
方

は
、教

育
の

プロ
とし

て
情

熱
をも

って
生

徒
を指

導
して

い
た

だ
い

て
い

る
。

・他
人

事
に

しな
い

「私
の

M
OT

TO
」プ

ロジ
ェク

トは
素

晴
らし

い
。事

故
ゼ

ロ研
修

の
継

続
を願

う。
教

職
委

の
メン

タル
へ

の
配

慮
も

同
時

に
行

い
な

が
ら引

き続
き可

能
な

範
囲

で
取

り組
ん

で
い

た
だ

け
れ

ば
と考

え
る

。
教

職
員

が
疲

弊
して

い
る

と児
童

へ
の

影
響

も
あ

る
た

め
過

度
な

負
担

に
な

らな
い

よう
に

。

南
鳩

ヶ谷
小 南

鳩
ヶ谷

小 南
鳩

ヶ谷
小

施
設

・設
備

等
の

管
理

○
確

実
な

安
全

点
検

を実
施

し、
老

朽
化

した
施

設
設

備
を整

備
しな

が
ら危

機
管

理
を徹

底
、施

設
設

備
の

事
故

ゼ
ロに

す
る

。

○
老

朽
化

が
進

む
施

設
設

備
の

改
修

や
改

善
が

効
果

的
に

図
られ

た
。全

教
室

に
鍵

をか
け

られ
る

よう
に

した
。

〇
書

表
簿

や
金

銭
管

理
の

事
故

防
止

に
向

け
て

、教
職

員
が

主
体

的
に

取
り組

む
こと

が
で

きた
。

Ａ

・予
算

配
分

に
も

影
響

が
あ

る
。少

な
い

予
算

の
中

で
効

果
的

な
改

修
に

取
り組

み
ん

だ
と感

じる
。予

算
確

保
の

等
の

折
衝

を行
い

な
が

ら管
理

い
た

だ
きた

い
。

・施
設

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
が

、校
内

は
清

掃
、整

理
され

て
い

て
安

心
して

学
校

生
活

が
で

きて
い

る
。古

きよ
きも

の
を大

切
に

す
る

心
が

け
を伝

え
た

い
。

・エ
アコ

ン設
置

、ト
イレ

の
改

修
を進

め
た

い
。

南
鳩

ヶ谷
小 南

鳩
ヶ谷

小
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

東
中

組
織

運
営

〇
生

徒
・保

護
者

・地
域

との
信

頼
関

係
を構

築
し、

充
実

した
教

育
活

動
を

実
践

す
る

。
〇

学
校

評
価

に
お

い
て

、生
徒

・保
護

者
か

ら概
ね

達
成

とい
え

る
評

価
をい

た
だ

い
た

。
Ｂ

・特
に

な
し

東
中

□
教

職
員

が
笑

顔
を絶

や
さず

、意
欲

に
満

ち
た

態
度

で
教

育
活

動
を実

践
す

る
。

□
日

課
の

変
更

を行
うと

とも
に

、学
校

教
育

活
動

も
予

定
通

り実
行

で
きた

。教
職

員
の

時
間

外
在

校
等

時
間

も
縮

小
で

きて
きた

。
Ｃ

・特
に

な
し

東
中

東
中

教
育

課
程

〇
学

校
研

究
テ

ー
マを

「聞
い

て
実

践
す

る
力

の
向

上
」と

し、
授

業
改

善
を行

い
な

が
ら生

徒
の

学
力

向
上

に
つ

な
げ

て
い

く。
〇

「聞
い

て
実

践
」を

研
修

テ
ー

マし
、学

校
全

体
で

指
導

・支
援

を行
った

。学
校

評
価

も
概

ね
達

成
で

きた
とい

え
る

評
価

で
あ

った
。

Ｂ
・特

に
な

し

東
中

□
教

育
相

談
体

制
を軸

に
、支

援
が

必
要

な
生

徒
へ

の
適

切
な

教
育

支
援

を
実

施
す

る
。

□
学

習
支

援
に

つ
い

て
の

準
備

等
は

で
きる

限
り行

った
。し

か
し、

学
習

成
果

の
見

届
け

の
部

分
は

不
十

分
で

あ
った

。
Ｃ

・【
意

見
】居

場
所

つ
くり

が
大

切
。町

会
で

も
居

場
所

つ
くり

を考
え

て
い

る
。ま

た
、協

力
をお

願
い

した
い

。

東
中

東
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
か

らの
情

報
が

確
実

に
保

護
者

・地
域

の
方

々
に

伝
わ

る
よう

に
、各

種
手

段
を用

い
て

情
報

発
信

を行
う。

〇
学

校
か

らの
情

報
発

信
は

、様
々

な
方

法
を用

い
て

、迅
速

に
行

え
た

。
Ａ

・特
に

な
し

東
中

□
各

学
校

の
現

状
や

課
題

を共
有

し、
地

区
で

まと
まり

の
あ

る
指

導
を行

い
、

子
ども

た
ち

を育
成

して
い

く。
□

小
・中

学
校

の
連

携
は

、定
期

的
な

会
議

を行
うと

とも
に

、合
同

研
修

とも
行

うこ
とが

で
きた

。
Ｂ

・【
意

見
】地

域
社

会
つ

くり
が

大
切

で
あ

り、
地

域
も

開
か

れ
た

も
の

に
して

い
く。

東
中

東
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
生

徒
の

義
務

教
育

終
了

後
の

進
路

実
現

に
向

け
、必

要
な

知
識

等
を育

成
で

きる
授

業
実

践
を行

う。
〇

研
究

テ
ー

マに
よる

共
有

認
識

をも
ち

、教
科

の
特

性
を感

じる
授

業
の

実
施

が
行

え
た

。
Ｂ

・特
に

な
し

東
中

□
教

職
員

事
故

０
を実

現
し、

信
頼

され
る

教
職

員
集

団
とす

る
。

□
規

範
意

識
・服

務
規

律
を意

識
して

勤
務

で
きた

。
Ｂ

・特
に

な
し

東
中

東
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
学

校
施

設
に

関
す

る
事

故
０

を実
現

し、
安

心
・安

全
な

学
校

生
活

を実
現

す
る

。
〇

毎
日

の
点

検
、定

期
的

な
点

検
な

どに
より

、安
心

・安
全

な
学

校
生

活
を行

え
て

い
る

。
Ａ

・特
に

な
し

東
中

□
避

難
場

所
とし

て
の

機
能

が
十

分
発

揮
で

きる
よう

、老
朽

化
に

よる
大

規
模

修
繕

に
つ

い
て

教
育

委
員

会
と連

携
して

い
く。

□
老

朽
化

に
伴

う大
規

模
修

繕
に

つ
い

て
は

、教
育

委
員

会
と連

携
で

きて
い

る
。

Ｂ
・【

質
問

】老
朽

化
に

伴
い

、急
を要

す
る

も
の

は
あ

る
か

。
→

【回
答

】教
育

委
員

会
と連

携
して

お
り、

大
丈

夫
で

あ
る

。
東

中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

西
中

組
織

運
営

〇
目

指
す

学
校

像
、目

指
す

生
徒

像
の

具
現

化
に

向
け

て
、教

職
員

一
人

ひ
と

りの
指

導
力

を育
成

す
る

。
〇

目
指

す
生

徒
像

を各
学

年
ご

とに
学

年
主

任
が

明
確

化
した

。学
年

主
任

を支
え

る
リー

ダー
を育

成
す

る
とい

う目
標

に
向

け
、教

頭
とと

も
に

教
職

員
が

自
分

の
役

割
を自

覚
す

る
よう

に
指

導
した

。
B

・リ
ー

ダー
とな

る
先

生
方

を育
成

した
後

の
フォ

ロワ
ー

シ
ップ

の
充

実
とチ

ー
ム

ワー
クの

構
築

をこ
れ

か
らも

続
け

て
も

らい
た

い
。

・そ
れ

ぞ
れ

の
先

生
方

の
役

割
に

つ
い

て
「見

え
る

化
」で

きる
仕

組
み

が
あ

る
とよ

い
の

で
は

な
い

か
。

西
中

□
目

指
す

教
師

像
「生

徒
た

ち
の

憧
れ

とな
る

教
師

」の
実

現
に

向
け

、教
職

員
が

明
る

く元
気

に
働

き、
生

徒
の

手
本

とな
る

人
間

性
を高

め
る

。
□

教
職

員
が

心
身

とも
に

健
康

で
過

ご
せ

る
よう

に
管

理
職

が
率

先
して

明
る

く働
き、

教
職

員
の

良
さを

引
き出

しな
が

ら目
指

す
学

校
像

の
具

現
化

を目
指

した
。

B
・計

画
的

な
人

材
育

成
とミ

ドル
リー

ダー
の

経
営

参
画

意
識

の
向

上
を図

る
仕

組
み

づ
くり

を期
待

した
い

。
・過

度
な

負
担

を抱
え

る
こと

が
な

い
よう

に
して

ほ
しい

。先
生

方
が

明
る

く笑
顔

で
い

る
こと

で
、生

徒
た

ち
も

楽
しく

笑
顔

に
な

る
。

西
中

西
中

教
育

課
程

〇
年

間
授

業
時

数
をし

っか
りと

把
握

し、
行

事
の

精
選

と内
容

を見
直

す
。

〇
主

幹
教

諭
が

授
業

時
数

を把
握

し、
確

実
な

授
業

と行
事

との
調

整
を図

った
。来

年
度

に
向

け
て

、今
年

度
の

課
題

か
ら日

課
表

の
見

直
しを

行
った

。
A

・A
I等

の
利

用
も

含
め

、先
生

方
の

負
担

増
に

な
らな

い
よう

、更
に

学
力

向
上

を維
持

で
きる

教
育

課
程

に
な

る
こと

を願
う。

・学
校

行
事

は
時

代
に

即
した

内
容

に
変

え
て

い
くべ

き。
それ

に
は

、保
護

者
・地

域
へ

の
説

明
や

理
解

が
必

要
で

あ
る

。
西

中
□

教
職

員
が

「協
働

的
な

学
び

」と
「個

別
最

適
な

学
び

」を
理

解
した

授
業

が
展

開
で

きる
よう

に
す

る
。

□
若

手
の

教
員

に
は

要
請

訪
問

を確
実

に
実

施
し、

全
教

職
員

の
授

業
は

管
理

職
が

参
観

した
。ま

た
、本

校
が

会
場

の
市

教
委

主
催

の
研

究
授

業
に

は
、教

員
が

参
観

で
きる

よう
に

した
。

B
・落

ち
着

い
た

授
業

が
行

わ
れ

て
い

る
と感

じる
。

・授
業

参
観

で
先

生
方

の
熱

心
さを

感
じた

。
西

中
西

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

これ
まで

の
地

域
との

伝
統

を大
切

に
しな

が
ら「

地
域

とと
も

に
進

め
る

」こ
とを

柱
とし

、目
指

す
学

校
像

や
ビジ

ョン
を明

確
に

す
る

こと
で

地
域

と一
体

とな
って

地
域

学
校

協
働

活
動

を進
め

て
い

く。

〇
学

校
行

事
に

は
保

護
者

・地
域

の
方

が
た

くさ
ん

来
校

した
。そ

の
保

護
者

や
地

域
に

学
校

の
様

子
を伝

え
る

す
べ

とし
て

、今
年

度
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
をリ

ニュ
ー

アル
し、

１
週

間
ご

とに
発

信
した

。次
年

度
も

学
校

の
様

子
を定

期
的

に
発

信
して

い
く。

学
校

運
営

協
議

会
は

毎
学

期
開

催
し、

適
切

な
意

見
をい

た
だ

い
た

。

B

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

が
新

しく
な

り、
学

校
の

様
子

が
わ

か
りや

す
くな

った
。

・地
域

学
校

協
働

活
動

とし
て

、生
徒

主
体

の
ボ

ラン
テ

ィア
活

動
で

何
が

で
きる

か
、町

会
か

ら意
見

や
アン

ケ
ー

トを
取

って
み

て
は

どう
か

。（
地

域
の

異
世

代
との

交
流

、高
齢

者
施

設
や

保
育

園
訪

問
な

ど）
・地

域
の

ボ
ラン

テ
ィア

活
動

に
つ

い
て

、生
徒

自
らが

地
域

に
提

案
で

きる
よう

な
企

画
（

防
災

リー
ダー

な
ど）

を考
え

て
み

て
は

どう
か

。
西

中
西

中
西

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

教
職

員
の

学
ぶ

機
会

を設
定

す
る

こと
を心

掛
け

、積
極

的
に

研
修

に
参

加
させ

、教
職

員
一

人
ひ

とり
に

応
じた

適
切

な
指

導
を行

うこ
とで

、指
導

力
の

向
上

を図
る

。

〇
学

校
訪

問
、管

理
職

に
よる

授
業

観
察

等
を通

して
、教

員
の

授
業

改
善

、指
導

力
の

向
上

を
図

った
。自

己
研

鑽
の

た
め

、学
校

外
の

勉
強

会
に

参
加

す
る

職
員

も
い

た
。

B

・経
費

削
減

で
研

修
に

出
る

機
会

が
減

る
中

で
、学

校
訪

問
や

管
理

職
に

よる
授

業
観

察
等

で
補

い
、指

導
力

向
上

や
改

善
が

行
わ

れ
た

の
は

評
価

に
値

す
る

。
・研

修
会

へ
の

参
加

な
ど、

長
期

休
業

中
を利

用
して

希
望

す
る

研
修

に
参

加
で

きる
よう

研
修

費
の

確
保

を
市

や
県

に
お

願
い

した
い

。
西

中
□

教
育

公
務

員
とし

て
の

意
識

向
上

を図
り、

教
職

員
事

故
ゼ

ロを
目

指
す

。
□

職
員

会
議

、朝
の

打
合

せ
等

を通
して

教
職

員
事

故
防

止
へ

の
啓

発
を行

った
。教

育
公

務
員

と
して

の
意

識
向

上
を図

り、
小

さな
こと

で
も

報
告

・連
絡

・相
談

をす
る

こと
を促

した
。

A
・先

生
方

の
生

徒
へ

の
対

応
が

とて
も

丁
寧

で
非

常
に

好
感

が
持

て
た

。
・体

育
祭

で
は

、先
生

方
と生

徒
との

信
頼

関
係

、先
生

方
の

熱
心

さ、
指

導
力

の
高

さを
感

じ取
る

こと
が

で
きた

。
西

中
西

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

学
習

環
境

に
対

す
る

意
識

の
向

上
を図

り、
実

践
的

な
安

全
指

導
の

徹
底

を
図

る
。教

職
員

の
危

機
管

理
意

識
の

向
上

とと
も

に
、生

徒
の

危
機

回
避

能
力

の
向

上
を図

る
。

〇
職

員
会

議
や

日
頃

の
出

来
事

等
を通

して
、教

職
員

の
学

校
安

全
へ

の
危

機
管

理
意

識
が

高
まっ

た
。ま

た
、避

難
訓

練
等

の
工

夫
に

より
生

徒
の

安
全

意
識

も
高

まっ
た

。
A

・抜
き打

ち
の

避
難

訓
練

や
防

災
教

室
は

重
要

で
あ

る
。引

き続
き実

施
を検

討
して

ほ
しい

。
・先

生
方

の
危

機
管

理
意

識
が

高
まり

、生
徒

の
安

全
意

識
も

高
まっ

た
の

は
良

か
った

。
・「

ヒヤ
リハ

ット
」の

事
例

の
共

有
を学

校
全

体
で

行
って

ほ
しい

。
西

中
□

コス
ト意

識
を持

ち
、適

正
な

予
算

執
行

と会
計

管
理

を行
い

、会
計

事
故

ゼ
ロを

継
続

す
る

。
□

会
計

処
理

に
つ

い
て

は
、計

画
的

か
つ

迅
速

に
執

行
で

きる
よう

に
促

し、
複

数
の

目
で

確
認

しな
が

ら適
切

な
処

理
をし

た
。

A
・限

られ
た

予
算

の
中

で
、設

備
を維

持
して

い
くに

は
道

具
を愛

す
る

精
神

を持
ち

、雑
に

扱
わ

ず
、不

具
合

が
出

た
とき

に
は

早
め

の
対

応
をお

願
い

した
い

。
・年

々
予

算
が

削
減

され
て

い
る

た
め

優
先

順
位

を明
確

に
し、

限
られ

た
予

算
の

有
効

活
用

が
必

要
。

西
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

南
中

組
織

運
営

〇
目

的
に

向
か

う効
果

的
な

手
段

に
つ

い
て

吟
味

し、
目

指
す

学
校

像
の

具
現

化
に

向
け

て
チ

ー
ム

とし
て

最
大

限
の

成
果

をあ
げ

る
組

織
運

営
を行

う。
〇

学
年

主
任

、各
部

の
主

任
や

ミド
ル

リー
ダー

を中
心

とし
、最

上
位

の
目

的
を共

有
・意

識
した

う
え

で
方

策
を検

討
す

る
組

織
とな

りつ
つ

あ
る

。
Ｂ

・時
代

の
変

化
に

応
じて

、教
育

の
在

り方
も

変
革

期
に

あ
る

。教
師

も
意

識
を変

え
る

こと
は

大
変

で
あ

る
が

、
大

切
で

あ
る

。期
待

が
大

きい
。

南
中

□
課

題
に

応
じ、

臨
機

応
変

に
対

応
で

きる
組

織
を作

る
。

□
これ

まで
の

教
育

活
動

に
とら

わ
れ

る
こと

な
く、

最
上

位
の

目
的

に
基

づ
く案

や
方

策
の

提
案

が
な

され
、積

極
的

に
採

用
した

。
Ａ

・相
談

室
や

ス
クー

ル
カウ

ンセ
ラー

の
活

用
の

様
子

に
つ

い
て

。生
徒

が
い

つ
で

も
安

心
して

相
談

で
きる

仕
組

み
の

構
築

に
つ

い
て

。不
登

校
生

徒
の

保
護

者
も

悩
ん

で
い

る
。今

年
度

、中
央

地
区

合
同

で
「不

登
校

を考
え

る
会

」を
開

催
した

こと
は

よか
った

。
南

中
南

中
教

育
課

程
〇

「総
合

的
な

学
習

の
時

間
」及

び
「特

別
活

動
（

学
級

活
動

）
」の

工
夫

・
充

実
を図

り、
必

要
な

資
質

・能
力

の
育

成
に

つ
な

げ
る

。

〇
特

に
「総

合
的

な
学

習
の

時
間

」「
特

別
活

動
」の

うち
学

校
行

事
に

つ
い

て
は

、必
要

な
資

質
・能

力
の

育
成

に
基

づ
く年

間
指

導
計

画
・学

習
内

容
の

見
直

し及
び

工
夫

・充
実

が
進

ん
だ

。学
級

活
動

に
つ

い
て

も
、「

学
級

会
」の

研
修

を行
い

、指
導

力
の

向
上

を図
った

。
Ａ

・生
徒

の
興

味
・関

心
に

応
じ、

自
身

で
テ

ー
マを

決
め

て
探

究
を進

め
る

こと
は

、と
て

も
よい

学
び

で
あ

る
。教

師
の

支
援

が
効

果
的

で
あ

り、
生

徒
た

ち
が

自
らア

ポ
をと

る
とこ

ろ
か

ら学
習

を進
め

る
姿

が
見

られ
た

。

南
中

□
生

徒
の

学
び

の
姿

か
ら教

育
課

程
の

効
果

を検
証

し、
必

要
に

応
じて

見
直

しを
図

る
。

□
学

校
行

事
に

つ
い

て
は

、実
施

後
に

職
員

が
振

り返
りを

行
い

、目
的

と教
育

的
効

果
を視

点
に

、
次

年
度

の
工

夫
・改

善
に

活
か

す
よう

に
して

い
る

。部
活

動
の

終
了

時
刻

に
つ

い
て

は
、市

の
方

針
に

伴
い

、1
0月

か
ら勤

務
時

間
終

了
時

刻
と合

わ
せ

て
い

る
。

Ｂ
・外

国
語

教
育

の
一

層
の

充
実

が
求

め
られ

る
。小

学
校

か
ら学

び
を積

み
重

ね
て

い
る

。授
業

は
教

師
も

生
徒

も
全

て
英

語
で

行
った

り、
タブ

レッ
トを

活
用

した
りす

る
こと

で
、更

に
学

習
内

容
が

充
実

す
る

の
で

は
。公

立
中

学
校

に
お

い
て

は
、様

々
な

学
力

の
生

徒
が

共
に

学
ん

で
い

る
こと

を念
頭

に
置

くこ
とも

重
要

で
あ

る
。

南
中

・以
前

に
比

べ
る

と、
最

近
の

生
徒

た
ち

は
お

とな
しい

傾
向

に
あ

る
。思

春
期

に
あ

る
子

ども
た

ち
が

どこ
で

ス
トレ

ス
を発

散
して

い
る

の
か

が
心

配
で

あ
る

。
南

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

地
域

連
携

活
動

が
持

続
可

能
な

も
の

とな
る

よう
、見

直
しを

行
う。

〇
「総

合
的

な
学

習
の

時
間

」の
学

び
に

向
け

て
、地

域
の

方
々

の
ご

協
力

や
ご

支
援

をい
た

だ
く中

で
、生

徒
た

ち
が

自
ら課

題
解

決
に

向
け

て
地

域
で

学
ぶ

姿
が

増
え

て
い

る
。

Ａ
・学

校
に

お
け

る
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
必

要
性

に
つ

い
て

。保
護

者
同

士
が

学
び

合
う場

（
講

演
会

な
ど）

をＰ
Ｔ

Ａ
活

動
に

位
置

付
け

る
こと

は
役

割
な

の
で

は
な

い
か

。
南

中
□

幼
少

中
の

連
携

に
つ

い
て

、市
の

研
究

委
嘱

を機
に

、子
ども

の
学

び
の

姿
に

焦
点

をあ
て

た
研

究
に

取
り組

む
。

□
幼

小
中

の
教

職
員

が
交

流
し、

互
い

の
園

・校
種

に
お

け
る

子
ども

の
学

び
の

姿
を共

有
しな

が
ら

教
育

活
動

の
工

夫
・充

実
を図

る
とと

も
に

、連
携

教
育

に
つ

い
て

、指
導

者
を招

聘
した

研
修

及
び

研
究

発
表

会
を実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・地

域
が

学
校

に
協

力
す

る
風

土
が

あ
る

の
で

、総
合

的
な

学
習

の
時

間
お

い
て

も
生

徒
が

地
域

の
中

で
学

ぶ
こと

が
で

きて
い

る
。

南
中

・舟
戸

学
園

とし
て

、幼
・小

・中
の

ロケ
ー

シ
ョン

を活
か

した
教

育
活

動
を今

後
も

展
開

して
ほ

しい
。

南
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
校

内
研

修
を更

に
充

実
させ

、教
職

員
の

指
導

力
向

上
を図

る
。

〇
市

の
委

嘱
を機

に
、全

教
科

に
お

い
て

「多
様

性
」「

主
体

的
」を

視
点

に
、研

究
を深

め
る

こと
が

で
きた

。校
内

研
修

に
お

い
て

も
、指

導
者

を招
聘

した
特

別
支

援
教

育
や

道
徳

教
育

、学
級

活
動

と
生

徒
指

導
の

関
連

を図
った

研
修

を行
い

、指
導

力
向

上
が

図
られ

た
。

Ａ
・時

代
の

変
化

に
応

じて
、教

育
の

在
り方

も
変

革
期

に
あ

る
。教

師
も

意
識

を変
え

る
こと

は
大

変
で

あ
る

が
、

大
切

で
あ

る
。期

待
が

大
きい

。

南
中

□
倫

理
確

立
委

員
会

を更
に

充
実

させ
る

。
□

教
頭

の
リー

ダー
シ

ップ
の

も
と、

自
分

事
と捉

え
られ

る
研

修
を工

夫
し、

取
り組

む
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・こ

れ
まで

の
授

業
（

教
師

が
教

え
る

こと
が

中
心

）
か

ら、
生

徒
が

学
ぶ

こと
が

中
心

の
授

業
に

移
行

す
る

中
で

、何
が

正
しい

か
は

分
か

らな
い

。
南

中
南

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

生
徒

が
主

体
的

に
緑

化
・環

境
美

化
・環

境
整

備
に

取
り組

め
る

よう
工

夫
し、

潤
い

の
あ

る
学

校
を実

現
させ

る
。

〇
委

員
会

活
動

を中
心

とし
、清

掃
活

動
の

充
実

に
向

け
た

呼
び

か
け

や
緑

化
活

動
が

行
わ

れ
た

。
読

書
の

啓
発

に
向

け
た

展
示

ス
ペ

ー
ス

の
工

夫
・充

実
が

進
ん

だ
。

Ｂ
・図

書
ス

ペ
ー

ス
が

充
実

して
い

る
。新

聞
を掲

示
して

い
る

こと
も

よい
。

南
中

□
安

全
に

教
育

活
動

を実
施

す
る

こと
を第

一
に

、施
設

・設
備

を定
期

的
・日

常
的

に
点

検
し、

管
理

す
る

。
□

安
全

・安
心

な
教

育
活

動
に

向
け

て
、定

期
的

・臨
時

的
な

安
全

点
検

を実
施

す
る

とと
も

に
、予

算
と優

先
順

位
を考

慮
しな

が
ら環

境
整

備
を進

め
た

。
Ｂ

南
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

北
中

組
織

運
営

○
学

校
は

楽
しい

とこ
ろ

で
な

け
れ

ば
な

らな
い

との
考

え
か

ら、
学

校
が

楽
しい

と
実

感
で

きる
生

徒
の

割
合

を９
０

％
以

上
に

す
る

組
織

機
能

をさ
らに

向
上

させ
る

。

〇
第

4回
学

校
を明

る
くす

る
アン

ケ
ー

トに
お

い
て

。学
校

が
楽

しく
な

い
と回

答
した

生
徒

が
２

７
名

、４
.７

％
で

あ
った

こと
か

ら、
９

５
.３

％
の

生
徒

は
学

校
生

活
を肯

定
的

に
捉

え
て

い
る

。
Ａ

・学
校

生
活

が
楽

しく
な

る
よう

、行
事

、授
業

等
改

善
して

い
って

ほ
しい

。

北
中

□
「誰

一
人

取
り残

さな
い

」教
育

活
動

を実
現

す
る

組
織

機
能

をさ
らに

向
上

させ
る

。

□
１

学
期

に
三

者
面

談
、２

・３
学

期
は

三
者

面
談

と教
育

相
談

週
間

を設
定

し、
保

護
者

や
生

徒
か

ら直
接

話
を聞

き、
早

期
発

見
、早

期
対

応
を行

った
。ま

た
、学

校
を明

る
くす

る
アン

ケ
ー

トを
数

回
実

施
し、

生
徒

の
声

を聞
き対

応
した

。
Ａ

・特
に

な
し

北
中

◇
不

登
校

生
徒

の
出

現
率

を３
％

未
満

に
す

る
とと

も
に

、不
登

校
生

徒
及

び
休

み
が

ち
な

生
徒

へ
の

支
援

率
を１

０
０

％
に

す
る

組
織

機
能

をさ
らに

向
上

さ
せ

る
。

◇
不

登
校

生
徒

数
（

欠
席

３
０

日
以

上
）

は
５

０
名

を超
え

８
.８

％
とな

った
。た

だ
し、

生
徒

指
導

委
員

会
や

教
育

相
談

部
会

に
お

い
て

該
当

の
生

徒
に

つ
い

て
は

常
に

話
し合

わ
れ

、す
べ

て
の

生
徒

に
つ

い
て

支
援

を行
った

。
Ｂ

・生
徒

に
よっ

て
い

ろ
い

ろ
な

事
情

が
あ

る
とは

思
うが

、ぜ
ひ

、一
度

しか
な

い
中

学
校

生
活

を楽
しく

終
え

られ
る

よう
お

願
い

した
い

。

北
中

教
育

課
程

〇
「学

び
の

共
同

体
」の

実
践

をさ
らに

北
中

の
も

の
とし

て
進

化
させ

る
た

め
の

研
修

を継
続

し、
さら

に
発

展
させ

る
。

〇
予

定
した

通
り、

公
開

研
究

会
を実

施
した

。市
内

外
、県

外
か

らも
視

察
に

来
て

い
た

だ
き、

研
究

協
議

を深
め

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・北

中
を大

きく
改

善
の

きっ
か

け
とな

った
「学

び
の

共
同

体
」を

これ
か

らも
研

究
して

進
化

させ
て

ほ
しい

。

北
中

□
探

究
と協

同
の

学
び

か
ら生

徒
一

人
ひ

とり
の

学
び

が
定

着
で

きた
か

、効
果

の
検

証
を行

う。
□

全
国

・学
力

学
習

状
況

調
査

や
埼

玉
県

学
力

・学
習

状
況

調
査

か
らも

生
徒

の
学

び
の

定
着

を
検

証
した

。
Ｂ

・特
に

な
し

北
中

◇
北

中
校

区
に

お
け

る
小

・中
学

校
で

学
力

向
上

や
生

徒
指

導
、教

育
相

談
等

に
お

い
て

校
区

内
の

実
態

に
応

じた
連

携
を行

う。
◇

８
月

の
サ

マー
ス

クー
ル

期
間

に
、北

中
、木

曽
呂

小
、根

岸
小

、神
根

小
の

管
理

職
、教

員
が

参
集

し、
教

科
指

導
な

どの
情

報
交

換
を行

った
。

Ａ
・小

中
連

携
は

大
切

だ
と思

う。
継

続
して

ほ
しい

。

北
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
本

校
の

教
育

方
針

や
教

育
活

動
の

様
子

な
どを

随
時

公
開

し、
学

校
に

対
し

て
の

理
解

を深
め

、信
頼

関
係

を構
築

す
る

。

〇
予

定
され

て
い

た
保

護
者

会
や

授
業

参
観

、行
事

等
の

学
校

公
開

を終
え

る
こと

が
で

きた
。学

校
だ

より
や

学
年

通
信

、通
知

な
どは

ス
クリ

レを
フル

に
活

用
して

家
庭

へ
周

知
した

。学
校

ブロ
グ

に
「今

日
の

北
中

」を
立

ち
上

げ
、毎

日
更

新
した

。
Ａ

・特
に

な
し

北
中

□
保

護
者

や
地

域
の

意
見

を反
映

させ
、学

校
経

営
、学

校
運

営
に

繋
げ

る
。

□
各

組
織

との
定

期
的

な
会

議
を実

施
して

学
校

経
営

に
対

して
ご

理
解

をい
た

だ
き、

意
見

交
換

を行
うこ

とが
で

きた
。保

護
者

に
対

して
は

令
和

７
年

度
の

学
校

評
価

を実
施

し、
評

価
や

意
見

を
い

た
だ

い
た

。
Ａ

・特
に

な
し

北
中

◇
持

続
可

能
な

学
校

とＰ
Ｔ

Ａ
の

在
り方

に
つ

い
て

再
構

築
す

る
。

◇
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
組

織
が

休
会

の
方

向
とな

った
た

め
、十

分
な

意
見

交
換

は
で

きな
か

った
。

Ｃ
・時

代
の

流
れ

な
の

か
も

しれ
な

い
が

、今
後

の
経

過
を見

守
りた

い
。

北
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
校

内
研

究
ヴ

ィジ
ョン

で
あ

る
「聴

く・
つ

な
ぐ・

も
どす

」に
主

眼
を置

い
た

個
別

最
適

な
学

び
と協

働
的

な
学

び
の

一
体

化
に

よる
授

業
改

善
を実

現
す

る
。

〇
「学

び
の

共
同

体
」と

い
う共

通
の

実
践

を通
して

、各
教

員
が

自
己

の
授

業
を公

開
し、

参
観

した
教

員
と協

議
をす

る
こと

に
より

授
業

改
善

を積
極

的
に

行
い

、教
員

とし
て

の
資

質
を向

上
させ

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・今

後
も

継
続

した
研

究
を進

め
て

ほ
しい

。

北
中

□
教

育
公

務
員

とし
て

の
使

命
を自

覚
し、

教
育

の
プロ

とし
て

の
誇

りを
持

って
日

々
の

教
育

活
動

に
取

り組
ませ

、教
職

員
の

資
質

の
向

上
を実

現
す

る
。

（
教

職
員

事
故

ゼ
ロ）

□
毎

月
の

職
員

会
議

に
合

わ
せ

て
、倫

理
確

立
委

員
会

に
よる

教
職

員
事

故
防

止
の

研
修

を行
っ

た
。そ

の
成

果
に

より
、教

職
員

事
故

をゼ
ロと

した
。

Ａ
・教

職
員

事
故

は
決

して
あ

って
は

な
らな

い
も

の
。今

後
も

研
修

を継
続

して
ほ

しい
。

北
中

◇
業

務
改

善
ス

タン
ダー

ドを
徹

底
す

る
こと

に
より

、教
職

員
一

人
ひ

とり
の

ワー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

を実
現

す
る

。
◇

毎
月

実
施

す
る

各
教

員
の

在
校

時
間

調
査

結
果

を把
握

し、
その

都
度

、指
導

・助
言

を行
っ

た
。

Ａ
・生

徒
た

ち
の

た
め

に
も

、先
生

方
に

は
健

康
で

あ
って

ほ
しい

。

北
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
誰

も
が

安
心

して
、安

全
に

過
ご

す
こと

が
で

きる
環

境
を維

持
す

る
。

〇
教

室
内

の
環

境
整

備
は

各
学

級
担

任
に

より
適

切
に

整
備

され
た

。
Ａ

・特
に

な
し

北
中

□
学

校
施

設
事

故
をゼ

ロと
す

る
。

□
毎

日
の

管
理

職
に

よる
点

検
や

毎
月

行
う教

員
の

視
点

に
よる

安
全

点
検

を行
い

学
校

施
設

事
故

をゼ
ロと

した
。

Ａ
・特

に
な

し

北
中

◇
限

りあ
る

学
校

施
設

を有
効

活
用

で
きる

よう
に

す
る

。
◇

学
校

予
算

を有
効

に
活

用
して

、修
繕

を随
時

行
い

教
育

環
境

を整
え

た
。

Ａ
・生

徒
た

ち
の

た
め

に
、予

算
をし

っか
りと

って
環

境
を整

え
て

ほ
しい

。

-170-



学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

青
木

中
組

織
運

営
〇

帰
属

意
識

を高
め

た
相

互
協

働
体

制
を推

進
す

る
。

〇
報

告
・連

絡
・相

談
に

つ
い

て
は

、昨
年

度
か

らの
課

題
で

あ
った

た
め

、教
職

員
一

人
ひ

とり
の

意
識

は
向

上
して

い
た

が
、徹

底
まで

に
は

至
らな

か
った

。
Ｂ

・学
校

規
模

も
大

きく
な

って
い

る
の

で
、当

然
教

職
員

の
数

も
多

く、
全

体
で

共
通

理
解

を図
る

こと
は

難
しい

状
況

も
あ

る
と思

い
ます

が
一

枚
岩

とし
て

協
働

で
きる

よう
に

頑
張

って
くだ

さい
。

青
木

中
□

共
通

理
解

、共
通

行
動

が
とれ

た
積

極
的

な
生

徒
指

導
・教

育
相

談
を実

践
す

る
た

め
、組

織
を活

性
化

させ
る

。
□

学
年

ご
とに

まと
まる

こと
が

多
く、

学
年

の
枠

を超
え

て
共

通
理

解
や

共
通

行
動

が
取

れ
な

か
った

。
Ｂ

・学
年

間
で

の
情

報
交

換
を積

極
的

に
行

え
る

よう
に

して
くだ

さい
。

青
木

中
青

木
中

教
育

課
程

〇
基

礎
的

・基
本

的
な

力
を身

に
付

け
させ

る
た

め
に

、指
導

法
の

研
究

を進
め

る
。

〇
若

手
教

員
を中

心
に

校
外

の
研

究
授

業
に

参
加

した
り、

研
修

を受
け

る
な

ど自
己

の
授

業
改

善
に

取
り組

ん
だ

。ま
た

、同
じ教

科
内

で
授

業
参

観
を行

い
授

業
改

善
の

一
助

とす
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・お
互

い
の

授
業

を参
観

す
る

こと
は

とて
も

良
い

こと
だ

と思
い

ます
。

青
木

中
□

課
題

を明
確

に
し、

個
に

応
じた

学
習

支
援

を行
う。

□
担

当
教

科
や

担
当

教
員

に
よっ

て
の

違
い

は
あ

った
が

、多
くの

教
員

が
タブ

レッ
トを

学
習

ツー
ル

と
して

活
用

し、
効

率
的

に
活

用
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・タ

ブレ
ット

を授
業

の
中

で
積

極
的

に
活

用
し、

学
力

向
上

に
つ

な
げ

て
くだ

さい
。

青
木

中
青

木
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
教

育
活

動
の

実
践

を具
体

的
に

わ
か

りや
す

く情
報

発
信

す
る

。
〇

地
域

の
お

祭
りに

は
教

職
員

見
回

りを
兼

ね
参

加
す

る
こと

が
で

きた
。ま

た
、Ｐ

Ｔ
Ａ

の
環

境
整

備
の

活
動

に
は

、少
数

で
あ

る
が

教
員

が
参

加
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・地

域
と関

わ
る

機
会

は
依

然
と比

べ
か

な
り減

少
して

い
る

の
で

、で
きる

範
囲

で
交

流
で

きる
こと

を願
って

い
ます

。
青

木
中

□
学

校
公

開
日

を限
定

し、
保

護
者

の
参

観
しや

す
い

環
境

を整
え

た
。

Ｂ
・学

校
公

開
日

に
参

加
す

る
人

が
少

な
い

の
は

残
念

で
す

。
青

木
中

◇
学

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

は
定

期
的

に
更

新
をし

て
い

た
が

、内
容

に
工

夫
が

見
られ

な
か

った
。

Ｂ
・ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
は

更
新

頻
度

よっ
て

閲
覧

数
は

大
幅

に
変

わ
る

の
で

、大
変

だ
と思

い
ます

が
更

新
頻

度
を増

や
す

こと
が

大
切

だ
と思

い
ます

。
青

木
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
授

業
の

質
を高

め
る

研
修

・研
究

をと
お

して
、互

い
に

教
師

力
を高

め
あ

う。
〇

若
手

教
員

を中
心

に
指

導
者

を招
聘

した
研

究
授

業
を実

施
す

る
こと

が
で

きた
。ま

た
、今

年
度

は
教

育
委

員
会

指
導

課
の

訪
問

が
あ

った
た

め
全

職
員

が
研

究
授

業
を実

施
した

。
Ａ

・研
究

授
業

を実
施

す
る

こと
で

先
生

方
の

学
力

向
上

に
対

す
る

意
識

も
増

して
くる

と思
うの

で
、今

後
も

積
極

的
に

取
り組

ん
で

くだ
さい

。
青

木
中

□
計

画
的

、実
践

的
な

若
手

教
員

の
指

導
育

成
を図

る
。

□
経

験
の

浅
い

若
手

教
員

に
対

して
は

、授
業

参
観

後
に

その
都

度
指

導
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・若

い
先

生
方

に
は

丁
寧

な
指

導
を今

後
も

よろ
しく

お
願

い
した

い
。

青
木

中
青

木
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
安

全
・安

心
して

教
育

活
動

が
展

開
で

きる
、心

の
あ

る
、あ

た
た

か
い

教
育

環
境

を実
現

す
る

。
〇

今
年

度
は

エア
コン

の
故

障
が

続
出

し、
１

学
期

の
暑

い
時

期
の

対
応

に
苦

慮
した

が
、市

教
委

へ
の

粘
り強

い
アプ

ロー
チ

に
より

、次
年

度
の

改
修

予
定

を得
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・昨
年

度
の

エア
コン

問
題

に
つ

い
て

は
、心

配
をし

て
まし

た
が

、来
年

度
に

向
け

て
見

通
しが

立
った

こと
に

安
心

しま
した

。
青

木
中

□
日

頃
か

ら古
くな

った
掲

示
物

の
張

り替
え

に
努

め
た

。
Ｂ

・常
に

新
しい

も
の

に
張

り替
え

る
こと

に
よっ

て
、子

ども
た

ち
の

心
を育

て
る

こと
に

も
な

る
の

で
引

き続
きよ

ろ
しく

お
願

い
しま

す
。

青
木

中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

芝
中

組
織

運
営

〇
不

登
校

生
徒

数
の

割
合

５
％

以
内

〇
不

登
校

生
徒

数
の

割
合

３
．

８
％

(１
月

末
）

。昨
年

度
６

．
８

％
（

複
数

の
教

員
が

支
援

して
きた

成
果

）
。「

ほ
っと

ル
ー

ム
」は

令
和

８
年

４
月

に
開

設
で

きる
見

通
し。

Ａ
・成

果
に

つ
い

て
非

常
に

良
か

った
が

、不
登

校
は

ゼ
ロが

理
想

。取
り組

み
を継

続
して

ほ
しい

。ほ
っと

ル
ー

ム
の

実
現

も
期

待
して

い
る

。

芝
中

・小
学

校
で

不
登

校
が

増
え

る
に

つ
れ

て
、中

学
校

も
増

え
る

の
は

予
想

で
きる

。現
在

の
小

学
校

との
連

携
は

意
味

が
あ

る
。

芝
中

・不
登

校
は

相
当

減
少

して
い

る
が

、残
りの

3.
8％

の
不

登
校

生
徒

の
解

消
が

難
しい

理
由

は
。

　→
小

学
校

か
らほ

ぼ
全

欠
の

生
徒

が
お

り、
接

点
をも

つ
機

会
が

少
な

い
。

芝
中

教
育

課
程

〇
授

業
ス

タイ
ル

の
確

立
「魅

力
あ

る
学

習
課

題
→

個
別

最
適

な
学

び
→

協
働

的
な

学
び

→
個

別
最

適
な

学
び

→
学

習
課

題
に

正
対

した
まと

め
→

自
分

の
学

習
の

成
果

と課
題

を自
覚

す
る

振
り返

り」

〇
端

末
の

有
効

活
用

に
関

す
る

研
修

会
や

授
業

研
究

会
を実

施
。１

月
３

０
日

の
指

導
課

学
校

訪
問

に
て

、全
教

員
が

「芝
中

授
業

ス
タイ

ル
」を

踏
まえ

た
授

業
を実

施
。

Ａ
・環

境
が

整
って

い
れ

ば
学

力
は

伸
び

て
くる

。端
末

をど
う使

うか
、気

づ
きを

与
え

る
授

業
が

大
切

。

芝
中

・芝
中

ス
タイ

ル
は

強
み

。継
続

して
ほ

しい
。

芝
中

・以
前

、端
末

の
活

用
に

つ
い

て
、教

員
間

で
差

が
あ

った
と聞

い
た

が
。研

修
は

行
って

い
る

の
か

。
　→

毎
年

計
画

的
に

、研
修

を行
って

い
る

。
芝

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり

〇
小

中
連

携
事

業
の

推
進

１
　地

域
学

校
保

健
委

員
会

の
実

施
（

１
月

）
２

　小
中

合
同

引
渡

し訓
練

の
実

施
（

６
月

）
３

　【
新

規
】芝

中
学

校
区

小
中

合
同

研
修

会
の

実
施

（
８

月
）

４
　【

新
規

】特
別

支
援

学
級

交
流

会
の

実
施

（
１

１
月

）
５

　【
新

規
】不

登
校

児
童

生
徒

の
保

護
者

対
象

芝
地

区
小

中
合

同
講

演
会

の
実

施
（

９
月

、
１

月
）

Ａ
・不

登
校

対
策

をは
じめ

、い
ろ

い
ろ

な
成

果
が

期
待

で
きる

、非
常

に
素

晴
らし

い
事

業
。芝

中
が

先
頭

に
立

って
、継

続
して

ほ
しい

。

芝
中

芝
中

芝
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
働

きや
す

い
職

場
づ

くり
の

推
進

〇
業

務
改

善
ス

タン
ダー

ドが
機

能
し、

在
校

時
間

が
減

少
、教

職
員

の
平

均
年

休
取

得
１

３
日

（
１

月
７

日
）

Ａ
・若

い
人

の
教

員
離

れ
、離

職
の

問
題

とし
て

、進
め

な
け

れ
ば

な
らな

い
。限

られ
た

時
間

の
中

で
も

、生
徒

と
の

関
係

は
密

で
あ

って
ほ

しい
。

芝
中

芝
中

芝
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
施

設
管

理
事

故
0の

実
現

〇
施

設
管

理
事

故
ゼ

ロを
達

成
。予

想
も

つ
か

な
い

施
設

設
備

の
不

具
合

が
次

々
と湧

き上
が

る
中

で
も

、迅
速

に
対

応
。

Ａ
・お

金
が

か
か

る
こと

で
難

しい
とこ

ろ
だ

が
、桜

も
トイ

レも
きれ

い
に

な
った

。桜
の

若
木

の
生

長
が

楽
しみ

。

芝
中

・早
期

に
見

つ
け

、早
期

に
直

す
。学

校
は

防
災

の
拠

点
で

も
あ

る
の

で
、万

が
一

に
備

え
る

必
要

が
あ

る
。計

画
的

な
修

繕
を。

芝
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

元
郷

中
組

織
運

営
〇

教
職

員
個

々
の

強
み

を生
か

し、
フッ

トワ
ー

クと
ネ

ット
ワー

クの
よい

組
織

をつ
くる

。
〇

職
員

個
々

の
相

互
理

解
が

深
まり

、ス
ム

ー
ズ

な
職

員
室

運
営

機
能

は
向

上
した

。
Ａ

・職
員

室
の

刺
々

しさ
が

な
くな

った
。お

互
い

に
支

え
合

え
る

よう
な

職
員

の
関

係
性

が
子

ども
に

も
良

い
影

響
を与

え
る

の
で

引
き続

き頑
張

って
ほ

しい
。

元
郷

中
□

事
項

時
間

月
８

０
時

間
超

ゼ
ロ。

年
３

６
０

時
間

超
－

１
０

％
。

□
月

80
時

間
超

の
職

員
は

、の
べ

６
人

。全
体

的
に

昨
年

度
より

減
少

して
い

る
も

の
の

年
36

0時
間

超
の

－
１

０
％

達
成

は
難

しい
。

Ｃ
・特

に
な

し

元
郷

中
◇

学
年

か
らボ

トム
アッ

プす
る

参
画

意
識

と物
理

的
な

教
員

支
援

。
◇

配
当

予
算

等
を活

用
し、

Ｄ
Ｘ

推
進

機
器

等
を随

時
導

入
した

。
Ａ

・特
に

な
し

元
郷

中
教

育
課

程
〇

生
徒

に
身

に
付

け
させ

た
い

力
を育

成
す

る
学

習
活

動
の

工
夫

と推
進

〇
全

体
的

に
計

画
が

後
ろ

倒
しに

な
り、

綿
密

な
改

善
や

効
果

検
証

は
継

続
が

必
要

とな
った

。
Ｃ

・小
学

校
で

教
科

担
任

制
を取

り入
れ

て
い

る
が

、中
学

校
の

方
が

専
門

的
で

あ
る

。小
学

校
で

の
取

り組
み

は
中

学
校

とし
て

は
どう

見
て

い
る

か
。

元
郷

中
□

主
体

的
な

学
び

に
つ

な
が

る
学

習
の

工
夫

〇
学

習
アプ

リを
導

入
し、

自
学

習
の

促
進

・課
題

の
配

信
と教

員
の

負
担

減
の

双
方

を目
指

し取
り

組
ん

だ
。

Ｂ
・特

に
な

し

元
郷

中
◇

対
話

的
な

学
び

を促
す

学
習

の
工

夫
◇

教
科

の
特

性
に

合
わ

せ
改

善
。

Ｂ
・特

に
な

し
元

郷
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
積

極
的

な
情

報
発

信
◇

Ｈ
Ｐ

内
を整

理
し、

定
期

的
な

情
報

発
信

に
努

め
る

とと
も

に
Ｄ

Ｘ
化

を進
め

紙
の

削
減

をし
た

。
Ａ

・町
会

長
向

け
に

、授
業

参
観

日
に

合
わ

せ
て

見
学

会
な

どを
や

って
み

て
は

どう
か

。

元
郷

中
□

中
学

校
区

に
お

け
る

、幼
少

中
の

連
携

活
動

の
推

進
□

行
事

や
諸

活
動

を絡
め

た
交

流
や

連
携

を積
極

的
に

行
った

。
Ｂ

・特
に

な
し

元
郷

中
◇

地
域

の
資

源
を効

果
的

に
活

用
した

幅
広

い
教

育
活

動
の

推
進

◇
公

的
機

関
を含

め
、本

校
に

必
要

な
講

演
や

体
験

学
習

を推
進

した
。

Ｂ
・学

校
運

営
協

議
会

委
員

を使
って

、眠
って

い
る

地
域

人
材

を掘
り起

こし
、教

育
活

動
に

つ
な

げ
て

ほ
しい

。

元
郷

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

教
職

員
の

キ
ャリ

ア、
ワー

クラ
イフ

バ
ラン

ス
に

配
慮

した
資

質
・能

力
の

向
上

〇
各

分
掌

で
の

取
り組

み
か

ら、
報

告
・連

絡
・相

談
の

うえ
任

せ
て

見
届

け
る

とこ
ろ

まで
を一

連
に

し、
教

員
個

々
の

資
質

向
上

に
つ

な
げ

た
。

Ｂ
・特

に
な

し

元
郷

中
□

GI
GA

ス
クー

ル
構

想
の

推
進

に
よる

指
導

力
の

向
上

□
特

に
GI

GA
端

末
を効

果
的

に
授

業
で

使
うこ

とを
念

頭
に

、授
業

改
善

を指
導

し、
推

進
した

。
Ａ

・特
に

な
し

元
郷

中
◇

タイ
ム

パ
フォ

ー
マン

ス
を意

識
し、

優
先

順
位

を吟
味

して
処

理
す

る
技

術
を

身
に

付
け

る
◇

組
織

全
体

を回
す

こと
を最

優
先

に
、見

通
しを

も
った

業
務

遂
行

を推
進

した
。

Ｂ
・特

に
な

し

元
郷

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

学
校

に
お

け
る

施
設

・設
備

事
故

ゼ
ロの

実
現

〇
点

検
に

より
修

繕
個

所
の

早
期

発
見

が
で

きた
が

、老
朽

化
の

方
が

早
く対

処
に

苦
労

した
。

Ｂ
・特

に
な

し

元
郷

中
□

教
育

活
動

を止
め

な
い

長
期

的
な

修
繕

計
画

の
作

成
□

屋
上

防
水

、体
育

館
壁

、南
校

舎
床

、職
員

玄
関

前
ス

ロー
プ等

順
調

に
施

工
で

きた
。

Ａ
・特

に
な

し
元

郷
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

上
青

木
中

組
織

運
営

〇
全

教
職

員
が

学
校

教
育

目
標

に
向

け
て

自
覚

と責
任

をも
って

主
体

的
に

教
育

活
動

を進
め

る
組

織
づ

くり
を行

う。

〇
新

た
に

設
定

した
目

指
す

学
校

像
の

達
成

を目
指

し、
個

々
の

校
務

分
掌

組
織

が
主

体
的

に
提

案
をし

、実
践

す
る

こと
が

で
きた

。ま
た

、来
年

度
に

向
け

て
、今

年
度

の
成

果
と課

題
を振

り返
り、

方
策

を考
え

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・こ

れ
か

らも
目

指
す

学
校

像
の

達
成

に
向

け
、教

職
員

が
一

丸
とな

って
学

校
教

育
の

推
進

に
取

り組
ん

で
ほ

しい
。

上
青

木
中

□
学

校
外

部
機

関
な

どと
連

携
・協

力
し、

個
に

応
じた

対
応

を丁
寧

に
行

うこ
とで

、不
登

校
生

徒
へ

の
支

援
を行

う。
(支

援
率

10
0％

)

□
教

育
相

談
委

員
会

を中
心

に
、実

態
に

合
わ

せ
た

支
援

を行
うこ

とで
、学

校
・本

人
・家

庭
とつ

な
が

りを
も

て
る

よう
に

した
。相

談
室

が
不

登
校

傾
向

の
生

徒
の

居
場

所
とな

る
こと

が
で

きた
。子

育
て

相
談

課
・主

任
児

童
委

員
・警

察
とも

連
携

で
きた

。
Ｂ

・ほ
っと

ル
ー

ム
（

校
内

支
援

セ
ンタ

ー
）

を必
ず

再
開

す
る

とと
も

に
、自

分
の

学
校

だ
け

で
な

く、
中

学
校

の
児

童
生

徒
が

登
校

で
きる

よう
な

支
援

セ
ンタ

ー
を目

指
して

ほ
しい

。ま
た

、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を活

用
した

不
登

校
対

策
に

つ
い

て
も

考
え

て
い

って
ほ

しい
。

上
青

木
中

上
青

木
中

教
育

課
程

〇
「考

え
る

力
」を

育
成

し、
自

分
の

考
え

を進
ん

で
表

現
で

きる
生

徒
を育

成
す

る
学

習
ス

タイ
ル

を築
く。

〇
相

互
授

業
参

観
を実

施
す

る
こと

で
、「

毎
授

業
の

見
通

しと
振

り返
り」

「ペ
ア学

習
・グ

ル
ー

プ学
習

の
充

実
」「

協
働

す
る

場
を増

や
す

こと
の

人
間

関
係

づ
くり

」の
3点

を意
識

した
学

習
ス

タイ
ル

が
確

立
しつ

つ
あ

る
。

Ｂ
・ど

の
よう

な
取

り組
み

を実
施

して
、「

考
え

る
力

を育
む

生
徒

」を
育

成
して

い
る

の
か

、授
業

公
開

や
学

校
公

開
等

の
公

開
を通

して
、具

体
的

な
生

徒
の

姿
が

見
え

る
よう

に
して

ほ
しい

。

上
青

木
中

□
ユ

ニバ
ー

サ
ル

デ
ザ

イン
の

考
え

を取
り入

れ
、生

徒
全

員
が

参
加

し、
理

解
を

深
め

る
こと

が
で

きる
教

育
活

動
を徹

底
す

る
。

〇
年

度
初

め
に

ユ
ニバ

ー
サ

ル
デ

ザ
イン

の
考

え
に

つ
い

て
の

研
修

を実
施

し、
特

別
支

援
教

育
の

視
点

も
踏

まえ
な

が
ら実

践
す

る
こと

で
、、

生
徒

全
員

が
参

加
し、

理
解

を深
め

る
教

育
活

動
を展

開
で

きた
。指

導
課

訪
問

で
も

評
価

を受
け

た
。

Ｂ
・こ

れ
か

らも
時

代
は

、「
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

力
」の

育
成

が
不

可
欠

で
あ

る
。「

ペ
ア学

習
・グ

ル
ー

プ学
習

の
充

実
」を

さら
に

発
展

させ
、将

来
に

渡
って

役
立

つ
力

を育
成

して
い

って
ほ

しい
。

上
青

木
中

上
青

木
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
家

庭
との

連
携

の
在

り方
に

つ
い

て
学

校
と家

庭
が

互
い

に
理

解
を深

め
、協

力
し合

う組
織

環
境

づ
くり

を行
う。

〇
PT

A執
行

部
や

行
事

サ
ポ

ー
ター

、卒
業

準
備

委
員

との
連

携
を深

め
て

、共
に

学
校

行
事

を創
り上

げ
る

こと
が

で
きた

。保
護

者
参

加
型

の
授

業
参

観
も

実
施

す
る

こと
で

、学
校

と保
護

者
の

協
力

関
係

を深
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・行

事
サ

ポ
ー

ター
等

の
活

動
は

、上
青

木
中

学
校

とし
て

の
組

織
とし

て
確

立
しつ

つ
あ

る
。Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

が
縮

小
す

る
中

で
も

続
け

て
い

って
ほ

しい
。

上
青

木
中

□
学

校
・家

庭
・地

域
が

連
携

・協
働

す
る

「チ
ー

ム
上

青
木

」と
して

の
教

育
を

充
実

させ
る

。

□
後

援
会

や
地

域
の

方
々

か
ら地

域
人

材
を紹

介
して

い
た

だ
き、

学
校

応
援

団
を新

設
し直

す
こ

とが
で

きた
。し

か
し、

一
人

ひ
とり

の
教

職
員

と地
域

の
繋

が
りに

つ
い

て
は

深
まる

こと
が

で
きな

か
っ

た
。

Ｂ
・小

学
校

、中
学

校
９

年
間

を見
据

え
て

教
育

活
動

を行
って

ほ
しい

。具
体

的
に

は
、中

学
校

区
内

の
学

校
で

算
数

、数
学

の
連

携
を実

施
す

る
な

ど、
小

中
連

携
を深

め
て

い
って

ほ
しい

。

上
青

木
中

◇
家

庭
・地

域
と連

携
し、

学
校

応
援

団
を充

実
させ

る
。

◇
外

国
語

ボ
ラン

テ
ィア

と図
書

整
理

ボ
ラン

テ
ィア

、植
木

等
の

環
境

整
備

ボ
ラン

テ
ィア

の
活

動
を実

施
す

る
こと

が
で

きた
。図

書
整

理
ボ

ラン
テ

ィア
に

より
、古

い
倉

庫
を学

習
室

とし
て

展
開

で
きる

よう
に

な
った

。
Ａ

・地
域

学
校

協
働

活
動

に
つ

い
て

は
、Ｐ

Ｔ
Ａ

、後
援

会
、学

校
応

援
団

が
別

に
活

動
す

る
の

で
は

な
く、

それ
ぞ

れ
が

連
携

して
活

動
で

きる
よう

に
組

織
の

見
直

しを
して

い
って

ほ
しい

。

上
青

木
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

員
一

人
ひ

とり
の

指
導

力
を向

上
を実

現
す

る
。

〇
指

導
課

指
導

主
事

と連
携

し、
若

手
教

職
員

の
授

業
力

向
上

を図
る

た
め

、要
請

訪
問

を実
施

した
。さ

らに
、相

互
授

業
参

観
とす

る
こと

で
、全

体
の

指
導

力
向

上
に

つ
な

げ
る

こと
が

で
きた

。若
手

研
修

を実
施

で
きた

が
、次

年
度

は
更

に
機

会
を増

や
した

い
。

Ｂ
・上

青
木

中
学

校
生

徒
の

学
力

向
上

が
図

れ
る

よう
に

、教
職

員
の

資
質

向
上

、学
習

ス
タイ

ル
の

構
築

を
図

って
ほ

しい
。

上
青

木
中

□
上

青
木

中
学

校
の

教
職

員
で

あ
る

こと
へ

の
自

覚
と誇

りを
も

た
せ

る
。

□
埼

玉
県

だ
け

で
な

く、
他

県
の

事
例

も
交

え
て

研
修

す
る

こと
で

、事
故

を起
こし

て
しま

った
場

合
の

厳
しい

状
況

に
つ

い
て

考
え

る
こと

が
で

きた
。ま

た
、事

故
に

つ
な

が
る

よう
な

教
職

員
の

ち
ょっ

とし
た

行
為

に
つ

い
て

は
適

宜
、個

別
に

指
導

を行
った

。
Ｂ

・事
故

関
係

に
つ

い
て

は
、教

職
員

は
も

ち
ろ

ん
、生

徒
も

含
め

て
自

転
車

の
乗

り方
が

心
配

で
あ

る
。継

続
的

に
指

導
を行

い
、法

を守
った

適
切

な
行

動
が

で
きる

よう
に

して
ほ

しい
。

上
青

木
中

◇
教

職
員

の
心

身
の

健
康

維
持

・増
進

の
た

め
、ワ

ー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

の
理

念
を浸

透
させ

、業
務

改
善

を図
る

。

◇
連

絡
アプ

リ「
ス

クリ
レ」

の
導

入
や

採
点

ソフ
トの

導
入

に
より

、校
務

の
電

子
化

を推
進

し、
長

時
間

勤
務

の
解

消
に

一
部

つ
な

が
った

。様
々

に
変

化
す

る
教

育
情

勢
へ

の
対

応
の

た
め

、新
しい

業
務

も
生

まれ
て

お
り、

抜
本

的
な

改
善

とは
な

らな
か

った
。

Ｃ
・生

徒
が

早
く下

校
で

きる
よう

に
日

課
表

を見
直

した
こと

は
大

変
よい

こと
で

あ
る

。生
徒

が
早

く下
校

で
きる

よう
に

な
った

分
、教

職
員

も
早

い
時

間
に

退
勤

で
きる

よう
に

、業
務

の
改

善
を図

って
ほ

しい
。

上
青

木
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
計

画
的

な
修

繕
に

より
、安

心
安

全
な

学
習

環
境

を整
え

る
。

〇
教

育
委

員
会

教
育

総
務

課
と連

携
を図

り、
長

年
課

題
で

あ
った

不
具

合
箇

所
に

つ
い

て
修

繕
す

る
こと

が
で

きた
。教

職
員

の
安

全
に

関
す

る
意

識
も

高
まり

、不
具

合
が

あ
れ

ば
す

ぐに
報

告
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・朝

会
や

後
援

会
、Ｐ

Ｔ
Ａ

執
行

部
や

地
域

の
方

々
と十

分
に

打
ち

合
わ

せ
をし

た
上

で
、来

年
度

の
学

校
応

援
団

の
活

動
を行

い
、適

切
な

校
内

整
備

活
動

を行
って

ほ
しい

。

上
青

木
中

□
適

切
な

予
算

の
執

行
と会

計
処

理
、正

確
な

文
書

管
理

を徹
底

す
る

。
□

事
務

職
員

と連
携

し、
会

計
・文

書
の

管
理

や
処

理
を効

率
的

か
つ

適
正

に
作

業
を行

うこ
とが

で
きた

。ま
た

、令
和

９
年

度
に

向
け

て
、新

入
生

が
購

入
す

る
学

用
品

の
見

直
しを

行
うこ

とが
で

き
た

。
Ａ

・小
学

校
で

は
、教

材
費

の
集

金
を電

子
化

して
い

る
学

校
も

あ
る

。他
校

の
シ

ス
テ

ム
を調

査
しな

が
ら、

適
切

な
会

計
処

理
が

で
きる

よう
に

して
ほ

しい
。

上
青

木
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

幸
並

中
組

織
運

営
〇

「チ
ー

ム
幸

並
」と

して
校

内
組

織
力

を強
化

し、
全

教
職

員
が

学
校

教
育

目
標

の
具

現
化

に
取

り組
む

教
育

活
動

を展
開

す
る

。

〇
人

事
評

価
面

談
は

当
初

面
談

と最
終

面
談

の
２

回
実

施
して

い
る

。全
体

の
会

議
は

月
1回

の
職

員
会

議
の

み
だ

が
、学

年
ご

とに
毎

朝
打

ち
合

わ
せ

を行
い

、学
年

内
で

連
携

し、
日

々
の

教
育

活
動

を進
め

て
い

る
。

Ｂ
・チ

ー
ム

幸
並

の
取

り組
み

が
責

任
感

を育
む

とて
も

良
い

取
り組

み
だ

と感
じま

した
。

幸
並

中
□

若
手

教
員

や
ミド

ル
リー

ダー
の

指
導

力
を向

上
させ

る
。

□
今

春
も

主
任

レベ
ル

の
異

動
が

複
数

あ
った

が
、昨

年
来

か
らの

引
継

ぎ
が

円
滑

に
で

きた
。分

掌
や

学
年

に
お

い
て

それ
ぞ

れ
が

責
務

を果
た

す
こと

が
で

きて
い

る
。

Ｂ
・私

学
は

土
曜

授
業

を行
った

りし
て

余
裕

が
あ

る
。ゆ

とり
が

な
い

こと
は

生
徒

も
教

員
も

可
哀

そう
。先

生
が

教
師

をや
って

い
て

よか
った

と思
え

る
よう

に
して

ほ
しい

。
幸

並
中

◇
不

登
校

生
徒

へ
の

支
援

率
（

専
門

機
関

との
連

携
、週

1の
連

絡
、月

１
の

面
談

等
々

）
１

０
０

％
、い

じめ
解

消
率

１
０

０
％

を達
成

す
る

。

◇
１

０
０

日
以

上
の

不
登

校
生

徒
数

が
、昨

年
２

９
名

か
ら１

０
月

末
現

在
１

５
名

、ま
た

、３
０

日
以

上
欠

席
の

不
登

校
生

徒
は

昨
年

９
％

が
、現

在
約

５
.１

％
、４

３
名

→
２

６
名

。
・担

任
副

担
任

相
談

室
SR

との
連

携
。

・外
部

機
関

との
連

携
・週

1の
連

絡
等

。

Ａ
・不

登
校

率
が

減
少

して
い

ます
。素

晴
らし

い
。支

援
に

よる
対

応
、今

後
も

宜
しく

お
願

い
しま

す
。外

国
籍

生
徒

の
課

題
は

な
い

の
か

︖

幸
並

中
教

育
課

程
〇

「『
期

待
の

登
校

　満
足

の
下

校
』の

実
感

をも
て

る
学

校
」の

実
現

が
で

きる
教

育
課

程
を検

討
す

る
。

〇
１

２
月

か
ら１

６
時

５
０

分
完

全
下

校
の

試
行

が
で

きた
。部

活
動

の
活

動
時

間
の

減
少

が
不

可
避

。
〇

合
唱

コン
１

０
月

６
日

　体
育

祭
１

１
月

１
日

　気
温

的
に

は
良

か
った

が
、２

学
年

は
水

上
自

然
教

室
も

あ
り、

多
忙

で
あ

った
。

Ｂ
・教

育
課

程
の

課
題

は
それ

それ
の

教
員

が
も

ち
つ

つ
、「

チ
ー

ム
幸

並
」で

が
ん

ば
って

も
らい

た
い

。

幸
並

中
□

日
本

語
指

導
の

充
実

。
・現

在
、定

数
２

、（
３

名
の

教
員

）
と支

援
員

１
名

で
日

本
語

指
導

。
・日

本
語

指
導

を必
要

とす
る

生
徒

の
生

徒
指

導
に

つ
い

て
その

対
応

に
苦

慮
して

い
る

。
Ｂ

・外
国

籍
生

徒
の

ウェ
イト

が
高

まる
中

、少
人

数
で

の
対

応
、あ

りが
とう

ご
ざ

い
ます

。多
くの

外
国

人
生

徒
が

お
り、

大
変

だ
と思

うが
、親

へ
の

指
導

も
あ

る
と良

い
。

幸
並

中

◇
一

時
間

一
時

間
の

授
業

を大
切

に
し、

より
充

実
させ

る
。

◇
サ

マー
ス

クー
ル

は
学

年
ご

とに
活

用
し、

授
業

数
の

確
保

に
繋

げ
た

。学
校

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

各
授

業
の

様
子

を紹
介

中
。

◇
生

徒
の

生
活

振
り返

りア
ンケ

ー
トで

は
、ほ

ぼ
全

て
の

授
業

で
「意

欲
的

に
参

加
した

」「
内

容
が

分
か

った
」の

肯
定

的
評

価
が

９
割

超
で

あ
った

。

Ｂ
・時

間
内

に
教

育
課

程
を遂

行
す

る
に

は
何

が
必

要
か

、今
一

度
DX

含
め

検
討

して
ほ

しい
。

幸
並

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

PT
A役

員
と協

働
し、

保
護

者
と教

職
員

の
連

携
を深

め
る

。

〇
学

年
部

・専
門

部
を廃

止
して

３
年

目
。ボ

ラン
テ

ィア
も

だ
い

ぶ
安

定
して

きた
が

まだ
模

索
して

い
る

とこ
ろ

で
あ

る
。

〇
学

期
末

に
三

役
会

を開
き、

意
見

交
流

し、
各

行
事

に
備

え
た

。体
育

祭
、合

唱
コン

、制
服

販
売

、ト
イレ

ボ
ラン

テ
ィア

掃
除

大
会

、料
理

教
室

、奉
仕

活
動

等
々

実
施

した
。

Ｂ
・P

TA
活

動
が

減
少

す
る

中
、代

替
活

動
等

が
順

調
に

育
って

い
る

と感
じま

す
。

幸
並

中
□

地
域

との
連

携
を深

め
る

。
□

生
徒

の
町

会
行

事
へ

の
参

加
は

今
年

も
実

施
で

きた
。

□
町

会
長

会
議

、民
生

委
員

会
議

、主
任

児
童

委
員

の
校

内
会

議
へ

の
参

加
等

、地
域

と連
携

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・ラ
ジ

オ
体

操
等

、生
徒

に
参

加
い

た
だ

き助
か

りま
した

。あ
りが

とう
ご

ざ
い

まし
た

。近
隣

町
会

の
行

事
や

公
園

清
掃

等
の

ボ
ラン

テ
ィア

に
参

加
す

る
とよ

り強
い

結
び

つ
きに

な
る

の
か

な
と思

い
ます

。

幸
並

中
◇

学
区

小
学

校
との

連
携

を深
め

る
。

◇
合

同
引

き取
り訓

練
、不

登
校

を考
え

る
保

護
者

会
、教

職
員

校
内

授
業

研
修

（
小

学
校

は
有

志
参

加
）

を合
同

で
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・連

携
良

く出
来

て
い

る
。引

き続
き地

域
を含

め
い

ろ
い

ろ
な

活
動

をお
願

い
した

い
。平

日
が

多
い

こと
が

難
点

。
幸

並
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
生

徒
の

学
力

・体
力

向
上

を目
指

し、
一

人
ひ

とり
の

教
職

員
の

授
業

力
・指

導
力

を高
め

る
。

〇
校

内
研

修
は

道
徳

・ラ
イフ

ス
キ

ル
・模

擬
授

業
研

修
・評

価
研

修
等

、外
部

講
師

を招
聘

し充
実

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

相
互

授
業

参
観

の
実

施
が

難
しく

、課
題

で
あ

る
。

Ｂ
・不

登
校

生
徒

の
進

路
指

導
等

々
、顔

を突
き合

わ
せ

て
意

思
疎

通
しな

が
ら指

導
す

る
こと

が
大

切
。時

間
が

な
い

で
済

ませ
る

こと
が

な
い

よう
に

して
ほ

しい
。相

互
授

業
見

学
会

や
研

修
会

の
開

催
が

良
い

向
上

心
を

持
て

る
の

か
な

と思
い

ます
。

幸
並

中
□

勤
務

時
間

外
在

校
時

間
、月

４
５

時
間

以
内

１
０

０
％

の
達

成
。

□
時

間
外

在
校

月
８

０
時

間
以

上
は

激
減

した
が

、４
５

時
間

以
内

１
０

０
％

は
達

成
で

きな
か

った
。

Ｂ
・時

間
外

を減
らす

の
は

何
が

必
要

か
検

討
す

べ
き。

本
来

や
る

べ
きこ

とを
減

らす
の

は
お

か
しい

。

幸
並

中
◇

教
職

員
事

故
０

の
達

成
。

◇
時

事
ニュ

ー
ス

の
周

知
等

の
注

意
喚

起
を通

して
、事

故
の

意
識

を高
くも

って
い

る
職

員
は

多
い

。
引

き続
き、

事
故

０
を目

指
して

、対
応

で
きる

こと
を検

討
して

い
く。

Ｂ
・専

門
外

部
業

者
に

よる
校

内
盗

撮
点

検
の

必
要

性
は

今
は

感
じな

い
が

、予
算

が
許

す
な

らば
検

討
事

項
。定

期
的

に
で

きれ
ば

、保
護

者
の

安
心

に
つ

な
が

る
。

幸
並

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

施
設

事
故

０
の

達
成

〇
教

室
棟

と管
理

棟
を結

ぶ
工

事
を実

施
した

。
〇

定
期

的
な

安
全

点
検

を行
い

、施
設

事
故

０
を継

続
で

きた
。

Ａ
・定

期
的

な
点

検
に

より
、ゼ

ロが
保

た
れ

て
い

ます
。今

後
も

よろ
しく

お
願

い
しま

す
。あ

とは
管

理
棟

の
改

修
か

建
て

替
え

をお
願

い
した

い
。

幸
並

中
□

会
計

事
故

０
の

達
成

□
事

務
職

員
を中

心
に

、学
年

会
計

担
当

が
連

携
し、

複
数

チ
ェッ

クで
事

故
な

く会
計

事
務

を進
め

て
い

る
。

Ａ
・校

内
の

安
全

面
で

、ス
クー

ル
サ

ポ
ー

ター
の

存
在

は
とて

も
心

強
い

。

幸
並

中
◇

非
常

時
の

対
応

に
つ

い
て

見
直

しを
検

討
す

る
。

◇
危

機
管

理
マニ

ュア
ル

の
見

直
しは

で
きな

か
った

。
◇

小
学

校
と連

携
して

の
引

き取
り訓

練
や

川
口

警
察

の
指

導
を受

け
な

が
らの

不
審

者
対

応
訓

練
は

実
施

で
きた

。
Ｂ

・災
害

は
い

つ
来

る
か

分
か

りま
せ

ん
。早

め
の

対
応

、地
域

防
災

組
織

との
連

携
強

化
をお

願
い

しま
す

。大
人

が
市

外
で

仕
事

をし
て

い
る

場
合

、中
学

生
が

大
きな

力
に

な
る

。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

十
二

月
田

中
組

織
運

営
〇

若
手

教
職

員
の

育
成

〇
先

輩
教

員
の

指
導

を仰
ぎ

な
が

ら、
行

事
・分

掌
を中

心
とな

って
取

り組
む

姿
勢

が
概

ね
見

られ
た

。
Ｂ

・若
手

教
職

員
の

教
員

とし
て

の
意

欲
を損

な
わ

な
い

た
め

に
も

適
材

適
所

を見
極

め
た

配
置

を行
って

ほ
しい

で
す

。
・地

域
との

つ
な

が
りを

若
手

先
生

方
に

積
極

的
に

望
む

。
十

二
月

田
中

□
不

登
校

生
徒

支
援

□
「不

登
校

を考
え

る
保

護
者

の
会

」を
開

催
した

り、
本

校
の

Ｓ
Ｃ

・相
談

員
含

め
た

教
育

相
談

部
会

中
心

に
常

に
情

報
交

換
・情

報
共

有
しな

が
ら支

援
は

して
きた

が
、成

果
をあ

げ
る

こと
は

難
し

か
った

。
Ｃ

・不
登

校
生

徒
支

援
は

、継
続

す
る

こと
に

より
成

果
をあ

げ
る

こと
が

で
きる

と思
い

ます
。

・不
登

校
は

、小
学

校
か

らの
延

長
で

あ
る

場
合

も
多

く、
民

生
委

員
とし

て
の

家
庭

へ
の

サ
ポ

ー
トの

難
しさ

を
実

感
して

い
る

。
・難

しい
問

題
だ

と思
い

ます
。引

き続
き、

情
報

交
換

情
報

共
有

しな
が

ら支
援

お
願

い
した

い
で

す
。

十
二

月
田

中
◇

働
き方

改
革

の
推

進
◇

日
課

表
（

生
徒

の
最

終
下

校
時

間
）

の
変

更
・日

帰
りの

校
外

学
習

を勤
務

時
間

内
実

施
をし

て
、一

定
の

成
果

は
あ

った
も

の
の

、８
月

を除
い

た
毎

月
、在

校
時

間
外

８
０

時
間

超
が

２
人

い
た

（
昨

年
度

４
人

）
。

Ｃ
・教

職
員

の
健

康
管

理
が

大
切

で
、一

人
ひ

とり
が

ワー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

を心
が

げ
業

務
負

担
軽

減
を図

る
必

要
が

あ
る

。
・ど

の
職

場
に

お
い

て
も

無
理

の
な

い
仕

事
量

が
ベ

ス
トで

あ
る

が
、対

応
に

欠
如

しな
い

こと
を望

む
。

十
二

月
田

中
教

育
課

程
〇

よい
授

業
・よ

い
学

び
の

実
践

に
よる

教
育

活
動

の
展

開
（

相
互

授
業

参
観

・Ｉ
Ｃ

Ｔ
有

効
活

用
）

〇
年

度
当

初
４

月
に

指
導

者
を招

聘
して

、Ｉ
Ｃ

Ｔ
校

内
研

修
を実

施
した

こと
で

必
要

に
応

じて
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

クー
ル

端
末

を用
い

て
の

授
業

力
向

上
に

取
り組

む
教

員
が

増
え

た
。ま

た
、教

育
委

員
会

の
学

校
訪

問
で

、全
教

職
員

が
授

業
公

開
しご

指
導

い
た

だ
い

た
。

Ｂ
・Ｉ

Ｃ
Ｔ

校
内

研
修

を行
った

成
果

が
表

れ
て

い
る

と思
い

ます
。

十
二

月
田

中
□

小
中

連
携

を活
か

した
学

力
向

上
□

主
幹

教
諭

が
理

科
を数

学
教

員
が

算
数

を校
区

内
小

学
校

に
出

向
きＴ

２
で

行
き実

態
を把

握
す

る
こと

は
で

きた
。

Ｂ
・生

徒
た

ち
の

成
長

に
小

中
連

携
は

とて
も

良
い

こと
で

感
謝

しま
す

。
・近

隣
の

小
中

学
校

との
交

流
は

素
晴

らし
い

と思
い

ます
。今

後
も

積
極

的
に

行
って

ほ
しい

で
す

。
十

二
月

田
中 十

二
月

田
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
地

域
に

開
か

れ
信

頼
され

る
学

校
づ

くり
に

向
け

た
取

り組
み

の
拡

充
〇

PT
A総

務
会

・学
校

運
営

協
議

会
（

各
学

期
）

、民
生

委
員

会
議

（
4回

）
、地

域
施

設
会

議
（

1回
）

、町
会

とは
夏

秋
祭

り等
で

連
携

した
。

Ａ
・地

域
あ

って
の

学
校

で
あ

り、
地

域
との

連
携

は
重

要
で

、将
来

の
地

域
活

動
に

繋
が

る
も

の
と思

い
ます

。
・今

後
も

地
域

連
携

を図
る

た
め

様
々

な
会

議
を行

って
ほ

しい
。

・地
域

や
Ｐ

Ｔ
Ａ

な
どの

交
流

も
とて

も
良

い
と思

い
ます

。

十
二

月
田

中
□

保
護

者
・地

域
へ

の
積

極
的

な
情

報
発

信
□

学
校

公
開

（
各

学
期

）
、学

校
だ

より
（

毎
月

）
、ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

随
時

）
を発

信
した

。
Ａ

・昨
今

、Ｐ
Ｔ

Ａ
との

関
係

性
に

苦
労

され
て

い
る

風
潮

が
他

校
で

見
受

け
られ

る
が

、お
互

い
の

意
思

確
認

を
大

切
に

運
営

され
る

こと
を望

む
。

・学
校

をよ
く知

る
上

で
、魅

力
あ

る
情

報
発

信
の

継
続

が
必

要
。

・運
動

会
、合

唱
祭

、授
業

等
に

参
観

し学
校

や
生

徒
の

様
子

を知
る

こと
が

で
きた

。
十

二
月

田
中

◇
校

区
内

小
学

校
の

教
員

・児
童

との
交

流
及

び
連

携
の

充
実

◇
校

区
内

小
中

学
校

で
の

相
互

授
業

参
観

、校
区

内
小

中
学

校
教

職
員

同
士

で
交

流
研

修
（

夏
季

休
業

中
）

が
で

きた
。

Ｂ
・校

区
内

小
中

学
校

の
連

携
に

より
、単

一
校

で
は

学
べ

な
い

教
育

を行
え

る
と思

い
ます

。
・合

唱
コン

クー
ル

を鑑
賞

させ
て

い
た

だ
き、

とて
も

素
敵

で
した

。上
級

生
の

頼
も

しさ
を感

じま
した

。
十

二
月

田
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
服

務
規

律
の

確
定

〇
職

員
会

議
、校

内
研

修
、日

報
で

機
会

あ
る

ご
とに

実
施

で
きた

。教
職

員
事

故
ゼ

ロ。
Ａ

・率
先

した
キ

ャリ
アア

ップ
が

で
きる

よう
門

戸
をあ

け
て

い
た

だ
くこ

とは
大

切
な

こと
だ

と思
う。

・教
職

員
の

事
故

ゼ
ロに

よる
服

務
規

律
の

保
持

は
大

い
に

評
価

で
きま

す
。

十
二

月
田

中
□

キ
ャリ

アに
応

じた
資

質
向

上
□

新
任

5年
目

まで
の

教
職

員
に

は
、市

教
委

指
導

主
事

を招
聘

して
指

導
を仰

ぐこ
とが

で
きた

。
Ｂ

・経
験

年
数

の
少

な
い

教
員

に
限

らず
、積

極
的

な
研

修
会

等
へ

の
参

加
をお

願
い

しま
す

。
・忙

しい
先

生
方

に
は

本
当

に
頭

が
下

が
りま

す
。

十
二

月
田

中 十
二

月
田

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

計
画

的
・組

織
的

な
安

全
点

検
実

施
（

定
期

・日
常

・臨
時

）
〇

定
期

的
な

安
全

点
検

や
校

内
巡

視
で

、日
常

の
教

育
活

動
の

安
全

が
保

た
れ

た
。体

育
館

の
天

井
・電

気
工

事
は

予
定

より
早

く工
事

完
了

。
Ａ

・生
徒

の
ケ

ガ
抑

制
の

た
め

の
適

時
の

対
応

に
感

謝
す

る
。

・不
具

合
が

生
じて

い
る

場
所

へ
の

改
築

修
繕

は
継

続
して

い
た

だ
き安

全
な

学
校

生
活

が
送

れ
る

よう
に

希
望

しま
す

。
・定

期
的

な
安

全
点

検
や

校
内

巡
視

は
良

い
こと

で
修

繕
改

修
等

の
早

期
発

見
に

繋
が

る
。

十
二

月
田

中
□

計
画

的
な

施
設

改
善

の
取

り組
み

と迅
速

な
修

繕
対

応
□

教
頭

先
生

中
心

に
、ス

ピー
ド感

をも
って

対
応

し、
場

合
に

よっ
て

は
市

教
委

へ
要

望
して

対
応

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・生
徒

が
安

心
安

全
に

学
校

生
活

を送
れ

る
よう

に
、施

設
設

備
等

の
管

理
は

重
要

で
あ

り、
学

校
の

素
早

い
対

応
に

は
感

謝
しま

す
。

・体
育

館
の

天
井

と照
明

が
とて

も
明

る
くき

れ
い

で
うれ

しい
驚

きで
す

。
十

二
月

田
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

仲
町

中
組

織
運

営
〇

「学
力

向
上

、多
文

化
共

生
、不

登
校

生
徒

学
習

支
援

」と
い

う学
校

課
題

を全
教

職
員

で
確

実
に

共
有

し、
組

織
的

に
目

指
す

学
校

像
実

現
に

よる
課

題
を解

決
す

る
。

〇
教

職
員

の
キ

ャリ
ア段

階
と特

性
、自

分
らし

さ、
自

身
の

良
さに

気
付

き、
自

信
をも

って
対

応
で

きる
指

導
を個

々
に

行
った

。【
学

校
評

価
 学

校
組

織
運

営
　よ

い
、大

変
よい

９
４

％
】

Ｂ
・学

力
向

上
に

お
い

て
は

、外
国

籍
生

徒
の

学
習

が
課

題
で

あ
る

こと
が

よく
わ

か
った

。進
路

指
導

を含
め

引
き

続
き家

庭
へ

の
協

力
、少

人
数

や
特

別
な

学
級

編
成

等
、日

本
人

の
生

徒
へ

も
メリ

ット
が

あ
る

よう
な

対
応

が
で

きる
よう

、現
状

を更
に

市
教

委
へ

要
望

して
い

く必
要

が
あ

る
。

仲
町

中
□

不
登

校
生

徒
・保

護
者

の
気

持
ち

を支
え

、個
に

応
じた

支
援

率
10

0％
を

実
現

す
る

。
□

全
校

生
徒

対
象

実
施

。３
年

は
複

数
回

実
施

。不
登

校
生

徒
の

個
々

の
対

応
や

学
習

支
援

の
様

子
を確

認
、適

宜
指

示
し、

より
よい

支
援

の
在

り方
を検

討
す

る
材

料
とな

った
が

、全
て

の
ニー

ズ
に

応
じら

れ
た

か
、と

す
る

と課
題

が
残

る
。

Ｂ
・不

登
校

支
援

、外
国

籍
の

日
本

語
支

援
の

み
な

らず
、こ

の
地

域
な

らで
は

の
特

別
な

課
題

や
事

情
が

あ
る

。今
後

も
マン

パ
ワー

を生
か

し取
り組

ん
で

欲
しい

。

仲
町

中
◇

不
登

校
生

徒
・保

護
者

の
居

場
所

づ
くり

を拡
充

し、
学

習
支

援
、進

路
支

援
を実

現
す

る
。

◇
ほ

っと
ル

ー
ム

は
週

２
の

開
設

を試
行

し、
継

続
的

開
設

に
向

け
、課

題
を整

理
した

。保
護

者
対

象
の

座
談

会
は

年
間

を通
じて

２
か

月
お

きに
実

施
、定

着
した

。
【座

談
会

参
加

者
アン

ケ
ー

ト　
満

足
率

94
％

】
Ｂ

・不
登

校
生

徒
を含

め
、生

徒
や

保
護

者
へ

の
一

人
ひ

とり
へ

の
細

や
か

で
丁

寧
な

対
応

が
み

られ
る

。

仲
町

中
教

育
課

程
〇

本
校

の
実

態
を踏

まえ
た

、学
力

の
定

着
と学

力
向

上
を達

成
す

る
た

め
に

、
教

職
員

の
授

業
力

を向
上

させ
る

。
〇

若
い

教
職

員
を中

心
に

定
期

的
に

授
業

観
察

実
施

。要
請

訪
問

も
活

用
し、

課
題

を共
有

し改
善

に
あ

た
った

。道
徳

で
は

学
年

ロー
テ

ー
シ

ョン
を担

当
が

割
り振

り、
情

報
共

有
と指

導
力

向
上

へ
と繋

が
った

。
Ｂ

・授
業

観
察

を経
て

、明
る

く、
熱

心
に

授
業

に
取

り組
む

様
子

が
み

られ
た

。

仲
町

中
□

部
活

動
に

つ
い

て
、県

や
川

口
市

の
方

針
を鑑

み
、働

き方
改

革
の

視
点

や
本

校
の

実
態

に
合

った
課

題
解

決
に

向
け

た
取

り組
み

を行
う。

□
校

内
検

討
委

員
会

を開
き、

今
後

の
在

り方
に

つ
い

て
検

討
（

8月
）

３
年

をか
け

て
精

査
し２

部
活

減
とし

た
。

Ｂ
・中

学
時

代
に

部
活

動
に

取
り組

む
こと

は
、や

は
り大

きい
意

味
が

あ
る

と考
え

る
。引

き続
き生

徒
が

生
き生

きと
活

動
で

きる
環

境
を検

討
して

欲
しい

。
仲

町
中

仲
町

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

多
文

化
共

生
を実

現
す

る
学

校
づ

くり
の

推
進

と、
地

域
の

宝
で

あ
り未

来
を

担
う子

ども
た

ち
を育

成
し、

地
域

に
愛

され
、地

域
と一

体
とな

った
学

校
づ

くり
を推

進
す

る
。

〇
周

年
行

事
に

つ
い

て
、地

域
や

保
護

者
の

協
力

を得
て

、意
義

あ
る

取
り組

み
が

で
きた

。生
徒

が
主

役
とな

る
様

々
な

準
備

や
取

り組
み

を行
い

、地
域

に
愛

され
る

学
校

とし
て

、生
徒

の
成

長
を見

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・特

に
な

し。

仲
町

中
□

日
本

語
指

導
初

期
指

導
拠

点
校

とし
て

、円
滑

な
運

営
と実

践
を行

う。
□

市
教

委
は

も
ち

ろ
ん

、他
校

の
日

本
語

担
当

教
員

や
地

区
、地

域
と協

議
しな

が
ら試

行
錯

誤
を

重
ね

て
取

り組
ん

だ
。７

期
間

、日
本

語
指

導
担

当
や

学
年

と対
応

に
つ

い
て

連
携

、協
議

しな
が

ら
より

よい
運

営
を図

った
。

Ｂ
・他

校
生

の
受

け
入

れ
も

踏
まえ

、苦
労

しな
が

ら学
校

一
丸

とな
って

丁
寧

に
取

り組
ん

で
い

る
様

子
が

み
られ

た
。

仲
町

中
◇

国
際

的
な

視
点

を大
切

に
し、

仲
町

中
の

メリ
ット

とな
る

、多
文

化
共

生
の

取
り組

み
を行

う。

◇
生

徒
を中

心
に

お
い

た
、多

文
化

共
生

を念
頭

に
お

い
た

交
流

や
取

り組
み

を、
学

校
行

事
に

加
味

し複
数

回
（

年
３

回
以

上
）

実
施

す
る

計
画

で
あ

った
が

、生
徒

会
に

よる
多

言
語

に
よる

朝
の

挨
拶

運
動

は
実

施
した

も
の

の
、全

校
あ

げ
て

の
取

り組
み

は
難

しか
った

。
Ｃ

・外
国

籍
生

徒
だ

け
で

な
く、

日
本

人
の

生
徒

た
ち

へ
の

様
々

な
支

援
も

引
き続

き取
り組

ん
で

い
た

だ
きた

い
。

仲
町

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

目
指

す
学

校
像

をキ
ー

ワー
ドと

して
、ウ

ェル
ビー

イン
グ

の
視

点
をも

ち
、こ

の
仕

事
へ

の
誇

りと
や

りが
い

を培
い

、一
致

団
結

して
一

人
ひ

とり
の

笑
顔

が
輝

く
教

職
員

集
団

を創
る

。

〇
教

職
員

の
一

人
ひ

とり
の

や
りが

い
に

繋
が

る
機

会
に

注
視

、見
届

け
、声

か
け

を意
識

して
行

っ
た

。各
主

任
や

養
護

と情
報

共
有

す
る

。チ
ー

ム
仲

町
中

とし
て

良
い

教
育

活
動

が
で

きた
。【

学
校

評
価

　学
年

職
員

や
仲

間
に

恵
まれ

、教
職

に
や

りが
い

を感
じら

れ
る

　1
00

％
】

Ａ
・フ

レッ
クス

タイ
ム

の
導

入
や

働
き方

改
革

、駐
車

料
金

の
徴

収
、担

任
手

当
等

々
、今

の
教

職
員

の
置

か
れ

て
い

る
状

況
が

よく
わ

か
った

。

仲
町

中
□

教
職

員
不

祥
事

根
絶

、教
職

員
事

故
ゼ

ロを
実

現
す

る
。

□
校

長
室

だ
より

を継
続

して
発

出
し、

想
い

を伝
え

な
が

ら、
事

故
防

止
の

抑
止

とし
た

。【
学

校
評

価
　不

祥
事

根
絶

、事
故

ゼ
ロを

実
現

す
る

た
め

に
使

命
感

と誇
りを

も
ち

自
分

ご
とと

して
捉

え
る

意
識

をも
って

職
務

に
あ

た
った

　1
00

％
】

Ａ
・教

員
も

大
変

な
時

代
に

な
って

い
る

。民
間

の
人

材
が

入
る

と様
々

な
リス

クも
負

うこ
とも

あ
る

。注
意

が
必

要
で

あ
る

。

仲
町

中
仲

町
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
適

切
な

学
校

施
設

、設
備

、備
品

を含
め

た
継

続
的

な
管

理
を徹

底
し、

災
害

等
有

事
に

備
え

た
安

全
指

導
を確

実
に

身
に

付
け

る
。

〇
特

別
教

室
の

危
険

な
備

品
に

つ
い

て
、毎

月
確

実
な

定
期

的
管

理
まで

に
は

至
らな

か
った

。災
害

、不
審

者
対

応
等

は
安

全
担

当
を中

心
に

、細
か

く検
討

、実
施

し、
本

校
の

大
枠

を形
に

す
る

こ
とが

で
きた

。
Ｂ

・引
き続

き安
全

管
理

徹
底

をお
願

い
した

い
。

仲
町

中
□

適
正

な
予

算
配

分
、確

実
な

会
計

管
理

、複
数

チ
ェッ

クを
徹

底
し、

会
計

事
故

をゼ
ロと

す
る

。

□
担

当
、学

年
会

計
、事

務
主

任
、管

理
職

との
連

携
が

ス
ム

ー
ズ

で
、明

朗
会

計
、事

故
防

止
が

で
きた

。
Ｂ

・特
に

な
し。

仲
町

中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

安
行

中
組

織
運

営

〇
目

指
す

学
校

像
、目

指
す

生
徒

像
の

具
現

化
に

向
け

て
、教

職
員

一
人

ひ
と

りの
指

導
力

・課
題

解
決

能
力

を育
成

す
る

。

〇
管

理
職

が
各

主
任

と連
携

しな
が

ら、
課

題
及

び
課

題
解

決
状

況
の

把
握

、方
策

の
調

整
・改

善
・見

届
け

を行
うこ

とで
、目

指
す

学
校

像
の

具
現

化
に

向
け

て
、課

題
意

識
をも

って
学

校
運

営
、

学
年

経
営

を行
うこ

とが
で

きた
。

Ｂ

・学
校

教
育

目
標

の
充

実
を図

る
た

め
、校

長
先

生
指

導
の

下
、教

頭
・主

幹
教

諭
・学

年
主

任
の

先
生

が
心

を一
つ

に
して

、深
く配

慮
しな

が
ら努

力
して

い
る

。非
常

に
心

強
く感

じる
。

・課
題

意
識

を持
ち

つ
つ

、学
校

運
営

へ
の

参
画

意
識

をよ
り高

め
る

事
と同

じに
教

職
員

一
人

ひ
とり

の
能

力
、意

識
の

向
上

に
期

待
した

い
。

・教
職

員
一

人
ひ

とり
の

能
力

アッ
プは

大
切

だ
と思

う。
その

上
で

、チ
ー

ム
とし

て
互

い
に

リス
ペ

クト
し、

物
事

に
取

り組
む

こと
は

よい
こと

と思
う。

安
行

中
□

目
指

す
教

師
像

に
向

け
て

、教
職

員
一

人
ひ

とり
が

チ
ー

ム
の

一
員

とし
て

意
欲

的
に

協
働

し、
責

任
をも

って
校

務
分

掌
を遂

行
す

る
こと

で
、学

校
運

営
の

参
画

意
識

を高
め

る
。

□
目

指
す

教
師

像
に

向
け

て
、教

職
員

が
互

い
に

リス
ペ

クト
し、

各
主

任
の

参
画

意
識

を高
め

な
が

ら組
織

的
な

学
校

運
営

を行
うこ

とが
で

きた
。責

任
をも

って
職

務
を遂

行
す

る
教

職
員

が
増

え
た

。
Ｂ

・先
生

方
が

連
携

を取
る

た
め

に
努

力
され

て
い

る
の

を感
じた

。先
生

同
士

の
繋

が
りも

しっ
か

りと
気

づ
い

て
い

け
る

とよ
い

。
・ま

ず
は

教
員

自
身

が
自

分
に

自
信

をも
ち

、そ
の

上
で

お
互

い
をリ

ス
ペ

クト
す

る
こと

が
大

切
だ

と思
う。

・様
々

な
課

題
が

あ
る

中
で

、先
生

方
が

苦
労

され
て

い
る

と思
う。

今
、世

の
中

が
情

報
に

溢
れ

て
い

て
や

りに
くい

場
面

も
あ

る
と思

う。
い

つ
も

応
援

して
い

る
の

で
、頑

張
って

ほ
しい

。
安

行
中

安
行

中
教

育
課

程
〇

昨
年

度
、県

の
学

力
向

上
重

点
支

援
校

とし
て

、研
修

を重
ね

た
成

果
を継

承
し、

指
導

方
法

の
工

夫
改

善
を進

め
る

。

〇
昨

年
度

の
研

修
の

成
果

を活
か

した
授

業
改

善
に

つ
い

て
は

、教
員

間
で

その
取

り組
み

に
差

が
あ

った
。一

方
、歯

科
保

健
教

育
を教

育
課

程
に

位
置

付
け

、教
科

横
断

的
な

視
点

か
ら特

色
あ

る
教

育
を実

施
す

る
こと

に
つ

い
て

は
、成

果
が

見
られ

た
。

Ｂ
・学

力
向

上
とい

う課
題

に
対

し、
組

織
的

に
互

い
の

助
言

等
に

より
授

業
改

善
を進

め
て

い
た

だ
きた

い
。

・高
校

受
験

が
あ

る
た

め
、学

力
向

上
は

必
要

な
こと

だ
と思

う。
生

徒
一

人
ひ

とり
の

考
え

方
や

な
ぜ

そう
な

の
か

興
味

が
も

て
る

よう
な

授
業

が
で

きる
とよ

い
と思

う。
安

行
中

□
市

教
委

の
指

導
主

事
を積

極
的

に
招

聘
し、

研
究

授
業

に
お

い
て

の
指

導
助

言
を今

後
に

活
か

す
とと

も
に

、教
員

間
で

授
業

を見
合

うこ
とで

指
導

力
向

上
・

学
力

向
上

に
向

け
た

授
業

改
善

を図
る

。

□
研

究
授

業
を複

数
回

実
施

す
る

とと
も

に
、教

員
同

士
の

授
業

参
観

を実
施

した
。研

究
授

業
前

後
に

は
、ベ

テ
ラン

・中
堅

教
諭

が
若

手
教

諭
に

適
切

な
助

言
をし

な
が

ら、
組

織
的

に
授

業
改

善
を

進
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ

・子
ども

た
ち

の
学

習
意

欲
を全

員
に

求
め

る
の

は
難

しい
か

も
しれ

な
い

が
、先

生
方

が
努

力
をし

て
い

る
の

は
感

じる
。ま

た
、保

健
教

育
を通

して
集

中
力

を伸
ば

して
い

る
こと

や
生

徒
の

意
欲

が
上

が
って

い
る

子
も

い
る

と
感

じた
。

・家
庭

学
習

に
取

り組
む

生
徒

が
少

な
い

の
で

、学
習

をす
る

習
慣

をつ
け

た
方

が
よい

と思
う。

安
行

中
安

行
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

○
地

域
とと

も
に

あ
る

学
校

を推
進

す
る

こと
を柱

とし
、目

指
す

学
校

像
や

ビジ
ョ

ンを
明

確
に

して
、地

域
と一

体
とな

って
地

域
学

校
協

働
活

動
を進

め
て

い
く。

○
生

徒
が

地
域

の
方

に
支

え
られ

な
が

ら、
地

域
の

祭
りや

ふ
る

さと
の

森
の

整
備

に
参

加
した

り、
特

別
支

援
学

級
の

生
徒

が
販

売
学

習
を実

施
した

りす
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・本
校

の
誇

る
点

は
教

育
の

真
目

的
（

学
校

・家
庭

・社
会

）
三

位
一

体
の

充
実

して
い

る
所

だ
と思

って
い

る
が

、最
近

PT
A活

動
の

見
直

しに
より

、保
護

者
の

学
校

に
対

す
る

協
力

意
識

が
希

薄
に

な
りつ

つ
あ

る
。地

域
の

人
た

ち
も

この
こと

を憂
慮

して
い

る
。こ

れ
を良

い
方

向
に

して
い

く責
任

を感
じて

い
る

。
・地

域
の

行
事

や
活

動
に

参
加

し、
地

域
の

人
達

の
環

境
整

備
に

関
して

の
行

動
を共

に
体

験
し、

住
ん

で
い

る
町

を見
、地

域
を理

解
す

る
こと

は
意

義
が

あ
る

。
安

行
中

□
日

頃
の

教
育

活
動

に
つ

い
て

、学
校

だ
より

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

発
信

す
る

。
□

生
徒

の
様

子
や

保
護

者
・地

域
の

方
々

の
認

識
が

低
い

内
容

に
つ

い
て

、学
校

だ
より

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
意

図
的

に
発

信
をし

た
。情

報
発

信
の

充
実

と発
信

内
容

の
改

善
を図

る
こと

で
、内

容
に

つ
い

て
は

保
護

者
か

ら一
定

の
評

価
を得

る
こと

が
で

きた
。

・地
域

の
団

体
に

も
っと

い
ろ

い
ろ

と投
げ

か
け

た
り、

地
域

か
ら情

報
を学

校
に

提
供

して
も

らう
こと

も
して

も
よ

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

うか
。

・個
人

情
報

の
漏

洩
等

で
生

徒
の

情
報

が
昔

に
比

べ
て

見
られ

な
くな

って
い

る
こと

は
残

念
で

あ
る

が
、地

域
の

サ
ポ

ー
ター

とし
て

い
つ

まで
も

応
援

した
い

と思
う。

・保
護

者
が

地
域

の
行

事
や

活
動

に
参

加
しな

くな
って

い
る

。
・H

Pは
見

る
こと

が
少

な
い

た
め

、H
Pに

導
くた

め
に

連
絡

アプ
リを

使
用

して
誘

導
して

い
くの

は
どう

だ
ろ

うか
。

も
しく

は
、連

絡
アプ

リと
分

担
をす

る
とよ

い
。

安
行

中
安

行
中

教
職

員
の

資
質

向
上

○
若

手
教

員
の

学
ぶ

機
会

を設
定

す
る

こと
を心

掛
け

、積
極

的
に

研
修

に
参

加
させ

、教
職

員
一

人
ひ

とり
に

応
じた

適
切

な
指

導
を行

うこ
とで

、指
導

力
の

向
上

を図
る

。

○
市

教
委

の
訪

問
や

管
理

職
に

よる
授

業
観

察
等

を通
して

、教
員

の
授

業
改

善
、指

導
力

の
向

上
を図

った
。ま

た
、若

手
教

員
が

、先
輩

か
ら学

び
な

が
ら教

材
研

究
や

授
業

改
善

を進
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ

・素
晴

らし
い

生
徒

を育
成

す
る

に
は

、教
職

員
の

人
格

的
感

化
が

必
要

で
あ

る
と思

う。
・教

職
とし

て
の

意
識

や
責

任
感

の
向

上
、一

社
会

人
とし

て
の

意
識

、心
構

え
を再

確
認

して
ほ

しい
。

・働
き方

改
革

で
少

しは
先

生
方

に
自

分
の

時
間

が
で

きた
で

しょ
うか

。気
分

転
換

を図
った

り、
自

主
的

な
勉

強
をし

た
りす

る
時

間
が

あ
る

と良
い

と思
う。

安
行

中

□
教

育
公

務
員

とし
て

の
意

識
向

上
を図

り、
不

祥
事

及
び

教
職

員
事

故
ゼ

ロ
を目

指
す

。

□
職

員
会

議
、朝

の
打

ち
合

わ
せ

、研
修

の
み

で
な

く、
教

頭
が

普
段

か
ら最

新
の

ニュ
ー

ス
を周

知
す

る
とと

も
に

、メ
ー

ル
や

校
内

掲
示

等
で

全
教

職
員

に
その

時
機

に
合

った
注

意
を呼

び
か

け
る

こと
で

、日
頃

か
ら事

故
防

止
に

係
る

啓
発

活
動

を行
うこ

とが
で

きた
。

Ｂ

・先
生

方
に

気
持

ち
の

余
裕

も
大

切
に

して
ほ

しい
と思

う。
・保

護
者

の
方

々
か

ら、
心

配
に

な
る

発
言

の
あ

る
先

生
が

い
る

と聞
い

て
い

る
。よ

い
先

生
が

多
い

の
に

、心
配

に
感

じる
こと

が
た

まに
あ

る
。

・他
校

の
研

究
発

表
に

参
加

で
きな

い
の

は
、教

室
を空

け
られ

な
い

か
らで

しょ
うか

。チ
ャン

ス
を与

え
られ

な
い

の
は

、残
念

で
あ

る
。

安
行

中
安

行
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

○
年

間
行

事
計

画
、指

導
計

画
に

基
づ

き、
実

践
的

な
安

全
指

導
の

徹
底

を
図

る
。ま

た
、生

徒
の

危
険

回
避

能
力

の
向

上
とと

も
に

、教
職

員
の

危
機

管
理

意
識

の
向

上
を図

る
。

○
全

職
員

に
よる

定
期

点
検

を実
施

す
る

とと
も

に
、点

検
項

目
の

改
善

や
管

理
職

等
に

よる
臨

時
点

検
を実

施
し、

安
全

管
理

を徹
底

した
。ま

た
、計

画
的

に
施

設
・設

備
を修

繕
し、

安
全

な
環

境
を整

備
し、

施
設

設
備

に
係

る
事

故
をゼ

ロと
した

。
Ａ

・安
全

な
学

校
に

す
る

た
め

、引
き続

き取
り組

ん
で

ほ
しい

。
・あ

る
も

の
を丁

寧
に

使
用

し、
事

故
防

止
に

は
しっ

か
りと

経
費

を当
て

て
ほ

しい
。

・今
年

は
メデ

ィア
で

盗
撮

な
どの

ニュ
ー

ス
が

あ
り、

気
苦

労
が

多
か

った
と思

う。
生

徒
が

安
全

で
安

心
で

きる
学

校
作

りを
サ

ポ
ー

トで
きれ

ば
と思

う。
安

行
中

□
コス

ト意
識

をも
ち

、適
正

な
予

算
執

行
と会

計
管

理
を行

い
、会

計
事

故
ゼ

ロを
継

続
す

る
。

□
予

算
管

理
及

び
会

計
処

理
に

つ
い

て
は

、複
数

の
目

で
確

認
をし

な
が

ら適
切

に
処

置
をす

る
こと

で
、会

計
事

故
をゼ

ロに
した

。
Ａ

・不
審

者
対

応
は

、生
徒

を守
る

た
め

に
とて

も
大

切
な

こと
な

の
で

、引
き続

き実
施

して
ほ

しい
。

・○
○

対
応

訓
練

な
ど、

自
分

で
な

か
な

か
判

断
で

きな
い

よう
な

こと
を訓

練
して

お
くこ

とは
よい

と思
う。

安
行

中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

芝
東

中
組

織
運

営
〇

一
人

ひ
とり

が
学

校
参

画
の

意
識

を持
ち

、組
織

的
・計

画
的

に
学

校
経

営
を行

う。

〇
教

職
員

の
育

成
の

観
点

か
らも

適
材

適
所

の
配

置
をす

る
こと

が
で

きた
。

〇
い

じめ
対

策
委

員
会

や
部

活
動

検
討

委
員

化
を立

ち
上

げ
る

こと
が

で
きた

。
〇

教
務

主
任

を中
心

に
計

画
的

な
運

営
を行

うこ
とが

で
きた

。
Ａ

・本
校

は
これ

まで
部

活
動

を盛
ん

に
行

って
きた

。今
後

は
、教

員
の

働
き方

改
革

も
あ

る
が

、子
ども

た
ち

の
た

め
に

の
思

い
で

部
活

動
改

革
も

進
め

て
ほ

しい
。

芝
東

中
〇

校
長

室
の

常
時

開
放

し、
生

徒
下

校
後

な
ど意

識
的

に
職

員
室

で
の

時
間

を増
や

した
。

〇
昨

年
度

に
引

き続
き掲

示
を続

け
る

こと
が

で
きた

。
〇

校
長

室
だ

より
で

、学
力

向
上

、不
祥

事
根

絶
、働

きが
い

改
革

に
つ

い
て

発
信

した
。

Ａ

芝
東

中
芝

東
中

教
育

課
程

〇
よい

授
業

、よ
い

クラ
ス

、よ
い

学
び

（
３

つ
の

Y）
を実

践
し、

学
力

の
向

上
を図

る
。

〇
自

己
評

価
シ

ー
トへ

の
位

置
付

け
を明

文
化

して
い

る
教

職
員

は
少

な
か

った
が

、面
談

の
際

に
は

意
識

して
い

る
こと

は
伝

わ
り、

授
業

改
善

の
意

識
も

向
上

した
。

〇
校

内
研

修
に

つ
い

て
は

、全
校

を挙
げ

て
の

取
り組

み
が

見
られ

な
か

った
。

Ｂ
・発

達
的

な
課

題
をし

っか
りと

把
握

す
る

た
め

に
も

全
生

徒
で

検
査

を実
施

す
る

こと
は

で
きな

い
の

か
。

・一
方

で
、検

査
の

結
果

で
線

引
きを

す
る

よう
な

こと
は

絶
対

に
あ

って
は

な
らな

い
。

芝
東

中
□

つ
な

が
り・

か
か

わ
り１

０
０

％
とし

、不
登

校
支

援
・生

徒
指

導
・教

育
相

談
の

充
実

を図
る

。

□
教

育
相

談
主

任
を中

心
に

、部
会

の
リニ

ュー
アル

・効
率

化
を図

った
。

□
ス

テ
ップ

ル
ー

ム
を整

備
す

る
こと

で
、ホ

ット
ル

ー
ム

とし
て

の
位

置
づ

け
で

相
談

室
との

差
別

化
を

図
った

。
□

不
登

校
親

の
会

（
パ

ンジ
ー

の
会

）
を開

催
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ

芝
東

中
芝

東
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
地

域
の

学
校

へ
と学

校
組

織
を変

換
す

る
。

〇
HP

の
在

り方
に

つ
い

て
検

討
す

る
こと

とし
た

。
〇

PT
Aが

主
体

とな
り、

PT
A改

革
を進

め
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・県
外

で
は

あ
る

が
高

等
学

校
で

「校
内

カフ
ェ」

とし
て

地
域

に
学

校
の

施
設

を開
放

して
い

る
事

例
を聞

い
た

。中
学

校
で

は
難

しい
か

も
しれ

な
い

が
、子

ども
た

ち
が

地
域

とつ
な

が
る

機
会

とな
る

と感
じた

。
芝

東
中

〇
祭

りな
どの

行
事

に
は

積
極

的
に

参
加

した
。

〇
研

究
協

議
会

の
場

で
、学

校
内

・外
の

情
報

に
つ

い
て

共
有

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・中
学

生
の

登
下

校
の

見
守

りは
地

域
で

は
な

か
な

か
や

りき
れ

な
い

。中
学

生
に

自
助

の
意

識
を高

め
る

上
で

も
、生

徒
自

身
で

通
学

路
の

点
検

を実
施

し、
安

全
マッ

プの
よう

な
も

の
を作

って
把

握
した

らど
うか

。
芝

東
中

芝
東

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

よい
授

業
、よ

い
クラ

ス
、よ

い
学

び
（

３
つ

の
Y）

を実
践

し、
学

力
の

向
上

を図
る

。【
再

掲
】

〇
自

己
評

価
シ

ー
トへ

の
位

置
付

け
を明

文
化

して
い

る
教

職
員

は
少

な
か

った
が

、面
談

の
際

に
は

意
識

して
い

る
こと

は
伝

わ
り、

授
業

改
善

の
意

識
も

向
上

した
。

〇
校

内
研

修
に

つ
い

て
は

、全
校

を挙
げ

て
の

取
り組

み
が

見
られ

な
か

った
。

Ｂ
・特

に
な

し

芝
東

中

□
「働

きが
い

改
革

」を
推

進
す

る
。

□
作

成
は

した
も

の
の

、細
分

化
しす

ぎ
て

い
る

た
め

、意
識

づ
け

まで
は

で
きて

い
な

い
。

□
リス

クマ
ネ

ジ
メン

トや
自

身
の

業
務

管
理

に
つ

い
て

は
、若

手
と中

堅
教

員
な

ど、
個

人
差

が
あ

る
こ

とは
否

め
な

い
。

□
年

齢
差

を超
え

て
職

員
の

雰
囲

気
は

良
好

で
あ

る
。

Ｂ

芝
東

中
芝

東
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
快

適
な

教
育

環
境

とす
る

た
め

、適
切

な
施

設
管

理
を行

う。
〇

施
設

の
老

朽
化

に
よる

破
損

・故
障

な
ど、

や
む

を得
な

い
修

繕
をせ

ざ
る

を得
な

い
状

況
で

あ
る

。
〇

日
常

的
な

点
検

に
つ

い
て

は
、随

時
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

〇
学

校
どこ

か
らで

も
報

告
で

きる
安

全
点

検
の

シ
ス

テ
ム

を構
築

した
。

Ｂ
・環

境
は

学
び

に
大

きく
影

響
す

る
。今

後
も

生
徒

た
ち

が
気

持
ち

よく
学

べ
る

環
境

の
維

持
をお

願
い

す
る

。

芝
東

中

□
透

明
性

の
あ

る
予

算
執

行
を行

う。

□
事

務
担

当
・会

計
担

当
との

綿
密

な
話

し合
い

を行
い

、随
時

、予
算

の
見

直
しを

行
うこ

とが
で

きた
。

□
教

頭
を中

心
に

倫
理

確
立

委
員

会
を行

った
。

□
部

活
動

会
計

に
つ

い
て

は
、部

活
動

検
討

委
員

会
で

も
協

議
した

。

Ａ

芝
東

中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

芝
西

中
組

織
運

営
〇

学
校

総
合

力
を向

上
させ

る
た

め
、一

人
ひ

とり
の

教
職

員
に

活
躍

の
場

を得
させ

、教
職

員
が

生
徒

の
見

本
とな

る
よう

に
全

教
員

が
夢

中
に

な
って

働
け

る
経

営
を行

う。
（

学
校

評
価

で
夢

中
に

な
って

働
け

た
が

１
０

０
％

)
〇

第
２

回
教

職
員

学
校

評
価

の
結

果
、両

校
で

「夢
中

に
な

って
働

い
て

い
る

」が
９

１
％

だ
った

。
Ｂ

・働
きか

た
改

革
も

進
め

られ
て

い
る

中
、夢

中
に

な
って

子
ども

と向
き合

え
な

い
先

生
が

い
る

の
が

残
念

で
す

。

芝
西

中
□

第
２

回
教

職
員

学
校

評
価

で
学

び
の

保
証

は
８

９
％

、つ
な

が
りは

１
０

０
％

に
な

った
。

Ｂ
・不

登
校

生
徒

が
増

え
る

中
、支

援
率

８
９

％
をあ

げ
て

い
る

工
夫

が
素

晴
らし

い
。

・個
々

の
生

徒
に

目
標

設
定

をさ
せ

る
とい

う点
が

た
い

へ
ん

参
考

に
な

りま
した

。
芝

西
中

◇
第

２
回

教
職

員
学

校
評

価
で

９
３

％
が

肯
定

的
な

意
見

だ
った

が
、学

級
活

動
の

時
間

に
あ

ま
り取

り組
め

な
か

った
。

Ｂ
・陽

春
分

校
に

通
う生

徒
に

とっ
て

、進
路

指
導

・キ
ャリ

ア教
育

は
た

い
へ

ん
重

要
で

あ
る

と考
え

ます
。学

校
評

価
の

結
果

に
取

り組
み

の
成

果
が

表
れ

て
い

る
と感

じま
した

。
芝

西
中

教
育

課
程

〇
「生

徒
が

夢
中

に
な

って
活

動
す

る
」授

業
の

実
現

。（
生

徒
の

学
校

評
価

で
、授

業
に

夢
中

に
取

り組
め

た
が

９
０

％
以

上
）

〇
「生

徒
が

夢
中

に
な

って
活

動
す

る
」に

向
け

授
業

改
善

を進
め

て
い

る
９

４
％

に
な

った
。「

学
び

に
向

か
う力

」に
対

す
る

共
通

理
解

を深
め

られ
た

。
Ａ

・「
学

び
に

向
か

う力
・人

間
性

」へ
の

全
教

職
員

の
共

通
理

解
や

高
め

る
た

め
の

取
り組

み
が

す
ば

らし
い

と思
い

ます
。

芝
西

中
□

芝
西

中
・陽

春
分

校
の

授
業

ス
タイ

ル
を意

識
した

が
９

４
％

に
な

った
。

Ａ
・新

しく
入

った
先

生
方

に
も

授
業

に
お

け
る

共
通

理
解

が
浸

透
して

い
る

の
が

素
晴

らし
い

。
芝

西
中

◇
日

本
語

指
導

の
工

夫
・充

実
に

は
取

り組
め

た
。

Ｂ
・日

本
語

指
導

の
充

実
に

つ
い

て
、日

本
で

生
活

す
る

外
国

籍
生

徒
に

対
す

る
日

本
文

化
へ

の
理

解
に

着
目

した
点

が
す

ば
らし

い
と感

じま
した

。
芝

西
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
保

護
者

・地
域

との
活

動
を通

して
、保

護
者

・地
域

か
ら信

頼
され

、誇
りに

思
わ

れ
る

学
校

に
す

る
。（

学
校

評
価

に
お

い
て

、学
校

の
様

子
が

わ
か

り、
誇

り
に

思
うが

８
０

％
以

上
）

〇
第

２
回

教
職

員
学

校
評

価
の

結
果

、「
で

きた
」は

８
２

％
だ

った
。保

護
者

の
学

校
評

価
で

は
、

学
校

の
教

育
活

動
の

様
子

が
分

か
る

が
９

３
％

だ
った

。
Ａ

・保
護

者
の

学
校

評
価

で
は

、学
校

の
教

育
活

動
の

様
子

が
分

か
る

が
９

３
％

は
高

い
。

・保
護

者
が

学
校

の
取

り組
み

をき
ち

ん
と理

解
して

い
る

点
が

す
ば

らし
い

と思
い

ます
。

芝
西

中
□

第
２

回
教

職
員

学
校

評
価

の
結

果
、「

で
きた

」は
８

２
％

だ
った

。保
護

者
の

学
校

評
価

で
は

、
学

校
か

らの
通

知
を確

認
して

い
る

が
８

０
％

だ
った

。
Ａ

・小
中

連
携

で
挨

拶
運

動
な

どを
通

して
、つ

な
が

りが
で

きて
い

る
の

が
い

い
。

芝
西

中
◇

参
加

者
が

最
大

７
名

の
地

域
が

あ
った

。
Ｂ

・今
年

も
あ

まり
増

え
て

い
な

い
。来

年
度

こそ
多

くの
生

徒
に

参
加

して
も

らい
た

い
。

芝
西

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

生
徒

、保
護

者
、地

域
か

ら誇
りに

思
わ

れ
る

教
職

員
に

育
成

し、
教

職
員

事
故

ゼ
ロを

達
成

す
る

。
〇

概
ね

取
り組

む
こと

が
で

きた
。

Ｃ
・教

職
員

事
故

が
あ

った
の

が
残

念
だ

った
。

芝
西

中
□

「働
き方

改
革

」の
推

進
・徹

底
をす

る
。（

負
担

感
が

軽
減

した
職

員
が

９
０

％
以

上
）

□
１

０
％

減
は

達
成

で
きな

か
った

。
Ｃ

・「
安

全
・安

心
」は

学
校

教
育

の
基

盤
で

あ
る

と考
え

ます
。学

校
評

価
の

結
果

に
日

頃
か

らの
取

り組
み

の
成

果
が

表
れ

て
い

る
と感

じま
した

。
芝

西
中

◇
教

職
員

が
企

画
運

営
す

る
倫

理
確

立
委

員
会

を教
頭

が
実

施
し、

先
生

方
の

意
識

を高
揚

し
た

。
Ｂ

・授
業

へ
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

利
活

用
に

継
続

して
取

り組
ん

で
い

た
だ

きた
い

と思
い

ます
。

芝
西

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

適
切

な
予

算
執

行
と会

計
事

故
ゼ

ロ。
〇

第
２

回
教

職
員

学
校

評
価

の
結

果
、「

で
きた

」は
９

５
％

だ
った

。
Ｂ

・転
出

入
者

が
多

い
学

校
で

、会
計

事
故

防
止

に
取

り組
む

の
は

容
易

で
は

な
い

。

芝
西

中
□

安
全

・安
心

を最
優

先
とし

た
施

設
・設

備
事

故
ゼ

ロ。
□

第
２

回
教

職
員

学
校

評
価

の
結

果
、「

で
きた

」は
９

５
％

だ
った

。
Ｂ

・施
設

・設
備

事
故

ゼ
ロは

続
け

て
欲

しい
。

芝
西

中
◇

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

タブ
レッ

トＰ
Ｃ

を更
に

有
効

活
用

す
る

。
◇

第
２

回
教

職
員

学
校

評
価

の
結

果
「活

用
で

きた
」が

６
６

％
だ

った
。

Ｃ
・他

校
か

らも
有

効
活

用
事

例
を導

入
して

くだ
さい

。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

岸
川

中
組

織
運

営
〇

分
掌

等
の

大
幅

な
見

直
し。

〇
学

校
運

営
を自

分
事

とし
て

捉
え

、各
自

カリ
キ

ュラ
ム

マネ
ジ

メン
トを

行
う。

〇
O

JT
に

より
経

験
豊

富
な

教
職

員
か

ら、
知

識
技

能
の

伝
承

を行
い

、不
易

流
行

な
学

校
運

営
を行

う。

〇
分

掌
等

の
見

直
しを

行
うこ

とは
で

きた
。

〇
各

自
の

カリ
キ

ュラ
ム

マネ
ジ

メン
トに

お
い

て
は

、意
識

は
上

が
って

い
る

が
、一

人
ひ

とり
が

理
解

し
て

、積
極

的
に

行
う段

階
に

は
な

い
。

〇
数

少
な

い
ベ

テ
ラン

の
経

験
を伝

承
す

る
こと

は
で

きて
い

る
。

Ｂ
・教

職
員

が
共

に
学

び
な

が
ら意

識
を高

め
る

努
力

が
必

要
。

・若
手

教
職

員
の

社
会

人
とし

て
の

意
識

向
上

をど
の

よう
に

して
い

くか
。

・課
題

解
決

の
た

め
、各

主
任

を中
心

に
組

織
的

な
対

応
をす

る
必

要
が

あ
る

。

岸
川

中
□

不
登

校
出

現
率

を８
％

、不
登

校
支

援
率

１
０

０
％

とす
る

。
□

支
援

率
１

０
０

％
の

内
容

を重
視

す
る

。
□

学
習

保
障

に
お

い
て

、効
果

的
な

支
援

方
法

を確
立

す
る

。

□
不

登
校

出
現

率
は

現
在

７
.５

%
とな

って
い

る
が

、目
標

値
より

低
い

が
、不

登
校

が
多

い
。小

中
連

携
を密

に
行

って
は

い
る

が
、個

別
の

学
習

保
障

は
難

しい
状

況
に

あ
る

。ウ
エル

カム
ス

クー
ル

及
び

とま
り木

ル
ー

ム
の

充
実

は
果

た
せ

て
い

る
。

Ｂ

・と
まり

木
ル

ー
ム

の
生

徒
の

表
情

が
明

る
く変

化
して

い
くの

は
嬉

しい
。自

己
肯

定
感

の
育

成
に

一
役

を果
た

せ
て

い
る

。
・生

徒
理

解
が

必
要

。
・と

まり
木

ル
ー

ム
の

認
知

度
を上

げ
る

。
岸

川
中

岸
川

中
教

育
課

程
〇

小
中

連
携

に
お

い
て

９
年

間
を通

して
学

力
向

上
を行

う。
〇

思
考

を止
め

な
い

授
業

及
び

生
きた

知
識

の
習

得
を行

う。

〇
小

中
連

携
全

体
会

議
、生

徒
指

導
担

当
者

会
議

、学
力

向
上

担
当

者
会

議
をそ

れ
ぞ

れ
設

け
、９

年
間

を通
して

の
学

力
向

上
を図

る
第

一
歩

は
踏

み
出

せ
た

。
〇

互
い

の
授

業
を参

観
す

る
こと

は
教

員
の

人
員

不
足

も
あ

り、
思

うよ
うに

は
実

行
で

きな
か

った
。

〇
生

きた
知

識
の

習
得

に
つ

い
て

は
、教

員
が

意
識

しな
が

ら授
業

改
善

を行
って

い
る

。

Ｂ

・外
国

籍
生

徒
に

対
し、

何
か

地
域

で
協

力
で

きれ
ば

。
・小

中
連

携
は

とて
も

意
義

が
あ

る
。

・児
童

生
徒

の
交

流
が

増
え

る
と良

い
。

・教
員

不
足

に
対

し、
社

会
全

体
で

向
き合

う必
要

が
あ

る
。

岸
川

中
岸

川
中

岸
川

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

保
護

者
・地

域
の

方
々

の
学

校
行

事
へ

の
参

加
率

を高
め

る
。

〇
魅

力
あ

る
HP

の
作

成
。

〇
学

校
運

営
協

議
会

に
お

い
て

、様
残

な
貴

重
な

意
見

をい
た

だ
き、

学
校

運
営

に
反

映
させ

る
こと

は
で

きた
。

〇
HP

の
更

新
に

お
い

て
は

、教
員

及
び

生
徒

会
な

どが
昨

年
以

上
に

行
った

。
Ｂ

・地
域

の
方

が
学

校
に

足
を運

ん
で

も
らえ

る
こと

を考
え

て
い

きた
い

。
・ボ

ラン
テ

ィア
で

地
域

の
行

事
に

参
加

して
くれ

て
い

る
生

徒
は

積
極

的
に

協
力

して
い

る
。

岸
川

中
岸

川
中

岸
川

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

生
徒

理
解

を深
め

、授
業

・生
徒

指
導

・教
育

相
談

の
力

を高
め

る
。

〇
社

会
人

とし
て

当
た

り前
の

こと
を身

に
付

け
させ

る
。

〇
生

徒
理

解
に

関
す

る
研

修
を本

年
度

も
行

った
結

果
、教

員
の

生
徒

理
解

力
は

高
まっ

て
い

る
。

〇
若

手
教

職
員

の
社

会
人

とし
て

の
視

野
は

、昨
年

度
と比

べ
向

上
は

して
い

る
が

、ま
だ

視
野

が
広

い
とは

言
え

な
い

。
Ｂ

・一
般

社
会

人
の

感
覚

を教
員

が
身

に
付

け
る

必
要

が
あ

る
。

・視
野

を広
げ

る
た

め
に

は
地

域
の

ボ
ラン

テ
ィア

活
動

に
参

加
す

る
と良

い
の

で
は

。
・経

験
豊

富
な

先
生

か
らの

技
術

の
伝

承
が

必
要

。
岸

川
中

□
働

き方
改

革
へ

の
意

識
付

け
と、

ワー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

を考
え

豊
か

な
人

生
を送

る
た

め
の

視
野

を広
げ

、そ
こで

学
ん

だ
こと

を生
徒

に
還

元
す

る
。

□
計

画
年

休
を取

得
す

る
教

職
員

は
増

え
て

い
る

が
、い

まだ
タイ

ム
マネ

ジ
メン

トへ
の

意
識

が
薄

く、
在

校
時

間
が

非
常

に
長

い
教

職
員

も
い

る
。

Ｂ

岸
川

中
岸

川
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
生

徒
が

安
全

な
中

で
学

習
に

取
り組

む
こと

が
で

きる
環

境
づ

くり
。

〇
プレ

ハ
ブの

取
壊

しや
木

工
室

・金
工

室
、音

楽
室

・ト
イレ

に
お

け
る

改
修

は
計

画
的

に
行

うこ
と

が
で

きた
が

、予
算

の
関

係
上

、L
ED

化
や

木
工

室
に

お
け

る
机

の
修

繕
に

は
い

た
って

い
な

い
。

Ｂ

・日
々

の
安

全
チ

ェッ
クを

お
願

い
しま

す
。

・生
徒

た
ち

の
安

心
安

全
を守

って
くだ

さい
。

・校
内

が
い

つ
も

清
潔

に
保

た
れ

て
い

る
。校

務
員

さん
に

感
謝

しま
す

。プ
ラン

ター
の

花
が

減
って

い
る

よう
に

見
受

け
られ

る
。

岸
川

中
岸

川
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

榛
松

中
組

織
運

営
〇

目
指

す
学

校
像

「笑
顔

が
あ

ふ
れ

る
　学

び
と感

動
の

あ
る

榛
松

中
学

校
」の

実
現

に
向

け
て

、教
職

員
の

意
識

と組
織

力
を向

上
させ

る
。

〇
教

職
員

との
面

談
で

、個
別

目
標

や
達

成
状

況
を確

認
した

。様
々

な
場

面
を通

じて
定

期
的

に
啓

発
した

こと
で

、生
徒

・教
職

員
とも

目
指

す
学

校
像

プラ
ス

評
価

９
０

％
以

上
と、

学
校

全
体

の
意

識
向

上
が

図
れ

た
。

〇
学

年
副

主
任

の
導

入
に

より
役

割
が

明
確

化
され

、組
織

対
応

力
が

高
まっ

た
。

Ａ
・職

員
の

目
標

が
統

一
され

、概
ね

同
じ方

向
に

進
む

こと
が

で
きて

い
る

。

榛
松

中
□

安
心

・安
全

な
居

場
所

とし
て

の
学

校
づ

くり
を推

進
し、

新
規

不
登

校
生

徒
の

抑
止

と継
続

不
登

校
生

徒
へ

の
支

援
率

１
０

０
％

とす
る

。

□
個

別
学

習
支

援
体

制
の

構
築

をは
じめ

、１
年

生
４

月
の

校
外

学
習

、交
流

教
育

の
充

実
、い

じめ
対

策
会

議
の

開
催

、デ
ジ

タル
生

活
ノー

ト導
入

な
ど、

人
間

関
係

作
りと

、い
じめ

問
題

の
未

然
防

止
・早

期
対

応
を進

め
た

結
果

、生
徒

の
安

心
・安

全
な

学
校

づ
くり

を推
進

で
きた

。
Ａ

・子
ども

を放
って

お
か

な
い

体
制

作
りを

意
識

して
ほ

しい
。

・デ
ジ

タル
生

活
ノー

トは
、子

ども
に

即
時

性
を求

め
られ

る
と、

先
生

の
働

き方
改

革
に

逆
行

す
る

可
能

性
が

あ
る

。ま
た

、子
ども

と教
員

の
や

りと
りを

保
護

者
が

知
る

こと
が

で
きな

い
可

能
性

は
あ

る
。

・書
く練

習
とI

CT
活

用
の

上
手

な
バ

ラン
ス

を考
え

て
ほ

しい
。

榛
松

中
榛

松
中

教
育

課
程

〇
自

主
性

・協
調

性
・実

行
性

の
あ

る
活

動
を通

して
、社

会
の

中
で

より
よく

生
きる

力
の

育
成

を図
る

教
育

を実
現

す
る

。

〇
年

間
計

画
に

位
置

付
け

、全
学

年
で

デ
ジ

タル
教

材
を活

用
した

キ
ャリ

ア教
育

の
授

業
を展

開
し

た
。ま

た
、地

区
の

小
学

校
と算

数
・数

学
を中

心
とし

た
小

中
連

携
に

取
り組

み
、授

業
見

学
、協

議
を重

ね
た

。
〇

他
校

の
研

究
授

業
を広

く周
知

し、
職

員
を積

極
的

に
参

加
させ

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・学

校
で

の
取

り組
み

をも
っと

保
護

者
が

見
え

る
形

に
す

る
と、

学
校

評
価

の
生

徒
と保

護
者

の
差

が
縮

まる
。

・「
非

認
知

能
力

」の
評

価
も

取
り入

れ
て

み
て

は
どう

か
。

・家
庭

学
習

の
不

足
が

明
らか

で
あ

り、
目

標
設

定
と意

欲
向

上
に

向
け

た
手

立
て

が
大

事
で

あ
る

。

榛
松

中
榛

松
中

榛
松

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

教
育

活
動

の
公

開
や

紹
介

な
どの

情
報

発
信

を定
期

的
に

行
い

、家
庭

・地
域

との
連

携
を強

化
す

る
。

〇
学

校
Ｈ

Ｐ
、学

校
だ

より
や

メー
ル

配
信

をは
じめ

、４
月

・３
月

の
授

業
公

開
、1

0月
の

体
育

祭
、1

1月
の

合
唱

コン
等

、教
育

活
動

の
情

報
発

信
を定

期
的

に
行

い
、保

護
者

・地
域

の
方

の
理

解
促

進
に

つ
な

げ
た

。
〇

職
員

玄
関

に
大

型
モニ

ター
設

置
、学

校
紹

介
動

画
で

来
校

者
を迎

え
る

体
制

を整
え

た
。

Ｂ
・保

護
者

と教
員

の
連

絡
方

法
が

メー
ル

メイ
ンに

な
り、

学
校

の
意

図
や

活
動

が
正

しく
家

庭
や

地
域

に
伝

わ
りに

くく
な

って
い

る
。こ

れ
か

らも
アナ

ログ
で

の
生

徒
・保

護
者

との
対

話
は

必
要

。

榛
松

中
榛

松
中

榛
松

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

教
育

公
務

員
とし

て
の

高
い

倫
理

感
を持

った
教

職
員

の
育

成
と、

教
師

集
団

の
形

成
を実

現
す

る
。

〇
率

先
垂

範
、服

務
の

基
本

、情
報

管
理

を意
識

して
指

導
育

成
が

で
きた

。特
に

「服
務

の
基

本
」に

つ
い

て
は

、繰
り返

し全
体

指
導

を重
ね

、自
覚

向
上

と共
通

理
解

を図
った

。
〇

教
職

員
事

故
根

絶
に

向
け

て
、不

祥
事

防
止

研
修

を定
期

的
に

実
施

した
。

Ａ
・生

徒
の

背
景

を理
解

す
る

こと
で

、教
員

の
指

導
の

幅
も

広
が

る
。

・働
き方

改
革

も
あ

る
が

、教
員

とし
て

本
質

的
な

とこ
ろ

は
削

ぎ
落

して
は

い
け

な
い

。教
育

は
人

と人
が

接
し

て
初

め
て

成
立

す
る

。生
徒

・保
護

者
と直

接
つ

な
が

る
こと

を大
事

に
して

ほ
しい

。
榛

松
中

□
計

画
的

、実
践

的
な

若
手

教
員

の
指

導
育

成
を図

る
。

□
指

導
主

事
を招

聘
した

授
業

研
究

会
や

校
内

教
職

員
で

の
相

互
授

業
参

観
、教

頭
に

よる
若

手
研

修
会

等
を実

施
し、

若
手

教
員

の
指

導
育

成
を図

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・若

い
先

生
方

に
は

電
話

を苦
手

とす
る

先
生

も
い

る
よう

だ
が

、学
校

で
心

配
な

様
子

を感
じた

ら、
保

護
者

に
一

報
入

れ
る

こと
で

、家
庭

との
連

携
強

化
を図

って
欲

しい
。

榛
松

中
榛

松
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
子

ども
に

とっ
て

安
心

・安
全

で
学

び
や

す
い

学
校

、教
職

員
に

とっ
て

働
きや

す
い

職
場

環
境

を実
現

す
る

。

〇
管

理
職

の
日

常
点

検
や

教
職

員
の

定
期

点
検

等
、危

機
管

理
を徹

底
した

。盗
撮

防
止

マニ
ュ

アル
の

作
成

、生
徒

昇
降

口
へ

の
防

犯
カメ

ラ設
置

な
ど、

生
徒

の
安

心
安

全
の

確
保

に
努

め
た

。来
校

者
向

け
で

職
員

玄
関

に
大

型
モニ

ター
を設

置
、教

職
員

の
働

きや
す

さ向
上

の
た

め
、電

話
の

録
音

機
能

を導
入

した
。

Ａ
・老

朽
化

は
進

ん
で

い
る

が
、外

壁
修

繕
が

行
わ

れ
て

お
り、

しば
らく

は
大

丈
夫

そう
に

感
じた

。

榛
松

中
榛

松
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

小
谷

場
中

組
織

運
営

〇
埼

玉
県

学
力

学
習

状
況

調
査

で
、全

教
科

、全
クラ

ス
で

県
平

均
を超

え
る

。

〇
埼

玉
県

学
力

学
習

状
況

調
査

で
、全

教
科

とは
い

か
な

か
った

が
、概

ね
県

平
均

を超
え

る
こと

が
で

きた
。ま

た
、学

力
の

伸
び

は
どの

教
科

も
確

実
に

伸
び

て
きて

い
る

。教
科

担
任

の
授

業
改

善
の

効
果

が
出

て
い

る
。

Ｂ
・相

談
室

登
校

か
ら、

登
校

復
帰

に
つ

い
て

、な
か

な
か

難
しい

とこ
ろ

も
あ

る
が

、相
談

室
登

校
の

充
実

を。

小
谷

場
中

□
不

登
校

生
徒

の
割

合
の

減
少

を実
現

す
る

。（
８

％
→

５
％

）
□

生
徒

指
導

委
員

会
を中

心
に

不
登

校
生

徒
の

支
援

を組
織

的
に

行
い

不
登

校
の

割
合

５
％

以
下

に
減

少
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・風

通
しの

よい
職

場
が

１
番

。今
後

も
継

続
して

ほ
しい

。

小
谷

場
中

・芝
西

小
学

校
との

連
携

に
つ

い
て

、効
果

も
で

て
きて

い
る

の
で

、今
後

も
充

実
させ

て
ほ

しい
。

小
谷

場
中

教
育

課
程

〇
教

育
活

動
の

な
か

で
、行

事
等

の
精

選
をさ

らに
進

め
る

。ま
た

、年
間

授
業

時
数

１
０

１
５

時
間

を維
持

しな
が

ら、
質

の
高

い
授

業
を実

践
し学

力
向

上
を目

指
す

。

〇
勤

務
時

間
の

範
囲

で
最

終
下

校
時

刻
を設

定
した

の
で

、勤
務

時
間

内
に

生
徒

が
学

校
に

い
る

こ
とが

な
くな

り、
教

員
の

事
務

処
理

の
時

間
も

確
保

で
きた

。今
後

も
業

務
の

効
率

化
を図

って
い

きた
い

。
Ｂ

・芝
西

小
学

校
で

は
、体

力
向

上
の

研
究

発
表

を行
った

。中
学

校
で

も
それ

を生
か

して
ほ

しい
。

小
谷

場
中

□
教

職
員

をは
じめ

、相
談

員
、支

援
員

、Ａ
Ｔ

等
総

力
をあ

げ
て

、学
習

支
援

体
制

の
構

築
を図

る
。

□
ス

テ
ップ

ル
ー

ム
を利

用
す

る
生

徒
は

、少
な

い
な

が
らも

一
定

の
効

果
は

見
られ

た
。相

談
室

登
校

が
増

え
た

の
で

、支
援

の
方

法
を今

後
検

討
して

い
きた

い
。

Ｂ
・学

年
会

計
に

事
務

職
員

が
関

わ
って

い
る

の
で

、事
故

が
０

。継
続

して
ほ

しい
。

小
谷

場
中

・地
域

に
あ

い
さつ

をし
な

い
職

員
が

い
る

。改
善

して
ほ

しい
。

小
谷

場
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
必

要
な

情
報

発
信

で
きる

よう
工

夫
し、

地
域

や
保

護
者

へ
の

理
解

を深
め

る
工

夫
をす

る
。

〇
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を活
用

し、
適

宜
情

報
発

信
す

る
こと

が
で

きた
。ス

クリ
レを

活
用

す
る

こと
で

、配
布

文
書

をデ
ジ

タル
化

で
きた

。行
事

に
つ

い
て

は
、今

後
も

より
よい

も
の

を目
指

して
検

討
して

い
き

た
い

。
Ｂ

・中
間

テ
ス

トを
な

くし
た

。家
庭

で
勉

強
しな

くな
った

とい
う地

域
の

声
が

あ
る

。

小
谷

場
中

小
谷

場
中

小
谷

場
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
「個

別
支

援
が

必
要

な
生

徒
へ

の
チ

ー
ム

小
谷

場
とし

て
の

実
践

」を
実

現
す

る
。（

本
校

研
修

テ
ー

マ）

〇
計

画
的

に
校

内
研

修
を実

施
し、

テ
ー

マ実
現

に
取

り組
み

こと
が

で
きた

。小
中

連
携

も
夏

季
休

業
を利

用
し、

芝
西

小
と充

実
した

研
修

が
定

着
して

きて
い

る
。６

年
生

の
授

業
参

観
等

も
計

画
的

に
行

うこ
とが

で
きた

。
Ｂ

・特
に

な
し。

小
谷

場
中

□
風

通
しの

よい
職

場
をつ

くり
、教

職
員

の
負

担
感

を軽
減

し、
働

き方
改

革
を進

め
る

。
□

相
談

しや
す

い
雰

囲
気

づ
くり

に
努

め
、学

年
関

係
な

く風
通

しの
よい

職
場

の
手

ご
た

え
を感

じ
た

。教
頭

と連
携

し、
適

切
な

タイ
ミン

グ
で

声
掛

け
等

も
行

うこ
とが

で
きた

。
Ｂ

小
谷

場
中

小
谷

場
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
安

全
・安

心
な

学
校

を目
指

し、
施

設
・設

備
事

故
０

を達
成

す
る

。
〇

施
設

・設
備

の
事

故
０

を達
成

した
。し

か
し、

施
設

の
老

朽
化

も
含

め
て

、計
画

的
に

修
繕

に
取

り組
む

必
要

が
あ

る
。

Ｂ
・特

に
な

し。

小
谷

場
中

□
安

全
・安

心
な

学
校

を目
指

し、
会

計
の

適
正

な
執

行
及

び
会

計
事

故
０

を
達

成
す

る
。

□
事

務
職

員
との

連
携

を大
切

に
しな

が
ら、

会
計

事
故

０
を達

成
した

。事
務

職
員

の
負

担
が

大
きい

の
で

、今
後

改
善

して
い

きた
い

。
Ｂ

小
谷

場
中

-183-



学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

神
根

中
組

織
運

営
〇

中
・長

期
的

な
目

標
設

定
や

計
画

の
立

案
を通

して
、参

画
意

識
を向

上
さ

せ
、指

導
体

制
の

確
立

を実
現

す
る

。
〇

報
告

・連
絡

・相
談

と確
実

な
見

届
け

・確
認

の
も

と、
参

画
意

識
の

高
揚

を図
りな

が
ら組

織
的

・
機

動
的

な
指

導
体

制
を概

ね
実

現
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・若

手
教

員
も

多
く年

齢
の

偏
りは

あ
る

が
、人

柄
や

誠
意

な
ど年

齢
に

関
係

な
く生

徒
を導

く力
が

あ
る

と感
じ

る
。

神
根

中
□

い
じめ

・不
登

校
等

の
諸

課
題

の
未

然
防

止
と早

期
発

見
・早

期
解

消
を積

極
的

に
推

進
し、

い
じめ

解
消

率
と不

登
校

支
援

率
を１

０
０

％
に

す
る

。
□

解
消

率
・支

援
率

１
０

０
％

は
概

ね
達

成
で

きた
が

、長
欠

生
徒

に
つ

い
て

は
他

機
関

との
連

携
を図

り、
個

に
応

じた
支

援
を行

って
きた

も
の

の
、人

数
は

高
止

まり
の

まま
で

あ
った

。
Ｂ

・相
談

室
な

ど長
欠

生
徒

・保
護

者
が

対
応

して
も

らえ
る

環
境

が
あ

る
の

は
よい

。
・長

欠
対

象
の

保
護

者
会

は
、知

識
や

チ
ャン

ネ
ル

を広
げ

て
あ

げ
られ

、学
校

側
か

らの
良

い
発

信
で

あ
る

。
・入

学
当

初
の

い
じめ

の
防

止
・対

応
が

肝
心

な
の

で
お

願
い

した
い

。
神

根
中

神
根

中
教

育
課

程
〇

「学
び

に
向

か
う力

・人
間

性
」の

育
成

を基
盤

とし
、主

体
的

な
学

び
合

い
の

も
と、

知
識

・技
能

の
定

着
を促

す
指

導
方

法
の

工
夫

・改
善

を実
践

す
る

。
〇

全
校

で
安

心
して

学
べ

る
集

団
を形

成
す

る
こと

が
で

きた
とと

も
に

、主
体

的
な

学
び

を促
す

授
業

展
開

も
定

着
しつ

つ
あ

り、
個

々
の

学
ぶ

意
欲

の
向

上
に

つ
な

げ
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・タ
ブレ

ット
や

大
型

Ｔ
Ｖ

、映
像

等
を用

い
た

授
業

が
浸

透
して

い
る

。
・ペ

アや
グ

ル
ー

プ活
動

で
自

分
の

考
え

をア
ウト

プッ
トで

きて
い

る
が

、書
くこ

とで
も

アウ
トプ

ット
で

きる
と考

え
る

と、
書

か
せ

る
時

間
が

少
な

い
よう

に
感

じる
。

神
根

中
□

補
習

や
家

庭
学

習
の

充
実

を図
り、

基
礎

的
内

容
の

習
得

・定
着

に
重

点
を

お
い

た
学

力
向

上
を実

現
す

る
。

□
家

庭
学

習
を促

しな
が

ら、
テ

ス
ト前

に
計

画
的

に
補

習
を行

うな
ど、

基
礎

的
内

容
の

取
得

・定
着

に
重

点
をお

い
た

取
り組

み
を行

うこ
とが

で
きた

が
、教

科
に

よっ
て

偏
りが

あ
った

。
Ｂ

・タ
ブレ

ット
を用

い
た

宿
題

を出
す

こと
で

、家
庭

学
習

の
定

着
率

は
増

加
す

る
の

で
は

な
い

か
と感

じる
。

神
根

中
神

根
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
継

続
事

業
の

活
性

化
とと

も
に

新
規

事
業

を立
案

・計
画

・開
催

し、
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
をさ

らに
推

進
す

る
。

〇
制

服
の

リユ
ー

ス
な

ど新
規

事
業

を行
うこ

とが
で

きた
とと

も
に

、継
続

事
業

に
つ

い
て

も
ボ

ラン
テ

ィ
ア形

式
で

見
直

し・
改

善
を図

る
こと

が
で

きた
が

、執
行

部
に

負
担

が
か

か
って

しま
った

。
Ｂ

・Ｐ
Ｔ

Ａ
が

縮
小

して
きて

い
る

中
、自

主
的

・自
発

的
な

活
動

の
在

り方
を新

た
に

見
つ

け
出

して
い

か
な

け
れ

ば
な

らな
い

。
・小

学
校

で
の

保
護

者
の

活
動

が
中

学
校

に
つ

な
が

って
くる

た
め

、小
学

校
で

の
活

動
が

大
切

で
あ

る
。

神
根

中
□

タイ
ム

リー
な

情
報

提
供

を行
うと

とも
に

、保
護

者
・地

域
の

ニー
ズ

の
把

握
に

努
め

、双
方

向
の

情
報

連
携

・行
動

連
携

を実
現

す
る

。
□

タイ
ム

リー
な

情
報

を保
護

者
・地

域
に

届
け

る
こと

が
で

きた
とと

も
に

、学
校

へ
の

意
見

や
要

望
に

つ
い

て
、来

年
度

へ
活

か
せ

る
よう

に
計

画
的

に
検

討
を行

うこ
とが

で
きた

。
Ａ

・地
域

に
も

情
報

は
届

い
て

い
る

た
め

情
報

連
携

は
で

きて
い

る
が

、地
域

とコ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

をと
る

機
会

が
減

って
い

る
た

め
行

動
連

携
は

十
分

で
は

な
い

。
・例

え
ば

地
域

防
災

訓
練

な
どの

大
きな

行
事

を実
施

して
、ま

ず
は

意
識

づ
け

か
ら行

うこ
とも

大
切

で
あ

る
。

神
根

中
神

根
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
高

い
使

命
感

と倫
理

感
をも

ち
、チ

ー
ム

の
一

員
とし

て
職

務
を遂

行
し、

常
に

学
び

続
け

る
教

職
員

を育
成

す
る

。
〇

計
画

的
な

倫
理

確
立

委
員

会
の

実
施

や
タイ

ム
リー

な
情

報
提

供
、教

職
員

へ
の

面
談

や
声

掛
け

、講
師

を招
聘

した
実

践
的

な
教

員
研

修
等

に
より

教
職

員
の

育
成

を図
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・保
護

者
アン

ケ
ー

トで
も

、誠
意

をも
って

保
護

者
に

対
応

して
い

る
割

合
が

高
く、

教
職

員
が

寄
り添

って
い

る
姿

勢
は

素
晴

らし
い

。
神

根
中

□
若

手
教

員
に

対
し、

相
談

・支
援

を含
め

た
適

切
な

指
導

・助
言

を行
い

、ベ
テ

ラン
教

員
とと

も
に

学
校

全
体

で
指

導
育

成
に

努
め

る
。

□
日

常
的

な
教

室
訪

問
や

指
導

・支
援

等
を通

して
、全

教
職

員
が

関
わ

り合
い

な
が

ら若
手

教
員

へ
の

指
導

育
成

を行
うこ

とが
で

きた
が

、研
修

に
つ

い
て

は
初

任
者

中
心

とな
って

しま
った

。
Ｂ

・若
手

教
員

も
良

い
授

業
をし

て
お

り、
生

徒
を引

っ張
って

い
くと

い
う雰

囲
気

を感
じる

。

神
根

中
神

根
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
学

級
経

営
を基

盤
とし

た
心

の
教

育
を充

実
させ

、清
掃

指
導

や
掲

示
教

育
を徹

底
し、

良
好

な
教

育
環

境
を維

持
す

る
。

〇
心

の
醸

成
を基

盤
とし

た
学

年
経

営
・学

級
経

営
の

も
と、

全
校

一
丸

とな
って

校
内

掲
示

の
整

備
・充

実
を図

り、
週

３
回

の
清

掃
活

動
な

が
ら、

積
極

的
に

美
化

活
動

を推
進

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・廊
下

の
床

が
奇

麗
で

、よ
く清

掃
して

い
る

様
子

が
伝

わ
って

くる
。

・清
掃

が
な

い
日

は
、休

み
時

間
に

ゴ
ミを

拾
うな

ど、
環

境
整

備
へ

の
意

識
づ

け
を行

って
ほ

しい
。

神
根

中
□

関
係

機
関

や
各

種
業

者
と折

衝
し、

改
善

策
や

対
応

策
を検

討
す

る
とと

も
に

、全
教

職
員

の
目

で
確

認
しな

が
ら教

育
環

境
の

整
備

に
取

り組
む

。
□

全
教

職
員

が
危

機
意

識
をも

って
点

検
等

を行
うこ

とで
、危

険
事

象
の

早
期

発
見

に
努

め
、不

要
物

の
計

画
的

な
廃

棄
や

迅
速

な
修

繕
、文

書
等

の
適

切
な

管
理

を行
うこ

とが
で

きた
。

Ａ
・体

育
館

の
雨

漏
りの

修
繕

や
グ

ラウ
ンド

の
土

の
入

れ
替

え
な

ど、
生

徒
に

危
険

が
及

ば
な

い
よう

、施
設

面
の

整
備

・改
修

に
つ

い
て

は
市

へ
要

望
し続

け
て

ほ
しい

。
神

根
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

領
家

中
組

織
運

営

〇
「学

校
が

楽
しい

」と
心

か
ら思

え
る

生
徒

の
育

成
。（

生
徒

学
校

評
価

「十
分

あ
て

は
まる

」へ
の

回
答

80
%

）

〇
【達

成
状

況
】

○
達

成
で

きな
か

った
。

・学
校

評
価

(生
徒

):
62

.0
％

※
46

期
 R

6:
61

.9
％

 R
7:

72
.9

％
　4

7期
 R

6:
54

.3
％

 R
7:

49
.1

％
　　

 （
AB

:9
4.

8％
→

96
.5

％
）

Ｂ
・「

学
校

が
楽

しい
」と

い
う「

生
徒

の
思

い
」の

定
性

的
目

標
を定

量
的

評
価

に
置

き換
え

、定
期

的
に

把
握

し
て

い
る

こと
が

素
晴

らし
い

。

領
家

中
・学

校
経

営
及

び
運

営
に

当
た

って
、各

先
生

が
ケ

ー
ス

ス
タデ

ィー
とし

て
「教

え
上

手
な

先
生

」の
良

い
とこ

取
りを

され
て

い
る

こと
は

素
晴

らし
い

。
領

家
中

・行
事

に
取

り組
む

中
で

生
徒

の
非

認
知

能
力

の
上

昇
も

伺
うこ

とが
で

きた
。こ

れ
が

学
校

全
体

に
広

まる
と

良
い

。
領

家
中

教
育

課
程

〇
領

家
中

「あ
い

うえ
お

」を
実

践
す

る
生

徒
の

育
成

。(
生

徒
学

校
評

価
95

%
）

〇
【達

成
状

況
】

○
達

成
で

きな
か

った
。

あ
︓

R7
 9

4.
7%

（
R6

 9
1.

9%
）

い
︓

R7
 9

7.
0%

（
R6

 9
2.

9%
）

う︓
R7

 9
1.

8%
（

R6
 8

9.
1%

）
え

︓
R7

 9
0.

3%
（

R6
 9

2.
5%

）
お

︓
R7

 9
6.

3%
（

R6
 9

3.
7%

）

Ｂ
・目

標
に

対
して

数
値

化
で

きて
い

る
こと

が
良

い
と思

う。
評

価
尺

度
が

数
値

化
で

きて
い

る
こと

で
、学

校
の

PD
CA

サ
イク

ル
が

出
来

上
が

って
い

くの
だ

と思
う。

領
家

中
・重

点
目

標
の

数
値

が
95

％
で

あ
り、

数
値

が
届

い
て

い
な

い
も

の
も

あ
る

の
で

達
成

度
は

Bに
な

って
い

る
。し

か
し項

目
の

平
均

をと
る

と9
4％

で
あ

り、
１

％
の

差
で

達
成

で
きな

か
った

とい
うよ

うな
評

価
（

達
成

度
の

B）
をし

な
くて

も
良

い
の

で
は

な
い

か
。

領
家

中
・領

家
中

「あ
い

うえ
お

」を
実

践
す

る
生

徒
の

育
成

の
学

校
の

取
り組

み
に

は
頭

が
下

が
る

。
領

家
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
運

営
協

議
会

を核
とし

た
生

徒
の

た
め

の
持

続
可

能
な

取
り組

み
の

推
進

。(
継

続
取

り組
み

含
め

三
つ

以
上

）

〇
【達

成
状

況
】

○
概

ね
達

成
で

きた
。

・生
徒

に
とっ

て
意

義
の

あ
る

持
続

可
能

な
取

り組
み

が
複

数
実

現
した

。
Ｂ

・「
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
」と

い
う領

域
で

、領
家

中
学

校
は

１
つ

１
つ

の
行

事
を丁

寧
に

取
り組

め
ば

良
い

。
よっ

て
、こ

れ
以

上
何

か
と連

携
して

この
学

校
を、

これ
以

上
忙

しい
所

に
す

る
べ

きで
は

な
い

。学
年

や
担

任
の

先
生

が
生

徒
の

身
近

に
い

れ
ば

、そ
れ

で
良

い
。

領
家

中
・祭

礼
や

領
家

中
ファ

ッシ
ョン

シ
ョー

で
は

、多
くの

生
徒

に
参

加
して

も
らっ

た
。P

TA
バ

ザ
ー

で
も

時
間

帯
の

工
夫

をす
る

こと
で

、多
くの

保
護

者
に

来
校

して
も

らっ
た

。こ
の

こと
か

らも
、達

成
度

は
Aで

良
い

の
で

は
な

い
か

。
領

家
中

領
家

中
教

職
員

の
資

質
向

上

〇
一

人
も

取
り残

さず
学

び
に

向
か

う力
を引

き出
す

授
業

改
善

。(
生

徒
学

校
評

価
95

%
）

〇
【達

成
状

況
】

○
達

成
で

きな
か

った
。

「す
べ

て
の

授
業

に
お

い
て

、居
眠

りを
した

り「
学

ん
で

い
る

ふ
り」

をし
た

りす
る

こと
な

く、
思

考
を働

か
せ

て
参

加
で

きて
い

ます
か

」
R7

: 
AB

90
.9

%
 C

6.
7%

 D
2.

3%
R6

: 
AB

91
.6

%
 C

5.
7%

 D
2.

6%
※

い
︓

R7
 9

7.
0%

（
R6

 9
2.

9%
）

Ｂ
・（

生
徒

学
校

評
価

より
「家

庭
で

の
自

主
的

な
学

習
」の

評
価

が
低

か
った

こと
に

つ
い

て
）

家
庭

で
も

学
習

す
る

クセ
をつ

け
る

こと
は

大
切

だ
と思

うが
、夜

遅
くま

で
塾

に
行

く生
徒

や
、共

働
きの

両
親

を考
え

る
と、

評
価

の
文

言
を変

え
る

べ
きで

は
な

い
か

。

領
家

中
・生

徒
自

身
の

社
会

を広
げ

る
も

の
を選

択
して

取
り組

み
を行

え
ば

よい
。

領
家

中
・中

根
校

長
が

３
年

間
一

貫
して

「フ
ォロ

ワー
シ

ップ
」を

伝
え

る
こと

で
、そ

の
大

切
さが

教
員

、生
徒

に
刷

り込
まれ

て
い

る
。

領
家

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

施
設

・設
備

等
の

事
故

０
の

達
成

。
〇

【達
成

状
況

】
○

完
全

に
達

成
で

きた
。

・施
設

・設
備

等
の

事
故

０
。

Ａ
・こ

の
１

年
間

事
故

が
な

か
った

の
は

本
当

に
素

晴
らし

い
こと

。

領
家

中
・今

後
も

事
故

０
の

継
続

は
難

しい
と思

うが
、よ

り充
実

した
取

り組
み

をお
願

い
す

る
。

領
家

中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

戸
塚

中
組

織
運

営
〇

教
職

員
一

人
ひ

とり
の

職
務

能
力

を向
上

させ
る

。
〇

昨
年

度
か

ら同
一

の
分

掌
に

充
て

る
こと

に
より

、一
定

の
レベ

ル
まで

育
成

で
きた

。
〇

人
事

異
動

も
あ

り、
校

内
体

制
も

変
わ

った
こと

か
ら主

体
的

な
研

修
を積

極
的

に
実

施
す

る
まで

に
は

至
らな

か
った

。
Ａ

・異
動

も
あ

り維
持

す
る

こと
は

大
変

だ
と思

うが
、し

っか
り取

り組
ん

で
ほ

しい
。

戸
塚

中
□

全
体

の
推

進
力

とな
る

教
職

員
の

育
成

す
る

□
組

織
力

の
向

上
□

業
務

改
善

シ
ー

トを
一

部
で

は
あ

る
が

活
用

し運
用

す
る

こと
は

で
きた

。
□

分
担

の
明

確
化

を意
識

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・特
に

な
し。

戸
塚

中
◇

働
き方

改
革

の
推

進
す

る
こと

◇
勤

務
時

間
を意

識
した

働
き方

に
取

り組
め

る
よう

に
な

って
きた

。１
月

の
時

間
外

在
校

時
間

は
約

２
５

時
間

で
あ

り、
県

目
標

４
５

時
間

以
内

で
あ

った
。８

０
時

間
オ

ー
バ

ー
した

者
は

い
な

い
。

◇
効

率
的

・計
画

的
な

勤
務

に
向

け
て

、引
き続

き業
務

改
善

シ
ー

トを
活

用
し、

先
を見

通
して

仕
事

に
取

り組
め

る
よう

に
す

る
。

Ｂ
・働

き方
改

革
を継

続
して

頑
張

って
も

らい
た

い
。

戸
塚

中
教

育
課

程

〇
非

認
知

能
力

を向
上

させ
る

指
導

の
工

夫
　主

体
的

で
対

話
的

な
学

習
活

動
の

充
実

□
学

習
形

態
を工

夫
し、

学
習

者
主

体
の

学
び

に
近

づ
け

る
よう

取
り組

ん
で

い
た

。
□

授
業

改
善

週
間

と併
せ

て
、相

互
で

授
業

参
観

を実
施

した
。

□
ギ

ガ
Ｐ

Ｃ
の

個
人

活
用

か
ら、

全
体

の
意

見
集

約
な

どに
活

用
の

幅
を広

げ
る

こと
が

で
きた

。
□

５
年

経
験

未
満

の
教

員
を中

心
に

、法
定

研
修

以
外

に
も

他
校

の
授

業
研

究
会

等
に

進
ん

で
参

加
した

。

Ｂ
・今

後
も

、ギ
ミッ

クな
ど効

果
的

な
指

導
法

の
工

夫
な

ど、
子

ども
の

「わ
か

る
」「

で
きる

」を
実

感
させ

られ
る

指
導

力
の

あ
る

教
師

を育
成

して
い

って
ほ

しい
。

戸
塚

中
□

学
習

内
容

を定
着

させ
、一

人
ひ

とり
の

学
力

を向
上

させ
る

。
□

毎
時

間
の

振
り返

りの
実

施
に

は
至

らな
か

った
が

、単
元

ご
とや

定
期

考
査

ご
とに

振
り返

りを
行

うこ
とが

で
きた

。
□

不
登

校
生

徒
へ

の
形

成
的

評
価

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・よ
い

取
り組

み
を継

続
して

ほ
しい

。

戸
塚

中
◇

指
導

内
容

の
系

統
性

を確
立

し、
学

習
内

容
を着

実
に

定
着

させ
る

。
◇

板
書

や
ノー

トづ
くり

の
工

夫
や

、授
業

の
その

時
に

身
に

つ
け

る
授

業
改

善
に

も
取

り組
ませ

た
い

。
◇

今
まで

積
み

重
ね

て
きた

研
究

を今
後

も
継

続
して

行
って

い
く。

Ｂ
・特

に
な

し。

戸
塚

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

学
校

運
営

抗
議

会
を定

期
的

に
開

催
し、

学
校

経
営

に
生

か
す

。
〇

学
校

運
営

協
議

会
の

活
動

を充
実

させ
る

。
〇

曜
日

の
変

更
は

あ
った

が
、お

お
む

ね
計

画
通

り実
施

で
きた

。
〇

教
職

員
の

参
加

は
で

きた
が

、生
徒

の
参

加
に

は
至

らな
か

った
。

Ｂ
・継

続
して

行
って

ほ
しい

。

戸
塚

中

□
地

域
の

人
材

を学
校

の
教

育
活

動
に

生
か

す
。

□
Ｓ

Ｎ
Ｓ

教
室

、防
災

訓
練

とも
に

、地
域

の
方

に
参

加
して

い
た

だ
き、

指
導

講
評

等
を行

って
い

た
だ

い
た

。
□

不
登

校
支

援
の

一
環

とし
て

、ほ
っと

タイ
ム

の
講

師
とし

て
ご

協
力

い
た

だ
い

た
。ほ

っと
タイ

ム
に

参
加

が
きっ

か
け

で
、欠

席
が

減
った

生
徒

も
い

た
。

Ａ
・学

校
に

設
置

して
あ

る
防

災
用

の
トイ

レの
組

み
立

て
を中

学
生

が
行

うな
ど、

地
域

に
根

ざ
した

取
り組

み
を

進
め

て
ほ

しい
。

戸
塚

中
◇

学
校

の
情

報
を保

護
者

、地
域

へ
積

極
的

に
提

供
す

る
。

◇
更

新
が

遅
れ

て
しま

う時
も

あ
った

が
、年

間
の

計
画

に
基

づ
い

て
ほ

ぼ
実

施
で

きた
。

◇
保

護
者

あ
て

メー
ル

は
、積

極
的

に
活

用
で

きた
。

◇
保

護
者

あ
て

配
布

プリ
ント

の
保

護
者

メー
ル

で
の

添
付

送
信

が
実

施
で

きた
。

Ｂ
・特

に
な

し。

戸
塚

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

研
修

受
講

を充
実

させ
る

。

〇
人

事
評

価
制

度
に

基
づ

く「
自

己
評

価
シ

ー
ト」

に
他

校
研

修
へ

の
参

加
を位

置
付

け
た

教
員

も
多

くい
た

。
〇

校
内

研
修

の
回

数
、お

よび
講

義
型

か
ら協

議
型

の
研

修
に

す
る

な
ど効

果
的

な
内

容
に

充
実

さ
せ

て
い

く。

Ａ
・経

験
不

足
を補

うた
め

に
も

、効
果

の
あ

る
研

修
を進

め
て

ほ
しい

。

戸
塚

中
□

Ｏ
Ｊ

Ｔ
を充

実
させ

る
。

□
多

くの
教

職
員

に
主

とな
る

分
掌

を充
て

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・特

に
な

し。
戸

塚
中

◇
ベ

テ
ラン

教
職

員
の

豊
か

な
経

験
を伝

達
させ

る
。

◇
主

に
学

年
主

任
に

対
して

ベ
テ

ラン
の

教
員

を補
佐

役
に

充
て

、時
に

校
長

か
らベ

テ
ラン

教
員

に
指

示
を出

して
育

成
した

。
◇

ベ
テ

ラン
とい

う捉
え

より
も

、各
個

人
の

活
躍

の
場

の
設

定
をし

た
。

Ａ
・人

材
育

成
は

難
しい

とは
思

うが
、継

続
して

教
職

員
の

育
成

をお
願

い
した

い
。

戸
塚

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

計
画

的
な

点
検

な
らび

に
臨

時
点

検
に

より
、修

繕
箇

所
の

把
握

をす
る

。
〇

定
期

の
安

全
点

検
は

実
施

で
きた

。
〇

定
期

点
検

等
で

把
握

で
きた

修
繕

箇
所

をす
べ

て
改

善
す

る
に

は
至

らな
か

った
。次

年
度

は
照

明
等

を中
心

に
、修

繕
を進

め
て

い
く。

Ｂ
・引

き続
き計

画
的

に
進

め
て

も
らい

た
い

。

戸
塚

中
□

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
クー

ル
構

想
に

基
づ

く授
業

実
施

に
必

要
な

機
材

適
宜

を購
入

す
る

。

□
端

末
の

管
理

は
、担

当
を中

心
とし

て
適

切
に

行
うこ

とが
で

きた
。市

教
委

に
対

して
、継

続
的

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

関
連

機
器

の
設

置
を働

き掛
け

て
い

く。
□

情
報

設
備

(大
型

デ
ィス

プレ
イ、

ケ
ー

ブル
）

な
どの

故
障

が
相

次
ぎ

、最
適

な
環

境
設

定
を維

持
す

る
こと

が
難

しか
った

。今
後

も
、計

画
的

に
購

入
を進

め
て

い
く。

Ｂ
・学

び
や

す
い

環
境

を維
持

す
る

た
め

に
も

、引
き続

き進
め

て
も

らい
た

い
。

戸
塚

中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

在
家

中
組

織
運

営

〇
学

校
教

育
目

標
の

達
成

に
向

け
た

方
向

性
に

つ
い

て
共

通
理

解
を図

り、
教

職
員

一
人

ひ
とり

の
学

校
運

営
へ

の
参

画
及

び
協

働
意

識
を高

め
る

。

〇
学

校
評

価
アン

ケ
ー

トの
項

目
を学

校
教

育
目

標
等

を具
現

化
した

姿
を表

す
内

容
に

全
面

改
訂

し、
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。具

現
化

した
姿

の
共

通
理

解
に

より
、教

職
員

が
実

現
に

向
け

た
指

導
・支

援
の

方
向

性
を揃

え
、学

校
運

営
に

より
一

層
参

画
・協

働
で

きる
体

制
へ

と整
え

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ

・学
校

評
価

アン
ケ

ー
トも

お
お

む
ね

評
価

で
きて

い
る

の
で

良
か

った
。課

題
が

あ
る

点
は

来
年

度
に

期
待

しま
す

。
・改

訂
した

学
校

評
価

アン
ケ

ー
トの

結
果

をも
とに

、今
以

上
に

共
通

理
解

の
為

の
話

し合
い

を重
ね

、組
織

とし
て

学
校

全
体

の
底

上
げ

を期
待

した
い

。

在
家

中
□

不
登

校
生

徒
をは

じめ
、支

援
が

必
要

な
生

徒
へ

の
迅

速
か

つ
効

果
的

な
支

援
が

で
きる

よう
に

環
境

及
び

支
援

体
制

の
整

備
と充

実
を進

め
る

。(
支

援
が

必
要

な
生

徒
の

支
援

率
10

0％
、改

善
率

を4
0％

以
上

)

□
支

援
が

必
要

な
生

徒
へ

の
支

援
率

10
0％

に
努

め
、改

善
率

が
40

％
とな

った
。積

極
的

な
校

長
面

談
の

実
施

、関
係

諸
機

関
や

Ｓ
Ｃ

の
活

用
とと

も
に

「ほ
っと

ル
ー

ム
」の

環
境

整
備

、組
織

的
な

対
応

が
で

きる
体

制
づ

くり
を進

め
、生

徒
・保

護
者

の
支

援
を進

め
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・学
校

見
学

の
際

、支
援

が
必

要
な

子
ども

1人
1人

に
寄

り添
った

授
業

を行
って

い
た

だ
い

て
い

る
と感

じた
。

・ど
この

学
校

も
抱

え
る

不
登

校
、支

援
が

必
要

な
生

徒
へ

の
対

応
に

色
々

な
方

向
か

らア
プロ

ー
チ

、環
境

を
整

備
す

る
こと

を積
極

的
に

取
り組

ん
で

い
る

こと
は

素
晴

らし
い

と思
う。

す
ぐに

結
果

が
出

る
も

の
で

は
な

い
の

で
難

しい
こと

だ
が

１
人

で
も

多
くの

生
徒

の
笑

顔
が

見
られ

る
よう

に
支

援
して

頂
きた

い
。

在
家

中
◇

生
徒

の
安

全
・安

心
を第

一
とし

た
教

育
活

動
を実

施
す

る
。

◇
感

染
症

拡
大

防
止

の
適

切
な

実
施

、熱
中

症
・食

物
アレ

ル
ギ

ー
等

に
よる

事
故

ゼ
ロを

実
現

で
きた

。全
職

員
で

共
通

理
解

を図
りな

が
ら、

協
働

的
に

教
育

活
動

を実
施

した
。

Ａ
・特

に
な

し。

在
家

中
教

育
課

程
〇

「学
び

の
共

同
体

」に
よる

学
び

を活
用

す
る

ほ
か

、基
礎

学
力

の
定

着
と学

習
意

欲
の

向
上

をう
な

が
す

授
業

改
善

の
研

究
と実

践
を進

め
る

。

〇
生

徒
自

身
が

学
力

の
定

着
度

の
確

認
や

、学
び

直
す

・学
び

方
を学

ぶ
機

会
とし

て
活

用
す

る
学

習
単

元
ご

との
テ

ス
トや

、現
在

実
施

して
る

定
期

テ
ス

トの
在

り方
に

つ
い

て
研

究
・検

討
を進

め
て

い
る

。
Ｂ

・学
習

単
元

ご
との

効
果

測
定

、振
り返

り、
学

習
方

法
の

改
善

とし
て

の
テ

ス
ト等

導
入

を検
討

・研
究

の
段

階
か

ら実
践

段
階

に
早

く進
む

こと
を期

待
しま

す
。振

り返
り学

習
の

効
果

は
す

で
に

脳
科

学
の

知
見

で
す

。
・小

テ
ス

トを
数

多
く実

施
し、

短
い

サ
イク

ル
で

学
び

直
しの

機
会

を設
け

る
取

り組
み

は
学

力
の

向
上

に
効

果
的

だ
と感

じた
。

在
家

中
□

不
登

校
生

徒
や

特
別

な
配

慮
を要

す
る

生
徒

へ
の

学
習

支
援

体
制

を整
え

る
。

□
配

慮
を要

す
る

生
徒

や
不

登
校

生
徒

の
多

様
な

学
び

へ
の

支
援

とし
て

「ほ
っと

ル
ー

ム
」に

お
け

る
学

習
支

援
の

在
り方

、授
業

及
び

自
学

習
で

の
GI

GA
ス

クー
ル

端
末

PC
の

活
用

に
つ

い
て

研
究

を
進

め
て

い
る

。
Ｂ

・不
登

校
、支

援
が

必
要

な
生

徒
に

PC
を使

って
学

習
す

る
シ

ス
テ

ム
、体

制
が

あ
れ

ば
学

び
直

し、
又

高
校

へ
の

道
も

開
け

る
と思

うの
で

、是
非

進
め

て
頂

きた
い

。

在
家

中
◇

系
統

的
か

つ
具

体
的

な
小

中
連

携
の

見
通

しを
図

る
。

◇
小

中
の

接
続

や
系

統
的

な
連

携
に

よっ
て

解
決

で
きる

学
校

課
題

へ
の

対
応

に
向

け
て

、合
同

の
研

修
会

と連
絡

協
議

会
を実

施
した

。
Ｂ

・学
力

の
向

上
に

は
基

礎
が

あ
って

こそ
な

の
で

、益
々

小
学

校
との

連
携

が
重

要
に

な
る

と思
わ

れ
る

。

在
家

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
○

より
効

果
的

な
情

報
発

信
が

で
きる

体
制

を確
立

す
る

。
〇

教
育

活
動

の
意

図
や

生
徒

の
様

子
等

をよ
り一

層
理

解
して

い
た

だ
け

る
よう

に
、必

要
な

情
報

及
び

その
情

報
発

信
の

方
法

等
を見

直
し、

改
善

を図
った

。
Ｂ

・長
期

欠
席

の
生

徒
等

、地
域

の
民

生
委

員
と連

携
して

も
よい

の
で

は
。

・地
域

か
ら中

学
校

に
声

掛
け

す
る

の
は

難
しい

で
す

。逆
に

中
学

校
が

中
心

に
な

り、
地

域
に

発
信

して
い

た
だ

け
る

と協
力

しや
す

い
と考

え
ます

。
在

家
中

□
保

護
者

と連
携

した
効

果
的

な
教

育
活

動
の

検
証

及
び

改
善

が
で

きる
体

制
の

確
立

と指
導

や
支

援
の

改
善

を進
め

る
。

□
学

校
教

育
目

標
等

を具
現

化
した

内
容

に
学

校
評

価
アン

ケ
ー

ト項
目

を全
面

改
訂

して
実

施
し、

生
徒

・保
護

者
・教

職
員

の
達

成
度

へ
の

とら
え

方
等

をも
とに

本
年

度
の

教
育

活
動

の
成

果
と

課
題

を振
り返

り、
次

年
度

へ
の

改
善

策
を検

討
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・学

校
評

価
アン

ケ
ー

トを
改

訂
した

こと
に

より
、家

庭
の

学
校

に
対

す
る

関
心

度
が

今
まで

より
高

くな
る

と思
うの

で
、よ

り‶
見

え
る

化
"‶

具
体

的
な

発
信

"を
続

け
て

い
って

欲
しい

。

在
家

中

◇
Ｐ

Ｔ
Ａ

や
地

域
と連

携
した

教
育

活
動

の
より

一
層

の
充

実
を図

る
。

◇
今

後
の

保
護

者
と連

携
した

教
育

活
動

の
在

り方
に

つ
い

て
検

討
を進

め
る

とと
も

に
、学

校
運

営
協

議
会

開
催

数
と委

員
数

を増
や

して
組

織
の

強
化

を図
り、

地
域

教
育

資
源

を活
用

した
連

携
に

つ
い

て
協

議
を進

め
て

い
る

。
Ｂ

・学
校

運
営

協
議

会
の

メン
バ

ー
を増

員
し、

多
方

面
か

らの
意

見
、助

言
が

増
え

、た
くさ

ん
の

大
人

の
目

で
生

徒
た

ち
を見

守
る

こと
が

で
きる

の
で

、地
域

との
つ

な
が

り大
い

に
利

用
して

欲
しい

。
・新

しい
PT

Aの
形

が
問

わ
れ

る
時

期
に

来
て

い
る

と感
じて

い
る

。学
校

運
営

に
協

力
的

な
保

護
者

も
い

る
と

思
うの

で
先

生
方

も
応

戦
して

あ
げ

て
欲

しい
。

在
家

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

授
業

力
向

上
の

た
め

の
学

び
あ

い
・高

め
あ

い
の

充
実

を図
る

。
〇

共
通

テ
ー

マと
して

「学
習

単
元

とい
った

まと
まり

」を
意

識
した

授
業

改
善

に
つ

い
て

各
教

科
、全

教
職

員
で

意
見

交
換

及
び

テ
ス

トの
在

り方
へ

の
検

討
等

を行
い

、授
業

力
向

上
に

努
め

た
。

Ｂ
・共

通
テ

ー
マに

関
して

は
良

い
対

応
と思

い
ます

。教
員

一
人

ひ
とり

の
資

質
の

向
上

に
関

して
は

一
人

ひ
とり

の
目

標
を設

定
させ

、達
成

す
る

た
め

の
具

体
策

と期
日

を管
理

職
と共

有
す

る
こと

が
大

切
か

と思
い

ます
。

在
家

中
□

心
身

とも
に

健
康

な
教

育
集

団
を作

る
た

め
に

、勤
務

時
間

外
の

在
校

時
間

の
タイ

ム
マネ

ジ
メン

ト強
化

を図
る

。

□
「業

務
改

善
ス

タン
ダー

ド」
で

の
取

り組
み

は
部

分
的

に
は

一
定

の
成

果
が

得
られ

て
い

る
。タ

イム
マネ

ジ
メン

トへ
の

意
識

醸
成

や
校

務
量

や
質

に
よる

負
担

感
軽

減
等

に
関

して
、組

織
的

な
改

善
を

進
め

て
い

く。
Ｂ

・先
生

方
が

あ
って

の
学

校
だ

と思
うの

で
、先

生
方

の
職

場
環

境
の

充
実

に
は

ぜ
ひ

続
け

て
取

り組
ん

で
い

って
欲

しい
。

・働
き方

改
革

の
一

環
とし

て
、ビ

ジ
ネ

ス
上

の
知

見
とし

て
の

業
務

改
善

フレ
ー

ム
ワー

ク等
の

導
入

も
検

討
し

て
くだ

さい
。

在
家

中
在

家
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
生

徒
の

安
全

を最
優

先
に

、学
校

の
状

況
に

即
した

安
全

管
理

の
維

持
・徹

底
を図

る
。

〇
生

徒
の

安
全

・安
心

を第
一

に
考

え
、不

断
の

見
直

しを
図

りな
が

ら教
育

環
境

の
維

持
、組

織
的

な
安

全
管

理
と計

画
的

な
修

繕
を行

うこ
とが

で
きた

。
Ａ

・公
立

学
校

に
お

い
て

老
朽

化
の

修
繕

は
す

ぐに
直

して
い

くこ
とは

難
しい

と思
わ

れ
る

が
生

徒
の

安
全

第
一

を
考

え
て

早
期

の
発

見
、補

修
をし

て
い

くこ
とは

これ
か

らも
続

け
て

頂
きた

い
。す

で
に

あ
る

か
も

しれ
な

い
が

、
チ

ェッ
ク項

目
を設

け
、点

検
し教

職
員

全
員

が
共

有
出

来
る

とよ
い

と思
う。

在
家

中
□

生
徒

一
人

ひ
とり

の
多

様
な

学
び

が
実

現
で

きる
環

境
整

備
を計

画
的

に
進

め
る

。
□

「ほ
っと

ル
ー

ム
」の

生
活

及
び

学
習

環
境

は
か

な
り整

備
を進

め
る

こと
が

で
きた

。G
IG

Aｽ
ｸｰ

ﾙ端
末

PC
の

家
庭

利
用

に
関

わ
る

規
定

整
備

を進
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・特

に
な

し。

在
家

中
◇

ユ
ニバ

ー
サ

ル
デ

ザ
イン

（
Ｕ

Ｄ
）

に
配

慮
した

教
育

環
境

の
整

備
を推

進
す

る
。

◇
外

部
講

師
に

よる
小

中
合

同
校

内
研

修
を実

施
し、

Ｕ
Ｄ

の
視

点
を取

り入
れ

た
授

業
改

善
、

教
室

等
の

学
習

環
境

の
見

直
しを

進
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｃ
・「

個
を尊

重
し自

由
を認

め
る

」こ
とと

「規
律

を正
す

」こ
とは

別
だ

と思
うの

で
必

要
な

場
合

で
は

厳
しく

指
導

す
べ

きと
考

え
る

。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

安
行

東
中

組
織

運
営

〇
目

指
す

学
校

像
の

具
現

化
に

向
け

、教
職

員
の

資
質

及
び

能
力

の
育

成
。

教
職

員
経

験
に

応
じた

学
校

運
営

参
画

意
識

の
向

上
を図

る
こと

に
より

、教
職

員
一

人
ひ

とり
の

指
導

力
を高

め
る

。

〇
年

度
当

初
に

よる
学

校
経

営
方

針
の

説
明

を行
い

、今
年

度
の

重
点

課
題

に
つ

い
て

共
通

理
解

を図
った

。
〇

教
職

員
との

面
談

で
、キ

ャリ
アに

応
じた

目
標

を明
らか

に
し、

教
室

訪
問

を実
施

した
上

で
、助

言
と評

価
を行

い
教

職
員

の
指

導
力

を高
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・教

員
一

人
ひ

とり
の

指
導

力
の

向
上

も
大

切
で

る
とと

も
に

、チ
ー

ム
とし

て
の

組
織

力
を相

互
に

理
解

し、
リス

ペ
クト

す
る

こと
で

高
め

て
も

らい
た

い
。

安
行

東
中

□
不

登
校

生
徒

の
実

態
に

応
じた

個
別

最
適

な
支

援
及

び
教

育
相

談
部

会
を

中
心

とし
た

組
織

的
な

対
応

に
より

、不
登

校
生

徒
出

現
率

を削
減

す
る

。
（

不
登

校
支

援
１

０
０

％
、不

登
校

出
現

率
２

％
以

内
）

□
１

２
月

現
在

で
新

た
な

不
登

校
生

徒
の

出
現

率
は

１
.６

％
で

７
名

で
あ

った
。

□
教

育
相

談
主

任
及

び
学

年
主

任
と連

携
を図

り、
SC

や
SS

W
、子

育
て

相
談

課
な

どを
積

極
的

に
活

用
す

る
な

ど、
組

織
的

な
支

援
を実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・ほ

っと
ル

ー
ム

及
び

GI
GA

ス
クー

ル
端

末
の

活
用

、不
登

校
生

徒
対

策
に

つ
い

て
は

、大
い

に
評

価
で

きる
。

・不
登

校
生

徒
の

対
応

に
苦

慮
して

い
る

が
、家

庭
訪

問
を増

や
す

こと
は

難
しい

の
か

。
・不

登
校

生
徒

を無
くす

の
は

大
変

で
あ

る
が

、こ
れ

か
らも

愛
情

をも
って

根
気

強
く対

応
して

ほ
しい

。
安

行
東

中
安

行
東

中
教

育
課

程
〇

単
元

テ
ス

ト等
を活

用
し、

生
徒

一
人

ひ
とり

に
応

じた
基

礎
学

力
の

定
着

及
び

教
員

の
授

業
改

善
に

お
け

る
研

究
と実

践
を進

め
る

。

〇
単

元
テ

ス
トを

実
施

す
る

こと
に

より
、生

徒
は

短
い

範
囲

内
で

の
学

習
の

振
り返

りを
す

る
機

会
を

つ
くる

こと
が

で
きた

。
〇

単
元

テ
ス

トを
通

して
、自

分
の

課
題

を理
解

す
る

こと
が

で
き、

課
題

克
服

に
向

け
た

学
習

方
法

へ
の

習
得

に
つ

な
げ

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ

・単
元

テ
ス

トは
勉

強
をす

る
に

あ
た

り、
不

得
意

な
所

をす
ぐ見

つ
け

出
せ

る
点

で
、大

変
良

い
と思

う。
・学

習
に

対
して

生
徒

が
受

動
的

で
は

な
く、

考
え

る
力

や
教

科
の

特
性

を味
わ

え
る

授
業

改
善

を。
・単

元
テ

ス
トの

シ
ス

テ
ム

が
定

着
して

きた
の

で
、生

徒
が

テ
ス

トの
結

果
をど

の
よう

に
理

解
、活

用
で

きて
い

る
の

か
教

え
て

ほ
しい

。
安

行
東

中
□

小
中

学
校

が
連

携
し、

９
年

間
を見

通
した

学
力

向
上

、進
路

指
導

、教
育

相
談

等
を行

って
い

く。

□
安

行
地

区
校

長
研

究
協

議
会

で
学

力
向

上
を共

有
課

題
とし

、安
行

地
区

とし
て

学
力

向
上

に
努

め
た

。
□

夏
季

休
業

中
に

不
登

校
生

徒
対

象
の

進
路

説
明

会
や

小
中

学
校

連
携

研
修

会
を実

施
し、

９
年

間
を見

通
した

児
童

生
徒

の
育

成
に

つ
い

て
取

り組
む

こと
が

で
きた

。

Ｂ
・地

区
校

長
研

究
協

議
会

は
、有

意
義

な
会

で
あ

り、
小

学
校

も
通

じて
教

育
の

推
進

が
期

待
され

る
。

・小
中

学
校

の
連

携
は

今
後

も
どん

どん
進

め
て

い
って

ほ
しい

。

安
行

東
中

安
行

東
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
だ

より
、学

校
公

開
、ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よる

「学
校

の
見

え
る

化
」を

実
現

す
る

。

〇
学

校
だ

より
や

学
校

公
開

を通
して

、多
くの

保
護

者
に

校
長

とし
て

の
教

育
方

針
及

び
学

校
教

育
活

動
に

つ
い

て
理

解
い

た
だ

く機
会

を作
った

。
〇

12
月

保
護

者
学

校
評

価
アン

ケ
ー

ト（
適

切
な

情
報

提
供

）
に

お
い

て
肯

定
評

価
は

86
％

で
、

昨
年

度
より

も
下

回
って

しま
った

。

Ｂ
・日

常
の

様
子

は
更

新
され

て
い

る
が

、そ
の

他
の

学
校

情
報

が
あ

まり
更

新
され

て
い

な
い

の
で

、「
学

校
の

見
え

る
化

」を
推

進
して

い
って

ほ
しい

。
・学

校
だ

より
で

学
校

の
様

子
が

見
られ

る
こと

は
あ

りが
た

い
と思

う。

安
行

東
中

□
学

校
運

営
協

議
会

及
び

民
生

委
員

児
童

委
員

協
議

会
との

連
携

を図
った

安
全

・安
心

な
学

校
教

育
活

動
の

推
進

。

□
学

校
運

営
協

議
会

を通
して

、学
校

の
教

育
方

針
や

生
徒

の
実

態
に

つ
い

て
の

周
知

と、
委

員
か

らの
評

価
と意

見
をい

た
だ

くこ
とで

、学
校

運
営

の
改

善
に

努
め

る
こと

が
で

きた
。

□
夏

季
休

業
前

に
民

生
委

員
児

童
委

員
との

連
絡

会
を開

催
し、

地
域

と連
携

した
生

徒
指

導
を

行
うこ

とが
で

きた
。

Ａ

・P
TA

とし
て

月
１

回
の

あ
い

さつ
運

動
を行

い
、挨

拶
を返

して
くれ

る
生

徒
や

自
ら挨

拶
で

きる
生

徒
が

増
え

て
きた

。
・地

域
との

関
りは

大
切

で
あ

り、
今

後
も

学
校

運
営

協
議

会
や

民
生

委
員

との
連

携
を推

進
して

ほ
しい

。
・管

理
職

と民
生

委
員

で
も

よい
の

で
、情

報
交

換
す

る
機

会
を増

や
して

ほ
しい

。
安

行
東

中
安

行
東

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

「授
業

が
命

」を
合

言
葉

とし
て

、授
業

力
向

上
の

た
め

の
教

員
間

の
学

び
あ

い
・高

め
あ

い
の

充
実

を図
る

。

〇
単

元
テ

ス
トの

結
果

を基
に

教
員

は
生

徒
の

学
習

理
解

度
及

び
定

着
度

を把
握

す
る

とと
も

に
、

今
後

の
授

業
改

善
に

つ
な

げ
る

こと
が

で
きて

い
る

。
〇

研
究

推
進

委
員

会
を中

心
とな

り、
全

国
・県

学
力

学
習

調
査

の
分

析
を行

い
、研

修
を通

して
授

業
改

善
に

努
め

た
。

Ｂ
・教

員
に

よる
単

元
テ

ス
トの

理
解

・活
用

方
法

を教
え

て
ほ

しい
。

安
行

東
中

□
教

職
公

務
員

とし
て

の
自

覚
をも

ち
、教

職
員

が
笑

顔
で

生
徒

・保
護

者
・地

域
か

ら信
頼

され
る

学
校

を経
営

して
い

く。

□
倫

理
確

立
委

員
会

の
研

修
だ

け
で

な
く、

日
常

で
感

じる
ヒヤ

リハ
ット

な
状

況
な

どを
教

職
員

に
伝

え
る

こと
に

より
、事

故
防

止
の

意
識

向
上

に
努

め
る

こと
が

で
きた

。
□

教
室

訪
問

を通
して

気
づ

い
た

こと
をフ

ィー
ドバ

ック
す

る
こと

で
、教

職
員

の
資

質
向

上
へ

とつ
な

げ
た

。

Ｂ
・特

に
な

し。

安
行

東
中

◇
教

職
員

に
お

け
る

ワー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

へ
の

意
識

と働
き方

の
改

善
を図

る
。

◇
事

務
職

員
と連

携
を図

り、
休

暇
の

取
得

状
況

に
つ

い
て

把
握

に
努

め
る

こと
が

で
きた

。し
か

し、
取

得
の

難
しい

教
員

へ
の

改
善

に
つ

い
て

は
難

しか
った

。
◇

休
養

及
び

睡
眠

の
必

要
性

に
つ

い
て

教
職

員
研

修
を実

施
し、

働
き方

に
対

す
る

意
識

の
改

善
を

図
った

。

Ｂ

・先
生

方
に

つ
い

て
、自

分
の

時
間

も
大

切
に

し、
気

持
ち

に
余

裕
をも

って
指

導
に

取
り組

ん
で

ほ
しい

。
・教

職
員

は
特

別
な

職
業

に
見

られ
る

所
が

あ
る

。勤
務

時
間

も
含

め
て

も
っと

改
善

され
る

べ
きだ

と思
う。

過
剰

な
負

担
の

か
か

らな
い

よう
管

理
をお

願
い

す
る

。
・教

職
員

の
働

き方
改

革
は

、ム
ー

ドと
して

高
まり

つ
つ

あ
る

。実
効

に
期

待
して

い
る

。
安

行
東

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

生
徒

の
安

全
を最

優
先

に
、学

校
の

状
況

に
即

した
安

全
管

理
の

維
持

・徹
底

を図
る

。

〇
毎

日
の

教
室

訪
問

と同
時

に
校

内
の

危
険

個
所

や
修

繕
箇

所
が

な
い

か
を確

認
す

る
こと

で
、学

校
施

設
に

よる
事

故
を防

ぐこ
とが

で
きた

。
〇

限
りあ

る
修

繕
費

を有
効

に
活

用
す

る
た

め
、生

徒
の

安
全

面
を鑑

み
な

が
ら計

画
的

に
活

用
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ

・使
え

る
も

の
は

丁
寧

に
使

用
し、

安
全

・安
心

の
た

め
に

、限
りあ

る
予

算
で

対
応

して
ほ

しい
。

・H
UG

ゲ
ー

ム
を行

うこ
とで

、学
校

内
の

意
識

が
高

まり
、危

険
箇

所
等

の
認

識
が

高
まる

。ぜ
ひ

来
年

度
も

継
続

して
ほ

しい
。

・予
算

的
な

制
限

は
あ

る
が

、問
題

箇
所

を改
善

して
ほ

しい
。

安
行

東
中

□
本

校
の

実
態

や
ユ

ニバ
ー

サ
ル

デ
ザ

イン
に

配
慮

した
教

育
環

境
及

び
避

難
所

とし
て

活
用

す
る

た
め

の
必

要
な

整
備

を進
め

る
。

□
教

室
に

つ
い

て
は

、前
面

に
は

で
きる

だ
け

掲
示

物
を減

らす
な

ど、
ユ

ニバ
ー

サ
ル

デ
ザ

イン
を意

識
した

教
室

設
営

が
で

きて
い

る
。

□
教

室
棟

１
階

に
多

目
的

トイ
レの

設
置

が
決

まる
な

ど、
避

難
所

とし
て

活
用

す
る

た
め

の
整

備
も

進
ん

で
い

る
。

Ｂ
・中

学
校

は
地

域
の

避
難

所
とな

って
い

る
事

も
あ

り、
整

備
な

どに
つ

い
て

も
、町

会
とし

て
協

力
で

きれ
ば

と考
え

て
い

る
。

安
行

東
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

戸
塚

西
中

組
織

運
営

〇
教

職
員

一
人

ひ
とり

が
「組

織
人

」と
して

個
々

の
特

性
を認

め
互

い
に

尊
重

し
協

働
しな

が
ら、

学
校

組
織

の
円

滑
な

運
営

を担
う教

員
集

団
の

一
員

とし
て

主
体

的
に

教
育

活
動

に
参

画
す

る
こと

が
で

きる
教

員
集

団
を構

築
す

る
。（

組
織

人
の

自
覚

と目
的

意
識

をも
って

業
務

を遂
行

で
きた

職
員

以
上

９
０

％
以

上
）

〇
・職

員
の

育
成

を目
的

とし
た

主
任

、分
掌

等
の

配
置

を行
い

円
滑

な
業

務
運

営
が

概
ね

行
わ

れ
、教

員
の

働
く意

識
の

向
上

も
み

られ
る

。し
か

し依
然

とし
て

業
務

の
偏

りが
見

られ
た

。
・周

年
行

事
等

、様
々

な
業

務
や

企
画

等
を経

験
させ

る
こと

に
より

、教
員

連
携

の
重

要
性

や
生

徒
を動

か
す

た
め

の
様

々
な

ス
キ

ル
を習

得
させ

る
こと

が
で

きた
が

、「
主

体
的

に
動

く」
教

員
の

育
成

に
課

題
が

残
る

。組
織

人
とし

て
の

肯
定

的
意

識
９

８
%

）

Ｂ

・こ
の

よう
な

視
点

で
この

よう
な

業
務

を行
って

欲
しい

と明
確

（
具

体
的

）
に

伝
え

て
あ

げ
る

事
で

自
分

の
や

る
べ

き方
向

が
見

え
て

くる
と思

い
ます

。こ
の

結
果

（
話

した
内

容
）

を教
務

主
任

・学
年

主
任

に
も

共
有

し
て

お
くと

い
い

の
で

は
と思

い
ます

。
・意

識
の

向
上

が
も

っと
進

め
ば

、負
担

軽
減

等
の

良
い

意
見

が
た

くさ
ん

出
て

くる
の

で
は

な
い

か
と思

う。
今

年
度

の
達

成
は

評
価

され
る

と思
う。

・職
員

の
育

成
に

重
点

を置
き様

々
な

学
校

行
事

に
取

り組
まれ

て
い

る
こと

が
分

か
りま

した
。明

確
な

目
標

お
よび

具
体

的
方

策
に

より
良

い
方

向
に

進
ん

で
い

る
と感

じ取
る

こと
が

で
きま

す
。

戸
塚

西
中

戸
塚

西
中

戸
塚

西
中

教
育

課
程

〇
非

認
知

能
力

向
上

か
ら円

滑
な

学
級

経
営

、学
力

向
上

に
つ

な
が

る
教

育
活

動
の

推
進

と生
徒

が
自

分
自

身
や

自
分

の
成

果
をし

っか
りと

表
現

し、
自

己
肯

定
感

を向
上

させ
る

こと
が

で
きる

よう
に

育
成

で
きる

教
員

集
団

をつ
くる

。

（
非

認
知

能
力

に
関

す
る

質
問

項
目

に
お

い
て

生
徒

の
肯

定
度

９
０

％
以

上
）

〇
・非

認
知

能
力

の
向

上
を掲

げ
、研

究
推

進
委

員
会

を中
心

に
とし

て
、講

師
を招

い
て

特
別

活
動

に
関

す
る

研
修

を行
うな

ど、
教

員
の

研
究

意
識

の
向

上
を図

った
が

、生
徒

へ
の

具
体

的
な

働
き

か
け

や
、更

な
る

動
機

付
け

と研
修

内
容

の
精

査
が

必
要

で
あ

る
。

・協
働

学
習

授
業

の
実

践
に

より
県

学
力

学
習

状
況

調
査

の
数

学
に

お
い

て
、中

低
層

に
大

きな
伸

び
が

見
られ

た
。

・相
互

授
業

参
観

を実
施

し、
教

員
同

士
の

授
業

評
価

を実
施

す
る

こと
に

より
、教

員
の

授
業

力
向

上
の

意
欲

が
高

まっ
た

。学
習

指
導

要
領

の
理

解
等

を更
に

深
め

る
こと

に
より

、更
な

る
意

識
変

容
が

課
題

で
あ

る
。※

学
校

が
楽

しい
８

８
％

  笑
顔

で
あ

い
さつ

が
で

きる
９

１
%

Ｂ

・授
業

中
の

生
徒

達
は

落
ち

着
い

て
真

剣
に

取
り組

ん
で

い
る

姿
は

素
晴

らし
い

。学
校

長
が

掲
げ

て
い

る
非

認
知

能
力

の
向

上
に

つ
い

て
は

大
賛

成
で

す
。こ

の
取

り組
み

を通
して

人
生

の
豊

か
さや

成
功

に
つ

な
が

る
生

きる
力

を育
て

て
くだ

さい
。

・全
国

学
力

学
習

状
況

調
査

な
どの

結
果

か
ら市

内
で

は
高

い
学

力
水

準
で

あ
る

こと
は

とて
も

誇
らし

く常
日

頃
か

らの
教

職
員

の
努

力
の

成
果

だ
と評

価
で

きる
と思

い
ます

。相
互

授
業

参
観

な
どの

取
り組

み
に

より
教

員
の

授
業

力
向

上
意

欲
が

高
まっ

た
こと

も
よい

と思
い

ます
。一

方
で

低
学

力
層

に
対

す
る

補
習

な
どを

も
う

少
し充

実
させ

高
学

力
層

との
差

を埋
め

る
対

策
が

必
要

と感
じま

した
。

・上
位

の
み

で
な

く学
力

の
底

上
げ

に
努

め
る

とと
も

に
、文

化
行

事
に

も
高

い
意

識
をも

って
取

り組
まれ

て
い

ま
す

。さ
らに

非
認

知
能

力
の

向
上

、豊
か

な
人

格
形

成
へ

の
意

識
を、

当
館

の
児

童
健

全
育

成
の

お
手

本
とし

て
お

りま
す

。
戸

塚
西

中

□
不

登
校

支
援

率
１

０
０

％
に

す
る

。
　 （

地
域

ハ
ー

トフ
ル

サ
ー

クル
の

年
3回

の
開

催
　ア

ンケ
ー

ト満
足

評
価

９
０

％
以

上
）

□
・学

習
環

境
とし

て
ほ

っと
ル

ー
ム

の
運

営
は

軌
道

に
乗

せ
る

こと
が

で
きた

。ま
た

オ
ンラ

イン
授

業
も

常
習

化
し教

員
の

ス
キ

ル
、意

識
も

向
上

した
。

・ハ
ー

トフ
ル

サ
ー

クル
の

会
を年

３
回

企
画

し、
より

直
接

的
に

保
護

者
へ

アプ
ロー

チ
をさ

せ
る

こと
に

より
、教

員
の

対
応

力
の

向
上

を見
取

る
こと

が
で

きた
と共

に
、不

登
校

家
庭

の
現

状
に

つ
い

て
把

握
す

る
こと

が
で

きた
。

アン
ケ

ー
トの

満
足

度
１

０
０

　％

Ｂ

・不
登

校
生

徒
の

数
が

年
々

増
え

て
お

り、
保

護
者

と学
校

が
うま

く連
携

を取
り生

徒
の

学
力

をサ
ポ

ー
トし

て
い

くこ
とが

重
要

で
あ

る
と考

え
られ

て
い

る
中

で
、地

域
ハ

ー
トフ

ル
サ

ー
クル

の
開

催
な

どを
通

じて
教

職
員

の
対

応
力

や
各

家
庭

の
現

状
を把

握
で

きた
の

は
評

価
に

値
す

る
と思

い
ます

。
・課

題
に

沿
って

確
実

に
改

善
され

て
い

る
と思

う。
ハ

ー
トフ

ル
サ

ー
クル

で
の

保
護

者
へ

の
アプ

ロー
チ

は
取

り残
され

る
不

安
感

を払
拭

で
き特

に
素

晴
らし

い
。

戸
塚

西
中

戸
塚

西
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
開

校
３

０
周

年
行

事
を成

功
させ

る
。

（
学

校
評

価
生

徒
、保

護
者

、地
域

に
お

い
て

行
事

を通
し生

徒
が

満
足

感
や

成
功

を味
わ

え
る

よう
つ

とめ
て

い
る

９
０

％
以

上
）

〇
・Ｐ

Ｔ
Ａ

と協
力

し３
０

周
年

行
事

に
向

け
た

企
画

、運
営

を円
滑

に
遂

行
す

る
こと

が
で

きた
。

・意
図

的
な

学
校

公
開

日
の

設
定

を行
い

な
が

ら、
保

護
者

、地
域

の
ニー

ズ
に

沿
った

公
開

を企
画

す
る

な
ど、

オ
ンデ

マン
ドに

よる
保

護
者

会
も

検
討

して
い

きた
い

。
行

事
を通

し生
徒

が
満

足
感

や
成

功
を味

わ
え

る
よう

つ
とめ

て
い

る
９

５
％

Ａ
・学

校
が

地
域

の
人

々
をつ

な
ぐ取

り組
み

を行
う事

で
信

頼
が

生
まれ

応
援

され
る

学
校

づ
くり

が
で

きる
と思

い
ます

。体
育

祭
や

合
唱

コン
クー

ル
で

の
生

徒
達

の
取

り組
み

に
大

変
感

動
しま

した
。

戸
塚

西
中

□
地

域
の

学
校

とし
て

、広
く活

動
が

認
め

られ
、応

援
され

る
学

校
をつ

くる
。

（
学

校
は

信
頼

で
きる

９
５

％
以

上
）

□
８

月
に

西
立

野
町

会
と連

携
した

防
災

訓
練

を実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
Ａ

・町
会

との
防

災
訓

練
や

講
演

会
の

取
り組

み
は

素
晴

らし
い

で
す

。
・町

会
との

防
災

訓
練

の
取

り組
み

は
良

か
った

と思
うが

、町
会

の
人

数
が

あ
まり

集
まら

な
か

った
の

で
、何

か
策

が
あ

った
らと

思
う。

(生
徒

が
保

護
者

を誘
うな

ど)
・町

会
と連

携
した

行
事

の
実

施
や

、定
期

的
な

学
校

公
開

、周
年

行
事

へ
の

招
待

な
ど、

学
校

は
開

か
れ

た
学

校
つ

くり
に

尽
力

して
い

る
と思

わ
れ

ます
。

戸
塚

西
中

戸
塚

西
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

員
自

身
が

ウェ
ル

ビー
イン

グ
の

向
上

を重
要

性
を認

識
し、

や
りが

い
をも

っ
て

業
務

に
邁

進
で

きる
環

境
をつ

くる
。

（
や

りが
い

をも
って

仕
事

をす
る

こと
が

で
きて

い
る

教
員

１
０

０
％

、教
師

とい
う職

業
を選

ん
で

よか
った

と感
じる

１
０

０
％

）

〇
・時

間
外

勤
務

に
対

して
勤

務
の

割
り振

り調
整

の
実

施
や

、フ
レッ

クス
制

の
導

入
を推

進
す

る
こ

とに
より

、教
員

の
業

務
に

対
す

る
負

担
感

を軽
減

す
る

こと
が

で
きた

が
、教

員
一

人
ひ

とり
の

業
務

に
対

す
る

満
足

度
を向

上
させ

る
に

は
至

らな
か

った
。

※
や

りが
い

 ８
８

％
  教

師
に

な
って

よか
った

９
１

％

Ｂ

・お
金

を貰
って

い
る

以
上

は
プロ

で
あ

る
。ま

ず
原

点
は

そこ
に

あ
る

。一
人

ひ
とり

に
そこ

をし
っか

り自
覚

させ
る

。そ
の

上
で

個
々

に
応

じた
働

き方
や

一
人

ひ
とり

の
成

果
をし

っか
りと

認
め

て
、ち

ょっ
と大

袈
裟

な
くら

い
褒

め
て

あ
げ

る
事

が
大

切
だ

と考
え

ます
。

・先
生

方
が

時
間

の
ゆ

とり
をも

て
る

よう
な

取
り組

み
は

生
徒

に
も

良
い

関
り方

が
で

きる
よう

に
な

る
と思

い
ま

す
。小

学
校

との
連

携
は

勉
強

面
だ

け
で

な
く生

活
面

で
も

ギ
ャッ

プの
出

な
い

よう
な

取
り組

み
を望

み
ます

。
・教

職
員

の
勤

務
環

境
を整

え
る

こと
は

重
要

な
課

題
の

一
つ

だ
と思

わ
れ

る
の

で
、フ

レッ
クス

制
の

導
入

な
ど

積
極

的
に

取
り組

まれ
て

い
る

様
子

は
良

い
と思

い
ます

。
戸

塚
西

中
□

授
業

力
の

高
い

教
師

集
団

をつ
くる

。
（

生
徒

、保
護

者
の

授
業

が
分

か
りや

す
い

評
価

９
０

％
以

上
）

□
戸

塚
小

学
校

、戸
塚

南
小

学
校

で
テ

ス
トを

実
施

し、
フィ

ー
ドバ

ック
をし

た
。

□
生

徒
か

らの
「授

業
が

分
か

りや
す

い
」評

価
は

９
４

％
。

Ａ

戸
塚

西
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

戸
塚

西
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
「美

しく
して

い
る

学
校

」「
安

全
な

学
校

」の
確

立
（

学
校

評
価

の
安

全
項

目
の

質
問

に
お

い
て

安
全

で
あ

る
が

９
割

以
上

）

〇
・清

掃
時

間
の

短
縮

に
より

、や
らさ

れ
る

清
掃

で
は

な
く「

主
体

的
に

きれ
い

に
す

る
」活

動
とし

て
、

無
言

清
掃

を常
態

化
す

る
努

力
が

見
られ

た
。

・職
員

室
の

美
化

、安
全

に
つ

い
て

、定
期

的
に

教
頭

を中
心

に
声

をか
け

整
理

整
頓

を徹
底

した
。

Ｂ

・校
内

は
い

つ
も

きれ
い

に
され

て
い

る
と思

い
ます

。

戸
塚

西
中

□
地

域
の

活
動

に
視

点
を置

い
た

学
校

施
設

の
整

備
□

地
域

連
携

防
災

訓
練

時
に

指
摘

され
た

校
内

案
内

を設
置

した
。

□
施

設
利

用
の

整
備

を行
い

、地
域

クラ
ブ化

に
向

け
た

環
境

整
備

を行
った

。
Ａ

・校
内

案
内

板
で

とて
も

わ
か

りや
す

くな
った

と感
じま

す
。

・学
校

を安
全

な
施

設
に

す
る

た
め

に
は

、施
設

・設
備

の
整

備
は

必
要

不
可

欠
で

す
。生

徒
の

安
全

確
保

と
い

う点
に

お
い

て
も

そこ
の

予
算

は
削

る
べ

きで
は

な
い

と思
い

ます
。予

算
を削

った
こと

に
より

何
か

事
故

が
起

きた
ら大

問
題

に
つ

な
が

る
と思

い
ます

の
で

、市
の

予
算

とし
て

、施
設

設
備

が
十

分
に

で
きる

よう
必

要
な

予
算

を確
保

して
も

らい
た

い
と思

い
ます

。
戸

塚
西

中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

鳩
ヶ谷

中
組

織
運

営
〇

教
職

員
の

当
事

者
意

識
の

醸
成

と逆
ピラ

ミッ
ド型

の
組

織
づ

くり
〇

校
外

学
習

や
宿

泊
行

事
をは

じめ
とす

る
学

校
行

事
に

お
い

て
、学

年
や

担
当

か
ら新

た
な

企
画

を提
案

・検
討

し、
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・教

職
員

が
同

じ方
向

を向
き、

自
信

をも
って

取
り組

ん
で

ほ
しい

。
・教

職
員

一
人

ひ
とり

が
アイ

デ
アを

出
し合

って
検

討
し、

今
の

時
代

に
対

応
した

教
育

活
動

を展
開

して
ほ

し
い

。
鳩

ヶ谷
中

□
体

験
活

動
を通

して
実

感
の

伴
った

学
び

を充
実

□
修

学
旅

行
や

水
上

自
然

教
室

で
は

、生
徒

の
想

い
を形

に
す

る
学

び
や

体
験

活
動

が
展

開
され

た
。特

に
、２

学
年

の
校

外
学

習
で

は
、エ

リア
を拡

大
し、

新
た

な
実

施
方

法
で

実
施

し、
生

徒
の

満
足

度
も

高
か

った
。

Ｂ
・学

校
行

事
や

校
外

学
習

に
お

い
て

、生
徒

か
らの

アイ
デ

アを
実

現
す

る
た

め
に

、よ
り良

い
体

験
活

とす
る

体
制

が
で

きて
い

る
。

・今
後

とも
生

徒
に

立
案

・検
討

・実
行

す
る

経
験

を積
ませ

て
ほ

しい
。

鳩
ヶ谷

中

◇
不

登
校

生
徒

の
学

び
へ

の
接

続
１

０
０

％
の

実
現

◇
ほ

っと
ル

ー
ム

の
運

用
に

つ
い

て
、教

育
相

談
部

会
を中

心
に

検
討

し、
１

学
期

に
開

設
した

。地
域

の
主

任
児

童
委

員
に

よる
支

援
や

、１
０

月
か

ら時
間

割
に

よる
担

当
教

員
配

置
制

に
移

行
す

る
等

、状
況

に
応

じて
整

備
した

。
Ｂ

・価
値

観
の

多
様

性
を認

め
つ

つ
も

、不
登

校
生

徒
を減

少
させ

て
ほ

しい
。

・不
登

校
対

策
に

お
い

て
も

、小
学

校
との

連
携

を強
化

して
い

くこ
とが

望
まし

い
。

・ほ
っと

ル
ー

ム
の

活
用

に
つ

い
て

は
、目

的
や

運
用

が
分

か
りづ

らい
面

が
あ

る
の

で
、よ

り広
く、

柔
軟

に
考

え
て

い
く必

要
が

あ
る

。

鳩
ヶ谷

中
教

育
課

程
〇

個
別

最
適

な
学

び
と協

働
的

な
学

び
〇

各
教

科
に

お
い

て
、Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を効
果

的
に

活
用

した
り、

対
話

や
協

働
の

場
面

を意
図

的
に

設
定

した
りす

る
授

業
が

展
開

され
た

。
Ａ

・社
会

の
変

化
に

対
応

した
学

び
を展

開
す

る
の

は
、大

変
だ

と思
うが

、令
和

の
時

代
に

沿
い

な
が

ら、
生

徒
に

自
信

をも
た

せ
る

指
導

をお
願

い
した

い
。

・グ
ル

ー
プご

との
対

話
的

な
授

業
や

、目
的

をも
った

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

活
用

を進
め

て
ほ

しい
。

鳩
ヶ谷

中
□

学
習

者
自

身
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

□
１

学
期

の
中

間
テ

ス
トを

廃
止

した
こと

に
より

、単
元

テ
ス

トに
対

す
る

教
員

の
意

識
は

高
まっ

た
が

、年
間

を通
じて

取
り組

む
教

科
は

限
られ

た
。今

後
、成

果
と課

題
を明

らか
に

し、
次

年
度

以
降

の
在

り方
に

反
映

して
い

く。
Ｃ

・生
徒

の
理

解
度

を確
認

で
きる

単
元

テ
ス

トの
良

さも
踏

まえ
つ

つ
、学

習
の

定
着

を確
認

で
きる

定
期

テ
ス

ト
も

重
要

で
あ

る
。

鳩
ヶ谷

中
◇

生
徒

同
士

の
教

え
合

い
や

対
話

的
な

活
動

◇
授

業
開

始
時

の
トレ

ー
ニン

グ
的

活
動

◇
多

くの
教

科
で

対
話

型
の

授
業

が
展

開
され

、I
CT

を活
用

した
ドリ

ル
学

習
も

積
極

的
に

活
用

し
た

。
Ｂ

・対
話

的
な

学
び

は
、生

徒
同

士
が

教
え

合
うこ

とで
理

解
を深

め
る

こと
が

で
き、

学
力

向
上

に
つ

な
が

る
と考

え
る

。
・Ｉ

Ｃ
Ｔ

を効
果

的
に

活
用

す
る

こと
も

重
要

で
あ

る
が

、時
に

は
、慎

重
に

進
め

る
こと

も
大

切
で

あ
る

。
鳩

ヶ谷
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
機

能
的

な
学

校
運

営
協

議
会

の
開

催
及

び
研

究
委

嘱
を通

じた
小

中
連

携
の

強
化

〇
学

校
運

営
協

議
会

で
は

、事
前

ｱﾝ
ｹｰ

ﾄを
元

に
熟

議
を展

開
し、

地
域

で
の

生
徒

の
活

躍
促

進
に

向
け

た
アイ

デ
アや

教
職

員
の

任
用

に
つ

い
て

意
見

を交
わ

した
。

２
年

に
渡

る
小

中
連

携
の

委
嘱

研
究

で
は

、成
果

と課
題

を２
月

に
市

内
外

に
発

表
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・こ

れ
まで

の
小

中
連

携
の

研
究

を生
か

して
、今

後
も

９
ヵ年

を見
通

した
教

育
を目

指
して

ほ
しい

。
・学

校
運

営
協

議
会

とＰ
Ｔ

Ａ
の

意
見

交
換

や
自

治
会

との
連

携
を強

化
し、

学
校

を核
とし

た
地

域
づ

くり
を進

め
られ

る
と良

い
。

鳩
ヶ谷

中
□

子
ども

の
力

を地
域

に
還

元
し、

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
□

12
月

に
自

治
会

や
関

係
機

関
の

協
力

を得
な

が
ら、

地
域

合
同

防
災

訓
練

を実
施

した
。一

方
、地

域
の

祭
りの

実
施

時
期

が
、定

期
テ

ス
トの

直
前

に
変

更
とな

った
こと

で
、生

徒
に

積
極

的
に

働
き掛

け
す

る
こと

が
で

きな
か

った
。

Ｃ
・地

域
合

同
防

災
訓

練
をは

じめ
、お

祭
り等

の
地

域
の

イベ
ント

を通
じて

、地
域

と学
校

の
交

流
を深

め
る

こ
とが

で
きた

。
・鳩

ヶ谷
公

民
館

の
文

化
祭

に
参

加
す

る
等

、地
域

と交
流

す
る

機
会

が
増

え
る

と良
い

。
鳩

ヶ谷
中

◇
Ｈ

Ｐ
の

最
大

限
の

活
用

◇
日

々
の

教
育

活
動

に
お

け
る

生
徒

の
活

動
や

宿
泊

行
事

の
様

子
等

、積
極

的
に

W
EB

サ
イト

を
更

新
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・今

後
とも

W
EB

サ
イト

や
「鳩

中
だ

より
」の

回
覧

で
、学

校
の

様
子

が
見

え
る

学
校

づ
くり

をお
願

い
した

い
。

・保
護

者
や

地
域

に
向

け
た

積
極

的
な

情
報

発
信

を望
む

。
鳩

ヶ谷
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

職
員

事
故

、不
祥

事
、ハ

ラス
メン

トゼ
ロ

〇
教

頭
が

中
心

とな
り、

短
時

間
の

倫
理

確
立

委
員

会
を毎

週
実

施
した

り、
職

員
会

議
後

に
不

祥
事

防
止

プロ
グ

ラム
研

修
や

情
報

提
供

を毎
月

実
施

した
りし

た
。職

員
の

啓
発

は
「校

長
だ

より
」か

ら職
員

会
議

の
指

示
・伝

達
資

料
へ

と形
式

を変
更

した
。

Ｂ
・教

職
員

に
よる

不
祥

事
の

報
道

が
後

を絶
た

な
い

が
、引

き続
き、

校
長

を軸
とし

た
教

職
員

の
連

携
体

制
を

継
続

し、
生

徒
が

安
心

して
通

え
る

学
校

で
あ

って
ほ

しい
。

鳩
ヶ谷

中
□

自
己

研
鑽

の
時

間
を確

保
す

る
こと

で
人

材
育

成
に

努
め

る
□

各
種

研
修

へ
の

積
極

的
な

参
加

を促
す

とと
も

に
、校

内
研

修
で

、校
内

の
教

員
が

講
師

を務
め

る
等

、教
員

同
士

が
学

び
合

う環
境

が
整

って
い

る
。ま

た
、次

年
度

に
向

け
て

、総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

計
画

を見
直

して
い

る
。

Ｂ
・教

職
員

が
研

修
に

積
極

的
に

参
加

した
り、

校
内

研
修

の
講

師
とな

って
学

び
合

った
りす

る
こと

が
、生

徒
の

学
力

向
上

に
つ

な
が

る
。

鳩
ヶ谷

中
◇

指
導

力
、授

業
力

の
向

上
◇

小
中

連
携

推
進

協
議

会
を中

心
に

、３
校

合
同

研
修

を年
２

回
（

8・
12

月
）

に
実

施
した

。
取

り組
み

を推
進

す
る

た
め

に
、教

科
や

領
域

ご
とに

３
校

交
流

グ
ル

ー
プを

編
成

し、
実

践
す

る
こと

で
、授

業
や

学
校

行
事

で
連

携
す

る
機

会
が

格
段

に
増

え
た

。
Ａ

・小
中

一
貫

教
育

へ
の

取
り組

み
を継

続
し、

連
携

を強
化

して
ほ

しい
。

・指
導

力
や

授
業

力
の

向
上

の
た

め
、小

中
連

携
に

よる
授

業
参

観
等

を継
続

し、
良

い
取

り組
み

をお
互

い
に

取
り入

れ
、実

践
して

い
け

る
と良

い
。

鳩
ヶ谷

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

豊
か

な
情

操
の

醸
成

〇
生

徒
の

作
品

を展
示

した
り、

生
徒

の
活

躍
が

分
か

る
学

校
行

事
の

写
真

を廊
下

や
階

段
に

掲
示

した
りす

る
こと

で
、学

年
や

学
級

へ
の

所
属

意
識

を高
め

た
。

Ｂ

・生
徒

の
個

性
豊

か
な

作
品

展
示

、学
年

や
学

級
の

良
さを

生
か

した
校

内
掲

示
、廊

下
等

へ
の

生
花

等
、

校
内

環
境

の
整

備
を継

続
して

ほ
しい

。

・鳩
ヶ谷

公
民

館
の

文
化

祭
に

参
加

す
る

等
、地

域
と交

流
す

る
機

会
が

増
え

る
と良

い
。

鳩
ヶ谷

中
□

機
能

的
な

防
災

拠
点

とて
の

学
校

づ
くり

□
１

学
年

の
防

災
学

習
とし

て
、避

難
所

設
営

や
避

難
所

運
営

ゲ
ー

ム
に

取
り組

み
、生

徒
の

防
災

意
識

を高
め

た
。ま

た
、施

設
面

で
は

、体
育

館
出

入
口

の
階

段
の

改
修

を行
った

。
Ｂ

・災
害

発
生

時
、中

学
生

の
力

が
頼

りに
な

る
。ま

た
、鳩

ヶ谷
中

学
校

が
避

難
所

とな
る

の
で

、生
徒

の
防

災
意

識
を高

め
る

取
り組

み
を今

後
も

継
続

して
ほ

しい
。併

せ
て

、少
しず

つ
で

も
良

い
の

で
、バ

リア
フリ

ー
化

も
進

め
て

ほ
しい

。
鳩

ヶ谷
中

◇
子

ども
た

ち
の

安
全

と安
心

づ
くり

◇
盗

撮
事

件
を受

け
、安

全
点

検
体

制
を強

化
した

り、
安

全
・安

心
上

の
配

慮
か

ら教
室

等
の

施
錠

体
制

を見
直

した
。部

活
動

の
練

習
中

、救
急

搬
送

とな
る

重
大

事
故

が
起

きて
しま

った
。

Ｄ

・生
徒

の
安

全
・安

心
の

た
め

、破
損

個
所

や
危

険
個

所
、施

錠
の

点
検

等
、引

き続
き、

事
故

防
止

に
努

め
て

ほ
しい

。
・部

活
動

の
練

習
に

お
い

て
も

、生
徒

の
注

意
力

等
、学

校
全

体
で

危
機

管
理

意
識

を高
め

る
指

導
をお

願
い

した
い

。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

八
幡

木
中

組
織

運
営

〇
若

手
、ベ

テ
ラン

それ
ぞ

れ
の

良
さを

生
か

し、
チ

ー
ム

八
幡

木
中

とし
て

ス
ピー

ド感
をも

った
機

動
的

な
組

織
を確

立
す

る
。

〇
教

職
員

との
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を基

本
に

、月
１

回
の

若
手

研
修

会
や

ミニ
研

修
会

等
を実

施
し、

教
育

公
務

員
とし

て
の

自
覚

を高
め

た
。

〇
「道

徳
の

八
幡

木
中

」と
して

機
運

を高
め

、学
校

公
開

日
で

道
徳

の
授

業
を全

学
年

で
実

施
し

た
。

Ａ
・八

幡
木

中
の

道
徳

の
授

業
を参

観
す

る
と、

大
人

に
な

って
も

大
事

な
ル

ー
ル

を意
識

して
、生

徒
同

士
で

デ
ィス

カッ
シ

ョン
して

い
る

こと
が

良
か

った
。

八
幡

木
中

□
不

登
校

生
徒

や
その

保
護

者
と積

極
的

に
つ

な
が

り、
信

頼
関

係
を構

築
し

て
社

会
的

自
立

を促
して

い
く。

鳩
ヶ谷

地
区

の
教

育
相

談
に

お
け

る
セ

ンタ
ー

機
能

とし
て

、ほ
っと

ル
ー

ム
の

運
用

を進
め

る
。

□
地

域
人

材
に

よる
不

登
校

支
援

セ
ンタ

ー
とし

て
の

とま
り木

ル
ー

ム
を1

月
に

開
設

した
。日

々
の

適
切

な
対

応
で

不
登

校
生

徒
支

援
率

10
0％

達
成

。
□

鳩
ヶ谷

地
区

の
不

登
校

児
童

生
徒

及
び

保
護

者
の

教
育

相
談

会
を2

回
実

施
し、

つ
な

が
りを

持
った

。

Ａ

八
幡

木
中

八
幡

木
中

教
育

課
程

〇
学

習
に

高
い

意
識

を持
って

い
る

生
徒

とそ
うで

な
い

生
徒

の
差

を小
さく

す
る

た
め

、授
業

が
楽

しい
自

分
も

や
れ

ば
で

きる
とい

う経
験

を授
業

中
に

味
わ

わ
せ

る
。

〇
数

学
で

昼
休

み
に

生
徒

の
学

び
合

い
を取

り入
れ

た
学

習
機

会
を設

け
、教

科
担

当
と学

年
職

員
で

基
礎

定
着

の
成

果
を挙

げ
た

。定
期

テ
ス

ト前
の

補
習

や
冬

休
み

に
３

年
生

対
象

の
学

力
アッ

プ教
室

を実
施

し、
一

人
ひ

とり
の

学
習

状
況

の
改

善
を図

った
。

Ａ
・八

幡
木

中
で

次
年

度
準

備
をし

て
い

る
学

習
計

画
を立

て
て

定
期

テ
ス

トに
取

り組
む

こと
は

、素
晴

らし
い

。
一

般
社

会
で

仕
事

が
で

きる
人

は
、段

取
りや

計
画

を立
て

る
こと

を一
番

大
事

に
して

い
る

。中
学

時
代

に
教

え
て

、学
習

以
外

で
も

計
画

性
をも

って
取

り組
む

こと
の

で
きる

生
徒

を育
て

て
欲

しい
。

八
幡

木
中

□
チ

ー
ム

八
幡

木
中

で
市

委
嘱

研
究

に
お

い
て

道
徳

の
研

究
を進

め
、授

業
力

の
向

上
を図

り生
徒

の
道

徳
力

を高
め

る
。

□
道

徳
の

授
業

で
発

問
を吟

味
す

る
な

ど指
導

方
法

の
工

夫
改

善
を進

め
た

。話
合

い
、学

び
合

い
活

動
等

を積
極

的
に

取
り入

れ
る

な
ど方

策
を示

し、
改

善
を図

った
。

Ａ
・現

在
中

学
校

を会
場

とし
て

英
検

や
漢

検
を実

施
して

い
な

い
が

、案
内

は
学

校
か

ら生
徒

に
して

欲
しい

。

八
幡

木
中

八
幡

木
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
地

域
と学

校
が

目
標

を共
有

し、
W

IN
-W

IN
な

関
係

を築
け

る
よう

に
、学

校
の

様
々

な
教

育
活

動
に

つ
い

て
保

護
者

や
地

域
の

方
に

参
加

して
い

た
だ

く。

〇
岸

川
中

とま
り木

ル
ー

ム
の

担
当

者
、本

校
の

学
校

運
営

協
議

会
委

員
、民

生
委

員
、主

任
児

童
委

員
、保

護
司

、元
PT

A会
長

等
が

運
営

ス
タッ

フと
して

とま
り木

ル
ー

ム
が

開
室

した
。川

口
市

内
の

不
登

校
児

童
生

徒
とそ

の
保

護
者

相
談

会
を継

続
して

行
った

。
Ａ

・不
登

校
生

徒
や

保
護

者
の

居
場

所
とし

て
の

とま
り木

ル
ー

ム
を、

次
年

度
以

降
も

継
続

して
設

置
して

欲
し

い
。（

回
答

）
次

年
度

以
降

の
運

営
に

つ
い

て
、３

月
１

８
日

９
時

より
ス

タッ
フと

管
理

職
で

打
ち

合
わ

せ
を

す
る

予
定

。
・と

まり
木

ル
ー

ム
の

構
造

上
、隣

の
ス

テ
ップ

ル
ー

ム
に

声
が

響
き学

習
に

支
障

が
あ

った
。

八
幡

木
中

□
学

校
HP

の
積

極
的

な
更

新
を行

い
、保

護
者

・地
域

に
公

開
して

い
く。

□
日

常
の

活
動

状
況

や
行

事
の

様
子

をH
P等

を使
い

広
く広

報
で

きた
。H

Pの
更

新
や

メー
ル

配
信

も
積

極
的

に
行

うこ
とが

で
きた

。
Ｂ

・と
まり

木
ル

ー
ム

は
、い

つ
来

て
も

よい
、誰

が
来

て
も

よい
、し

ゃべ
らく

な
くて

よい
、そ

れ
が

生
徒

に
とっ

て
の

居
心

地
の

よさ
に

な
る

。ス
タッ

フの
心

構
え

とし
て

、三
た

が
り（

関
わ

りた
が

り、
知

りた
が

り、
教

え
た

が
り）

を気
を付

け
た

い
。

八
幡

木
中

八
幡

木
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
教

師
とし

て
生

徒
を伸

ば
す

こと
の

で
きる

力
を身

に
付

け
る

。外
部

講
師

を指
導

者
とし

て
教

員
以

外
の

社
会

を学
び

、社
会

人
とし

て
の

素
養

を身
に

付
け

る
。

〇
教

員
が

互
い

の
授

業
を見

合
う機

会
や

他
校

の
優

れ
た

実
践

を見
る

機
会

が
増

え
て

い
る

。授
業

参
観

後
、参

観
者

が
若

い
教

員
に

指
導

をす
る

機
会

が
増

え
た

。若
い

教
員

の
IC

T活
用

方
法

をベ
テ

ラン
教

員
が

学
ぶ

機
会

に
な

った
。

Ｂ
・今

年
度

の
不

登
校

生
徒

数
とい

じめ
の

認
知

件
数

に
つ

い
て

教
え

て
欲

しい
。（

回
答

）
２

月
２

０
日

現
在

、不
登

校
生

徒
数

は
３

３
名

、い
じめ

認
知

件
数

は
１

８
件

で
あ

る
。

八
幡

木
中

□
様

々
な

経
験

をし
、指

導
の

幅
を広

げ
る

た
め

に
も

、ワ
ー

クラ
イフ

バ
ラン

ス
を

考
慮

し、
視

野
を広

げ
る

時
間

を作
る

。

□
先

輩
か

ら若
手

へ
の

助
言

をも
とに

、健
康

第
一

に
、時

間
を意

識
した

勤
務

を進
め

た
。今

年
度

より
下

校
時

刻
を1

6時
50

分
に

した
こと

、学
期

末
に

５
時

間
授

業
を１

週
間

設
け

た
こと

で
、時

間
の

ゆ
とり

が
で

きて
働

き方
の

改
善

を進
め

た
。

Ｂ

八
幡

木
中

八
幡

木
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
老

朽
化

が
激

しい
箇

所
、特

に
グ

ラウ
ンド

改
修

、ほ
っと

ル
ー

ム
の

整
備

に
見

通
しを

付
け

る
。

〇
旧

金
工

室
をほ

っと
ル

ー
ム

、教
育

相
談

室
、ス

テ
ップ

ル
ー

ム
に

改
修

し運
用

した
。生

徒
用

トイ
レ

改
修

が
次

年
度

以
降

に
延

期
した

。代
わ

りに
業

者
に

よる
トイ

レの
クリ

ー
ニン

グ
と換

気
扇

の
設

置
を行

った
。計

画
的

に
素

早
い

修
繕

を徹
底

し事
故

ゼ
ロ。

Ｂ
・備

蓄
倉

庫
の

移
動

場
所

は
校

舎
内

か
、外

に
専

用
倉

庫
を設

置
す

る
の

か
、川

口
市

に
確

認
して

欲
しい

。

八
幡

木
中

・川
口

市
とし

て
クラ

ウド
ファ

ンデ
ィン

グ
で

改
修

で
きな

い
の

か
。

八
幡

木
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

里
中

組
織

運
営

〇
不

登
校

生
徒

を減
少

させ
る

とと
も

に
、学

び
の

保
障

に
向

け
た

支
援

率
を１

０
０

％
に

す
る

。
（

令
和

６
年

度
不

登
校

生
徒

数
の

割
合

4.
8%

）

〇
ス

テ
ップ

ル
ー

ム
を活

用
した

り、
家

庭
訪

問
を実

施
した

り、
オ

ンラ
イン

授
業

を実
施

した
りし

な
が

ら、
不

登
校

生
徒

の
学

び
の

保
障

に
向

け
た

支
援

を1
00

％
で

きた
が

、不
登

校
生

徒
数

の
割

合
は

5.
1％

とな
った

。
　ま

た
、ス

テ
ップ

ル
ー

ム
登

校
の

生
徒

に
は

、通
知

表
とは

別
に

文
書

表
記

に
よる

評
価

を実
施

した
。

Ｂ
・地

域
人

材
が

生
か

され
て

い
る

。
・ス

テ
ップ

ル
ー

ム
をも

っと
生

徒
に

利
用

して
ほ

しい
。

・ス
テ

ップ
ル

ー
ム

を利
用

して
い

る
生

徒
の

成
績

と進
路

が
心

配
で

あ
る

。

里
中

里
中

里
中

教
育

課
程

〇
端

末
の

更
な

る
活

用
と効

果
的

な
活

用
を推

進
す

る
。

　他
教

科
との

関
連

を意
識

した
授

業
展

開
を推

進
す

る
。

〇
授

業
の

内
容

等
に

応
じて

、各
先

生
方

が
効

果
的

に
一

人
一

台
端

末
を活

用
で

き、
また

、他
教

科
との

関
連

を意
識

した
授

業
を実

践
で

き、
個

別
最

適
な

学
び

と協
働

的
な

学
び

を実
現

で
きた

。
Ｂ

・w
i-f

i環
境

を良
くし

、生
徒

に
とっ

て
、使

い
や

す
い

状
況

に
して

ほ
しい

。
・ア

ナ
ログ

とデ
ジ

タル
の

両
立

が
必

要
で

あ
る

と思
う。

里
中

里
中

里
中

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
学

校
運

営
協

議
会

を核
とし

た
地

域
とと

も
に

あ
る

学
校

づ
くり

を推
進

す
る

。

〇
地

域
連

携
美

化
活

動
や

ス
テ

ップ
ル

ー
ム

の
運

営
な

ど地
域

の
人

材
を生

か
した

取
り組

み
が

で
き

た
。

　小
学

校
で

の
挨

拶
運

動
や

学
習

支
援

を生
徒

が
行

い
、小

中
連

携
を実

現
で

きた
。ま

た
、夏

季
休

業
中

に
小

中
の

教
員

の
合

同
の

研
修

を実
施

で
きた

。

Ｂ
・地

域
連

携
の

取
り組

み
を増

や
した

ほ
うが

良
い

。
・美

化
活

動
に

民
生

委
員

に
声

をか
け

て
ほ

しい
。

里
中

里
中

里
中

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
生

徒
・保

護
者

が
一

層
相

談
しや

す
く、

教
職

員
の

働
き甲

斐
の

あ
る

学
校

づ
くり

を推
進

す
る

。

〇
研

修
した

こと
を踏

まえ
、組

織
的

に
生

徒
指

導
、教

育
相

談
に

あ
た

る
こと

が
で

きた
。学

校
評

価
アン

ケ
ー

トの
保

護
者

か
らの

回
答

で
は

、ほ
とん

どの
項

目
で

、肯
定

的
な

回
答

75
％

を超
え

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・先

生
方

の
連

携
が

で
きて

よい
と思

う。
・働

き方
改

革
をも

っと
推

進
した

ほ
うが

良
い

と思
う。

・若
い

先
生

に
ベ

テ
ラン

の
先

生
が

教
え

な
け

れ
ば

な
らな

い
と感

じる
。

里
中

里
中

里
中

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
危

機
管

理
意

識
を高

め
、安

心
安

全
な

学
校

をづ
くり

を推
進

す
る

。
〇

毎
月

の
安

全
点

検
を確

実
に

行
い

、生
徒

に
とっ

て
安

心
・安

全
な

環
境

を保
持

す
る

こと
が

で
き

た
。

　今
年

度
は

、大
規

模
な

グ
ラウ

ンド
改

修
の

工
事

を実
施

した
。

Ａ
・プ

ー
ル

は
今

後
改

修
され

る
の

か
。

・水
泳

の
授

業
は

今
後

どう
な

る
の

か
。

里
中

里
中
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

附
属

中
組

織
運

営
〇

高
校

や
市

教
委

との
連

携
を更

に
強

化
し、

中
高

一
貫

校
とし

て
の

学
校

運
営

の
軸

を確
立

す
る

。
〇

定
時

の
打

ち
合

わ
せ

に
限

らず
、日

常
の

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を意
識

して
行

うこ
とで

、中
高

の
連

携
が

深
まっ

た
。

Ａ
・中

高
連

携
は

大
切

な
の

で
、今

後
も

進
め

て
ほ

しい
。

附
属

中
□

高
校

との
連

携
に

お
い

て
、教

員
レベ

ル
で

の
連

携
を強

化
し、

一
貫

校
とし

て
の

魅
力

アッ
プに

つ
な

げ
る

。

□
教

科
指

導
の

面
に

お
い

て
も

、昨
年

度
より

も
連

携
が

深
まっ

た
。特

に
、探

究
学

習
に

お
い

て
は

、
定

期
の

担
当

者
会

議
の

開
催

に
より

、6
年

間
を見

通
した

学
び

や
、ゼ

ミ形
式

の
学

習
な

ど、
具

体
的

な
成

果
が

上
が

った
。

Ａ
・今

後
１

０
年

を見
通

した
計

画
を策

定
して

ほ
しい

。

附
属

中
◇

募
集

拡
大

に
向

け
て

、見
通

しを
持

った
準

備
を行

う。
◇

教
室

配
置

計
画

策
定

の
た

め
の

検
討

会
議

を定
期

で
開

催
し、

共
通

理
解

を図
った

上
で

の
計

画
を策

定
で

きた
。

Ｂ
・引

き続
き、

十
分

な
教

員
数

を確
保

す
べ

き。

附
属

中
教

育
課

程
〇

「よ
き学

習
者

」と
して

の
資

質
を育

成
す

る
教

育
活

動
を行

う。
〇

対
話

的
な

学
び

が
本

校
の

特
色

とし
て

、ど
の

教
科

で
も

ス
タン

ダー
ドに

な
り、

学
校

訪
問

で
も

高
い

評
価

をい
た

だ
い

た
。学

習
面

談
の

効
果

も
あ

り、
全

体
の

学
力

向
上

に
つ

な
が

った
。

Ａ
・生

徒
が

生
き生

きと
学

ぶ
姿

が
素

晴
らし

い
。

・掲
示

等
の

工
夫

も
見

られ
、学

習
環

境
が

整
って

い
た

。
附

属
中

□
中

高
一

貫
校

とし
て

、６
年

間
を見

通
した

カリ
キ

ュラ
ム

作
りを

更
に

推
進

す
る

。
□

高
校

と連
携

した
学

び
を創

り始
め

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ
・一

貫
生

と高
入

生
が

競
い

合
うよ

うな
教

育
課

程
を策

定
して

ほ
しい

。

附
属

中
◇

生
徒

を主
語

に
した

教
育

活
動

を展
開

す
る

こと
で

、生
徒

一
人

ひ
とり

に
自

己
効

力
感

を育
み

、附
属

中
生

とし
て

の
プラ

イド
を持

った
状

態
で

高
校

へ
繋

ぐ。

◇
生

徒
を真

ん
中

に
置

い
た

活
動

を徹
底

す
る

こと
で

、埼
玉

県
学

力
・学

習
状

況
調

査
に

お
け

る
「自

己
効

力
感

」の
向

上
に

つ
な

が
った

。
Ａ

・特
に

な
し。

附
属

中
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

より
多

くの
市

民
に

本
校

の
魅

力
を知

って
も

らう
た

め
、積

極
的

な
情

報
発

信
を行

う。
〇

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
は

頻
繁

に
行

い
、閲

覧
数

が
大

幅
に

伸
び

た
。学

校
説

明
会

で
は

、生
徒

に
よる

相
談

コー
ナ

ー
を設

置
し、

好
評

をい
た

だ
い

た
。

Ａ
・特

に
な

し。

附
属

中
□

市
内

児
童

に
直

接
本

校
の

魅
力

を伝
え

る
。

□
母

校
訪

問
に

つ
い

て
は

、計
画

通
りに

実
行

し、
小

学
校

の
先

生
方

か
らも

温
か

い
言

葉
をい

た
だ

い
た

。
Ａ

・本
校

で
学

ぶ
意

欲
の

あ
る

川
口

市
の

児
童

が
、今

後
も

た
くさ

ん
入

る
よう

に
して

ほ
しい

。

附
属

中
◇

川
口

市
外

の
児

童
に

本
校

の
魅

力
を伝

え
る

。
◇

市
外

へ
の

募
集

拡
大

に
伴

い
、塾

を中
心

媒
体

とし
て

周
知

活
動

を行
った

。
Ｂ

・施
設

、設
備

、備
品

等
の

環
境

の
良

さを
、更

に
積

極
的

に
周

知
す

べ
き。

附
属

中
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

校
長

の
「目

指
す

学
校

像
」の

具
現

化
に

向
け

、教
職

員
一

丸
とな

って
取

り
組

む
。

〇
機

会
をと

らえ
継

続
的

に
啓

発
を行

った
結

果
、教

職
員

の
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

り、
チ

ー
ム

とし
て

の
一

体
感

が
感

じら
れ

た
。

Ａ
・特

に
な

し。

附
属

中
□

学
習

に
軸

足
を置

い
た

本
校

の
特

色
を共

通
理

解
す

る
こと

で
、自

覚
をも

っ
て

自
己

研
鑽

に
取

り組
む

教
職

員
を育

成
す

る
。

□
限

られ
た

時
間

内
で

は
あ

る
が

、以
前

より
も

教
科

ご
とに

話
し合

う場
面

が
多

く見
られ

る
よう

に
な

った
。時

間
外

に
、個

人
の

教
科

研
究

等
に

取
り組

む
教

員
も

い
た

。
Ｂ

・特
に

な
し。

附
属

中
◇

誰
か

らも
信

頼
され

る
教

職
員

集
団

を育
成

す
る

。
◇

ベ
クト

ル
は

揃
え

つ
つ

も
、各

教
員

の
特

色
・持

ち
味

を生
か

した
教

育
活

動
が

展
開

で
きた

。ス
ト

レス
チ

ェッ
クで

も
、良

好
な

結
果

が
得

られ
た

。
Ａ

・特
に

な
し。

附
属

中
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

中
高

一
貫

校
とし

て
の

持
続

可
能

な
施

設
、設

備
の

活
用

並
び

に
管

理
方

法
を確

立
す

る
。

〇
定

期
の

管
理

職
の

打
ち

合
わ

せ
等

を通
じて

連
携

を密
に

し、
施

設
の

円
滑

な
活

用
・管

理
を行

う
こと

が
で

きた
。

Ａ
・特

に
な

し。

附
属

中
□

募
集

拡
大

に
向

け
た

施
設

、設
備

の
計

画
的

な
準

備
。

□
教

頭
を中

心
に

高
校

との
連

携
をし

た
会

議
を設

置
し、

教
室

配
置

計
画

を策
定

す
る

こと
が

で
き

た
。

Ｂ
・特

に
な

し。

附
属

中
◇

で
きう

る
限

りの
最

大
限

の
防

犯
対

策
を行

う。
◇

警
察

等
専

門
機

関
の

方
を招

聘
した

訓
練

を実
施

す
る

とと
も

に
、そ

の
助

言
に

基
づ

い
た

防
犯

用
品

等
の

設
置

を行
うこ

とが
で

きた
。

Ａ
・安

全
担

当
の

指
導

に
な

る
が

、道
交

法
の

改
正

や
募

集
拡

大
に

伴
い

、自
転

車
の

安
全

指
導

に
つ

い
て

は
更

に
徹

底
して

ほ
しい

。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

川
口

市
立

高
組

織
運

営
〇

「進
学

校
・S

SH
指

定
校

とし
て

飛
躍

す
る

」
〇

各
学

科
・コ

ー
ス

の
教

育
活

動
の

発
展

とよ
り一

層
の

特
色

化
を打

ち
出

す
。

〇
SS

H事
業

を学
校

づ
くり

の
中

核
とし

た
教

育
活

動
を展

開
し、

理
数

科
だ

け
で

は
な

く普
通

科
へ

の
探

究
活

動
の

充
実

とと
も

に
、各

次
・各

分
掌

が
それ

ぞ
れ

特
色

あ
る

事
業

を実
施

した
。

Ｂ
・開

校
１

０
年

に
向

け
、教

育
課

程
等

変
化

をつ
け

て
教

育
活

動
を充

実
させ

て
ほ

しい
。

川
口

市
立

高
□

管
理

職
と教

職
員

の
意

思
疎

通
の

も
と、

各
部

署
の

目
標

を連
鎖

させ
、教

育
活

動
を飛

躍
させ

る
。

□
企

画
委

員
会

を中
心

に
、管

理
職

と主
任

との
意

思
疎

通
を密

に
し、

教
育

活
動

の
推

進
を図

っ
た

。
Ｂ

・附
属

中
との

連
携

に
６

年
間

を見
通

して
取

り組
まれ

て
い

る
。さ

らに
次

の
ス

テ
ー

ジ
を見

据
え

た
学

校
経

営
をお

願
い

す
る

。
川

口
市

立
高

・川
口

市
立

高
校

の
ブラ

ンド
を一

層
高

め
る

教
育

活
動

を。

川
口

市
立

高
教

育
課

程
〇

「国
公

立
大

学
進

学
に

対
応

す
る

教
育

課
程

の
展

開
とS

SH
事

業
を実

施
す

る
」

〇
国

公
立

大
学

の
現

役
合

格
者

60
名

以
上

、共
通

テ
ス

トフ
ル

出
願

率
30

%
以

上
を目

指
す

。

○
国

公
立

大
学

を第
一

志
望

とす
る

3年
次

の
生

徒
数

は
 9

6名
（

R6
︓

10
4名

）
○

共
通

テ
ス

トの
フル

受
験

率
(出

願
時

)は
26

.0
1%

（
R6

:2
9.

8%
、R

5:
25

.8
%

）
Ｂ

・中
高

一
貫

生
と高

校
か

ら入
学

した
生

徒
、そ

れ
ぞ

れ
の

学
力

を伸
ば

して
ほ

しい
。

川
口

市
立

高
□

生
徒

の
進

路
実

現
に

向
け

、授
業

の
質

を高
め

、学
力

向
上

に
つ

な
が

る
教

育
活

動
を展

開
す

る
。

□
授

業
研

究
週

間
を活

用
し、

各
教

科
で

授
業

研
究

を推
進

し授
業

改
善

を図
った

。
□

夏
季

休
業

中
の

進
学

補
講

９
３

講
座

実
施

、冬
季

休
業

中
の

進
学

補
講

、プ
レテ

ス
ト実

施
等

。（
各

年
次

で
実

施
）

Ｂ
・共

通
テ

ス
トの

フル
受

験
に

つ
い

て
、受

験
生

徒
に

つ
い

て
様

々
な

観
点

か
らの

分
析

をし
た

方
が

よい
。

川
口

市
立

高
・「

情
報

」を
は

じめ
共

通
テ

ス
トの

難
化

が
感

じら
れ

た
。共

通
テ

ス
ト対

策
も

充
実

させ
て

ほ
しい

。

川
口

市
立

高
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

「地
域

に
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
を行

うと
とも

に
、中

学
校

や
関

係
者

に
積

極
的

に
広

報
す

る
」

〇
各

学
科

・コ
ー

ス
の

魅
力

・特
色

を発
信

す
る

学
校

案
内

、ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
充

実
を図

る
。

○
刷

新
した

学
校

案
内

で
本

校
の

魅
力

を、
広

く近
隣

中
学

校
に

広
報

した
。ま

た
、年

２
回

の
公

開
授

業
を実

施
した

。
HP

更
新

回
数

︓
44

8回
（

12
/4

現
在

　R
6︓

58
7回

）
部

活
動

発
信

︓
関

東
出

場
7部

活
動

、I
H出

場
4部

活
動

Ｂ
・理

数
科

の
魅

力
の

さら
な

る
発

信
を。

川
口

市
立

高
□

近
隣

の
小

中
学

校
や

塾
との

情
報

交
換

と連
携

を図
る

。
□

PT
A上

級
学

校
訪

問
や

近
隣

中
学

校
、塾

主
催

説
明

会
等

に
23

回
参

加
し、

近
隣

中
学

生
や

塾
担

当
者

へ
の

広
報

と情
報

交
換

を行
った

。
10

/1
希

望
倍

率
︓

普
通

科
3.

01
倍

、ス
ポ

科
1.

66
倍

、理
数

科
1.

35
倍

Ａ
・将

来
、地

元
の

生
徒

が
地

元
の

企
業

に
就

職
す

る
よう

地
元

愛
を育

て
る

教
育

を推
進

して
ほ

しい
。

川
口

市
立

高 川
口

市
立

高
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

「学
校

全
体

で
授

業
第

一
主

義
を徹

底
す

る
」

〇
授

業
時

数
の

確
保

に
向

け
、学

校
行

事
を精

査
す

る
。

○
授

業
時

数
確

保
に

向
け

た
職

員
アン

ケ
ー

トを
実

施
し、

来
年

度
に

向
け

て
検

討
した

。ま
た

、そ
の

他
学

校
行

事
に

お
い

て
も

企
画

委
員

会
を中

心
とし

て
検

討
を進

め
た

。
Ｂ

・生
徒

が
生

き生
きと

授
業

に
参

加
して

る
様

子
が

見
られ

よか
った

。

川
口

市
立

高
□

探
究

的
な

学
習

を意
識

した
授

業
を実

践
す

る
た

め
、指

導
方

法
を研

究
し、

授
業

力
を向

上
す

る
。

□
探

究
活

動
発

表
会

に
向

け
て

、先
進

校
視

察
を実

施
す

る
な

ど、
授

業
力

向
上

を図
った

。
Ａ

・川
口

市
をリ

ー
ドす

る
教

育
を展

開
して

ほ
しい

。

川
口

市
立

高
◇

関
係

機
関

の
協

力
を仰

ぎ
、教

職
員

の
資

質
向

上
に

向
け

た
各

種
研

修
会

を実
施

す
る

。
◇

市
教

委
主

催
の

研
修

会
に

よる
資

質
向

上
と授

業
力

向
上

に
向

け
た

研
修

会
を実

施
した

。
Ｂ

川
口

市
立

高
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

「施
設

を有
効

活
用

す
る

とと
も

に
、学

校
生

活
及

び
登

下
校

時
の

安
全

に
配

慮
す

る
」

〇
登

下
校

時
の

交
通

事
故

防
止

に
向

け
、立

哨
指

導
や

注
意

喚
起

に
取

り組
み

む
。

○
来

年
度

か
らの

自
転

車
に

関
す

る
法

令
改

定
に

向
け

、定
期

的
な

注
意

喚
起

、立
哨

指
導

、自
転

車
点

検
を実

施
し、

生
徒

の
安

全
に

資
す

る
取

り組
み

を実
施

した
。

Ｂ
・自

転
車

の
法

令
改

定
に

向
け

、生
徒

へ
の

交
通

安
全

指
導

をお
願

い
した

い
。

川
口

市
立

高
□

附
属

中
と定

時
制

と連
絡

を密
に

し、
施

設
の

有
効

活
用

を行
う。

□
全

定
中

委
員

会
や

管
理

職
の

調
整

会
議

を定
期

的
に

実
施

し、
施

設
利

用
の

重
複

を避
け

る
よ

う調
整

して
い

る
。

Ｂ
・電

子
顕

微
鏡

な
ど設

備
が

充
実

して
きて

い
る

。設
備

面
の

Ｐ
Ｒ

も
して

は
どう

か
。

川
口

市
立

高
◇

IC
T環

境
を整

備
し、

効
率

良
く、

か
つ

効
果

的
に

教
育

活
動

を展
開

す
る

。
◇

グ
ル

ー
プウ

ェア
を活

用
した

授
業

展
開

や
課

題
提

出
、採

点
返

却
また

会
議

運
営

な
どが

、概
ね

日
常

化
され

た
。

Ｂ
・Ｉ

Ｃ
Ｔ

を活
用

した
教

育
に

加
え

、情
報

モラ
ル

教
育

も
お

願
い

した
い

。
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

定
時

制
組

織
運

営
〇

「教
員

数
の

減
少

を見
据

え
た

効
率

的
な

学
校

運
営

の
組

織
及

び
方

法
を

検
討

し推
進

す
る

」
①

定
時

制
の

今
後

に
つ

い
て

定
時

制
全

教
員

で
検

討
し、

解
決

を図
る

。
②

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
組

織
運

営
を行

うと
とも

に
働

き方
改

革
を継

続
し、

教
育

の
質

を向
上

させ
る

。

〇
①

③
市

教
委

、全
日

制
・附

属
中

とと
も

に
今

後
の

公
務

運
営

の
課

題
を整

理
し、

課
題

解
決

に
向

け
た

検
討

を継
続

して
い

る
。

①
③

外
部

機
関

と連
携

し「
多

文
化

共
生

」に
係

る
教

員
研

修
を実

施
した

。
②

生
徒

募
集

停
止

後
の

教
員

数
減

少
を見

据
え

、カ
リキ

ュラ
ム

を検
討

した
。

Ａ

・①
②

教
員

数
の

減
少

に
よる

影
響

の
課

題
が

あ
る

の
で

、市
教

委
と緊

密
に

連
携

し、
効

果
的

な
学

校
運

営
を推

進
しつ

つ
、教

育
の

質
の

維
持

・向
上

に
努

め
る

こと
を期

待
しま

す
。支

援
が

必
要

な
生

徒
、繊

細
な

特
性

を持
って

い
る

生
徒

が
増

加
傾

向
に

あ
りま

す
が

、職
員

間
で

情
報

を共
有

し、
連

携
を強

化
す

る
こと

で
、

個
々

の
生

徒
の

進
路

実
現

に
向

け
た

支
援

体
制

の
構

築
をお

願
い

しま
す

。

定
時

制
・近

隣
中

学
校

、他
の

高
校

との
情

報
共

有
を積

極
的

に
行

い
、共

通
課

題
の

解
決

に
向

け
た

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こと

が
良

い
と思

い
ます

。
定

時
制

定
時

制
教

育
課

程

〇
「新

教
育

課
程

の
円

滑
な

実
施

を進
め

る
」

③
教

育
内

容
の

保
障

に
つ

い
て

、市
教

委
に

働
きか

け
、教

育
活

動
の

維
持

、
充

実
に

努
め

て
い

く。
④

生
徒

が
主

役
とな

る
教

育
を推

進
し、

何
事

に
も

あ
きら

め
ず

チ
ャレ

ンジ
し続

け
る

生
徒

を育
て

る
。

〇
④

進
路

希
望

の
未

決
定

者
数

は
「０

」で
あ

る
。

④
「進

路
の

手
引

き」
を活

用
した

キ
ャリ

ア教
育

（
外

部
講

師
講

演
等

）
を着

実
に

実
施

した
。生

徒
満

足
度

は
85

％
（

昨
年

度
84

％
）

で
あ

る
。

④
「産

業
社

会
と人

間
」に

お
け

る
生

徒
満

足
度

78
％

（
昨

年
度

78
％

）
、「

総
合

的
な

探
求

の
時

間
」に

お
け

る
生

徒
満

足
度

52
％

（
昨

年
度

は
40

％
）

で
あ

る
。

④
授

業
に

お
け

る
生

徒
満

足
度

は
78

％
（

昨
年

度
84

％
）

で
あ

る
。

④
校

外
行

事
を例

年
以

上
に

実
施

した
。情

操
教

育
だ

け
で

な
く公

共
マナ

ー
意

識
を啓

発
す

る
こと

が
で

きた
。生

徒
満

足
度

は
73

％
（

昨
年

度
73

％
）

で
あ

る
。

Ａ

・生
徒

アン
ケ

ー
トに

お
い

て
、学

校
生

活
の

充
実

度
や

友
人

関
係

の
良

好
さ、

授
業

の
分

か
りや

す
さは

非
常

に
高

い
水

準
で

あ
る

こと
が

わ
か

りま
した

。こ
の

高
い

満
足

度
を維

持
し、

教
育

活
動

の
維

持
・充

実
に

引
き続

き務
め

て
くだ

さい
。カ

リキ
ュラ

ム
マネ

ジ
メン

トを
行

い
、生

徒
に

とっ
て

魅
力

的
で

ワク
ワク

感
の

あ
る

教
育

を実
践

す
る

こと
を期

待
しま

す
。教

員
の

相
談

対
応

に
お

い
て

、生
徒

と教
員

との
間

に
高

い
信

頼
関

係
が

構
築

さ
れ

て
お

り、
生

徒
が

学
校

生
活

を送
る

うえ
で

精
神

的
な

サ
ポ

ー
トが

十
分

に
提

供
され

て
い

て
良

い
と思

い
ま

す
。

定
時

制
定

時
制

定
時

制
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

「積
極

的
に

広
報

す
る

とと
も

に
外

部
組

織
や

地
域

とＷ
ｉ

ｎ
－

Ｗ
ｉ

ｎ
な

関
係

づ
くり

を構
築

す
る

」
⑤

外
部

組
織

との
連

携
を一

層
強

化
し、

生
徒

の
将

来
を見

据
え

た
様

々
な

学
び

を推
し進

め
る

。
⑥

様
々

な
媒

体
、機

会
を活

用
し定

時
制

の
魅

力
を発

信
す

る
。

〇
⑤

同
窓

会
（

生
徒

会
行

事
）

、全
日

制
（

文
化

祭
）

、他
校

（
イン

ドネ
シ

アの
高

校
、所

沢
高

校
（

定
）

、陽
春

分
校

）
な

ど連
携

事
業

を実
施

した
。

⑥
学

校
Ｈ

Ｐ
更

新
回

数
57

回
（

昨
年

同
時

期
51

回
）

、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を活

用
した

情
報

発
信

をし
た

。

Ａ
・生

徒
が

高
い

満
足

度
で

学
校

行
事

に
参

加
して

い
る

現
状

を踏
まえ

、今
後

は
教

員
が

支
援

に
回

り、
生

徒
が

主
体

的
に

活
動

で
きる

場
を増

や
す

こと
で

、生
徒

の
居

場
所

づ
くり

や
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を活

性
化

させ
る

こと
を期

待
しま

す
。

定
時

制
定

時
制

定
時

制
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

「教
職

員
の

資
質

向
上

を推
進

させ
る

」
⑦

校
内

研
修

を計
画

的
に

行
い

、教
職

員
の

指
導

力
向

上
を図

る
。

⑧
校

外
研

修
へ

の
教

職
員

の
積

極
的

な
参

加
を推

奨
す

る
。

〇
⑦

⑧
公

開
授

業
見

学
者

数
13

人
、保

護
者

か
ら直

接
意

見
をう

か
が

うこ
とが

で
きた

。
⑦

⑧
成

績
優

秀
者

は
1学

期
62

名
、2

学
期

47
名

（
昨

年
度

1学
期

61
名

、2
学

期
56

名
）

で
あ

った
。教

科
指

導
研

究
な

ど職
員

の
地

道
な

研
鑽

に
よる

学
び

な
お

しの
成

果
が

あ
が

って
きて

い
る

。
⑦

⑧
様

々
な

行
事

実
施

に
より

若
手

教
員

の
資

質
向

上
が

で
きた

。

Ｂ
・保

護
者

を交
え

た
公

開
授

業
や

三
者

面
談

な
ど保

護
者

と連
携

した
指

導
体

制
は

高
く評

価
で

きる
。I

CT
機

器
が

不
足

して
い

る
に

も
か

か
わ

らず
、I

CT
機

器
を活

用
した

授
業

も
進

ん
で

い
る

こと
か

ら、
引

き続
き教

職
員

間
の

教
材

の
共

有
や

研
修

を通
じて

、よ
り良

い
授

業
実

践
を追

及
す

る
こと

を期
待

しま
す

。

定
時

制
定

時
制

定
時

制
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

「施
設

設
備

の
効

果
的

活
用

と安
心

安
全

な
学

校
生

活
を保

障
す

る
」

⑨
定

時
制

特
有

の
課

題
に

対
して

安
心

・安
全

を確
保

す
る

。
⑩

施
設

・設
備

を活
か

した
教

育
活

動
を展

開
す

る
。

〇
⑨

防
災

訓
練

を2
回

実
施

した
。

⑨
防

災
マニ

ュア
ル

の
見

直
しを

行
い

、追
加

修
正

した
。

⑨
校

内
の

防
犯

対
策

の
見

直
し、

年
3回

の
自

転
車

点
検

、登
校

指
導

を実
施

す
る

な
ど安

全
指

導
を実

施
す

る
な

ど安
全

指
導

を行
った

。
⑩

IC
Tを

活
用

した
授

業
に

お
け

る
生

徒
満

足
度

76
％

（
昨

年
度

85
％

）
で

あ
る

。

Ｂ
・防

災
訓

練
、自

転
車

通
学

の
指

導
な

ど十
分

に
行

って
お

り、
生

徒
の

安
全

を第
一

に
考

え
た

指
導

が
十

分
行

わ
れ

て
い

る
。今

後
は

特
に

自
転

車
通

学
の

指
導

を今
まで

以
上

に
指

導
をお

願
い

した
い

。

定
時

制
定

時
制
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

舟
戸

幼
組

織
運

営
〇

目
指

す
幼

稚
園

像
及

び
幼

児
像

の
共

有
化

〇
園

長
の

経
営

方
針

を周
知

し、
各

自
の

自
己

評
価

シ
ー

トで
具

体
化

させ
た

。年
間

計
画

、週
報

等
を通

して
見

通
しを

も
ち

、共
通

行
動

をす
る

こと
が

で
きた

。
〇

週
案

や
週

日
案

に
園

児
の

実
態

や
課

題
を記

録
し、

個
に

応
じた

丁
寧

な
保

育
を行

うこ
とを

援
助

す
る

こと
が

で
きた

。

Ａ
・教

育
環

境
や

園
児

の
実

態
に

応
じて

計
画

的
に

丁
寧

な
保

育
を実

践
して

い
る

。今
後

も
継

続
して

ほ
し

い
。

舟
戸

幼
□

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イク

ル
の

推
進

□
指

導
計

画
の

反
省

の
機

会
をも

ち
、今

後
の

運
営

の
工

夫
や

改
善

に
生

か
す

こと
が

で
きた

。
□

教
職

員
の

自
己

評
価

シ
ー

トに
反

映
し、

工
夫

や
改

善
をす

る
こと

が
で

きた
。

□
年

度
の

途
中

で
校

務
分

掌
を見

直
し、

調
整

した
。目

標
の

達
成

に
つ

な
が

った
。

Ａ
・特

に
な

し。

舟
戸

幼
舟

戸
幼

教
育

課
程

〇
舟

戸
学

園
の

連
携

教
育

と豊
か

な
自

然
環

境
の

特
色

を生
か

す
保

育
の

推
進

〇
舟

戸
学

園
の

2年
間

の
委

嘱
研

究
の

成
果

を発
表

会
を機

に
発

信
す

る
こと

が
で

きた
。

〇
舟

戸
学

園
の

連
携

教
育

を精
選

しな
が

らも
充

実
させ

る
こと

が
で

きた
。

〇
自

然
体

験
活

動
を計

画
的

に
実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

Ｂ

・い
ろ

い
ろ

な
経

験
が

で
きる

よう
に

バ
ラン

ス
よく

計
画

的
に

実
施

して
い

る
。自

然
環

境
が

良
く、

計
画

的
に

栽
培

活
動

な
ど自

然
体

験
活

動
が

で
きる

。P
TA

の
ボ

ラン
テ

ィア
に

より
、保

育
環

境
や

保
育

内
容

が
充

実
して

い
る

こと
が

素
晴

らし
い

。一
層

推
進

して
ほ

しい
。

・教
職

員
や

ス
タッ

フが
一

生
懸

命
が

ん
ば

って
い

る
の

で
、そ

の
こと

を広
報

し、
園

児
数

が
増

え
る

よう
に

願
って

い
る

。
・月

刊
誌

を発
達

の
段

階
に

応
じて

読
み

物
に

す
る

の
も

検
討

して
ほ

しい
。

舟
戸

幼
□

小
学

校
との

連
携

に
よる

幼
小

の
滑

らか
な

接
続

□
舟

戸
小

学
校

と連
携

を図
り、

アプ
ロー

チ
カリ

キ
ュラ

ム
とス

ター
トカ

リキ
ュラ

ム
を作

成
し、

幼
小

の
滑

らか
な

接
続

を図
る

こと
が

で
きる

よう
に

取
り組

ん
で

い
く。

Ａ
・ブ

ログ
で

保
育

の
様

子
が

よく
分

か
る

。
・舟

戸
学

園
で

の
連

携
に

より
子

ども
た

ち
が

互
い

に
育

ち
合

うこ
とが

で
きる

こと
が

素
晴

らし
い

。一
層

推
進

し
て

ほ
しい

。
舟

戸
幼

舟
戸

幼
開

か
れ

た
学

校
づ

くり
〇

幼
稚

園
の

保
育

内
容

と幼
児

の
姿

の
積

極
的

な
発

信
〇

幼
稚

園
だ

より
や

㏋
で

保
育

活
動

を保
護

者
や

地
域

に
積

極
的

に
発

信
す

る
こと

が
で

きた
。

Ａ

・小
学

校
へ

の
接

続
が

滑
らか

に
な

る
よう

に
年

長
組

が
小

学
校

を探
検

した
り、

一
緒

に
遊

ぶ
機

会
をも

っと
増

や
す

とよ
い

の
で

は
な

い
か

。
・園

だ
より

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

どで
幼

稚
園

の
取

り組
み

や
園

児
の

遊
び

の
様

子
が

よく
分

か
る

。
・地

域
の

リー
ダー

とし
て

実
践

を幼
稚

園
や

保
育

所
に

提
供

して
ほ

しい
。

舟
戸

幼
□

保
護

者
・地

域
等

か
らの

情
報

の
収

集
に

よる
連

携
の

強
化

□
保

育
参

観
、保

護
者

会
、教

育
相

談
、個

人
面

談
等

を計
画

通
り実

施
す

る
こと

が
で

きた
。

□
保

護
者

との
連

携
とと

も
に

保
育

の
質

の
向

上
に

生
か

す
こと

が
で

きた
。

Ａ
・特

に
な

し。

舟
戸

幼
舟

戸
幼

教
職

員
の

資
質

向
上

〇
研

修
の

充
実

に
よる

指
導

力
の

向
上

〇
研

修
で

は
、様

々
な

事
例

研
究

や
外

部
講

師
の

講
演

を通
して

学
び

合
い

、指
導

力
の

向
上

を
図

る
こと

が
で

きた
。

Ａ
・年

間
を通

じて
教

員
が

学
び

合
い

な
が

ら資
質

を向
上

させ
る

よう
に

計
画

的
に

進
め

られ
て

い
る

。保
育

の
内

容
が

一
層

充
実

す
る

よう
に

研
究

を推
進

して
ほ

しい
。

舟
戸

幼
□

市
立

幼
稚

園
教

育
研

究
協

議
会

の
研

究
の

充
実

□
２

園
が

実
践

事
例

研
究

等
を通

して
学

び
合

い
を推

進
し、

指
導

力
の

向
上

を図
る

こと
が

で
き

た
。

□
指

導
案

や
事

例
集

の
記

述
の

仕
方

を見
直

し、
教

員
が

互
い

に
学

び
合

え
る

場
に

した
。

Ａ
・特

に
な

し。

舟
戸

幼
舟

戸
幼

施
設

・設
備

等
の

管
理

〇
安

全
管

理
の

徹
底

〇
日

常
の

安
全

点
検

や
毎

月
の

定
期

点
検

、各
行

事
の

事
前

点
検

、盗
撮

防
止

を徹
底

した
こと

で
、事

故
０

を達
成

す
る

こと
が

で
きた

。
〇

園
児

の
遊

び
の

広
が

りに
合

わ
せ

担
任

、特
別

支
援

教
育

子
ども

支
援

員
、A

Tの
配

置
を柔

軟
に

行
い

安
全

の
確

保
に

努
め

た
。

Ａ
・避

難
訓

練
を計

画
的

に
行

い
、園

児
の

安
心

安
全

に
つ

な
げ

て
い

る
とこ

ろ
が

よい
。

・盗
撮

防
止

を今
後

も
徹

底
して

ほ
しい

。

舟
戸

幼
□

安
全

管
理

の
徹

底
□

様
々

な
事

態
を想

定
した

避
難

訓
練

を計
画

的
に

実
施

す
る

こと
が

で
きた

。
□

教
職

員
事

故
防

止
は

具
体

的
な

事
例

で
当

事
者

意
識

をも
て

た
。

Ａ
・設

備
の

安
全

が
守

られ
て

い
る

。年
数

を重
ね

て
い

る
の

で
修

繕
等

に
より

園
児

の
安

全
を一

層
強

化
して

ほ
しい

。
・遊

び
の

場
面

で
危

険
箇

所
の

認
識

や
教

員
の

配
置

に
死

角
や

不
備

が
な

い
よう

に
確

認
して

ほ
しい

。
舟

戸
幼
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学
校

名
領

　　
　域

年
　　

　度
　　

　目
　　

　標
年

　　
　度

　　
　評

　　
　価

重
点

目
標

重
点

目
標

の
達

成
状

況
達

成
度

令
和

7年
度

　学
校

評
価

の
まと

め
（

学
校

別
）

学
　　

　校
　（

幼
　稚

　園
）

　　
自

　　
　己

　　
　評

　　
　価

学
校

（
幼

稚
園

）
関

係
者

評
価

（
抜

粋
）

南
平

幼
組

織
運

営
〇

一
人

ひ
とり

の
園

児
に

対
す

る
理

解
に

基
づ

き、
その

学
年

に
応

じた
育

み
た

い
資

質
・能

力
が

展
開

され
る

指
導

計
画

を立
て

、日
々

の
保

育
を行

う。
○

年
間

・学
期

・月
ご

との
目

標
をも

とに
、週

案
を作

成
し、

日
々

の
保

育
に

見
通

しを
も

つ
こと

が
で

きた
。

Ｂ

・少
人

数
で

の
一

人
ひ

とり
の

見
守

り指
導

が
細

や
か

で
あ

る
。

・幼
稚

園
生

活
で

「や
って

み
よう

」と
す

る
気

持
ち

を大
切

に
しな

が
ら、

友
達

と関
わ

る
経

験
を積

み
重

ね
、ト

ラブ
ル

が
生

じた
際

も
自

分
の

気
持

ち
を伝

え
、折

り合
い

をつ
け

よう
とす

る
力

が
、小

学
校

へ
行

って
育

って
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と思

う。
南

平
幼

□
南

平
幼

稚
園

「幼
保

小
の

架
け

橋
プロ

グ
ラム

」の
編

成
をす

る
。

□
川

口
市

教
育

委
員

会
委

嘱
研

究
発

表
会

の
まと

め
とし

て
、研

究
紀

要
を作

成
。そ

の
研

究
紀

要
に

、主
任

を中
心

に
作

成
した

「幼
保

小
架

け
橋

プロ
グ

ラム
」を

掲
載

す
る

こと
が

で
きた

。
Ｂ

・幼
保

小
の

架
け

橋
プロ

グ
ラム

に
、新

た
な

展
開

を期
待

した
い

。

南
平

幼
◇

幼
稚

園
教

育
要

領
の

趣
旨

に
基

づ
き、

遊
び

を通
した

学
び

を実
践

す
る

。ま
た

「幼
児

期
の

終
わ

りま
で

に
育

って
ほ

しい
姿

」１
０

の
姿

な
どを

、地
域

保
護

者
に

情
報

発
信

す
る

。

◇
「幼

児
期

の
終

わ
りま

で
に

育
って

ほ
しい

姿
」を

、幼
稚

園
だ

より
に

、わ
か

りや
す

く本
園

の
写

真
と

一
緒

に
掲

載
した

り、
文

部
科

学
省

の
「幼

児
教

育
は

何
の

た
め

」「
学

び
の

芽
」な

どの
動

画
が

見
ら

れ
る

二
次

元
コー

ドも
掲

載
しま

した
。ま

た
保

護
者

会
で

も
、動

画
を視

聴
。

Ａ
・二

次
元

コー
ドは

今
の

時
代

に
あ

た
りま

え
に

な
って

い
る

。や
は

り時
代

の
波

に
合

った
も

の
が

必
要

、私
立

に
比

べ
対

応
は

や
や

遅
い

か
も

。

南
平

幼
教

育
課

程
〇

友
達

と関
わ

る
中

で
、互

い
の

思
い

や
考

え
な

どを
共

有
し、

共
通

の
目

的
の

実
現

に
向

け
て

、考
え

た
り、

工
夫

した
り、

協
力

した
りし

、達
成

感
を味

わ
う。

○
遊

び
や

体
験

を通
して

、教
師

や
友

達
な

ど、
人

と関
わ

る
力

や
思

考
力

、感
性

を培
うこ

とを
大

切
に

保
育

をし
まし

た
。ま

た
、教

師
との

信
頼

関
係

を基
盤

とし
て

、友
達

との
関

わ
りを

深
め

、一
人

ひ
とり

の
思

い
を伝

え
合

った
り考

え
た

りし
な

が
ら、

嬉
しい

、楽
しい

な
どの

感
情

体
験

を味
わ

い
、友

達
との

関
わ

りを
深

め
て

い
きま

した
。

Ｂ
・保

育
を参

観
して

、同
じ学

年
の

友
達

だ
け

で
な

く、
他

学
年

の
子

ども
と遊

ぶ
こと

が
で

きて
い

た
。日

ご
ろ

か
ら

交
流

して
い

る
こと

が
わ

か
る

。

南
平

幼

□
幼

児
一

人
ひ

とり
を大

切
に

す
る

保
育

を目
指

す
。「

や
りた

い
」「

な
ぜ

」を
大

切
に

した
保

育
の

実
践

を目
指

す
。

□
運

動
会

や
劇

遊
び

な
どの

ご
っこ

遊
び

が
大

好
きで

、友
達

と一
緒

に
じっ

くり
考

え
た

り工
夫

した
り

楽
しん

で
い

ます
。校

外
の

遠
足

な
どで

は
、行

く前
に

図
鑑

や
絵

本
な

どを
見

た
り、

話
を聞

い
た

りし
ます

。帰
りに

は
、わ

くわ
くし

な
が

ら宇
宙

の
絵

を描
きた

い
と話

をし
て

い
て

、み
ん

な
で

一
緒

に
大

き
な

紙
に

絵
を描

い
た

り、
イメ

ー
ジ

を膨
らま

せ
て

作
る

こと
を楽

しみ
まし

た
。

Ａ

・好
きな

遊
び

を学
び

の
分

野
とし

て
導

い
て

い
る

の
が

、南
平

幼
稚

園
（

公
立

幼
）

の
一

番
だ

と感
じる

。ま
た

その
後

を見
据

え
て

待
つ

、そ
の

待
ち

が
自

立
を育

て
て

い
る

。
・運

動
会

で
も

、子
ども

た
ち

の
成

長
に

合
わ

せ
競

技
が

工
夫

され
て

い
た

。
・劇

遊
び

で
は

、子
ども

た
ち

が
楽

しみ
な

が
らや

って
い

る
姿

を観
て

こち
らも

笑
顔

に
な

りま
した

。子
ども

の
考

え
や

思
い

を取
り入

れ
な

が
ら、

み
ん

な
で

工
夫

して
楽

しん
で

い
る

と感
じま

す
。ま

た
、友

達
の

様
子

を気
に

か
け

な
が

ら行
動

した
り、

「が
ん

ば
れ

」な
どの

励
まし

の
言

葉
を自

然
に

掛
け

られ
る

子
が

た
くさ

ん
い

る
と感

じま
し

た
。

南
平

幼
◇

特
別

な
配

慮
を必

要
とす

る
幼

児
が

、共
生

社
会

の
担

い
手

とし
て

育
って

い
け

る
よう

に
す

る
。

◇
公

立
幼

稚
園

は
、全

て
の

幼
児

に
質

の
高

い
教

育
の

機
会

を保
障

す
る

役
割

が
あ

る
とさ

れ
て

い
ま

す
。母

国
の

絵
本

を購
入

す
る

な
どし

て
、ク

ラス
で

親
しみ

まし
た

。
Ａ

・園
児

数
だ

け
に

目
を向

け
る

の
で

は
な

く、
公

立
幼

稚
園

は
、保

育
に

関
わ

る
方

々
の

研
修

の
場

、教
育

の
場

とし
て

の
存

在
で

あ
る

。
南

平
幼

開
か

れ
た

学
校

づ
くり

〇
今

年
度

の
幼

稚
園

行
事

は
、す

べ
て

５
０

周
年

行
事

とし
、お

祝
い

をす
る

。

○
祝

50
周

年
運

動
会

で
は

、お
祝

い
ケ

ー
キ

を作
る

か
け

っこ
、祝

50
周

年
誕

生
会

で
は

、考
え

て
工

夫
して

作
った

折
り紙

が
遊

戯
室

に
ひ

らひ
ら舞

い
、み

ん
な

で
お

祝
い

す
る

こと
が

で
きま

した
。「

川
口

の
教

育
10

月
号

の
表

紙
に

も
な

りま
した

。さ
らに

式
典

で
は

、実
行

委
員

の
方

々
に

協
力

をし
て

い
た

だ
き、

多
くの

ご
来

賓
の

方
に

ご
出

席
賜

り感
謝

い
た

しま
す

。

Ａ
・地

域
が

幼
稚

園
に

何
を望

ん
で

い
る

か
も

、町
会

長
等

に
リサ

ー
チ

して
生

か
して

ほ
しい

。
・5

0周
年

祝
賀

会
で

は
、南

平
幼

稚
園

が
た

くさ
ん

の
人

に
愛

され
支

え
られ

て
い

る
か

が
わ

か
りま

した
。

・実
行

委
員

の
メン

バ
ー

とし
て

、５
０

周
年

式
典

・祝
賀

会
に

て
一

緒
に

お
祝

い
す

る
こと

が
で

きま
した

。

南
平

幼
□

50
周

年
実

行
委

員
と協

力
し、

１
１

月
２

２
日

の
式

典
を地

域
・保

護
者

・園
児

とと
も

に
お

祝
い

をす
る

。
□

５
０

周
年

祝
賀

会
で

、子
ども

た
ち

の
幼

稚
園

生
活

の
写

真
に

、Ｂ
Ｇ

Ｍ
で

は
ピア

ノ演
奏

を行
い

、本
園

の
プロ

モー
シ

ョン
ビデ

オ
を流

す
こと

が
で

きま
した

。
Ｂ

南
平

幼
◇

全
国

国
公

立
幼

稚
園

・子
ども

園
長

会
で

の
情

報
は

、埼
玉

県
や

川
口

市
に

向
け

て
迅

速
に

情
報

発
信

す
る

。

◇
大

分
大

会
や

東
京

大
会

の
全

国
園

長
会

、夏
季

教
育

課
程

研
修

会
、理

事
会

な
どに

参
加

。
文

部
科

学
省

の
最

新
資

料
に

つ
い

て
も

、本
園

委
嘱

本
発

表
の

資
料

とし
て

情
報

発
信

しま
した

。ま
た

各
省

庁
へ

出
向

き、
幼

児
教

育
の

現
状

を伝
え

る
こと

が
で

きま
した

。
Ａ

・県
や

全
国

か
らの

情
報

を得
て

、伝
え

、実
行

す
る

姿
勢

は
得

難
い

も
の

、こ
の

チ
ャン

ス
を有

効
に

生
か

して
ほ

しい
。

南
平

幼
教

職
員

の
資

質
向

上
〇

昨
年

度
より

川
口

市
教

育
委

員
会

の
委

嘱
に

より
「幼

稚
園

教
育

」の
研

修
を行

って
お

り、
令

和
８

年
１

月
２

１
日

本
発

表
とな

る
。

○
幼

稚
園

訪
問

や
要

請
訪

問
で

は
、川

口
市

教
育

委
員

会
より

指
導

を受
け

教
職

員
の

指
導

力
向

上
に

繋
が

った
。異

校
種

研
修

会
で

は
小

中
学

校
の

先
生

方
に

、幼
稚

園
教

育
に

つ
い

て
知

って
も

らう
機

会
とな

った
。委

嘱
研

究
発

表
で

は
、県

内
公

立
幼

稚
園

長
、市

内
私

立
幼

稚
園

長
をは

じめ
多

くの
方

々
に

ご
参

会
い

た
だ

き、
幼

児
教

育
の

重
要

性
を、

地
域

に
発

信
す

る
こと

が
で

きま
し

た
。

Ａ

南
平

幼
□

川
口

市
立

幼
稚

園
教

育
研

究
協

議
会

で
は

、舟
戸

幼
稚

園
と南

平
幼

稚
園

の
２

園
で

、研
修

主
題

「感
じて

　考
え

て
　友

達
との

関
わ

りを
楽

しむ
幼

児
の

育
成

」と
した

研
修

を深
め

る
。

□
夏

季
研

修
会

で
は

、事
例

研
修

と講
師

の
先

生
を招

聘
し、

幼
稚

園
に

お
け

る
友

達
関

係
の

育
ち

や
教

師
の

援
助

な
どに

つ
い

て
講

演
をし

て
い

た
だ

き、
２

園
で

の
研

修
が

深
まり

まし
た

。
Ｂ

・幼
稚

園
の

大
切

さを
アピ

ー
ル

して
、感

謝
す

る
場

が
あ

れ
ば

と思
う。

一
番

最
初

の
社

会
性

を学
ぶ

場
が

幼
稚

園
で

あ
る

。団
体

生
活

の
好

き嫌
い

も
幼

稚
園

の
先

生
方

で
変

わ
る

。と
て

も
大

切
に

指
導

して
い

る
。

南
平

幼
◇

幼
小

中
の

連
携

を充
実

させ
る

。
◇

川
口

市
教

育
委

員
会

の
生

活
科

課
題

研
究

で
は

、本
園

と地
区

小
学

校
２

校
で

行
わ

れ
まし

た
。本

園
で

の
公

開
保

育
に

は
、２

校
の

小
学

校
教

員
の

方
に

来
て

い
た

だ
き、

連
携

が
深

まり
まし

た
。

Ａ

南
平

幼
施

設
・設

備
等

の
管

理
〇

開
園

５
０

年
目

とな
り、

老
朽

化
の

箇
所

を含
め

、日
々

の
安

全
点

検
を徹

底
す

る
。

○
備

品
や

消
耗

品
、図

書
に

つ
い

て
は

、教
職

員
の

意
見

を反
映

させ
予

算
執

行
で

きた
。働

き方
改

革
とし

て
、校

務
Ｐ

Ｃ
を活

用
しま

した
。

Ｂ

南
平

幼
□

日
々

の
安

全
点

検
や

毎
月

の
安

全
点

検
日

を確
実

に
行

う。
□

毎
日

の
巡

視
や

毎
月

の
安

全
点

検
で

の
修

繕
箇

所
に

つ
い

て
、迅

速
に

対
応

。少
破

修
繕

で
、

保
育

室
の

可
動

式
屋

根
の

修
理

や
一

部
Ｌ

Ｅ
Ｄ

に
交

換
しま

した
。

Ａ
・老

朽
化

だ
か

らこ
そ、

細
や

か
に

安
全

を考
え

る
こと

が
大

切
で

あ
る

。子
ども

の
目

線
で

目
配

り、
気

配
りそ

の
心

を育
て

る
場

、し
か

し危
険

な
とこ

ろ
は

早
急

に
対

処
を行

って
ほ

しい
。

・と
て

も
清

潔
に

そし
て

安
全

に
配

慮
され

て
い

た
。

南
平

幼
◇

避
難

訓
練

等
の

見
直

しを
す

る
。

◇
川

口
市

委
員

委
員

会
より

、不
祥

事
防

止
に

つ
い

て
の

周
知

が
あ

った
が

、早
急

に
安

全
点

検
項

目
を修

正
し対

応
しま

した
。

Ａ
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川口市立高校(全日制）

男子 女子 計

国公立大学 19 17 36

私立大学 148 148 296

文部科学省所管外大学校 0 1 1

短期大学（公立・私立） 0 1 1

専門学校等 4 14 18

就　　職 0 2 2

進学・就職の準備等 31 9 40

留学、海外の大学日本校 0 0 0

その他 0 1 1

計（卒業者数） 202 193 395

在 籍 者 数 202 193 395

※未定者は「進学・就職の準備等」

川口市立高校(定時制）

男子 女子 計

国公立大学 0 0 0

私立大学 0 3 3

文部科学省所管外大学校 0 0 0

短期大学（公立・私立） 0 0 0

専門学校等 5 3 8

就　　職 4 2 6

進学・就職の準備等 4 8 12

留学、海外の大学日本校 0 0 0

その他 2 4 6

計（卒業者数） 15 20 35

在 籍 者 数 15 21 36

※未定者は「進学・就職の準備等」
※在籍者のうち1名は、引き続き学習中

項　　目

項　　目

進 路 決 定 者 数

令和７年度

令和７年度川口市立高等学校卒業者の進路状況について

（令和８年３月３１日現在）

令和７年度

進 路 決 定 者 数
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令和７年度　川口市立高校合計

男子 女子 計 割合（％） 前年比

国公立大学 19 17 36 8.4% -3.8%

私立大学 148 151 299 69.5% 7.5%

文部科学省所管外大学校 0 1 1 0.2% 0.3%

短期大学（公立・私立） 0 1 1 0.2% -0.2%

専門学校等 9 17 26 6.1% 0.9%

就　　職 4 4 8 1.9% -2.8%

進学・就職の準備等 35 17 52 12.1% -2.1%

留学、海外の大学日本校 0 0 0 0.0% 0.0%

その他 2 5 7 1.6% 0.3%

計（卒業者数） 217 213 430

計（在籍数） 217 214 431

※未定者は「進学・就職の準備等」

※在籍者のうち1名は、引き続き学習中

＜参考＞

令和６年度　川口市立高校

男子 女子 計 割合（％）

国公立大学 36 19 55 12.9%

私立大学 154 133 287 67.4%

文部科学省所管外大学校 0 0 0 0.0%

短期大学（公立・私立） 0 2 2 0.5%

専門学校等 7 9 16 3.7%

就　　職 8 6 14 3.3%

進学・就職の準備等 33 19 52 12.2%

留学、海外の大学日本校 0 0 0 0.0%

その他 0 0 0 0.0%

計（卒業者数） 238 188 426

計（在籍数） 238 188 426

※未定者は「進学・就職の準備等」

項　　目

項　　目

進 路 決 定 者 数
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令和８年度　合格発表　令和８年３月６日

令和７年度　合格発表　令和７年３月６日

受検者 合格者 比率 受検者 合格者 比率

572 366 ％ 565 365 ％

男 219 137 66 48.2% 196 124 43 34.7%

普通 女 161 106 48 45.3% 205 120 53 44.2%

計 380 243 1.56 114 46.9% 401 244 1.64 96 39.3%

男 86 50 12 24.0% 75 55 15 27.3%

女 47 32 9 28.1% 38 25 7 28.0%

計 133 82 1.62 21 25.6% 113 80 1.41 22 27.5%

男

女

計 0 0 0 0 0 0

男 39 28 10 35.7% 34 27 15 55.6%

理数 女 20 13 8 61.5% 17 14 5 35.7%

計 59 41 1.44 18 43.9% 51 41 1.24 20 48.8%

令和８年度川口市立高等学校入学者選抜結果について

全日制

募集人員
Ｒ８　２４０
Ｒ７　２４０

スポーツ科学コース
募集人員

Ｒ８　　８０
Ｒ７　　８０

国際　　　　　ﾋﾞｼﾞﾈｽ 募集人員　　４０

令和８年度 令和７年度

倍率 計

全日
・定時

募集人員
性
別

一般募集 市内中学校出身者

募集人員
Ｒ８　　４０
Ｒ７　　４０

倍率

市内中学校出身者

計

一般募集

学科等
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令和８年度川口市学校図書館司書について 

 

 

１ 趣旨    

   児童生徒の思考力・判断力・表現力の育成や豊かな人間性を醸成するため、司

書教諭と連携して学校図書館に関する活動を行い、学校図書館教育の充実を図る

もの。 

 

２ 採用人数     ４４名  

 

３ 配置      １人２校兼務         ７０校 

          ※１人単独配置校        ９校  

          合計              ７９校 

  

４ 勤務条件 

原則火曜日から金曜日の週４日  １日あたり４時間  年間１６０日以内  

   

 

５ 業務内容   

（１）学校図書館の環境整備 

（２）図書館資料の整理    

（３）読み聞かせ等、読書活動に関する行事や児童の活動に関する支援 等 

 

６ 採用者 

  別紙のとおり 

 

７ 任期 

  令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 
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新規

在校 勤務曜日 在校 勤務曜日

1 淺香　裕子 アサカ　ユウコ 11 3

2 阿部　雅之 アベ　マサユキ 2 〇 東領家小 2 水・金 領家中 2 火・木

3 飯田　貴子 イイダ　タカコ 10 〇 慈林小 3 水・金 安行小 1 火・木

4 五十嵐　瑠美 イガラシ　ルミ 5 〇 幸町小 2 水・金 仲町中 1 火・木

5 一世　和代 イチセ　カズヨ 11 〇 芝樋ノ爪小 3 水・金 小谷場中 3 火・木

6 稲留　麻子 イナトメ　アサコ 6 〇 辻小 2 水・金 鳩ヶ谷中 3 火・木

7 岩上　由貴 イワカミ　ユキ 2 中居小 2 水・金 〇 幸並中 2 火・木

8 宇田川　美奈 ウダガワ　ミナ 2 鳩ヶ谷小 2 水・金 〇 榛松中 2 火・木

9 海野　祐子 ウミノ　ユウコ 8 5

10 岡部　さかえ オカベ　サカエ 9 〇 桜町小 3 水・金 神根中 3 火・木

11 歌岡　智子 カオカ　トモコ 1 〇 新郷南小 1 水・金 里小 1 火・木

12 熊井　朋美 クマイ　トモミ 7 安行東小 3 水・金 ○ 戸塚小 1 火・木

13 熊田　真智子 クマダ　マチコ 3 3

14 倉持　貴子 クラモチ　タカコ 10 柳崎小 3 水・金 〇 前川東小 1 火・木

15 小沼　和美 コヌマ　カズミ 6 ○ 本町小 1 水・金 青木中 3 火・木

16 小山　未来 コヤマ　ミキ 7 2

17 今　宏美 コン　ヒロミ 5 〇 上青木南小 5 水・金 舟戸小 3 火・木

18 佐藤　久美子 サトウ　クミコ　　 3 〇 木曽呂小 3 水・金 北中 3 火・木

19 佐藤　伸子 サトウ　ノブコ 7 〇 領家小 2 水・金 里中 2 火・木

20 篠　里花 シノ　リカ 3 芝富士小 3 水・金 〇 芝西中 3 火・木

21 篠原　由紀 シノハラ　ユキ 1 〇 戸塚南小 1 水・金 安行東中 1 火・木

22 園部　さおり ソノベ　サオリ 6 〇 並木小 1 水・金 上青木中 1 火・木

23 高田　信一郎 タカダ　シンイチロウ 5 戸塚北小 2 水・金 〇 戸塚中 2 火・木

24 竹内　芳夫 タケウチ　ヨシオ 1 〇 仲町小 1 水・金 岸川中 1 火・木

25 田中　麻里 タナカ　マリ 1 在家小 1 水・金 〇 東中 1 火・木

26 土屋　賢治 ツチヤ　ケンジ　 4 十二月田小 1 水・金 〇 朝日東小 1 火・木

27 中宇禰　弘子 ナカウネ　ヒロコ 9 神根小 3 水・金 〇 神根東小 3 火・木

28 中川　真由美 ナカガワ　マユミ 10 戸塚綾瀬小 3 水・金 〇 在家中 3 火・木

29 中山　優子 ナカヤマ　ユウコ　　 3 3

30 夏目　章絵 ナツメ　アキエ 10 南鳩ケ谷小 3 水・金 〇 安行中 3 火・木

31 南戸　綾 ナンド　アヤ 4 1 火・木

32 西岡　裕子 ニシオカ　ユウコ 8 〇 根岸小 1 水・金 八幡木中 1 火・木

33 信田　千絵 ノブタ　チエ 1 〇 戸塚東小 1 水・金 戸塚西中 1 火・木

34 馬場　千尋 ババ　チヒロ 5 2

35 平野　玲子 ヒラノ　レイコ 2 1

36 堀田　伊里子 ホリタ　イリコ 11 〇 朝日西小 1 水・金 十二月田中 3 火・木

37 前川　恭子 マエカワ　キョウコ 8 〇 元郷小 1 水・金 上青木小 2 火・木

38 増田　知佳 マスダ　チカ 11 1

39 松澤　美月 マツザワ　ミヅキ 9 芝中央小 2 水・金 〇 芝東中 1 火・木

40 松本　実咲 マツモト　ミサキ 1 ○ 芝南小 1 水・金 芝中 1 火・木

41 水野　綾 ミズノ　アヤ 7 飯仲小 1 水・金 〇 西中 1 火・木

42 南　歩美 ミナミアユミ 2 〇 新郷東小 2 水・金 東本郷小 2 火・木

43 山下　美穂 ヤマシタ　ミホ 1 〇 前川小 1 水・金 南中 1 火・木

44 山下　良恵 ヤマシタ　ヨシエ 7 〇 芝西小 3 水・金 原町小 1 火・木

差間小

青木北小

新郷小

青木中央小

芝園学園中

元郷中

合計配置校数　小５２校　中２７校　合計７９校　　　　※内）単独配置９校
・根拠　：　川口市学校図書館司書配置事業実施要綱 第２及び第３により任用をする。

飯塚小

芝小

元郷南小

令和８年度 川口市学校図書館司書 配置一覧

氏　　　名
配　　　　　置　　　　　校　　（〇本務校）

令和８年４月１日現在

経験
年数
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令和８年度川口市教育相談支援員について 

 

 

１ 趣旨 

いじめ・不登校等児童生徒の心の問題の重要性に鑑み、児童生徒・保

護者との相談等に応じるとともに、学校・家庭・地域社会との連携を図

るため、川口市教育相談支援員を設置し、健全な児童生徒の育成を図る

もの。 

 

２ 採用人数 

  すこやか相談員 ２８名   

サポート相談員 ２８名 

 

３ 配置 

  全中学校にすこやか相談員１名、サポート相談員１名を配置 

  令和８年度より設置された「芝園学園中学校」にも配置 

 

４ 勤務条件 

すこやか相談員：原則週５日 １日５時間 年間１９６日以内 

サポート相談員：原則週５日 １日３時間 年間１４７日以内  

 

５ 業務内容 

（１）相談室の運営  

（２）所属校の生徒及び学校区の児童並びに保護者を対象とした、いじめや不登

校等に関する相談・援助 

（３）児童生徒とのふれあいを通じた、日常の悩みの相談 

（４）民生委員、児童委員など地域の青少年育成関係者等との連携 等 

 

６ 採用者 

  別紙のとおり 

 

７ 任期 

  令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 
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番号 学校名 すこやか相談員 サポート相談員

1 東中 和田 芙美子 芦田 芳枝
2 西中 金子 厚子 村上 明子
3 南中 石黒 智子 後藤 小夜子
4 北中 松苗 郁子 下田 和子
5 青木中 佐々木 隆美 小堀 美緒
6 芝中 大谷津 和子 澁谷 美貴
7 元郷中 小田長 幹夫 大竹 敦子
8 上青木中 成田 弥寿子 内野 未穂
9 幸並中 濱田 清市 石井 美栄
10 十二月田中 戸簾  暢宏 海宝 一恵
11 仲町中 大野 幸子 井上 多恵
12 安行中 問田 真未子 積田 吉枝
13 芝東中 森元 秀樹 三ツ橋 由香
14 芝西中 近藤 玲子 坂井 恵実
15 岸川中 若林 協子 池上 真由子
16 榛松中 根岸 仁美 浅田 京子
17 小谷場中 佐藤 俊博 田邊 真佐子
18 神根中 田邊 美香 小泉 淳子
19 領家中 川瀬 明子 山田 美奈子
20 戸塚中 弓削田 美幸 駒崎 昌枝
21 在家中 石井 理恵 森田 あけみ
22 安行東中 川田 博史 丸山 雅子
23 戸塚西中 嶽本 美智子 中村 真由美
24 鳩ヶ谷中 宮城 里奈 原 昌子
25 八幡木中 松本 倫子 東宮 有希
26 里中 齋藤 綾子 ブレイクスリー直子

27 附属中 丁野 薫 松村 順子
28 芝園学園中 児成 寿実江 田北 眞美子

令和８年度教育相談支援員配置
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令和８年度川口市特別支援教育こども支援員について 
 
 

１ 趣旨 
幼稚園、小・中学校において特別な支援を要する幼児児童生徒に対し、学校生

活や学習活動などの支援及び幼児児童生徒の健康面の把握や安全面の確保を行う

ことにより、適切な教育の充実を図るもの。 
 
２ 採用人数    １６０名（長時間勤務：１３０名 短時間勤務：３０名） 
 
３ 配置 
  １名配置校   ：小学校９校 中学校２７校 
  ２名配置校（園）：幼稚園２園 小学校２０校 
  ３名配置校   ：小学校１２校 
  ４名配置校   ：小学校１１校 
 
４ 勤務条件 

長時間勤務 原則週５日 １日あたり５時間  年間２００日以内 
短時間勤務 原則週４日 １日あたり４時間  年間１４０日以内 

 
５ 業務内容 

（１）特別な支援を要する幼児児童生徒に対する学習活動などの支援 
（２）特別な支援を要する幼児児童生徒の健康面の把握及び安全面の確保 等 

 
６ 採用者 

  別紙のとおり 

 

７ 任期 

  令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 
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番号 配置校 長・短 氏　名 番号 配置校 長・短 氏　名

1 本町小 長 高橋　彩加 41 安行小 長 猪俣　あすか

2 本町小 長 加藤　桂子 42 安行小 短 星川　恵

3 幸町小 長 長野　真理 43 原町小 長 神山　春美

4 幸町小 長 森野　志津江 44 原町小 長 星野　綾子

5 幸町小 長 鈴木　瑠美 45 原町小 短 古賀　正恵

6 幸町小 短 金子　優子 46 前川小 長 渡邉　智佳子

7 仲町小 長 長谷川　泰久 47 前川小 長 千葉　朋子

8 上青木小 長 堀井　健二 48 前川小 短 根岸　由幸

9 上青木小 長 髙橋　直香 49 戸塚小 長 伊東　真由美

10 上青木小 長 三上　秀樹 50 戸塚小 長 花岡　麻希

11 上青木小 短 倉林　洋子 51 戸塚小 長 齋藤　博之

12 元郷小 長 工藤　千春 52 戸塚小 短 塩見　裕史

13 元郷小 長 武居　利江 53 青木中央小 長 表　久美子

14 飯塚小 長 米沢　暁子 54 青木中央小 短 樋口　史子

15 芝小 長 金子　夕子 55 元郷南小 長 植松　節子

16 芝小 長 佐藤　玲子 56 元郷南小 長 黛　淳子

17 新郷小 長 トルオン　直子 57 元郷南小 短 前川　梢枝

18 新郷小 長 吉岡　せい子 58 芝西小 長 中保　千恵

19 新郷小 短 今井　由美子 59 芝南小 長 山本　珠美

20 神根小 長 小池　久美子 60 芝南小 長 島根　綾香

21 神根小 長 石井　修 61 神根東小 長 菊地　さと美

22 神根小 長 伊藤　百合子 62 神根東小 短 浅子　薫

23 神根小 短 髙際　みどり 63 朝日東小 長 出羽　奈保子

24 青木北小 長 石井　洋子 64 朝日東小 長 片岡　由美子

25 青木北小 長 中島　緑 65 芝富士小 長 平出　美香

26 青木北小 長 冨士原　正子 66 芝富士小 長 水野　陽子

27 青木北小 短 原　ゆう子 67 前川東小 長 八藤後　友子

28 領家小 長 平野　英恵 68 前川東小 長 織田　夏織

29 領家小 長 齋藤　まゆみ 69 柳崎小 長 前野　雄吉

30 領家小 短 小川　美穂 70 柳崎小 長 臼倉　緒美

31 舟戸小 長 越智　美穂 71 柳崎小 短 田中　明子

32 十二月田小 長 杉原　温子 72 芝樋ノ爪小 長 石松　智美

33 飯仲小 長 坂本　仁美 73 芝樋ノ爪小 長 堀江　由紀

34 飯仲小 長 本多　久男 74 芝樋ノ爪小 短 内藤　康子

35 飯仲小 短 岡村　紀子 75 新郷南小 長 真庭　泰子

36 並木小 長 増田　紀子 76 新郷南小 長 前田　由紀子

37 並木小 長 國分　紫津子 77 上青木南小 長 岡野　和世

38 並木小 短 齊藤　その 78 根岸小 長 信國　優子

39 安行小 長 谷平　美穂 79 根岸小 長 杉本　明香

40 安行小 長 西山　真由美 80 芝中央小 長 髙木　梨衣

令和８年度　特別支援教育こども支援員の配置校
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番号 配置校 長・短 氏　名 番号 配置校 長・短 氏　名

81 芝中央小 長 加藤　由美子 121 辻小 短 長谷川　もも子

82 新郷東小 長 小宮　順子 122 里小 長 服部　香里

83 新郷東小 長 宮田　美奈子 123 里小 長 酒井　妙子

84 朝日西小 長 長門　成美 124 里小 短 金田　知美

85 朝日西小 長 伊藤　みさえ 125 桜町小 長 清水　明枝

86 慈林小 長 樋口　玲子 126 桜町小 長 梅田　要子

87 慈林小 長 櫻井　昌子 127 桜町小 短 近江　里奈

88 差間小 長 本間　光紀 128 南鳩ヶ谷小 長 渡邉　美佐枝

89 差間小 長 佐藤　律子 129 南鳩ヶ谷小 短 金子　千夏

90 東本郷小 長 高森　利津子 130 舟戸幼稚園 長 武藤　麻莉

91 東本郷小 長 石澤　雅子 131 舟戸幼稚園 短 山下　いづみ

92 東領家小 長 山際　由美子 132 南平幼稚園 長 脇山　美穂

93 安行東小 長 亀山　晴代 133 南平幼稚園 短 吉田　スミ

94 安行東小 長 鈴木　亜希子 134 東中 長 佐川　富士夫

95 安行東小 長 篠原　直美 135 西中 長 辻村　優平

96 安行東小 短 瓜生　いずみ 136 南中 長 高木　俊宏

97 在家小 長 有馬　智子 137 北中 長 星野　真琴

98 戸塚東小 長 小林　恭子 138 青木中 長 大山　幸子

99 戸塚東小 長 長谷河　美幸 139 芝中 長 松尾　和朋

100 戸塚北小 長 佐藤　摩耶 140 元郷中 長 今泉　沙弥香

101 戸塚北小 長 嵯峨　博美 141 上青木中 長 齋藤　園枝

102 戸塚北小 長 鈴木　直美 142 幸並中 長 塩入　良江

103 戸塚北小 短 栁原　温子 143 十二月田中 長 昆野　亮子

104 木曽呂小 長 宮園　綾子 144 仲町中 長 岩井　素子

105 木曽呂小 長 菅野　絵美 145 安行中 長 佐藤　智子

106 木曽呂小 長 柴崎　由紀江 146 芝東中 長 成田　聖子

107 木曽呂小 短 都木　明日香 147 芝西中 長 佐々木　一二

108 戸塚綾瀬小 長 三浦　由貴 148 岸川中 長 岡村　初枝

109 戸塚綾瀬小 長 伊賀　朋子 149 榛松中 長 河野　邦夫

110 戸塚綾瀬小 長 安田　里佳 150 小谷場中 長 野邉田　淳子

111 戸塚綾瀬小 短 飯坂　透 151 神根中 長 長谷川　はるみ

112 戸塚南小 長 渡邉　聡子 152 領家中 長 荒木　ひとみ

113 戸塚南小 短 原田　由紀子 153 戸塚中 長 星川　希

114 鳩ヶ谷小 長 片岡　由香 154 在家中 長 真殿　愛弓

115 中居小 長 藤倉　恵子 155 安行東中 長 上野　麻理

116 中居小 長 伊藤　智章 156 戸塚西中 長 秋田　幸代

117 中居小 長 高島　いづみ 157 鳩ヶ谷中 長 佐藤　和子

118 中居小 短 小谷　明美 158 八幡木中 長 二渡　麻喜

119 辻小 長 永田　真菜美 159 里中 長 小杉　千絵

120 辻小 短 石渡　悟 160 芝園学園中 長 早川　裕子

令和８年度　特別支援教育こども支援員の配置校
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  令和８年度ほっとルーム支援員について 
 
１ 趣旨 

不登校や不登校傾向の児童生徒への支援の充実を図るため、校内教育支援センター

を拠点として補助を行う「ほっとルーム支援員」を配置するもの。 

 
２ 採用人数 
    １１名（地域教育支援センター３名、小学校５名、中学校３名）   
 
３ 配置 
   
 
 
 
 
 
 
 
４ 勤務条件 

  （１）勤務時間：１日４時間  月曜日～金曜日 
  （２）勤務日数：年間１４０日 
  （３）任  期：令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 
 
５ 業務内容 

（１）校内教育支援センター「ほっとルーム」を拠点とした不登校児童生徒支援 

（２）「ほっとルーム」を利用する児童生徒の学習活動の支援、安全確保 

（３）「ほっとルーム」の運営について管理職・教職員等との連携 等 

 

６ その他 
・令和８年度は、ほっとルームの全校設置を目指す。 

 ・令和６年度はモデル校へほっとルーム支援員を配置。令和７年度からは、校内教育

支援センターの活用状況等、実態を把握しながら、市内全体での不登校支援体制を

検討し支援員を配置している。 

配置校 支援員名 配置校 支援員名 

舟戸小学校 大越 章子 芝園学園中学校 石田 友里 
上青木小学校 浅田 民子 芝小学校 千葉 由美子 
朝日教室 橋本 千絵 安行東中学校 本間 望 
十二月田小学校 宮里 智子 戸塚中学校 鈴木 陽子 
東本郷小学校 木島 孝雄 中居小学校 平澤 多恵子 
神根東小学校 武井 慶子   
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令和８年度川口市外国人児童生徒支援員について 
 
 
１ 趣旨 
  外国人児童生徒や帰国児童生徒のうち、日本語が理解できないことで学校生活に支障 
 をきたしている児童生徒を対象に、日本語指導の補助等を通じて学校生活への適応を図

るもの。 
 
２ 採用人数    ６名 
 
３ 配置    
  日本語指導が必要な外国人児童生徒の占める割合が高い市内小中学校 

 
４ 勤務条件 
  原則週４日 １日あたり４時間 年間１４０日以内 

 
５ 業務内容 
 （１）日本語指導の必要な児童生徒に対する学習活動などの支援 
 （２）日本語指導の必要な児童生徒の健康面の把握及び安全面の確保に関する支援 
 
６ 採用者 

No. 氏 名 配置校 

１ 黄 学清 並木小学校 

２ 保科 頼江 仲町小学校 

３ 鐘 麗 芝富士小学校 

４ 周 萍 青木北小学校 

５ 鄭 曼梨 芝東中学校 

６ 叶 林琴 仲町中学校 

 
７ 任期 
  令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 
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議案第３４号  

   川口市社会教育委員を委嘱することについて  

 川口市社会教育委員に別紙の者を委嘱するため、川口市社会教育委員設置

条例（昭和２４年告示第８５号）第３条の規定により議決を求める。  

  令和８年４月２４日提出  

川口市教育委員会教育長  井上  清之  
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１ 委嘱をする者  

 
 

２ 任期  

  令和８年５月１６日から令和１０年５月１５日まで  

№ 氏　　　名 委　員　構　成 現　在　の　公　職 再・新 条例第３条該当名

1 織本　寛之 小学校校長会 川口市立差間小学校長 新 学校教育関係者

2 森田　吉信 中学校校長会 川口市立高等学校附属中学校長 再 学校教育関係者

3 吉野　浩一 川口市立高等学校校長 川口市立高等学校長 再 学校教育関係者

4 渡辺　浩子 川口市美術家協会 川口市美術家協会会員 再 社会教育関係者

5 兼先　勇 川口市文化団体連合会
文化団体連合会常任理事
写楽会代表

新 社会教育関係者

6 山野　栄三郎 放課後子供教室運営団体

集まれ並木っ子チャレンジ教室ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

主任児童委員
並木小学校学校運営協議会委員

再 社会教育関係者

7 井口　琴美 はたちの集い関係協力団体 川口茶道会　幹事 新 社会教育関係者

8 松戸　博子 公民館活動団体
青木東公民館利用団体連絡協議会幹事
琴美会責任者

再 社会教育関係者

9 前田　純二 人材バンク魅学登録講師
日本地質学会会員
石油技術協会会員

新 社会教育関係者

10 武内　豊
川口市青少年団体連絡
協議会

川口市青少年団体連絡協議会
事務局次長兼会計

新
家庭教育の向上に

資する活動を行う者

11 岡田　真理子
川口市民生委員児童委員
協議会

川口市民生委員児童委員協議会 新
家庭教育の向上に

資する活動を行う者

12 中山　明広 川口市退職校長会 埼玉県弘済会参事 新 知識経験者

13 石原　真由美
川口市食生活改善推進員
協議会

川口市食生活改善推進員協議会副会長 新 知識経験者

14 佐内　信之　 埼玉学園大学
埼玉学園大学人間学部子ども発達学科専任講師

埼玉学園大学大学院子ども教育学研究科専任講師
新 知識経験者

15 大井田　弘子 川口市視覚障害者福祉協会
川口市視覚障害者福祉協会会長
身体障害者相談員

再 知識経験者
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議案第３５号 

川口市学校運営協議会委員を委嘱・任命することについて 

 川口市学校運営協議会委員に次の者を委嘱・任命するため、川口市学校運営協議会

規則（平成２１年教育委員会規則第１号）第６条の規定により議決を求める。 

記 

１ 委嘱をする者 

（１）川口市立芝中央小学校 

№ 氏 名 規則第６条関係 

１ 澤田 ひろみ 民生委員・児童委員 

２ 岡島 美絵 ＳＲＣ相談役 

３ 塚田 真由美 ＳＲＣ相談役 

 

（２）川口市立小谷場中学校 

№ 氏 名 規則第６条関係 

１ 加藤 美佐子 教務主任 

 

２ 任期 

  （１）令和８年４月２４日から令和１０年３月３１日まで 

（２）令和８年４月２４日から令和９年３月３１日まで 

令和８年４月２４日提出 

川口市教育委員会教育長  井 上  清 之 
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学校施設開放事業について 

 

（１）新しい学校施設開放事業の背景及び目的 

学校の施設は、社会教育法上、学校教育上支障がないと認める限り、社会教育のた

めの利用に供するよう努めることとされていることから、一般市民の利用については、

これまで学校長の判断のもと学校開放事業として運営してきた。 

一方で、市全体にわたる統一的で詳細な仕組みがなかったことから、利用団体に偏

りが生じ、公平公正な取り扱いとは言えない状態、また、近隣住民との良好な関係性

が築けず、学校運営に支障をきたすことが一部生じていた。 

さらに、中学校の体育館に設置された空調施設についても、一般団体等の利用に制

限があるなど、利用者の健康面での安全性の観点からも、新しい学校施設開放事業の

仕組みの構築が望まれていた。 

こうしたことから、令和 7年 12 月議会において、「川口市学校施設の使用料に関す

る条例」を制定 （令和 8年 6月 1日施行）し、使用料を徴収することで、中学校体育

館の空調の使用や、運動場の夜間照明利用など、施設の適切な管理と安定的な学校施

設開放事業の運営を図るとともに、全ての学校施設利用において、利用団体と教育委

員会及び学校のかかわりを明確化し、学校施設利用の詳細な取り扱いを明らかにする

ことで、市全体にわたる公平公正で統一的な仕組みの構築を図るもの。 

 

（２）新しい学校施設開放事業の仕組み 

ア 川口市学校施設開放事業に関する規則の制定（資料 1） 

（ア）学校施設の定期的な利用は教育委員会が許可 

（イ）一時的な利用（町会・自治会、ＰＴＡ等の季節催事など）は校長が許可 

（ウ）利用団体により構成される学校施設開放に関する協議会等による事前日程

調整（従来通り） 

（エ）使用料の納付はオンライン決済か納付書払い（金融機関窓口のみ） 

  （オ）利用時間制限の設定（週 18 時間まで）※令和 8年度のみ 28 時間 

イ 川口市学校施設開放事業に係る使用料の減免に関する要綱の制定（資料 2） 

学校施設開放の減免の基準は、スポーツ施設及び公民館の減免基準に準ずるこ

ととしたことに加え、学校施設という観点から、小・中学生が中心となって活動す

る団体については、一定の条件を満たした上で、必要な手続きをすれば免除となる。 

ウ 川口市学校施設開放事業に関する運用要綱の制定（資料 3） 

（ア）利用可能な各学校施設と時間の詳細 

（イ）団体登録及び利用申請の取消しに関わる規定 

（ウ）電子申請的手続きに関わる規定（インターネット上） 
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（３）川口市学校施設申請システム 

令和 8年度は、「Ｌｏｇｏフォーム」を使用して、団体登録及び各学校施設の利用

状況を管理。カスタマイズ機能が限定的であるため、利用者にとっては多少手間が掛

かる仕様となっている。 

令和 9年度から運用を開始する申請システムと鍵管理システム（資料 4）を、令和

8年度中に導入予定で、施設利用者と学校現場の負担軽減を図るとともに、利用の適

正化と、鍵の適切な管理を進めて行く。 

 

システムの利用状況 

ア 団体登録 821 団体（令和 8年 4月 13 日現在） 

イ 利用申請 のべ 31,000 件以上（令和 8年 4月 13 日現在） 

 

 

（４）今後のスケジュール 

令和 8年 5 月 川口市学校施設申請システム及び鍵管理システム導入業務委託

契約（公募型プロポーザル） 

令和 8年 6 月 川口市学校施設の使用料に関する条例施行 

運動場夜間照明操作盤修繕契約 

令和 8年 8 月 鍵管理システムキーボックス設置工事開始 

令和 8年 12 月 運動場夜間照明操作盤修繕開始 

令和 9年 1 月 鍵管理システムキーボックス設置工事完了 

「川口市学校施設申請システム及び鍵管理システム」説明会の実

施 

令和 9年 3 月 「川口市学校施設申請システム及び鍵管理システム」試験運用 

 Ｌｏｇｏフォームによる申請終了 

令和 9年 4 月 「川口市学校施設申請システム及び鍵管理システム」本格運用 

   

 

当日資料１-2-



川口市学校施設開放事業に関する規則

（趣旨）

第１条 この規則は、市民の自主的な社会教育活動及び公共のための地域活動の振

興を目的として川口市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が実施する学

校施設開放事業に関し、川口市立小・中学校管理規則（昭和３２年教育委員会規

則第２号）の特例及び必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。

(1) 学校施設開放事業 学校教育に支障のない範囲内において、自主的な社会教

育活動又は公共のための地域活動を行う団体に対し、教育委員会が、学校の施

設等を学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１３７条、社会教育法（昭和

２４年法律第２０７号）第４４条第１項及びスポーツ基本法（平成２３年法律

第７８号）第１３条第１項に規定する利用に供する事業をいう。

(2) 施設等 川口市立小・中学校の運動場、体育館、武道場、テニスコート及び

その他の学校の施設並びに附帯施設をいう。

（教育委員会及び学校の責務）

第３条 教育委員会は、第１条の目的に資するため、施設等の管理運営体制の整備

を図るものとする。

２ 学校は、学校施設開放事業の趣旨を十分に踏まえ、市民による施設等の利用を

推進するものとする。

（施設等の利用）

第４条 教育委員会は、当該施設等の存する学校の校長（以下「校長」という。）

の意見を聴き、学校教育上支障がないと認める場合に限り、教育委員会が別に定

める施設等を利用させることができる。

（施設等を利用することができる日等）

第５条 施設等を利用することができる日は、通年（１月１日から同月４日までの

日及び１２月２８日から同月３１日までの日を除く。）とし、利用することがで

きる時間は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める時間の範囲内で、
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校長の意見を聴いて、施設等ごとに教育委員会が別に定める。

(1) 川口市立小・中学校管理規則第３条に定める休業日 午前７時から午後９時

まで

(2) 平日（前号に掲げる日を除く。） 午後５時から午後９時まで

２ 施設の利用は２時間を単位として行うものとし、附帯施設の利用は１時間を単

位として行うものとする。

（利用できるものの範囲）

第６条 施設等を利用することができるものは、５人以上の団体であって、その代

表者が成年に達している者であるものとする。

（団体登録の申請）

第７条 施設等を利用しようとするものは、一の学校について年間を通じ毎月１回

以上定期的に施設等を利用しようとするとき、又は年間１２回以上利用しようと

するときは、団体の登録（以下「団体登録」という。）を受けなければならない。

２ 一の団体において団体登録の申請が可能な学校の数は、２校までとする。

３ 団体登録の申請をしようとするものは、利用する年度ごとに、教育委員会が定

める期日までに、次に掲げる書類を教育委員会に提出しなければならない。

(1) 川口市立学校施設利用団体登録申請書（様式第１号）

(2) 団体構成員名簿（様式第２号）

(3) その他団体登録の審査に必要な書類

（団体登録の承認等）

第８条 教育委員会は、前条第３項の申請があったときは、校長の意見を聴いて当

該申請に係る事項を審査し、その結果を様式第３号の承認（不承認）書により当

該申請をしたものに通知するものとする。

２ 前項の承認書の交付を受けたもの（以下「登録団体」という。）は、教育委員

会が必要と認めて資料の提出を求めたときは、これを提出しなければならない。

３ 登録団体は、団体名、代表者、構成員その他の申請内容の変更があったときは、

様式第４号の変更届を教育委員会に提出しなければならない。

４ 校長は、教育委員会が指定する電子申請システムの利用その他の方法により、

登録団体の構成員その他登録団体に関する情報を確認するものとする。
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（団体登録の廃止）

第９条 登録団体は、団体登録を廃止しようとするときは、様式第５号の廃止届を

教育委員会に提出しなければならない。

（団体登録の取消し）

第１０条 教育委員会は、登録団体が偽りその他不正な手段により団体登録の承認

を受けたとき、又は登録団体として適当でないと認めるときは、団体登録を取り

消すことができる。

２ 教育委員会は、前項の規定により団体登録を取り消すときは、様式第６号の取

消書により登録団体及び校長に通知するものとする。

（協議会）

第１１条 登録団体は、施設等の円滑な利用を図り、施設等の利用の予定等に係る

調整を行うため、学校ごとに学校施設開放に関する協議会（以下「協議会」とい

う。）を組織しなければならない。

２ 協議会は、前項の調整を行うため、毎年度１回以上会議を行うものとする。

３ 協議会に属する登録団体は、前項の会議にその構成員（成年に達している者に

限る。）を１人出席させなければならない。

４ 協議会は、校長又は校長から委任を受けた者の意見を聴き、校長が認める範囲

内で第２項の調整を行わなければならない。

５ 校長は、管理上必要な条件について、登録団体に対し、あらかじめ提示するも

のとする。

６ この規則に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、別

に定める。

（利用許可の申請及び許可）

第１２条 施設等を利用しようとする登録団体は、教育委員会が指定する期日まで

に、様式第７号の申請書により教育委員会に申請しなければならない。

２ 一の登録団体が施設等を利用することができる時間は、一の学校につき週１８

時間以内とする。

３ 教育委員会は、第１項の申請に対し許可をするときは、様式第８号の許可証を

交付するものとする。この場合において、教育委員会は、校長に対しその旨を通
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知するものとする。

４ 前項の許可を受けた登録団体（以下「利用者」という。）は、施設等の利用に

際し、前項の許可証を携帯し、必要に応じて提示しなければならない。

５ 教育委員会は、第３項の許可に際し、あらかじめ校長の意見を聴き、管理上必

要な条件を付すことができる。

（利用の不許可）

第１３条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、施設等

の利用を許可しない。

(1) 公益を害するおそれがあるとき。

(2) 学校教育上支障があるとき。

(3) 施設等を毀損するおそれがあるとき。

(4) 物品の販売等営利又は有料の興行を目的とした催し等が行われるおそれがあ

るとき。

(5) 政治的又は宗教的な活動が行われるおそれがあるとき。

(6) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認められるとき。

(7) 管理上支障があるとき。

(8) 前各号に掲げるもののほか、利用が適当でないと教育委員会が認めるとき。

（夜間及び夏季における特例）

第１４条 夜間に夜間照明施設の附帯する運動場を利用しようとするものは、当該

夜間照明施設を併せて利用しなければならない。

２ 夏季に空調施設の附帯する体育館を利用しようとするものは、当該空調施設を

併せて利用しなければならない。

（利用者の遵守事項）

第１５条 利用者は、施設等が学校教育の場であることを踏まえ、これに支障のな

いよう常に善良な管理者の注意をもって施設等を利用しなければならない。

２ 利用者は、校長が指定する範囲内において施設等を利用しなければならない。

３ 利用者は、小学校にあっては放課後児童クラブの活動を、中学校にあっては学

校部活動を妨げてはならない。

４ 利用者は、川口市子どもの遊び推進条例（令和６年条例第４９号）に基づく施
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策による施設等の利用を妨げてはならない。

５ 利用者は、第２項から前項までに掲げるもののほか、学校内において、次に掲

げる行為をしてはならない。ただし、第１号から第３号までに掲げる行為のうち、

校長の許可を受けたものにあっては、この限りでない。

(1) 物品の販売その他商行為をすること。

(2) 火気を使用すること。

(3) 飲食をすること。

(4) 喫煙をすること。

(5) その他他人に迷惑を与える行為をすること。

６ 利用者は、その責めに帰すべき事故について、責任を負うものとする。

（利用権の譲渡等の禁止）

第１６条 利用者は、施設等の利用の権利を譲渡し、又は転貸してはならない。

（特別の設備の設置又は変更等の禁止）

第１７条 利用者は、施設等に特別の設備を設置し、又は変更等をしてはならない。

ただし、一時的な設備の設置について、あらかじめ校長の許可を受けたときは、

この限りでない。

（利用許可の取消し等）

第１８条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、施設等

の利用の許可を取り消し、又は利用を制限し、若しくは停止させることができる。

(1) 利用者がこの規則に違反し、又は教育委員会若しくは校長の指示に従わない

とき。

(2) 利用者が第１０条第１項の事由に該当したとき。

(3) 利用の許可の申請に偽りがあったとき。

(4) 利用の許可の条件に違反したとき。

(5) 納期限までに使用料が納付されなかったとき。

(6) 第１３条各号のいずれかに該当すると認められたとき。

(7) 公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第３９条並びに災害対策基本法（

昭和３６年法律第２２３号）第４９条の４及び第４９条の７その他法令に基づ

き他に使用させるとき。
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(8) 市又は官公署が緊急に使用するとき。

(9) 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認めたとき。

２ 教育委員会は、前項の規定により利用の許可を取り消すときは、様式第９号の

利用許可取消書により当該許可を受けた団体及び校長に通知するものとする。

３ 利用者が第１項各号のいずれかに該当することにより同項の処分を受け、これ

によって損失が生じた場合であっても、教育委員会はその責めを負わない。

（原状回復の義務）

第１９条 利用者は、施設等の利用を終了したときは、直ちにこれを原状に回復し

なければならない。前条第１項の規定により利用の許可の取消し又は利用の制限

を受けたときも、同様とする。

（損害賠償）

第２０条 利用者は、故意又は過失により、施設等若しくは備品等を毀損し、又は

滅失したときは、その損害を賠償しなければならない。

（事故報告等）

第２１条 利用者は、施設等若しくは備品等を毀損し、若しくは滅失したとき、又

は利用者の負傷その他の事故があったときは、直ちに様式第１０号の事故報告書

に教育委員会が必要と認める書類を添えて、教育委員会に提出しなければならな

い。この場合において、教育委員会は、校長に対しその旨を通知するものとする。

（使用料等）

第２２条 施設等の利用に係る使用料については、川口市学校施設の使用料に関す

る条例（令和７年条例第９６号。以下「条例」という。）の定めるところによる。

２ 前項の使用料を納付した利用者は、施設等の利用等に際し、当該使用料の領収

証を携帯し、請求があったときは、これを提示しなければならない。

（使用料の減免）

第２３条 条例第４条に規定する使用料の減額又は免除については、教育委員会が

別に定めるところによる。

（使用料の還付）

第２４条 利用者は、条例第５条に規定する還付を受けようとするときは、様式第

１１号の還付申請書兼請求書を教育委員会に提出しなければならない。
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（実費負担）

第２５条 利用者は、運動場夜間照明施設又は体育館空調施設の管理を怠ったこと

によって生じた電気料金があるときは、その費用を負担しなければならない。

２ 利用者は、利用者の責めに帰すべき事由により警備等にかかる費用が生じたと

きは、その費用を負担しなければならない。

（校長への委任）

第２６条 教育委員会は、施設等の利用が一時的であるときは、施設等の利用の許

可に関する権限を校長に委任するものとする。

２ 前項の場合において、施設等の利用等については、第４条から第６条まで、第

１３条から第１７条まで、第１８条第１項及び第３項並びに第１９条から前条ま

での規定を準用する。

（校長による優先利用の許可）

第２７条 校長は、その必要があると認めるときは、一時的な利用を申請したもの

に対し、登録団体に優先して利用を許可することができる。

（施設等の利用に関する事務）

第２８条 教育委員会は、施設等の利用に関する事務の一部を校長に行わせること

ができる。

（電子申請システムを使用した申請等）

第２９条 この規則に定める申請及び届出等は、教育委員会が指定する電子申請シ

ステムを使用して行うことができる。

２ 前項の申請に対する許可の通知等は、電子メールを送信する方法により行うも

のとする。この場合において、教育委員会は、校長に対しその旨を通知するもの

とする。

（その他）

第３０条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が別に定める。

附 則

（施行期日）

１ この規則は、令和８年６月１日から施行する。ただし、附則第４項の規定は、

公布の日から施行する。
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（経過措置）

２ 第１１条第２項の規定にかかわらず、令和８年度の利用の予定等に係る調整に

ついては、教育長が別に定めるところによる。

３ 令和８年６月１日から令和９年３月３１日までの間の施設等の利用に係る第１

２条第２項の規定の適用については、同項中「週１８時間」とあるのは、「週２

８時間」とする。

（施行前の準備）

４ この規則を施行するために必要な準備行為は、この規則の施行の日前において

も行うことができる。
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〇川口市学校施設開放事業に係る使用料の減免に関する要綱 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、川口市学校施設開放事業に関する規則第２３条に基づき、川口市

学校施設の使用料に関する条例（以下「条例」という。）第４条に規定する使用料 （第

２条第１号及び第２号並びに第３条第１号及び第２号に掲げる以外の団体について

は、附帯施設の利用に係る使用料を除く。以下同じ。）の減額又は免除について必要

な事項を定めるものとする。 

 

（免除） 

第２条 次の各号に掲げる団体が当該各号に定める利用をする場合に限り、使用料を免

除することができる。ただし、構成員個人が支払う会費が１月あたり１万円を超えな

い団体に限る。 

（１）市立の教育機関がその目的を遂行するために利用する場合。  

（２）市の行政機関がその目的を遂行するために利用する場合。 

（３）公益財団法人川口市スポーツ協会、川口市レクリエーション協会、川口市スポー

ツ推進委員協議会、川口市学校体育協会及び川口市スポーツ少年団が各団体の規

約等に規定する事業を遂行するために利用する場合。  

（４）市内の町会・自治会を統合する連合町会が季節催事等を行うために利用する場合。  

（５）施設の存する学校において地域と学校とが協働して行う活動に取り組むＰＴＡ等

の団体が学校支援活動等を行うため、年に数回程度利用する場合。 

（６）障害者及びその介護者によって構成された団体（障害者の数が団体の構成員の数

の２分の１以上である団体に限る。）が、障害者の生涯学習活動や社会参加を推進

する活動を実施するために利用する場合。 

（７）市内の中学校部活動の地域展開に係るモデル事業に参加する団体が当該モデル事

業の実施のために利用する場合。 

（８）小・中学生が中心となって活動する団体 （小・中学生の数が団体の構成員の数の

２分の１以上であって、そのうち２分の１以上が市内に在住又は在学である団体

に限る。）が、国の 「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガ

イドライン」（令和７年１２月文部科学省）の趣旨に沿った地域クラブ活動又はこ

れに準ずる活動として利用する場合。ただし、免除する額は、構成員の健康上の

安全及びバランスの取れた生活の確保に鑑み、中学校部活動の活動上限時間に準

じ、週１２時間（６単位）の利用に係る額を限度とする。 

 

（減額）  

第３条 次の各号に掲げる団体が当該各号に定める利用をする場合に限り、使用料の２

分の１を減額することができる。ただし、第７号に掲げる団体を除き、構成員個人が

支払う会費が１月あたり１万円を超えない団体に限る。 

（１）埼玉県内に所在する教育機関（第２条第１号の教育機関を除く。）がその目的を

遂行するため利用する場合。 

（２）埼玉県の行政機関がその目的を遂行するために利用する場合。  

（３）公益財団法人川口市スポーツ協会、川口市レクリエーション協会又は川口市スポ

ーツ少年団に加盟している団体が各団体の規約等に規定する事業を遂行するため

利用する場合。 

（４）公益財団法人埼玉県スポーツ協会（加盟団体を含む。）がその定款に規定する事

業を遂行するため利用する場合。 
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（５）市内の町会 ・自治会が年間事業計画に位置付けた地域振興に資する取組みとして

利用する場合。ただし、継続的に行う趣味・実務実技・体育レクリエーション活

動等を除く。 

（６）構成員（代表者及び指導者を除く。）が市内に居住する６５歳以上の者で構成さ

れる団体が、健康の維持・増進のために利用する場合。 

（７）前条第１号又は第２号に掲げるものを除き、施設の存する学校の近隣に存する幼

稚園及び保育園が運動会等の季節催事のために利用する場合。 

（８）前条第８号に掲げるものを除き、小・中学生が中心となって活動する団体が （小・

中学生の数が団体の構成員の数の２分の１以上であって、そのうち２分の１以上

が市内に在住又は在学である団体に限る。）、小・中学生の心身の健全な育成のた

めに利用する場合。 

２ 前項の規定により、使用料等を減額して算定する場合において、当該金額に１０円

未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てるものとする。 

 

（減免の申請及び承認） 

第４条 施設等を利用しようとするものが使用料の減額又は免除を受けようとすると

きは、登録団体又は登録をしようとするものにあっては団体登録の申請の際に、それ

以外の利用者にあっては施設等の利用の申請の際に、川口市立学校施設使用料減額・

免除申請書に第２条及び前条各号のいずれかに該当することを証する書類を添えて教

育委員会に提出し、その承認を受けなければならない。 

 

（その他）  

第５条 第２条及び第３条に定めるもののほか、教育委員会が公益上必要と認められる

場合には、使用料を減免することができる。  

 

附 則  

（施行期日） 

この要綱は、令和８年６月１日から実施する。ただし、第４条の規定は、公布の日

から実施する。  
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の
中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
係
る
モ
デ
ル
事
業

に
参
加
す
る
団
体
が
当
該
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
の
た
め
に
利

用
す
る
場
合
。

(
7
)
 小

・
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
団
体
（
小
・
中
学

生
の
数
が
団
体
の
構
成
員
の
数
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
っ
て
、

そ
の
う
ち
２
分
の
１
以
上
が
市
内
に
在
住
又
は
在
学
で
あ
る
団

体
に
限
る
。
)の

う
ち
、
中
学
校
部
活
動
改
革
の
一
環
で
あ
る
、

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
に
資
す
る
場
合
、
構
成
員
の
健
康
上

の
安
全
及
び
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
活
の
確
保
に
鑑
み
、
中
学

校
部
活
動
の
活
動
上
限
時
間
に
準
じ
、
週
１
２
時
間
ま
で
の
活

動
。

※
別
紙
「
活
動
確
認
書
」
の
提
出
が
必
要
。

※
 
活
動
時
間
が
週
１
２
時
間
を
超
え
た
場
合
、
以
降
の
金
額

は
減
額
要
件
に
該
当
す
れ
ば
減
額
（
半
額
）
と
な
る
。

減
額
（
半
額
）
要
件

(
1
)
埼
玉
県
内
の
教
育
機
関
（
市
立
教
育
機
関
を
除
く
。
）
ま
た

は
埼
玉
県
の
行
政
機
関
が
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
利
用

す
る
場
合
。

(
2
)
公
益
財
団
法
人
川
口
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
川
口
市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
又
は
川
口
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
盟
し

て
い
る
団
体
が
利
用
す
る
場
合
。
（
例

○
○
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
活
動
等
）

(
3
)
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
加
盟
団
体
を
含

む
。
）
が
そ
の
定
款
に
規
定
す
る
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
利

用
す
る
場
合
。

(
4
)
市
内
の
町
会
・
自
治
会
が
年
間
事
業
計
画
に
位
置
付
け
た
地

域
振
興
に
資
す
る
取
組
み
と
し
て
利
用
す
る
場
合
。
た
だ
し
、

継
続
的
に
行
う
趣
味
・
実
務
実
技
・
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
等
を
除
く
。

(
5
)
市
内
に
居
住
す
る
６
５
歳
以
上
の
者
で
構
成
さ
れ
る
団
体
が
、

健
康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
に
利
用
す
る
場
合
。

(
6
)
施
設
の
存
す
る
学
校
の
近
隣
に
存
す
る
幼
稚
園
及
び
保
育
園

が
運
動
会
等
の
季
節
催
事
の
た
め
に
利
用
す
る
場
合
。

(
7
)
小
・
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
団
体
が
（
小
・
中

学
生
の
数
が
団
体
の
構
成
員
の
数
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
っ

て
、
そ
の
う
ち
２
分
の
１
以
上
が
市
内
に
在
住
又
は
在
学
で

あ
る
団
体
に
限
る
。
）
、
小
・
中
学
生
の
心
身
の
健
全
な
育

成
の
た
め
に
利
用
す
る
場
合
。
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（別紙） 

活動確認書 

 

 

当団体は、「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイ

ドライン」（文部科学省 令和７年１２月）に基づき、川口市が推進する地域

クラブ活動推進事業の趣旨に賛同し、中学生の活動機会確保につながる活動

に取り組みます。 

 

 

 

 

 

                令和   年   月   日 

                団体名 

                所在地 

                代表者氏名（署名）           
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〇川口市学校施設開放事業に関する運用要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、川口市学校施設開放事業に関する規則（以下「規則」という。）の施行に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

 

（利用可能な施設及び時間） 

第２条 規則第４条に規定する施設等、規則第５条に規定する施設等を利用することができる日等

は、別表のとおりとする。 

 

（団体登録の取消し） 

第３条 規則第１０条第１項に規定する、団体登録を取り消すことができる場合は、次の各号のい

ずれかに該当したときとする。 

(１) 学校教育上支障がある行為をしたとき、またはその恐れがあると教育委員会及び校長が認

めたとき。 

(２) 複数の団体が継続的に合同で利用している場合等、事実上、二重に団体登録をしていると教

育委員会及び校長が認めたとき。 

(３) 規則並びにこの要綱に違反し、教育委員会または校長が促したにもかかわらず、是正しなか

ったとき。 

(４) 教育委員会及び校長の指示に対し、正当な理由もなく繰り返し違反したとき。 

(５) 利用の申請をしていないにもかかわらず利用したとき。 

(６) 前５号のほか、公序良俗に反する行為があったとき。 

２ 前項の規定により、登録を取り消された団体は、登録を取り消された年度を含め３年度の間にお

いて、市内全ての小・中学校において団体の登録を行うことができない。 

 

（校長への委任） 

第４条 規則第２６条に規定する施設等の利用が一時的であるときは、次の各号に掲げる場合とす

る。 

(１) 市内の町会・自治会及び連合町会が会員全員を対象とした季節催事等の町会行事に利用す

る場合 

(２) 施設を供する学校において、地域と学校とが協働して行う活動に取り組むＰＴＡ等の団体

がバザー等、学校支援活動等を行うため、年に数回程度利用する場合 

(３) 規則第８条第１項で規定する団体登録を必要としない場合 

(４) 第２条で規定する以外の施設又は時間において利用する場合 

２ 施設等を一時的に利用しようとするものは、川口市立学校施設一時利用申請書を、施設を供す

る学校の校長に提出し、その承認を受けなければならない。ただし、市立の教育機関及び市の行

政機関がその目的を遂行するために利用する場合を除く。 

 

（利用許可の取消し等） 

第５条 規則第１８条に規定する利用の許可を取消し、制限し、又は停止する場合の期間は、次の

各号によるものとする。 

(１)規則第１８条第１項第１号又は第４号に該当する場合の利用を停止する期間は、３月とする。 

(２)規則第１８条第１項第５号に該当する場合は、利用を許可された日の許可を取り消すものと

する。 

(３)規則第１８条第 1 項第６号に該当する場合の利用を取り消し又は停止する期間は、規則第１

３条各号に該当しないことが見込めると教育委員会が認めるまでの期間。 

(４)規則第１８条第 1 項第７号から第８号に該当する場合の利用を取り消し又は停止する期間は、
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教育委員会が相当と認める期間 

(５)規則第１５条から第１７条に違反した場合の利用を停止する期間は、教育委員会が相当と認

める期間。 

(６)規則第２１条に規定する事故報告の遺漏があった場合の利用を停止する期間は、１月とする。 

(７)利用を終えた後に施設の施錠を怠った場合の利用を停止期間するは、１月とする。 

(８)施設等の工事及び修繕などにより利用範囲を制限する場合の期間は、教育委員会が個別に審

査し、相当と認める期間 

 

（電子申請的手続き） 

第６条 規則に規定する手続きを行うために使用する電子申請システムは、次の各号のとおりとす

る。 

(１)規則第７条から第８条 （同条第３項を除く。）に規定する団体登録等及び規則第２３条に規定

する使用料の減免を行うために使用する電子申請システムは、川口市学校施設開放事業団体

登録申請システムとする。 

(２)規則第８条第３項に規定する団体登録の申請内容に変更があった場合、規則第２３条に規定

する使用料の減免の申請内容に変更があった場合及び減免の申請を取り下げる場合、並びに

規則第９条に規定する団体登録の廃止を行うために使用する電子申請システムは、川口市学

校施設開放事業団体登録変更届システムとする。 

(３)規則第１２条に規定する利用許可の申請を行うために使用する電子申請システムは、川口市

学校施設開放事業施設利用申請システムとする。 

(４)規則第２１条に規定する事故報告を行うために使用する電子申請システムは、川口市学校施

設開放事業事故報告システムとする。 

(５)川口市学校施設の使用料に関する条例に規定する使用料の納付を行うために使用する電子申

請システムは、川口市学校施設開放事業使用料納付システムとする。 

(６)規則第２４条に規定する使用料の還付を受けるために使用する電子申請システムは、川口市

学校施設開放事業使用料還付申請システムとする。 

 

附則 

 この要綱は、令和８年６月１日から実施する。ただし、第３条から第６条の規定は、公布の日から

実施する。 
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№ 学校名 利用施設・附帯設備 使用時間 使用時間
施設

使用料
（2時間)

附帯設備
使用料

（1時間)

運動場 休日 午前９時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後７時 340円
平日 午後７時～午後９時 1,100円
休日 午前７時～午後９時 1,100円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後５時 550円
平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 300円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前９時～午後７時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後７時 550円
休日 午前７時～午後７時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後７時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後７時 550円

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円

休日 午前７時～午後５時 340円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 510円
運動場 休日 午前７時～午後５時 340円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前９時～午後７時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円

体育館 休日 午前７時～午後７時 550円
運動場の夜間照明 1,200円
運動場 休日 午前７時～午後５時 680円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 720円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

2 幸町小学校
体育館

3 仲町小学校 体育館

4 上青木小学校
体育館

1 本町小学校
体育館

体育館

5 元郷小学校
運動場

体育館

6 飯塚小学校

運動場

体育館

8 新郷小学校
体育館

9 神根小学校
体育館

7 芝小学校
運動場

12 舟戸小学校
運動場（河川敷）

体育館

13 十二月田小学校
体育館

10 青木北小学校
運動場

体育館

11 領家小学校
体育館

16 安行小学校
体育館

17 原町小学校
体育館

14 飯仲小学校

運動場

体育館

15 並木小学校
体育館

20 青木中央小学校

運動場

体育館

21 元郷南小学校
運動場

体育館

18 前川小学校
運動場

19 戸塚小学校
体育館

（別表）
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№ 学校名 利用施設・附帯設備 使用時間 使用時間
施設

使用料
（2時間)

附帯設備
使用料

（1時間)

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前９時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 1,830円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 300円
運動場 休日 午前９時～午後５時 340円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円

運動場 休日 午前９時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 1,320円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 1,080円
運動場 休日 午前９時～午後５時 340円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後５時 550円

運動場 休日 午前９時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前９時～午後７時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 1,440円
運動場 休日 午前７時～午後５時 340円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 150円
運動場 休日 午前９時～午後５時 340円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前９時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後７時 340円
休日 午前７時～午後７時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

24 神根東小学校

運動場

体育館

25 朝日東小学校

運動場

体育館

22 芝西小学校
体育館

23 芝南小学校
体育館

26 芝富士小学校

27 前川東小学校
体育館

28 柳崎小学校

運動場

体育館

体育館

31 上青木南小学校
体育館

32 根岸小学校
体育館

29 芝樋ノ爪小学校
運動場

体育館

30 新郷南小学校

運動場

体育館

35 朝日西小学校
体育館

36 慈林小学校

運動場

体育館

33 芝中央小学校
運動場

体育館

34 新郷東小学校

運動場

体育館

39 東領家小学校 体育館

40 安行東小学校
運動場

体育館

37 差間小学校
体育館

38 東本郷小学校
運動場

体育館
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№ 学校名 利用施設・附帯設備 使用時間 使用時間
施設

使用料
（2時間)

附帯設備
使用料

（1時間)

運動場 休日 午前７時～午後７時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前９時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円
休日(日・祝のみ)
（４～１０月）

午前９時～午後５時 340円

休日(日・祝のみ)
（１１～３月）

午前９時～午後３時 340円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後７時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 960円
運動場 休日 午前７時～午後５時 340円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円

運動場 休日 午前７時～午後７時 340円
平日 午後５時～午後９時 1,100円
休日 午前９時～午後９時 1,100円

運動場 休日 午前９時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円

※ 学校の長期休業中の使用時間は、休日の使用時間に準ずる。
　 （上青木小学校（体育館のみ）、上青木南小学校及び新郷東小学校を除く。）

43 戸塚北小学校

体育館

44 木曽呂小学校
運動場

体育館

41 在家小学校
体育館

42 戸塚東小学校
体育館

運動場

47 鳩ヶ谷小学校
体育館

48 中居小学校
体育館

45 戸塚綾瀬小学校
体育館

46 戸塚南小学校
体育館

51 桜町小学校
体育館

52 南鳩ヶ谷小学校
体育館

49 辻小学校

運動場

体育館

50 里小学校
体育館
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№ 学校名 利用施設・附帯設備 使用時間 使用時間
施設

使用料
（2時間)

附帯設備
使用料

（1時間)

運動場 休日(日のみ) 午前７時～午前９時 680円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 610円
休日 午後５時～午後９時 610円

体育館の空調施設 730円
運動場 休日 午前９時～午後５時 680円

平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午前９時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 610円
休日 午前９時～午後９時 610円
平日 午後７時～午後９時 610円
休日 午前９時～午後９時 610円

テニスコート（４面） 休日 午前９時～午後５時 820円
体育館の空調施設 730円

平日 午後５時～午後７時 680円
休日 午前７時～午後７時 680円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 1,220円
休日 午前７時～午後９時 1,220円
平日 午後５時～午後９時 1,220円
休日 午前７時～午後９時 1,220円
平日 午後５時～午後７時 820円
休日 午前７時～午後７時 820円
平日 午後５時～午後７時 730円

午後１時～午後５時 490円
午後５時～午後７時 730円

平日 午後５時～午後７時 730円
午後１時～午後５時 490円
午後５時～午後７時 730円

体育館の空調施設 730円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円

体育館の空調施設 730円
平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午後５時～午後９時 340円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 1,220円
休日 午後５時～午後９時 1,220円
平日 午後７時～午後９時 820円
休日 午後５時～午後９時 820円
平日 午後７時～午後９時 730円
休日 午後５時～午後９時 730円

体育館の空調施設 730円
平日 午後５時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 730円

午前９時～午後１時 240円
午後１時～午後３時 490円

運動場の夜間照明 1,320円
体育館の空調施設 730円
運動場 平日 午後７時～午後９時 340円

平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後７時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 610円
休日 午後５時～午後７時 610円
平日 午後７時～午後９時 610円
休日 午後５時～午後７時 610円

運動場の夜間照明 840円
平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午後１時～午後５時 340円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後７時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 360円
体育館の空調施設 730円

1 東中学校
体育館

剣道場

2 西中学校

体育館

柔道場

剣道場

7 元郷中学校

体育館

柔道場

剣道場

音楽室

剣道場

テニスコート（７面）

音楽室１
休日

音楽室２
休日

5 青木中学校

運動場

体育館

テニスコート（３面）

音楽室

体育館

剣道場

北中学校4

3 南中学校

運動場（河川敷）

体育館

柔道場

8 上青木中学校

運動場

体育館

休日

6 芝中学校

運動場

体育館
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№ 学校名 利用施設・附帯設備 使用時間 使用時間
施設

使用料
（2時間)

附帯設備
使用料

（1時間)

平日 午後５時～午後７時 340円
休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 1,220円
休日 午後５時～午後９時 1,220円
平日 午後７時～午後９時 820円
休日 午前７時～午後５時 820円

体育館の空調施設 730円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後７時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 1,220円
休日 午後７時～午後９時 1,220円
平日 午後７時～午後９時 610円
休日 午後７時～午後９時 610円
平日 午後７時～午後９時 730円
休日 午後５時～午後９時 730円
平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午後５時～午後７時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 610円
休日 午後５時～午後７時 610円
平日 午後７時～午後９時 610円
休日 午後５時～午後７時 610円

テニスコート（１面） 休日 午後５時～午後７時 820円
体育館の空調施設 730円

運動場 休日
午前９時～午前１１時
午後１時～午後５時

340円

平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後７時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 1,220円
休日 午後７時～午後９時 1,220円

午前９時～午後１時 240円
午後１時～午後５時 490円

体育館の空調施設 730円
平日 午後５時～午後７時 680円
休日 午前９時～午後７時 680円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後７時 550円
平日 午後５時～午後９時 1,220円
休日 午後５時～午後９時 1,220円
平日 午後５時～午後９時 1,220円
休日 午後５時～午後９時 1,220円
平日 午後５時～午後９時 820円
休日 午前９時～午後５時 820円
平日 午後５時～午後９時 730円

午前９時～午後１時 240円
午後１時～午後５時 490円
午後５時～午後７時 730円

体育館の空調施設 730円
平日 午後７時～午後９時 340円
休日（日のみ） 午前７時～午後９時 340円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 610円
休日 午前７時～午後９時 610円
平日 午後５時～午後９時 610円
休日 午前７時～午後９時 610円

体育館の空調施設 730円
休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円
休日 午前７時～午後９時 610円
平日 午後５時～午後９時 610円
休日 午後１時～午後９時 610円
休日 午後３時～午後５時 820円

体育館の空調施設 730円

休日

9 幸並中学校

運動場

体育館

剣道場

体育館

柔道場

剣道場

テニスコート（２面）

体育館

柔道場

剣道場

卓球場

10 十二月田中学校

仲町中学校11

運動場

12 安行中学校

体育館

柔道場・剣道場

13 芝東中学校

運動場

体育館

柔道場

剣道場

テニスコート（２面）

音楽室

美術室・陶芸庫

休日

14 芝西中学校

運動場

体育館

柔道場

剣道場

15 岸川中学校

運動場

体育館

柔道場

剣道場

テニスコート（２面）
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№ 学校名 利用施設・附帯設備 使用時間 使用時間
施設

使用料
（2時間)

附帯設備
使用料

（1時間)

休日 午前７時～午後５時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円
平日 午後５時～午後９時 610円
休日 午後５時～午後９時 610円
平日 午後５時～午後９時 610円
休日 午後５時～午後９時 610円
休日 午前７時～午後５時 820円
平日 午後５時～午後９時 730円
休日 午後７時～午後９時 730円

体育館の空調施設 730円
平日 午後５時～午後９時 680円
休日 午前７時～午後９時 680円

柔道場 平日 午後５時～午後９時 610円
剣道場 平日 午後５時～午後９時 610円
運動場 平日 午後７時～午後９時 680円
運動場の夜間照明 660円

平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午後７時～午後９時 340円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後７時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 1,220円
休日 午前９時～午後９時 1,220円
平日 午後７時～午後９時 1,220円
休日 午前９時～午後９時 1,220円
平日 午後７時～午後９時 820円
休日 午後７時～午後９時 820円
平日 午後７時～午後９時 730円
休日 午後７時～午後９時 730円

体育館の空調施設 730円
平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午後１時～午後９時 340円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後７時～午後９時 550円
平日 午後７時～午後９時 820円
休日 午後１時～午後９時 820円

運動場の夜間照明 1,200円
体育館の空調施設 730円

平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午前７時～午後９時 340円
平日 午後７時～午後９時 610円
休日 午前７時～午後９時 610円
平日 午後７時～午後９時 610円
休日 午前７時～午後９時 610円
平日 午後７時～午後９時 820円
休日 午前７時～午後９時 820円

運動場の夜間照明 60円
運動場 休日(日のみ) 午後１時～午後５時 680円
体育館 平日 午後７時～午後９時 550円

平日 午後７時～午後９時 610円
体育館の空調施設 730円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円

体育館の空調施設 730円
平日 午後７時～午後９時 550円
休日 午後７時～午後９時 550円

体育館の空調施設 730円
平日 午後７時～午後９時 340円
休日 午後７時～午後９時 340円
平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円

運動場の夜間照明 600円
体育館の空調施設 730円

平日 午後５時～午後９時 550円
休日 午後５時～午後９時 550円

体育館の空調施設 730円
※ 学校の長期休業中の使用時間は、休日の使用時間に準ずる。
　 （元郷中学校、安行中学校、安行東中学校及び神根中学校を除く）
※ テニスコートの使用料は１面あたりの金額とする。

16 榛松中学校

運動場

体育館

柔道場

剣道場

テニスコート（２面）

卓球場

17 小谷場中学校

19 領家中学校

運動場

体育館

柔道場

神根中学校18

運動場

運動場

柔道場

剣道場

テニスコート（２面）

剣道場

テニスコート（１面）

音楽室

20 戸塚中学校

運動場

体育館

テニスコート（２面）

21 在家中学校

22 安行東中学校
柔道場・剣道場

23 戸塚西中学校
体育館

26 里中学校

24 鳩ヶ谷中学校
体育館

25 八幡木中学校

運動場

体育館

体育館
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学校施設開放鍵管理システム 

鍵管理システムとは 

令和９年度に運用開始予定の鍵管理システムは、ハード面において、学校の校門付近等

にキーボックスを設置し、学校職員と施設利用者が相対することなく、鍵を貸借するシス

テムです。 

ソフト面としては、まず、インターネット上で団体登録を済ませた後、各学校での日程

調整会議に参加し、利用したい日時を確保することになります。その上で、学校施設申請

システムにより、確保した日程の日付と時間帯を選択して、申請が許可されれば、暗証番

号又はＱＲコードが発行されます。 

当該暗証番号又はＱＲコードを入力することにより、キーボックスを解錠し、キーボッ

クスの中に格納されている鍵で施設を開場することができます。施設の利用後は、鍵をキ

ーボックスに戻すことで次の利用者に引き継ぎます。 

なお、暗証番号又はＱＲコードは、学校施設申請システムで申請した利用時間及び前後

３０分間のみ有効なものであり、鍵の使用時間が記録されるため、利用の適正化に加え、

鍵の適切な管理をすることができます。 

ＳＥＣＯＭ製キーボックス（川崎市採用） 

 

 

 

 

 

 

ＫＵＭＡＨＩＲＡ製キーボックス（三芳町採用予定） 

 

閉錠時              解錠時 

閉錠時              解錠時 
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小中学校の施設改修について 
 

（１）小学校体育館空調機設置事業 
夏季においてこどもたちが継続的かつ安全に体育の授業ができる環境を整備すると

ともに、災害時の避難所としての機能向上を図るため、小学校体育館に空調機を設置す

るもの。    
ア 事業の概要 

（ア）整備の考え方     
熱源が市内10地区の中で偏らないよう、中学校26校に設置している空調機の 

熱源の種類とのバランスなどを踏まえ、整備を進める。 
（イ）空調機の熱源 

電  気  式 → 教室空調を電気式の学校に16校程度導入 
都 市 ガ ス 式 → 教室空調をガス式の学校に16校程度導入 
プロパンガス式 → 災害時の拠点を考慮して、市内各地区に20校程度導入  

   （ウ）工事費に係る財源 
a   学校施設環境改善交付金 
b  算定割合：1/2 

     c  補助要件：体育館の屋根や壁などの断熱性が確保されること。 
（エ）今後のスケジュール 

年度 内容 対象校 
令和 8年度 実施設計 本町小学校ほか6校  
令和 9年度 設置工事 本町小学校ほか6校予定 

実施設計 15校予定 
令和10年度 実施設計 15校予定 
令和11年度 実施設計 15校予定 

                   
（２）小中学校照明ＬＥＤ改修事業 
   児童生徒が安全・安心に快適な環境で学校生活が送れるよう、幸町小学校を除く77 

校の小中学校において、ＬＥＤ照明への切り替えを行うもの。 

ア 事業の概要 

   （ア）工事場所 
      校舎、体育館等 

   （イ）整備の考え方 
      改修を進めるにあたり、地域のバランスを考慮するとともに、校舎の規模や

体育館のⅬＥＤ化の状況を踏まえながら費用の平準化にも配慮して整備を進め

る。また、他に予定している改修工事や学校の授業、行事などを考慮して整備

を進める。 
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   （ウ）工事費に係る財源 
a  学校施設環境改善交付金 
b  算定割合：1/3 

     c  補助要件：なし 
（エ）今後のスケジュール 

年度 対象校 
令和 8年度 上青木小学校ほか12校、神根中学校ほか6校 
令和 9年度 小学校13校、中学校6校予定 
令和10年度 小学校13校、中学校6校予定 
令和11年度 小学校12校、中学校7校予定 
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（仮称）神根総合運動公園整備事業について（現地視察） 
 

（１）事業概要 

埼玉県の屋内総合プール整備に併せ、川口市立北スポーツセンター及び神根西公民

館の建て替えを含む周辺施設を、多様な世代が集う新たなスポーツ拠点として一体的

に整備するもの。 

令和 7 年度から令和 9 年度の 3 カ年継続事業として、北スポーツセンター及び神根

西公民館改築工事、（仮称）神根総合運動公園整備工事に着手し、令和 9年 7月の供用

開始を予定している。 

 

（２）北スポーツセンター及び神根西公民館改築工事 

ア 施設概要 

（ア）構  造  鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 

（イ）規  模  地上 2階  

（ウ）建築面積  4,206.11 ㎡ 

（エ）延床面積  5,531.20 ㎡ 

（オ）北スポーツセンター 

   1 階 体育館、トレーニングルーム、会議室、事務室 ほか 

   2 階 多目的室、体育館観覧席 ほか 

（カ）神根西公民館 

   2 階 ホール、講座室、日本間、料理実習室、ミーティング室 ほか 

（キ）その他 

   エレベーター、多目的トイレ、授乳室、キッズルーム、駐車場 ほか 

 

イ スケジュール 

   （ア）工  期  令和 7年 6月～令和 9年 6月 

   （イ）供用開始  令和 9年 7月（予定） 

 

（３）（仮称）神根総合運動公園整備工事（屋外施設建設工事含む） 

ア 公園概要 

（ア）種  別  運動公園 

（イ）面  積  16.3ｈａ 

（ウ）屋外運動施設 1～4 

（エ）遊びの広場、芝生広場、イベント広場  

（オ）東西貫通園路、南北貫通園路 

（カ）駐車場、ロッカー棟、倉庫 ほか 

 

イ スケジュール 

   （ア）工  期  令和 8年 3月～令和 9年 6月 

（イ）供用開始  令和 9年 7月（予定） 

当日資料３-1-

当日資料３教育長報告（５）



（
仮
称
）
神
根
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
（
現
地
視
察
）

１
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
及
び
神
根
西
公
民
館
改
築
工
事

１
階

平
面

図

川
口

市
立

北
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
神

根
西

公
民

館
埼

玉
県

屋
内

総
合

プ
ー

ル

２
階

平
面

図

当日資料３-2-



（
仮
称
）
神
根
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
（
現
地
視
察
）

２
（
仮
称
）
神
根
総
合
運
動
公
園
整
備
工
事
（
屋
外
施
設
建
設
工
事
含
む
）

全
体

平
面

計
画

図

公
園

整
備

工
事

（
そ

の
１

）

公
園

整
備

工
事

（
そ

の
２

）

公
園

整
備

工
事

（
そ

の
３

）

埼
玉

県
事

業
区

域
北

Ｓ
Ｃ

・
神

根
西

公
民

館
改

築
工

事

当日資料３-3-


